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序　問題提起と本給の構成

問題提起

かつてスペイン額であったアメリカ大陸の国々の、古くからの地方都市には、必ず複数

の優れたバロック様式の教会堂が残されている。・この地域がスペインから分離独立した際

に、各国の首都に定められたような重要な都市であれば、例えばメキシコのメキシコ市、

キューバのハバナ、コロンビアのボゴタ、エクアドルのキト、ペルーのリマなど、その街

に残された植民地時代の教会堂の数と絢爛豪華さは、旧世界と比較してもなお、特筆すべ

きものである。目を農村や僻地に向ければ、そこにも、素朴で質実剛健でありながら、年

月を重ねる中で土地の人々が育んできた生活文化に根ざし、強い個性を発散する印象的な

キリスト教建築が無数に残されている。

建築はそれを生み出した社会を最も良く反映する芸術である。スペイン建築史の権威チ

ュェカ・ゴイチイアはそれを以下のような言葉で表現している。「個人の精神を表現するの

に建築ほど不適切な芸術はないし、反対に、歴史の精神の響きを収集するのに建築ほど感

じやすく響きやすい芸術もない。人類の歴史的時点を象徴するのに建築に匹敵するものは

ない。ゴシックの大聖堂は中世の全世界を代表し、エル・エスコリアール宮1は反宗教改革

の政治的野心を実現するための試金石を意味する。このような社会的現象が、一・枚の絵、

一葉の詩、もしくは、一曲の音楽によって、かくも総合的、かつ、ラディカルに理解され

得ることはないであろう。さらに、建築は本質的に大地にもっとも密着し、風土の支配を

もっとも受ける芸術一大地から奪った材料で作られた建築自身が風景でもある－であり、

また、人間の生命的必要性にもっとも高度にかかわる芸術でもある。建築は民衆の精神に

表現を与える最上の形態の一つである」。2

ゴイティアの見解を、スペイン簡植民地の建築に当てはめてみるとどうなるだろう。そ

こがかつてスペインの植民地であったことを示しているのか、それとも現在のラテンアメ

リカ諸国へとつながる新しい社会の誕生を示しているのか。植民地が両方の性格をもつ社

会であった以上、この二つの見解のいずれに力点を置いて説明することも可能であろう。

事実、本国にも見られない過激で奔放な表現を生みだし、誰もが否定しえないユニーク

1スペイン国王フェリーペ2世の命により1584年に完成した、王宮を兼ねた修道院。
2フェルナンド・チュエカ・ゴイチイア　鳥居徳敏訳『スペイン建築の特質』鹿島出版会

1991，35頁、スペイン語版初版1947．
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さを備えるにいたったラテンアメリカの旧スペイン領植民地のバロック建築に対する解釈

は、この二つの見解の間で揺れ動く時代が長く続いた。植民地美術が従属的存在であるこ

とを大前提とする第－の見解をとる研究者にとって、そのユニークさと過激さは、スペイ

ンが海外領土で果たした文化的偉業を証明するスペイン美術史の輝かしい1ページではあ

るが、あくまで正統な形態がデフォルメ（歪み）をこうむった結果生まれた「地方的」、「周

縁的」で、「知的レベルや洗練の度合いが低い」ものという評価を免れえなかったさ。このデ

フォルメが最も顕著に現れたのが、被征服者として自らの宗教を否定され、スペイン支配

下でキリスト教を受容させられた人々が建設に関与した教会堂であった。そのため、西欧

とは異質で不可解な表現に対する説明は、ヨーロッパ人には受け入れ難い忌むべき偶像崇

拝の過去を持つ先住民の噂好、世界観、美術的伝統、あるいは彼らの後進性や被征服民と

しての状況などに求められてきた。現実には、植民地バロックの最大のパトロンは裕福な

クリオーリョ（植民地生まれの白人）層であったが、クリオーリョにもまた、先住民が邪

教を奉じた土地に生まれ育ちその習俗に染まった二流の白人というような、スペイン本国

人からはかけ離れた植民地人の特性というものを付与することで、やはり上記の不可解さ

と折り合がつけられてきたといえる。もちろん、先住民やクリオーリョに対するこのよう

な侮蔑的形容は、植民地時代に生まれ盛んに用いられたもので、現代の美術史研究の中で

は決してあからさまに表現されることはない。しかし、「地方的」とか「周縁的」とか「デ

フォルメ」という言葉が、背後にそのような価値のいくぱくかを未だ引きずっていること

は否定し難いであろう。一方、植民地建築に対して後者の見解をとる研究者は、同じ特徴

に対して「先住民固有の美意識にもとづく個性」とか「植民地人が育んだ偉大さの自覚の

現れ」というような表現を用いた4。しかし、そのような見解を表明する研究者自身も、西

欧から学んだ美術史の方法、すなわち植民地美術を西洋美術史の中に位置付けるという作

業を実践する知的エリートで、程度の差こそあれ生活の場も歴史的経験も先住民と共有す

ることの少ない世界に属していた。彼らが、ナショナリズムという使命感に衝き動かされ

て、植民地美術の独自性を主張しようとしたことには強い共感を覚えるものの、植民地美

術を西洋美術史の中に位置付けようとする方法から導き出されるもっとも自然な帰結は、

どうしても前者の見解にならざるをえないのではなかろうか。

1960年代末から70年代にかけて、植民地美術の独自性を論じるためには全く別の

方法をとらなければならないということが意識されるようになり、この見解に立っ研究者

3本論第山草「西洋美術史における植民地美術の位置づけ」でこの見解をとった研究者に言
及している。
4同上。
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たちは、新しい可能性として図像学・図像解釈学の導入や、人類学や社会学との学際的研

究などの方法を提案した5。その後、新しい方法論に基づく研究は－定の成果をあげている。

本論は、そのような研究の方向性に共鳴するものである。20世紀の後半から植民地時代

についての歴史研究、なかでも先住民のエスノヒストリー研究の蓄積が進み、先住民と教

会堂建設のかかわりについてさまざまなことが明らかになってきた6。本論は、それでもな

お美術史とエスノヒストリーの間にある少なからぬ空隙を、社会文化史の実証研究によっ

て埋めることを目指す。その作業を通じて先住民が伝統的宗教を禁じられ、キリスト教を

受入れた後に、彼らの村の中心に自らの労働で建設した教会堂の中に、彼らの生活の実態

がどのように反映されたかを探る。

これまで植民地美術を研究する外国人はもとより、ラテンアメリカの知的エリートにと

ってさえも、作り手である植民地時代の先住民は異質な他者であった。さまざまな学問分

野の研究者が、研究対象である他者との関係を絶えず真剣に見なおす作業を自らに課して

いるとき、植民地美術史も、他者の現実に迫るための一層の努力を行わなければならない

であろう。社会文化史との学際的研究によって、克住民が自分の村に教会堂を建設すると

いう行為の意味を改めて考えようとする本論は、そうした問題意識を共有するものでもあ

る7。

本論の構成

本論は、メキシコ中西部ミチョアカン地方で先住民タラスコ族の手によって植民地時代

に建設された教会堂群を対象とする。この教会堂群の中には、旧スペイン嶺植民地建築の

5同上。

6エスノヒストリー（歴史民族学）は歴史学と民族学の接近により成立した学問領域。本論
では「自ら意図的な歴史記述を行わなかった特定民族集団（エトノス）の歴史」を扱うも

のと解釈する。エスノヒストリーは、同じく自ら歴史を記述しなかった民衆を扱う社会史

の観点と強い親近性をもつ。本論ではエスノヒストリーを先住民の歴史、社会史・社会文
化史を先住民に限らず植民地社会を構成したさまざまな集団の歴史という意味で使い分け

ている。これは現在のメキシコでの通念に従ったものである。エスノヒストリーの定義に
は、弘文堂『歴史学事典』4、「エトノス」の項を参照した。

7現在、理解できないもの、不可解なものに、やっかいものとして侮蔑的形容詞を付し、自

分に理解可能な範疇に閉じ込めて片隅に追いやる、もしくは整理されたしかるべき場所に
置くというのが、異質な他者を研究する者がとってきた伝統的常套手段であったことに、

強い反省が求められるようになっている。エドワード・W・サイード　今沢紀子訳『オリ

エンタリズム』平凡社1993．

－3－



中でも特に土着的で個性的な特徴を持つ例として名があげられることの多い著名なものも

いくつか含まれている。本論では、そうした建築例を含めて、当該地域の村落に残された

植民地期の教会堂全てを考察の対象としている。

構成は二部からなる。第一部はそれらの教会堂の「美術史的考察」にあてられ、第二部

は建設の経緯の「社会文化史的考察」にあてられる。それぞれ4章、5章から構成されて

いる。第一部第一章は先行研究の検討である。旧スペイン領植民地美術の研究史を精査し、

本論の問題意識の背景を明らかにする。第二章は、タラスコ族の教会堂の特徴を植民地建

築全体の中に位置付け、続く第三章と第四華で行う細部の検証のための枠組みを提示して

いる。第三章は、タラスコ族の教会堂の正面についての綿密な検討である。ここではまず、

実地調査に基づき、タラスコ族の教会堂正面の特徴を記録し、分類する作業を行い、そこ

で明らかになった共通の特徴に対して「ミチョアカン様式」という名称を提案する。さら

に、「ミチョアカン様式」の教会堂正面が、どのような様式の変遷を経て、いつごろその形

に至ったのかという年代確定の作業を、様式論と史料を用いて行い、それまで漠然と16

世紀に建設されたと言われてきた「ミチョアカン様式」の教会堂の多くが、実は17世紀

前半に建てられた可能性が濃厚なことを明らかにする。第四章は、タラスコ族の教会堂内

部を飾る彩色木製天井について考察する。ここでも、実地調査の結果に様式論と史料の検

討を合わせて、従来起源が明確ではなかった彩色木製天井の普及開始が、教会堂正面と同

じく17世紀にあったという結論を導く。第一部の考察の中で、タラスコ族の教会堂は「誰

が何の目的で、どのような物質的裏づげによって、いかなる精神的必要性に衝き動かされ

て、誰の技術を用いて建設したのか」という疑問が提示され、それに答えるいくつかの仮

説が提起される。

第二部では、それらを検証し建設の背景にあった諸要因とタラスコ族の教会堂の特徴を

結びつける作業が行われる。冒頭の第五草は、先スペイン期から植民地期にかけての、タ

ラスコ族と植民地統治体制に関する概括的な知見をまとめたものである。この革は、後続

の章で扱われる各テーマを、植民地期ヌエバ・エスパーニヤ（現在のメキシコにほぼ相当

する）のエスノヒストリー研究や社会史研究の中に位置付ける役割を果たす。第六章から

第九章は、第一部の考察の中で生まれた疑問点を軸に、16世紀から17世紀にかけての

タラスコ族の社会を4つの観点から検討する。まず第六章では、植民地統治の一環として

つぎつぎと設立された新しい先住民集落と、そのことによって変質を被った地域社会とい

う空間の中で、教会堂が何を期待して建設され、どのような意味を持ったのかという観点

からの考察を試みる。第七章では、タラスコ族の共同体が自村に立派な教会堂をつくるこ

とができたのは、いかなる社会・経済的基盤に支えられてのことであったのか、また誰が、

ー4－



どのようにして、教会堂建設の費用や労働をまかなったのか、という物質的・経済的観点

からの考察を試みる。第八章では、教会堂という信仰のための場所を先住民が率先して建

設した背景にあった信仰と精神の問題を、病院制度というタラスコ族に固有のキリスト教

的互助組織の検討を通じて扱う。第九章では、技術と職人の問題一多くのタラスコ族の集

落に、良く似た教会堂を建てて回ったのはどのような職人であったのか－を扱う。

本論が、美術史の手法による検証を最初に置き、社会文化史の考察を後に置くという上

記の二部構成に最終的に落ち着くまでには、さまざまな試行錯誤があった。このような構

成の利点は、建築上の特徴や建設にまつわる美術史上の問題をまず明らかにし、それらに

ついて社会文化史的検討ができるということにある。しかし、実際にはこの2つの作業は

相互的なもので、美術史的考察を深めるためには、背景にある社会についての探究が不可

欠である。そのため、第一部の考察の中に、第二部で検討されることになる諸点が説明を

大幅に省略した形で記述される部分があることは否めない。しかし、両方の考察を同時進

行で行うことにより説明が煩雑になること、社会文化史的考察を前に置くことで求心力が

失われること等を考慮し、今ある構成を取ることにした。

本論に収めた写真は、それ自体で、メキシコを含むアメリカ大陸旧スペイン領植民地の

建築の特徴が見て取れるよう配列に工夫した。また、タラスコ族の居住環境や生活文化ま

でも描写するよう配慮したっもりである。これらの写真は、ほとんど筆者自身の撮影によ

るものであるが、そうでない場合には、撮影者もしくは写真提供者を写真リストの中に明

記している。

－5－
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地図5：1520年の中央メキシコ
《出典　狩野『マヤとアステカ』246頁》
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第一部　タラスコ族の教会堂の美術史的考察

第一章　西洋美術史における植民地美術の位置づけ

第一節　初期研究史

1．イスパノアメリカにおける研究

イスパノアメリカlの植民地期の美術について、この地域の研究者による本格的な研究が

開始されるのは、20世紀初頭のナショナリズム高揚の中で、ラテンアメリカ諸国が独自

の歴史を構築する努力を始める、両大戦間に相当する時期からである。スペインから独立

した直後の19世紀のイスパノアメリカでは、スペインの植民地支配との訣別を図るため、

当時西欧で強い影響力のあった実証主義を、新国家建設の思想的基盤として導入した。し

かし、19世紀の末になると、異なる歴史的経験を持つイスパノアメリカに接ぎ木された

西欧や北米の思想はイスパノアメリカの精神と文化に馴染むものではない、という知識人

の強い批判を受けるようになっていた。それは、19世紀を通じて次第に増大していった

欧米の帝国主義の脅威への反発から生まれた問題意識でもあった2。同じ頃スペインでは、

思想家オルテガ・イ・ガセットがスペインとは何かの問いを発し、彼の実存主義哲学がス

1以後本論では、かつてスペイン領植民地であったアメリカ大陸の地域を指してこの名称を

もちいる。
2ホセ・エンリケ・ロドが『アリエル』（1910）ほかの著作で訴えたのは、アメリカ合衆国

の功利主義に対する、イスパノアメリカの理想主義、高潔な精神、芸術的感覚の価値であ

り、歴史に不滅の一ページを刻み、未来に向かって名誉を託すに値する偉大な民族の遺産
であった。メキシコ革命の精神の代弁者であるホセ・パスコンセロスは、『宇宙的民族』（La

RazaCるsmica）（1926）の中で、全ての民族の英知と血から、真の兄弟愛と普遍的精神に

おいて最も優れた究極の民族を生み出す事業において、この歴史に前例のない使命を負う
権利を主張できるのは、他民族を破壊してきたアングロ＝サクソン人ではなく、これを同

化してきたイベロアメリカ（イベリア半島すなわちスペインとポルトガルの植民地支配を

受けたアメリカ大陸の地域）であると唱えた。
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ペイン的精神の探究に多大な影響を与えていたが、イスパノアメリカでもこの影響を受け

て、自らの存在理由を確認し、未来を展望するために、過去にさかのぼって民族の精神を

探究すべきであるとの機運が高まった。こうして、20世紀初頭、19世紀のロマン主義

の中で芽生えていた独自のもの、土着のものへの関心が、一層強くイスパノアメリカの思

想家、知識人を駆り立てたのであるが、それは同時に実証主義の時代に否定的に捉えられ

てきたスペイン統治下の歴史の見直しを迫り、それまでないがしろにされていた植民地期

の文化遺産の内容を再検討し、その中に自らの文化の本質を見据えようとする試みを喚起

するものであった。1910年に始まるメキシコ革命は、そうしたイスパノアメリカのナ

ショナリズムの文化的側面をいっそう助長する出来事であった。このような思想的背景を

受けて、イスパノアメリカ美術史研究に課された重大な使命は、植民地期の芸術遺産の中

に、複数の人種と文化の重層的存在や融合によって生まれた独自の表現を明らかにするこ

とであった。

メキシコの植民地美術、なかでも建築に関する近代的研究史の先駆けとなったのは、マ

ヌエル・C．・レビーヤの『古代ならびに副王統治時代のメキシコ美術』8である。19世紀の

イスパノアメリカ知識人を捉えていた西欧絶対視の呪縛から未だ解放されていなかったレ

ビーヤは、スペイン本国の美術はクリオーリョ4美術より優れ、クリオーリョの美術は先住

民の古代美術に勝ると信じていた。しかし彼が、植民地期のメキシコ美術を、独創的特徴

を備えたメキシコ固有のものと評価したことは注目される。彼は特に18世紀のチュリゲ

ラ様式さを、装飾の奔放さと豊かさで植民地期メキシコ美術の頂点に君臨するものとみなし

たのであるが、この見解は現在まで踏襲されている6。レビーヤのこのような評価の背景に

は、チュリゲラ様式に代表される18世紀メキシコのバロック建築が、近代的方法による

イスパノアメリカの美術史研究が開始される前から、世界的に高い評価を受けていた事実

3MalluelC．Revilla．maLledb血eD血如0甜B山女uaYdunZDteelgobjbmo
浸〝℃血aLM6Ⅹico，0丘cinaTipograficadelaSecretariadeFomento，1893．

4クリオーリョは植民地生まれの白人を指す言葉。植民地時代、クリオーリョはスペイン人

と見なされ建前上本国人と同等の権利を有していたが、高級官吏への登用などにおける格

差や、因習的差別意識によって、二等国民の扱いを甘んじなければならないことが多かっ
た。クリオーリョはまた、ここで使用されているように、植民地生まれの物一般について

も用いられた。

5チェリゲラ様式は「エステイピテ」とよばれる逆台形壁柱を建築や装飾彫刻に多用する装
飾様式であるが、それを生み出したスペインの建築家チュリゲラ一族にちなんでこうよば

れている。1730年代にメキシコに伝えられるや、その華麗さがもてはやされ、メキシ
コ市や鉱山都市で数多くの建築がこれを採用し、メキシコの後期バロック美術を代表する

装飾様式へと発展した。

6PedroRqjas，“Historiogra丘amexicanadelSigloXXsobrelaarquitectuTadelaNueva
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がある。スペインで生まれたたこの様式は、植民地メキシコで特に好まれ、本国には見ら

れない独特の発展をとげた。教会堂の正面や内部のレタブロ（r如ablo）7に見られる、スペイ

ンのモデルから不思議な逸脱を見せる力強いまた豪華絢欄たる装飾は、新古典主義のシン

プルな規範を信奉する人々をも感嘆させずにはおかなかった8。バロック時代の美術の中に

寅にメキシコ的な個性が結実したという評価は、そのほかの第一世代の研究者、マヌエル・

ロメロ・デ・テレーロス、ホセ・フアン・タプラダ、ヘラルド・ムリーリョ（通称Dr．Atl）

らによっても等しく共有された9。

彼ら第一世代の業績は、事実の厳密な検証を伴わない文学的表現や想像による美術批評

に近いものであった。それに対して、豊富な建築例の科学的考証の上に、説得力をもって

論じたのが第二世代である。第二世代の研究者は、文献による厳密な時代考証や制作の経

緯の解明などと平行して、ハインリッヒ・ヴェルプリンが提唱した様式論を用いて、植民

地美術を西洋美術史の中に位置づける作業を行った。ヴェルフリンは、その主著『美術史

の基礎概念』（1915）で、芸術の様式は民族や芸術家個人の感情の表出という契機より、む

しろ形式が内在的に持つ発展原理により自律的に進むと主張し、作品の意味内容よりもそ

の様式の分析・解釈に重きを置く形式主義批評の方法「様式論」を提唱した。アンリ・フ

ォションは『形の生命』（1934）でヴェルプリンの様式発展原理を深め、形態すなわち様式

展開はあらゆる民族を貫いてひとつの法則を持つ、すなわちアルカイック時代、古典時代、

洗練の時代、バロック時代へと発展するとした。様式論は、形態の微妙な違いを正確に読

み取り記述し、制作年代不詳の作品をその様式によって年代的に位置づけるという美術史

の基本的作業の確立に多大な貢献をしたが、本来相対的かつ没価値的概念である様式では

個々の作品の美的価値、質的評価は行えないという限界を持っていた。様式論に並び20

世紀初頭の西洋美術史理論に大きな影響を与えたのは、ヴィルヘルム・ヴオーリンガーが

アロイス・リーグルから採用した「芸術意欲」の概念であった。彼はその主著『抽象と感

E＄Pa丘a，”BC間no．9，1968，pP．74・103．
7祭壇背後の壁に接して置かれる木製衝立。通常彩色されたり、金箔を張られた華麗な飾り

柱からなる枠組みの中に、聖画や聖像が配されている。教会堂の主祭壇や付属礼拝堂の祭

壇背後に置かれ、教会堂内部の主たる装飾要素を構成する。
8メキシコに残るチュリゲラ様式の傑作として、メキシコ市の首都大聖堂のサグラリオ

（朗唱rado聖体を安置する礼拝堂）、ラ・トウリニダ教会堂、メキシコ市北部テポッオトラン
のイエズス会教会堂などの正面があげられる（軸．56）。
9ManuelRomeroder rreroS，励toLjhsiHt6tzbaduartecohn由IM6Ⅹico，Porrda
Hno乱，1922；・…・・，j打8月短e乃伽d∽刀由d血由β的M占裏eo，Ed．Porr血，1951；
Jos占Juan恥blada，励ぬ壷ddB血en勒M6Ⅹico，Ed．AguilalL1927；Gerardo
Murillo，ム8gβ朗お印呼比由躇geか勧2vo18．，MgⅩieo，Ed．Cultura，1927；……，
IglesiasdeM6Xico，VOIs．Ⅰ，ⅠⅠⅠ，ⅠⅤVyVI，M畠Ⅹico，SecretariadeHacienda，1925．
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情移入』（1908）で、芸術の客観的な形の中に、それを生み出した各時代、各民族に固有の

精神的基盤すなわち「芸術意欲」を想定しうるとした。この理論は、特定の風土の下で民

族の中に形成された精神的・心理的状態によって、各時代、各民族の芸術表現を説明する

ことが可能であるとし、それまで西洋美術史が圏外に置いていた原始美術や古代オリエン

ト美術を研究対象として取り込む道を開いたのであった。ヴオーリンガーの理論はイスパ

ノアメリカの美術研究にも少なからぬ影響を及ぼすこととなる10。

こうした西洋美術史の新しい理論に影響を受けた第二世代の旗手として、メキシコの近

代的美術史研究の一学派を確立したマヌエル・トクツセンは、埋もれた建築遺産を「発見」

し、様式論によって記述分析し、文献によって建設年代を確定するという科学的な研究方

法によって、メキシコ植民地期の美術の全体像をつくりあげ、その精神についての考察を

行った。主著『メキシコの植民地美術』11の中でトクツセンは、メキシコが17世紀から次

第に独自の芸術表現を持ち始め、一個の国として文化的に宗主国とは異なる道を踏み出し、

18世紀の宗教建築において、世界的に見ても最も価値ある芸術のひとつを誕生させ、人

類に貢献したと論じる。彼はまた、17世紀の末から18世紀のメキシコが有していたバ

ロック文化の中に、政治史の上でいまだ明確な形をとらない新しい国の誕生をみいだし、

バロックの遺産は真のメキシコ精神を代表するものとして尊重されるべきであると主張し

た12。

同じくメキシコのフステイーノ・フェルナンデスは、ヴォ←リンガーとオルテガ・イ・

ガセットの影響の下で、自国の美学を打ち立てることを試み、1954年から1962年

にかけて、アステカ時代、植民地時代、19世紀、壁画運動と続くメキシコの芸術活動の

各時代を貫いていた精神を探究する三部作を著す13。植民地期を扱った第二部において、彼

は、植民地期のメキシコ芸術を衝き動かしていたものは、「偉大さの自覚」（Sentimientode

la gmndeza）とグアダルーペの聖母信仰14であったと結論づけた。フェルナンデスによれ

101944年、サルバドール・トスカノにより、メキシコ先コロンブス期の考古学的遺物

に関する美術的側面からの本格的研究がまとめられたことはその一例である。Salvador

Tbscano，ArtepLPCOhLZZbit20（お腹血yde血AmbibaC如血涙M6Xico，UNAM，］944．
11ManuelTbussaint，ALねcobn血IeD脇如M6xico，UNAM，1948．
12ManuelTbu＄8aint，“ElartedelaNuevaEspaaa，”en脱血yhcuhum，M6Xico，
SEE1946，pp．167・170．
13Jlはdnof、ernAndez，励露血沼融点朗お皿e血瓜が伽〟わ叫j甜jお由ああ（お加納
戯肋血管，M占Ⅹico，UNAM，1972．各テーマはそれぞれ独立した著作として、1954年，
1959年、1962年にUNAMから出版されている。

14伝承によれば、1531年の冬の早朝、メキシコ市北部のテペヤックの丘を、キリスト
教に改宗したばかりの貧しい先住民の男フアン・ディェゴがミサに急ぐ道すがら、聖母マ

リアが顕れ、季節がら咲いているはずのない番薇の花をつんで、彼のマントに包み、メキ
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ば、アメリカに移植された宗主国の精神は、新しい肉体であるアメリカ大陸の風土と適合

せず、クリオーリョ達は植民地期のごく初期から存在論的不安、悲劇的な断絶感を抱いて

いた。そのような情況の中、クリオーリョは、豊かなアメリカ大陸の自然と鉱山資源から

上がる富を背景に、自らを偉大であると認識し、その感覚に陶酔しようとした。一方、ク

リオーリョにとって、聖母が改宗したばかりの先住民の前に姿を顕わしたことは、邪教の

神々によって汚された土地に、神が許しを与え特別の恩寵を約束したことの証であり、ス

ペイン本国人よりも劣った性向をもつと考えられていたクリオーリョの土地を、神が宗主

国と対等に公認したことの紛れもない証拠であった。フェルナンデスは、クリオーリョが

17世紀からグアダルーペの聖母へ熱狂的な信仰をよせたのはそのためであり、この聖母

出現伝説が象徴する先住民の伝統の西洋文明への合流という理念と、先に示した偉大さへ

の陶酔感が、彼らの芸術的創造力の根源となっていったと見たのである15。

南半球でも1920年代から、西欧中心主義と決裂して、アメリカ大陸の建築、なかで

も植民地時代の建築を再評価する努力が始められた。その最初の功労者は、1913年、

25年におよぶヨーロッパでの生活を終え、パリの建築学院他eole Especiale de

Areh辻ecture）を修了してアルゼンチンへ帰国したマルチイン・ノエルである。彼は、豊か

な教養と巧みな弁舌によって、ナショナリズムを模索する知識人を魅了し、植民地期の建

築の再評価に先駆的役割を果たした16。彼は、1930年、スペインのセビリア大学にイス

パノアメリカ美術の講座が開設される上でも中心的役割を果たした。この講座はノエルの

後、アンダーロ、マルコ・ドルタ、ポネッ・コレアら著名なスペイン人研究者に受け継が

れ、半世紀にわたってイスパノアメリカ植民地美術研究を支えた。同じくアルゼンチンの

アンへル・ギドは、20年代末から40年代初頭にかけての著作や講演の内容をまとめた

主著『芸術におけるアメリカの再発見』の中で、後述する「メステイソ建築」なる用語を

シコ司教に届け、テペヤックの丘に聖母のための礼拝堂を建立するよう伝えることを命じ

た。司教は聖母の出現を信じなかったが、フアン・ディェゴがマントを開くと、花がこぼ
れおちた後、マントに聖母像が措かれていた。この奇蹟の後、テペヤックの丘には聖母の

ための礼拝堂が立てられ、先住民だけでなく万民の倍伸を集めた。後にグアダルーペの聖

母と呼ばれるようになるこの聖母は、独立戦争のさいメキシコ側の守護者とされ、今も国
民統合のシンボルとして敬愛されつづけている。現在テペヤックには巨大なバシリカが建

てられており、メキシコのみならず、イスパノアメリカの人々の信仰を集めている。フア
ン・ディェゴのマントに顕れた聖母像もその堂内に飾られている。

15彼の結論は、エドムンド・オゴールマンのクリオーリョ研究やフランシスコ・デ・ラ・

マサのグアダルーペの聖母像に関する研究FraneiscodelaMaza，j打β掴血ノ叩虐月血刀0
皿血刀qM占Ⅹico，UNAM，1953などの業績をふまえたものである。
16Ram6nGuti6rre2：，“MartinNoelenelcontextoiberoameircano．Lalucidezdeun

precursor，’’enElaLquiiecto脇Z也似動物oysuobm，Sevilla，Juntade
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提唱し、アメリカ大陸の風土と文化に根ざした建築の存在を高らかに主張した17。

情報の正確さよりレトリックで人を陶酔させることを得意としたノエルが、アルゼンチ

ンにおける植民地美術研究の第一世代とすると、美術史の研究方法に科学的厳密さ、すな

わち文字史料による考証を課した第二世代の代表はマリオ・プッチアソであった18。彼らア

ルゼンチン研究者の関心は、イスパノアメリカ全域の植民地美術に及び、なかでもかつて

のペルー副王領の植民地美術に向けられていることから、彼らが広い意味でイスパノアメ

リカの文化的伝統と自国のそれを重ねようとしていることがうかがえる19。メキシコの研究

者が自国の膨大な研究対象を前にメキシコ美術のルーツを探ることに忙殺されていたのと

は対照的に、アルゼンチンが植民地期の美術遺産に比較的乏しかったこと、また自国内に

みるべき先住民文化を抱えていなかったことが、アルゼンチン研究者が汎イスパノアメリ

カ的、かつイスパニア的な視点を持ったことの理由であるといえよう。

南半球で最も豊富で興味深い芸術を残したのはペルー副王領であった。ペルー人による

研究は、アルゼンチン人による研究にあい前後して、エクトル・ベラルデやエミリオ・ハ

ーステレによって始められた20。アルゼンチンやペルーのこれらの研究者によって明らかに

されたのは、やはり植民地美術、特に建築におけるヨーロッパとの相違、アメリカ大陸で

の独特の形の発展であった。ペルーとボリビアにまたがるアンデス高原地帯に18世紀に

生まれた、先住民の存在を強く印象づけるバロック様式の建築群がその典型的な例として

注目を集めた。先述のように、アンヘル・ギドがこのような形態を指して「メステイソ」

と呼んでから、この用語が用いられるようになった21。一方、ペルーのイエズス会士で教会

AndaluCia，1995，p．17．

17AngelGuido，曲血ubmiLZio曲AmdtjbGeBeIaZ晦BuenosAireS，Libreriay
EditorialEIAteneo，1944（第3版）．この本は、それ以前に発表した論文を採録したものであ

る。ギドが「メステイソ建築」という呼称を最初に提唱したのはAngelGuido，“Elestilo
mestizooeriolloenelartedelaeolonia，”enJ4g由β劇∬物血ぬⅥ虚血。（お
助加由dbAmiz滋治，BuenosAires，1938，pp．581・591においてのことであった。

18MarioJ．BuSebiaヱZO，A叩扇ぬぐわざβ聯劇血0βd王〟Ⅵ月ね血族血aC劫血甲血鹿，
BuenosAires，1946；…・－・，Laz7LVZLjtectumeDhsm血esjbsu触らSantaFe，1955；
……，A聯月血βノ肋び皿eヱ‡加点鹿砲血gァa巧打β伽ろMるⅩico，Insti七山o

PanamericanodeGeogra鮎eHistoria，1959；・・一・・・，励toziatおhaJ甘uitectluBCOhDibl

eDlbemamdEjta，BuenosAires，1961；etc．

19Ram6nGuti6rre21，etal．，AqujtectumddAMnohuaDO，Resistencia，
UniverSidaddelNordeSte，1978，PP．432，435．

20H6ctorⅥさlarde，A叩uitectumpwuaBa，Lima，1978；EmilioHarth・Tbrr6，ArtiGbeSeB

。随感虐め鹿J蝕坑Lima，1945；・……，勉・浸．肋打皿e月氏貯カ溢血ア月巧打紺勧昂

ⅠnstitutoPanamericanodeGeogra丘aeHistoria，1975；・＝・・・，蝕血se呼＆血）kSeLZel
融点わあ蝕坑Lima，1977．
21スペイン語で先住民と白人の間の混血者を意味する。植民地時代初期にはそのほとんど
がスペイン人男性と先住民女性の間の庶子であったため白人社会からも先住民社会からも
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史の権威であるルベン・バルガス・ウガルテは、長年の文書館での文献調査をもとに、ペ

ルー副王領で教会建築や宗教芸術に従事した職人の記録を『職人録』22としてまとめ、ペル

ー副王領の芸術活動に関する史料の充実に多大な貢献を行った。エクアドルでは、194

0年代からホセ・ガブリエル・ナバロやホセ・マリア・ヴァルガスらの研究が現れる。ボ

リビア人による研究は共同研究者であると同時に夫妻でもあったホセ・デ・メサとテレサ・

ヒスベルトによって60年代に始められた。

2．欧米における研究

20世紀初頭の西欧では、一般的にラテンアメリカ美術への関心は低かったが、マクシ

ミリアン皇帝のメキシコ占領以来、ラテンアメリカとの関係が比較的緊密であったフラン

スで、1933年にロベルト・リカードが『メキシコの精神的征服』28を著わし、16世紀

のメキシコ修道院建築の形態的特徴を芸術以外の観点、すなわちカトリック伝道の一手段

として分析した。スペインでは、ミゲル・ソラによって1935年、初めてイスパノアメ

リカ植民地期の美術史全般が一冊の書物にまとめられた24。1945年にはロソヤ侯爵フア

ン・デ・コントレーラスの『イスパニア美術史』（全5巻）の第4巻「アメリカ副王領の美

術」25が出版され、同じく1945年から56年にかけてディェゴ・アンダーロ・イニゲス

が『イスパノアメリカ美術史』（全3巻共著）26を著した。こうして、イスパノアメリカ植

疎外され、社会の不安定要因として嫌われた。しかし、次第に数が増し、かつ先住民に課
せられていた貢租や移動の禁止といった制約を受けなかったため、実質的には先住民より
高い社会的地位を享受するようになった。19世紀初頭には、ヌエバ・エスパーニヤ（現
在のメキシコと中米の一部）の人口約480万人の内、先住民250万人、白人110万
人、メステイソを含む混血者は120万人であった。先住民と白人の混血という生物学的
特徴ゆえに、2つの文化の融合という象徴的意味を付与されて、メキシコ革命後の国民国
家の中心にすえられ、現在に至っている。そのほかの多くのイスパノアメリカ諸国でも、
現在メステイソが国の政治・経済で中心的な役割を担っている。

22Rub占nVArgasUgarte，血叩（おuDdjhCkuaribtおaJ臓β血hS（ねhAmitjba
腸zidhDaIBuenosAires，TalleresGraficos，1947．
28RobertRicard，ム努Mquete即適ueLkdiz脇如喝PariS，Universit6dePari8，1933．

本論ではスペイン語版エβ凸凹耶壷由e甲加古掴ノ壷勒Mg裏eo，FondodeCultu．ra

Eeondmiea，1986を用い、参照ページ数もこれに従っている。

2・1MiguelSo】A，月払わぬ（ねJaTte血如aDOBmeJ血no：a叩Ztjiectum，eSCZLkzLm，Pjt2tZLJⅥJr

β∫わざ皿e〟㈹e〟血d皿ゐ滋溜e甲虚血血血摺月由丘拶励斉昭mァズ招花Barcelona，
EditorialLab叫1935．

25Marqu6sdeLo2：Oya（JuandeContreras），励tozjb血JaLie烏毎Jdn如Barcelona，etC．，
SalvatEditores，1945．

26DiegoAnguloI丘iguez，助toL壷dual鹿bi5PaDOam血tZqBarcelonaetc．，Salvat
Editor母乳tOmOl，1945；tomo2，1950；tomo3，1956．
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民地美術史の集大成はかつての宗主国の研究者によって進められたが、当然のことながら、

これらの著作の関心は、スペイン帝国の美術史を海外領土にまで拡大してまとめあげるこ

とに向けられていた。ハンガリ←からアメリカ合衆国へ移住したパル・ケレマンは、ヨー

ロッパで培われた審美眼をとおして、示唆に富んだラテンアメリカの植民地美術の批評を

おこなった27。

米国の研究者は、早くから隣国メキシコの植民地美術に対する関心を強く示した。シル

ベスター・バクスターは『メキシコのスペイン植民地建築』（1909）28を著わし、メキシコの

バロック建築を西半球随一として、その性格を米国建築のシンプルさ、繊細さ、．簡素さと

対比させる一方、16世紀の修道院建築にも関心をよせた。ジョージ・クプラーは『16

世紀メキシコの植民地建築』（1948）29の中で、修道院建築の美術的分析にとどまらず、修道

会の布教活動と修道院建設年代、先住民労働力の調達方法、材料・技術の存在、植民都市

の都市計画など、建築活動の時代考証と社会的背景に関して、膨大な文献を基に極めて広

範で総合的な考察をおこなった。その結果クブラーは、メキシコで16世紀の修道院建築

が建築史の一章を構成するほど豊富であるのに対して、そのほかのスペイン簡植民地では

この時代の建築物がごく僅かしか残っていない事実は、征服の年代に起因するものである

と結論づけた。ヌエバ・エスパーニヤで修道院の建設事業がピークを迎え、次々と竣工し

てゆくのが1550年代から1570年代の間であることに着目したクプラーは、スペイ

ン王室のヒューマニズムの高まり30と軌を一にして開始された修道会の強力な宣教活動と

先住民への教育に応えて、ヌエバ・エスパーニヤの先住民が一世代約40年で建築に必要

な諸技術を習得したことが、上記の期間に修道院建設を推進する上でまたとない条件を整

えたのだと指摘した。征服がこの時代より少し早かった酉インド諸島では先住民は絶滅し、

内乱で遅れたペルーでは先住民への布教はヌエバ・エスパーニヤ程徹底されず、またかつ

ての先住民の高文化地域では、程なく先住民が組織的に鉱山労働にかり出されるようにな

ったため、大規模な修道院の建築活動は起こりえなかった。そこからクプラーは、16世

紀のメキシコ修道院建築は、旧大陸の思潮と新大陸の先住民の適応力が時間的にうまく噛

27PaIKelemen，戯mqueandRococoiDLadtZAmeLita，NewⅥ）rk，TheMacmillan

Company；1951．

28SilvestreBaxter，勘Bbjkb・α血か血1Ad力おctzLLt？血肋如Boston，1901．
29GeorgeKubler，朋血nALdjtectureolthe蝕teeDthCbntzLLJ1NewHavcn，％le
UniversityPress，1948．スペイン語版はAMuJtectmme感治Ba血7度由血XTq；M6xico，

FondodeCulturaEcon6mica，1983．

301520年代からスペイン王室内にヒューマニズムの気風が満ち、人道主義と教会改革

への関心が高まった。この傾向は1540年代以降後退する。その終焉を象徴するのが、

1572年のイエズス会によるヌエバ・エスパーニヤ布教の開始であるとされる。

ー17・



み合った結果の産物であると見る。

アンデス地域の植民地美術においては、スペイン人エンリケ・マルコ・ドルタやハロル

ド・E・ウェイシイが多大な功績を残した81。これら欧米人の業績はイスパノアメリカの研

究者にとって非常に啓発的で大きな影響力を持つものであった。しかし、イスパノアメリ

カの内外で研究成果が蓄積されてゆくと、西欧美術の新大陸での発展に興味をもつ欧米中

心の視点と、西欧からの文化的独立という問題意識を強く持つイスパノアメリカ中心の視

点との間の見解の相違が、次第に明白となっていった32。

第二節　植民地美術と先住民

1．先住民的なものの表出

このような経過を経て、強く意識されるようになった植民地期の美術の「独自性の有無」

という問題において中核を成したのは、先住民からの影響をいかに解釈するかということ

であった。植民地美術に先住民が及ぼした影響としてまず思い浮かぶのは、先スペイン期

の優れた石造建築、彫刻、壁画、陶器などである。こうした考古学遺産に対して美術的評

価が与えられるようになるきっかけは、19世紀の考古学、民族学の興隆に触発されたヨ

ーロッパ美術のアヴァンギャルドが、古代ヨーロッパや世界各地の「未開」民族の「プリ

ミティブアート」から強いインスピレーションを受けたことであった。先スペイン期の考

古学遺産に対する美術的評価は、20世紀に入ってラテンアメリカの民族主義が先住民の

芸術感覚を、国民文化の一翼を担うものとして讃美したことで確立し、イスパノアメリカ

美術史は先スペイン期の遺産をこの地域の芸術活動の出発点と位置づけるようになった。

メキシコでは、先住民社会が20世紀まで伝えてきた手仕事の工芸品に対して、国家的事

業として調査と再評価が行われ、先スペイン期の芸術的伝統が植民地期を経ても途絶える

31EnriqueMarcoDorta，ArteenALZ7血y軸iz2aS；ArsHispaniae：Historia
UniversaldelA鵬eHiBPAnico，tOmOXXI，Madrid，EditorialPLUS・Ul∬RA，1973．そのほ

かに、アンデス高原地帯の植民地建築に関する論文を多数執筆している。HaroldoWbtb印
CMAzdhfectmaDd＆ub？tlLm血牒桓ねCambridge，HavardUniverSityPre88，
1949；

……，AzquLtectummialeD及血血，LaPaz，UniversidadMayordeSanAndr毎，
1961．

32　しかしこの見解の相違は、イスパノアメリカの研究者対欧米の研究者というように国籍

によってはっきり分かれた訳ではない。
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ことなく今日まで受け継がれてきたことが強調された33。

植民地期の美術に対しても、先スペイン期の芸術感覚や技術が何らかの影響を与えた可

能性に疑問が呈されることはなかった。征服直後にスペイン人が書き残した、先スペイン

期の造形感覚の素晴らしさ、技術の高さなどを賞賛する数多くの記述や、征服間もない植

民地で先住民職人がいかに優れた作品を制作しているかを記す修道会の年代記などがひき

あいに出され、西欧美術に慣らされた目にとっても先住民芸術が優れたものであったこと

が力説された。当時、植民地期の先住民文化に関するエスノヒストリー研究はまだほとん

ど行われていなかったが、美術史では、植民地期に制作された無数の優れた美術作品の中

に先住民的な要素を検証することによって、征服により断絶の危機に瀕した民族の文化的

伝統の糸をつなぎとめることの可能性が模索され、さらに一歩進めて、先住民からの影響

は、植民地の美術が西欧には見られない表現を獲得することを可能ならしめた要因のひと

つであると評価された。トクツセンは先の『メキシコの植民地美術』の序文で、「時代ごと

に、先住民美術がヨーロッパ美術に与えた影響の存在を明らかにする緊急の必要性を満た

すのが、本書の使命のひとつである」と述べていが4。従って、植民地時代の美術における

先住民の影響と言う場合、単に先住民もしくは先住民文化固有の事物や情景が絵画、建築

装飾、彫刻の題材として描かれることをさすのではなく、そのような例を含めて、「先住民

が彼ら特有の技術や図像や世界観や美意識をもってヨーロッパ美術の表現に何らかの変化

を生じさせ、完全にはどちらのものとも言えぬ新しい表現を生んだ」ことに、より大きな

重要性が与えられるのである。

そうした植民地美術における先住民的なものの表出には、次のような特徴がみられると

された。まず地域的には、イスパノアメリカの征服以前の先住民高文化地帯にそれは多く

みられ、なかでもメキシコとペルー・ボリビアにまたがる南アンデスに集中している。西

欧のモデルはまず、メキシコ市、リマなどの植民地主要都市の富裕なクリオーリョの庇護

の下で受け入れられたが、それらのモデルは植民地の自然条件や人為的な諸条件の下で取

捨選択された。例えば、地震は建築に耐震構造を持たせる形態を発展させたばかりでなく35、

震災後に一新された都市の建築様式はその後、その地域の建築の形態に少なからぬ影響を

犯1921年，独立100周年にあたりメキシコ政府が企画した記念行事の一つに「メキ
シコ民衆芸術展」があった。ヘラルド・ムリーヨは、そのカタログとして『メキシコの民

衆芸術』GerardoMurillo，上がa頭甜pqPは白花β班脇吻M衰co，1921を編纂したが、こ
れがメキシコの民衆芸術研究の出発点といえる。

34恥uSSaint，AJねαぬかぬ8月脇如pp．xii・Ⅹiii．
35例えばメキシコのオアハカ、グアテマラのグアテマラ市などの石造建築は高さを押さえ、
厚い壁を持つことが特徴となっている。
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及ぼした36。人為的条件としては、西欧諸国から、芸術家や絵画・建築などに秀でた修道士、

特殊な技能を持つ職人が渡来し活動した地域で、その個人や職人集団の影響を強く示す地

方的特徴が生まれた。例えば、スペイン人建築家フランシスコ・ベセラは、16世紀にメ

キシコ市、プェブラ、リマ、クスコなどで大聖堂の設計に関与し、植民地の広い範囲で影

響を及ぼした37。キトやクスコでは、西欧から渡来した画家たちの工房から、次第に独特の

個性をもつ画派が生まれた。アンダルシアから渡来しプェブラ市で活動した陶工や漆喰装

飾は、この街に色彩溢れる建築装飾の伝統を育んだ。地方では、クリオーリョ社会と周辺

の先住民との密接なかかわりの中で、さらに特有の形へと発展した。それらの典型が、後

述のメステイソ美術や民衆的バロック表現といえる。

美術のジャンルでは、建築と建築装飾、特に宗教建築の構造とその装飾の中に影響が最

も強く現れ、西欧の作品がそのまま流入し易くモデルが豊富であった絵画や彫刻にはあま

り鮮明に表れなかったとされた。これまで、植民地の絵画、彫刻の研究は主として著名な

芸術家や職人の作品、あるいはその工房の作品の分析に向けられてきたが、そのような著

名な職人の場合、先住民であっても作品にはほとんどその血筋を示す痕跡がみられない。

しかし、近年の研究ではクスコ派絵画（丘払54）のように、先住民の無名の絵師達が大量の作

品を製作し、民衆的色彩の強い画風を生んだ画派の中に、先住民の影響を識別する試みが

なされている38。

時期的には、先住民的なものが最も意識される美術が生まれたのは16世紀と18世紀

であったとされた。16世紀には、西欧美術の伝播の混乱した情況、先住民職人とその伝

統的技術への依存の大きさ、先住民職人による西欧美術の未消化な制作などによって独特

の表現が生まれたと考えられる。これは、この時期に先住民に対する布教が最も強力に押

し進められたメキシコにおいて顕著に見られた現象であった。以下に述べるテキキ美術は

その作品群の代表といえよう。しかし、そのような過渡的な現象は16世紀で大方姿を消

し、18世紀になると、先住民の影響はその精神面に力点をおいて語られる。すなわち、

長年の文化変容の中で蓄積された先住民の「潜在的力」としての芸術感覚が、バロックと

いう、大幅に自由な創造を許容する様式を与えられて、西欧芸術の形態の中に表出される

ようになったと解釈される。

36例えばクスコの地震（1650）、リマの地震（1656）、アレキパの地震（1687）は、これらの都市

の重要な建築物を新しい建築様式で刷新することを余儀なくさせた。

37Kubler；AzqujtectummexibaBa，PP．124，126・127，130，246．
38恥resaGisbert，koL2耶励ym血相in蜘ase刀elarte，LaPaz，GisbertyCia，1980，
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2．16世紀修道院建築とテキキ美術

（1）16世紀修道院建築

メキシコの古い修道院を訪れたことのある人は、修道院入口ポーチのアーチ列や付属教

会堂正面の石の表面に、浅浮き彫りの装飾がほどこされて、荒々しい修道院のイメージを

和らげているのに目をとめた経験があるだろう。それらの彫刻の多くは先住民職人の手に

なるテキキ美術と見なされているものであるが、テキキ美術について論じる前に、16世

紀のメキシコに建設された修道院建築の特徴についてまず説明しておく必要があろう。

スペイン人による植民地支配は、先住民の神殿や宮殿を破壊し、その上に、西欧風の都

市を建設することから始まった。従って、西欧との距離的な隔たり、新大陸の自然条件や

植民地社会が置かれたそのほかの諸々の条件によって、対応の度合いは異なるものの、イ

スパノアメリカの植民地建築は基本的には西欧建築にほかならない。

16世紀以降西欧では、芸術のパトロンとなるべき強力な王権や、裕福な市民階級が発

生していたばかりでなく、中世社会がェネ／レギーを傾けた建設事業のおかげで、教会堂は

隈無くゆき渡っていた。このため、それまで教会が独占していた芸術のパトロンとしての

地位は、次第に世俗の人々へ移っていった。ところが、植民地においては、旧大陸の王侯

貴族にあたる世俗建築のパトロンの成長が不十分であった上、教会が植民地経営の重要な

機構として王権の庇護を受け財力を蓄えていたので、最も強力な芸術の後援者の地位を維

持しつづけた。また、広大な地域の先住民教化のために、教会堂建設の必要性は極めて高

かった。このため植民地建築では、キリスト教建築が質・量ともに世俗建築を圧倒してい

るという顕著な特徴が見られる。メキシコは植民地時代ヌエバ・エスパーニヤの呼称で呼

ばれていた。16世紀のヌエバ・エスパーニヤに残された最も豊かな建築遺産も、先住民

布教の拠点として多数建設された修道院とその付属教会堂であった（地図2）。それらの修

道院建築には、キリスト教の神の家として先住民が畏敬の念を抱くに足るモニュメンタル

な性格、彼らの心に訴える方法でカトリックの教義を表現してみせる教育的配慮、ある程

度まで土着の風習や噂好を受容することが求められたのであった。

イスパノアメリカで新たに建設された都市や村落では、西欧都市のような城壁をめぐら

すことはあまりに高価な事業であった。その代わりとして、宣教の進行に伴い各地に次々

と建てられていった修道院が、スペイン人にとって最後に立て篭もるべき要塞としての役

割を与えられた。このため16世紀ヌエバ・エスパーニヤの修道院付属教会堂は、開口部

pp．103・109．
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の少ない頑丈で厚い壁を持ち、屋上には通路をめぐらしたうえアルメーナ（almena）と呼ば

れる鋸歯状の防壁を備えた、あたかも城塞を思わせる造りであった他訃22）。特に重要な街

道沿いにはこうした修道院が配置され、往来の安全の確保が図られた。このような城塞型

宗教建築は、13世紀の南仏で異端アルビ派が掃討された後に再建されたルシオン・ア・

ラ・プロパンサ（RoussillonalaProvanza）や、レコンキスタのさなかのスペイン南部など

に先例が見られるとはいえ、これ程広範な地域に数多く建設された例はほかにない39。

修道院は一部の例外を除いて少人数の宣教師が居住することを想定した小規模なもので、

僧房、厨房、食堂、参事会室等の居住部分は、西欧の例に従い中庭を取り巻く珂廓の周囲

に配置された（図2）。回廊の多くは二階建てで、中庭に面してアーチ列の開口部を持って

いた。修道院の内壁は、普通最も安価な装飾法であるフレスコ画によって飾られていた（五節．

39～44）。これらのフレスコ画は、先住民にキリスト教の教義を教える上でも重要な役割を

果たした。修道院への入口ポーチ（portedaもしくはp8血ico）は、列柱アーチで飾られた（丘g．

24）。

修道院に接して付属教会堂が建てられた。教会堂は通常一身廊（nave）40で、後陣仏bSide）41

は多角形であった。単純で幅の狭い平面図はヴオールト架橋をたやすくし、高度な建築技

術を持つ職人の少なかった事情に適したものであった。また、改宗間もない先住民の注目

を祭壇に集める機能上の効果もあったといわれる。一身廓の教会堂はまた、托鉢修道会の

簡素を旨とする規範に合致するとともに、彼らが考えていた原始キリスト教の聖堂の形態

とも｝致していた42。初代のヌエバ・エスパーニヤ副王アントニオ・デ・メンドサ（在位

1535－1550）は、修道院が西欧修道院建築の規範から外れてまちまちな形になることを防ぐ

ため、モデルとなる修道院の構造を示しそれに習って建設するよう各修道会に命じた43。

おびただしい数の先住民への集団的宣教事業の中で、旧大陸に個々の先例を稀に見るこ

とはあっても、セットとして用いられることの無かづた4つの要素が、ヌエバ・エスパー

ニヤの修道院建築に持ち込まれた。広い方形のアトリオ（atrio）、屋外礼拝堂（capillaabierta）、

89KubleちA叩皿鹿虎肌唱虔　闇e血朋，p．100；MarcoDorta，A醸痛飢触感血勘再和独血喝

p．28．

40身廓とは平行な壁面もしくは列柱で天井を支えて作られた教会堂の内部空間で、会衆が
集う部分。一身廊は最も単純なもの。中世西欧では、ほかに三身廊、五身廓や、翼廊をも

つラテン十字形、教会堂の平面図全体が正方形に近い四角形をなすバシリカ式、あるいは

それらを組み合わせた平面構成が用いられた。
41後陣は主祭壇のある区域で、大きなアーチによって会衆が集う身廊部分と分けられてい

る。後陣の背後の壁面をアブスと呼ぶ。後陣アブスの形状には、平板なもの以外に多角形
や半円形がある。

戯Kubl叫A矧血如如乳肌戒血喝pp．252－254．
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ポーサ礼拝堂（capillaposa）、アトリオに置かれる石の十字架（CruZatrial）である。

アトリオは教会堂の前庭のことで、ヌエバ・エスパーニヤの修道院では、通常、，周囲を

堅固な塀で囲まれた方形の空間で、大勢の人々が集まるのに十分な広さを与えられていた

（軸．23）。ここは、祭日や市のたっ日に大挙して集まる信者に向けて、屋外でミサを行うた

めのスペースでもあった。アトリオの一画、通常修道院入り口ポーチの中やその二階部分

に、アトリオに向き合う形で屋外礼拝堂が設けられ（軸S．25，26，106，107）44、司祭はここか

らアトリオに集う信者のためにミサを司った。ポーサ礼拝堂はアトリオの四隅に設置され

た2方向に開口部を持つ小礼拝堂で、祭礼の宗教行列プロセシオン（proeesidn）カ叫、休止し

て祈りをあげたり、死者の通夜をおこなう礼拝堂として、また借着に教理を指導する場と

して用いられた（軸．27，28）。アトリオの中央もしくは教会堂の正面に、石の十字架が立て

られた。十字架は初め遠方からよく見えるように高い木の幹を利用して作られていたが、

その下に集まる信者に落雷による被害が多発したため、1539年、石で作るよう命じら

れたと言われる。この十字架には、いばらの冠、5つの傷跡から滴る血、釘・筈・梯子・

槍など、キリストの受難を象徴する事物やキリスト自身を表す“INRI，，の文字が彫られて

いる場合が多い伍gs．34，36）。これらの図像は、人類救済のために自ら十字架上で死んだキ

リストの犠牲の意味を未だ良く理解していない先住民が、これを彼らの人身供犠と混同す

ることを恐れた宣教師が、キリストの生々しい礫刑像を先住民に見せないよう工夫を凝ら

した結果生まれたものといわれる。アトリオはまた共同墓地として用いられたばかりでな

く、軍事目的での利用も意図されていた。

アトリオと屋外礼拝堂は、本格的な教会堂が建設されるまでの間それに代わる役目を果

たしていただけでなく、教会堂ができた後も、大勢の先住民信者を前にミサを行う場とし

て使用され続けた。征服以前に先住民の宗教儀礼が屋外で行われていた伝統が、16世紀

の修道院でも屋外でミサや祭礼、教義教育を行う習慣へと受け継がれたのであった。16

世紀ヌエバ・エスパーニヤの修道院建築は、征服・植民・先住民の教化など、植民地社会

建設のための諸問題を解決するなかで、特有の構造と機能を備えていったといえよう。ポ

ーサ礼拝堂のなかには18世紀に建設されたものもあり45、その構造と機能が、長く有効性

43Tbussaint，ArteCbhLZ血1enM6Ⅹico，P．39．

胡トラスカラのフランシスコ会修道院やメステイトランのアグステイン会修道院のように

別の場所に設けられたり、テボスコルーラやキラパンのドミニコ会修道院のように巨大化
し独立した建物に近いものになる場合もあった。

45例えば、サクアルパン・デ・アミルパスのポーサ礼拝堂。肋加由（おJ虚血皿血刀q

vol．35，MるXico，Salvat，1982．ほかに、ケレタロ州東北部のシニラ・ゴルダでフランシスコ
会が営んだ宣教区でも、18世紀に複数の村でポーサ礼拝堂を持つ教会堂が建設された。
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を保ちつづけたことを示している。しかし、今日、当時の修道院が完全な形で残っている

例は稀である。特にポーサ礼拝堂の多くは、アトリオが後世の市街拡張で縮小されたため

破壊され、16世紀に建設されたもので現存する例はウエホツインゴ、カルパンなど、数

える程になっている。

修道院の規模は、通常、宣教地域の先住民の人口規模によって決定された。また各修道

会の姿勢にも影響された。フランシスコ会は概ねその土地の先住民人口に見合った、工事

に無理のない大きさを選択した。時には人口の多い地域で比較的粗末な修道院に甘んじて

いる。それに対してアウダスティン会は、人口規模を上回る大規模な修道院を建てようと

することが多かった。

（2）テキキ美術

テキキ（tequitqu．i）とは、『メキシコの植民地彫刻』（1942）呵こおいて、スペイン人美術史

家ホセ・モレノ・ビ｝リヤが、16世紀にメキシコ先住民の手によって、修道院、教会堂、

礼拝堂、聖水盤、十字架などにほどこされた石の浮き彫り装飾を指して用いるよう提案し

た名称である。16世紀のメキシコでは、広大な地域の先住民への宣教活動の拠点として

多数の修道院が建設されたが、ヨーロッパ人職人の不足から、それらは建築の心得のある

宣教師に指導された先住民の職人によって造られた。その結果生み出された石の浮き彫り

装飾は、そのような情況を反映するいくつかの特徴を備えるものとなった。モレノは、そ

れらに固有の名称を付して、メキシコ美術史の中に位置付けるのが妥当だと考えた。彼は、

発生した社会的情況の類似から、スペイン人支配下でキリスト教芸術に奉仕したイスラム

の装飾表現につけられた名称ムデハル美術（ムデハルはアラビア語で「貢納する者」の意）

になぞらえて、テキキ美術（テキキはメキシコ中央部の先住民ナウア族の言語ナワトル語

で同じく「貢納する者」の意）と呼ぶことを提唱したのであった。

テキキとみなされているものには、アコルマンやアツアコアルコ（両方ともメキシコ州）

の修道院アトリオの十字架、トラルマナルコ（メキシコ州）の修道院屋外礼拝堂（丘g．32）、

ウエホツインゴやカルパン（いずれもプェブラ州）の修道院ポーサ礼拝堂（五節．27，28）、ト

チミルコ（プェプラ州）の噴水盤、オトウンバ（メキシコ州）の修道院付属教会堂正面（軸8．

75，76）やテカマチヤルコの修道院付属教会堂聖水盤他g．35）、ウルアパン（ミチョアカン州）

の病院礼拝堂正面（軸．87）、アンガウアン（ミチョアカン州）の教会堂正面（丘g．91）、モラ

46Jos占MorenoVilla，上皮e即日血〟筍血血J皿eぬ朗，MgⅩieo，EIColegiodeM占Ⅹico，
1942．
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ンゴやテペアプルコ（いずれもイダルゴ州）の修道院付属教会堂正面などの浮き彫り装飾

をあげることができるが、このほかにも数多くのものが残っている（地図2）。

テキキの特徴としてまずあげられるのは様式の混在である。スペインではカトリック両

王の時代、カステイリアで後期ゴシック様式（イサベル様式とも呼ばれる）が花開き、建

物の外側を優美に飾るとともに、ムデハル様式が内部に華麗で東洋的な空間をつくり出し

ていた（両者はまだルネッサンスの影響を受けない中世様式に属するとみなされる）。新大

陸に渡った初期の建築職人や宣教師の多くは、これらの様式に親しんでいたと考えられる。

スペインでは、その後カステイリア地方を中心として、後期ゴシック様式がルネッサンス

の装飾モチーフを取り入れて漸時プラテレスコ様式（ルネッサンス様式のスペイン的表現

とみなされる）へ変化し、この様式は1540年代までに流行の頂点を迎えた。プラテレ

スコ様式は、カステイリア地方でその後しばらく勢いを保つが、レコンキスタ後の新興地

域であるアンダルシアでは、カルロス5世の時代（1516・1556）に、諸都市に新たに建設さ

れる大聖堂や教会堂にイタリアルネッサンスの古典的様式が導入された。さらにフェリペ

2世の時代（1556・1598）には、マニエリズム様式（ルネッサンスからバロックへの移行期

の様式）の影響を受け、そのスペイン版とみなされるエレーラ様式が生まれる。1550

年代までのヌエバ・エスパーニヤでは、後期ゴシックやムデハル様式の装飾が、さらに少

し遅れて加わったプラテレスコ様式の装飾意匠とともに、修道院や先住民相の教会堂建築

を飾った。これに加えて16世紀後半には、ルネッサンス古典様式やマニエリズム様式も

流入する。こうして、∴メキシコの16世紀の修道院建築では、ある程度の時間的ずれはあ

るものの、総じてこれらのさまざまな様式の装飾が入り乱れて用いられたのであった。

テキキのもうひとつの特徴として、平面的な浮き彫りとアルカイックな造形があげられ

る。テキキの浮き彫りでは、西欧で中世以降発達してきた写実的表現、すなわち人物など

のプロポーションや動きをより自然に表現し、微妙な奥行きの変化をつけつつ図像を立体

的に見せることへの関心はあまり感じられない。ジョン・マッカンドリューの表現を借り

れば、テキキの彫りは、平らな壁面にレース編みを張りつけたような、あるいは型抜きし

たクッキー生地をテーブルの上に置いたような明暗の鮮明な二次元的表現を特徴としてい

る47（丘gs．32，33，38，ete．）。このようなテキキの特徴は、ひとつには手本が西欧から持ちこ

まれた書物の挿絵版画のような二次元素材であったため、それを三次元的表現に置き換え

ることが先住民にとって困難だったことに起因すると考えられている。また、鉄製の道具

47JobnM血dre叫乃β（わ紺血αWdeg舶なおe刀頭伽f揖y物Cambri弛e，
HarvardUniversi軌1965，pp．194・201．
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を用いなかった先住民の伝統的彫刻技術や、テイオティワカン文化（軸S．1，2，5）やアステカ

時代の職人が残した石の彫刻（軸8．6～8）、あるいはマヤ族やミシュテカ族が残した神殿や宮

殿などの遺跡他gs．3，4）にみられるような平面的な浮き彫り装飾の伝統の影響も指摘され

ている。一方、アルカイックな造形については、異なる文化的・芸術的背景を持つ先住民

職人は、彼らが手本とする作品を、西欧での制作時に意図されたコンテクストの中で理解

することができず、適切に写せなかったために、あるいは非ヨーロッパ人の美的表現力に

よってその形を変貌させたために、一種硬直した、非自然主義的プロポーションを持つ表

現となった結果であるとされた。

最後は、先住民の宗教的意味が込められたり、先スペイン期の絵文字に用いられていた

図像の存在である。例えば、ポピュラーな西欧の装飾モチーフである様式化された十字架

植物の花弁、ハブスプルグ家の紋章の鷲、蛇などの動植物は、先スペイン期の宗教的シン

ボルとしても通ずるものであった（軸．2）。なかでも、フランシスコ会の紋章に描かれる聖フ

ランシスコの聖痕（処刑されたキリストの体につけられた5つの傷跡と同じものが聖フラ

ンシスコの体に現れたとされる）から滴り落ちる血の図像を、先住民はアステカ族の主神

ウイチロポチトリに捧げられた生贅の血と重ね合わせていたといわれる（且g．37）。手足につ

けられた小さな4つの傷と大きな胸の傷からなる5つの傷口は、4つの世界と1つの中心

によって形作られていた先スペイン期の世界観と偶然にもぴったりと一致しており、その

ような連想は無理もないものであった。また、先スペイン期の絵文書の中で会話を表すた

めに用いられた「吹き出し」や、絵文字による年号や地名がそのまま描かれている例も残

されている（魚卵．30，31，33）。フランシスコ会の修道服の粗紐（良計93）、ケルビム

（querubid48他gs．206～211）、様式化された植物模様（魚卵．76，77，87，91）、上記のフランシ

スコ会のものを含む各托鉢修道会の紋章（丘酢．33，37，44）などのように、特に好まれ多用さ

れた図像のレパートリーもできあがった。

このような特徴をもつ石の浮き彫り装飾群に対して、さまざまな形態的分類が試みられ

名称が付せられて来た。モレノ以前には、これをプラテレスコ様式に分類する傾向が強く、

さらにそれを植民地プラテレスコ様式、ムデハル＝プラテレスコ様式、先住民プラテレス

コ様式とに下位区分したりした49。アンダーロは、16世紀のヌエバ・エスパーニヤをゴシ

ック様式からルネッサンス様式への移行期とみなし、テキキに該当する彫刻をゴシック様

48キリスト教で智天使。翼を持つ子供として描かれる。
49ElisaⅥlrgaBLugo，“Sobreelconceptotequitqui，’’en励ioz由duaZieme感沼DqNo．

36，M6Ⅹico，SEPJnstitutoNacionaldeBellasArtesySalvat，1982，Pp．102・103．
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式の影響を色濃く残す初期の作品と位置付けた紬。クプラーはその多くを中世様式とみなし、

ヨーロッパ的中世様式、植民地的中世様式、先住民的中世様式とに分類した51。ペ．ドロ・ロ

ハスは、先住民領域の芸術（arteenelAmbitodelosindios）と呼び、マッカンドリューは、

モレノの提唱したテキキという名称を用いた52。形態分類上のこのような不統一は、この一

群の石の浮き彫り装飾がすでに指摘したように「雑種」であることに起因している。その

上、16世紀のスペイン美術自体が、イタリアルネッサンスの影響をスペイン的土壌の上

に受け入れたものであったため、その時期の様式分類が唆昧さを許さざるをえないもので

あることが、その植民地美術への適用をさらに混乱多いものにしている。また、．ヨーロッ

パ的、植民地的、先住民的という下位区分にも問題がある。というのは、そのような下位

区分は作品の出来映えや手本への忠実さの度合いに依拠して行われており、文献や碑文に

より作者の人種や受けた教育を特定できるケースはごく僅かだからである。アステカ時代

からの優れた彫刻師が、いかに容易に西欧の技術をマスターしたか、西欧から渡来した職

人の中にいかにいいかげんな者が含まれていたかを考慮すれば、この区分の危うさが理解

できよう。このような矛盾は、様式分析のもつ限界をよく示している。

テキキという名称に賛意を表する研究者は、このような形態論上の問題を克服するもの

として、作品の生成の社会的特徴に留意したこの名称を評価するとともに、これらの彫刻

群がヨーロッパのものとも先住民のものとも異なるひとつの「準様式」（Subestiloもしくは

modalidad）にまで発展したとみなし、ある程度類似した情況の下にうまれたムデハル美術

になぞらえて、それをテキキと呼ぶことが適当であると判断している。

他方、テキキと呼ぶことを不適とする側は、肝心な点において両者の生成の情況は異な

ると主張した。すなわち8世紀に及ぶイベリア半島での共存の間、イスラム教徒とキリス

ト教徒は絶えず文化的交流を保ち、非常に似通った美意識を持つに至った。そのため、キ

リスト教徒の支配下にはいったイスラム教徒の美術であるムデハル美術は、そのままキリ

スト教美術の中に受け入れられた。それに対して、アメリカ大陸先住民の伝統的美術はキ

リスト教美術にほとんど影響を及ぼすことはなく、先住民は単に作り手としてヨーロッパ

美術の模倣のみを求められたというのがその理由である58。テキキによく見られる、壁面を

埋め尽くす装飾という特徴も、一般には先スペイン期の建築装飾の「空間恐怖」（horror

vaeuni）に帰されることが多いものの、チュエカ・ゴイティアが主張するように、実は、ス

50Angd0，月払わぬ，pp．131・133，317・318．
51Kubleい叫押ぬ血躇劇痛血喝pp．480・498．
62V姦rgasLugo，“Sobreelconceptotequitqui，”pp．102－103．

53MartaFernande2：Garcia，“Historiadelconceptode“artetequitqui”，’’Tbsisde
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ペインがイスラム装飾様式の「空間恐怖」から影響を受けて育んだ、非常にスペイン的な

装飾噂好であるとする見方も可能である54。

コンスタンティーノ・レイエスもテキキという名称に納得せず、インド・クリスティア

ーノ美術55という名称を提案したが、それはキリスト教美術への先住民からの影響を別の視

点から捉えようとしたからであった。彼は、テキキの特徴とされる平面的な彫りや硬直し

た図像は、メソポタミア、エジプト、スペインの西ゴート族などの美術にもみられる、一

般的様式発展の初期段階に共通する特徴で、そのような特徴を捉えてテキキを定義するこ

とは好ましくないと主張し、むしろ図像の意味に依拠して定義することが可能ではないか

と提案した。先スペイン期の図像学研究が進み、その時代の彫刻や壁画や絵図の意味がか

なり解明されたことにより、テキキに彫られた図像の中に、先住民の伝統的宗教や儀礼に

つながる意味をもつものが少なくないことがわかってきた。先に見たように、それらが西

欧渡来の図像やキリスト教図像に身をやつしている場合も少なくない。レイエスが提唱す

る先の名称は、図像の中にこっの文化が存在しているという意味をこめたものである56。

こうしたテキキ美術をめぐる議論で明らかになったのは、西欧の美術様式を基準とした

植民地美術の形態分析の問題点と、先住民美術の植民地美術への貢献の評価における研究

者間の意見の相違であった。

3．バロック様式にみる植民地美術の個性

（1）バロック様式

17世紀、西欧の建築様式はバロックの時代へと移ってゆく。テキキ美術が提示する上

記のような問題が、より鮮明な形で議論されたのが、バロック様式の影響下で生み出され

たメステイソ美術においてであった。その議論の内容に入る前に、まずバロック様式の特

徴とイスパノアメリカにおけるその発展の概略を説明しておきたい。

1530年代から1580年代にかけては、イタリアにおいてルネッサンス期からバロ

ック期への移行が見られた時期であった。政治不安、外国勢力の侵入と戦乱、宗教的統一

の崩壊に直面したイタリアでは、ルネッサンス芸術が賛美した均衡と調和、理想美、節度

licenciaturapresenもadaalaFacultaddeFiloso鮎yLetras，UNAM，M6Ⅹico，1976．

54FernandoChuecaGoitia，1h帽r由BteS躇6tLzoGゐhaLVulttdume軍aBbh，Madrid，
EditorialDos組t，1981（初版1947），チュエカ前掲書179・213貢．

55ここでインドとは「アメリカ大陸先住民の」、クリスティアーノは「キリスト教の」とい

う意。

56VhlerioConstantinoReyes，AzbitZdbcE由miBqMgⅩico，SER1978．
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といった特質は人々を引き付ける力を失った。代わって不確実、不安定、折衷主義の中に

芸術家は表現手段を見出し、マニエリズムと呼ばれる反ルネッサンスの精神に立つ過渡的

スタイルが、バロック芸術への移行を準備した。

この時代はまた、新大陸から流入する大量の貴金属によって、ヨーロッパ経済の近代化

が始まった時代であり、芸術を支えた社会構造にもさまざまな変化が起こりはじめていた。

そのひとつは、封建的貴族階級に代わってバロック芸術の顧客となる、地方のブルジョア、

商人、金融業者といった土地貴族の発生と、スペイン、フランス、イギリスでの絶対王権

の成長であった。

もうひとつは、バロック期芸術の精神風土形成に非常に大きな影響を及ぼした宗教上の

対立であった。宗教改革の高まりに対抗して、教皇庁とスペインが中心となって開いたト

リエント宗教会議（1545－1563）では、ローマ教皇の権威を再確認し、ローマ教会への信者の

奪回策が検討された。そして、礼拝のための新たな場所の建設や、典礼を魅力あるものに

するためのさまざまな方法、例えば、ミサや聖体礼拝の儀式を荘厳に飾る、宗教行列プロ

セシオンや聖人崇拝を公認する等が決定された。これは宗教芸術が新しい発展の場を約束

されて活気を取り戻すことを意味していた。

トリエント宗教会議を契機として反宗教改革の試みは成果を収め、カトリシズムは民衆

の心を捉えた。西欧社会全体に宗教的雰囲気がみなぎり、社会の精神構造は宗叡的になっ

た。人生のあらゆる段階で聖職者が介入するようになり、教会抜きに市民生活は考えられ

なくなった。貨幣経済が商人、ブルジョアの罪悪感をかきたて、農村では飢饉、疫病、貧

困、人口の減少などの災厄が、農民の絶望感をつのらせて、民衆の信仰心はいやがうえに

も高まった。バロック芸術は、このような社会的背景の中で、理性に代わる不安、情念、

宗教的陶酔の表現の追求、カトリックの祭礼の華やかな演出、新興鼻族層や絶対王権の権

力の誇示といったもろもろの意図をもって17世紀に生み出された芸術様式であるといえ

る。

建築においては、円柱、半円アーチ、三角破風、エンタプレチュア57等の使用や、華やか

さ、壮麗さといった点で、ルネッサンスやマニエリズムの建築原理と形態が受け継がれた

ものの、バロック建築が目指したものは建物全体の静的な均整や調和ではなく、対照と動

きによる斬新な視覚的効果であった。バロック建築の発生地であるイタリアでは、列柱、

切り込みのある破風、渦巻き模様、楕円形や円形の平面図、円蓋などが好んで用いられた。

57古代ギリシャ・ローマ建築やそれを模した古典主義建築で用いられるオーダー（柱基、

柱身、柱頭、エンタプレチュアから成る）の最上部を構成する水平材で、下から順にアー
キトレーヴ、フリーズ、コーニスの3つの水平部材からなる。
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イタリアバロック建築の二大巨匠ベルニーニ（1598・1680）とポロミーニ（1599・1667）の設計

に至っては、教会堂正面の壁面は、壁轟（へきがん）（壁や柱の垂直面に作られた窪みで彫刻

などを飾る）に組み込まれた彫像によって陰影が深められ、曲線の強調や量塊のデフォル

メによって瞬時の動きをとらえようとするかのように湾曲し、膨らんでいる。建物の内部

には、カトリシズムのきらびやかな装飾趣味や、君主制の栄光を表現するための豪華な装

飾がほどこされた。

バロック建築の蒙薯さの誇示、想像力溢れる多彩な表現、古典様式のシンプルな洗練と

は無縁の装飾趣味は、根底においてまだ農村的感受性が支配的な社会の芸術であると言わ

れる。これは、合理的な生活観念を持つ中産階級の感性が支配する社会では古典様式が好

まれることと対照をなしている58。このことは、この様式が新大陸において17世紀末から

一斉に開花し、ヨーロッパにまさる建築遺産を残したことの意味を考える上で示唆的であ

ろう。

バロック芸術において、反宗教改革の先頭に立ったスペインの果たした役割は重要であ

った。皮肉にも、スペインがセルバンテスやベラスケスなどきら星のごとくバロックの芸

術家を生み出し、黄金の世紀と呼ばれる17世紀は、スペインが経済破綻、人口減、飢饉、

領土の喪失を経験した目を覆うばかりの衰退期であった。そして、17世紀はスペインが

北部ヨーロッパの合理的思想に背を向け、カトリックの殻の中に閉じこもった時代であっ

た。スペインのバロック芸術は、悲惨な現実を前に、諦めと冷笑をこめて貧しい下層民の

生活を描いたり、明暗の強いコントラストや奥深い省察的描写で修道士達の宗教的陶酔を

表現したり、極度の写実性と理想主義的表現で民衆の感動をそそるキリストの受難や聖母

マリアの悲嘆の像を刻みだしたりした。この時代のスペイン芸術を特徴づけるのは、ルネ

ッサンスの人間讃美の対極にある、現世の諸価値への軽蔑と、神聖なもの、神秘的なもの

への憧懐であった。

建築では、フェリペ2世が造営させ1584年に完成した壮大な宮殿兼修道院兼王廟で

あるエル・エスコリアル宮の、均整を重んじる厳格で冷徹な建築様式が、17世紀前半の

スペインバロック建築のスタイルに決定的な影響を与えた（丘g．20）。建築家の名前をとって

エレーラ様式と名づけられたこの様式は、イタリアのマニエリズム様式の影響を強く受け

ているものの、それ以上に、禁欲的で敬度なカトリック信者であったフェリペ2世自身の

意向を強く反映したものであったといわれる。

エレーラ様式の影響によって、17世紀前半のスペインバロック建築は、荘厳で威圧的

58ヴィクトール・リュシュアン・タピエ『バロック芸術』白水社1985，p．55．
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であると同時に、装飾が控え目でシンプルなものが支配的であったが、エレ｝ラ様式から

抜け出したスペインが向かったのは、イタリアやドイツのバロック建築の持つ量塊の躍動

感ではなく、スペイン建築の伝統に従った純粋に装飾的なバロック様式であったとされて

いる。すなわち、建物の平面図の革新にはあまり関心を示さず、もっぱらドラマチックな

感動を呼び起こす装飾的効果を追求したのであった。こうして17世紀後半から、多彩色

で、ソロモン円柱（columna．名a．lom6nica）59（負gs．55，58，59）やェステイピテ（estipite）60（fig．

56）を用いて、壁面を微細な彫刻で被い尽くすスペイン的形態が発展した。壁面を繊細な彫

刻や色彩で飾ることへの情熱は、スペインがイスラム芸術から受け継いだ伝統であった。

特に、活気溢れる新興都市であったセビリアでは、さまざまな色の石材や、鮮やかな彩色

をほどこした化粧漆喰、彩色タイル等を用いて、にぎやかで陽気で親しみ易い建築装飾が

生まれた。アンダルシア建築に多く見られる漆喰、タイルの使用は、木材、煉瓦と同様イ

スラム建築がスペインに残した素材面における最大の遺産であった。スペインのバロック

宗教建築では、訪れる人に神の栄光と天上の至福を感じさせる視覚的効果を狙って、礼拝

堂、聖体を納める御堂サグラリオ、聖像を安置する祭壇奥の小部屋カマリン（Camarin）等の

閉ざされた空間が、驚くべき華麗な色と彫刻で埋め尽くされることが多かった。このよう

な幻想的な空間を最も数多く作り出したのは、やはりアンダルシア地方であった。こうし

てスペインは、17世紀後半からアンダルシア地方で、イスラム芸術の強い影響と民衆の

信仰への深い帰依の中から、独特の装飾性に満ちた色鮮やかな民衆的建築空間を生みだし

たとされている。そこは、聖職者にとっては信者を感動させる舞台装置であり、富裕階級

にとっては寄進によって地位の証と魂の救済を得るための場所でもあった。

18世紀にはいると、ブルボン王室により吹き込まれたヨーロッパの新風とともに、ス

ペインでも宮廷建築ではフランス古典主義が主流を占めるようになった。一方、イタリア

バロック建築の巨匠ポロミーニの影響も、1707年スペイン王国に再併合されたレバン

テ地方のバレンシアやムルシアの建築を通して伝えられた。しかし、宗教建築においては

依然として、17世紀以来培われてきたスペインバロックの特徴である、装飾への強い噂

好が見られ、カステイリアではチュリゲラ一族、ペドロ・デ・リベラ、ナルシソ・トメら

によって、彫刻をふんだんに用いて壁面装飾の可能性を極限まで追求した華麗なスタイル

が生まれた。中でもエステイピテの多用を特徴とするチュリゲラ様式は、アンダルシアを

通じて18世紀にメキシコに伝わり、メキシコにおいてその頂点を極めることになった。

59涙じれ柱。バロック建築の装飾意匠七して17世紀末に新大陸に流入した。

60細長い逆台形の装飾柱。
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（2）メステイソ美術

スペインでバロック建築が華麗さを増すに従い、その影響は17世紀末から新大陸でも

顕著なものとなっていった。1930年にアンへル・ギドにより用いられたメステイソ美

術という表現は、広義には、ヨーロッパ美術が植民地期に土着の要素の影響を受けて、特

徴ある形に発展したもの全てをさすが、狭義には、アレキパからチチカカ湖畔を経てポト

シに至る南アンデス高原地帯で、バロック美術の影響を受けながら、17世紀末から18

世紀末にかけて生まれた、先住民の存在を強く印象づける建築群、特にその装飾の特徴を

指して用いられている。

メステイソ建築の起源は、アレキパ市に17世紀末に出現した建築装飾に求めるのが一

般的である。1687年の震災から復興するアレキパ市のイエズス会教会堂正面に、16

88年、アレキパ特産の柔らかい白色の石を用いて、プラテレスコ様式の面影を強く残す

独特の浅浮き彫り装飾が出現した伍g．46）。その後その装飾様式はアレキパ市内のドミニコ

会、アグステイン会の教会堂や個人の邸宅、アレキパ市近郊のいくつかの先住民村の教会

堂を埋め尽くしたばかりでなく、コリヤーオ地方へと広がった。コリヤーオ地方は、現在

のペルーとボリビアの国境にまたがり、先住民アイマラ族の居住地域とほぼ一致する高原

地帯で、クスコ、ポトシ、アレキパを結ぶ交通路上に位置している。クスコはかつてイン

カ帝国の首都であり、植民地時代にも行政・宗教両面において重要性を維持し続けたペル

ー副王領の主要都市である。1650年の震災で破壊されたクスコ市自体は、先住民の存

在を全く感じさせないシンプルで洗練されたバロック様式で刷新されたが、この街の建築

も周辺のアンデス高原地帯に隠然たる影響を与えたはずである伍g．47）。さらに、銀山で潤

うポトシがメステイソ建築のもうひとつの中心であった。18世紀中頃にポトシで流行し

はじめたソロモン円柱を用いる華麗な意匠も、やはりチチカカ湖周辺へと普及していった。

こうして、17世紀末から18世紀末にかけて、コリヤーオ地方の教会堂の正面は、ア

レキパ、クスコ、ポトシの建築から強い影響を受けて次々と刷新された。チチカカ湖周辺

の教区ランパ、アヤビリ、アシーリョ、ビルケなどの教会堂は1750年頃までに、フー

リのイエズス会宣教区のサン・ペドロ教会堂、サンタ・クルス教会堂、プーノの大聖堂、

フリアカ、ボマータ、セピータなどの教区教会堂は、1750年以降に教会堂正面や内部

が修改築された。今日のボリビア領では、ラパスのサン・フランシスコ教会堂（1744？改築

開始1784献堂）（丘臥49）、ポトシのサン・ロレンソ教会堂（正面製作1728・1744）（軸．48）、
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イエズス会教会堂（1700改築開始）（丘g．45）の正面が美しいソロモン円柱で飾られた61。

約100年の間にこの地方の主な教区教会堂や修道会付属教会堂、大聖堂の外観が刷新

されたといっても過言ではない。その建築に費やされたエネルギーは驚くべきものである。

メステイソ建築は先述のように、アレキパからチチカカ湖周辺を経て、ラパス、オル小口、

ポトシに到る地域に集中しており、この時期教会堂を刷新した所には、スペイン人やクリ

オーリョが居住する地方都市だけでなく、純粋な先住民村落も多数含まれていた。このほ

かにメステイソ建築に含めうる例は、ペルーのそのほかの地域、例えばカハマルカなどに

も多少見ることができる。

このような状況下で生まれた建築群をメステイソ建築と総称しているのであるが、メス

テイソ建築の特徴は、大きく以下の3つにまとめられる。第一は、過去の建築ならびに建

築装飾様式の残存である。これは、16世紀に流入したムデハル、プラテレスコ、マニエ

リズムなどの諸様式が18世紀まで用いられたことをさしている。そのため、西欧中世以

来の単純なラテン十字形の教会堂平面図と軽量なムデハル様式の木製天井が、芋のこんだ

バロック様式の教会堂正面と共存する教会堂がメステイソ建築には多く見られる（魚卵．

50～52）。17世紀末にバロック様式が採用された時、西欧バロック建築の特徴のひとつで

ある空間構成の革新への関心は伴われず、もっぱら建物壁面の装飾にエネルギーが注がれ

た62。その装飾においても、過去のものとなったプラテレスコやマニエリズムの装飾モチー

フが根強く生き続け、バロックの装飾意匠と混ざり合っている。

第二は、壁面の浮き彫り装飾にみられる平面的な彫りやアルカイックな造形である。こ

れはテキキと共通する特徴であるが、これを先住民に由来する美意識の表出とするか、地

方芸術の特徴とするかはここでも見解の分かれるところである。

第三は、装飾の中に描かれる独特の図像である。具体的には、アルマジロや熱帯植物な

どヨーロッパにみられない動植物、人魚（軸．48）や太陽63、猿、猫科の動物など先スペイン

61このポトシのイエズス会教会堂に初めて用いられたソロモン円柱の構図が、その後フー

リのサンタ・クルス等、コリヤーオ地方の教会堂に採用されていく。Jos6deMesay恥resa

Gisbert，肋zLmeDtOSdbBbH壷，LaPaz，GisbertyCia，1978，P．65，
62この特徴は、メステイソ建築のみならず、イスパノアメリカ植民地建築のほぼ全てに見

られる。

63メステイソ建築装飾にみられる人魚や太陽の意匠は、西欧のキリスト教図像に由来する

との主張もなされている。LimarLuks，”Tipologiadelaesculturadecorativahispanica

enlaarquitectllraandinadelsiglomII，．TBα喝NdmeroESpeCial，1973．しかし、これ
らの図像がアンデス高原地域で多用された背景に、太陽はインカの神インティとの関連が、
人魚についても、チチカカ湖周辺の先住民コーリヤ族の間に伝わる女＝魚伝説との関連が

指摘されている。TbresaGisbert，OP．Cit．，Pp．29・35，46・48．
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期の宗教的意味が込められていると考えられる図像の使用をさしている。

「メステイソ」という名称には誰もが賛同した訳ではなかった。クプラーは、混血とし

てのメステイソが植民地期において白人からも先住民からも排除された存在であったこと

を根拠に、そのような、いわば社会的に公認されていなかった人種の名を実体ある文化に

付すことの矛盾を指摘した64。しかし、ボリビアのメサとヒスベルトやアルゼンチンのラモ

ン・グティエレスをはじめとする多くのイスパノアメリカの研究者は、メステイソは人種

の混血という生物学的意味だけでなく、今日では文化の融合という意味を含む言葉として

定着しているので、その意味において、ヨーロッパ人と先住民の共存する社会で生まれた

美術をさす言葉として、より適切な表現が見出せるまで、当面有効であると考えている65。

この点についてペルー人ハーステレは、メステイソ美術は人種的に混血といわれる人々が

作ったものというよりは、心理的にアメリカ人と自覚する社会的個人としての芸術家が作

りだしたものと理解すべきであり、先住民、メステイソ、クリオーリョが一致してアメリ

カ大陸の風土の中で芸術活動を続け問題解決を図るなかで生み出した新たな民衆的表現方

法であると述べている66。一方、グラシアーノ・ガスバリーニは、この名称をもってアメリ

カ大陸の特定地域の建築をさすことを批判し67、メキシコ人美術史家トクツセンやフステイ

ーノ・フェルナンデスも、この名称を先に述べた広義の意味で、植民地美術に対する鵬つ

の形容詞として用いたが、これを特定の形態に対する固有名詞としては用いなかった。し

かし、今日では、そのままもしくは括弧つきで狭義の意味で、17紀末から18世紀末に

かけて南アンデス高原地域に出現した美術、特に建築群に対して、メステイソ美術、メス

テイソ建築という呼称が用いられている。

メステイソ建築の、初めて受け入れたスタイルの保持や、もっぱら変革の容易な装飾に

向けられた関心、土着の装飾モチーフの利用、平面的な浮き彫りといった特徴は、西洋美

術史の様式論の立場からすれば、中央のものが地方に伝播された場合に表れる特徴と理解

される。メステイソ建築を西欧美術の地方的表現として位置づけるのが妥当か、あるいは

独自の自律的発展の結果とみなすべきなのかという問題を、60年代半ばから、自ら主宰

する研究所の年報68において取り上げたのが、当時ベネズェラ中央大学、歴史・美学研究所

64GeorgeKubler；”Indianismoymestizajecomotradicionesamericanasmedievalesy

dasicas，”月間no．4，1966，pp．51・61．
65GracianoGaSParini，“Encuestasobrelas短nificaci6ndelaarquitecturabarroca

hispanoamericana，’’BCLH現no．1，1964，PP．9・42．

66EmilioHarth・Tbrr6，触d：momLmeDtOSAゐ血相yaZque蜘M6Ⅹico，Ⅰnstituto
PanamericanodeGeogra丘aeHiStOria，1975，P．90．

67Gasparini，‘‘EncueSta，’’pp．9－42．

68ベネズェラ中央大学は1964年に『歴史・美学研究センタ｝研究報告』（風ユゐ舷（ねJ
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の所長を務めていたグラシアーノ・ガスバリーニであった。そこで、ガスバリーニは、そ

れまでのイスパノアメリカ美術史家があまり省みなかった建築の空間構成という観点から、

イスパノアメリカのバロック建築が空間構成においては、西欧で中世建築以来用いられて

来たラテン十字形の平面図から何ら新しい発展を見せていないと指摘した69。スペイン人フ

ェルナンド・チュエカ・ゴイティアは、イスパノアメリカ建築の特徴のひとつと考えられ

ていた装飾への強い志向性と平面的表現を、スペイン民族がイスラムとの共存の中で培っ

た精神に基づく内在的動因の表出であるとする、スペイン建築の恒常性（invarianteS）理論を

主張し70、ドイツ人エルグィン・ヴァルテール・パルムも、イスパノアメリカ建築をスペイ

ン建築の地方的表現であると定義した71。こうして、当初よりあいまいな形で了解されてい

た植民地期のイスパノアメリカ美術の独自性が、この年報を舞台に改めて問い直されるこ

とになった。

ガスバリーニは、イスパノアメリカの植民地期の美術を、かつてのスペイン帝国内に生

まれたスペイン美術の一部と捉えるアングーロやチュエカの姿勢に異議を唱えると同時に、

フステイーノ・フェルナンデスが表明するような、植民地固有の美意識が醸成された結果、

植民地のバロック美術がスペイン美術からの独立を達成したというような見解にも否定的

立場をとった72。そして、先住民の文化的・宗教的・芸術的伝統が、キリスト教芸術の中に

存続できる可能性はごくわずかであったことや、植民地には本国から思想的統制や文化的

制約が課せられていたこと、また支配する側とされる側の極端な社会的不公平があったこ

とを指摘し、植民地における建築は、現実には少数の閉鎖的エリートのために、ごく貧し

い職人が大きな知的・物的制約の中で作りあげたもので、それらの職人が自由な創造力を

伽加（ね血搾β毎狩血eg励地元優gy励励由遍の刊行を始めた。これより以前からラテ
ンアメリカ芸術の専門研究機関が設置され、研究誌の定期的刊行が始められている。セビ

リア大学では1935年から『アメリカ・フィリピン芸術狛旛鹿朗A疲壷町戊鞄血適
を、メキシコ国立自治大学は1937年から『美学研究所年報』払虚血β（ねノ血gJ元日わあ

血相β卸d血郎励ぬ遍を、ブェノスアイレス大学は1948年から『アメリカ芸術・
美学研究研究所年報』払感肌蹴血融油滴沈醸血脚鹿野“加融如血脚
励露地鼻を刊行している。

69GracianoGaSParini，“Laarquitecturacolonialcomoproductodelainteracci6nde

酢upOS，”βα＃現no．12，1971，pp．18・31．
70ChueeaGoitia，血相よね月蝕β朗β血喝（初版1947）1981年のドサッ出版社版には、

上記のほかに’一InvariantesenlaarquitecturahiSpanOamericana，”RbI壷由dbth7Cidbnie，

2da．Epoca，nO．38，1966，邦題「中南米建築の不変元」も収録されている。

71ErwinⅥねlterPalm，“ElartedelNuevoMundodespu6sdelaconquistaespa丘0la，”

βα書写no．4，1966，pp．37・49．
72GracianoGasparimi，“Signi丘cadopresentedelaarquitecturadelpa眉ado，”en

Am鼻元忍ム如血β朗HWa昭Ⅷ庖漑知将，M6Ⅹico，UNESCO，SigloXMEditores，1975，

pp．162・169．
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発揮し、ヨーロッパからの幸福な飛躍を遂げえたとするのは、ラテンアメリカナショナリ

ズムの近視眼的見解であるとした。そして、メステイソ建築の特徴として強調される先住

民の貢献は、装飾のみに集中され、しかもそこで先住民の美意識に帰されている平面的な

浮き彫りや硬直した形などは、地方の（provincial）美術に特有の、製作者のモデル理解の不

足や技術の未熟さに起因する「民衆的芸術」の特徴であり、イスパノアメリカの建築がス

ペインと異なる点は、むしろ、距離の隔たりからくる情報の不足、文化的発露の全てに宗

主国のコントロールがあったことなどにより、新たな試みや実験を避け、経験により確実

かつ有益であることが証明さた技術や様式を使用し続けた結果生まれた古い様式の残存と、

それまでスペイン美術の影響のみが強調されてきたが、実はフランドル、イタリア、フラ

ンスなど西欧の複数の地域からの影響を少なからず受けたことであるとした73。ガスバリー

ニは、このほかに地震を含む自然条件、材料等の条件の違いが積み重ねられ、植民地の建

築は模倣（reproductiva）、繰り返し（repetitiva）ではあったが結果的に無視出来ない特性

（especi鮎idad）を備えるに到ったとしている。しかしそれは「アメリカ人の精神」なるも

のとは無縁であると主張した74。

これに対して、メサとヒスベルトは、征服後の土着文化の破壊は考えられている程徹底

的でなかったこと、先住民とそのほかの人種の住み分け政策のおかげで、先住民社会はそ

の結束と伝統をかなり保持できたこと、建築空間においても先住民の存在に起因する独特

の革新があったことをあげて反論した75。独特の空間的革新とは、先住民特有の宗教観や世

界観に合致した建物の形態や配置が生まれたことをさしている。その例として、先住民の

屋外での礼拝という伝統的習慣に合うように、教会堂正面が外にむかって開かれたレタプ

ロのような形態に発展したこと、また、コリヤ←オ地方の多くの先住民村で、西欧やほか

のイスパノアメリカに例をみない礼拝堂の形式が生まれたこと、そしてメキシコでは16

世紀末には屋外礼拝堂がすたれてゆくのに対して、18世紀においてもそれらの礼拝堂や

空間配置が存続し今日まで生き続けていることなどを指摘している76。このようにして、1

6世紀以来可能な部分で自己を主張し遅しく生き延び、蓄積されていた先住民の世界観や

芸術的特性は、ペルー副王領の先住民社会に対して教会が行った厳しい異教排撃キヤンペ

73Gasparini，“Laarqllitecturacolonial，’’pp．18・31．

74Gasparini，“Signi丘cadopresente，”pp．162－169．

75Jos6deMesayTbreSaGisbert，“LoindigenaenelartehiSpanOamericano，”B（謂現

no．12，1971，pp．32・38．

76コリヤーオ地方とその周囲に発達した独特の屋外礼拝堂の例として、教会堂正面の入口

上部に設けられるバルコニー風の屋外礼拝堂、ポーサ礼拝堂、死者を安置するために教会
堂入口前に設置されるミセレーレ礼拝堂、祭壇奥の壁に開けられた窓を通して外から聖体
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ーンの手が緩む18世紀になると、建築装飾の中にも明確に表出されるようになったとし

た。ただしそれは、すでにおおかた忘れられた征服以前の形の中にではなく、16世紀に

ヨーロッパから与えられた形を、彼らの感受性で構成し直した形の中にであった。そして

メサとヒスベルトは、このような18世紀の先住民の貢献は、個々の職人としてではなく

社会集団としての先住民の感受性がアメリカの感受性を決定づけたという意味において評

価しなければならないと主張したのであった77。

一方ハーステレは、過去のものとなったプラテレスコ様式の装飾を変化させながら繰り

返し用い続けるというメステイソ建築の力の源は、逆説的な表現を用いれば、「主体的抵

抗」にあったのではないかとの作業仮説を提案している。というのも、独立後、形の上で

人種の平等が達せられ、いよいよ先住民が自由な創造力を発揮できるようになると患われ

る19世紀の半ば、それまで受け継がれてきたプラテレスコ的芸術精神は新古典主義様式

の前に枯渇し、先住民的色彩を濃厚にみせる創造のダイナミズムは消失してしまうからで

ある。メステイソ建築の大半は、高位聖職者や富裕階層の要請により建てられたものであ

った。ハーステレによれば、そのような支配者側からの圧力に対する、先住民やメステイ

ソといった被支配者層職人の抵抗の力こそが、メステイソ建築の源泉であった。バロック

の感性の中で、反発力と創造力という2つの力が結びついたのである。そこには卓越した

指導者も芸術的創造や革新への関心もほとんど存在せず、ルーティン化した建設作業をこ

なすことが求められた。職人達に許されたのは、イベリア半島から渡来した建築装飾を自

分の好みで選択し、もてる技術で表現することであった。独立によってこの圧力が取り除

かれると、反発力も失われ、メステイソ建築は急速に衰えたという訳である78。

一方、ラモン・グティエーレスはより実証的な考察をおこなっている。すなわち、18

世紀スペイン人人口が非常に少なかったコリヤーオ地方では、建築職人のほとんどは先住

民かメステイソで占められるようになっており、彼らが設計から建設の指揮までをおこな

っていたのであるが、それらの職人の関心は、新しい建築理論を構築することではなかっ

た79。自分達が造っている建築物が必要性を十分満たしている限りにおいて、彼らは新たな

危険を冒す必要を感じなかったのである。しかし、彼らのそのような態度は外からの影響

に閉鎖的であったことを示すのではなく、技術的に可能な場合は、設計の完成度を高める

の礼拝を可能にする後陣礼拝堂、相の四方の境界におかれる周辺礼拝堂など。

77Jos6deMesayTbresaGisbert，“Loindigena，’’pp．32・38．

78Harth・Tbrr占，勘定J皿αか打皿e月払gA由よ血元喝pp．89・91．

79現に18世紀のコリヤーオ地方でメステイソ建築に従事した数多くの先住民職人の名が

知られている。Ram6nG血igrrez，etal．，A叩山由仁オ紺冴血JAJ卸血刀Ojもr掴刀qpp．94・97．
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ために必要な変更を行っていた。石造りの天井が、キンチヤ80にとってかねるのはその例で

あるとしている。

テキキ美術とメステイソ美術をめぐる議論は、先住民の影響の形への表出をどう評価す

るかという点において共通の問題を抱えていた。先住民密集地域の美術の特徴を、先住民

によって積極的に与えられたとするか、それとも植民地特有の受動的状況の産物であると

するかの解釈の相違は、時として「民族主義派」と「植民地主義派」との見解の対立の様

相を帯びることもあった。そのような中でこの議論が示したのは、イスパノアメリカ植民

地建築の分析は、西欧美術を基準とした様式論だけをもってしては手に負えないというこ

とであろう。

そのような謬織にたって、パルムは新たな方法論としての図像解釈学の可能性を指摘し

ている81。ヴェルフリンの様式論と並んで、20世紀初頭に確立されたもう一つの重要な美

術研究の方法に図像学があった。これは、同時代の寓話集、古典注解書などの膨大な文献

との突き合わせによって、中世以来のキリスト教図像が有してきた非常に象徴的な意味を

解明することから生まれた、形式研究と双壁をなす美術史の基本的分野である。20世紀

半ばになって、この形式分析（様式論）と図像学（意味論）を総合する試みとして、エル

グイン・パノフスキーが提唱したのがイコノロジー（図像解釈学）である。パノフスキー

は、古代ギリシャ・ローマの異教神の図像が、中世にその意味をキリスト教的なものに置

き換えて使用され続けたこと、また中世において、古典神話などの内容が中世の衣服をま

とい、中世の背景の中になんのためらいも無く描かれたことを示し、形と意味は切り離さ

れ、それぞれ別の意味や形と一体となって伝えられていくのであるから、美術史家は、こ

のような形と意味の分離・結合の中に潜む象徴的意味を、十分な文献と社会状況の把握に

裏打ちされた総合的直観により理解しなければならないと考える。図像解釈学は、芸術作

品を信頼に足る史料として用いるための資料批判の方法を模索する試みであった。この理

論は60年代からの美術史研究に多大な影響を及ぼす。テキキ美術の中で触れた、レイエ

スのインド・クリスティアーノ美術の考え方の中にも、その影響が見られる。しかし、図

像学にしろ図像解釈学にしろ、図像の意味に関する研究の蓄積の上に初めてできるもので

あるから、この方法を、征服以前の先住民の伝統的文化を抱えるイスパノアメリカの芸術

に応用するには、まだまだ知識を蓄積するための困難で時間のかかる作業が必要である。

図像解釈学と並んでパルムが提起したもうひとつの方法は、当時新しい学問分野として

80葦などの植物の茎と土で造るペルーの伝統的な天井や壁の工法。

81EIwinWalterPalm，“Perspectivasdeunahistoriadelaarquitecturacolonial

hispanoamedcana，”βαだ葦no．9，1968，pp．21・37．
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注目を集め初めていた文化人類学などとの学際的研究や比較芸術学であった。エリザベ

ス・ワイルダ…ワイズマンはこれに社会学的アプローチをあげている由。これらの軽案は、

それ以降の研究において重要な指針となっている。

（3）ヌエバ・エスパーニヤの民衆的バロック

ヌエバ・エスパーニヤでバロック建築の影響が表れるのは1630年代であるが、エレ

ーラ様式の強い影響を受けたスペインに習って、ヌエバ・エスパーニヤでも17世紀前半

のバロック建築はシンプルで装飾において節度のある古典的スタイルを色濃く残すものが

支配的であった。しかし17世紀後半からは、さまざまなバロックの装飾要素（ソロモン

円柱、波紋円柱、円蓋、塔、楕円、多角形、混合曲線、色彩豊かな素材など）が用いられ

はじめた。特にソロモン円柱は、17世紀後半において最も好まれた装飾要素であった。

サカテカス市の大聖堂（献堂1752）の正面にその発展の極致をみることができる（軸．55）。

17世紀末にはヌエバ・エスパーニヤ各地で惜しみなく装飾をほどこされた建築が続々と

現れるようになった。トクツセンは、時代とともに装飾性の度を強めるヌエバ・エスパー

ニヤのバロック建築を、「控え目なバロック」仏arroco sobrio）、「豊かなバロック」

仏arrocorico）、「爛熟のバロック」（barrocoexhuberante）、「チュリゲラバロック」（barroco

churrigueresco）に分類している。17世紀前半に支配的であった「控え目なバロック」は、

17世紀後半から「豊かなバロック」に席を譲り、18世紀にはいって「爛熟のバロック」

と「チュリグラバロック」でヌエバ・エスパーニヤのバロック建築は絶頂期をむかえる。

ヌエバ・エスパーニヤのバロック建築を特徴づけるのは、スペインのそれよりもさらに

熱烈な、空間を装飾で埋めつくすことへの情熱と色彩への志向であり、それを表現するた

めに用いられたさまざまな素材である。その独創性は「豊かなバロック」のはじまる17

世紀末から明確になりはじめ、1730年代に入ってきたエステイピテの使用を特徴とす

る「チュリゲラバロック」でもっとも強く発揮されたといえる。

南アンデスのメステイソ美術同様、上記のような18世紀メキシコのバロック美術の中

にも先住民の存在を強く印象づける作品群が出現したことは、美術史家の一致した見解で

ある。その例は非常に豊富で広範囲に分布している。その代表的なもののひとつが、バロ

コ・ポプラーノである。アンダルシア移民を多く抱え、アンダルシアバロックの基本的特

徴を受け継ぎながら独自の発展をみせた、プェプラ・トラスカラ地方のバロック建築を一

82Elizabeth鞘lderWeismann，“TheHistoryofArtinLatinAmerica，1500・1800：Some

TrendsandChallengeSintheLastDecade，’’ム穿血Amezjhw肋∫℃ゐRel壷明VOl．18，

No．1，1975，pp．7・50．
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般的にバロコ・ポプラーノ（プエプラのバロック）と呼んでいる。トクツセンいうところ

の「豊かで欄熟した」バロック建築に分類されるバロコ・ポプラーノは、一地方様式であ

りながら、これを抜きにしてメキシコのみならず新大陸の植民地建築の独創性と自立的発

展を論ずることはできない重要なものである。その特徴は、漆喰とタイルの使用、そして

それによって表現される民衆性の強い造形である。漆喰装飾（estucado）には、建物内部の壁

面に石膏彫刻をほどこす方法亙eseria）他gs．60，61）と、石灰に砂をまぜて作る漆喰アルガマ

サ（ar㌍maSa）（軸S．58，63，64）で建物外部に彫刻装飾をおこなう方法があった。安価で柔ら

かく、自由自在に形を与えることができるうえに、彩色、塗金もできる石灰という純白の

素材は、職人の想像力をいやがうえにもかきたてて、驚嘆すべき作品を生み出した。一一方、

鮮やかな色とつやをもつタイルは、赤銅色の煉瓦と組み合わせて用いられたり、タイル画

として壁面にはめこまれたり、円蓋の外装として張りつめられたりしながら民衆の心をつ

かみ、ついに建物全体をおおいっくすに到った（丘炉．57，63）。バロコ・ポプラーノの中でも、

先住民の存在を最も強く印象づけているのが、プェブラ市のドミニコ会修道院ロサリオ礼

拝堂（軸．61）の影響を受けて、近郊のトナンツイントラ（触．60）やアカテペックの教会堂内

部にほどこされた漆喰装飾である。この技法は、ドミニコ会によってメキシコ南部のオア

ハカ地方にも伝えられた（丘g．62）。

そのほかの地域でも、例えば、モレロス州のテパルシンゴ教会堂とその周辺の相の教会

堂、テスココ市のロサリオ礼拝堂とその周辺の相の教会堂、ケレタロ州の旧フランシスコ

会宣教区シエラ・ゴルダにある複数の教会堂（軸．59）、サカテカス市の大聖堂（軸．55）とそ

の近辺ならびにアグアスカリエンテス市にかけてのいくつかの教会堂、グアダラハラ市の

サン・セバステイアン・デ・アナルコ教会堂やその周辺の村の教会堂などにみられる正面

や内部の装飾は、先住民の介在を強く主張している。

これらのメキシコのバロック表現についても、そこに表れた先住民の影響の解釈をめぐ

りさまざまな見解が出されてきた。フランシスコ・デ・ラ・マサは、トナンツイントラの

教会堂内部装飾を指して、「キリスト教に改宗した先住民を倍額して監視が解かれ、それま

で無意識の中に封印され眠っていた過去の詩的、宗教的イメージが、ちょうど到来してい

た〔バロックの自由〕の中に、再びその表出を許された」83と解釈した。それに対しホルへ・

アルベルト・マンリケは、「わが国のバロックを説明するのに、常に先住民の影響が重視さ

れてきたが、16世紀のテキキ美術においてさえ、厳密に先住民の影響を証明するのが困

難であるのに、17世紀においてその作業をすることは不可能である。先住民の芸術的伝

83FranciscodelaMaza，鞄血as（ねazieytお血如otib，M6Ⅹico，INAH，1971，PP．71・76．
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続はへし折られたのであり、一世紀に及ぶ植民地支配は、最も良く保持された先住民共同

体の中においてさえ、確実に新しい芸術的伝統と手仕事の伝統を生み出したのであ＿る」84と

述べている。メステイソ美術をめぐる議論の過激さはとらなかったものの、ここでもメス

テイソ美術についてなされたと同じ見解の相違が表明されてきたといえよう。

近年、これらの美術表現に対して、「民衆的バロック」（barrocopopu．ladという用語が頻

繁に用いられるようになっている。「民衆的芸術」（artepopular；folkart）という言葉は、

元来、美を生み出す知的作業としての芸術（arteculto，且nearts）に対立するものとして、

庶民の使用に供される陶器類、木工品、織物、道具類や祭具類などに見られる素朴な美の

表出を指して用いられてきたといえる。風刺画や歌謡などもまた民衆的芸術として扱われ

て来た。民衆的芸術の特徴は匿名性、模倣性、繰り返しとされ、従来、創造性を重んじる

知的芸術より劣るものとされてきた。しかし、19世紀のロマン主義以来この民衆的芸術

を高く評価する傾向が存在したし、民衆的芸術が持つ民族学的価値にも次第に大きな関心

がよせられるようになってきた。イスパノアメリカで、この民衆的芸術の学術的研究が多

くなるのは、60年代後半からである85。しかし、そこでは主に、織物、陶器などのように

伝統的に民衆芸術として扱われてきたものが研究の対象とされ、本来知的芸術とみなされ

ていた絵画、彫刻、建築を民衆的芸術として捉える傾向は顕著ではない。メキシコでその

ような傾向が生まれるのは、70年代から80年代にかけてのことで、この頃からメキシ

コで民衆的バロック建築のモノグラフが数多くだされるようになる。これは、それまで芸

術的観点からはあまり関心をもたれてこなかった、あるいは研究の手がまわらなかった地

方の民衆的色彩の強い建築群に、ようやく実証研究の目が向けられるようになったことを

示している。そのような研究の題名には、民衆的バロック芸術という呼称は用いられてお

らず、例えば「首都塵外の（noⅣmetrOpOlitan）教会堂」とか、「漆喰のバロック」とか、「シ

エラ・ゴルダのバロック」といったように、地域や建築上の特徴が示されている。しかし、

いずれの著作においても「民衆的バロック」という言葉が、それらの建築装飾を形容する

表現として採用されているのである。

この研究動向の変化には、1960年代から70年代にかけて美術史家の間で、「民衆

的」という意味のとらえ方に変化が生じたことが大きく作用していたと見ることができよ

う。それまで、西洋美術史が知的芸術のみを研究対象としていた伝統から、「民衆的」とい

う言葉は「知的芸術に劣るもの」という意味で用いられがちであった。それは、フステイ

84JorgeA払ertoManrique，“DelbarrocoalaIlustraci6n，”en月払ぬぬgmemldb

脱如M占Ⅹico，EIColegiodeM6Ⅹico，1976，PP．645・735．
85WilderWもis血ann，OP．Cit．，p．21．
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ーノ・フェルナンデスの「トナンツイントラのような最上の民衆的芸術が持つ魅力や表現

力をもってしても、例えばテポッオトランのイエズス会教会堂（軸．56）のような至高の芸術

が持つ美と啓示を越えられようとは思えない」という表現にも表れている86。先述の、ガス

バリーニの言葉の中で用いられた「民衆的芸術」も同様といえる。しかしながら、美術史

家の中にも次第に民族の芸術の形容詞として「民衆的」という表現の肯定的意味を受け入

れる傾向が強まる。マサとヒスベルトは、先のガスバリーニへの反論の結語として、「われ

われは、民衆的芸術が知的芸術の周縁にできる原始的形態であり、知的芸術の退化とデフ

ォルメであるという意味においてメステイソ建築が民衆的であるとすることは容静できな

いが、民衆的芸術を侮蔑的にではなく、大多数の人j再こ支持されたという意味において用

いるならば、これを受け入れることができる」と述べている87。時代は少し遡るが、トナン

ツイントラ研究でメキシコの民衆的バロック美術研究の先鞭をつけたペドロ・ロハスは、

「民衆的芸術は、いくらかの自分自身の反映と、いくらかの他人からの借用によって植民

地で育まれた、〔抑圧された者〕の芸術であり、不滅の生命の証である。メキシコの民衆的

芸術は、労働を担ってきた諸階級の、日々の暮らしのレベルで起きた総合を示すものであ

り、融合の指標である。‥．過去において、西欧の趣味により、完壁なる美の創造のみが人々

を驚嘆させていた時代、このような作品は理解されなかった。しかし、メキシコ革命を経

て、素朴な人々の好みや腕前に対する率直な共感が生まれたのである」88と述べている。ワ

イズマンの、「イスパノアメリカ美術は地方的というよりは民衆的と呼ぶにふさわしい性

格を持ち、イスパノアメリカ美術の全てをその土地の民衆芸術とみなす方が、ローマのバ

ロック様式の基準から出発するより実り多い成果が得られるであろうし、〔民衆芸術とは

何か〕についてだれもが確信のない現在、イスパノアメリカ美術の民衆的な形と高度なス

タイルの関係をさぐることは、その疑問に光をあてる有意義な作業であろう」という見解

はこのような変化の傾向を如実に語っているといえよう89。

4．展望

60年代半ばに始まり70年代の大半にわたって多くの研究者の関心を引きつけた、テ

キキ美術、メステイソ美術、メキシコの民衆的バロック表現をめぐる議論が、互いに緊密

86JustinoFernandez，Op．Cit．，p．23．

87Jos6deMeSayr托reSaGisbert，“Loindigena，”pp，32・38．

88PedroRqias，Zbz2GBtZ血ぬ，Mgxico，UNAM，1956，Pp．7・10．
89WilderWbismann，OP．Cit．，P．21．

・42・



に関係しあい強く影響を与えあって、全体として次第にヨーロッパのモデルから逸脱し、

民衆的表現として自由な意思表示を始める先住民人口密集地域での美術の変化と、．それへ

の先住民のかかわり方について考察を深めたことは、高く評価すべきであろう。しかしこ

の論争の真の意義は、論争が次第に行き詰まりの印象を強める中で、逆説的な意味におい

て、研究者に新しい美術史の方法や関連諸科学の研究成果に学ぶことをうながし、また、

イスパノアメリカにおける植民地美術研究を当初から動機づけてきた「民族主義」が、「植

民地主義」との対立の構図をとることの好ましからぬ結果に警告を発したことにあったの

ではなかろうか。それ以降研究者はこの議論を踏まえ、それぞれが「植民地美術とは何か」

という問いへの解答を求めつつ実証研究を積み重ねてきたといえよう。

80年代以降の研究動向で特に目を引くものとして、文書史料の発掘90、イスパノアメリ

カとアンダルシア美術の親近性の実証研究91、図像学の進展92、土地と風土に根ざした建築

90EnriqueMarcoDorta，励tu血ydbcumeDiM（お＆Pte血如an朗meZjbaDqMadrid，
RealAcademiadelaHistoria，1981；偽晦dbdbczLmentOS（ねaL＊ezZelAdlvo
伽朗甘J鹿血Aなd血，MgⅩico，UNAM，1983－1988．

91DiegoAn卯loInigue21，“Repercu．Sionesandaluzasenelarteamericano，”en触e躇β

如月血gdbABゐ血cihyAmdE由，tOmOII，InStitutodeEstudiosOnubense，LaRabida，
1981，PP．11・15；AntoniodelaBandayBargas，‘Artistasein且uenciasandalucesenel

barrococanari0，’’enEba耽りeDAndklu仁毎tomoI，UniversidaddeC6rdoba，1984，

PP．211・215；JorgeBernalesBallesteros，“Esculturamonta魚esinaenAm6rica，’’ABZLaj壷

db励tudibsAmeLjtwB郎38，EscueladeEstudiosHispano・Americanos，Sevilla，1981，
Pp．499・566；JorgeBernalesBallesteros，‘AspectosdelcomercioartisticoentreSevillay

Am6ricaconCanariasenlossiglosmamII，”enV伽quゐ（お励iatTk
（泡Ba血Amezjbana，tOmOI，Excmo．CabildoInsulardeGranCanaria，1982，

PP．871・885；H6ctorSchenone，“LaesculturasevillanaenLima，’’en助呼0度わ

血加点加点あぶ比J励耽り加地oA皿e血刀q肋月旦Jr朗J4匹詭J卿volI，Instituto

ItaloLatinoAmericano，Roma，1982，Pp．431・439；TbodoroFalC6nMarque2；，
‘AntecedenteSSeVinanoSdeiglesiaSfortiAcadasmexicanas，’’enABくね1UeikyAm血塊訝

enel魂血m仏ctasdelasIIJornadasdeAndaluciayAm6rica，Universidadde
SantaMariadelaRabida，marZO1982），EscueladeE＄tudioSHiSPanO・Americanos，

Sevilla，1983，PP．399・409；JuanMiguelGonzaIe2：G6me2：，“Construccionesmud6jaresde

lacamplnaOnubenseySurePerCuCi6nenHiSPanOam6rica，”enABf由1ueikyAmdt滋沼eB

e1度由血Xnpp．381－392．；JuanMiguelSerrera，“Lapinturamuralsevillanadelsigl0

ⅩⅤIySuinaueneiaenMgⅩieo，’’en触e脂ぎ加点あぶ（おd月由血だ由アd皿ゐ元治，tOmOII，

pp．323・336．

92SantiagoSebastiAnL6pez，mbazmMibemmeLjbaBO：meD頑jbM的Madrid，
EdicionesEncuentro，1990；JeanetteFavrotPeterson，乃e偽mdb壷偽血肋m点of’
Aね血a血：亡乃甲血aDd軸血jtZ蝕由eD成一CbDt叩・』的Austin，Universityof
TbxasPre88，1993；SantiagoSebastiAnL6pe2：，eta1．，1htZqgmj鞄duaLiedu点なあm

eD脆めM6Ⅹico，GobiernOdelEstadodeZacatecaS，郎untamientodeZacatecasy
UniverSidadAut6nomadeZacatecas，1995；MartaFernandezGarcia，凸壷tdbaldb
脇d血β抱聯βア烏朗曾山ねだfm朗血皿血血色。血肋e摺物虜殉触（お頭闇J
p躇脚由血虚血乃紺地dゐ馳α助ダムeぬら瑚1996．
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についての実証的学際研究93、そして、祝祭用装置や奪借的工芸美術品までを含む研究対象

の拡大94などをあげることができよう。また、いくつかの重要な美術全集の中に、イベロア

メリカ95植民地美術か独立した巻として含められ、新しい研究成果が活かされてきたこと96

を言い添えておきたい。

こうした80年代から90年代の新しい研究の中で、特に先住民への関心をはらってい

る分野が実証的学際研究である。それらの中には先住民が制作に関与した植民地美術の特

徴を探るだけでなく、一歩進めて、それを生み出した先住民世界そのものに迫ろうとする

試みが始められている。本論もそのささやかな一角を占めるものであることを期待してい

る。60年代の美術史家が「先住民の感性」とか「主体的抵抗」、あるいは「地方的デフォ

ルメ」とか「無邪気な模倣」などという曖昧な表現を用いて植民地美術の独自性を主張し

たり、西欧美術の周縁に位置づけたりしたやり方は、脱西欧中心主義の進む現在の歴史学

や美術史の中ではあまりに無防備なものになってしまった。といって、我々はまだ、植民

地美術における先住民の存在を語ろうとする時、これを十分に表現する方法をみいだして

いないというもどかしさを感じつづけている。

このような状況から抜け出すためには、さらに踏み込んで「先住民が制作に貢献した植

民地美術が西欧とは異なる形をもつに至った背景に、遣り手のどのような論理があったの

か」というように問題設定を変えてみる必要があろう。史料の入手が非常に困難であると

いう大きな制約があるが、このような間題意織に基づく研究が可能であれば、そこでは先

住民が関与した植民地美術の個性を西欧のそれと比較し評価する議論はおのずと意味を失

うことになろう。なぜなら、この間の立て方において重要なのは、西欧建築との関係性そ

のものではなく、西欧建築との形の差異に植民地社会のいかなる現実が反映されているの

かを探ることだからである。

93Ram6nGuti6rrez（coordinadod，PuebLlgLhiDdibG：obvuzi・BBiwoenhLWu？
aB血a，Quito，BibliotecaAbya・％la，1993；Ram6nGuti6rre2：，励mvcDjb㈹memCaDaO
tねhsAD（ねsahs偽印aS；Barcelona，LunwergEditore8，1997；CarlosParedes
Martine21（direcci6ngeneral），ALVuItectzLm．Ve即aCLbsocjbleDPObhcjbnesptLL命echaS
（由h重昭Caku頑Morelia，M6xico，UMSNH，CIESASyUniverSidadXeio．
94Ram6nGuti6rrez，PiL2tum，eSCulhtmJ′81・teSll址seDlbemam壷，1500・1825i
Manuale8ArteCatedra，Madrid，EdicionesCatedra，1995．
95スペイン、ポルトガル両国の旧植民地であったアメリカ大陸の地域を指す。

96RamdnGuti6rre21，A叩ZLLtectumy血njkmoeLZlbemamdtiba，ManualesA鵬e
Catedra，Madrid，EdicionesCatedra，1983；JorgeBernalesBallesteros，励ぬ血くねJ
aL鹿h卸aBa葺me血BqMadrid，Alhambra，1987；SantiagoSebaSti良nL6pez，Jos6de
Mesa，etal．，AJお慮em虐皿血刀¢（お尻ね血α血血d血虚血血d如β刀血e血，Summa
ArtiS，VOIs．XmIIyXIX，Madird，EspasaCalpe，1985；Ram6nGuti6rrez，月払tum昂
創打払紘肌闇且
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第二章　タラスコ族の教会堂：一般的特徴

第一節　所在地と分布

本論であつかう教会堂建築は、メキシコ中西部のミチョアカンとよばれる地方の一角で、

先住民族タラスコ族が居住する地域の中に散在している（地図4）。タラスコ族はミチョア

カン地方の中心的先住民族で、スペイン人に征服されるまで、メキシコ中央部を支配して

いたアステカ帝国に屈することなく、独立した王国を営んでいた（地図5・6）。同王国は、

北部に険しい山地や乾燥した台地、その南にレルマ川がつくる肥沃な平地バヒーオ、さら

に南に、3000㍍級の峰を戴く山地とその周囲に点在する数多くの湖水や湿地、つづい

て、バルサス川の深い谷を経て太平洋へと下る熱帯性サバンナ（ここはティエラ・カリエ

ンテと呼ばれる）という変化に富んだ自然条件の中に広がっていた（地図6）。そのような地

理的制約の中で、タテスコ族は居住するために最も恵まれた環境であった標高1800か

ら2000㍍の台地を、その領国の中心に定めた。ここにはパックアロ湖をはじめとして、

クイツェオ湖、チヤパラ湖のほか大小の湖水や湿地が点在し、農業・漁業ばかりでなく交

易の可能性も有していた。タラスコ族は最終的にパックアロ湖の東岸ツインツンツアンに

都を定め、パックアロ湖の周辺を中心にその文化を開花させた。パックアロ湖周辺から西

部の山地にかけてのこのタラスコ族の伝統的居住地域をタラスコ地域（Re由るnTaraSea）と

呼ぶ。

征服後、ミチョアカン地方には、パックアロとバリヤドリッド（現在のミチョアカン州

の州都モレリア市）1という2つの都市が建設され、同地方の中心となった。タラスコ地域

は植民地時代に地理的特徴によって、湖水盆地（laCu．encaLacu．stre）、シニラ（laSierra）も

しくはタラスコ台地伽eseta恥raSCa）、渓谷（laCa魚ada）、湿地（laCi占nagdの4つに区分さ

れていた（地図4）。「湖水盆地」はパックアロ湖の周囲の地域である（丘g．65）。ここはタラ

スコ族の首都ツインツンツァンのほか、パックアロやイウアツイオなどの主要な祭祀セン

ターが集中したタラスコ族の心臓部であり、植民地時代に入ってもタラスコ族の文化の中

心でありつづけた伍卵．9，10）。その西側に「シエラ」（スペイン語で山地の意）もしくは「タ

ラスコ台地」とよばれる300（H；を越す峰々を戴く寒冷な山地がつづく（丘g．66）。シニラ

1バリヤドリッドは1578年まではグアヤンガレオと称されていたが、本稿では一貫して
バリヤドリッドの名称を用いる。
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の北側には湧水に恵まれた平坦な「湿地」がつづき（軸．67）、シエラと湿地の境界部分が「渓

谷」であった。それぞれ異なるこの4地域の自然環境と地理的条件は、スペイン人とのか

かわりの中でそこに住む先住民の運命を違った方向へ導き、そこに建設された教会堂の特

徴にもその差異が表れてゆくことになる。

タテスコ地域に点在する先住民村落には、現在も植民地時代に建設され、今なおその面

影を残す教会堂が静かなたたずまいを見せている。1940年代から60年代に行われた

民族学的調査は、征服後新たに設立されたクラスコ地域の先住民村落が、1940年代ま

で、タラスコ語話者がほぼ100㌫という純粋なタラスコ族の村落であったことを明らか

にしている2。20世紀後半、タラスコ地域の村々はそれまでになく大きな変化をこうむっ

たが、ちょうどそのころから、国立人類・歴史学研究所（InstitutoNacional血Antropol明知

eHistoria以降INAH）や社会開発省（SecretariadeDesarronoSocial以降SEDESOL）

などを通じて、政府による歴史遺産の保護・修復が活発になり、この政策によって、タラス

コ地域の集落に残る古い教会堂の消失がかろうじて食い止められている。今日では村人の

意識の変化によって、それらの古い教会堂の保存は各村でかなり積極的に取り組まれるよ

うになっている。しかしながら、修復の技術的困難、コストの高さ、新しい建物への憧僚

などから、古い建築物は依然として取り壊されたり、崩壊するままに放置されたり、無謀

な改築を被る危険にさらされている。

本論のために調査した地域は、上に示した湖水盆地、シエラ、渓谷、湿地のほぼ全村で、

その内訳は湖水盆地とその東側の27村3、シエラの34村、渓谷とその周辺の12町村4、

湿地の5相と3地区である。さらに、パックアロとタラスコ地域の圏外あるモレリアの建

築、同じくタテスコ地域の外にあるアダスティン会修道院7箇所5とフランシスコ会修道院

2箇所6の調査も行った。

2GeorgeM．Foster；Tkiz2izuntzaL2，M6xico，FondodeCulturaEcon6mica，1972，英語版初

版Tkit2tZun出場n脆由BAasaBiSiL2aC熟aDg血g梢元堀BoStOn，LittleBrown

Company；1967（本論での引用はスペイン語版による）；RalphL．Beals，Cnedz2：A蝕肋

7あmscaDl慰わ卵，W由tport，Connecticut，GreensoodPresS，1970．タラスコ族の文化人類
学的研究については第八章も参照のこと。

3タラスコ地域東部はトウパタロ、クアナホ、カブーラ、タシクアロ、サン・ニコラス・オ

ビスポまでを入れる。

4ハコナ、サモラ、タレクアトを含む。

5タカンパロ、ティリペテイオ、ウンダメオ、ウカレオ、チヤロ、コパンダロ、チュカンデ

イロ、クイツェオ、ユリリアプンダロ。

6タリンバロ、シナペクアロ。
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第二節　一般的特徴

1．外郭

（1）アトリオ

16世紀ヌエバ・エスパーニヤに建設された修道院建築は、その地の先住民村の教会建

築の原形となった。タラスコ地域の教会堂でもアトリオは、墓地、教育、祭礼なぞの場と

していくつもの役割をはたした（図2・3）伍gs．69，90）。墓地としての機能は20世紀初

頭まで維持されていたが、衛生上の配慮から、現在では大半の集落で共同墓地が相はずれ

に設けられ、墓石はそちらへ移されている7。

アトリオの形状も、16世紀の修道院に準じた方形で、通常塀によって囲まれていた。

広さは教会堂建設当時にその集落が有していた重要性などの要因によってまちまちである

が、最大のものは、かつてのタラスコ族の首都チンツンツアンにフランシスコ会が建設し

た修道院のアトリオ（200㍍×140㍍）である。このアトリオには何千もの人々が参

集することができた。一クイツェオのアグステイン会修道院のアトリオも同程度の大きさで

ある。一方相の人口がもっと少なかった、タレクアトのフランシスコ会修道院アトリオは

およそ90㍍×80㍍である。属邑と呼ばれる先住民の小集落の教会堂のアトリオはさら

に小さい。アトリオのスペースは、年月とともに周囲の建築物によって侵食されたり、運

動場などに転用され、変形や縮小が行われている場合が少なくない。

（2）石の十字架

墓石が取り除かれ広々としたアトリオで、現在ひときわ目を引くのが、石の十字架であ

る。これは、アトリオが墓地であり聖なる場所であったことを示している8。16世紀修道

院建築の例にならい、どの村でも十字架は高い台座に乗せられ、教会堂の正面に設置され

ている。ミチョアカン地方の石造りの十字架は、メキシコ中央部のテキキの十字架に比べ

て一般的に簡素である（軸臥69，90，etC．）。

16世紀に制作されたタラスコ地域の十字架の中で、浮き彫り装飾の華麗さでメキシコ

7タラスコ地域でまだアトリオが墓地として使用されている村に、パックアロ湖南岸の小集

落トクアロやアログテインなどがある。

8GabrielSilvaMandujano，“Laarquitecturareligiosa．Estudiohistarico，formaly

espacial，’’ParedeS（direcci6ngeneraD，ALquitectumye坪aCわsociblp．211．
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中央部のそれに匹敵する数少ない例のひとつが、タレクア上村のものである（軸S．94，96）9。

四角柱の柱に同じく四角柱の腕を組み合わせたこの十字架の前面には、柱と腕の交差部に

キリストの受難を示すいばらの冠、頂部にキリストを示す‘‘INRI”の文字、両腕には中央

を向いた2体の天使、柱にはキリストの礫刑のシンボル（鶏、金貨、水差し、筈、キリス

トと共に処刑された2人の罪人等）がそれぞれ彫り込まれている。そのほかの側面は、様

式化された花模様の浮き彫りで覆い尽くされ、十字架を支える5段からなるピラミッド状

の台座も同様の浮き彫りでくまなく飾られている。このピラミッド台座はさらに大きな直

方体の石積みの基壇の上に乗っており、この基壇もフランシスコ会僧服の粗紐を図案化し

た浮き彫りで飾られている。そしてそれら全体が、教会堂より一段低いアトリオの、教会

堂正面入口と向かいあう位置に置かれている。アトリオの3辺は塀によって囲まれている

が、その塀に設けられた入り口アーチにも、同じモチーフの浮き彫り装飾がほどこされて

いる（丘g．95）。これらの浮き彫りは、後述するようにウルアパン柑病院礼拝堂の入口を飾る

浮き彫り装飾と非常に似通っている。

タレクアトのものよりもずっと簡素ながら、十字架の前面や側面に浅浮き彫りのあるそ

のほかの例として、アンガウアン相とシロス上村のものがあげられる（且g．90）10。アンガウ

アンでもシロストでも、十字架はタレクアトと同様基壇に台座を重ねた上に乗せられてい

る。タレクアト、シロスト、アンガウアンに共通するこのいわば二重基壇の特徴は、タラ

スコ地域の先住民集落の大半の十字架に共通するものである。

タレクアトの十字架と全く異なるタイプながら、16世紀に作成されたと思われる十字

架として、ほかにパックアロのフランシスコ会修道院アトリオのものがある。これは上部

が僅かに細くなった円柱に、同じく円柱の腕を交差させた十字架で、交差部にいばらの冠

が、頂部と両腕の先端に王冠を思わせる刻みが彫られているほかは無装飾の、簡素ながら

均整のとれた美しい十字架である11。同じ簡素なタイプでやはり16世紀のものと考えられ

9　ミチョアカン地方に残るその他としては、ウアンダカレオ村（クイツェオの西）に残る1

6世紀制作の浅浮き彫りをほどこした見事な十字架があげられる。
10アンガウアンの十字架は、中央に植物が図案化され、足の部分にどくろが描かれており、

それらを先スペイン期の図案を思わせる幾何学模様が取り囲んでいる。シロストでは、十

字架の柱の上半分と下半分の石の色が異なり、上半分が後の修復で付け替えられたことを
うかがわせるが、下半分の周囲には、人面と植物模様が、上半分には植物模様が彫り込ま

れている。両腕と頂部の先端は逆台形に広がっている。
11それより簡素ながら、良く似た十字架がタシクアロ村、ウイラマンガロ村、ピチヤタロ村

の教会堂アトリオやアンガウアンの病院礼拝堂前にも残されている。サカン村、コクチュ

チョ村教会堂アトリオの十字架の腕と柱は多角柱である。
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るのが、サンニコラス・オビスポ村のものである12。この十字架と形や浮き彫りのデザイン

が良く似ているのが、ウルアパン病院礼拝堂の十字架である18。

十字架の基壇に年号が刻まれて、制作年を断定できる例がいくつか存在する。ひとつは、

チヤラパン村の教会堂アトリオの十字架である。ここでは基壇に1655年の年号が刻ま

れている。同じチヤラパンのサント・サンチアゴ礼拝堂のアトリオ十字架の基壇には、1

676年の年号が刻まれている。この十字架と基壇の前面には人物像が彫られている。十

字架にはキリストの礫刑像、基壇前面には騎馬姿のサンチアゴ（大ヤコブ）が、左側に長い杖

を持つ女性、右側に剣を振りかざす天使を従えて彫られている。人物像の浮き彫りはタラ

スコ地域では非常に稀である。ツインツンツァンのフランシスコ会修道院アトリオの十字

架には1767年の年号が刻まれている。腕と柱の交差部にはいばらの冠、柱にはキリス

ト受難のシンボル群が彫られ、16世紀に制作されたタレクアトの十字架を思い起こさせ

る14。

オクミチョの教会堂やチヤラパンの病院礼拝堂アトリオ十字架は、腕が二重のロレーヌ

形十字をしている。タナコ村の教会堂アトリオ十字架の腕は三重である。また、コマチュ

エン村の旧教会堂アトリオ十字架の両腕と頂部の先端は三つ葉のクローバー形になってい

る。

タラスコ地域ではアトリオの石の十字架は繰り返し造り続けられ、その形からだけでは

制作年代を推定することは難しい15。また、部分的補修や取り替えが行われたケースも珍し

12これは腕と柱が四角い板状であるが、交差部に彫られたいばらの冠が、装飾の中心であ

る点は先述の十字架群と共通している。ただし、こちらでは、両腕に血を流す傷口と、頂
部に“INRI”の文字が彫られている。柱は下半分が欠損したため、ずんぐりとしたプロポ

ーションとなっている。台座も後世のものかもしれない。この台座には矢の刺さった心臓

と小さな十字架が刻まれている。この十字架の浮き彫りは、稚拙ではあるが荒々しい力強
さをみなぎらせている。

13ここでは、いばらの冠、両腕の傷口のほかに、柱の下部にもうひとつの傷口が彫られて
いる。サン・ニコラス・オビスポのものも、完全であればこのようであったはずである。

反対側の交差部には十字架植物の花弁が彫られている。ウルアパンのこの十字架の浮き彫

りはサン・ニコラス・オビスポのものより繊細で、両腕と頂部は僅かに逆台形に広がって

装飾性を強めている。両腕と頂部が逆台形に広がったデザインの十字架は、先にシロスト
のそれをあげたが、そのほかにも、トウパタロ村、サカブ村、チヤラパン相、サン・ペド

ロ・パレオ村の教会堂アトリオの十字架などをあげることができる。

14この十字架でも両腕の先端と頂部が逆台形に広がっている。オクミチョ村の病院礼拝堂
の十字架もこれと同じ先端をしている。サン・ペドロ・パレオの十字架も、浮き彫りがふ

んだんにはどこされているが、1770年の制作である。
1518世紀にはタヒマロアなど、タラスコ地域の外ではあるがミチョアカン地方で優れた

十字架が制作された。これらも、16世紀を思わせるふんだんな浅浮き彫りの装飾を特徴

としている。
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くない。セビナでは、一番下の基壇は、浮き彫りの特徴から16世紀のものと推定される

が、十字架を支える台座は17世紀以降のもの、十字架自体はコンクリート製の新しいも

のである（丘g．208）。

（3）屋外礼拝堂

アトリオやその十字架と異なり、16世紀ヌエバ・エスパーニヤの修道院建築の一般的

特徴と隔たりを見せているのが屋外礼拝堂である。屋外礼拝堂は、アトリオに集まった大

勢の信者を前にミサを行うための開かれた礼拝堂であるが、メキシコ中央部に粧してミチ

ョアカン地方では現存する屋外礼拝堂の例はあまり多くなく、形のバリエーションも小さ

い。実際に建設されなかったのか、あるいは建設された後に消失したのかはわからない。

現存する代表的なものとして、クイツェオ、コパンダロ、タレクアト、エロンガリクアロ、

タリンバロなどの修道院入り口ポーチに設けられたものがあげられる（図2）（軸S．84，85）。

チンツンツアンでも、教会堂正面左手の壁面に優美な屋外礼拝堂が穿たれている（軸．107）。

チンツンツアンの病院にも規模の大きい屋外礼拝堂が建設された（軸．108）。属邑の小集落

で屋外礼拝堂が存在した形跡を残す例はただひとつ、アンガウアンのそれである。ここで

は、教会堂左手の二階建て建物の一階部分が、かつて屋外礼拝堂であったと推測されてい

る（丘g．90）。

屋外礼拝堂のもうひとつの形態であるポーサ礼拝堂については、ミチョアカン地方に現

存する例はない。しかし、16世紀末の記録から、アダスティン会の重要な拠点であった

ティリペテイオの修道院アトリオには、およそ鋸㍍の間隔をあけて二重の塀がめぐらされ、

その四隅に礼拝堂が設けられて、先住民への教育や宗教行列に用いられていたことがわか

っていが6。このほかにも、ミチョアカンにおけるポーサ礼拝堂の存在を示す記録が僅かに

残されている17。恒常的な礼拝堂ではないものの、祭りの際に臨時にアトリオの四隅に設置

し、ポ←サ礼拝堂の役割を果たす祭壇の慣習も、タラスコ地域のいくつかの村に20世紀

まで受け継がれている18。

16‘‘RelacidndeTiripetio，”enRenるAcuぬ（edito娩肋cibnesge的gdusなおM
伽朗壷，Mる衰eo，UNAM，1987．
1718世紀末にタンシタロに存在したことを示す記録がある。血軍eα血0αは由でe刀
肋oacdn，∫画eSeeDttVlysudbesねM昌Ⅹico，EditorialJus，1960，P・135・
18例えばポマクアランでは聖体の祝日の間、アトリオの四方に臨時のポーサ礼拝堂が、木
材や草を材料として建設される。またアランサでも、アトリオが中央広場として整備され
る前は、聖体の祝日の間、アトリオの四隅に木材や枝を用いてポーサ礼拝堂が設置され、
布や松葉や花びらで飾られた内部に聖像が安置された。聖体の宗教行列は司祭に率いられ
て教会堂を出、右回りに順番に4つのポーサ礼拝堂を回り、それぞれで祈りを捧げた。ま
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2．教会堂

タラスコ地域の教会堂には、いくつかのカテゴリーがあった。これは、第二部で説明す

る植民地教会組織に関連して存在した区別である。ヌエバ・エスパーニヤの教会組織は当

初托鉢修道会が先住民に対する布教と宗教サービスを担当し（ミチョアカン地方ではフラ

ンシスコ会とアグステイン会がこの任にあたった）、大司教・司教を頂点とする在俗教会が

スペイン人への宗教サービスを担当するという二本立てで成りたっていた。ところが16

世紀半ばから、修道会が担当する先住民地域は徐々に在俗教会の担当へと移されていった

ため、植民地時代のタラスコ地域の先住民集落には、修道会が担当するものと、在俗教会

が担当するものとの両方が存在していた。修道会は先住民への布教の拠点として、担当す

る地域の主邑に修道院ならびに教会堂を建設し、宣教師を常駐させた。在俗教会も担当地

域を教区に分け、その中心集落である主邑に教区教会堂と司祭館を建設させ司祭を常駐さ

せた。そのような訳で、修道会、在俗教会いずれの担当地域においても、主邑には比較的

立派な教会堂が建設されるのが常であった。さて、ひとつの主邑には複数の属邑が従属し

ていた。属邑には、修道会も在俗教会も聖職者を常駐させなかったが、定期的に巡回して

宗教サービスを行うために、簡素な教会堂と聖職者が寝起きするための建物を建てさせた。

そのため、属邑は訪問村毎isita）とも呼ばれた。植民地期末までに、タラスコ地域では修道

会の担当地域はほぼ全面的に在俗教会に引き渡され、事実上全てが教区教会堂となり、ま

た属邑が人口増などにより主邑に昇格するという現象も少なからず起こった。従って、植

民地期のタラスコ地域の教会堂には、担当組織や村のランクなどによって、構造・規模・

材料に違いがあった。本論ではこれらを区別するために、修道院付属教会堂（もしくは修

道院教会堂）＝教区教会堂、主邑の教会堂＝属邑の教会堂というカテゴリーを必要に応じ

て使い分けている。単に教会堂とした場合には、こうした区別なく全ての場合を総称する。

そうした違いを踏まえた上で、植民地期にタラスコ族の集落に建設された教会堂の典型的

姿を再現すると、以下のようになろう。

たアランサでは降誕際にイエスの誕生の場面を再現するために、アトリオに同様の材料で

エンラマーダ（木の枝でふいた小屋）が設置される。MariaGuadalupeC6sarⅥllayAngel

Guti6rrezEquihua，“ESPaCioyfuncionalidadenunainstituci6ncomunal：loshospitales

deNurio，Pomacuaran，Aranza，SevinayTbricuaroenelSigloXVII，”enParedes

（direcci6ngeneral），AzqzLjiectumye甲aCibsod如p．323；AngelGuti6rrezEquihua，

薫り昭Cわあ躇g由〃躇αOny理由由励（滋払（ねJ画か∫鴫あぶP壷励ガ地oe刀
Aは月見ちノ瀧由pJ℃超融点Jp躇βe点由由虐血放けe血ゐA叩扇ぬぐ血用，卿Morelia，
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（1）平面図

平面図は可能な限り最も簡素なものであった。すなわち、一身廊と平板な後陣アブスか

らなる長方形である19（図2・3）。この簡素な平面図の手本となったのは、やはり16世

紀にヌエバ・エスパーニヤ各地に建設された修道院付属教会堂であった。教会堂後陣は通

常東（エルサレムとローマの方向）を、入口は西を向くように考慮されたが、集落の固有

の条件によって必ずしもこの原則は遵守された訳ではなかった。

（2）規模

タラスコ地域では、次の表にいくつかの実測値で示してあるとおり、格式に応じて教会

堂の規模にかなりの差がみとめられる。一般的にヌエバェスパーニヤの修道院教会堂の平

均的大きさに比べて、ミチョアカン地方で16世紀にフランシスコ会が建設した修道院教

会堂は小規模であった20。これに対して、一般的に大規模な修道院を建設する傾向があった

アグステイン会は、ミチョアカン地方でも長さにおいてフランシスコ会を凌いでいる。在

俗教会担当地域の主邑の教会堂は、修道院教会堂に比べて小ぶりである21。このことは、そ

れらが建設された時点における修道会と在俗教会の力の差、もしくは教会堂に対する姿勢

の違いを反映していると考えられて興味い。当然のことながら属邑の教会堂の規模はさら

に小さい。

教会堂の内寸で長さと幅の比率を見ると、フランシスコ会修道院教会堂の場合、長さ対

幅の関係はおよそ4．3：1、アグステイン会の場合は5：1で、修道会ごとに教会堂の基本形が

予め設定されていたことがわかる。在俗教会担当地域では、主邑の教会堂でこの比率はお

Mieb．，1992，pp．41・48．
19ミチョアカン地方の修道院教会堂の後陣は、通常教会堂全長の約5分の1を占める。平板

なアブスをもつ例には、チンツンツァン、タレクアト、エロンガリクアロなどのフランシ
スコ会修道院教会堂がある。多角形のアブスを持つ例にパックアロのフランシスコ会修道

院教会堂、ティリペテイオのアダスティン会修道院教会堂など、半円形の例にクイツェオ

とコパンダロのアダスティン会修道院教会堂などがある。Silva，“Laarquitectura
religiosa，”p．214．

20ミチョアカン地方のフランシスコ会修道院教会堂では、高さが身廓の幅を越えることは

稀である。同時代の西欧の建築書には、教会堂の高さはその幅と等しくするのが一般的な

規範であると述べているものがある。JuanCabreraAceves，“Aspectosparala

COnfiguraci6neStruCturaldelostemplosfranciSCanOSfundadosenlazonahist6rica
pur6pecha，”enParedes（direcci6ngeneral），Azqujtectumye軍aCib80Ci如pp．345・346．
従ってこのこともまた、フランシスコ会がミチョアカンで建設する教会堂に野心的な外観

を求めていなかったことを示している。

21Silva，“Laarquiteeturareligiosa，”pp．221・222．
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よそ3．4：1である。興味深いのは、フランシスコ会が担当した属邑では、教会堂の長さ対幅

の比率が、フランシスコ会修道院教会堂のそれに非常に近く、在俗教会担当の属邑ではそ

の主邑の平均的比率に近くなっていることである22。

表1タラスコ地域教会堂の実測値（内寸）23

幅（㍍）　　　長さ（‡訂　　　長さ／幅

修道院付属教会堂

（フランシスコ会）

ツインツンツアン

パックアロ

エロンガリクアロ

（アダスティン会）

ティリペテイオ

クイツェオ

サカン

コパンダロ

在俗教会担当主邑の教会堂

ウイラマンガロ

アランサ

属邑教会堂

（フランシスコ会担当）

アンガウアン

ウリチョ

（在俗教会担当）

トウパタロ

22Ibid．，p．224．

23Ibidりp．230．

11．2　　　　　47．7

13．3　　　　　56．4

11．5　　　　　49．7

10．5　　　　　52．2

12．5　　　　　62．5

11．1　　　　　50．8

9．8　　　　　45．4

9．8　　　　　32．8

8．9　　　　　27．8

6．7　　　　　29．2

9．3　　　　　40．0

7．8　　　　　26．9
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（3）壁

タラスコ地域では教会堂の壁の工法に、不規則な形の石を石灰（もしくは土）で固めて

積み上げる方法（丘gS．128，154，159，etC．）と、石の基礎の上にアドベ（日乾しレンガ）を積

み上げる方法（丘酢．71，172，ete．）があった。さらにある程度の壮麗さを求められた修道院教

会堂正面などは、形を整えた切石で造られた鴫野．145，146，etC．）。建物の重量を支えるため、

壁の厚さはかなりのものであった。例をあげれば、前者の方法で作られたツインツンツァ

ン、サカブ、エロンガリクアロ、サカンの修道院教会堂の壁厚は、ちょうど2バラ（1バ

ラは約0．84㍍）、アンガウアンの教会堂では1バラである24。

（4）教会堂正面と正面入り口

地形上の制約や、集落内での立地条件などの特殊な事情のない限り、教会堂正面は通常

西向きに配置された。教会堂正面は教会の権威を外に向かって誇示する重要な部分である

だけでなく、その村の権威や政治力を示す上でも格好の場所であった。それゆえ、どの村

でも教会堂正面をできる限り格調高いものにする努力を行った。なかでも、正面入り口の

周りには格別の力を注ぎ、浅浮き彫りをほどこした切石で囲むのが常であった。従って、

正面入り口は簡素なタラスコ地域教会堂の外観の中で、美術史的考察の対象としてわれわ

れの関心を最も強く引きつける場所であり、次章で詳しい検討の対象としている。なお、

教会堂にはほかに側面入り口が設けられることもあったが、正面入り口が唯一の出入り口

である場合も少なくない。

タラスコ地域の教会堂の外観で支配的なのはプラテレスコ様式で、バロック様式の影響

は顕著ではない。唯一目をひくのが、正面の上端のシルエットを刻む混合曲線である。1

8世紀に教会堂の改修が行われたほとんどのケースで、旧来の切り妻式の三角形が、優美

な曲線に改められたものである。素朴な教会堂の外観に残る唯一のバロック様式の痕跡で

ある。

（5）採光と堂内

採光は、通常教会堂正面入口からの光と、内陣の側壁上部に穿たれた小窓によっている

仏gs．176，187，etC．）。また、正面入口の上部に設けられた木製バルコニーの聖歌隊席には、

正面入り口の上に穿たれた窓から光がさしこむように配慮されている。厚い壁と少ない開

口部によって、教会堂内は薄暗くひんやりと保たれ、主祭壇のレタプロや左右の壁にそっ

24Cabrera，OP．Cit．，P．346．
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て置かれた聖人像が、花や蝋燭の光の中に浮かび上がって、神秘的な雰囲気をかもしてい

る（丘卵．73，200，222～225）。

（6）屋根

教会堂の屋根は、通常切り妻式で（軸8．115，127，148，etC．）、木製の小屋組みで支えられ

ていた。この小屋組みの構造については第四章で詳しく記述している。屋根葺きには、テ

ハマニル（tejamanil）25と呼ばれる薄く切った木片が瓦状に並べられて用いられた。テハマニ

ルは、木材の豊富なミチョアカン地方特有のもので、植民地時代に生まれ、ヌ羊バ・エス

パーニヤ全土で使用されるようになった。多くの教会堂の屋根は、18世紀にテハマニル

からスペイン風の瓦にとって代わられたが、テハマニルそのものは現在でも民家の屋根に

用いられている伍g．66）。

（7）天井

教会堂正面と並んで、タラスコ地域の教会堂を特徴づけるもうひとつの重要な要素が、

色鮮やかな天井画で飾られた木製の天井である。その起源は、スペインでイスラム建築と

の融合から生まれたムデハル建築とされている。16世紀のヌエバ・エスパーニヤでは、

ムデハル建築に由来する木製天井をもつ教会堂がごく一般的であった26。しかし時代が下る

につれて、壮麗さを求めて、木製天井が次々とヴオールト（石材を用いた丸天井）に架け

かえられた結果、現在まで残る当時の木製天井の例は極めてわずかとなってしまった。し

かし、木材の豊富なミチョアカンでは、木製天井の技術が維持され、その後さまざまな影

響を受けつつ、独特の構造と華やかな天井画がこの地域の木製天井の伝統として定着した。

簡素な外観のタラスコ地域の教会堂にも、バロック様式という時代の流行がしっかりと取

り入れられていたことを、色彩豊かなそれらの天井画は物語っている。そして現在も、ダ

ラスコ地域の村落の教会堂は木製天井で架けかえられている。その特徴についても第四章

で詳しくとりあげている。

25一定の幅の木材を薄い板状にそいで作る屋根葺き材。木製瓦。ミチョアカン地方の重要

な特産品であった。
26ただし、16世紀のヌエバエ・スパーニヤにおいても、大規模な修道院付属教会堂では

ヴォールト架構がおこなわれた。ミチョアカン地方でもユリリアプンダロやクイツェオな

どのアグステイン会修道院教会堂では石のヴオールト天井が架けられていた。
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（8）付属建築物

教会堂に付属する建物として、聖職者が生活し諸々の事務的作業を行うための建物があ

る。それは修道院では回廊とその周囲に配された居住部分であり、在俗教会担当の教区教

会堂では司祭館であった（図2）。修道院・在俗教会いずれが担当する場合も、属邑には、

訪れてくる修道士や司祭のために教会堂に隣接して同様の機能をもつ小さな棟が建てられ

た（図3）。タラスコ地域の教会堂では、どれも構造はよく似ている。これらの建物は原則

として、教会堂の後陣が東向きの場合、教会堂の日陰にならないように、その南側に設け

られており、通常、四角い中庭を有している27。修道院の多くは二階建てで、一階に食堂・

会議室ほかの公共的部分が、二階に僧房が置かれた。また中庭を囲んでコの字型に配され

た建物の一辺は、教会堂正面に隣接するポーチを成しており、修道院の玄関であるととも

に、ここに屋外礼拝堂が設けられることが多かった28（軸．106）。反対側の棟は、聖職者がミ

サの準備を行う香部屋（Saeristia）を経て、教会堂後陣に通じていた。司祭館の規模は修道院

と比べて通常小規模であった。

修道院の回廊は一階部分が石造で、二階部分は木製のことが多い。司祭館の多くは平屋

建てであるが、中には二階部分に中庭に面した回廊を有するものもある。その場合通常全

て木造である。太い幹を用いた円柱列や分厚い木の梁を支える優美な形の受け木、木製の

手すりなどは、東洋の仏教寺院と見紛うほどである（魚g．74）。

（9）塔

教会堂に付属するもう一つの建造物が塔である。塔は鐘楼としての機能を果たすだけで

なく、教会堂の屋根の上にひときわ高く抜きん出て、建物の優美さと格式を引き立てる重

要な要素である。タラスコ地域の教会堂の塔は、教会堂の右手もしくは左手のどちらか一

方だけに、通常教会堂に接して建てられている。どっしりとした立方体の胴部（cubo）と、そ

の上に乗る鐘楼部分からなっており、鐘楼には2つから3つの鐘がつられている（五節．129，

134，138，etC．）。切り石を積み上げた堂々たるもの、素朴なアドベでつくられたものなど、

その規模・質は多様である。鐘楼部分の屋根も、簡素な瓦葺きの寄せ棟のもの、華麗な石

づくりの丸屋根のものなど、さまざまで、塔建設時の集落の豊かさや建築様式を反映して

いる。加えて、タラスコ地域には、教会堂の修改築の際に取り外され無用となった石の浮

き彫り装飾を、塔の胴部に埋め込んで保存するという慣習がある。そのため、塔の壁面を

27Silva，“Laarquitecturareligiosa，’’pp．210・211．

28そのような例として、エロンガリクアロ、タレクアト、タイツェオの修道院ポーチの屋

外礼拝堂がある。
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観察すると、かつて教会堂正面のどこかに用いられていたと思われる、古い装飾の断片を

発見することが多々ある。塔の下部は教会堂に通じる小部屋となっており、通常ここに聖

水盤が置かれた。サント・トマス村のように教会堂と離れた位置に塔が建設される例も稀

に見られる。ウイラマンガロ、コクチョ、ウラビチョなどのような小規模の教会堂では、

塔を持たない場合もある。そのような時、鐘は教会堂の前に組んだ丸太に吊るされる（軸．

70）。これはタラスコ族の教会堂が塔を備える以前の、最も古い姿を伝えていると考えられ

る。

3．病院建築

ミチョアカンの先住民布教事業を特徴づけているのが、独特の病院制度である。主邑属

邑の区別なく全ての先住民村落に、村民の自治的運営に委ねられた一・種の相互扶助の機関

として病院が設けられた。病院の建物はどの村でも教会堂に近い村の中心に置かれ、村の

運営や祭礼において教会堂との密接な関係が保たれていた（図3・10・11・13・1

4）。その結果、今日でも多くの村に病院の建物が残されており、タラスコ族の宗教建築を

考察する上で除外できない要素となっている29。

病院を構成する基本的建物は、病人や旅人を保護するための病室、村の集会所（役場）、

病院を交代で世話する村人（週番）の宿泊所などからなる簡素な棟と（丘卵．153～156）、病院

の守護聖母（通常「無原罪の御宿りの聖母」）を祀る小さな礼拝堂であった也gs．86，157～172）。

病院の敷地の中央には大きな中産があり30（丘酢．154～155）、そこには教会堂のアトリオの場

合と同様、礼拝堂の正面に石の十字架が置かれていた（五g．159）。教会堂・アトリオ・中央

広場・病院は、村人の日常生活の中で互いに有機的に結びついて、聖・俗両面で村の公的

空間を形成していた。

病院の敷地は、周囲を塀や病院建物の壁によって囲まれており、入口には通常鐘楼付き

の門が配されていた（丘gs．154～156）。この門は、ミチョアカンの先住民村落の病院に特有の

ものとして発達した興味深い形態である。病院の建物は、トロへ仕rde）と呼ばれるミチョア

カン独特の木造建築である場合もあれば、石と土を積み上げた壁に木製天井を架けたもの

もある。礼拝堂は例外なく小規模で長方形の平面図をもち、木製天井であった31。礼拝堂の

29　ミチョアカン地方の病院制度については本論第八草参照。

30シエラの5村、アランサ、ポマクアラン、ヌリオ、セビナ、トウリクアロの病院の敷地

は、最低1000平方メートルを有している。C68aryGuti6rrezEquihua，OP．Cit．，P．325．
31病院礼拝堂の大きさはその村の人口や重要性によって左右された。ヌリオでは外寸で幅
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木製天井には、教会堂の天井同様美しい絵が描かれたものも珍しくなかった。サカン、サ

ン・ロレンソ、ヌリオの病院礼拝堂には、今も見事な天井画が描かれている。セギナの病

院礼拝堂にも天井画の痕跡がみられる。病院礼拝堂正面の装飾と天井画に関しては、教会

堂の正面と天井画とともに、第三章と第四章で論じている。

10．38㍍、長さ18．64㍍、壁厚1．1㍍、セビナでは幅9．79㍍、長さ19．9㍍、壁厚0．97㍍、

トウリクアロでは幅6．70㍍、長さ15．10㍍、壁厚0．85㍍㌦セビナの寸法は、アランテバ

クアやチェランの病院礼拝堂と非常に近いことから、ある程度一般的な規模を示している

といえる。Ibid．，p．326．
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第三章　タラスコ族の教会堂：正面

現在でも、タラスコ地域の先住民村落教会堂の多くはほぼ完全な形で、あるいは部分的

に改修を被りながらも、植民地期に建設された教会堂正面を保持している。それらは、1

6世紀のスペイン建築様式の面影をとどめながらも、独特の個性を備えている。教会堂の

外観で最も注目を集める場所は、正面入口とその周囲を飾る装飾である。タラスコ地域の

教会堂でも、この部分には最も高貴な材料であるところの方形に形を整え表面を平らにし

た石材（これを切り石silleriaと呼ぶ）を用い、浅浮き彫りを施して、可能な限り美しく仕

上げている。そのようにして完成した教会堂正面の装飾には、その時代を代表する様式が

反映されており、そこに16世紀に西欧で用いられ、ヌエバ・エスパーニヤに渡った建築

様式の遠いこだまが最も鮮明に響いているのをみとめることができる。

本章ではまず第一節と第二節で、どのような過程を経てこの独特の教会堂正面の形が生

まれたのかを、スペインならびにヌエバ・エスパーニヤの建築様式の変遷と比較しつつた

どる。つぎに、第三節でこの形態がどのようにして先住民の村の教会堂に採用されていっ

たのか、そしてそれは何時のことであったのかを文字史料を使いながら検証する。第四節

でこの独特の形態が植民地時代を通じてダラスコ族の教会堂に受け継がれていった経過を

示したのち、教会堂正面の美術史的考察に伴うさまざまな推測や仮説や疑問を整理する。

なお、16世紀の諸西欧美術様式からミチョアカン様式形成までの流れを示す様式系統図

を図1に、タラスコ地域の各教会堂の特徴を表2にまとめた。教会堂正面の様式の地理的

分布は地図4に示した。

第一節　ミチヨアカン様式の成立

1．タラスコ地域の教会堂正面装飾の特徴

（1）16世紀の建築装飾様式

16世紀のヌエバ・エスパーニヤの建築装飾を支配した様式は、一口でいえばプラテレ

スコ様式であった。プラテレスコとは「金銀細工のような」という意味である。この様式

は装飾面を精緻な浅浮き彫りで埋め尽くすことをひとつの特徴としていた（軸．18）。スペイ

ンでプラテレスコ様式が発展した経緯は複雑であった。一般に、プラテレスコ様式は16
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世紀前半にスペインで発展したルネッサンス様式であると考えられている。ところが、ル

ネッサンス様式とはいうものの、この時代スペインがイタリアルネッサンスから取り入れ

たのは、その建築思想というよりは、グロテスク模様やメダヨンなどに代表される装飾意

匠にほぼ限定されていた（軸．17）。そして、それらのルネッサンスに特有な意匠は、スペイ

ンにもともと存在した装飾手法の伝統にのっとって受容された。

スペイン的装飾手法の伝統は、8世紀に及ぶイベリア半島でのイスラム教徒との共存の

なかでその影響を受けつつ獲得されたものであった。イスラム建築の特徴は、チュエカ・

ゴイティアによれば、第－に、壁面の平滑さを損なわない繊細な装飾や浅浮き彫りを用い

る「平面性」、第二に、建築的な骨格と無関係に装飾が配置される「非構造的性格」、第三

に、直角からなる枠やアルフイス（al五五アーチの周囲を四角く縁取る枠のこと）などの厳

格な幾何学的規律で空間を囲み込む「幾何学主義」、第四に、装飾面と剥き出しの非装飾面

の極端な対比であった1（軸S．11，12）。これらのイスラム的特質は、西欧建築が追求するとこ

ろの、全体の統一性・連続性・透視効果・一点への集中などとことごとく対立するもので

あった2。

イスラム的特質がスペイン建築の中に顕著に現れるようになるのは、プラテレスコ様式

に先立つゴシック様式の時代、すなわち14世紀のことであった3。なかでも15世紀後半

にカステイリア地方で発達した後期ゴシック様式の、繊細で凝縮した壁面装飾の中にその

特質を開花させた（軸．16）。この様式は、当時の女王の名をとって、イサベル様式とも呼ば

れている。

スペインにおけるイスラム建築は、スペイン南部で、コルドバの回教寺院（8世紀）（軸．

11）に始まりグラナダのアルハンブラ宮殿（14世紀～15世紀）亀g臥12，13）へと到る独

自の発展を遂げるのであるが、キリスト教世界におけるその継承者がムデハル様式である。

ムデハル様式は、国土回復運動の進展につれてキリスト教徒の支配下に入った地域のイス

ラム職人が、今度はキリスト教徒のために技術と業をふるった建築や工芸品に対して用い

られる名称で、キリスト教美術に採用されたイスラム美術様式といえる。建築理念の中に

現れるその特徴は、先にあげた平面性、非構造的性格、直角を信条とした幾何学主義、装

飾面と剥き出しの非装飾面の極端な対比などに要約され、装飾意匠においては、草花をア

レンジしたアラベスク模様や複雑な幾何学模様、図案化されたアラビア文字の使用などに、

材料面においては、レンガや石膏、タイル、木材といった素材を巧みに使用するとことに

1チュエカ前掲書145，154・157，175頁．
2同上，8頁．
3同上，139頁．
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あった（丘卵．14，15）。

ムデハル様式は、15世紀後半の後期ゴシック様式の時代にこれと平行してあるいは融

合して隆盛を誇ったが、その後もレンガや石膏、タイルといった素材の使用や、木製天井

の伝統の中に、18世紀までスペイン各地で息づいていた。特にアンダルシア地方では、

その残影は現在も濃厚にみとめられ、伝統の技術が受け継がれている。

16世紀半ばまでに後期ゴシック様式がプラテレスコ様式に凌駕され、古典的でシンプ

ルなイタリアルネッサンス建築が本格的に導入され始めると、その影響を受けて、プラテ

レスコ様式は次第に古典的均整を追求するようになるが他g．19）、16世紀未、スペイン国

王フェリーペ2世の趣向にそって、壁面装飾を抑制し古典様式を禁欲的で厳格に表現する

エレーラ様式が出現すると、表舞台をさることとなる（軸．20）。エレーテ様式は17世紀前

半のスペイン建築に支配的な影響を及ぼした。同様式はスペインにおけるマニエリズム様

式の一例と考えられている。マニエリスム様式は、イタリアでルネッサンス様式がバロッ

ク様式へ移行する過渡期、すなわち1530年代から1590年代にローマを中心に興っ

た美術の－様式で、古典古代の様式を故意に逸脱したり、逆に意識的に強調する特徴をも

つ。盛期ルネッサンスの古典的様式の退廃、表面的な技巧の誇張という評価から、ルネッ

サンス様式への反逆的な美意識と強い精神性をもつ自立的様式とする評価まで、マニエリ

ズム様式に対して20世紀の西洋美術史はさまざまな解釈を行っている。

16世紀の初頭にスペインに征服されたメキシコでは、15世紀末から16世紀初頭に

スペインで流行していた上述の諸様式が一斉に流入することとなった。まず最初に渡来し

たのは、後期ゴシック様式、ムデハル様式、プラテレスコ様式であった。この時のプラテ

レスコ様式には、上で述べたように後期ゴシック様式の残像が濃厚であった。スペイン人

の美術史家でメキシコの植民地建築の権威であるアングーロは、この初期の混合様式に対

して、当時のヌエバ・エスパーニヤ副王の名を冠して、「初代副王アントニオ・デ・メンド

サ時代の様式」（在位1535・1550）と命名した4。本論ではこれを早期プラテレスコ様式と呼

ぶこととしたい（丘卵．32，37，75，79，87～91，etC．）。さらにスペインでの変化を受けて、メキ

シコのプラテレスコ様式も16世紀後半から、古典的でシンプルなものへの噂好を強める。

これを、アングーロは「二代目副王ルイス・デ・ベラスコ時代の様式」（在位1550・1564）

と呼んだが5、本論では盛期プラテレスコ様式と呼ぶこととする（軸8．80～83，102～104，etC．）。

このように、16世紀のヌエバ・エスパーニヤの建築は大半プラテレスコ様式に含めるこ

4An卯lo，励ぬ血，pp．317・318．
5Ibid．，p．344．
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とができるものの、個別的に見た場合、後期ゴシック様式の特徴が強くでているもの、ム

デハル様式の要素が見られるもの、古典的なルネッサンス様式の影響が濃厚なもり、とい

った差異がみとめられる。当然のことながらタラスコ地域の教会堂も、このようなスペイ

ンならびにヌエバ・エスパーニヤの建築様式変遷の影響下にあった。

（2）タラスコ地域の教会堂正面

タラスコ地域の先住民村落に残る教会堂正面の装飾様式は、プラテレスコ様式の範疇に

分類可能な諸特徴を備えている。さらに、あるグループは早期プラテレスコに、刺のグル

ープは盛期プラテレスコに属していることを示す特徴をみとめることができる。このこと

から、様式的にそれらの建設年代が16世紀であること、さらに前者は16世紀半ば、後

者は16世紀後半に建築されたと想定される。また、マニエリズム様式の特徴が現れてい

る教会堂群も存在する。

タテスコ地域の教会堂正面のプラテレスコ様式には顕著な特徴がみとめられる。それは、

時間の経過とともにシンプルで古典的な性格が強まるというプラテレスコ様式の変遷の一

般的傾向がみとめられると同時に、それと逆行するムデハル様式の執拗な残存という性格

をもつことである。この特徴に対して本論では「ミチョアカン様式」の呼称を用いること

とする。その形成過程を図式化したものが図1である。

建築様式からの建設年代の推定と、それに立脚した個性の定義付けは、タラスコ地域の

教会堂のような、様式形成の中心から遠くはなれた建築物に対しては必ずしも信頼できる

ものとはいえない。そこで、建物自体に建設年を確認できる年号が刻まれているといった

幸運な場合を除き、建設年代の確定には文字史料による検証を行う必要があるのだが、先

住民村の教会堂の建築年代を書き記した史料が必ずしも存在しているとは限らない。まし

て属邑の教会堂の場合はほとんど絶望的といえる。しかしながら、その難問は、植民地時

代にタテスコ地域を取り巻いていた諸々の状況をさまざまな角度から参照しつつ、その中

に教会堂建設の契機をみいだしてゆくことで、ある程度解決可能である。そのような方法

で、タラスコ地域でまず早期プラテレスコ様式がどのように導入されたのかをたどってみ

たい。

2．早期プラテレスコ様式

（1）西欧美術様式との最初の接触

タラスコ族と西欧建築の本格的接触は、1525年フランシスコ会がタラスコ族への布
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教を開始してからのことであった。この年、フランシスコ会の宣教師達はパックアロ湖を

見下ろすタラスコ王国の首都ツインツンツァンに入った。翌1526年、カソン㌢（カソ

ンシはタラスコ族の最高君主に対する呼称）の保護の下、集落の高台に場所を選び、住民

の協力を得て、木造の小さな教会堂とわらぶき屋根の粗末なアドベの僧房を建設したとい

われる。聖女アナに捧げられたこの教会堂は、ミチョアカン地方に初めて建設された教会

堂であり、最初のフランシスコ会修道院教会堂であった。しかし宣教師達はまもなく不便

なこの高台の教会堂を放棄し、パックアロ湖畔に近い現在の場所に新たな修道院を建設し、

付属教会堂を聖フランシスコに献堂したβ。

「清貧」を励行するフランシスコ会宣教師が建設した初期の修道院は、概して規模の小

さな粗末なものであったが、ミチョアカン布教の指揮をとったマルチイン・デ・ラ・コル

ーニヤは、この清貧の美徳において特に厳格な人物だったとされ、ミチョアカンで最初に

建設された修道院は、ことさら質素であったといわれる7。18世紀にフランシスコ会の年

代記を著したフェリックス・デ・エスピノーサは、布教時代初期に建設され、18世紀初

頭まで修練院として用いられていたサカブの修道院僧房を、「生きた人間の住まいという

よりは、死者の墓に近い」と称している8。ツインツンツァンにおける最初の修道院建設の

後、フランシスコ会宣教師は、先住民の協力を得つつ、タラスコ地域の村々に木材、アド

ベ、藁などの質素な材料を用いて、短期間に粗末で小規模な修道院と教会堂を建設してい

った。

この時期フランシスコ会は、当時メキシコ中央部で同会が建設を進めていた中核的修道

院、ウエホツインゴやカルパンなどに用いられていた建築様式、すなわち、後期ゴシック様

式の影響を色濃く残す早期プラテレスコ様式を、ミチョアカンに持ち込んだはずである（五節．

32，75～77，79，ete．）。しかし、先に述べたように、同会がミチョアカンで建設した教会堂は

当初非常に簡素なものであったため、早期プラテレスコ様式は教会堂の正面を飾るためと

いうよりは、まず布教に不可欠な聖水盤や十字架の装飾として持ち込まれ、ミチョアカン

地方に流布したと考えるのが妥当であろう。

6フランシスコ会とアグステイン会による布教活動に関しては本論第六章・第八草参照。第
六章第三節の表3には、ミチョアカン地方に設立された上記2修道会の全修道院を設立年

とともに示してある。

7FrayAlono80deLarea，0．RM．，地ゐ血地上お肋eg加フ助乃血励月
蝕∬如伽血C血（お励月蝕血ア励刀偽肋鹿血0月壷e刀血肋e摺物β血
（1639），M6xico，ImprentadeJ．R．Batbedillo，1882，P．82．
8FrayIsidroF占lixdeESpinosa，0．F．M．，凸血血（由良伽由仁由伽刀血刀虚血血9
．4pゐ肋励刀劇加ア励月蝕ムゐゐ肋朗壷（1751），M畠恵。0，Editod且lSantia卵，
1945，p．166．
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それがどのようなものであったのか、現在我ノ再まチャラパン、アランサ、セビナなどの

教会堂に残された数多くの聖水盤（丘卵．99～101）や、シロスト、タレクアトなどのアトリオ

の十字架やその台座（丘gs．94，96）、同じくタレクアトのアトリオへの入口アーチ（軸．95）な

どから知ることができる。これらの制作時期は不詳であるものの、その浅浮き彫りが早期

プラテレスコ様式の典型を示していること、十字架植物、フランシスコ会僧服の粗紐、天

使像など、よく似た装飾をほどこした聖水盤がメキシコ中央部で16世紀半ばまでに多数

制作されていることなどを考慮すると、それらの制作年代の上限を16世紀の前半まで遡

らせることができよう。

（2）ウルアパン病院

フランシスコ会が質素な仮住まいから脱皮して、石材を用い装飾性を加味した恒常的な

建物を建設する段階にはいって、ようやく、早期プラテレスコ様式はタラスコ地域の修道

院教会堂や病院礼拝堂を飾るようになったと考えられる。そのような建物としてタラスコ

地域に現存する最も古い例がウルアパンの病院である。

ウルアパンの病院礼拝堂の正面は、いまだ後期ゴシック様式の残存をうかがわせる平面

的な浅浮き彫り（董短8．86，87）で飾られ、かつ、入口の半円アーチの外側が、ムデハル様式の

縁取りアルフイスでくっきりと強調されている。ことに病棟の窓枠のアルフイスは左右に

大きく張り出して誇張されており、一層濃厚なムデハル様式の特徴を示している仏師．88，

153）。

入口アーチを支えるわき柱には、絡みあう枝に裸の子供の姿をした天使がしがみついて

いる。これはルネッサンスの装飾意匠でグロテスク模様と呼ばれるものである。それ以外

の浅浮き彫りのモチーフは、いずれも草花を千差万別に様式化したもので、後期ゴシック

様式とムデハル様式の趣味を色濃く反映している。中でも特に目をひくのが4枚の花弁を

もつ花模様である。わき柱の基部には、先が3つに分かれた4枚花弁の花が彫られている。

アルフイスの内側に並ぶ花は、4枚の花弁が2組交差して8枚花弁になっている。一方入

口アーチでは、しなやかなカープを措く葉・花・茎がさまざまな形の円を連続的に描き出

している。十字に交差する4枚花弁、円を措く草花、少しずつバリエーションを加えられ

ながらの連続などが、この浅浮き彫りの意匠の基本的特徴である。礼拝堂内陣アーチには、

4分割の構図と円を組み合わせた雷太鼓を思わせるモチーフ（半球の表面に中心から外側

へ渦巻状の4等分線を彫ってある）も見られる。この意匠は、次に見るアンガウアン教会

堂にも用いられている（軸．92）。

装飾上のもうひとつの特徴は、フランシスコ会を象徴するモチーフである。入口アーチ
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の内側に彫られたフランシスコ会僧服の粗紐のモチーフは、病院礼拝堂内部の内陣アーチ

にも用いられている。アルフイスの上部に配された2つの紋章の左側は、聖フランシスコ

の体に現れた5つの聖痕を示すフランシスコ会のものである。右側はスペイン国王の紋章

であったが、独立後除去された。このようなウルアパンの病院の浅浮き彫りの特徴は、メ

キシコ中央部のフテンシスコ会修道院に用いられた早期プラテレスコ様式と完全に一致す

る。なお、4分割と円や5つの傷痕は、メキシコ中央部の先住民ナウア族の宗教的シンボ

ルに通じるものであることが指摘されている。

ウルアパンは、フランシスコ会宣教師フアン・デ・サン・ミゲルが集住化9して建設した

村として知られている。フアン・デ・サン・ミゲルは同会がミチョアカンでおこなった先

住民への布教事業、中でもタラスコ地域の先住民の集住化と病院の設立に大きな貢献を行

い、先住民の偉い信頼を勝ち取った人物であった。病院礼拝堂の2つの紋章間にうがたれ

た壁轟（へきがん）に安置された彫像は、フアン・デ・サン・ミゲル像とされている10。

いくつかの記録を総合すると、同会は1534年にはウルアパンで布教活動を始めてお

り11、1535年の聖週間（イースター）の頃には最初の修道院と教会堂が建設中であった

12。この教会堂は石造りで、1549年3月に同会がウルアパンで開催したフランシスコ会

の総会で、集まった修道士の賞賛を集めたといわれていることから、この年までに工事は

大方完成していたと考えられる13。

1639年にアロンソ・デ・ラレアが著したフランシスコ会ミチョアカン管区の年代記

によれば、フアン・デ・サン・ミゲルの勧めに従って多数の先住民がウルアパンに移住し

た。教会堂の建設は村の設立後間もなく始められ、大勢を収容できる立派な石造りの建物

が完成した。教会堂の建設に次いで、フアン・デ・サン・ミゲルは病院を建設したが、こ

れも高価な建材を用いた十分な大きさの建物であった14。19世紀のミチョアカン史家ホ

セ・グアダルーペ・ロメロは、フアン・デ・サン・ミゲルが1555年に死亡した後、修

道院と教会堂は少し離れた場所（現在教区教会堂がある場所）に改めて建て直され、最初

9集住化については本論第六草参照。
10あるとき近隣の村が霊験あらたかなこの像を奪おうとしたため、ウルアパンの村民が壁

亀（へきがん）を石灰で塗り込めたところ、しばらくしてウルアパンの病院に落雷があり、3

3人もの死者がでたため、これを神の怒りと考えた人々は再び壁轟（へきがん）を開けてこの

像を公開した、という逸話が17世紀に書き残されている。Larea，OP．Cit．，PP．117・118．

11Benedict％rren，ム穿βdamiお汐d劫くねhGD聯CibSdbLZDeWmmendbmez2

助0度軸物SEPyUMSNH，1984，PP．48，61・62．
12Herrejdn，ム断頭如即断おα明搾相即即・陽白地p．22．
13FranciscoMiranda，th・ZLqaD，Morelia，Mich．，GobiernOdelEstadodeMichoacAn，S／t
p．80．
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の修道院と教会堂は病院として用いられるようになったと記している15。これが真実だとす

ると、現存する病院礼拝堂がウルアパンに最初に建設された教会堂であり、その琴設年代

を1549年頃と確定することができる。しかしながら、現存するウルアパンの病院礼拝

堂は小規模で、これがラレアが語る大人数を収容できる教会堂であったとは考えにくい。

クプラーは、この教会堂は移築されたのではなく、1555年以降数年の内に、元の教会

堂と同じ場所に建て直されたという見解をとっている16。現存する病院礼拝堂は、当初から

その目的のために現在の場所に建てられたものとするのが妥当であろう。この建物の建設

年代を確定する決め手は無いものの、教会堂に遅れて建設されたこと、ヌエバ・チスパー

ニヤにおける早期プラテレスコ様式の最盛期が1540～50年代であることから、上限

を1550年前後と推定しておきたい。

（3）ウルアパン病院の影響

ウルアパンの病院以外に、ミチョアカン地方に現存する早期プラテレスコ様式の建築遺

産は極めて少ない。これまでに確認されているのは、ウルアパン病院の浅浮き彫りと非常

に強い類似性を持つ、以下の3例にほぼ限定される。第－は、ウルアパンの北15キロメバル

ほどにあるサン・ロレンソ村の教会堂正面（軸．93）、第二はやはりそこからそう遠くないア

ンガウアン村の教会堂正面とそれに隣接する付属建築（この建物は屋外礼拝堂であったと

推測されている）の正面（丘酢．90，91）、最後に、アンガウアンの隣村サカンに残された病院

である仏gs．89，154）（地図4）。

サン・ロレンソ相は、一度ウルアパンに集住化されたものの、村人がもとの場所に逃げ

帰って相を作り、ウルアパンの属邑になったといわれている17。サン・ロレンソの教会堂正

面の制作年代についての手掛かりは今のところみつかっていないが、サン・ロレンソが、

主邑であるウルアパンに先駆けてこれと良く似た浅浮き彫りを用いるとは考えにくく、ウ

ルアパンとほぼ同時期かそれ以降、つまり1550年代の前半かそれ以降ではないかと推

定される。

アンガウアンの教会堂正面には、ウルアパン病院礼拝堂正面の入口アーチがほぼそのま

ま模倣されている。しかし、それを囲む四角い縁取りアルフイスが左右に張り出し、しか

もその上に小型のアルフイスがさらに2つ重ねられているところに、ウルアパンからの大

14Larea，OP．Cit．，Pp．112・113．

15J■os6GuadalupeRomero，Nbtね由spam点乃かarh烏血ぬr由Yhestadiktiba（お1

御題（わdbMkb朗CiD，M6Ⅹico，ImprentadeⅥcenteGarciaTblTe朗，1862，Pp．92・93．
16Eubl叫A叩Ⅰ血cf購地点，p．599．
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きな逸脱が観察される。また、この3つのアルフイスの内側を埋める浅浮き彫りにも、ウ

ルアパンに見られない自由な表現と多彩なモチーフが用いられている。例えば、玉berla）、

円板（diseo）、ケルビム（querubinキリスト教の智天使、翼をもつ子供の姿で描かれる）など

のモチーフ、最上のアルフイスを埋める織物風のムデハル意匠などである。

真ん中のアルフイスの中央には、教会堂の守護聖人の像が彫りこまれている。この像が

サンチアゴ（12使徒の一人聖大ヤコブ）であることは、この像の足元、入口アーチの上

に励刀eわあα加ノ卸伽わあ伽という文字が記されていることから明らかである。イス

ラム教徒との戦いでスペインを勝利に導いたとされるサンチアゴは、通例では、一馬にまた

がり剣を振り上げる騎士の姿で描かれるのに反して、ここでは杖をもち帽子を被った宣教

師の姿で描かれている。1946年にこの建物を調査したロ｝デはこれを、この地域の宣

教に携わり、先住民から非常に崇敬されていたフランシスコ全土ハコボ・ダシアーノ

（？－1567）の姿になぞらえて描いたものと考えている18。ハコボはヤコブをスペイン語読みし

たもので、サンチアゴと同名だからである。教会堂正面の碑文には1562年の文字が読

み取れることから、この年に建設が完了したものと考えられる19。この碑文には、この教会

堂がエンコメンデーロ、フランシスコ・デ・どリェーガスの援助によって建設されたこと

も記されている20。エンコメンデーロとは、スペイン国王から、一定地域の先住民の貫租を

受け取る特権（エンコミニンダ）を与えられたスペイン人のことである21。

トクツセンは、ウルアパンの病院礼拝堂正面に比べて、このアンガウアンの教会堂正面

の装飾が奔放であることから、前者が先に建設されたと考えている22。その一帯の中心集落

としてフランシスコ会が早い時期に本格的な修道院の建設を始めたウルアパンの重要性と、

16世紀の間シロス上村の属邑であったアンガウアンの地位からしても、この推測が妥当

であろう。もしこの推測が正しいならば、アンガウアンの教会堂正面は、ウルアパンの病

院礼拝堂が完成したと推測される1550年前後から1562年の間に建設が進行したと

考えられる。

さらに、この教会堂の平面図の幅と長さの関係は、先にみたタラスコ地域のフランシス

コ会修道院教会堂のそれに近いことから、少なくともこの教会堂の基礎工事はフランシス

17Miranda，Op．Cit．，P．61．
18FranciseoJos占Rho血，‘Angahuan，”A月虚血（ねJ血β扉びわ（ね血帽β物仁血相ぷ励露血沼g

14，1946，pp．5・18．

19Ibid．；SilvaMandujano，，一Laarquitecturareligiosa，”p．225．

20Rhode，OP．Cit．，P．11．
21エンコミニンダ制について、詳しくは本論第五章第四節の2参照。

22ManuelTbussaint，hSeOSα血血ゐ昂M6Ⅹico，EditorialPorr血，1983，PP．78・82．
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コ会が担当していた時期に始められたと推測できる。ハコボ・ダシアーノを模したサンチ

アゴ像の存在を考慮すると、この推定はかなり信憑性を持つ。アンガウアンがフランシス

コ会の手を離れて在俗教会の教区に入るのは、主邑のシロストが在俗教会に委ねられる1

550年代後半のことである23。結論として、アンガウアンの教会堂は1550年代前半に

建設が始まり、1562年に教会堂正面の浅浮き彫りが完成したことになる。

サカンの病院礼拝堂と病棟にも、ウルアパン病院と同様の浅浮き彫りをほどこした窓枠

が残されている。その制作年代を決める手がかりは、今のところ、ウルアパンとの強い影

響関係という一点に限られている。同じモチーフが用いられているものの、サキンの浅浮

き彫りはウルアパンに比して非常に素朴で、サン・ロレンソやアンガウアンと比べても明

らかに仕上がりは粗い。このことは、これがウルアパンやサン・ロレンソ、アンガウアン

で働いた職人よりも熟練度が低い職人の手になることを示している。そこで、ウルアパン

の病院の建設に何らかの形で携わった先住民が、その後職人となって、周辺の相での建設

需要に応えていったという推定が可能となろう。重要な建物で建設資金も潤沢であるよう

な工事にはより熟練した職人が、小規模で予算も少ない工事には、未熟練の職人が使われ

たのではなかろうか。

ウルアパンの病院建設の周辺で、その後サン・ロレンソ、アンガウアン、さらにサカン

で働くことになる職人集団が育成されたと想定すると、その指導にあたったのは、当時メ

キシコ中央部で早期プラテレスコ様式のフランシスコ会修道院の建設に関与していた職人

であった可能性が高い。中でもアルフイスを極端なまでに強調するムデハル様式に傾倒し

た、強い個性を秘めた人物がその中にいたといえよう。

（4）ウルアパンの職人

具体的に彼らはどこから来たのであろうか。その手掛かりとして興味深いのが、ウルア

パンのエンコメンデーロ、ペドロ・デ・どリェーガスが1552年オトタンパの地方長官

に任命されていたという事実である餌。ペドロは、父のフランシスコ・デ・どリェーガスの

死後（1552）、ウルアパンとシロストからなる父のエンコミエンダのうちウルアパンを相続

した。シロストは兄のフランシスコに与えられたが、先にみたアンガウアンやサカンはシ

ロストのエンコミエンダに含まれていた（地図7）。そして、この兄がアンガウアンの教会堂

建設の援助者としてローデがあげているフランシスコ・デ・どリェーガス（二世）なので

23Le6nAlanis，ム0β御伽β壷J血ア血励由e刀伽の∂壷J戯好・J弼UMSNH，
Morelia，Mich．，1997，PP．169・170．
24Miranda，OP．Cit．，PP．81・82．
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ある。

ペドロは父の死の翌年から、ウルアパンのエンコミニンダの経営に積極的に乗り出した

といわれる25。アンガウアンの碑文から推測して、どリェーガス兄弟はエンコミエンダ内の

教会堂建設にかなり積極的に関与したと考えられる。このような背景を考慮すれば、ペド

ロがウルアパンのフランシスコ会修道院建設に、自身が地方長官をしている修道院建築の

先進地域オトウンバから職人を連れてくるという可能性はかなり真実味を帯びる。

この推定を裏付ける事実として以下の点が興味深い。それは、メキシコ中央盆地におけ

る早期プラテレスコ様式の代表的建築例としてあげられるものの中に、オトウ㌢バのフラ

ンシスコ会修道院教会堂正面（軸．75）があること（地図2）、オトタンパの教会堂正面入口上

部の窓を囲むアルフイスが、左右に大きく張り出している点で、ウルアパン病院の窓のも

のと酷似していること、オトタンバ修道院の各所にはどこされている浅浮き彫りのさまざ

まなモチーフがウルアパン病院のものとほとんど共通なことである（軸8．76，77）。

早期プラテレスコ様式の典型とされるオトタンバ修道院の建設年代は、1550年ころ

までと推定されるが、これは、オトウンバの地方長官となったペドロ・デ・ビエーガスが、

オトウンバでの仕事を終えた職人の棟梁をウルアパンへ招いたとする推定に時間的に符号

する。1552年という年代は、先に示した上限が1550年前後というウルアパンの病

院の建築年代からすると少し遅いように思われるものの、病院礼拝堂や病棟の装飾が建設

の最終段階に仕上げられたとすれば、大きな矛盾はなかろう。

さらに興味深いのは、先にみた現存するウルアバンタイプの教会堂の地理的分布が、こ

のどリェーガス家のエンコミエンダの範囲と重なっており、それ以外にほとんど見られな

いことである。このことは、あたかもウルアバンタイプが、一族のお抱え職人によって自

らのエンコミニンダをその趣味にあわせて飾ろうとしたどリェーガス家の意図を原動力と

して成立したかのような印象すらあたえる。あるいは、ウルアパンとオトウンバのこの類

似は、当時フランシスコ会修道院が共有していた特徴であったと考えることも可能であろ

う。つまり、フランシスコ会が職人を抱え、同会が建設する各地の修道院建設に彼らを派

遣していた、もしくはどこかの工房でその職人が制作した浅浮き彫りを各地に送っていた

という可能性も考えられるのである。

ところが、メキシコ中央部でフランシスコ会が建設した修道院に残された早期プラテレ

スコ様式の浮き彫りには、ある程度の地域的個性がみられ、ウルアパンにもたらされたの

は、そのなかでもオトウンバとその周辺で盛んに制作されたものと一致している。アング

25Ibid．
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一口は、オトウンバとその北東およそ20キロメートルに位置するトラナラバとテペアプルコの

フランシスコ会修道院の浅浮き彫りが互いに非常によく似ていることに気づき、それらが

16世紀の比較的早い時期に同じ工房で制作されたものではないかと推測している26。そし

て、その特徴はさらにその北部に宣教の手を延ばしたアダスティン会の担当地域の中にも

見られるのである。このことは、アングーロが指摘するような職人の工房が、修道会の垣

根を越えて制作していたことを示しているように思える。もしこの職人グループが特定の

修道会の下ではなく、独立して活動していたのであれば、ウルアパンとオトウンバの類似

性は、フランシスコ会を通じてというよりはどリェーガス家の関与によるものである可能

性が高いといえるであろう。

どリェーガス家の庇護を受けて生まれた「ウルアパンの職人集団」の存在を想定した場

倉、彼らはどリェーガス家のエンコミニンダの村々でいくつかの仕事をした後、またメキ

シコ中央部へ戻っていったのであろうか。どリェーガス家のエンコミニンダの外に早期プ

ラテレスコ様式の建物がほとんど現存していない事実はその可能性を示唆している。しか

し、指導的役割を果たした職人は引き上げても、建設作業を手伝う中で技術を身につけた

地元の人間もいたはずである。例えばタレクアトのフランシスコ会修道院教会堂アトリオ

の十字架や入口アーチ（軸S．94～96）、セビナ病院礼拝堂側面入り口の脇柱（丘g．98）、サン・

ニコラス・オビスポ教会堂正面（五g．97）など、どリェーガス家のエンコミエンダ圏外にわず

かながら残っている早期プラテレスコ様式の浅浮き彫りや、タラスコ地域の教会堂に多数

残されている聖水盤（魚卵．99～101）のなかのあるものは、そうした人々とその後継者の手に

なるものだったかもしれない。

ともあれ、ウルアパンの病院に早期プラテレスコ様式を持ちこんだのは誰かという問題

は、教会堂の建設に聖職者と世俗の後援者の意向がどのようにかかわっていたのかという

疑問を改めて提起しているように思われる。この点については、第七章で教会堂建設の推

進者と動機について、第九章で先住民職人について論じる中で考えたい。

3．盛期プラテレスコ様式とミチヨアカン様式の成立

（1）3つのフランシスコ会修道院教会堂

早期プラテレスコ様式に次いで、タラスコ地域にも盛期プラテレスコ様式の特徴を備え

る教会堂が建設された。その代表的なものが、パックアロ湖周辺に分布する3つのフラン

26AngⅥ10，月鮎庇椚料pp．331・337．
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シスコ会修道院、エロンガリクアロ（丘g．102）、ツインツンツアン（軸．103）、サカブ（軸．104）

のそれである（地図2・4）。

これらの教会堂正面には、顕著な盛期プラテレスコ様式の特徴として、燭台風の飾り円

柱（columnasabalauStradas）（fig．82）が用いられている。ルネッサンスのグロテスク模様の

中心的モチーフである草花に彩られた装飾性の高いこの円柱は、フレスコ画や浅浮き彫り

の中に描かれただけでなく、盛期プラテレスコにおいては、丸彫りの飾り円柱として好ん

で用いられた。さらに、早期プラテレスコの平板な彫りに比べて、盛期プラテレスコでは

浮き彫りの陰影がより深まるが、これらの3つの教会堂正面にもこの特徴が見られる。ま

た、盛期プラテレスコでは、本来建築的要素である円柱、エンタブラチャー、ペディメン

トなどが装飾要素として用いられるようになるが、その特徴もこの3例、なかでもツイン

ツンツアンとサカブに顕著に見てとることができる。同時に、もうひとつの盛期プラテレ

スコの特徴、古典指向に合致した抑制された装飾傾向も現れている。

とはいうものの、この3つの教会堂正面には、盛期プラテレスコ様式の一般的特徴には

みられない中世的要素の残存がある。その第－はアルフイスである。ウルアパンスタイル

に共通して見られたムデハル様式のアルフイスが、上記3つの正面の入り口アーチや聖歌

隊席窓を囲んでいる。第二は聖歌隊席窓に用いられている二重小窓アヒメス旬imez）27であ

る。アヒメスはアルフイス同様、スペイン・イスラム建築に不可欠の建築要素であると同

時に（軸8．11，12）、ロマネスクからゴシックに到る中世キリスト教建築様式の中にも頻繁に

用いられたイスラム的・中世的要素である。そのほかに上記3つの教会堂正面の装飾に特

徴的なのが、帆立て貝kenera）の意匠が特に重要な役割を担って頻繁に用いられていること

である。帆立て貝はキリスト教信仰を象徴するモチーフで、教会建築にはつきものである

が、上記3例においでは、なんらかの理由で特にそれが強調されているのである。

以上のような特徴を共有しているのが、パックアロ湖の周囲に分布するエロンガリクア

ロ、ツインツンツアン、サカブのフランシスコ会修道院教会堂正面である。

三者に共通の特徴をもう一度整理すると、

①飾り円柱の使用

（訝開口部の四角い枠どりアルフイスの残存

③二重小窓アヒメスの使用

④帆立貝の意匠への強い嘩好

となる。これらはいずれも、この後、タラスコ地域の先住民村に建設される教会堂正面に

27中央の円柱を共有する2連の半円アーチからなる窓。
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用いられて、その個性を形作ることになる（丘g8．20ト204，206，210，211）。

（2）アダスティン会修道院の影響

パックアロ湖周辺の上記の修道院教会堂正面に、盛期プラテレスコ様式の特徴が盛り込

まれる上で重要な役割を果たしたと考えられるのが、アグステイン会の修道院である。1

537年からミチョアカンでの宣教を開始したアダスティン会は、この年に建設を開始し

たティリペテイオ（1548完成）を皮きりに、1550年代から60年代にかけて、次々とミ

チョアカン地方に大規模な石造りの修道院と付属教会堂を完成させていった（地図2）。そ

のために、アダスティン会はティリペテイオ修道院に職人養成学校を設け、メキシコ市か

らスペイン人職人を指導者として招いて、教会堂の建設に必要な諸技術を先住民に習得さ

せ、1550年までにアダスティン会がミチョアカンに設立していた9か所の修道院で一

気に本格的な石造りの修道院ならびに付属教会堂を建設しようとしたのである。その内6

か所28までが、メキシコの先住民を襲い人口の激減を招いた二度の疫病の大流行

（1545～1548と1576～1581）の間隙をぬってほぼ完成したことは、アダスティン会にとって

幸運なことだったといえよう。

アダスティン会がミチョアカン地方で最初に完成させた修道院ティリペテイオの付属教

会堂について、同会の年代記作者バサレンケが1646年に記した記述によれば、教会堂

は石づくりで、正面はみごとな円柱で飾られており、堂内には当代随一の豪華な木製天井

が架けられていた。この教会堂は1640年に惜しくも焼失してしまうが、バサレンケに

よれば、そのような見事な教会堂正面はそれ以降二度と造られることはなく、壮麗な木製

天井も膨大な建設費のため、他の村で真似られることはなかったという29。

1560年代に一応の完成をみた同会のユリリアプンダロ、クイツェオ、コパンダロの

修道院教会堂正面は、幸いなことに今日も建設当時の姿をそのままとどめている（丘卵．

81～83）。そこには、アダスティン会がメキシコ中央部のアコルマンに建設し、メキシコ盛

期プラテレスコ様式の代表傑作とみなされている修道院教会堂正面（1560頃完成）仏g．80）

の影響が強く表れている。アグステイン会がタラスコ地域の中に修道院を建設するように

なるのは1575年以降のことであるが、それまでにミチョアカン地方の東部で敢行され

たこのようなアダスティン会の修道院建設事業は、タテスコ地域のフランシスコ会修道院

28Tiripetio，ThcAmbaro，Cui2；eO，％ririap血daro，CopAndaro，Ucareo．
29FrayDiegodeBasalenque，0．S．A．，月詣to血dbhPねI壷cjぬくお励n胤由（お
肋tiT20（ね肋oaめduα血dbNPSAgzLStih，Moreha，Mich．BalsasEditores，
1989，p．26．
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にも少なからぬ反響を及ぼしたものと考えられる。

（3）ミチヨアカン様式の完成

フランシスコ会では、1530年代から40年代に建てられた初期の粗末で暫定的な修

道院が、建て替えを要する時期が間もなく到来する。フランシスコ会がその工事に着手す

るのは、メキシコ全土を席巻した最初の疫病の大流行（1545・1548）がやっと終息した155

0年代であった。バリャドリッドのフランシスコ会修道院では、1553年にエンコメン

デーロ、フアン・インフアンテがアドべの教会堂を石造りに建て替える申し出をおこなっ

ている30。ウルアパンでは、先述のように1550年代から新しい教会堂の建設が始まって

いる。また、パックアロのフランシスコ会修道院も1557年から場所を移動して再建が

始まった31。

しかしながら、1576年から1581年にかけてメキシコ全土をなめつくし、ミチョ

アカン地方にも多大な被害を与えた二回めの疫病の大流行に重なったことによって、上記

のフランシスコ会修道院再建工事は、延期もしくは中断される結果となった。例えば、1

557年に再建が始またパックアロでは、1577年に修道院の建物はほぼ完成していた

が、教会堂は1586年に至ってもまだ工事中であった32。後述するように、ツインツンツ

アン、パリヤドリッドならびにサカブの再建は、疫病が終息した1580年以降に本格化

した33。アダスティン会においても、先述の建設活動のピークより建設開始がおくれたバリ

ヤドリッドの修道院（1566開始）は、この世紀中に完成をみることはできなかった。疫病

の被害は先住民に集中したが狙、先住民労働に依存していた白人社会も、この災疫の成り行

30CarlosParedesMartinez，etal．，血oa壷eDelβ砲血XnMorelia，Mich．，Fimax
Publicistas，1984，p．383．

31Manuellbussaint，mt27CUam，M6xico，UNAM，1942，PP．126・127．
82CiudadReal，OP．Cit．，tOmOII，PP．73・75．
831586年10月当時、バリヤドリッドのフランシスコ会修道院は老朽化が激しく、す

でに教会堂は取り壊され、石造りのものへの建て替えが始まっており、この工事のためこ

の年国王は400ドゥカードの寄進を行っている。CiudadReal，OP．Cit．，tOmOII，P．72．1
574年に没した初代フアン・インフアンテとその妻は、バリヤドリッドのフランシスコ

会修道院教会堂に埋葬されることを遺言で命じたが、長い間「インディオの小さな教会堂」

に仮埋葬されていた。AGI，属k血刀血ゐα血虐用，163・B，払1．99vL1585年に捜した彼
らの嫡男フアン・インフアンテ・サマニエゴは、少なくとも1587年以前に両親ととも

にバリヤドリッドのフランシスコ会修道院教会堂の礼拝堂に埋葬された。AGI，肋蕗虐月血

くね地点用，163・B，払1．186．インフアンテ家が埋葬されたのが1586年に建設中の新しい
教会堂ということになると、1553年にフアン・インフアンチが建設を約束した教会堂

は結局この時期まで工事が延びていたということになる。

84この時先住民3人に2人までが死亡する死亡率を記録した。FranciscoMiranday
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きを息をひそめて見まもるほかなかった。多くの修道院の再建が疫病後まで持ち越された

だけでなく、スペイン人都市での建設事業も停滞を余儀なくされた35。

エロンガリクアロのフランシスコ会修道院教会堂

エロンガリクアロのフランシスコ会修道院も、1567年に建て替えが開始されながら、

1577年時点でまだ完成をみなかったため疫病の流行に巻き込まれ、教会堂の完成は1

586年頃までずれこんだ36。こうして1580年代末まで完成が持ち越されたエロンガリ

クアロの教会堂の正面伍g臥102，201）は、できあがった時、多くの点でその後のクラスコ地

域の教会堂建築に決定的な影響を及ぼす個性的なスタイルを備えていた。

エロンガリクアロの最も重要な特徴は、強調されたアルフイスにアヒメスを重ねるとい

う独特の構図である。誇張されたアルフイスに見られるムデハル様式の伝統は、ウルアバ

ンタイプの例に明らかなように、以前からこの地方に脈うっていた。しかし、エロンガリ

クアロがウルアバンタイプと異なるのは、非常にシンプルで清楚な無装飾の空間を広く残

している点である。これは、古典的プラテレスコ様式が持つ抑制された装飾への噂好に影

響されたものと考えられよう。同じように装飾を押さえたアルフイスの例は、パックアロ

のフランシスコ会修道院教会堂北側入口にも見られる他g．113）。一方、アヒメスの先例は、

ヌエバ・エスパーニヤでは、トチミルコやカルパンのフランシスコ会修道院教会堂正面に

見ることができるものの（丘卵．78，79）、エロンガリクアロ以前にタラスコ地域で使用されて

いたか否かは不明である。エロンガリクアロは、アルフイスとアヒメスというムデハル的

かつ中世的建築要素を2つまで合わせ用いた、タラスコ地域に現存する最も古い建築例で

ある。

こうした古い様式の特徴を持ちながら、エロンガリクアロは紛れもない盛期プラテレス

コ様式の特徴を備えている。先に指摘した抑制された装飾噂好がまずそのひとつである。

さらに、入口アーチを支える脇柱の柱頭に刻まれたアカンサスの葉の陰影ある彫りや、ア

ヒメス中央の飾り円柱も盛期プラテレスコの特徴である（軸．201）。

GabrielaBrise免0（compiladores），俺β〝ゐ¢画Je血毘血rゐ虐血此喝P如zcuam，
Mich．，CentroRegionaldeEducaci6ndeAdultosyAl払beti21aCi6nFuncionalpara
Am6ricaLatinayCOLMICH，1984，P．125．
35司教座の移転が決まり、そのための臨時の大聖堂建設許可を1576年の6月国王から
与えられたバリヤドリッドでも、その工事は大幅に遅れる結果となった。MinaRamirez

Montes，エae即打点血γ。血edJ血相皿e刀血拶即血管血の〝βかぴα滋払（ね血朗由血ノゐ

伽由，MgⅩico，U皿，1987，pp．42－46．
36AGNM，（詣ne躇Jdbh殉VOl．1，eXp．720，fo1．141，eXP．844，fo18．156・156Ⅵ；Ciudad

Real，OP．Cit．，tOmOII，P．80．
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抑制された装飾の中で際立っているのが帆立貝である。帆立貝を装飾意匠として用いた

例は、クイツェオやユリリアプンダロのアダスティン会修道院教会堂にも見られるものの、

これを中心に据えて重用する慣習は、エロンガリクアロで非常に顕著になる。実はこの特

徴は、エロンガリクアロ以前に完成されたと思われる、パックアロのフランシスコ会修道

院建造物の中にすでに現れていた。例えば、1577年までにほぼ完成していた、パック

アロのフランシスコ会修道院回廊二階部分のアーチを飾る帆立貝である（触110）。同じく、

パックアロのフランシスコ会病院礼拝堂の香部屋への入口アーチは、アルフイスで縁取ら

れているうえに、帆立貝、花、飾り円柱で飾られている（軸．111）。また、パックアロのフラ

ンシスコ会修道院束側入口のアーチを支える脇柱の柱頭には、エロンガリクアロとそっく

りのアカンサスの浮き彫りが見られる仏g．109）。このアーチには1577年の文字が刻ま

れている。このように、エロンガリクアロは、パックアロのフランシスコ会建造物の特徴

を強く受け継いでいる。

ツインツンツアンのフランシスコ会修道院教会堂

エロンガリクアロと多くの点で共通の特徴を持っているのがツインツンツァンのフラン

シスコ会修道院教会堂（丘gs．103，106）である。この教会堂はフランシスコ全土ペドロ・デ・

ピーラ（FrayPedrodeP血）により建設されたと伝えられている87。建築年代は16世紀末

であるが、さらに詳しい年代の確定には多少の困難が伴う。というのは、1586年ツイ

ンツンツァンの修道院は「切り石を積み上げて石灰で固めて造った（becbodecalycanto）

上質な建物で、回廊、僧房、教会堂が完成している」と記されているが38、現存する修道院

の石に、恐らく修道院の完成を記す1596年の文字が刻まれているからである。さらに、

1593年、ツインツンツァンの村民は修道院とその教会堂建設工事に従事するため、2

0数名のレパルティミエント39を免除され、その後少なくとも1595年、1596年、1

597年の3回その免除期間延長を許可されている40。1597年の記録によれば、この時

副王にツインツンツァンの先住民のレパルティミニント免除を申請したのは、フランシス

コ会の担当者（comisionado）ペドロ・デ・ピーラであった41。これらのことから、1586

年以降始められた教会堂と修道院の再建が、1596年頃までに一応の完成をみるが、工

事は1597年にも続いていたという推測が十分可能となるのである。

37Kubler，AzqujtectummexibaDa，Pp．133，599．

88CiudadReal，OP．Cit．，tOmOII，M6Ⅹico，1976，p．77．

39他所への強制的労働提供義務、詳しくは本論第五章第六節3参照。

40AGNM，血血喝VOl．6・1，eXpS．979，1113，1179．
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ツインツンツァンの修道院付属教会堂正面に見られる入口ア←チの柱頭を飾るアカンサ

スの葉模様、帆立貝の重要性、ならびにアルフイスとアヒメスの組合せには、明らかにエ

ロンガリクアロからの強い影響がみられる。しかしながら、エロンガリクアロではシンプ

ルな平面が大きく残され、清潔で力強い緊張感を与えているのに対して、ツインツンツァ

ンでは、飾り円柱や入口アーチが肉付きのよい浮き彫りで飾られ、アルフイスも両側に飾

り円柱を配されて明確な輪郭を失い、全体により柔和でエレガントな印象を与える。ここ

で特徴的なのは、アヒメスの上の破風が見事な古典的形態を有することと、巨大な帆立貝

が最上部からそれを覆っていることであろう。帆立貝を最上部に冠する例は、小規模なが

らコパンダロのアダスティン会修道院教会堂正面にも見られる伍g．83）。これは、さらに遡

れば、アダスティン会のアコルマン伍g．80）やユリリアプンダロ（丘g．81）におけるエンタブ

ラチュア上の壁轟（へきがん）の内側上部に刻まれた帆立貝の模様にたどりつくであろう。フ

ランシスコ会では、プェブラ州カルパンの修道院教会堂正面で、アヒメスの上を覆う形で

大きな帆立貝が用いられている（軸．79）。これとツインツンツァンの間に直接的関係がある

かどうかはわからない。

サカブのフランシスコ会修道院教会堂

サカブのフランシスコ会修道院教会堂（軸．104）では、1580年ころから再建が開始さ

れ、1586年には修道院は完成していたものの、教会堂はまだ建設の途上であった42。こ

の教会堂の建て替えも、ツインツンツアン同様ペドロ・デ・ピーラにより行われたと伝え

られている43、が、そのスタイルはツインツンツァンとかなり異なっている。まずサカブで

は、クイツェオとコパンダロのアグステイン会修道院が及ぼしたと思われる影響によって、

アルフイスの重要性は減少し、円柱とエンタプラチュアとその上部の先端飾り（remate）によ

って、構図の建築的構成が非常に強調されている。エロンガリクアロ同様シンプルな平面

が多く残されているものの、エロンガリクアロにはない円柱の使用によって、柔らかみの

ある繊細な印象を与える。とはいうものの、帆立貝の持っ重要性ならびに、円柱とエンタ

プラチュアが形作るアルフイス状の四角形とアヒメスの組合せは、エロンガリクアロやツ

インツンツアンとこの正面の親近性をはっきりと示している。

最後に、ここに見た3つのフランシスコ会修道院教会堂には見られないが、その後先住

民村に造られた教会堂に非常に頻繁に用いられるようになる意匠である、ケルビムについ

41AGNM，h血S；VOl．6・1，eXp．1179．
42AGNM，tktZem1dbhLie，VOl．2，eXP．1232；CiudadReal，Op．Cit．，tOmOII，P．79．
43Kubl叫A岬はぬぐ血躇皿e血朋，p．133．
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て言及しておきたい。ケルビムは多くの場合帆立貝との組合せで用いられている仏gs．206，

210～211）。この組合せは、ユリリアプンダロやクイツェオのアグステイン会修道院にも用

いられている。タラスコ地域に現存するこの組合せで最も古い例は、ツインツンツァンの

フランシスコ会修道院屋外礼拝堂（サン・カミロ礼拝堂）（丘g．107）であろう。ウルアパン

のフランシスコ会修道院教会堂旧正面他g．105）入り口のアーチにも、ケルビムの浮き彫り

がふんだんに用いられている44。

「ミチョアカン様式」の成立

これらのことから、タラスコ地域の3つのフランシスコ会修道院教会堂正面に共通な特

徴は、二度目の疫病大流行が終息する16世紀末にフランシスコ会が再開した教会堂建て

替え事業の中で形成されたと考えることができる。それは、二度の疫病大流行にはさまれ

た比較的安定した時期に、ウルアパンの病院とその周辺に出現したスタイルと、アグステ

イン会がミチョアカン地方の周縁に建設した修道院のスタイル、ならびに同じ時期に工事

が進んだパックアロ大聖堂（これに関しては次節で扱う）と、パックアロのフランシスコ

会修道院建造物に現れた特徴を総合しつつ、ひとつの個性にまとめあげたものであったと

いえよう。

このようなミチョアカンにおける宗教建築の発展は、イスパノアメリカ建築史の中でも

特筆すべきものとして評価されている。メキシコ植民地期美術の権威であるバルガス・ル

ーゴは、「ミチョアカン地域の美術的パノラマは、周囲の諸州のそれとは非常に異なってい

る。16世紀、知的建造物に加えて、混血の形態が非常に普及し、ことさら強いムデハル

のアクセントを持つ、興味深いテキキのミチョアカン変種bariante micboacano）が生み出

された」と述べ、早期プラテレスコ様式のウルアパン病院やアンガウアン教会堂に言及し

たあと、エロンガリクアロ修道院教会堂正面を「ミチョアカンプラテレスコのプロトタイ

プ」、ツインツンツアンのそれを「ミチョアカンプラテレスコに特有の形」、サカブのそれ

を同じミチョアカンプラテレスコの中でも「より節度のあるプラテレスコ」と評している45。

ミチョアカン地方の植民地期美術に関する第一人者ゴンサーレス・ガルパンは、典型的な

スペインの様式であるプラテレスコ様式が、アメリカ大陸最初の植民地様式として先住民

に伝えられ、征服という荒々しい事実を和らげて、いくぱくかの安らぎを与えるのに貢献

崩この正面は、20世紀に入って教会堂が火災を被り、後に建て直された際、新しい教会

堂のアブスに一部移築されて残っている。

45ElisaⅥlrgaSLugo，血spoz鹿ゐS擁古曲勒M6Ⅹico，UNAM，1986，PP．161，
165・166．
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したと前置きし、「このような（プラテレスコ様式の）パノラマの中で、ミチョアカンは最

も輝かしい文化的貢献のひとつを行った。数の多さと強い個性とによって、それら（ミチ

ョアカンのプラテレスコ様式の建築物）は、この世界的様式の中でひとつの地方派（escuela

regbnal）を形成していると見なせるのである」と述べている46。スペイン人美術史家アンダ

ーロやマルコ・ドルタも、ミチョアカンのプラテレスコを生み出した人物に敬意を表して

「ツインツンツァンのマエス．トロ」と呼び、スペインに先例の無いそのスタイルをルネッ

サンス様式の中で叫派を成すものと考えた47。他にも数多くの権威ある美術史家が、16世

紀ミチョアカンの宗教建築が固有の特徴を獲得した点に言及している亜。

しかしながら、16世紀末にあって当時すでに時代遅れとなっていたムデハル様式の諸

要素を濃厚に残すこの形態は、流行に敏感なスペイン人都市のある程度の規模をもつ建築

物に新規に採用されることはなかったようである。例えば、16世紀末に建設が進み、1

7世紀初頭に完成したバリヤドリッドのフランシスコ会やアダスティン会の修道院教会堂

では、すでにこの形は用いられていない。パックアロにもそうした建造物は残ってない。

その代わり、この形はもっぱらタラスコ地域の先住民村落の中で再生産されていった。そ

の模様をゴンサーレス・ガルパンは「（ミチョアカンのプラテレスコには）ひとつの様式の

中に2つの平行する流れが存在する。ひとつは、…規模の大きい修道院や集落に建設され

た、アカデミックな特質を見せる知的なプラテレスコである。もうひとつの流れは一層豊

かで個性的な流れである。小規模な修道院、教区司祭が常駐しない訪問村、病院礼拝堂や

山間の礼拝堂などに見られるその流れは、慎み深いにもかかわらず、興味の尽きないもの

であり、簡素さゆえに一層強い土地の臭い（tipieidad）を放っている」と表現している49。

ゴンサーレス・ガルパンの言葉は示唆に富むものであるが、そこには「アカデミックで

知的なプラテレスコ」と「一層豊かで個性的な流れ」の時間的な差、すなわち、後者が1

6世紀ではなく17世紀に奔流となった事実は明言されていない。先にあげた数多くの美

術史家の中にも、この点に注目した者はいない。バルガス・ルーゴも、「（ミチョアカンの）

17世紀は貧弱で、見るべき建造物はひとつもなく、前世紀に普及した形態が持続しただ

46ManuelGonzalezGalvan，A油壷虐Je刀肋の虚血，M占Ⅹico，Fuentede
Afirmaci6nHi鱒panista，1978，P．65．

47Angulo，月詣toぬ，Pp．132，134；MarcoDorta，ArteenAmdt承認y鞠血a昂PP．36，48．
亜An卯lo，助ね由，pp．361・364；Manuel恥usSaint，A鹿Ⅶ肌均お劇山鹿血ぬ，MるⅩico，
EditorialPorrda，1946，PP．37・38；……，ArtecohnibLpp．44，48・49；……，mおzJam，

pp．107・112，126・127；・・…・，j　βeOgα血か血鬼昂pp．78唱2；Kubleい叫押ぬ血服皿既加朋，

p．524．；McAndrew，亡かβ刀血αぴ∫℃鮎昂pp．642・643，473・475．など。

49GonzaIe2iGalvan，OP．Cit．，P．66．
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げであった」と考えている50。しかし、実際にミチョアカンのプラテレスコ様式がゴンサー

レス・ガルパンのいう一層強い土地の臭いを放つようになるのは、次の世紀、タラスコ地

域の先住民集落においてであった。バルガス・ルーゴの言葉に反して、筆者は、ミチョア

カンの17世紀は、このタラスコ地域の建築活動ゆえに、少しも貧弱な世紀ではなかった

と考える。本章の後半でこの点を明らかにしたい。

エロンガリクアロ、ツインツンツアン、サカブの3つのフランシスコ会修道院教会堂正

面に出現した個性あるプラテレスコ様式の形態を、以後本論では便宜的に「ミチョアカン

様式」の名で呼ぶことにする。美術史家はこの形態に対して「様式」の呼称をあ．てること

を慎重に避け、その下位区分である準様式（subestilo）、手法（modalidad）、変種ba血nte）、

地方派（escuelare如nal）といった名称を用いている。本来ある様式の強い影響下、限定さ

れた地方で生まれた個性に対して「様式」という名称を充てることは適切ではないとされ

る。しかし、実際には「様式」「スタイル」ということばは一般的な場面において柔軟に使

用されている。本論では、ミチョアカンに固有の建築上の形態であることを端的に示すた

めに、「ミチョアカン様式」という表現を用いる。

四）ミチヨアカン様式の普及

ミチョアカン様式成立の契機となった3つのフランシスコ会修道院が完成をみた16世

紀末から20年あまりを経た17世紀の10年代、タラスコ地域のいくつかの先住民村が

かなり立派な教会堂を有するに至っていたことが、史料により判明している。今日それら

の村に残されている教会堂の多くが、先に示したミチョアカン様式のプロトタイプをほぼ

忠実に模した、あるいは、その名残をとどめた形を見せている。このことは、1610年

代までにそれらの村々に建てられたと記録されている教会堂が、その直前の手本である3

修道院を手本としたことを推測させるが、それを確定するにはより厳密な検証が必要であ

ろう。その作業の前に、建設年代を留保したままで、ミチョアカン様式を踏襲する教会堂

でタラスコ地域に現存する例を見ることにする（地図4）。

これ以降本論では多くの村の聖堂を扱う。その際、現在その村で教区教会堂として用い

られている聖堂についてのみ教会堂という呼称を用いる。タラスコ地域の村落の人口規模

では、通常村には教区教会堂はひとつしかない。従って、「アランサ（村）の教会堂」といえ

ばその村の教区教会堂を特定することができる。ただし、教区教会堂のなかには、かつて

修道院の付属教会堂であったものが少なくない。その場合は起源を明らかにするために、

50Ⅵ1rgaSLu卯，エ虐βpⅣ由ぬらp．161．
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例えば「ェロンガリクアロ（村）のフランシスコ会修道院教会堂」のように表す。このよ

うに記されている場合、タラスコ地域の村落では例外無く、現在その聖堂は村の教区教会

堂となっている。各村には教区教会堂以外に小規模な聖堂がいくつか存在するが、それら

については「礼拝堂」の呼称を用い、例えば「チャラパン（村）の病院礼拝堂」のように

呼ぶこととする。聖堂という名称は、キリスト教の礼拝を目的に建設された建物一般に対

して用いる。

タラスコ地域に現存するミチョアカン様式の影響を受けた教会堂群の特徴を観察すると、

先述の3フランシスコ会修道院教会堂正面のいずれかとの強い関連性をみとめる．ことがで

きる。なかでも最大の影響を与えたのが、ミチョアカン様式成立に最初の創造的貢献をし

たエロンガリクアロのフランシスコ会修道院教会堂正面であった。この正面は、近隣のパ

ックアロ湖畔の村々に絶大な影響力を及ぼし、いくつかの村ではほぼ忠実に模倣されてい

る。その結果、パックアロ湖周辺の「湖水盆地」内には、イウアツイオ、プアクアロ、ウ

リチョ、ハラクアロ、アロテクイン、サン・ペドロ・パレオ、ウイラマンガロの村々の教

会堂正面に、エロンガリクアロから強い影響を受けたミチョアカン様式がみとめられる（丘卵．

114～120）。

現存するミチョアカン様式の教会堂の数が最も多いのが「シエテ」（山地）である。コルー

ポ、アランサ、ポマクアラン、カバクアロ、セビナ、チェランアツイクリン、タナコ、キ

ンセオ、オクミチョ、サン・フランシスコ・ペリバンの各村の教会堂正面51（軸8，126～135）、

チヤラパン、オクミチョの病院礼拝堂正面他gs．164，166）などに、ミチョアカン様式がみと

められる。これら「シニラ」の例には、エロンガリクアロとツインツンツァン両方からの

影響をみることができる。例えばコルーポやアランサでは、エロンガリクアロの構成が明

確に残っている。ポマクアランやカバクアロの教会堂では、エロンガリクアロの清廉さに

ツインツンツァンの装飾性が融合したと思われる優美な姿が観察される。ツインツンツァ

ンの影響は、チヤラパンの病院礼拝堂やチェランアツイタリンの教会堂にも強くみとめら

れる。「シニラ」には、サカブの影響を強く想起させる正面もある。サン・フランシスコ・

ペリバンとオクミチョの教会堂正面である亀gs．134，135）。

「湿地」では、ティリンダロ、ナランハ両村の教会堂正面（軸S．139，14（加こミチョアカン

様式がみとめられる。ここではエロンガリクアロとの類似性が濃厚で、ティリンダロの正

面は非常に良く似ている。「渓谷」においては、アカチュエン村の教会堂正面（軸．141）にミ

51ポマクアランの教会堂はこれまで病院礼拝堂と考えられてきた。本論ではこれを教会堂
とみなすこととする。本章第四節2参照。
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チョアカン様式がみとめられる。

さらにウルアパンの早期プラテレスコ様式がミチョアカン様式の中に強く残存した例も

見られる。顕著なものはウルアパンのサンチアゴ地区やサン・ペドロ地区の礼拝堂（丘酢．143，

144）である。先に述べたセビナ、アカチュエン、サント・トマス（軸．142）などの教会堂も

これに加えることができよう。こうした大胆な混合は、通常ごく小規模で格式の低い聖堂

にみられる。ミチョアカン様式はまた、教会堂の修改築の際に、後の時代の建築様式を取

り入れていく。例えば、1610年に完成したバリヤドリッドのフランシスコ会・アダス

ティン会両修道院教会堂正面に用いられた、入口アーチ上のエンタプラチュアを飾る四角

錐の先端飾り（remate）（軸8．145，146）は、その後サン・フランシスコ・ペリバン仏g．134）、

オクミチョ（軸．135）、ツルムタロ亀g．121）等に採用されている。また、同じくバリヤドリ

ッドに建設されたカルメル会修道院入り口上部には中央が開いた三角破風が採用されてい

るが、1619年に完成したこの扉口は、やはりタラスコ地域の村々の教会堂に多く取り

入れられるようになる。これらは、17世紀半ば以前までに完成したと思われるハコーナ

（軸．149）、時代は確定できないものの17世紀後半から18世紀にかけて建設されたと思

われるツルムタロ（軸．121）などでも用いられ、さらに18世紀の末から19世紀の初頭に

建設されたツインツンツアンのソレダー礼拝堂伍g．123）にも用いられている。このほかに、

17世紀までは切妻式の三角形であった教会堂正面上端のシルエットが、18世紀には多

くの教会堂でバロック風の浪合曲線に造り変えられた（軸S．125，128～131，etC．）。さらに1

9世紀には、新古典主義の影響により、扉口上部のアヒメスの多くが、無味乾煉な長方形

の窓に造り直されている（丘酢．124，125，127，etC．）。このような変化を被りながらも、ミチ

ョアカン様式は植民地時代を通じて、タラスコ地域の教会堂に強い影響を及ぼし続けた。

この点については、本論第四節でさらに論じることとしたい。

第二節　古典・マニエリズム様式とミチヨアカン様式からの一時的離反

1．古典的様式

古典的様式

ミチョアカン様式はタラスコ地域で強い影響力を持続し、多くの村がこの様式で教会堂

正面を飾った。ところが、いくつかの村では、ミチョアカン様式の力に抗して、それとは

異なる様式を採用した。いわゆる古典的様式である。
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古典的様式とは、古代ギリシャ・ローマ建築に範をとった建築様式のことで、西欧では、

11世紀からのロマネスク様式、15世紀からのルネッサンス様式、19世紀の新古典様

式など、繰り返しその影響を受けた建築様式が出現した。本項でいうところの古典的とは、

15世紀から16世紀にかけてのイタリアルネッサンス様式の中に復興・再生された古代

ローマ建築の影響を指し、明快な数学的比例の追求と古代建築の規範であるオーダーの使

用にその特徴を持っている52。厳密な意味でのルネッサンス建築は、フィレンツェやローマ

などイタリアでも限られた都市でのみ建設されたが、その影響力は西欧建築において極め

て大きかった。

スペインのプラテレスコ様式は、ルネッサンスの影響をスペイン的土壌の上に受け入れ

たものであったが、すでに説明したように、16世紀半ばにはそれと平行して、イタリア

ルネッサンスの非常に古典的な形態も、新たにイスラム教徒から奪還され教会堂建設の需

要の高かったアンダルシアでは見ることができる。盛期イタリアルネッサンス様式がバロ

ック様式へ移行するまでの間（1530年代～1590年代）に見られた古典様式の変質に対してマ

ニエリズム様式の呼び名が付されているが、スペインにおけるその代表的建築物が、フア

ン・デ・エレーラがフェリーペ2世のために建設したエル・エスコリアル宮殿（1584完成）

である。この巨大な宮殿＝修道院の厳格で反装飾的な概観は、その後スペインの宮廷建築

において絶大な影響を及ぼす。

古典的様式は、16世紀、プラテレスコに僅かに遅れてヌエバ・エスパーニヤにも伝え

られた。16世紀のメキシコ修道院建築を詳細に研究したタブラーは、メキシコにおいて

は「ルネッサンス建築」という一般的な名称は、非常に多彩な建築例を包含しており、そ

れらは2つの下位区分、すなわちプラテレスコ様式とアカデミック様式に分けることがで

きるとしている。プラテレスコ様式のほうは、古代ローマの装飾要素を用いて一定の壁面

に健吾な装飾を施し、ファンタジ小を奔放に展開させたものである。すでに見たように、

ミチョアカン様式はこのプラテレスコ株式の影響下で結実したものであった。それに対し

てアカデミック様式の方は、古典古代の建築書と、古代建築遺産の研究に基づき導き出し

た寸法に従ったプロポーションと細部から成る、イタリアルネッサンス建築の規範に制約

された、多様性にとぼしい様式であった53。16世紀のメキシコではプラテレスコ様式が強

52オーダーとは、ギリシャ・ローマ建築における柱とエンタプレチュア（柱とともに架横

を構成する水平材で、アーキトレープ、フリーズ、コーニスの3つの部分からなる）の比
例関係を中心とする建物各部の構成基準で、ドーリア式、イオニア式、コリント式、トス

カナ式、コンポジット式がある。日本建築学会編『建築用語事典』岩波書店1993．

53Kubl叩A和正ねと血用皿e血朋，pp．505・515．ちなみに、クプラーはメキシコにおける
アカデミック様式の傾向をさらに以下の4つに分類している。a）オーダーを正しく用い、装
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い影響力を持っていたが、アカデミック様式の影響もこの世紀の半ばから現れ始めた54。

本論では16世紀と17世紀の前半においてタラスコ地域に見られたそのような古典的ス

タイル全体を、古典・マニエリズム様式という呼称で総称することとしたい。

パックアロ大聖堂

さて、ミチョアカン地方にこの古典・マニエリズム様式が導入されたのは、いかなる経

緯によるものだろうか。ひとつの可能性は、1540年代に始まったパスコ・デ・キロガ

によるパックアロの大聖堂建設ではないかと考えられている。

パックアロ市は、初代ミチョアカン司教パスコ・デ・キロガが1538年着任早々、そ

れまでタラスコ族の都ツインツンツァンに置かれていた司教座を移転して設立した新しい

都であった55（図11）。キロガは、パックアロがスペイン人と先住民が調和的に共存する

社会を象徴する都市として発展することを願い、ここに壮大な大聖堂の建設を計画した。

キロガの構想では、それは、5つの身廓が手の平をひろげたように先端でひとつに合わさ

るという、前例のない巨大な建造物となるはずであった。工事は1541年に開始された56。

1545年からは、スペイン人建築家エルナンド・トリビオ・デ・アルカラスが棟梁とし

て建設の指揮にあたった。労働力として、タラスコ王がその配下に束ねていた3千人の建

築職人を提供したといわれる。キロガはこの大聖堂建設のため、先住民職人をメキシコ市

に送って建築技術を習得させるとともに、1537年からティリぺテイオに修道院を設立

し自会の修道院建設のため先住民職人を養成し始めていたアグステイン会からも、応援を

得たと言われる57。

この大聖堂は、それまでフランシスコ会士が建設してきた粗末な教会堂にはなかった壮

大な構想により、西欧の宗教建築がいかなるものかを初めてこの地方の先住民に示すもの

になるはずであった。しかし工事は難航し、1548年までに基礎部分と幾らかの柱がで

きたに過ぎず、司教がこの年スペインへ赴くと、彼が帰国する1554年まで工事は殆ど

鮪に格間（格縁で囲まれた方形の区画）を用いたもの；b）規範に基づき厳格に建築要素を
用いた純粋主義；∂スペインの影響を受けず、建築書に想を得ているもの；d）16世紀末

に出現したエレーラ様式の影響に呼応した無装飾のもの、の4つである。Ibid．，pp．507－515．
54Ibid．，pp．513－51説
55パックアロ市設立については本論第六章第三節1・2参照。
56MinaRamirezMomtes，上皮据わ血ノゐ砲成形くね¢扇わ卵，Zamom，Mi血．，COLMICH，

1986，p，63．

57Ibid．，pP．74・75；FranciscoArnaldoYsassy；一1Demarcaci6nydescホpci6ndee10bi＄Pado

deMechoacanyfundaci6ndesuIglesiaCathedral；▼uieeBAmerkLaDa，VOl．1，ndm．1，

Sep．1982，p．89．

・83・



中断していた。帰国後キロガは工事の続行に力を注ぐが、構想の奇抜さと壮大な規模に比

して技術の未熟さが災いし、結局1560年副王の命により、工事は5身廊のうち中央の

1つだけを完成させて、大聖堂として用いることになる。それでも1565年キロガが没

したとき工事は未完成のままで、その3年後、二代目司教が着任した時点でも、まだ天井

を架け終えていなかった58。

16世紀末になってかろうじて完成した中央の身廊も、19世紀に消失し、現在キロガ

が思い描いた形を知ることは難しい。1555年、副王とキロガは、大聖堂には彫刻や彫

像をほどこさず、建物（laobra）は装飾を控えた（llana）堅牢（bienhecha）なものにすることで

合意していた59。この大聖堂の復元を試みたラミレス・モンテスは、この大聖堂は、ゴシッ

ク様式の中に身を置きながら、ルネッサンス様式の進行を知っていたキロガがデザインし

た、移行期の事例と結論づけている60。人文主義に基づく独自の理想郷をミチョアカンにお

いて実現しようとしたキロガが、そのコンセプトを表現するために建設を推進した簡素で

堅牢な大聖堂は、石材そのものの美しさと均整のとれた構成をもつ古典様式に近いもので

あったのではなかろうか。

キロガのユニークな構想は結局失敗に終わったものの、20数年に及ぶ壮麗な大聖堂建

設への努力が、ミチョアカン地方の西欧建築技術の向上ならびに独特の様式形成に与えた

影響は大きかったといえよう。興味深いのは、消失を免れた身廊の壁の上部に、創建当時

に彫られた帆立て貝の彫刻が残っていることである也g．112）。これは、ミチョアカン様式

に重用される帆立て貝の意匠に、この大聖堂が影響を与えたであろうことを推測させる。

修道院建築

ミチョアカン地方に古典的様式が伝えられる上で、疑い無く重要な役割を果たしたのは、

アグステイン会の修道院であった。クイツェオやユリリアプンダロのアダスティン会修道

院教会堂正面は、先述のようにミチョアカンにプラテレスコ様式をもたらした。一方、こ

れらアグステイン会修道院の玄関ポーチや屋外礼拝堂はミチョアカンにシンプルな古典様

式の噂好も持ち込んだ。タイツェオの屋外礼拝堂（1560年代）はその典型的な例といえる

（軸．84）。タリンバロのフランシスコ会修道院屋外礼拝堂（16世紀末）は、クイツェオの

屋外礼拝堂の形を模しているが、ここでは古典様式の特徴である「格間」も採用されてい

る（軸．85）。

58Ramire2：MonteS，LaeV2ie血1db抱8COdbqub聯，pp．99－100．
59Ibid．，pp．116，148．

60Ibid．，pp．117・118．
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ミチョアカン様式の形成過程に一役かったと考えられる、パックアロのフランシスコ会

修道院入口アーチ（1577）にも、古典様式への傾倒がみとめられる他臥109）。古典・マニエリ

ズム様式への傾倒は、先にミチョアカン様式の例としてあげたそのほかの教会堂正面の中

にも見ることができる。例えばサカブのフランシスコ会修道院教会堂正面である（軸．104）。

入口アーチを囲む円柱とェンタブレチュアの構成、丸みを帯びた円柱の柔らかな肌には、

古典・マニエリズム様式の特徴が顕著である。しかし、円柱の柱部分の短いプロポーショ

ン、ふんだんな帆立貝の装飾、アヒメス内側の花模様の浮き彫りなどが、この正面が古典

様式に魅惑されながらもミチョアカン様式に止まっていることを示している。1．626年

当時天井まで完成していたハコーナのアダスティン会修道院教会堂正面も、入日アーチの

周囲には柱頭以外に全く浮き彫り装飾が無く、ここだけを見ればミチョアカンでも最も純

粋な古典・マニエリズム様式の例とみなすことができる伍g．149）。僅かに、アヒメスを持

つことが、この正面とミチョアカン様式をつなぎ止めている。これはいわばミチョアカン

様式と古典・マニエリズム様式の折衷、もしくは一方から他方への移行を示しているとい

えよう。湖水地域では、1619年の年号が正面に刻まれたツインツンツァンの病院の屋

外礼拝堂（軸．108）に、やはり古典・マニエリズム様式の影響をみとめることができる。

1610年に完成したバリヤドリッドのフランシスコ会修道院教会堂正面や、1603

年ころ天井を架けるところまで工事が進み、おそらく1620年に完成した同じくバリヤ

ドリッドのアダスティン会修道院教会堂正面も、平滑な曲面を見せるコリント式円柱とエ

ンタプラチュアからなるオーダーの中に、古典的表現を持ち合わせている（丘gs．145，146）。

ただし、アダスティン会のそれは、明確なエンタプレチュアを持ち、オーダーの構成が明

確で、戸口の左右に2本づつ配された円柱の間には、楕円形の開口部が設けられていて、

マニエリズム的特徴が明らかである61。それに対して、フランシスコ会のそれはエンタプレ

チュアが不鮮明でかつ正面の壁面全体を横断しており、古典的オーダーを構成しようとす

る意識は希薄である。2対のコリント式円柱も基部が高く柱の部分は非常に短くなってい

る。また、ミチョアカン様式の特徴である帆立貝の装飾や、入口アーチの装飾やわき柱の

柱頭が、ミチョアカン様式の影響を色濃く示している。

61バリヤドリッドの東50キロメートルほどのウカレオでは、1603年以前にアグステイン会
が修道院教会堂を完成させているが、この教会堂正面の入り口アーチと、その周囲の2対

の円柱ならびにエンタプラチュアは、バリヤドリッドのアグステイン会のそれと殆ど同じ
である。ただし、ウカレオでは上部の窓にもうひとつ同じ構成のオーダーが配されている。
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2．タラスコ地域の古典・マニエリズム様式

シエラのアダスティン会修道院教会堂

アグステイン会は、上述のように、16世紀末から17世紀初頭にかけてバリヤドリッ

ドやその周辺の修道院に古典・マニエリズム様式を積極的に取り入れた。同会が1575

年からシニラの宣教に加わったことにより、この様式はタラスコ地域の先住民村にも普及

する結果となった。

同会がシニラで担当したのは、主邑をシロスト村に置くドクトリーナであった（地図7）。

1590年、シロストの修道院付属教会堂の再建が始められ62、工事は1608年以前に完

了した63。現存する教会堂正面は、この時建設されたものと考えられる（丘g．147）。入口アー

チの両側にそれぞれ二本ずつ円柱を配する構成が、同じ頃バリヤドリッドで建設されてい

たフランシスコ会とアダスティン会の修道院教会堂とよく似ているからである。ただし、

シロストでは、ドーリア式円柱に縦溝が彫られ、中間には帯状の装飾が挿入されている。

また2本の円柱の間には帆立貝も配されていて、ミチョアカン様式の影響がみとめられる。

当時、シロストのドクトリーナの訪問村であったパランガリクティーロでも、シロスト

と平行して教会堂の建設が進められていた。1605年に完成する3身廊のこの教会堂は64、

1862年になっても、「広く、堅固で、幾ばくかの優美さを備え」「ミチョアカンのシニ

ラの中で最も素晴らしい」ものであった65。しかしながら、この建物は19世紀末に新しく

建て直され、今となっては1605年当時の姿を知ることはできない。建て直された教会

堂の方も、今は1940年に大噴火を起こしたパリクテイン山の溶岩の下に半ば埋もれて

いる。推測の域を出ないものの、シロストとの密接な関係から、1605年に完成したパ

ランガリクティーロの教会堂正面が古典・マニエリズム様式の特徴を有していたとするこ

とは、それほど無謀なことではなかろう。やはりシロストの訪問村であったサン・フェリ

ーペ・デ・ロス・エレーロスの教会堂は、19世紀初頭（18］ほ年）に再建されているが、

教会堂正面の石段に1602年もしくは1603年と読める年号が刻まれており、それと

62AGN，Indios，VOl．4，eXpS．13，246．
63教会堂は修道院長セバスチアン・トラシニラの手で、修道院のほうはそれより後任のデ
イオニシオ・ロブレドによって完成したとされている。1608年にディオニシオ・ロプ

レドが没するので、両者の完成はそれ以前である。その後教会堂は火災にあい、1664

年頃に再び建て直される。GuadalupeRomero，OP．Cit．，PP．95・96；RdbertoJaramillo

Escutia，ム郎β卯βと由8g（お肌の虐めJ段紗J舵上月d助成用∂血如（ねmβp澗l融通，
M6Ⅹico，PontificiaUniversiidad，1991，PP．51，114．

64GuadalupeRomero，OP．Cit．，P．95．
関Ibid．
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旧教会堂の建設年代とを関連づけることが可能であろう。

シロストのドクトリーナにはもうひとつ、古典・マニエリズム様式の教会堂正面をもつ

村がある。サカンである（丘g．148）。この教会堂正面のアーキトレープには、アグステイン

会が布教に携わる以前の1560年という年号が刻まれている。もしこの年号が教会堂の

完成を示すものであれば、この教会堂正面はミチョアカンにおける古典・マニエリズム様

式の最も初期の例となる。バリヤドリッドやシロストのアダスティン会教会堂正面と比べ

て、サカンの場合は入口の両側に簡素な円柱が一本ずつ配されているだけである。入口ア

ーチ上の窓の装飾は、1620年頃に完成したバリヤドリッドのアダスティン貧のそれと

ばば同じである。これは、サカンではこの部分が1620年以降にバリヤドリッドを真似

て付け加えられた、もしくは作り直されたことを推測させる66。

このように16世紀の末から17世紀初頭にかけて、アダスティン会はシエラで修道院

と教会堂の建設にかなりのエネルギーを傾けていたようである。その建築活動が、シニラ

に古典・マニエリズム様式の教会堂を持ち込む上で何らかの役割を担ったことは確実であ

る。

アウイランとヌリオ

シニラの先住民村落にはその他にいくつかの古典・マニエリズム様式の教会堂正面が残

されている。アウイランとヌリオの例である（地図4）。両村とも16世紀と17世紀、アラ

ンサのドクトリーナに属していた（地図7）。この2つの村の教会堂正面はいずれも、円柱と

エンタブラチュアによって囲まれた古典・マニエリズム様式である67（丘卵．150，151）。両者

とも、柱頭と幾何学的線刻以外には全く浮き彫り装飾を持たない。入口アーチの周囲に1

対の円柱を備える構図は、サカンのそれと同じである。アウイランでは入口上部の小窓は

長方形で、その左右には、入口を飾る円柱を縮小したような1対の円柱が配されている。

その上に中央が開いた破風、さらにその上に聖母像を安置する壁轟（へきがん）が乗せられて

いる。ヌリオでは、上部の小窓はやはり長方形であるが、これは創建当時のものではなく、

19世紀に作り直されたもののようである68。幸いなことに、この2つの教会堂正面には建

66サカンの教会堂はアグステイン・デ・フイゲロア（1619・1694）によって再建されている。

FrayNicolAsNavarrete，0．S．A．，励ぬヱ由血点伽血C由AgUg地点くね飽刀肋ね（ね
7bkDtit20db肋oacin，M6Ⅹico，EditorialPorrda，1978，tOmOI，P．716．
67アウイランには葉模様を彫った柱頭を持つコリント式円柱、ヌリオでは、周囲を線刻で
縁取りされたコリント式の半円柱の付け柱が用いられている。

68創建当時この窓がアウイランやサカンのような方形であったのか、それともアヒメスで

あったのか、今となっては知るよしもないが、もしアヒメスであったなら、この正面はハ
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設年代を知る手掛かりが残されている。アウイランでは、壁轟（へきがん）の下部に1626

年の年号が刻まれ、ヌリオではアーキトレープに1639年、正面右側の壁に1677年

という年号が刻まれている69。

これまでの調査によれば、「渓谷」と「湿地」の両地域には、古典・マニエリズム様式の

影響がみとめられる教会堂正面の例は存在していない。先にみたいくつかのアダスティン

会修道院教会堂正面の例を除けば、タラスコ地域の先住民村落に現存する古典・マニエリ

ズム様式の教会堂正面の例は、ここに見たアウイランとヌリオの例にほぼ限られている。

その建設年代とそう変わらない16世紀末から17世紀初頭、タラスコ地域の多くの村で

ミチョアカン様式の教会堂正面が建設された。なぜ一方がミチョアカン様式を、他方が古

典・マニエリズム様式を選んだのであろうか。

第三節　建設年代の検証

1．史料

16世紀の末に形をなしたミチョアカン様式が、その後周囲に影響を及ぼし始めたこと

は想像に難くないものの、時期を確定するための史料はごく僅かである。ミチョアカン様

式の正面をもつ先住民村の教会堂で、唯一建設年代がはっきり分かっているのは、入口ア

ーチに1606年の年号が刻まれているパックアロ湖畔のウリチョ村のケースである他訃

116）。シエラと渓谷地域では、現在のところミチョアカン様式の教会堂正面に建築年代を示

すような年号が刻まれた例は知られていないし、建設年代を明示する文献史料も発見され

ていない。とはいうものの、間接的文献史料はいくつかある。1619年、1631年、

1649年そして1680年から1681年にかけ作成されたミチョアカン司教の教区巡

察記録である。1619年のそれは、「ミチョアカン司教パルタサール仔rayBaltasaでde

Covarrubias）により国王へ向けた1619年9月20日付けのミチョアカン司教区報告

書」70と題されており、1631年のそれは、司教フランシスコ・デ・リベラ伊ray恥anciseo

コーナのアダスティン会修道院教会堂正面同様、ミチョアカン様式と古典・マニエリズム

様式の折衷の例となろう。

69NellySigaut，“EIcielodecolores，”enParedes（direcci6ngeneral），ALquhectumy

e邸adbgOC由ヱp．279．

70一一Relaci6nde10bispadodeMichoacandirigidaalReyporelObispoBaltasar，fechada

e120deseptiembrede1619，”enErnestoLemoine，1砲脇dbhdTMhEd由450a励S．
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deRivera）の命により行われた司教区巡察報告書71、1649年と1680年から81年に

かけての記録は、それぞれ、司教マルコス・ラミレス・デ・プラド（FrayMareosRamirezde

Prado）のためにフランシスコ・アルナルド・イサッシが1649年に作成した報告書72、1

679年4月21日付けのスペイン国王カルロス2世の勅令により、1680年7月7日

にミチョアカン司教フランシスコ・デ・アギアール・イ・セイハス（FranciscodeAguiary

Seijas）が出した命令に応えて各教区の司祭が提出した報告書である73。これらの報告書は、

当時在俗教会が担当していたタラスコ地域内のシニラの3教区に特に大きな関心をはらい、

他の教区よりも詳細な記述を行っている。そこで、主としてそれらに依拠しながち、シニ

ラ3教区でのミチョアカン様式教会堂の建設年代の検証を試みることにする。上記4つの

報告書は以後幾度となく参照されるので、出典は年号のみにて示すこととする74。

ここで検討するシニラの3教区とは、アランサ村を主邑とするアランサ教区、これに隣

接しセビナ村を主邑とするセビナ教区、そしてこの両方の教区に接しカバクアロを主邑と

するカバクアロ教区である（地図7）。これらの教区は当初フランシスコ会が担当し、ドク

トリーナと呼ばれていた。ドクトリーナとは、16世紀に先住民布教のために修道会が設

立した宣教村（主邑と属邑からなる）のことで、この呼称は村が在俗教会の担当に移って

からも、しばらくの間同じ単位に対して用いられつづけた。17世紀に入ると、この呼称

は、教区司祭が受け取る奉禄を意味するベネフイシオ払ene丘cio）や、地区を意味するパルテ

ィード毎artido）に代わられるようになる75。事実、本論で用いる1619年の報告書ではこ

の集落の単位をドクトリーナと呼び、1631年と1649年のものではベネフイシオ、

1680年81年のそれではパルティードと呼んでいる。混乱を避けるため、本論では1

7世紀の叙述においては一貫して「教区」という名称を用いる。

17世紀、アランサ教区は、アランサ村を主邑とし、ポマクアラン、パラチョ、チェラ

仇槻動融鱒四m甜鮎如ぬ市郎7・J吻Morelia，Mich．，EditodaldeMorevallad0，
1993，pp．168・169．

71Ram6nL6pe2；Lara（notapreliminar），EI物βdbdb肋oacdnenel廃血m
hAzmeit2肋（おben動pzLebhsybDgUaS，Morelia，Mich．，FimaxPublicistas，
1973，pp．97・100．

72YsasSyiOp．Cit．，pp．151・157．
73AlbertoCarrilloCa2；areS，肋a虔CdneDeIotojbdd度なあXV7TM6Xico，COLMICHy
EIGobiernOdelEstadodeMichoaca．n，1993，PP．327，335・345，431・432．
74本論で主として参照するこの4文献は、ミチョアカン司教座の文書館に収蔵されてきた

ものである。これらは同時代の記述という意味で最も信頼できる史料である。その他に、
各教区教会堂に付属する文書館の史料が利用できるが、それらは、19世紀以降のものが

ほとんどで、整理の状態も良好とはいえない。調査時間の制約で、教区文書館を調査する
ことはほとんどできなかった。唯一ナワッェンの教区文書館のみ、概略の調査を行った。

75Le6nAlanis，Op．Cit．，p．154．
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ンアツイクリン、コルーポ、コクチョ、タナコ、ヌリオ、アウイラン、ウラビチョを属邑

とする全9村からなっていた。セビナ教区は、主邑セビナと属邑ナワッェン、チェラン、

コマチュエンの4村、カバクアロ教区は、主邑カバクアロと属邑キンセオ、アランテバク

ア、トウリクアロの4村からなっていた76。第一節であげたように、これらの村のほとんど

にミチョアカン様式の正面をもつ教会堂や礼拝堂が現在も残っている。その密度はタラス

コ地域中随一であるが、建設年を刻んだ碑文や銘文などが残っている例はひとつもない。

2．事例の検証

（1）アランサ教区

アランサ

先述の4つの報告書といくつかの付随的な史料とによって、教区教会堂の変遷を最も厳

密にたどることができるのがアランサ教区の主邑アランサの場合である。1619年の記

録では、アランサの教会堂に関して「アランサのドクトリーナの3柑（アランサ、パラチ

ョ、ポマクアラン）はセビナのドクトリーナの3村（セビナ、チェラン、ナワッェン）の

教会堂と同様のadornoとriq眠Zaを備えている」と述べられている77。adornoは一般的に

装飾（品）を意味するが、ここでは、祭服という意味にとることが適当かと思われる。riqueza

は富という意味であるが、銀製の祭具などを指していると考えられる。

当のセビナ教区3村の教会堂についての記述は以下のようなものである。「これらの村

（セビナ・チェラン・ナワッェン）には非常に壮麗で、ブロケードや上質生地の祭服ならびに、

沢山の銀製品（祭具）を備えた教会堂が3つあり、いずれも大聖堂に匹敵するほどだ」78。

ここから、1619年当時のアランサ教会堂は、セビナに劣らぬ高価な祭服や銀製祭具を

備え、テクストには明言されていないものの、その豊かさからして、教会堂自体もセビナ

761619年の記録と1631年の記録にはこの他にアランカラクアとサント・トマスの

2村の名があげられているが、1631年時点でサント・トマスの村民はほとんどナワッ
ェンに移り住み、村には一人の戸主しか残っておらず、アランカラクアには7人の戸主が

居住しているに過ぎなかった。また、この年、コマチュエンは正式にはカバクアロのドク

トリーナに属するものの、実際にはセビナの司祭が担当し、教区収入はそちらが受け取っ
ている旨が付記されている。その後アランカラクアとサント・トマス村は消滅し、現在は

存在していない。

77“‥．YenlasigleSiasdeloBtTeSPrimeroSPueもloshayelmesmoadornOyrlqueZaque

enlastresdeSivinan．，，

78“．．．EnestoSPuebloshaytresiglesiasmuysuntuosasyadornadasdeornamentosde

brocadoytelaymuchaplatalabrada，queCualquieradeellasplldieraservirde
catedral…，，
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教区の3村に匹敵する壮麗なものであったと解釈するのが妥当であろう。

その7年後の1625年に作成されたある文書の中で、以前にアランサの助任司祭を務

めた経験を持ち、当時はパックアロの司祭であった人物が、アランサ教会堂を、ミチョア

カン地方で最も立派な教会堂のひとつであると評している79。さらに、1631年の記録で

は、アランサの教会堂は良好な状態仏uen estado）であると記され、1649年の記録でに

は、同じ教区の他村の教会堂をも含めて「みごとな建築で（muybien払bricadas）、たくさ

んの祭服と銀製品を備えている」と記している。1681年になると、石と士でつくられ

たアランサ教会堂は、昔風の立派な装飾を有している払ienadorna血aloa卯．ti印0）ものの、

度重なる大地震のため、壁は傾き、亀裂がはいり、「はげ落ちて」（desmentidas）崩壊の危

機に瀕していると記されている。1702年、ミチョアカン司教の命で作成された報告書

によると、アランサではその14年前から教会堂が閉鎖されており、ミサはこの村の病院

礼拝堂で執り行われていた80。1717年、司教トウルヒーヨ・イ・ゲレロ（Fe馳eIgnaeio

de取両inoyGuerrero）が訪問した際、教会堂はすでに崩壊していた81。

この教会堂が再建されるのは1764年のことである。1765年の記録によれば、ア

ランサにはその前年に献生されたばかりの非常に新しく「大変に手入れの良い」（muy

decente）教会堂があり、当時塔が建設中であった。このときアランサが所有していた3つの

鐘のひとつは、重さが20キンタル（1キンタル約46キロクやラム）余りもある、シエラで最

も上質で響きの良い鐘であった。あとの2つはそれぞれ8キンタルと4キンタルであった。

また香部屋も新しかった82。1789年には、この教会堂の石と土の壁が修理されたばかり

であると記されている83。

以上を総合すると、次のような推測が成りたっであろう。1619年、アランサ村には

セビナの教会堂に匹敵する壮麗な教会堂があった。1625年にミチョアカン地方で最も

立派な教会堂のひとつであると形容されたアランサの教会堂は、1619年のものと同じ

建物であったと考えられる。わずか6年の間に、従来の教会堂をそれに劣らず壮麗なもの

に建て替えることは、アランサにとって大き過ぎる負担と思われるからである。1625

79AHMM，α血加的l砲血刀仁由ア朗伊e磁加，お箸毎MU朗Jァ0ム励加わ
叩β血血わ，Caja5，eXp．2，Sin鮎lian
80AHMCR，Diboce朗nq仇，bjbmq陽ta昂h肋eq鞄血XTmcaja490，eXP．1，Sin
払liar．

81AHMCR，臨月q肋Ⅶq仮払昂肋eち鞄血斉昭花C如a491，eXp．8，
最）ls．81・85．

820scarMa2；inG6me2：，mgmn肋閥Cdn，Morelia，Mich．，COLMICHyEIGobierno
delEstadodeMieboacan，1986，pp．365・366．

83血軍eα血0化怨ろp．79．
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年の同じ文書に、属邑のチェランアツイクリン村から慣習としてアランサ村の教会堂、病

院、メソン（宿駅）へ提供されている労役が継続されないのならば、アランサ村は人口減

によって放棄を余儀無くされるであろうと語られている。これはアランサ村がなんらかの

理由で当時深刻な人口減にあったことを示すもので、この村がもはや新しい壮麗な教会堂

を建設する能力を有していなかったことを傍証している。同じ理由で、1631年に良好

な状態にあり、1649年にみごとな建築と称され、1681年には崩壊寸前にあった教

会堂はいずれも1619年までに建設されていた建物であると考えるのが妥当であろう。

この推論は、1681年の記録で教会堂の装飾について、当時の感覚ではすでに古風なも

のになってはいるが、往年の華麗さを残す立派なものであると評されていることとも矛盾

しない。この教会堂は1688年から閉鎖され、1717年以前に崩壊してしまい、漸く

1764年に再建された。さらに1789年の直前に壁の山部が修理された。

ここで問題となるのは、1764年に再建された教会堂が、それ以前の教会堂正面の形

態をどの程度まで踏襲したかということである。現在のアランサ教会堂正面には、入口ア

ーチの周囲をくっきりとした劉形84で囲む明確なアルフイスがみとめられる（丘g．125）。アル

フイスの内側にはこれにそって小花の浮き彫りが並び、左右の三角小間向かぬ）（アルフイ

スとアーチに挟まれた三角形の部分）には、それぞれ4種類の花の浮き彫りが埋め込まれ

ている。アーチのわき柱qambaS）は、ほぼ無装飾の平板な切り石で作られ、せり元

（impostd85にだけ、アルフイスと同様の剖形と小花が浮き彫りされている。向かって左側

のわき柱には、どこかから移したと思われる、植物を浮き彫りにした縦長のブロックが埋

め込まれている。最も目を引く装飾は、アルフイスの外側左右の壁面に埋め込まれた、大

小の帆立貝と花の浮き彫りである。アルフイス上部の方形の窓は、19世紀の改築による

もので、これは元々ア七メスであったと推測される。現在塔の上部に埋め込まれている帆

立貝の浮き彫りや壁轟（へきがん）は、もともとアヒメスの周囲とその上を飾っていたものと

考えられ、1764年の再建時に撤去された後、ここに移されたものであろう。

もし1764年の再建時に、教会堂正面が完全に造りなおされたのであれば、1764

年という年代を考慮すると、そこには多少ともその時代の様式であるバロック様式の影響

が表れたであろう。ところが、現存する正面入り口の装飾にはミチョアカン様式の特徴が

はっきりと残っている。このことは、再建時、それ以前からこの教会堂正面を飾っていた

石の浮き彫りの大半が、そのまま積み直されて用いられたことを示している。再建以前に

84凹凸のある輪郭をもつ装飾的な形。天井隅（天井と壁がつくるアングルのこと）や甲板

縁などに用いられる。
85アーチの起扶部を支持する部材。
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は、おそらく聖像を安置した壁轟（へきがん）を備え、もっと多くの帆立貝の浮き彫りに飾ら

れた一層華麗な姿であったと想像できるものの、この教会堂正面入り口の装飾は、実際は

再建というより修復されたといったほうがよいであろう。このことを傍証する事実として、

アルフイスの向かって右側が多少小さくなっており、下のわき柱との継ぎ目があっていな

い。これは、石材の積み直しの時の不手際によるものと考えられる86。

正面入り口の装飾が修復にとどまったのに対して、この再建で完全に造りなおされたの

が、正面の壁の最上端である。形状を、17世紀まで一般的であった三角形の切り妻式か

ら、バロック風の混合曲線に変えている87。ミチョアカン様式が踏襲されたとはいう．ものの、

17世紀の前半においてミチョアカンで最も美しい教会堂のひとつと形容されたアランサ

教会堂の現在の姿は、創建当時の豪華さをとどめているとは思えない。17世紀末から続

いた放置状態の中で、どれだけのものが失われたのか、また1764年の再建で実際には

どのような変更を被ったのか、その詳細は分からない。

アランサ村は「カルバハル巡察録」にもアランハ仏ranja）として名を連ねる、先スペイン

期からの重要な村落で、『ミチョアカン報告』にも、君主を頂く集落として言及されている

88。スペイン人による征服の後は、フアン・インフアンテのエンコミニンダに組み入れられ、

その宗教上の主邑として重要性を維持した89。これは、アランサが16世紀の早い時期に集

住化され、スペイン支配下の先住民集落としての形態を整え、村の重要性にふさわしい教

会堂を有していたことを示唆している。そのような訳で、1619年当時アランサにあっ

た教会堂は、それ以前に存在した教会堂を建て直したものであると考えてほぼ間違いない。

建てなおされる以前の青い教会堂の正面は、ウルアパン病院に残るような早期プラテレス

86Guti6rrezEquihua，OP．Cit．，P．86．

87左側のわき柱に埋め込まれた植物の浮き彫りも、1764年か19世紀、いずれかの工

事の際に再利用されたもののはずであるが、それがどこから移されたものなのかの特定は
難しい。アンへル・グティエレス・エキクアは、これがアヒメスの柱であったと推測して

いる。GutirrezEquihua，Op．eit．，p．86．しかし、この浮き彫りがツルムタロの教会堂正面
に埋め込まれている浮き彫りと非常によく似ていおり、ツルムタロでは、アヒメスが残さ

れていることから、16世紀にこの村に存在した教会堂の浮き彫りの一部が、ミチョアカ
ン様式での教会堂正面の建設が行われた際に再利用され、それが再び受け継がれたもので

はないかとの推測も可能である。

88BenedictWkrren，LamL2quゐ由db血oB壷1521・1瑚Morelia，Mich．，Fimax
Pub五ciStaS，1977，pp．100・101．「カルバハル巡察録」ならびに『ミチョアカン報告』につい
ては本論第五章第二節の2・3参照。アランサ村にほど近いシクイラン山の山麓には、ウ

エラティロもしくはラス・トロハスの名で知られ、紀元1400年以前に建造されたもの

と考えられているヤカタ（神殿の基礎部分）の跡が現在も残っている。G血iむrezEquihは，
Op．Cit．，pp．27・28，64・65．

89本論第七章・第八草参照。
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コ様式で飾られていたのではなかろうか。いかなる必要性に迫られて、16世紀末から1

619年までの間にアランサの教会堂は壮麗なものに建て直されたのか。その間題につい

ては第二部で扱いたい。

ポマクアラン

アランサの教会堂建築年代をふまえて、その他の先住民村の教会堂建設年代についても

推測を試みたい。まず、アランサ教区9相の中で、アランサにならぶ中心集落であったポ

マクアラン村の場合を見よう。アランサ教区では、変則的に教区（宗教上）の主局とエン

コミニンダ（世俗）の主邑が異なる集落に置かれており、アランサが教区の主邑であった

のに対して、ポマクアランはエンコミエンダの方の主邑であった。この村の教会堂正面も、

アランサに劣らぬ典型的なミチョアカン様式の特徴を備えている（丘g．127）。

この教会堂は最近まで病院礼拝堂と考えられていた90。この聖堂と同じ敷地の中に、アト

リオを挟んで村人が現在もオスピタル（病院）とよぶ建物と幾つかの小部屋からなるL字

型の棟があり、この聖堂が病院礼拝堂であってもおかしくない建物の配置をしている。と

ころが、最近のシエラの病院礼拝堂調査で、この建物は病院礼拝堂としては規模が大きく

装飾性が高いことから、19世紀になって再建された教区教会堂であることが明らかにな

った91。この聖堂の正面右側に刻まれている1860年の日付が、再建の時期であると思わ

れる92。この時アランサ同様、正面入り口周辺は古い教会堂の浮き彫りを活用して修復され、

アルフイスと帆立貝が際立つミチョアカン様式が復活したものであろう。ここでも入口ア

ーチ上の小窓は方形に改造された。アランサの再建と異なるのは、正面最上端のシルエッ

トが混合曲線にされなかった点である。バロックの時代が終わり、シンプルさを尊ぶ新古

典主義の時代に入っていたからであろうか。

ポマクアランの教会堂は、先述のように、アランサ教区で1619年に立派な教会堂を

90というのは、1681年ポマクアランの教会堂は崩壊寸前で、その後崩壊してしまうと、

1789年ミサはまだ病院礼拝堂で行われていたからである。血即eα滋払OCび血刀p．86．現在
ポマクアランには聖堂はひとつしかないが、それがこの病院礼拝堂だと考えられてきた。

91C6saryGuti6rrezEquihua，OP．Cit．，PP．315，320，328．
92この聖堂が再建された教会堂の方だとすると、1789年に存在していた病院礼拝堂は

消失したのであろうか。むしろこの礼拝堂は、聖堂と呼ぶには余りに小さな小部屋であっ
たと考えるのが妥当であろう。先述のように、現在、村人共同の煮炊きの炊事場としてオ

スピタルと呼ばれる建物が残っているが、その特徴は「聖ミカエルの絵図を奉ずる主祭壇

があるだけの、見苦しいbocodecente）小さな礼拝堂を教会堂として用いており、香部屋も
無い。祭具類はひとつの箱に収められている。」と記した、1765年の記録に合致してい

るからである。C毎aryGuti6rrezEquihua，OP．Cit．，p．320；Mazin，OP．Cit．，P．370．
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有していると記されている教会堂のひとつであった。そこで、アランサでの推測を基に、

ポマクアランにおいても1619年当時、教会堂はすでにミチョアカン様式であったと考

えたい。1586年ミチョアカン地方を訪れたフランシスコ会巡察官一行が残した記録に

は、道中この集落の司祭館に宿泊したことが記されており、この時村に教会堂が存在して

いたことは明らかであるが、教会堂についての言及はない93。これを、教会堂がごく凡庸な

ものであったためと解釈すれば、ポマクアランの教会堂は1586年から1619年まで

の間に、ミチョアカン様式の立派なものに建て直されたと考えることがきる。

パラチョ

アランサ教区で、1619年に立派な教会堂を有していると記されているもうひとつの

村がパラチョである。アランサとポマクアランが先スペイン期から存在した古い相であっ

たのに対して、パラチョには征服後に他所から移住してきたという伝承があり、現在の場

所に居を定めたのは、先の2村よりも遅れてのことであったと考えられる94。上記フランシ

スコ会巡察官一行が、1586年アランサからポマクアランに向かう途中この村を通過し

た際、子供をつれたたくさんの先住民女性が巡察官を出迎え、祝福を願ったと記されてい

るので、この時パラチョ相はすでに現在の場所に移っていたと考えられる。パラチョの教

会堂は1917年ころメキシコ革命後の内乱によって破壊され、建てかえられた。しかし、

破壊前に撮影された写真から、それがアルフイスとアヒメスを持つまざれもないミチョア

カン様式であったことがわかる（丘g．126）。この教会堂正面も1619年までにミチョアカ

ン様式で建設されたものが、アランサの例同様、後に修復され、現在までその姿を維持し

たのではなかろうか。

タナコ、チェランアツイタリン、コクチョ

アランサ教区で、1619年に教会堂について言及があるのは上に見た3村だけである。

その他の村の教会堂については、1649年の記録を待たなければならない。1649年

になると、この教区の全村で、石と土で造られた大変に良い教会堂を有していると記され

るようになる。それらについて見てみよう。

まず、タナコの教会堂正面である。ここでは、後に付け加えられた装飾にもかかわらず、

入り口アーチやアヒメスにミチョアカン様式の典型的な構成をみとめることができる（軸．

98CiudadReal，Op．Cit．，tOmOII，p．81．

94CruZRefugioAcevedoBarba，etal．，肋とおh腸se由乃mぷ喝ULZRBdhkik
estmctzzmIM6Ⅹico，UM，1982，PP．29・36．
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129）。チェランアツイクリンの教会堂正面では、入口アーチ全体を囲む、左右1本づつの

大きな飾り円柱とそれらをつなぐ剖形が目をひく。さらに三角小間には帆立貝の浮き彫り

がみとめられる。これらは明らかにミチョアカン様式の特徴である（軸．130）。ここでも入

口上部の小窓は方形に造り直されている。コクチョ村には、現在やはりアルフイスとアヒ

メスを組み合わせたミチョアカン様式の教会堂が残されている（軸．128）。このように、ア

ランサ教区では全9村のうち6村でミチョアカン様式の教会堂が造られたのであった。

アウイラン、ヌリオ、クラビチョ

アランサ教区を構成する9村のうち残るのは、アウイラン、ヌリオ、ウラビチョである。

すでに見たようにアウィランとヌリオの2村には、ミチョアカン様式ではなく、古典・マ

ニエリズム様式の教会堂正面が建設された他gs．150，151）。ウラビチョ村の教会堂もメキシ

コ革命後の内乱で破壊され、現在は学校に建てかえられている。旧教会堂の入口アーチだ

けが学校の入口として残づているが、それだけではかつての教会堂正面の姿を推測するこ

とは難しい（丘g．152）。しかしながら、村人の言葉によれば、この教会堂正面はヌリオのそ

れに似ていたということで、古典・マニエリズム様式であった可能性が高い。

（2）セピナ教区

セビナ

セビナ教区を構成する、セビナ、ナワッェン、チェラン、コマチュエンの4村の内、1

619年の記録では、コマチュエンを除く3つの村に、大聖堂にも匹敵する立派な教会堂

があると述べられている。まず主邑のセビナだが、この相は先スペイン期からの重要な集

落であり、征服後もエンコミエンダの主邑となって、16世紀を通じて重要性を維持し、

1585年にはまだ「大きな集落」と記されている9㌔　ところが、1619年には人口の減

少が著しくなっていた。伝統的に重要な村落であったにもかかわらず、17世紀にはいっ

て衰退が進行した点で、セビナとアランサはよく似ている。

現存するセビナ教会堂正面には、1619年に大聖堂にも匹敵する教会堂と形容された

面影はないものの、アルフイスや帆立貝など、ミチョアカン様式の特徴をみとめることが

できる（五g．124）。先に述べたようなセビナとアランサの主邑としでの盛衰の類似点も考慮

すると、セビナの教会堂正面の変遷は以下のようなものであったと推測される。すなわち、

1619年に非常に壮麗であると記された教会堂は、ミチョアカン様式であった。この建

95CiudadReal，Op．eit．，tOmOI，p．27．
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物は、1649年には、天井の完成にまだ少し時間を要するものの、大変に立派な教会堂

であると形容されている。そして、1681年には、度重なる地震による深刻な被害のた

め、「石づくりの非常に興味深い正面」（depiedralabradamuycuriosa）は崩壊しており、

当時修復中であった。アルフイスや帆立貝の浮き彫りなど、ミチョアカン様式の基本的特

徴を残す現在のセビナ教会堂正面の姿は、この修復の際、旧教会堂のものを利用して作り

上げられたのであろう。1765年にこの教会堂は「新しく、ちょうど良い大きさである」

（deproporcionadotama丘0）と記されていることから96、修復の完了までにはかなりの年数

がかかったか、その修復が完了した後、再度の修復が行われたものと考えられる。。おそら

く、1765年までにアランサ同様、正面の最上端がバロックの浪合曲線に直されたもの

であろう。その後1862年の改修で、窓が方形に変えられたと思われる。この改修の年

号は、教会堂正面の最上部に刻まれている。

チェラン

1619年の記録にあるチェランの教会堂は、1681年以前に壊され、この年村には

新しい教会堂が完成していた。この新しい教会堂も、1765年には半分以上が崩壊寸前

で、村では教会堂を再建するために資金を集めていた97。このように、チェランでは17世

紀以来2回教会堂の再建が行われた。現在の姿にはミチョアカン様式の残存は全くみられ

ないので、この教会堂が1619年当時ミチョアカン様式であったのか、それともそれ以

外の様式であったのかはわからない。

ナワッェン

16世紀にセビナのエンコミニンダの1属邑にすぎなかったナワッェンは、17世紀に

経済力をつけ、この世紀の後半にはセビナに代わって、教区の事実上の主邑となった。現

在のナワッェンの教会堂正面は19世紀に造りなおされた新古典様式で、そこから161

9年当時の姿を知ることはできない（軸．138）。

1619年に立派な建物と記されたナワッェンの教会堂は、別の文書から、当時完成ま

もないか、完成まぎわであったことがわかっている98。さらに現存する石づくりの塔には、

96Mazin，Op．Cit．，p．322．
97Ibid．，p．320．

981867年、ナワッェン教会堂側壁入口の枠の上に、雨にさらされて朽ちかけた梁があ

り、そこに「1621年1月26日、その横木higわは、この寺院が建設された時に設置さ
れ、側壁扉の梁（llavedelaspuertasdelcostado）として用いられていることを書き記す。
1621年1月26日」という文句が記されていたという記述が存在する。Archivo
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基部に1638年、頂部に1644年の年号が刻まれており、1630年代から40年代

にかけて工事は塔へと進展していたことがわかる。1649年の記録では、教会堂は「大

変美しく、かつ大きくて、みごとな油絵で描かれた木製天井の交差部と、‥．非常に高い塔

を有している」と評されている。1681年にも、この教会堂は大変立派なもので、天井

全体が金を使って彩色され、洗礼所の木造りの柵にも大変巧みな造作と彩色がほどこされ、

石づくりの塔を有していると記されている。この同じ記録には、それらは全て、この相の

病院が、繁盛する革なめし所を所有していた時代に作られたものであるとの注釈が加えら

れている。

1765年この教会堂は、「アドべづくりで交差部を持ち、木製天井は新しく、非常にき

ちんとしている。…　この教会堂は、所有する銀製品の多さと、建物の美しさbdm卯08a

臨brica）ゆえ、シニラの中で最も豊かなもののひとつである」と記録され99、1789年に

は「広々とした一身廊で、‥．内陣天井kimborio）には金箔をはった到形を持つ昔の彩色木

製天井を残している。…．屋根はテハマニル（木製瓦）製で、壁は石と士。全体の状態は

良好で、特に石づくりの塔はしっかりとしている」と描写されている100。

以上のことから、1619年当時ほぼ完成していたナワッェンの教会堂は、17世紀の

中頃、天井の彩色や石づくりの塔などの工事が進められ、いっそう壮麗なものに整えられ

た後、18世紀には正面にさしたる修・改築を必要とせず存続したであろうことが推測さ

れる。その正面がミチョアカン様式であったか、古典・マニエリズム様式であったかを決

める手掛かりは無いものの、この村が新興の村であったということから、当時、より新し

い様式であった後者を選択したのではないかと想像される。

コマチュエン

コマチュエンの教会堂については、1619年には言及が無く、1649年になって初

めて中庸な教会堂があると記されている。1681年この教会堂には彩色した内陣天井

（cimborio）が架けられていた。現在のコマチュエンの教会堂は新しく建設されたばかりで、

以前の教会堂は廃嘘のまま残されている。この古い方の教会堂も19世紀になって建造さ

れたもののようで、その正面の様式はミチョアカン様式とも古典・マニエリズム様式とも

ParroquialdeNahuatzen（ナワッェン教区文書館），励aⅥmenio昂助chnes；4voIs，
eaja17，1858・1956，加地e畑鹿伽I壷だ由　戯巧恥jadkima．現在この側壁入口は
存在しない。

99Mazin，Op．eit．，p，317．
100血呼eα三壷ocm由れp．76．
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異なるものである。

（3）カバクアロ教区

カバクアロ

カバクアロ教区では、1619年の記録には、主邑カバクアロについても、2つの属邑

キンセオとトリクアロについても教会堂への言及は無い。カバクアロは先スペイン期ウル

アパンの属邑であり、16世紀においても先のアランサやセビナほどの重要性を持たなか

ったことが、その理由であろう。1649年になると、カバクアロの教会堂が「非常に立

派で大きい」という記述が現れる。1680年には「広くて大きい」と記されている。

現在この相には典型的なミチョアカン様式の教会堂正面が残されているが、これは16

19年から1649年の間に建設され、1649年に上記のように記述された教会堂の正

面であったと考えられる伍卵．131，202）。この教会堂も後世の修復を幾度か経験しながらも

101、最初のミチョアカン様式の姿は維持されたといえよう。

キンセオ

キンセオでは1603年から1604年にかけて集住化が試みられている。1631年

の記録では、キンセオはカバクアロの属邑になっている。キンセオにもミチョアカン様式

とみなせる教会堂正面が残っている（軸．132）。1649年キンセオには「用途に叶った」

（razonabld）教会堂があると記されていることから、このミチョアカン様式の教会堂正面も

1649年までに建てられたものであろう。上部のアヒメスは最近になってからの改造で

あるが、入口アーチを縁取る飾り円柱や、帆立貝を変形させた浮き彫り装飾は、1649

年当時からのオリジナルだと考えてよかろう。

トウリクアロ

トウリクアロに関しては、1649年に「先の教会堂が消失し、小さな教会堂がある」

と記されている。1680年には、石と土で造った教会堂があるが、崩壊寸前であると記

述されている。現在この村の教会堂は近代的に改築されているものの、改築以前からのも

のと思われる非常に素朴で小さな教会堂正面がそのまま用いられている（軸．137）。あまりに

101正面入口アーチの要石に1785年の年号が刻まれている。この時、混合曲線の正面上

端が作られた他に何らかの手が加えられた可能性もある。1789年、石と土で造られた

教会堂の壁には亀裂が入りはげ落ち、屋根のテハマニルには所々穴があいて空が見え、昔

の彩色された木製天井も一部がはがれていた。血甲eα読hOC払払ぢp．72．
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素朴なため、この正面の制作年代を推定することは難しいものの、浮き彫り装飾とアルフ

イスには、ミチョアカン様式の影響を見ることができる。

シエラのミチョアカン様式建設年代

シニラ3教区の教会堂正面建設年代に関して、およそ以下のことを結論づけることがで

きよう。これらの教区において教会堂正面へミチョアカン様式が採用され始めた時期は、

16世紀末にエロンガリクアロ、ツインツンツァン、サカブのフランシスコ会修道院教会

堂が完成してから1619年までの間であった。もちろん、村によってその採用時期は異

なるであろう。主邑としての重要性から、最も早期にミチョアカン様式の教会堂正面を持

ったのはアランサとセビナであろう。タナコ、チェランアツイクリン、カバクアロでは1

619年から1649年の間にミチョアカン様式の教会堂が建設された可能性が高い。つ

まり、現在ミチョアカン様式の最も優れた遺産となっているこれらの教会堂正面は、いず

れも16世紀末から1649年にかけて建設されたと考えられる。

「潮水盆地」におけるミチョアカン様式の導入時期は、ウリチョの教会堂正面に刻まれ

た1606年の碑文のおかげで、かなり明確に知ることができる。パックアロ湖周辺の他

の村々に現存するミチョアカン様式の教会堂正面も、おそらくウリチョとそう大きくたが

わない時期に建造されたものであろう。これはシニラで得た結論と矛盾しない。ただし、

湖水盆地の村々の教会堂正面には、ツインツンツァンやサカブよりも建設年代が早いと思

われるエロンガリクアロの影響が濃厚なので、ツインツンツアンからの影響もみとめられ

るシエラよりミチョアカン様式の導入時期は早かった可能性がある。「渓谷」と「湿地」に

ついては、現時点で考証のための手掛かりが乏しく、何らかの信頼すべき結論を出すため

には、さらに史料の発振が必要である。ともあれ、タラスコ地域の中心部を形成するシエ

ラと湖水盆地で、大半の村の教会堂が半世紀に満たない短期間に、ミチョアカン様式の特

徴を備える正面に塗り変えられたという事実は、驚きに値するものであり、このことは、

この時期タラスコ地域で、教会堂の建設ブームとも呼べる状態が引き起こされていたこと

を示している。

第四節　ミチヨアカン様式の持続

1．後続のミチヨアカン様式

・100・



先に見たように1620年代から30年代にかけて、アウイランやヌリオではミチョア

カン様式に背を向けて、当時スペイン人都市やアグステイン会の担当地区で建設されてい

た新しい様式である古典・マニエリズム様式が選択された。このことは、ミチョアカン様式

がその頃にはすでにタラスコ地域において最も魅力的な様式ではなくなっていたことを示

唆する。さらに1681年には、アランサのミチョアカン様式の教会堂正面に対して「昔

し風の立派な飾り付けがされている」という表現が用いられ、この頃までにはミチョアカ

ン様式が過去のものと見なされていたことを物語・つている。

ところが実際は、17世紀前半の建設ブーム以降も、ミチョアカン様式はシエ．ラでもそ

の他のタラスコ族の居住地域でも生きつづけ、タラスコ地域の教会堂正面を飾りつづけた。

例えば、ツルムタロやオクミチョの教会堂正面は、建設時期は不明なものの、ミチョアカ

ン様式の最盛期よりは後の建設のように思われか02他gs．121，135）。修改築の際にも、ミチ

ヨアカン様式の正面を維持するために、石ができる限り元通りに組み直されたらしいこと

は、アランサ、セビナ、カバクアロの例に見たとおりである。クアナホやサン・フェリー

ペ・デ・ロス・エレロースの教会堂正面は、元の石材をある程度利用しつつ、新しい構想

の下で遣り直されているが、アヒメスや帆立貝などの要素が消え去ることはなかった

103（丘卵．122，136）。1805年ごろに完成した、ツインツンツァンのフランシスコ会第三会

礼拝堂（ラ・ソレダー礼拝堂）正面には、修築や再利用ではない全く新しい建設であった

にもかかわらず、ミチョアカン様式が採用されており、この様式の強い生命力をよく示し

ている伍g．123）。典型的なミチョアカン様式の構成を見せるナランハの教会堂正面も、は

1鵬ツルムタロは、1619年バリヤドリッド市のカルメル会修道院で初めて用いられた、

上部の空いた破風をもつことから、オクミチョは古典・マニエリズム様式で用いられるよ
うになったエンタブラチュアの両端の上部を飾る三角錐の飾りから、そのように推測され

る。

103クアナホの教会堂は1695年から1698年の間に再建されている。Esperanza
Ramie2：Romero（coordinadora），偽物dbm00uR2eDtagySitbs（ねh頑血血cuS加，
UMSNHyEIGobiernodelEstadodeMichoacan，1990，P．521．クアナホ教会堂正面がこ
の再建以前からミチョアカン様式であったのか、この時ミチョアカン様式に直されたのか

は不明であるが、この教会堂正面が1801年から1804年にかけて再び遣り直される

前、ミチョアカン様式の特徴を有していたことは確かである。この再建でも、ミチョアカ

ン様式の特徴は、かなり自由な「再解釈」の下維持された。一一Construcci6ndelaiglesiade

Guanaj0，1803，▼一Secci6ndeMicro丘lmdelaBibliotecaNacionaldeAntropologiae

HiStOria，Serie肋oadn，rOllol17サン・フェリーペ・デ・ロス・エレロースの教会堂は
正面に残された1815年の文字から、この年に再建されたと推測される。ここでもアー

チの左右がわき柱によって切り取られるという新しい要素や、アーチの左右のわき柱に新

古典主義の噂好が見られるものの、アヒメスや帆立貝が依然として用いられている。これ
らは前の教会堂正面のものを再利用したものかもしれない。
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っきりとは分からないものの、19世紀に入ってからの建設であろう（五g．140）。ミチョアカ

ン様式は現在も影響力を及ぼしつづけている。クイツェオ湖畔の小村コロは、1950年

代に新しい教会堂を建設したが、その時正面に採用されたのが、再びミチョアカン様式で

あった。ミチョアカン株式は何故これだけ長きにわたって影響力を持続することができた

のであろうか。

2．病院礼拝堂の役割

この疑問に答えをみつけるため、ミチョアカン様式がタラスコ族の中に根をはる上で重

要な役割をになったと思われる病院礼拝堂について、引き続き考察してゆくこととする。

ミチョアカン地方の先住民村落には、16世紀の早い時期から「村の病院」制度が普及

し、キリスト教の下で再編された先住民共同体の中核として機能した。現在も、少なから

ぬタラスコ族の集落において、病院と病院礼拝堂が相の景観の中で欠くことのできない要

素を構成している。それらの病院礼拝堂の正面は、教区教会堂正面に比べると例外なく簡

素である。しかしながら、タラスコ族の教会堂正面におけるミチョアカン様式の影響を論

じる上で、病院礼拝堂正面の重要性は否定できない。というのも、その簡素さにもかかわ

らず、この様式の影響をみとめられるものが少なくないからである。

16世紀タラスコ族の村落に造られた病院には必ず礼拝堂が付属していた。16世紀に

建設された病院礼拝堂で現存する最古のものは、本論で幾度も言及しているウルアパンの

病院礼拝堂であろう（軸8．86，87）。この礼拝堂の建設年代は16世紀半ばにまでさかのぼる。

ウルアパンの病院の強い影響を受けたサカンの病院も、この世紀のものであろう（丘g．154）。

アンガウアンの病院礼拝堂正面には、この礼拝堂が1570年に建設されたことを示す碑

文が残されている（軸．159）。16世紀から存在していたことが確実な病院礼拝堂は、現在

のところこの3例のみである。ただし、セビナの病院礼拝堂も、正面入口アーチを飾る縄

模様やわき柱の玉縁模様、側面入り口アーチ脇柱にみられる四枚花弁の花の浮き彫りなど

が、ミチョアカンでは16世紀に頻繁に用いられたものであることから、16世紀の建設

とすることが可能であろう104（魚卵．98，160）。

17世紀後半、タテスコ族の多くの村がかなり立派な病院礼拝堂を有していることが、

人々の注目を集めるようになっていた。1664年ポマクアランの病院礼拝堂は「‥．建

104例えばウルアパンの病院やタレクアトのフランシスコ会修道院などに用いられている。
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物が非常に興味深い」と形容され105、1681年には「非常に美しい礼拝堂」と記されて

いる。同様に1681年、アランサの病院は「すべて昔の人々の手に成る．‥　非常に興味

深い礼拝堂」を有していた。パラチョもまたこの同じ年、非常に美しい病院礼拝堂を有す

ると記されている。カバクアロの病院礼拝堂については、1680年、身廓と内陣を区切

る内陣アーチ（areo toraカと、金を用いて彩色した木製天井の素晴らしさが記されている。

これらの病院礼拝堂はすでに消失していて、当時の正面がどのようなものであったかを知

ることはできない。

ナワッェンの病院礼拝堂については、その姿を1930年に描き留めた素描が残されて

いる106。それによれば、この礼拝堂正面はアヒメスを備えたミチョアカン様式であった。

この礼拝堂はその後まもなく取り壊されたが、正面の石は、現在教会堂の隣に小さな礼拝

堂として積み直され、保存されている（丘g．161）。そこに刻まれた1660年代と1665

年の2つの年号から、この礼拝堂がその間に建設されたこと、そして、残されたアヒメ．ス、

浮き彫りの数々、円柱などから、もとの礼拝堂がかなり立派なミチョアカン様式であった

ことがわかる。1649年の括写では、ナワッェンの病院は「たくさんの病人を収容でき

る、たいへん大きくて広い建物で、多くの祭服や銀製の祭具を備えた美しい礼拝堂（hermosa

eapilla）」を持っていた。上記のように、この礼拝堂は1660年から1665年にかけて

ミチョアカン様式で建て替えられることになる。1681年、ナワッェンの病院礼拝堂で

は金を用いて木製天井の彩色が行われていた。

ここで、病院礼拝堂の建設と教会堂建設の間に時間的ずれがあることに気付く。タラス

コ地域でミチョアカン様式での教会堂建設が相次いだのは、17世紀初頭から1640年

代にかけてであった。古典・マニエリズム様式での教会堂建設がみられた1620年代か

ら30年代もこの期間の中に含まれていた。それに対して、ミチョアカン様式の病院礼拝

堂が建設され始めるのは、ナワッェンの例では1660年代であり、その形容のされ方か

らミチョアカン様式であったと推測されるポマクアランの病院礼拝堂が注目されたのはや

はり1660年代であった。これは、教会堂の建て直しや修築の間、病院礼拝堂がその代

わりとして用いられ、教会堂の工事が終わった後、その再建が始められたからだと推測で

きる107。

105AHMCR，かわα朗Bq肋bjbmq胤ねらA艮由n晦鞄血Xmcaja56，eXp．6，fo1．46vl
lO6ArchivodelaSecretariadeDesarrolloSocial，Morelia，AntiguoArchivodela

SecretariadeHaciendayCr6ditoPGblico，eXP．155，fo1．16．
107セビナでも、1681年教会堂が修築中であったが、1688年から1700年にかけ
て病院礼拝堂でなんらかの工事が行われたことが、礼拝堂正面に残された碑文からわかる。
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この優先順位は、教区教会堂と病院礼拝堂の性格の違いから説明できる。教区教会堂は

教区の先住民が建設と維持の負担を義務として負うもので、村はまず、その義務を果たさ

なければならなかった108。ところが、病院は聖職者の監督下に置かれたものの、基本的に

は村々の共有財産で、その自治的運営に任されていた。病院とその礼拝堂の建設と維持に

は、村が教会に対する義務を十分果たした余力が充てられるのが常であった。これを立派

なものに建てかえるというのは、その村がかなりの経済力を持っていなければ不可能なこ

とであった。それゆえ17世紀半ば、シニラの3教区に賞賛に値する病院礼拝堂がいくつ

も存在したということは、この地域の尋常でない豊かさを示していることになる．。実際、

1649年と1681年の記録の中には、シエラ3教区の先住民の先住民らしからぬ贅沢

な暮らしぶりが証言されている。それについては、第二部で詳しく考察する。

17世紀前半シニラの教会堂正面の大半がミチョアカン様式で建設されたように、少し

遅れて着手された病院礼拝堂の再建にも、主としてミチョアカン様式が採用されたと考え

られる。チェランの病院礼拝堂は、現在村の図書館として用いられている。非常に簡素な

つくりながら、アルフイスとアヒメスをもつミチョアカン様式の姿をとどめている（丘g．

162）。唯一の装飾は、三角小間の円形メダルである。アランサでは病院はすでに消失して

いる。が、この村の教会堂の香部屋入口に用いられている、三角小間に円形メダルを配し

た扉口が、教会堂修復時に、病院礼拝堂の廃墟から移築されたものだとする意見がある

109（軸．163）。それが本当だとすると、この扉口がチェランの病院礼拝堂正面入り口の装飾

とよく似たっくりであることから、アランサのそれもチェランの病院礼拝堂と同様のミチ

ョアカン様式であったと推測される110。

現存するミチョアカン様式の病院礼拝堂で最も華麗なものがチヤラパンのそれである

（軸．164）。アルフイスを形作る二本の宙づり円柱、三角小間に倣め込まれた帆立貝の浮き

彫りとケルビム、そしてアヒメス、これらはミチョアカン様式の典型的要素である。その

他に、アーチとわき柱を飾る小花の浮き彫り、幼子イエスを抱く愛らしい聖母像を安置す

る壁轟（へきがん）、その回りで2人の天使が支える文字列111とそれを縁取る柱、周辺を飾る

花々と植物など、この礼拝堂正面は、素朴ながら愛くるしい図像に満ちたファンタジーを

つくりあげている。さらに興味深いのは、聖母の台座の中央に丸い黒曜石が埋め込まれて

いること、正面右手の上部の壁に、サルの顔を彫った小さな石が埋め込まれていること、

108教会堂の建設コストと負担のし方については本論第七章第一節参照。

109C saryGuti6rrezEquihua，Op．Cit．，P．328．
110Ibid．

111〟Og門出か0月方月度乙既Ⅳと読める。「我等ベツレヘムの聖母」の意か。
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アヒメスの左右に、先コロンブス期の絵文書から抜け出て来たような鳥の浮き彫りが1対

配されていることである。これら3要素は、征服以前の先住民の伝統と関連付けられる、

極めて土着色の強いもので、これまで本章で見てきた教会堂や礼拝堂にはみとめられなか

った特徴である。アヒメスのアーチや壁轟（へきがん）の左右に見られる円盤状の窪みは、シ

エラの多くの教会堂や礼拝堂で用いられている装飾要素で、おそらくここに皿状の陶器が

埋め込まれていたのであろう112。このチヤラパンの病院礼拝堂正面でも、後世の修築で石

が積み直されている。しかしながら、再度積み直されたそれぞれの装飾要素は、全体とし

て元来のミチョアカン様式の姿を損なうことなく伝えていると考える。この礼拝堂の建

設・修築年代に関する史料は入手できなかったものの、強いミチョアカン様式と浮き彫り

の特徴から、この正面もオリジナルは17世紀のものであると考えられる。

ミチョアカン様式を完全にとどめる病院礼拝堂のもうひとつの例がオクミチョのそれで

あか13伍g．166）。付け柱上部の帆立貝を除いて、動植物の浮き彫りを一切持たないこの正

面は、付け柱の縦溝と、アーチとアヒメスを飾る皿状の陶器を唯山のアクセントとする素

朴なものである。オクミチョの病院礼拝堂と良く似ているのが、タナコの病院礼拝堂であ

る。この正面は1985年の地震で上部が崩壊して完全な形が分からなくなっているもの

の、入口アーチ周辺がオクミチョと酷似していることから、この正面もアヒメスをもつミ

チョアカン様式であったと推測される114。サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロスでは

病院礼拝堂はすでに取り壊されているが、その時取り外され、今は司祭館の中庭に置かれ

ている石材の中に、飾り円柱らしいものが含まれていることから、この正面もやはりミチ

ョアカン様式ではなかったかと推定される11嘱g．165）。

トウリクアロとアランテバクアの病院礼拝堂正面は非常に簡素である116（軸S．167，168）。

112オクミチョでは現在も皿状の陶暑錮ミ残っている。他にアロクテインの教会堂正面、チャ

ラパンのサンチアゴ・カバイェ一口礼拝堂の正面、コクチョの病院礼拝堂正面などで、皿

状の陶器が埋め込まれている。パタンバンの教会堂旧正面、セビナの教会堂正面には円盤
状の窪みのみが残っている。

113オクミチョはミチョアカン地方の最西端にフランシスコ会がもっていたヒキルパン修

道院の担当教区に属していたが、オクミチョ村自体は主邑からは離れた飛び地で、シニラ
内に位置し、アランサ教区に隣接していた。

114オクミチョの隣村で同じフランシスコ会の教区に属していたパタンバンにも、崩壊した

病院礼拝堂がある。この病院礼拝堂正面の入口アーチの両側を飾る細い円柱は、チルチョ
タの病院礼拝堂と良く似ている。ただし、チルチョタはシエラではなく、隣の渓谷地区に

属する。

1柑村人の話しによると、この礼拝堂は1950年以降に崩壊した。残された礼拝堂正面の
石材は、現在司教館の中庭に置かれている。

116トウリクアロではアヒメスが一重アーチに代わり、アランテバクアでは恐らく後の修築

を経て小窓は埋められ、最上部に聖像を安置する壁轟くへきがん）が置かれている。
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サン・ロレンソの病院礼拝堂正面も簡素であるが、ここでは、入口アーチにシュロの葉の

浮き彫りが施されている117（丘g．169）。ヌリオの病院礼拝堂正面もまた非常に簡素であるが、

入口アーチのはるか上部の壁面に、かつてアルフイスを構成していたと思われる劉形や、

月などの浮き彫りを施した石が埋め込まれている（軸．71）。ヌリオの病院礼拝堂は、後述す

るように、外観よりも内部の木製彩色天井の素晴らしさが特筆に値する。このように現在

でもシエラでは、明らかにミチョアカン様式に分類できる病院礼拝堂と、ミチョアカン様

式というにはあまりに簡素であるものの、その影響が感じられる病院礼拝堂が多数残って

いる。

シニラの外においても、まだかなりの数の病院礼拝堂を観察することができる。湖水盆

地では、ツインツンツアンの病院屋外礼拝堂が特筆に価する貴重な例である（隠108）。正

面に1612年の年号が刻まれたこの礼拝堂は、アーチ列の古典・マニエリズム的簡素さ

にもかかわらす、正面を飾る大きな帆立貝の浮き彫りと内部のアーチのアルフイスが、こ

の建物がミチョアカン様式との強い繋がりを有していることを示している。現存する病院

礼拝堂が屋外礼拝堂である例は、タラスコ地域でこれが唯一である。ハラクアロの病院礼

拝堂正面（軸．170）、サンタ・アナ・チヤピティロの病院礼拝堂正面伍g．171）も、明確なア

ルフイスから、ミチョアカン様式の伝統の中に加えることができよう。サン・ペドロ・パ

レオの病院礼拝堂は、19世紀以降のもののように見える。コクチュチョでは礼拝堂の隣

に、村人が参集して協議するためとおぼしきベンチを備えたポーチが付属している点が興

味深い（軸．157）。

さらに湖水盆地では、パスコ・デ・キロガが設立したサンタ・フェ病院村118に現在も病

院とその礼拝堂が残されている。礼拝堂正面の扉口は石づくりでなく、太いまぐさ（出入

口や窓などの開口部の上に渡す水平材）をアクセントとする簡素な木製である（軸．158）。

その上にはやはり木製のアヒメスが置かれている。アヒメスの馬蹄形に近い閉じた二重ア

ーチと、それを囲む左右に大きく張り出したアルフイスは、一際中世的でイスラム的に見

える。この病院礼拝堂は1896年に建て直されているが119」以前の正面もこれとほぼ同

じであったはずだと、トクツセンは推測している20。サンタ・フェの病院礼拝堂正面に用

いられている簡素な木製の扉は、サカン、タレクアト、アカチュエンなど、ごく簡素な病

117サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロスの教会堂正面入り口ア←チにもこれと良く似

た浮き彫りがみとめられる。

118本論第八章第二節2参照。

119Ramire2：Romero，（泡物p．417．
120恥ussaint，用お打点畑，p．201．
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院礼拝堂の多くに用いられている（丘g172．）。この種の扉は、ミチョアカン地方では、民家

や商店などの世俗建築にも一般的に用いられてきた植民地時代からの伝統である。タラス

コ地域の病院礼拝堂の中でここにあげられたものはごく一部である。

病院礼拝堂は、タラスコ族の人々の間で「聖母の家」を意味するジュリシオbWicio）と呼

ばれ、4世紀以上も村落共同体の中心として人々の生活に密接にかかわってきた。村人に

とって教区教会堂よりも身近な聖堂であった病院礼拝堂が、17世紀後半のシニラでミチ

ョアカン様式を取り入れて建設されたという事実は、この様式が教区教会堂の建設ブーム

が去った後も、依然としてシエラの人々に好まれていたことを示している。ミチョアカン

様式は、タラスコ族の村落が病院制度の興隆によって物質的繁栄と宗教的熱意の頂点にあ

った17世紀半ば、病院礼拝堂正面に用いられたが故に、深く彼らの中に根付いたと考え

ることができるだろうか。共同体の生活の中心であり、いわば村の精神的シンボルである

病院礼拝堂を飾ることによって、ミチョアカン様式は次第に、タラスコ族が自らのものと

意識する表現へと変貌していったと考えると、ミチョアカン様式の息の長い影響力にひと

つの説明をつけることができる。17世紀の教区巡察記録は、この世紀にシエラの先住民

村落に出現した壮麗な教会堂や立派な病院礼拝堂は、病院が生み出した富によるところが

大きいことを示唆している。第二部でその実態を明らかにすることで、この仮説を検証し

たい。

3．問題点の整理

ここまでの検証で、半世紀に及ぶ修道会やミチョアカン司教による聖堂建設の蓄積の上

に、16世紀末にタラスコ地域の3つのフランシスコ会修道院教会堂正面に結実したミチ

ョアカン様式が、17世半ばまでにさまざまなヴァリエ岬ションを加えられながらタラス

コ地域に普及し、17世紀後半にも踏襲されて、この地域の聖堂正面のプロトタイプとし

て、大半の先住民村落の聖堂に著しい共通の特徴を刻印することとなったようすが明らか

になったと思う。最後に、このようなミチョアカン様式の形成・普及・持続の現象に対して、

本章で提示した疑問や仮説を整理しておきたい。

（1）ミチョアカン様式成立時から17世紀半ばまでに、タラスコ地域の先住民村落がこぞっ

て教会堂を建設した理由は何か。具体的には、アランサを初めとするシエラの主たる村々

はなぜ16世紀末から1619年までの間に教会堂を壮麗なものに建て替える必要があ

ったのか。シエラのその他の村もそれに続いて17世紀半ば教会堂建設を遂行したのは
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なぜか。

（2）その誘因のひとつとして集住化の完結があげられるか。

（3）そのような建設ブームを支えた富はどこから生み出されたのか。

（4）ミチョアカン様式は、ちょうどその時期の「最新流行」であったためタラスコ地域の村々

で採用されたものであろうが、その選択は先住民自身によるものか、それとも外部の力

によるものか。ウルアパン病院礼拝堂を模した聖堂の地理的分布がひとつのエンコミニ

ンダ内に限定されている事実は、先住民相の教会堂建設へのエンコメンデーロの関与の

可能性を示唆しているが、ミチョアカン様式の採用にもエンコメンデ←ロの関与があっ

たのか。

（5）同じ時期、ミチョアカン様式を採用しない村もわずかに存在したが、その理由は何か。

村落間の力の格差やライバル意識、政治的対立のようなものが想定できるか。あるいは

外部の力か。

（6）ミチョアカン様式の分布は「シエラ」と「湖水盆地」に多く、「渓谷」と「湿地」には少

ない。こような地域的差異は、タラスコ地域の実情を反映したものか。

（7）実際にミチョアカン様式の教会堂正面を制作した職人はどのような集団だったのか。タ

ラスコ地域の中で活動した先住民職人なのか。だとすればどのように養成されたのか。

（8）ミチョアカン様式が長く持続した理由は経済的・技術的要因か、それとも社会的・心性

的要因か。この点に関して以下のような仮説が考えられる。

①17世紀に経済的豊かさの中で華麗な教会堂が建てられたものの、その後教会堂を建

て直す力を失った柑々が、改修や再建の必要が生じると、かつての教会堂を飾ってい

た浮き彫りを再利用した。しかし、18世紀にバロック様式の影響を受けて聖堂正面

上端のシルエットが混合曲線に代えられた事実、植民地期末期になっても、新たな教

会堂建設でミチョアカン様式が用いられた事実は、この仮説の根拠を希薄にする。

②ミチョアカン様式の持続は、教会堂建設に従事する地元の先住民職人の技術として固

定化・伝統化した結果であり（遠方から職人を呼ぶ経済的余裕はなかった）、限られた

資材・財力・労働力で建設しなければならなかった経済的事情が存在した。

③17世紀、経済力に裏付けられた文化的興隆を背景に、タラスコ族がスペイン支配に

適応した新しいアイデンティティーを完成させた時期に出現した様式であったため、

集団的記憶の記念碑として維持された。さらに、ミチョアカン様式がタラスコ族共同

体の中核を成した病院の礼拝堂に採用されたことにより、この様式と集団的記憶との

結びつきは一層強固なものになった。

第二部でこれらの問題について考察する。
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表2　タラスコ地域の聖堂様式一覧

△ウルアパン病院の影響を受けた早期プラテレスコ様式の正面

◎ミチョアカン様式の特徴を残す正面

○ミチョアカン様式とウルアパン病院双方の影響が認められる正面

＊古典・マニエリスム様式の正面

●天井画が現存する木製天井と聖歌隊席下

▲16世紀制作と思われる木製天井

（）内は消失しているもの；東はその地区外だが周辺にある村

湖水盆地地区

教会堂 病院礼拝堂

正面 天井 正面 天井

院入 り口 ・扉 口

◎　 ＊

薄緑粟競・■：ィ三・■1：≡・・■‥ゞ■鵜親■議＝…■：・■■・・■チエ∴圭■：二・r■：■三∴ニ■・・∴・・ホ‾≦三■こr・淵∴・・ヽ・・－1‥：＝1こく ◎ ◎　 ＊ （▲）
底意院回廊四隅 ▲

◎ ▲？

イウアツイオ ◎

プアクアロ ◎

ウリチョ ◎ ●

アロクテイン ◎

ハラクアロ ◎ ◎

S．A ．チヤピティロ ◎

S．R パ レオ ◎

ウイラマンガロ ◎ ▲ ？

ツルムタロ ◎

☆クアナホ ◎

☆トウパタロ ●

☆S ．N ．オビスポ △

渓谷地区

アカチ ュエ ン ○

サ ン ト・トマス ○

ウア ンシ ト ●

タナ キー リョ ●

☆ハ コーナ ◎　 ＊
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湿地地区

◎

ティリンダロ ◎

ナランハ ◎ ●

シエラ地区

教会堂 病院礼拝堂

正面 天井 正面 天井

セ ビナ教区

セ ビナ ◎ △ ●

ナ ワッェシ ◎

チェラン ◎

アランサ教区

アランサ ◎ （◎？）

ポマ クア ラン ◎ ●

パ ラチ ョ （◎）

コクチ ョ ◎ ●

タナ コ ◎

豆．ア ツイク リン ◎

ヌ リオ ＊ ● ●

ア ウイラン ＊

ウラビチ ョ ＊
カバクアロ教区

カバ クア ロ ◎

キ ンセオ ◎ ●

その他

畠‾∴云 ドロ礼拝堂

サ ンチアゴ礼拝堂

S．フランシスコ礼拝堂

◎ △

○

○

●

サ ン ・ロレンソ △ ●

ア ンガ ウアン △ ▲ △

サカ ン ＊ △ ●

シ ロス ト ＊

コルーポ ◎

S ．R ペ リバン ◎

オク ミチ ョ ◎ ◎

S ．F．エ レー ロス ◎ （◎）

チ ヤラパ ン

S．C ．礼拝堂

◎

●
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第四章　タラスコ族の教会堂：木製天井

第一節　スペインの木製天井とアメリカ大陸への伝播

1．ムデハル様式の木製天井とルネッサンスの影響

ミチョアカン様式の教会堂正面とならんで、タラスコ地域の教会堂に強い個性を与えて

いるのが、色鮮やかな天井画の描かれた木製天井である。その起源は、スペインが16世

紀に植民地へ持ちこんだ木製天井の技法であった。木製天井は、ビザンチン様式などの初

期西欧聖堂建築でも用いられていたが、ロマネスク様式（11世紀）以降、西欧世界の聖

堂天井には、石を用いたヴオールト架橋が主流となり、スペインでも、現存するロマネス

ク様式の木製天井はごくわずかでかつ素朴なものにすぎない1。

代わってスペインで木製天井を発展させたのがイスラム教徒であった2。712年にイベ

リア半島に侵入し、1492年に完全に追放されるまで、イスラム教徒はスペインに多く

の優れたイスラム建築を残し、第三章で示したようなスペイン建築の本質的特徴を与えた。

レコンキスタが進行し、キリスト教建築にイスラムの技術や装飾意匠が持ちこまれてムデ

ハル様式が生まれる。中でも、グラナダのアルハンブラ宮殿を飾っていたような、木片を

精密な幾何学模様に組合せながら天井を構成するラソもしくはラセリーア（lazo，laceria）と

呼ばれる技法を用い、鮮やかな彩色を施した木製天井は（五g．13）、15世糸己、修道院の回廊

や聖堂参事会会議室、大学講堂、貴族の館をつぎつぎと飾っていった仏卵．14，15）。

スペイン＝イスラム様式の木製天井の構造は大きく3つに分けることができる。第－は

梁材を幾本も等間隔で平行に渡して上階の床をささえる平板な天井（a払再esもしくは

envigadosdepisos）（図4）、第二は逆台形の底の浅い桶をさかさまにしたような形の逆箱

舟型天井（armaduraSdeartesa）（図5）、第三は丸天井（cllbiertasabovedadas）（図6）であ

る。これらの木製天井の表面には、構造のいかんを間はず、イスラムの基本的装飾意匠で

l SantiagoAlcolea，A血Sdbα凋dT7aSenh如月由cz克たぬLZa，ArsHispaniae，VOl．XX，

Madrid，EditorialPlus・Ultra，1975，P．313．
2スペインのイスラム教徒が開花させた木造技術の起源は明確ではない。わかっているのは、

それがイスラム世界起源ではないこと、むしろ中央ヨーロッパとの類似性が見られること

などである。イベリア半島にもともと存在した技術が、この地に到来したイスラム教徒の

技術と一体化し、スペイン＝イスラム様式が誕生したのではないかと推測されている。

G扇11ermoDucldsBautista，仏軍血ねで怨ゐ血鳥血刀〝eガ血叩損ねどれ〟切花物血朗鹿
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ある複雑な幾何学模様が精巧な木組によって描き出された（軸8．13，師，51，173，174）（図

7）。スペイン＝イスラムの職人は、三角定規だけを用いた簡便な方法で、そのような幾何

学模様を描きつつ天井を架構する独特の技を生み出した3。ムデハル様式はこの技術をその

まま踏襲したものである。

ムデハル様式の木製天井は、15世紀から16世紀になると、ルネッサンス様式の影響

を受けるようになった。イタリアで発達したルネッサンス様式の木製天井は、平板な天井

面を四角形や多角形を組み合わせた細かい格間に区切り、古典古代起源の意匠に新しい趣

向を加味した微細な到形で幾重にも縁取りをはどこし、中央の窪んだ部分に人物の胸像を

描いたメダヨン・花・松笠状突起などを配したものであった（丘g．52）。このようなルネッサ

ンスの格天井をアルテソナド（乱れesonado）と呼ぶが、これは天井を構成する各格間の中央の

窪みが、逆台形の底の浅い槽（ふね）の形に似ていることから、アルテサ（arteSa槽）もしく

はアルテソン（artesddと呼ばれたことによる。スペインのムデハル天井は、元来は、彩色

された梁がそのまま人の目に触れる構造であったが、ルネッサンスの木製天井の影響によ

り、次第に梁組みを隠し、色も木地の自然色を残すものへと変化し、意匠においても本来

の幾何学模様の中に格間を取り入れていった4。ためらいがちにルネッサンスのアルテソナ

ドの影響をとりこみ始めたムデハル天井の例として、サラゴサのアルハフェリア宮殿王座

の間天井（1492・1493）、トレド司教座聖堂参事会会議室天井（1504嶋1511）やアルカラ・デ・エ

ナーレス大学講堂（1518・1519）などがあげられる5。

鹿TiLh2，Sevilla，Diputaci6nProvincialdeSevina，1992，P．55．
3　周知のように、イスラム装飾の基本は、植物文様・碑文模様・幾何学模様の3種類であ

る。この3種の装飾意匠は、木製天井のみならず、スペイン＝イスラム建築の特性である、

石膏装飾・タイル装飾・レンガ積みにも用いられ、ムデハル様式としてキリスト教世界に

伝えられた。Duc16S，Op．Cit．，pP．57q67，126－151．

4AIcolea，OP．Cit．，P．318．イタリアルネッサンスの影響をスペインならびにその植民地で広
める上で特に大きな働きをしたのが、1537年ベネチアで初版が出されたイタリア人建

築理論家セバステイアーノ・セルリオの『建築書』第4書であった。1552年にはトレド
で初のスペイン語版が出版されたこの第4書は、まもなく新大陸にも運ばれた。現在のと

ころ新大陸への輸送を記した最古の記録は1584年とされている。SantiagoSebastiAn

L6pez，“Lain且uenciadeloSmOdelosornamentalesdeSerlioenHispanoam6rica，”

βC猥現1967，p．32．この第4番にはアルテソナドのデザインを描いたいくつかの版画も収
蔵されていたが、その中で、強いムデハル的趣向を有していたスペインの大工職人に特に

大きな影響を与えたのが、8角形・4角形の組み合わせと、8角形・6角形・十字形の組み

合わせからなるデザインで、これらはアメリカ大陸でも広く普及した。SebastianLdpeち
“Lainnuencia，’’pp．33・67；Ra払elL6pe2lGu2；man，etal．，ALVUjtectumy躇堺血ぬ壷

mu赫reか肋e摺物a励，LaColecci6nAれeNovohispano，M6Ⅹico，A21abache，1992，
p．50．

5Acolea，OP・Cit・，PP・314・318；ⅥctorNieto，etal・，AMu血uutaduLuaC＊jbntoeB
軸＆励，1488・1虎視Madrid，EdicionesCatedra，1997，P．76．
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ルネッサンスをきっかけとした新しい噂好の普及に加えて、1609年スペインでイス

ラム教徒追放が敢行されたことによって、17世紀、ムデハル様式の木製天井はスペイン

での最盛期を終える。それに代わるものとして、レンガ、もしくは網代（ca魚iZ0）と石膏を

用いて石づくりの天井を真似る軽量な工法が生まれた6。しかし、ムデハル様式の木製天井

の影響は、スペイン、特に南部のアンダルシア地方でその後も長く生きつづけた。その架

構法を記した建築書が17世紀に複数執筆されていることも、ムデハル天井がその時代ま

だ一般的な天井架橋法であったことを物語っている7。

ムデハル美術は、本質的には、イスラム教徒が政治的権力を失った後もスペインのキリ

スト教世界において持続したイスラム美術である。イベリア半島における持続時間の長さ

と、イスラム教徒のスペイン国内での分散がもたらした地域的孤立などのために、その発

展は本来のイスラム美術とも異なる特殊なものであった。これに、スペイン史におけるイ

スラム教徒の扱いの難しさも加わって、この美術のスペイン美術に対する影響については

さまざまな立場から議論がなされ、スペイン美術史界での評価は未だ確定しているとはい

えない。しかし多くの著名な研究者がその影響を積極的に捉えていることは確かである。

例えばチュエカは、14世紀から17世紀にかけてのイスラム建築とキリスト教建築の相

互交流の中で、スペイン建築が真にスペイン独自のものになったと考えている8。ムデハル

美術の権威であるトーレスりパルバスも、「根底においてスペイン民族のものとなったイス

ラムの生活様式と芸術の痕跡（ムデハル主義）が、民衆の心の奥く深くに目に見えぬ形で

残存し…おおかたが外部からもたらされ、民衆の心にほとんど触れることの無かった数々

の芸術的変遷のただ中を…何世紀も生き延びた。その痕跡には、溢れんばかりの豊かな装

飾と強烈な色彩への噂好が潜んでいて、古典的で均整のとれたもの全てへの嫌悪と結びつ

いて、新しいバロック主義を生み出すための好機をうかがっているのである」という表現

で、ムデハル美術がスペインの芸術感覚に深く浸透したと主張している9。とはいうものの、

ムデハル様式を美術史上の－様式と見なすことには強い異論が捏起された。その理由をチ

6AIcolea，OP．Cit．，p．326；L6pe2：GuzmAn，etal．，OP．Cit．，PP．176・177．
7著名なものとしてはセビリア人ディェゴ・ロペス・デ・アレナスが著し、1633年に出

版された『木工技術の概説と建築家のための書』“BreveCompendiodelaCarpinteriadelo

BlancoyTratadodeAlari鮎，etC．’’やメキシコのカルメル会士アンドレス・デ・サン・ミゲ
ルが1630年頃書き始めた手稿本がある。恥ussaint，血鹿肋極れpp．ⅠⅩ・ⅩⅠV122，

Figs．8・15．；L6pezGu老man，eta1．，OP．Cit．，Pp．57・63；Duc168，OP．Cit．，Pp．75・126．後者がヌ
エバ・エスパーニヤで執筆されている点は注目すべきことである。
8チュエカ前掲書139頁．

9GonzaloMLBorrasGualiS，一一Elmud63arcomoconstanteartistica，nenAc由SddZ

物osゐhimacibL281（お肋擁血qMadrid・Tbruel，Diputaci6nProvincialde
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ユエカは以下のように説明している。「様式を、一連の芸術作品の中に支配的な共通の特徴

の集合で、急激な断絶を経験することなく徐々に発展・変貌するものであると理解するな

らば、ムデハルはそれ自身様式ではない。…ムデハル主義は芸術の中に透けてみえるスペ

イン社会のひとつの行為である。…ムデハル様式はたくさん存在するが、ムデハルという

行為、すなわちムデハルというメタ・スタイルはひとつしか存在しない」チュエカは、そ

れ故、ムデハル美術は形としての一体（つまりひとつの様式）というよりは、意図として

の一体として扱うのが適切であるとしている10。

国内にイスラム教徒の集団を多数抱えていたスペインとは異なり、彼らが個人の職人と

して渡っていったアメリカ大陸でのムデハル美術の意味については、さしたる議論は行わ

れてこなかった。チュエカは「本国の建築に対し海外領土で作られた建築を特徴づける要

因のひとつが、後者の建築がほとんど常にスペイン性の脈拍をもっていることである」と

述べた上で、スペイン性の脈拍とは、彼がinvariantesと呼ぶところのスペイン建築の恒

常的諸特性であり、その源泉はいうまでもなくスペイン＝イスラム建築に起源をもつムデ

ハル建築であるとしている。そして、このようにスペイン建築の神髄がアメリカ大陸に受

け継がれ、さらなる発展を遂げたのは、スペインがアメリカ大陸で行った行為が、山方的

に搾取するだけの植民地化ではなく、恒久的な植民であり、永続するための機構が作り上

げられた統合化であったことに起因すると述べている11。サンチアゴ・セバステイアンは「ム

デハルは‥．スペインのイスラム教徒に根ざす民衆的伝統である。…16世紀からは、スペ

インにおいてもスペイン額アメリカにおいても、この伝統の力は徐々に失われ、ついには

その残影、すなわち《民衆的》現象に変貌した。‥．従って、スペイン人がスペインで当時

用いられていた諸形態をアメリカ大陸に持ち込んだ際、その中のひとつであったムデハル

は、すでに純粋にノスタルジックな芸術として民衆の中に存続するものとしてアメリカ大

陸に渡った。…この民衆芸術としての持続性が、イベリア半島で見た手本に従いながら、

副王領の環境の中で、スペイン額アメリカに同化した空間を再創造したり、そのような空

間の構成スキームを多数生み出すことになった」と述べている12。アメリカ大陸に渡ったム

デハル様式の中で最も活用されたのが木製天井架横の技術であった。ムデハル様式の木製

天井は18世紀まで盛んに制作された。

恥ruelyCSIC，1981，p．37より引用。
10Borr泉S，Op．eit．，p．37．

11チュエカ前掲書184・187頁．

12Sebasti畠．nL6pez，一一PervivenciashispanomusulmanesenHispanoam6rica，．lenAciaS
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2．大工職人とギルド

木片を組み合わせて、複雑な幾何学模様を描きつつ天井架橋するという高度な技術を習

得し継承するためには、職人組織が確立している必要があった。16世紀初頭に編纂・出版

されたグラナダやセビリアなどの都市規定（Ordenanzas）には、大工のギルド規約が含まれ

ており、その内容から、当時これらの都市の大工職人がムデハル天井架構技術をいかに伝

達していたかがわかる。それらによれば、いずれの大工ギルド規定も、ムデハル天井の制

作に必要な複数の技巧の実技を、ギルド職人になるための試験項目として課して早た。1

595年にチュキサカ（現ボリビアのスクレ市）のフランシスコ会修道院教会堂主祭壇の

天井が豪華なアルテソナドに架けかえられた時、その工事の棟梁を務めたマルテイン・デ・

オビェドは、セビリアで修行を積み、ギルド職人としての試験に合格した後、1594年

にメキシコに渡り、リマをへてチュキサカでその仕事を請け負っている18。

ムデハル天井の架構技術を身につけた大工職人の中に、イスラム教を奉じたままであっ

たり、新にキリスト教に改宗し新キリスト教徒と呼ばれた者が多数含まれていたことは想

像に難くない。スペインは、異教徒であるユダヤ人とイスラム教徒の新大陸への渡航を、

彼らがキリスト教に改宗した場合でさえも禁じていたが、実は異教徒であっても、征服者

の一団や新大陸に赴任する官僚につき従って、易々とアメリカ大陸へ渡ることができた。

主人がまとめて渡航許可を申請すれば、さしたる詮索もなく許可されたからであが4。15

43年にスペイン王室が出した勅令の中には、「禁じられているにもかかわらず、ベルベル

人の奴隷や新たに（キリスト教に）改宗したイスラム教徒の自由人とその子供たちが、す

でにそちら（新大陸）に渡っており、現在も渡航していると言う報告を受けている」と記

されている15。スペイン本国で、1592年のユダヤ人追放と1609年のイスラム教徒追

放が断行されると、新大陸へ渡る隠れ異教徒や新キリスト教徒の数はさらに増した。トウ

ッセンはイスラム教徒のスペイン追放の時期と、メキシコでのムデハル建築の最盛期、特

に木製天井とアルガマサ（石膏と砂と水を混ぜたもの）の浮き彫り装飾の最盛期が奇しく

ゐJ∫勒0戯b血由m虚血虐Jdb肋軸血qpp．512・513．
13彼の家は芸術家の家系で、父と兄は非常に著名な彫刻家であった。彼自身もセビリアで、

フアン・アントニオ・ベラスケスについて彫刻を学んでいた。Jos占deMesay恥reSaGi由eれ
肋umentoG壷紬由，LaPaz，Bolivia，GisbertyCia．，yLibreroSEditoreS，1978，
pp．85・86．

14Manuel％ussaint，Artemu極Z；PP．9・10；LuciaGarciadeProodian，Lagjbdbsez2
月劇痛痛詔，Madrid，CSIC，1966，p．27．

15恥ussaint，A鹿皿Ⅷ噂如pp．11針120．
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も一致していると指摘している16。

職人の渡航に続いて、ギルドも新大陸に設置された。メキシコ市では1568年、最初

の「大工、彫り物師、木組み職人ならびにビオラ職人のための規約」（OrdenanZaS de

CarPinteros，entalladore8，enSambladoresyvioleroS）が市参事会によって発令され、この

職種のギルドが発足した17。また、修道会も自会の教会堂建設に必要な技術者を自前で賄う

ため、先住民職人の養成を行っていた18。こうして、新大陸の主要都市でも、ムデハル天井

を作る職人集団が形成されていった。

先に触れた大工ギルド規約の中の、マエストロ資格取得のための試験内容をもう少し詳

しくみてみよう。セビリアの都市規定を例にとると、大工職は「大工」、「船大工」、「ビオ

ラ職人」、「彫刻師」の4分野からなっており、それぞれに異なる技能が要求され、試験内

容も違った。この中でムデハル木製天井を架けたのは「大工」であるが、「大工」は技能の

レベルによってさらに3つのランクに分かれていた。ヘオメトリコ（酢Om触ieo）、現場大工

（carpinterodeobrasdefuera）、工房大工（tenderos）である。へオメトリコとはスペイン語

で幾何学をマスターした者というほどの意味であるが、このランクの試験に合格するため

には、最も高度なムデハル幾何学模様を木組で表現しつつ半円ドームが制作できなければ

ならなかった。現場大工はさらに下位の3ランク鮎zeroy2esealoneSin鈷rio陀Sallazero）

に分かれており最高のものをラセ｝ロとよんだ。ラセ一口とは「ラーソ（木組模様）を作

る者」の意で、木組模様を播きつつ八角形ド｝ムを制作できなければならなかった。工房

大工の仕事は、工房での制作に限られた。こうしてランクによってマエストロが営業でき

る仕事の内容が限定されていたが、下位ランクのマエストロは試験を受けて上位のランク

にあがることができた。新大陸で制定された大工のギルドの規約（メキシコ市では157

6年制定）においても、この職種の区分と試験制度が踏襲され、技術レベルの維持が図ら

れた。

さらに17世紀には、ムデハル天井の複雑な木組みの技術ラーソを図解つきで解説した

先述の2つの手引き書が執筆された。こうして新大陸でも技術をもった職人が養成され、

その技術を継承するための組織が機能し、ノウハウの蓄積が行われた。しかし、需要の多

さに対して職人の数が不足していた新大陸では、職人養成の期間はかならずLも十分でな

く、ムデハル天井の中でも最も高い技術を要する木組模様（decoraeidn delaZ0）の制作は、

16Ibid．，pp．10・11．

17Ibid．，pp．31・33．

18本論第六章・第九章参照。
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次第に、より簡単な装飾方法に代わる傾向にあった19。

3．ヌエバ・エスパーニヤの木製天井

先述のように、レンガやタイル、石膏、木材などの安価な材料を巧みに使用するムデハ

ル様式の建築が、スペインですでに庶民の生活に深く根ざしたものになっていたことが、

スペイン簡アメリカで広く受け入れられ持続したことの理由であった。特に、ムデハル様

式の木製天井が植民地で普及した最大の理由は、木材が豊富で石材より手軽に入手でき、

地震地帯で軽量な天井が必要であったこと、そして、伝統的木工技術を持つ先住民労働力

が利用可能な場合が多かったことなど、その実用性にあったと指摘されている20

新大陸でムデハル様式の木製天井が最も華やかに開花した地域の中に、コロンビアのボ

コタやトウンハ、エクアドルのキト（五節．50～52）、ボリビアのスクレなどの南米諸都市と並

んでメキシコがあった。しかしながら、植民地の経済的繁栄とバロック様式の影響から、

メキシコの木製天井の大半は、18世紀になってより高貴とされた看づくりのヴォールト

に架けかえられ、今に伝えられるものは数の上でも華麗さにおいても南米に及ばない。

とはいうものの、トラスカラ市のフランシスコ会修道院教会堂櫨g．173）や、プェプラ州

クエホツインゴのサン・ディェゴ・デ・アルカラ修道院香部屋の木製天井は、典型的なム

デハル様式を残している。前者は1662、後者もほぼ同じ頃、おそらく同じ大工工房の

職人によって制作されたものと考えられている21。

また、ミチョアカン州ツインツンツアンのフランシスコ会修道院回廊の四隅にも、木組

で幾何学模様を描いた典型的なムデハル様式の平天井が残っている他g．174）。この制作年

代は回廊と同じ17世紀初頭であろう22。また、オアハカやチアパス地方でも、例えばオア

ハカのカルプラルパン・デ・メンデスのサン・マテオ教会堂のように、完成度の高いムデハ

ル天井の残存を見ることができるのみならず、その後もこの地方では簡略化されたムデハ

ル天井の伝統が受け継がれたことを示す建築例が少なからず現存している23。

スペインでムデハル様式の木製天井がしだいに別の工法にとって代わられたように、ア

19L6peZ：Guzman，etal．，AMujiectzLmyCLaqiaiezjk，p．51．
20IgnacioHenaresCu611ayRa払elL6pezGuzman（ed8．），肋極Z・jbezYLqmeZjba叫Una
epmsidtZCukMⅦ1（おdbSmuBdbちGranada，UmiversidaddeGranada，1993，PP・191，

240，260．。

21Ibid．，pp．124－127．

22Ibid．，p．137－138．

23Ibid．，pp．148・167．
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メリカ大陸でも、自然・経済・文化的条件によってムデハル天井は変容した。一例をあげ

れば、ユカタン半島のウムクナ、オシュクツカブ、チョルルの教会堂や、メリダのサンチ

アゴ・アポストル聖堂などの身廊天井に、17世紀から用いられ始めた工法によって架け

られた天井群がそれである。これは身廊アーチ間に直角に渡された無数の細い梁材が天井

を支えて半円筒ヴオールトを作り上げるこの地方独特の工法で、ムデハル様式の影響より

も、この土地に固有の技術の影響が濃厚にみとめられるとされている24。タラスコ地域でも

ムデハルの木製天井は変容し、強い個性を放つようになる。

第二節　タラスコ地域の木製天井

1．碑進上の特徴

森林資源に恵まれ、スペイン人到来以前から独自の木造建築の伝統と職人集団を有して

いたミチョアカン地方、中でもクラスコ地域には、木製天井が普及するための条件が整っ

ており25、現在も多くの教会堂が木製天井を有している。ミチョアカン地方に現存する木製

天井は、その形から一般的に次の3つのタイプに分類することができる。まず最も簡素な

ものとして平天井アルファルへ（a地面）（図4）がある。アルファルへは、基本的には、覆

いたい壁の上に梁材を等間隔で平行にわたし、平板な天井を作るものである26他g182）。二

番目は、小屋組み天井アルマドゥーラ（armadura）（図5）である。これはムデハル天井に

特有の、逆箱舟形の天井空間を作り出す工法で、身廊中央に向かって張り出す斜めの面を

作る巣材bar）と頂部の平らな面を作る梁材（nudilld）とによって構成されている27（軸．183）。

2416世紀ユカタン半島では屋外礼拝堂の屋外身廊部分に木の枝でふいた差し掛け小屋を

かける慣習が広まるが、その中ではぐぐまれた技術と考えられている。Ibid．，pp．181・187．
25本論第五章第二節参照。
26このタイプは最も一般的な木製天井架構法である。安価に仕上げる場合は、梁材を剥き

出しに残す。豪華な装飾を行う場合には、梁材やそれを支える持ち送りに浮き彫り彫刻や

彩色がほどこされた。さらに、梁材を覆って、平天井一面に幾何学模様のムデハル木組装
飾やアルテソナドがほどこされる場合もある。先述のツインツンツァン、フランシスコ会

修道院回廊4隅の天井は、幾何学模様の木組で覆われた、メキシコに現存する数少ない例
である。

27これらの梁材間の空間に幾何学模様の木組細工を埋め込んだり、逆台形の内面全体を同

様の木組み模様で覆ったものが、ムデハル天井の典型である。メキシコに残る例として、
先述のトラスカラ、フランシスコ会修道院教会堂天井などがある。ミチョアカンでは、こ

うした典型的なムデハルの幾何学模様を残すアルマドゥーラの例は現存しない。しかし、
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タラスコ地域では、これらの梁材の上に板を張って平滑な面をつくり、絵画で装飾する方

法が見られる。トウパタロ教会堂天井やサカン、サン・ロレンソの病院礼拝堂天井などが

それである（軸S．187，195）。第三のタイプは、板張りの擬似半円簡ヴォールト払dveda払lsa）

（図8）で、これは、バロック様式の石造りのヴオールトへのあこがれから、それを真似て

考案されたと考えられている28。タラスコ地域に現存するこのタイプの天井には、キンセオ

やポマクアランの教会堂やヌリオの病院礼拝堂のように、天井一面に絵が描かれた華麗な

ものが数多く残っている（丘gs．192，193，196，197，200）。

近年、タラスコ地域の聖堂木製天井の構造を詳細に調査したルイス・トーレろ・ガリバ

イは、上記のものとは多少異なる分類を行っている29。

（∋最も簡素な梁式（図4）

②持ち送り30のある梁式

③半円筒ヴォールト板張りトラス31式（図8）

④台形板張りトラス式（図9）

これを先に上げた天井の3タイプに対応させると、（Dと②は第－のタイプ＜平天井アルフ

ァルヘ＞、③は第三のタイプ＜擬似半円筒ヴォールト＞、④は、構造上は③のバリエ｝シ

ョンで、形の上では第二のタイプ＜逆箱舟型アルマドゥーラ＞を摸したものといえよう。

③と④では、天井の加重はトラスによって直接建物の壁にかかっており、屋根の小屋組み

と一体でない点が、ムデハル天井と特徴を異にしている。屋根についてトーレスは、どの

構造の天井においても、等しく切り妻式が用いられていると指摘している82。

トーレスによれば、身廓の壁上に縦方向に置いた梁（縦梁）の上に、横方向に複数の梁

（横梁）を渡しただけの①に対して、②では縦梁と横梁の間に通常三重の持ち送り（丘卵．

184～186）を置き、開口部の幅を狭めることによって、幅10㍍から12㍍の身廊天井に横

梁を渡すことが可能となる伍g．182）。この方式は身廓の幅が10バラから14バラ（8．38

㍍から11．372㍍）の聖堂において最も一般的に用いられている38。これを第一段階の技術

的発展とすれば、第二段階は、③の擬似半円筒ヴオールトが、トラスを板張りで覆う方法

その変種と考えられる非常に興味深い天井が、後述のアンガウアン教会堂に残されている。

28L6pe21Gu2：man，etal．，Azqujiectumy躇堺血知壷，PP．176・180．
29LuisTbrresGaribay；”CubiertasdemaderaenconstruccioneSeCle＄i鮎ticasde

MichoacAn，”enParedes（direcci6ngeneral），Azquhectumye軍aCibso由Ip．355．
30持ち送りは、壁から直角に突き出して上に梁や軒などを支えるための部材で、彫刻が施
されたり、彩色されたりして建築の装飾要素にもなる。
31梁の機能を果たす構造用骨組み。
82Ibid．

83恥rres．，Op．eit．，pp．355，359．
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で造られるようになることである。トーレスの調査によれば、②の天井が後に③に架けか

えられた跡が多くの聖堂で確認できる。③の方式の天井はミチョアカン地方に多くみられ

ることから、トーレスはこれをミチョアカン起源であると推測し、17世紀に生まれたも

のと考える34。④の台形板張りトラス式の例は、タラスコ地域の中でも特にシエラに多く見

られる。③と同じく、絵画を措く平滑な壁面を多く作るために考案されたものと思われる35。

トーレスらの近年の調査によって、タラスコ地域では18世紀までに、ムデハル天井の影

響を残しつつ、③④という新しい天井架構方式が生み出されたことが明らかにされている36。

④のバリエーションとして、サカン病院礼拝堂のように、身廓の両側に細い側席をもつも

のも造られた。その場合側廊部分には側壁と円柱によって支えられた平天井がかかってお

り、身廊天井の幅は非常に狭められている37（図9）。

2．発展の軌跡

ミチョアカン地方の木製天井の変遷を歴史的に見た研究は現在のところ存在していない。

また、天井に措かれた絵の図像学的研究は近年ようやく発表され始めたばかりである。こ

こでは、筆者が入手できた史料と、そうした天井画の研究を参照しつつ、トーレスが分類

したミチョアカン地方、なかでもタラスコ地域の木製天井の4タイプがどのような経緯で

いつごろから教会堂に架けられるようになったのかを検証してみたい88。

（1）初期の木製天井

第三章でみたように、ミチョアカン地方で最初に宣教にあたったフランシスコ会は、当

初ごく小規模で粗末な藁ぶき屋根の教会堂を建設した。フランシスコ会が本格的な修道院

と付属教会堂の建設を始めるのは1550年代以降で、それらが完成するのは16世紀末

である。その時どのような天井が架けられたのかを知る手がかりが、先に言及したツイン

ツンツァン修道院回廊のムデハル様式の平天井である（軸．174）。木片を幾何学模様に組む

ムデハル様式の平天井として、ミチョアカン地方にただひとつ現存するこの天井は、回廊

84TbrresリOp，Cit．，p．362．

35L6pezGu2：man，etal．，AzvujiectzLmyeuqit2teZh，PP．176・180，

36GloriaA．AlvarezRodriguez，LoSarteSOneSmibbLWCaBOS；GobiernOdelEstadode
Michoac泉n，Morelia，Mich．M6Ⅹico，2000，pp．159・163．

371brreS，Op．eit．，p．363．

細第三章の末尾に付した表2に、本節で検討するタラスコ地域の木製天井の特徴を地区別

にまとめてある。
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の石に刻まれ建物の完成時を示すと考えられる1596年という年号から、その少し後の

17世紀初頭に制作されたのではないかと推測されている39。これは、トクツセンがヌエ

バ・エスパーニヤでムデハル木製天井が興隆するとした時期と一致しており、その時代タ

ラスコ地域でも高度な技術を要する木組模様のムデハル天井が制作されていたことを証明

している。

フランシスコ会に先駆けて、タラスコ地域で豪華な木製天井を制作したのが、アグステ

イン会であった40。アダスティン会がミチョアカン地方布教のため最初に設立したティリペ

テイオ修道院の建設は1537年から1548年の間に進められ、教会堂の木製天井もそ

の間に制作されたと考えられている。この教会堂は1640年の火災によって失われ、現

在その姿を知る唯一の手がかりは、アダスティン会の年代記作者バサレンケが1646年

に残した記述である。自身の目でこの建物を見たバサレンケによれば、「（ティリペテイオ

修道院の）教会堂の建物は全てが立派であったが、なかでも秀でていたのが天井であった。

天井は切り要式（demadiatijera）で、全体がアルテソン（atesones）で飾られていた。その華

麗で繊細な細工に、見る者誰もが感嘆を禁じえなかったほどだから、どれほど素晴らしか

ったかが想像できよう。（制作にかかる）膨大な費用ゆえ、ほかの村で真似られることはな

かった」41。

ここでバサレンケが用いるアルテソンという言葉は元来「槽」の意で、現在の建築用語

では格間を意味している42。バサレンケはこの語を複数形で用いているので、この天井の装

飾は格間の集合、すなわちアルテソナド（格天井）であったと考えるのが妥当であろう。

そして、「天井が切り妻式」という描写から、形は逆箱舟型であったと推測される。このこ

とから、この天井は、15世紀末から16世紀初頭にかけて、イタリアルネッサンスのア

ルテソナドをとり入れて、スペインで盛んに制作されたような、逆箱舟型のムデハル天井

であった可能性が高い。16世紀の半ば、タラスコ地域の先住民村落に、スペイン直輸入

の高度な技術を駆使したムデハル木製天井が出現していたわけである。おそらくアダステ

ィン会の招碑により、かなりの腕前のスペイン人職人が制作に関与したものであろう。

タラスコ地域に現存する最も古い逆箱舟形木製天井は、アンガウアン村の教会堂のそれ

39Ramire2；Romero，Ch磁桝P．378．この修道院の建設の経緯については本論第三章参照。
40アダスティン会はティリペテイオ修道院内に先住民のための職業訓練学校を開き、大工
をはじめとするスペイン人のマエストロを雇って指導させていたので、彼らが、先住民の

弟子と共に天井の制作にあたったと考えられる。本論第九章第一節参照。

41Basalenque，励iozjk，p．61．
42本節の1参照。　　　　　　　　　　、

・121・



である43伍g．175）。内陣の上だけにかけられたこの小さな天井は、アメリカ大陸に残る数多

くの植民地期木製天井の中でも、極めて珍しいものとされている。というのは、中央に向

かって傾斜する四面は、梁材で作る通常のアルマドゥーラの工法ではなく、三層の巨大な

持ち送りとそれらが支える太い到形とによって作られているからである。そして、持ち送

りと剖形が交差してできる四辺形の小間に、種々のキリスト教図像、例えばイエス・キリス

トを象徴する茨の冠に囲まれた3本の釘、冠を戴いた聖母マリアと聖ヨセフのアナグラム、

十字架植物の花弁の形にあしらった聖アンドレ形十字、フランシスコ会の紋章である聖フ

ランシスコの5つの聖痕などを浮き彫りした無彩色の装飾版がはめこまれている。

箱舟の底にあたる長方形の中央部にも、興味深い図像を浮き彫りした無彩色の板がはめ

こまれている。四隅にそれぞれひとりずつのケルビム（ここでケルビムは偉大な宝物の守

護者を表すと考えられる）、一方の端には司教の権威を示す司教冠ミトラが表されている。

しかし中央部の大半を占める、六角の星形を2つ組み合わせた4つの環と、それらをつな

ぐ太い帯の意味は十分にわかっていない。ロペス・グスマンは、これは4つの茨の冠と、

聖職者が身につけるストラ（肩かけ）であると解釈している崩。ネリ｝・シゴーは、16世

紀の西欧に見られヌエバ・エスパーニヤで活動したフランシスコ会やアダスティン会の宣

教師の中にもみとめられたキリスト教的カバラ主義（神聖な名前を示すモノグラムを単な

る装飾モチーフではなく、神を呼び出す力を備えるもの、あるいは神格そのものとみなす）

に注目し、この図像とキリスト教カバラ主義の代表的著作の挿絵に示されたセフイロ樹（El

如boIse丘rるtico）との酷似を指摘している45。

この教会堂の身廊部分の天井は、その後半円筒ヴオールト板張りトラス式に架け替えら

れているが、その下には、図案化されたゴシック文字で、神への永遠の賛辞を意味するラ

テン語を浮き彫りした創建当時の木製フリーズが残っている鵬。このようなゴシック文字の

使用は16世紀末までみられたことから、この天井の創建は16世紀中であると考えられ

ている。文字の図案化はアラビア文字を装飾に用いたムデハル様式の影響を強くうかがわ

せるもので、トクツセンはこれを、アラビア文字そのものを真似たものと考えたほどであ

った47。ちなみに、トクツセンはこの天井を、浮き彫りのスタイルから17世紀のものと推

43この教会堂の建設年代については本論第三草第一節の2参照。

44L6pezGuzman，etal．，AJquhectumycaJp血teJ屯p．180．
45Sigaut，OP．Cit．，pP．272・279．ここで、セフイロ樹の挿絵の例としてシゴーはAngelina
Mu．丘iz・HubermanやAthanasiusXircherの著作のものをあげている。

4（；Silva，“Laarquitecturareligiosa，”pp．225・226．

471bussaint，偽β即g肋由如p．81．
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測している48。

持ち送りの繰り返しによる迫り出しで天井の傾斜を生み出している点、天井全体を埋め

る丹念に彫りあげられた浅浮き彫り、さらにそれが無彩色である点、浮き彫りされた図像

の示す興味深い意味などは、いずれもこの教会堂の木製天井が強いイスラム的要素を温存

しつつも、正統なムデハル天井から逸脱する極めて個性的なものであることを示している。

このような天井の例は、メキシコでもほかに類をみないばかりか、ミチョアカン地方で後

に普及する木製天井の形式とも性格をおおいに異にしている。第三章で論じた、この教会

堂正面の装飾の特異さと職人の特徴を考えあわせると、タラスコ地域にこの教会堂が建設

された経緯を想像することは非常に魅力的である。その際手がかりとなるのは、プエブラ

州ウアトウラトウラウアカンのサントス・レイェス教会堂身廓の木製天井であろう。

この天井も非常に珍しいものとされているが49、アンガウアンの内陣天井との間に興味深

い類似が見られる。ひとつは、二層の持ち送りの間を埋める小間に、フランシスコ会の紋

章、キリストの受難や聖母マリアのシンボル、天使の楽団、薔薇模様や植物模様など、ア

ンガウアンと共通するモチーフの浅浮き彫りをほどこした板がはめこまれている点である。

もうひとつは、この教会堂でも身廓と内陣が内陣アーチによって区切られ、内陣天井が－

周り狭くかつ高く作られている点がアンガウアンと共通していることである。ウアトウラ

トウラウアカンには、1567年にドミニコ会に引き継がれる前、フランシスコ会修道院

があったと考えられている50。浅浮き彫りにフランシスコ会の紋章が見られることから、こ

の木製天井は1567年以前まだフランシスコ会の担当であった時期に制作されたもので

あろう。当時フランシスコ会のために働いていた職人の中に、このような特徴をもつ天井

を制作するものがおり、アンガウアンの工事にも携わったのであろうか。

もうひとつ、タラスコ地域に残る木製天井で16世紀の様式を残しているものに、ウイ

ラマンガロ教会堂天井がある他g．176）。この教会堂は、内陣と身廊が、プラテレスコ様式

風の飾り柱に支えられた三連の半円アーチで区切られており、入り口上部にしっらえられ

た聖歌隊席も古典的円柱をもつ三連の半円アーチに支えられている。内陣、身廊双方の天

井は二層の持ち送りが支える平天井で、大きな同心円や方形を組み合わせた剖形、植物や

果実の浮き彫りなどで飾られている。天井・アーチ・持ち送りは全体に青と白を基調に彩

色されている。この天井もアンガウアンに劣らず個性的なものであるが、その制作の年代

亜Ibid．

49L6pezGuZmAn，Op．Cit．，pp．131・134．
50PeterGerhard，（おqg222励励idLjbadbh肋eT73軸＆励1519・1821，M6Ⅹico，UNAM，
1986，p．291．
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や経緯については不明である。しかし、次にあげる1789年の記録から、この教会堂は

上記のような古典的特徴を少なくとも18世紀未には備えており、しかもその時点ですで

にそれは古い様式とみなされていたことがわかっている。その記録は以下のようなもので

ある。「（天井は）アルテソンで、かつては、非常に美しく調和のとれたものであった。部

分の配置と彫刻も、現在一般に作られているものよりずっと優れている。というのは、新

しいチュリゲラ様式（バロック様式のひとつ）の流行によって寺院の中からすでに放逐され

てしまったかに見える、あの円柱、フリーーズ、アーキトレーヴ、台座などの対称的な配置

が見られるからである」叛　このことから、現存するウイラマンガロの天井が、1．6世紀中

かもしくは17世紀前半の古典的様式の時代に制作された部分を含んでいることは確実で

あろう。

以上の例から、16世紀から17世紀初頭にかけて、タラスコ地域の聖堂には、典型的

なムデハルの木組装飾を持つもの、ムデハル様式によりながらもかなり逸脱したユニーク

なもの、そしてルネッサンス的な色合いの強いものと、非常に多彩な木製天井が架けられ

ていたことがわかる。トーレスが指摘した、単純な梁の平天井から、持ち送りを何層か重

ねた上に梁を置く平天井への技術革新は、16世紀にタラスコ地吸の教会堂が小規模で暫

定的なものから、より大規模で恒常的なものに架けかえられる際に採用され定着したもの

であろう。アンガウアンとウイラマンガロで、全く異なる効果を目指しながら、どちらも

持ち送りを多重的に用いている点に、試行錯誤の跡が感じられる。

（2）17世紀の木製天井と天井画の発達

そのようなさまざまな試みを経て、17世紀の半ばになると、タラスコ地域の木製天井

に強い共通の傾向が表れるように見える。重層的な持ち送りの使用と、塗金・彩色による

鮮やかな色彩、そして絵画による装飾がそれである。これを検証するための唯一の現存す

る建築例は天井ではなく、ヌリオの教会堂聖歌隊席下（sotocoro）である。先にあげたツイン

ツンツァン、アンガウアン、ウイラマンガロの木製天井が17世紀初頭までに制作された

とすると、それ以降この世紀中にタラスコ地域で制作されたこと、が証明できる聖堂木製天

井は現存しないからである。

ヌエバ・エスパーニヤを含め、新大陸のスペイン額植民地に建設された多くの一身廊聖

堂では、聖歌隊席は通常正面入り口の真上に、単純な方形の平面図をしたバルコニー状に

設置されていた。従って、信者は聖堂内に入るとまず頭上に聖歌隊席の床に当たる部分（聖

51血即eα血ocは由ろp．67．
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歌隊席下52）を見ることになり、その装飾は重要であった。軽量さを要求される聖歌隊席は

一般的に木造が多かったが、木製天井の伝統をはくぐんでいたタラスコ地域では、聖歌隊

席下にも天井と同様の装飾がほどこされた。ヌリオ教会堂の聖歌隊席下には、その強いマ

ニエリズム絵画様式から17世紀半ばに描かれたと断定できる板絵が一面に描かれており、

現在も保存状態は比較的良好である（丘gS．177，179，180）。タラスコ地域の教会堂に17世紀

に制作された彩色木製天井を推測する上で重要な手がかりとなっている。

ヌリオ教会堂の聖歌隊席下は板張りされており、全体が、塗金された枠によって大きさ

の異なる多数の方形に区切られている。ひとつひとつの区画の中央には、聖人・．天使・ケ

ルビムなどの姿を措いたメダヨン（人物の胸像などを囲む円もしくは楕円の縁）が配され、

その周囲を渦巻くリボン模様が埋めている。中でも目を引くのは、やわらかなひだを描く

ゆったりとした簡素なチュニックをまとい、さまざまな楽器を秦でたり、楽譜を読みなが

ら合唱したり指揮するそぶりを見せたりしている天使達の楽団、甲常に身を固めた聖ミゲ

ル、白百合の花を手にした聖ガプリエル、少年を従えた聖ラフアエルらの大天使たち、肩

にかかるほどけた長い髪と香油壷を手に持つ聖女マグダラのマリア、司教の装束をまとっ

た男性53などの姿である。シゴーはこれらの装飾意匠や人物像の描き方がマニエリズム様式

の特徴を備えていること、さらに、17世紀初頭にメキシコ市で活躍した画家、パルタサ

ール・デ・エチヤべ・オリオ（1623年頃没）の画風との共通点が見られることを指摘し、こ

の制作年代を17世紀半ばとしている。また、陰影に富む人物像や装飾モチーフのダイナ

ミックな量感、色彩の調和などにおける完成度が、こうした遠隔地の先住民村に残るもの

としては驚くほど高いことから、この板絵が先のエチヤベ・オリオの工房で修行した弟子

の一人に発注された作品であるという仮説を提示している54。

ヌリオ教会堂の聖歌隊席は、下に描かれた絵が優れたものであるだけでなく、形にもユ

ニークな特徴が見られる。先述のように、聖歌隊席は通常単純な方形の平面図をもつが、

ここでは、主祭壇に向かって左側半分が、劇場の桟敷席のように大きくL字型に突き出し

3本の円柱によって支えられていが5。加えて、この聖歌隊席下は、中央部は平板であるも

52バルコニー状の聖歌隊席の床の部分。本論ではこれを聖歌隊席下と呼ぶ。

53シゴーはこれを聖アダスティンと解釈している。Sigaut，Op．Cit”PP．283・284．がミチョア
カン司教の誰かを措いたものとも考えられる。

54Sigaut，pp．280・283．

55平面図が方形のバルコニー型という、一般的な聖歌隊席の平面図と異なるものとして、

タラスコ地域内では、他に以下の例がみとめられる。ヌリオ病院礼拝堂。正面入り口の左

手に、梯子で登る小さいながら美しく塗金・彩色された風変わりな聖歌隊席がある。エロ

ンガリクアロのフランシスコ会修道院教会堂。平面図がコの字型をしている。ここでは彩
色・塗金はおこなわれていない。
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のの、左右の側壁にむかって、ゆるやかで優美なカープを描いて下降し、先に示した半円

筒ヴォールト板張りトラス式の天井に近い形状を見せている。左右両端が下降するカープ

を描くこのような聖歌隊席は、隣村のコクチョに一例残っている。

さらに奇異なのは、聖歌隊席の下に置かれた風変わりな木製洗礼所他aptisterio）である

（軸．178）。この洗礼所は逆箱舟型の屋根を、幾本もの細い円柱が支える小型の古代神殿の

ような、あるいは屋形船のような形をしている56。1681年の記録に「（ヌリオの洗礼所

では）聖水盤が、彩色・塗金された木製の柵に囲まれている67」と記されていることから、

この洗礼所はすでにその時ヌリオの教会堂内にあったと考えられる。これを傍鱒する事実

として、洗礼所の屋根の内側と円柱の基部に措かれた天使像や聖人像の筆致やスタイルが、

聖歌隊席下に措かれた絵と酷似しており、両者が同じ時期に、同じ職人（集団）によって

制作された可能性が高いことがあげられる（軸．181）。

1681年の記録によれば、当時シエラの教会堂の多くに「木の柵のある」もしくは「木

の柵で囲まれた」洗礼所があったが58、それらが、ヌリオ教会堂のものと同じような作りで

あったことは間違いなかろう。1681年の記録でこうした洗礼所の存在がみとめられる

教会堂は、シエラのセビナ、ポマクアラン、カバクアロの3教区17村中、実に、ナワッ

ェン、チェラン、コマチュエン、パラチョ、ヌリオ、コクチョ、ウラビチョ、アウイラン、

タナコ、カバクアロ、キンセオの計15村にのぼっている。なかでも、ナワッェンの洗礼

所については、「柵のある大変上等な造りの洗礼所で、鍵もかかり、彩色されている59」と

記されている。またカバクアロの教会堂では「洗礼所には上等な細工の石の聖水盤があり、

柵と鍵を備えている60」とされている61。

現在ヌリオ教会堂の身廊天井は木製の半円筒ヴォールト板張りトラス式で架け替えられ

ており、ここには天井画を含め一切装飾はない。ただし、ヴォールトを支えている二層の

持ち送りは、旧天井のものと思われ、浅浮き彫りと塗金・彩色で華麗に装飾されている（軸．

56大きさは平面図の縦横が目測でおおよそ3㍍x2㍍の方形で、高さは2．5㍍ほど、ちょ

うど教会堂の片隅にもうひとつ別の小型の建物が置かれたような格好である。洗礼所への
入り口は主祭壇の方角に開けられており、かつては扉がはめられていたと思われる枠が残

っているが、現在扉は存在しない。

57Tienebaptisteri0，CerCadalapiladereJaSdemaderadoradasypintadas．

58単にconrejaSもしくはcerradodeveか；cercadalapiladereja＄demaderalabrada；

COnSureja，PuertaSyllaveなどと記されている。

59‥．unbaptisterioeonrejasmuybienobrado，COnllaveyelbaptisteriopintado．

60…＄ubaptisteriodeunapiedrabienlabrada，COnSureja，PuertaSyllave．

61このような／村中殿型の洗礼所は、ヌリオ以外に現存する例がないため、その後間もなく

廃れたのではないかと考えられる。教会堂に隣接して塔が建てられると、塔の一階部分に
聖水盤が置かれ、洗礼所として使用されるようになったからであろう。
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186）。その剖形の彩色に、青いひし形のモチーフが用いられているが、これは洗礼所の屋

根を飾る青と赤のひし形模様とよく似ている。このことは、木製天井・聖歌隊席下・洗礼

所が同じ時期に同じ職人集団によって制作されたことを強く示唆している。

ヌリオ教会堂内部がその最も華やかな時代どのような姿をしていたのか、またその制作

年代がいつなのかを知るた捌こは、より綿密な調査が必要であろうが、上述のように、天

井と聖歌隊席下と洗礼所がほぼ同時期に彩色・塗金されたらしいこと、聖歌隊席下の絵が

明らかなマニエリズムの画風を示していること、これと同時期に作られた洗礼所が168

1年には存在したことを根拠として、ひとまず、この教会堂の天井の制作年代は、教会堂

正面に刻まれた1639年と1677年という2つの年号に近い時期と推定するのが妥当

であろう。

重層的な持ち送りの使用、塗金・彩色による鮮やかな色彩、そして絵画による装飾など、

ヌリオ教会堂の内部を推測により再構成したものを、17世紀後半にタラスコ地域の先住

民村落の教会堂を飾った天井に一般化してあてはめるのは危険だが、セビナ、アランサ、

カバクアロの3教区についての1649年と1681年の記録は、それがあながちはずれ

ていないことを示している。1649年、ナワッェン教会堂の木製交差ヴォールトが巧み

に塗金・彩色されているという記述がある。「彩色された」bintado）という表現はスペイン

語で「絵が描かれた」という意味も有している。1681年には、教会堂もしくは病院礼

拝堂が彩色・塗金された木製天井もしくは洗礼所を有しているか制作中であると記されて

いる相が、ナワッェンに加えて、チェラン、コマチュエン、ヌリオ、カバクアロに増えて

いる。18世紀に制作され現存する木製天井が、彩色・塗金を特徴としていることも、1

7世紀後半にその特徴が形成されたことを示唆している。この点については、本節3でさ

らに検証する。

（3）18世紀以降

18世紀のタテスコ地域では、木製天井を天井画で装飾する慣習はすっかり定着してい

たと思われる。天井画が描かれている木製天井で、18世紀初頭から植民地期末までに制

作されたと断定できるものが、タラスコ地域に現在少なくとも3例存在する。トウパタロ

教会堂天井（1772）、ナランハ教会堂内陣天井（1784）、ヌリオ病院礼拝堂天井（1803）である。

年代は不明だが、絵画の特徴からやはり植民地期末期、もしくは独立期初期のものではな

いかと推測されるものに、キンセオ教会堂天井画（1789の記録ではまだ言及されていない）

がある。これに、コクチョ教会堂聖歌隊席下の板絵を加えることができよう。
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トウパタロ教会堂天井（1772）

トウパタロはパックアロから東に15キロメバル余りの所に位置する村で、タラスコ地域の

東の端にあたる。この村は18世紀にはパックアロ教区の一地区であった。現存する教会

堂の天井に残る3本の梁の銘文によれば、1717年この村に「奇跡の十字架」が出現し

た。この十字架は、松の木を斧で切っている時に見つかったことから、「聖なる松の主」と

呼ばれて近隣の人々の信仰を集めるようになる。先の翠の銘文によれば、当時パックアロ

教区の司祭であったディェゴ・フェルナンデス・イ・どリェーガスが村に聖堂を建設して

十字架を安置したのが1725年のことであった62。梁の銘文はさらに、天井画や制作が1

772年であることも語っている63。

台形板張りトラス式の天井は、文字どおり一面に板張りされており、200平方メート机こ

のぼる天井全体を天井画が埋め尽くしている伍g．187）。天井画の主題は、この聖堂がまつ

る「聖なる松の主」にちなみ、主イエス・キリストの受難である。逆箱舟の底にあたる中

央の平面部分は15の区画に分けられ、入り口側に聖母マリアの無原罪の御ん宿り64に始ま

る聖母の生涯、続いて主祭壇前のキリスト昇天に終わるキリストの生涯の各エピソードが

播き連ねられている。ただし、最も入り口側の1区画、聖歌隊席の真上にあたる部分には、

聖歌隊席の役割を象徴するかのように聖女セシリアがオルガンを弾く姿が描かれている86。

一方、天井の傾斜部は、釘や梯子、やっとこや“INRI，，の文字など、キリストの受難を象

徴する事物で埋められている。

興味をひくのは、それらの事物を捧げ持つ、華麗な衣装に身をつつんだ天使像である他g．

188）。くっきりとしたためらいのない線で縁取りされた天使の体と衣装、それを彩る緑・

赤・白を中心に黒■褐色・青などを用いた鮮やかな色彩、天使像の周囲の空間をびっしり

621733年ミチョアカン司教区の巡察官が残した報告によれば、聖堂は真新しく、主祭
壇のレタプロにこの奇跡の十字架が架けられていたが、内部にはほかにレタプロもなく貧

相であった。Sigaut，OP．Cit．，PP．284－285．
63Ibid．；Gon21alezGalvan，OP．Cit．，PP．147・152．
64．聖母マリアは、神の母に与えられた格別の恩寵により罪から完全に逃れた存在とされ、
聖女アナの体内から生まれ出た際の原罪からも逃れていたとするドグマ。「無原罪の御ん

宿り」のドグマを正式に法王庁が承認するのは1854年のことであるが、実際は16世
紀からフランシスコ会を中心に熱心に唱えられ、ヌエバ・エスパーニヤでも「コンセプシ

オン（スペイン語で懐胎の意）の聖母」（Ⅵ．rgendelaConcepci6n、もしくはⅥrgendela
InmacdadaConc叩eiる扇として大きな信仰を集めていた。
鑓聖女セシリアはローマ時代の殉教者で、15世紀からはオルガン、ハープもしくはその

ほかの楽器とともに描かれるようになった。JhanFernandoRoig，鬼00耶励虚血β
励融喝Bamelona，EdicionesOme嘗a，1950，p．74．
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埋める渦巻く草花模様とケルビムが研究者の目を引いてきた66。ゴンサレス・ガルパンはこ

の絵を「その筆致から民衆的バロック（barrocopopula溺こ分類することもできようが、図像

構成には知的な（culta）教育的意図が込められている」と評している67。シゴーはこの天使像

と、同じスペイン飯植民地でも南米アンデス中央部のペルー副王領で17世紀に生まれた

「火縄銃の天使」とよばれる独特の図像との類似を指摘していが8（軸．53）。この天使像は、

ペルーの古都クスコで発達したクスコ派絵画に見られる独特の図像で、普通は天使が持つ

ことのない火縄銃を携えていることから、この呼び名を与えられている。スペイン人によ

る異教徒の「征服」が重要な意味をもっていたスペイン領植民地ならではの図像であると

考えられている。この天使像は持ち物以外にも、クスコ派絵画の独特な民衆的筆致、レー

スや宝石をあしらった華麗この上ない天使の装束、通常は絵の中で二次的役割しか与えら

れない天使が絵画の主旛となっていること、さらに、いく枚もの天使像を組みにして飾る

風習などの特徴をもっている69。シゴーは、くっきりと輪郭を描く線、動きの中にもゆるが

ない厳かさ（hieratismo）、岩に似せて描かれた中国風の雲に見られるような、自然描写にお

ける慣習の尊重、主題とは無関係な快活な情景描写などに、「火縄銃の天使」とトウパタロ

の天使の共通性をみとめている70。華麗な天使の装束の描き方、天使が個々の画面の主役で

あり、かつ、そうした絵が並んで聖堂全体をリズミカルに飾っているという点でも、両者

には共通点がある。しかし、両者の間に職人の渡来といった直接的な交渉があったか否か

を確かめることは現時点では不可能である。「火縄銃の天使」はペルーで大変な人気をはく

し、植民地から帰還するスペイン人が持ちかえったり、植民地に入植したスペイン人が故

郷の教会へ奉納するために送ったりという経路でスペインへももたらされる71。職人の直接

の来訪がなかったとしても、同じような人や物の流れによって、タラスコ地域にもこの図

像が伝わったと考えることはできる。トウパタロの絵師がそれを採用したとすれば、この

時代のタラスコ地域と外部世界の交渉の一端を示すことになり興味深い。

ナランハ教会堂内陣天井（1784）

パックアロから北西に40キロメートルあまり、タラスコ地域の北端に位置するナランハ村の

66Sigaut，OP．Cit．，pp．284・285．；Gonzale2：Galvan，OP．CitリPp．147・152；RamirezRomero，

〔な伽，p．519．
67ConzAlezGalvゑn，OP．Cit．，p．152．

68S短aut，Op．Cit．，pp．286・289．

69PabloGamboaHinestrosa，ムap血ね躇叩ゐd金印d虐政α血由ヱあぶ（ね躇

amBgeksdbβ毎頑Bogota，Colombia，EditorialUniver＄idadNacional，1996，PP．54・58．

70S短allt，Op．Citリpp．286・289．

71Gamboa，Op．Cit．p．58．
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教会堂内陣天井には、教会堂の建設が1783年12月22日開始され1784年2月2

7日に完成したことを記す天井梁の銘文が残っている72。この銘文は、棟梁ホアキン・チン

チマ（DonJoaquinChinchima）が、ホセ・アテンソ、トマス・ロペス、アントニオ・バルト

ロという助手の助けを得て、内陣天井を制作したことも明らかにしている。棟梁の姓チン

チマは先住民系のものである。また敬称Donが付されていることは、この人物が彼の住む

村の伝統的貴族層に相当する家柄の出であることを示唆している。アントニオ・バルトロ

のバルトロのようにファーストネームを姓として用いる慣習も先住民系の人々のものであ

った。そのほかの2人は、姓名からではスペイン人か先住民かを見分けること鱒できない

ものの、棟梁が先住民であることから、彼らもおそらく先住民であったと考えるのが妥当

であろう。彼らが大工であったのか絵師であったのかは特定できない。

すでに述べたように、ナランハ教会堂の天井は内陣のみが天井画で飾られた逆箱船形の

台形板張りトラス式で、身廊は平天井アフアルへである仏卵．182，183）。この内陣天井の特

徴は、天井の構造部材が、赤と白で交互に塗り分けられて装飾的に利用されていることで

ある。この二色づかいは、スペイン、コルドバの回教寺院（8世紀）のアーチにまで遡る

もので（軸．11）、ナランハの強いムデハル趣味を示すものといえる。天井画全体の色調は赤・

白に加えて黒と青みがかった灰色である。

天井画の図像の特徴は、シゴーによれば「花と天使に囲まれた無数の聖人の陽気な無秩

序」である73。事実、シゴーが同定できた聖人や聖母像は50以上、さらに多くの天使や司

教像、キリスト教の象徴的図像がこれに加わっている。彼女はこの情景を「色彩の天空」（cielo

decolores）と呼び、図像の配置に何か深い宗教的意味が込められているというよりは、人々

が歓喜に満ちた天上世界を希求する願望が表現されているのではないかと考えている74。

特に注目に値するのは、ヌリオ教会堂聖歌隊席下の板絵や、次に見るトウパタロ教会堂

天井画に比べた時の、ここでの筆づかいの自由・奔放さである。赤・白に塗られた構造部

材によって、天井中央の平らな部分とその周囲の傾斜部分はいずれも細長い方形に区切ら

れているが、その区画の中では、人物や花、ケルビムは空間を奪い合うかのようにひろが

り、そのためにそれらの縮尺はかなり不揃いになっている。それはこれを描いたのがナイ

ーヴな絵師であったことを示しているものの、それがこの天井画に動きと活力とを与える

72S短aut，Op．Ck，p．289．ガルパンは1784年の3を8と読み、この天井画の完成を17

34年と・している。GonzAlezGalvan，Op．Citりp．153．本論では天井画の画風などからより
遅いほうの年代を採用した。

73Sigaut，OP．Cit．，P．289．

74これは本人が筆者に直接語ったところによる。
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結果となっている。渦巻くような草花の装飾やケルビム、天使像の華麗な装束などに、ヌ

リオからトウパタロへと続く道筋にこの絵があることを確認できるものの、ナランハの絵

師達は、上記二例より数段素朴な職人集団であったことは明らかで、後のキンセオやサカ

ンの天井画を描いた絵師達と共通する性格をもっている。ここに、ヌリオやトウパタロな

ど、より洗練された、遠隔地との繋がりを示唆する絵師と、ナランハのようにいわば土地

に深く根付いた絵師集団の両方がタラスコ地域で制作した跡を見ることができる。

コクチョ教会堂聖歌隊席下

地理的にヌリオの隣にあり、ヌリオ教会堂聖歌隊席下のものと極めて良く似た板絵をも

つのがコクチョである75（軸8．189～191）。ここに措かれた板絵の図像は大きく2つの部分に

分けることができる。中央の大きな方形の枠内に措かれた騎馬姿のサンチアゴ（聖大ヤコ

ブ）の戦闘場面と、その左右に3つずつ並ぶ方形の区画に描かれた6人の天使からなる楽

団である。サンチアゴはコクチョ教会堂の守護聖人である。天使の楽団の方は、天使を囲

む額とその外側を埋めるリボン模様が、ヌリオでは楕円形のメダヨンであったものが、こ

こでは方形の額となっているという違いはあるものの、ヌリオ教会堂聖歌隊席下の板絵の

題材を模していることは明白である。

このようなヌリオとの強い共通点にもかかわらず、この板絵をヌリオと同時期の、もし

くは同じ作者（群）のものとすることはできない。コクチョの聖歌隊席はヌリオに比べて

小規模で、形にもヌリオの優美さはなく、板絵の人物像も、ヌリオの陰影に富む自然主義

的描写ではなく、線で顔や手の輪郭をくっきりと措く平板な図式的手法で措かれている。

左右3人ずつ並ぶ天使像は、小さなメダヨンではなく、長方形の額の中で姿全体を露にし、

衣装もまた、ヌリオの簡素さとは極めて対照的に華麗である。ここには民衆性とともに高

い物語り性があり、トウパタロとの関連が感じられる。

その特徴がいっそう顕著に表れているのが、中央に描かれた絵である。全体が上・中・

下の3段に分かれたこの絵では、トウパタロにも見られる中国風の雲で区切られた上段に、

三位一体と聖母と天使達が描かれている。中段には、白馬にまたがり剣を振り上げるサン

チアゴの姿を寒中に、右手に鉄砲を構えたキリスト教徒の兵士達、左手に陥落した城に入

場する同じくキリスト教徒の兵士の姿が描かれている。最下段には、首を落とされ白馬に

踏まれるイスラム教徒の死体が描かれている。

75コクチョの聖歌隊席下はヌリオ同様左右がなだらかなカーブを措いて下がっているが、
平面図は、L字型のヌリオとは異なり、単純な長方形である。

・131・



この板絵の制作年代を示す銘文や史料は現在のところ発見されていない。筆者は、先の

トウパタロとの類似性から、これを18世紀、トウパタロの天井画の制作に関与した職人

が、コクチョの村人の希望をいれて、隣村ヌリオのすぼらしい板絵を模して措いたもので

はないかと考える。というのは、1681年の記録でコクチョの教会堂は「地震により非

常に痛み、崩壊寸前である」と記されており、1789年の記録では「アルテソンは3分

の2が彩色されており塗金した到形で飾られているJ　と述べられていることから、168

1年以降に教会堂が再建された可能性が強く、現存する板絵はその後描かれたものである

と考えるのが妥当だからである。それに加えて、上述のような、ヌリオ聖歌隊席下板絵の

人物像の筆致との木きな違い、ヌリオの洗練度の対極にある強い民衆性、さらに天使の華

美な衣装・中国風の雲・人物の措き方などにおけるトウパタロとの強い共通性、そしてキ

リスト教徒の兵士が身につけている丈長の上着が、18世紀のものと考えられるといった

ことが、この板絵が18世紀のものであることを強く示唆している。いずれにしても、制

作年代を確定するに足る根拠は現在のところ十分とはいえない。もし、トウパタロの天井

画を描いた職人がコクチョにも関係していたとすると、当時タラスコ地域にこのような作

風を特徴とする職人集団が存在し、先住民村の教会堂に似たような天井画や板絵がもっと

数多く制作されていた可能性もある76。

ヌリオ病院礼拝堂天井（1803）

ヌリオ村には、先に検討した教会堂聖歌隊席下のすぼらしい板絵のほかに、病院礼拝堂

にもうひとつ見事な天井画が残されている。この天井は円筒ヴォールト板張りトラス式で、

天井画はその全体を覆い尽くしている（軸．193）。ヴオールトに等間隔にわたされたアーチ

76タラスコ地域の村サカンの教会堂天井は、現在平天井アルファルへで架け替えられてい

る。ところが、この教会堂の主祭壇レタプロの裏側にこれを補強するために用いらている
板に、天使像とおぼしき絵が描かれている。見えにくい場所であるため、最近まで研究者

に知られることはなかったが、シゴーはこの絵とヌリオの聖歌隊席下の絵とが非常に似て

いることを指摘している（2000年3月サモラにて、口頭による）。もしこの板絵がサカ
ン教会堂の旧天井から取り外されたものであれば、サカンにもヌリオに類似した天井画が

あったと考えられ、それはヌリオと同時代の、さらに言えば同じ職人集団によっ七制作さ
れた可能性も出てくる。このことはヌリオの天井画を制作した絵師達はタラスコ地域で複

数の教会堂天井の装飾を手がけたことを示し、こうした職人集団（あるいは工房）が17

世紀半ばミチョアカン地方に存在したことを証明する手がかりとなる。とはいうものの、

現在では推測の域をでていない。筆者には、むしろこの絵は、人物像の輪郭をくっきりと
描いている点、装飾的な植物の渦巻きの描き方と色使いなどから、トウパタロの天井画の

流れをくんでいるように見える。この推測によれば、18世紀後半にトウパタロ、サカン、

コクチョなどを手がけた職人集団が存在したことになる。
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状の部材によって細長く区切られた各画面には、メダヨンに囲まれて、聖人・天使・キリ

スト教の象徴やさまざまな物語の場面が描かれている（軸．194）。

この天井画の中心テーマは、聖母マリアの無原罪の御ん宿り、すなわちコンセプシオン

の聖母への信仰である。第八章で見るように、タラスコ地域の先住民村落が運営していた

病院の大半はこの聖母を守護者としていた。この天井にはコンセプシオンの聖母をたたえ

る連祷「レタニーア・ラウレターナ」（LetaniaLauretana）の一部、「処女達の女王、俄悔者

達の女王、殉教者達の女王、使徒達の女王、総大司教達の女王」といったくだりを表す聖

母像がちりばめられている77。

梁のひとつに、このアルテソンが大工棟梁ホセ・チヤナクア（Jos占Chan及qua）と絵師ホ

セ・グレゴリオ・セルバンテスによって制作されたことを記す銘文が残っている。これま

で見た中では、これが絵師として職人の名前を特定している初めての例である。大工の棟

梁の姓は先住民系であるが、絵師は名前からは先住民か否かは特定できない。

サカン病院礼拝堂天井（1鮎や

サカン村はタラスコ地域の山間部シニラの中心部に位置する78。この礼拝堂の天井は、中

央部が逆箱舟型でその両側に平天井の小さな側廊を有している（軸．195）。この逆箱舟型天

井にはコンセプシオンの聖母をたたえる「レタニーア・ラウレターナ」の各節が絵と文字

で一面に措かれている79。入り口上部の「主よ、我らに慈悲を与え給え」に始まる祈りの文

句は、向かって左側から内陣へと進み、その後右側から再び入り口へと戻り、最後に中央

を主祭壇へと向かう80。これは教会堂内で行う宗教行列の順路と同じである。人々はこの祈

77Sigaut，OP．Cit．，P．291．「レタニーア・ラウレターナ」は、カトリック教会の礼拝で司式
者と会衆とが交互にかわす連続の祈りリタニア（連祷）のひとつで、通常「ロサリオの祈
り」に続いて唱えられた。

78この村の病院建物と病院礼拝堂に残された16世紀の窓枠の特徴については前章で論じ

ている。
79シゴーはここに描かれた絵と文の手本を特定することに成功している。それはフライプ

ルグの説教師フランシスコ・ハビェル・ドーンがラテン語で著わし、イタリア人画家ピェ

トロ・テスタが版画を担当して17世紀半ばに出版された聖母に捧げる連祷の解説書であ
る。サカンで手本とされたのは、1768年スペインのバレンシアでオリジナル版の版画

を収録して出版されたスペイン語版であったと思われる。サカンの、堅い素朴な筆使いで

措かれた多彩色の天井画と、17世紀の古典的で精緻な白黒の版画の仕上がりとではまっ
たく雰囲気が異るものの、場面場面の構図と銘文はぴったりと一致しており、サカンの絵

師がこれを手本としたことに疑問の余地はない。このスペイン語版はメキシコでは現在国

立図書館に一点所蔵されている。Siga鴫Op．Cit．，pp．298－300．
80Sigaut，OP．Cit．，PP．296・298；Gonzale21Galvan，OP．Cit．，PP．154・156；AlmaRosa
Rodrigue2；L6pez，ゑ朗D．伽肋db血Htza卸em，Morelia，Mich．1990，trabajono
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りを唱えながら、聖堂の中を巡回したのであろう。

ヌリオやサカン病院礼拝堂と相前後して、タラスコ地域では聖母を題材とする天井画が

数多く措かれた。なかでもキンセオ教会堂の天井一面に描かれた「レタニーア・ラウレタ

ーナ」は、祈祷文の各節を表す絵の構図がサカンとほぼ同じであるものの、サカンにはみ

られない、人物・風景・ラテン語文が描きこまれている（丘g．192）。人物像の筆使いは素朴

ながらのびのびとして奔放さにあふれ、周囲の空間はピンク色のバラを主体とした花綱や

花束、花寵や花瓶に彩られて、愛くるしくも活気あふれる世界が頭上に繰り広げられてい

る。ほかには、サン・ロレンソ病院礼拝堂（1893）にも「レタニーア・ラウレターナ」と聖母

マリアの生涯が描かれている81。

独立後も20世紀初頭にいたるまで、タラスコ地域で彩色木製天井は制作され続けた。

制作年代のわかっているものだけでも、ウアンシト教会堂（1812）、サカン病院礼拝堂（1857）、

タナキーリョ教会堂（1880）、サン・ロレンソ病院礼拝堂（1893）、ポマクアラン教会堂（1908）

の天井画が残っている82。独立戦争の只中に制作されたウアンシトからメキシコ革命勃発

（1910）前夜のポマクアランまで、タラスコ地域では先住民村落の聖堂は色鮮やかな天井画で

飾られ続けた。このように、現在タラスコ地域の教会堂を特徴づけている木製天井と天井

画は、全て18世紀以降の作である。しかし、本章で検証したように、その特徴が形成さ

れたのは17世紀後半だと思われる。17世紀後半といえば、タラスコ地域の教会堂正面

が、シニラを中心に、－ミチョアカン様式に刷新された建設ブームがあったと推定される時

期からは少し遅れる。建物ができた後で内部装飾の充実が図られたとすれば、17世紀後

半はまさに、建設ブームの中で次々と完成した教会堂の内部装飾が進められた時期といえ

る。教会堂正面で試みたように、タラスコ地域で木製天井の特徴が結実したことを、この

建設ブームと関連付けることができるのだろうか。

3．木製天井とミチヨアカン様式

Publicado，PP．9－40．

81InformedetrabqjodelaSEDUE（SecretariadeDe組rrOuOUrbanoyEcologia）de

MichoacAn，P如zcuaro，a9deenerode1987．
82コルーポのサン・セバステイアン地区礼拝堂天井は1868年に制作された後、192

9年の礼拝堂改修の際描き直されている。Si閉場Op．Cit．，pp．303・304．このほかに制作年代
は不明なものの、チヤラパンのサンチガアゴ・カバリェーロ地区礼拝堂天井やセビナ病院

礼拝堂天井にも天井画が残っている。
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1646年にバサレンケが書き記したように、ミチョアカン地方ではティリピテイオの

教会堂ほど豪華な木製の格天井「アルテソン」は二度と制作されなかったかもしれない。

しかし、塗金され彩色された「アルテソン」が、17世紀に、ほかにも存在していたこと

が、同時代のさまざまな文書に記録されている。例えば、17世紀のミチョアカン司教区

に関する4つの記録（1619，1631，1649，1681）の中で、最初にそうした木製天井に興味を

示して言及するのが1649年の記録である。ここには、パックアロの教区教会堂（かつ

ての大聖堂）の身廊天井が「高く、巧みに加工された木材に塗金したアルテソン（単数形）

である」こと、及びアグステイン会修道院教会堂にも塗金された木製のアルテソン（単数

形）があったことが記されている83。

1649年の記録は、タラスコ地域のシエラにも、この頃先住民村落の教会堂に金色を

用いて彩色した木製天井が存在したことを示している。ナワッェン教会堂の交差部木製ヴ

オールト（cruヱerOdevolledasdemadera）84である。この木製ヴオールトは、この年、油絵

具で非常に巧みに彩色され塗金されていた。記述者の関心は天井にとどまらず、教会堂内

部の様子についても以下のように描写している。「ナワッェン村の守護聖人であるフラン

ス王、聖ルイを祀る中央礼拝堂の主祭壇には、たいへん優美なレタプロが置かれており、

（壁際には）村の各地区が奉じる種々の聖人を祀り、その絵姿を納めた七つの側壁用レタ

プロが置かれている。（聖体を納める）聖棟はまばゆいほどの金色である。洗礼所、聖歌隊

席の造りも上々で、オルガンと楽士用礼拝堂も備えている」。このようなナワッェン教会堂

内部の光景は、先に見たヌリオ教会堂と非常に似通ったものだったのではなかろうか。こ

の同じ記録によれば、この年セピナの教会堂屋根仕eeho）は「完成ま近」であった。168

1年の記録になると、木製天井の彩色・塗金は、教会堂だけでなく病院礼拝堂にも盛んに

ほどこされるようになっていたことを示す記述が現れる。例えば、先のナワッェンでは、

教会堂天井はすでに「全体に金をほどこしたシンポリオ（cimborio丸屋根）」を備えており、

病院礼拝堂のシンポリオは彩色と塗金の作業中で、チェランの病院礼拝堂シンポリオはす

でに彩色済みであった。コマチュエンの病院礼拝堂シンポリオはまだ彩色・塗金ができて

おらず、白木のままであった。カバクアロでは、教会堂の木製シンポリオはまだ完成して

いないものの彩色・塗金がほどこされている。病院礼拝堂の方は木製アルテソン（単数形）

で、彩色・塗金が済んでいた。このように、これら2つの記録は、17世紀半ばにはナワ

88YsaSSy；OP．Cit．，PP．118・119．

84交差部は十字形平面図をもつ教会堂の場合、身廓と翼廓が交差する部分、すなわち内陣

を指す。タラスコ地域の教会堂の平面図は通常長方形で、交差部はないが、ここでは内陣
を指していると思われる。
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ツェン教会堂でしか明確に確認できなかった木製天井への塗金・彩色が、17世紀後半にな

るとシエラ3教区の聖堂で盛んに行われるようになっていたことを示している。

ここにあげた17世紀の記録には、教会堂天井の形状を表す4種類5通りの用語が用い

られている。それらと、18世紀のいくつかの記録を参照しつつ、タラスコ地域の聖堂の

木製天井に起こった変化の過程を追ってみたい。17世紀に木製天井を指すのに用いられ

た4種類5通りの呼称とは、1646年にバサレンケが用いたアルテソン（複数形）、16

49年の記録者のアルテソン（単数形）と交差部木製ヴォールト、1681年の記録者の

シンポリオとアルテソン（単数形）である。現在用いられている美術史用語にあてはめれ

ば、アルテソンの単数形は、すでに見たように、格間であり、複数形はその集合である格

天井と考えられる。ヴオールトは曲面天井一般を指し、シンポリオは丸屋根（ドーム）で

ある。果たして、17世紀のタラスコ地域で、建築の非専門家が用いた用語が、この定義

にのっとって使用されたのかどうかを確かめるすべはないが、17世紀と18世紀の記録

の内容を比較し、現存する当時の教会堂天井の形状とも照合すると、およそ以下のことが

わかる。

1646年にバサレンケが言及したアルテソン（複数形）は、逆箱舟型のムデハル天井

に格間が組み合わされたものだった可能性があることは先に指摘した通りである。次に1

649年の記録であるが、ここでアルテソン（単数形）と呼ばれているのは、パックアロ

の教区教会堂と、同じくパックアロのアダスティン会修道院付属教会堂の天井だけである。

この記録で先住民村の聖堂天井に言及しているのは、先述のナワッェン教会堂交差部木製

ヴォールトとセビナの「屋根」だけで、先住民村の聖堂天井でアルテソンと呼ばれるもの

はひとつもでてこない。

つづく1681年の記録では、先のナワッェン教会堂交差部木製ヴオールト部分をシン

ポリオとよんでいることから、両者は同じもので、共に内陣のドームに代わる、彩色・塗

金を施された装飾性の高い木製天井のことだと考えられる85。17世紀も後半になると、ヌ

エバ・エスパーニヤでは、聖堂の交差部に高いドームを架けることが流行し、木製天井は

石造りに架けかえられていったが、シンポリオがその代用であったとすると、形は半球形

のドームか、それに近い高さを出せる逆箱舟型だったと考えられる。内陣部分だけに装飾

851681年の記録では、タラスコ地域の少なからぬ先住民村落教会堂・病院礼拝堂天井
がシンポリオ（ドーム）と呼ばれ、そのほぼ全てが彩色・塗金済みか、その予定であった。
当時こうした装飾は大変高価であったので、身廊全体ではなく、内陣の主祭壇の上部、す
なわち、石造りの教会堂なら通常ドームが架けられる部分にのみ施される場合が多かった
ので、シンポリオと呼ばれたのであろう。
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を持つ天井としてタラスコ地域に現存する数少ない例のひとつに、18世紀後半に制作さ

れたナランハ教会堂天井があるが、これは逆箱舟型をしている。また、1789年の記録

には、タナコ教会堂に「壊れた半球形の天井」（medianaranjadestrozada）が残っていると

記されていることから、半球形の木製ドームも少なくとも18世紀の早い時期には存在し

ていたと考えられる。よって、1681年の記録でいうところのシンポリオの形状として

逆箱舟形、半球形のどちらの可能性もありうるのである86。1681年の記録で、シンポリ

オが内陣に架けられた天井を指すのに対して、アルテソン（単数形）の方は、塗金・彩色

を身廓の大半にほどこした木製天井に対して用いられた呼称だったのではなかろラか87。

1789年の記録になると、タテスコ地域の木製天井はエンタブラード（entablado）とア

ルテソン（単数形）という2種類の呼称で記述されるようになる。エンタブラードとはス

ペイン語で「板張りされた」という意味である。この記録でエンタブラードと称される天

井が、明らかに半円筒ヴォールト板張りトラス式を指している例が、パックアロ湖畔の村

の教会堂天井に多く見られる88。このことは、1789年の時点で、トーレスの分類で③と

される天井がパックアロ湖畔でかなり普及していたことを示している。一方、形は逆箱舟

型でありながら、この記録でエンタブラードと称されている天井に、トウパタロ教会堂の

天井がある。この天井も、先にみたように、教会堂全体を台形板張りトラス式で彩色され

た逆箱舟型の天井が覆っている。トーレスの分類で④にあたる天井である。このことから、

エンタブラードがそのスペイン語の意味どおり、天井の形状にかかわりなく、単に天井一

面板張りされているという特徴を指していると考えられるが、いくつかこの定義に当ては

86血軍e∝滋払oc打点ぢpp．82・83．ただし、1681年の記録には、タナコ教会堂の天井に関
する言及は～－切ない。
871681年の記述で、アルテソン（単数形）とシンポリオが使い分けられていることか

ら、この二者は異なるものであると考えられる。この記録ではタラスコ地域の聖堂天井の
大多数がシンポリオと呼ばれる中で、アルテソンと呼ばれる例はカバクアロの病院礼拝堂

天井のみであり、そのアルテソンにも彩色・塗金がほどこされていることから、この記述

者によるシンポリオとアルテソンの主たる違いは、装飾法にではなく、天井に占める装飾

部分の位置や大きさにあるのではないかと想像される。1649年の記録では、先述のよ
うに、パックアロの教区教会堂（旧大聖堂）やアグステイン会修道院教会堂のような重要

な教会堂がアルテソン（単数形）で飾られていると記されている。このことは、それらの
天井全体が装飾の対象になっていたという推測を可能とする。そこで、1681年の記録

でのアルテソンは、1649年の用法と同じに、装飾が天井全体を覆うものであり、内陣

のみを飾るドーム状の天井シンポリオと区別されていたと推測しておきたい。しかし、シ
ンポリオもアルテソンも17世紀のものは現存しないため、その確証はない。

88例えば、「教会堂は半円筒で、天井はエンタブラード」（Laiglesiaesunca魚on…yelcielo
entablado）というように描写されている教会堂に、パックアロ湖畔のサン・バルトロメ・パ
レオ、サン・ペドロ・パレオ、アラムタロ、ウリチョの教会堂などがある。
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まらない例も存在する89。一方、1789年の記録でアルテソンという呼称を付されている

天井には、ほとんど常に「彩色された」、あるいは「彩色され塗金された」という説明が付

けられている。これに対してエンタブラードではこのような装飾を持つと記される例はご

くわずかである90。この記録でアルテソンと呼ばれているもので現存するのが、ナランハと

ウイラマンガロの教会堂天井である。前節で見たように、一方は内陣だけに彩色・塗金さ

れた逆箱舟型の木製天井が架けられており、他方は教会堂の内陣・身廊共に彩色・塗金され

た大きな同心円や方形を組み合わせた到形、植物や果実の浮き彫りなどで飾られた平天井

で覆われている。この全く異なる形状を持つ2つの天井に、強いて類似点を探すならば、

彩色・塗金した二層（もしくは三層）の持ち送りによって天井構造が支えられているとい

うことである91（軸S．184～186）。仮に、これが1789年の記録でアルテソンと称されるの

に必要な天井の特徴であるとすると、彩色・塗金された装飾性の高い天井が教会堂のどの

891789年にエンタブラードと呼ばれている天井で、当時のまま現存すると考えられて
いるものが、トウパタロ、アンガウアン、エロンガリクアロの教会堂天井である。エンタ

ブラードの定義を、一面に板張りされた天井とすると、例外となりうるもののひとつが、

アンガウアン教会堂の天井である。この天井は身廊部分が後世の改修で円筒ヴオールト板
張りトラス式に架け替えられており、これを指してエンタブラードと称しているならば問

題ない。ところが内陣部分は先述のように、推定16世紀制作の逆箱舟型天井である。こ
の部分に対しての説明であろう、1789年の記録はアンガウアンの天井を「非常に手の

込んだ造りで、部材の木材には悪趣味な線刻がほどこされている」と記している。巨大な

持ち送りで逆箱舟型を構成しているこの内陣部分に対してエンタブラードという名称が用

いられているとすると、板張りという特徴は全くあてはまらない。本論では、上記のよう
に身廊部分をエンタブラードと呼んだものと解釈したい。板張りではないのにエンタブラ

ードと記されているもうひとつの例が、エロンガリクアロのフランシスコ会修道院教会堂

天井である。これは、無彩色の持ち送りが三層に重ねられた上に、やはり無彩色の梁を渡
した平天井である。なぜこの天井をエンタブラードと称したか、理由は不明である。

90パックアロ湖畔の柑サン・バルトロメ・パレオ教会堂やアフーノ病院礼拝堂、ピチヤタ
ロ病院礼拝堂などで見られるのみ。

91ウイラマンガロ教会堂の平天井アルファルへと、ナランハ教会堂内陣の逆箱舟型天井は、

全く異なる形だが、共通しているのは、身廓の内部に張り出すように、到形をはさんで二
層に重ねた持ち送りが、細かい間隔で並べられ、剖形と持ち送りが造る方形の小間を板で

覆って、全体に彩色塗金していることである。このような装飾性の高い持ち送りの利用は、
タラスコ地域ではほかにヌリオ教会堂の内陣に残っている。同様の例は、ミチョアカン地

方以外にもティサトランのサンタ・マリア屋外礼拝堂（トラスカラ州）に見られる。IJるpez

GuZman，etal．，AW山鹿血相γ孤軍血知壷，pp．98・102，125・127．身廊に張り出した二
層・三層の持ち送りの傾斜が、浅いながらも逆箱舟型をつくることから、このような工法
をアルテソンと呼んだとも考えられる。逆箱舟型なのにエンタブラードと称されているト

ウパタロの教会堂天井にはこのような持ち送りはないからである。一方先に述べたように、

三層の持ち送りで支えられた平天井をもつエロンガリクアロ教会堂天井をして、エンタブ
ラードと称しているのは、これが彩色塗金されていないからという解釈ができるかもしれ

ない。
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部分に架けられているかによって、アルテソン（単数）とシンポリオを使い分けた17世

紀末の区別はここでは行われておらず、いずれの場合でも、持ち送りの使い方が多重的で

あればアルテソン（単数）とされていると考えられる。持ち送りを重要な装飾要素とする

のは、ムデハル様式やルネッサンス様式の木製天井の特徴であり、それは、18世紀には

いってタラスコ地域でエンタブラードが急速に普及してからは、「古いめかしい工法」とな

っていたことであろう92。18世紀末、アルテソンという呼び名は、17世紀に「古い」様

式の構造を受け継ぎながら華やかに彩色・塗金された木製天井の方式を総称して、「新しい

エンタブラード」との対比の中で用いられたのではなかろうか。

天井部位の用語の検討に加えて、1789年の記録でアルテソンと呼ばれる天井の地理

的分布からも興味深い事実がわかる。ミチョアカン地方の中部と西部の全93村を網羅す

るこの記録で、アルテソンを持つ聖堂はシニラとその周囲にほぼ限定されている。当時、

セビナ・アランサ・カバクアロ3教区全17村のうち8村の13聖堂にアルテソンが架け

られていた93。また、先述のように、タナコ教会堂内陣には、当時壊れた半球形の天井が残

っていた。この記録の中で、この3教区以外でアルテソンをもつとされているのは、ティ

リンダロ教区のナランハとティリンダロ、ならびにウイラマンガロ、アサホ、サン・バル

トロメ・パレオ94の教会堂天井のみで、これらの村はいずれもシニラ内にあるかもしくはこ

れと接した地区に位置している95。それらのアルテソンの多くは、当時非常に青かったり崩

壊寸前であったが、中には真新しいものもあった。これは、アルテソンがかなり以前から

制作されていたこと、そして、エンタブラードの流行にもかかわらず、18世紀末にまだ

シエラで制作されつづけていたことを示している。

92L6pezGuzm畠．n，etal．，AMuitectumyα軍血ぬ壷，pP・67・72・
93コマチュエン教会堂、カバクアロ教会堂ならびに病院礼拝堂（両方とも彩色されており

古く残骸と化している）、ナワッェン教会堂（天井の高い部分に、塗金された剖形を持つ昔
のアルテソンの一部が残る）ならびに病院礼拝堂（塗金された剖形を持つが放置されてい

る）、チェランの2つの礼拝堂、パラチョ教会堂（全身廊の3分の2で真新しい）と病院礼

拝堂（彩色されている）、アウイラン病院礼拝堂（彩色されたもので非常に古い）、チェラ

ンアツイクリン教会堂（彩色されたもので古い残骸と化している）、コクチョ教会堂（身廊
の3分の2で彩色されている）、ヌリオ教会堂（同、彩色されたもので古くて傷んでいる）

である。点呼eα壷0紺血ろpp．72・87．
94サン・バルトロメ・パレオの天井はエンタブラードと呼ばれているものの、「彩色・塗金

された到形を持つ（cieloentabladoypintadoconsuSmOldurasdoradas）」との説明がつい
ており、アルテソンに近いものである可能性がある。その他はそれぞれ、ナランハ（状態
が良い）、ウイラマンガロ（古典的様式美の装飾。その均整の美しさは、バロックのチュリ

ゲラ様式より数段優れたものである）、アサホ（非常に華麗で幾人もの聖人が描かれている）

と形容されている。血轡eα壷ocはねろpp．72・87．
95Ibid．
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ここまでの検討の結果、18世紀末にアルテソンと呼ばれた木製天井は、16世紀の木

製天井の伝統である持ち送りを多重的に使用しながら華やかに彩色・塗金されたものであ

ること、特にシニラの先住民村で17世紀後半に多数作られるようになり、1．8世紀にお

いてもその特徴を備える木製天井の分布がシエラ3教区に集中していたことが明らかとな

った。これは、アルテソンが17世紀タラスコ地域に起こった建設ブームで刷新された聖

堂の内部を飾るために、特にシエラとその周囲の地域で活発に行われた創造的試行錯誤の

中で生み出された木製天井だということを強く示唆している。いうまでもなく、鮮やかな

彩色や塗金は持ち送りだけでなく天井にもおよび、現存するヌリオ教会堂聖歌隊席下に匹

敵するような天井画が、新しくなった聖堂内部を飾ったことであろう。その結果18世紀

には、そのような背景で生まれた木製天井がひとつの個性をもつものとして一般に知られ

るようになっていたのではなかろうか。1789年の記録者は、それを指してアルテソン

と呼んだと考えれば、アルテソンがタラスコ地域のシエラとその周辺を中心に分布してい

る理由が説明できる。シエラを中心として個性的な天井画を生み出したこの創造的試行錯

誤の中で、ヌリオ教会堂の聖歌隊席下の板絵に関連して先に指摘した、聖歌隊席下、天井

画、洗礼所を統一的に彩色・塗金することによって聖堂内部にまばゆい空間を創出する慣

行が生まれたのではなかろうか。その中で唯ひとつ、18世紀にエンタブラードにも採用

されてさらに広範囲の地域に広まり、今日まで続く長い持続力を持ったのが天井画の慣習

だったのであろう。第三章で定義したミチョアカン様式は、教会堂正面だけでなく、多少

の時間的遅れを伴って形成された聖堂内部の個性をも含めて考える必要があるのではなか

ろうか。

18世紀以降ミチョアカン様式の教会堂正面が守勢にはいり、維持・修復されつつ存続

する様子を示したが、架け替えの必要性が頻繁であった木製天井の状況はそれとは少し異

なっていた。先述のように、構造においては、18世紀後半、半円簡ヴオールト板張りト

ラス式や台形板張りトラス式のような新しい工法が普及する。同じく天井画の画風も変貌

する。トウパタロの例のように、遠くペルーからの影響を示唆するような絵が描かれ、ほ

かの村々に広がったり、それと全く作風を異にするナランハのような天井画も描かれた。

旛材にも、時々の流行が取り入れられ、18世紀末には、シエラで「レタニ←ア・ラウレ

ターナ」が人気を博した。このように、シエラの木製天井は18世紀以降も変貌を続ける。

しかし、木製の天井を色鮮やかな絵画で満たすことへの願望という一点は、17世紀から

20世紀まで、間断無く受け継がれており、その持続力は、教会堂正面のミチョアカン様

式に匹敵するものといえる（軸8．196～200）。

天井のほかに、クラスコ地域先住民村の聖堂内を彩る木製品に、レタブロと聖像がある。
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なかでもレタブロは、16世紀プラテレスコ様式のものから18世紀のチュリゲラ様式や

19世紀の新古典様式のものまで、さまざまな時代のものが残っている96。しかしながら、

スペインにも彩色木彫の長い伝統があり、レタブロや聖像の中にタラスコ地域の聖堂に固

有の特徴を峻別することは非常に困難な作業であることから、本論では考察の対象外とし

ている97。

第三節　先住民的なものの表出と図像の問題

1．図像の特徴

現在、タラスコ地域の自然を背景として、村々の中央にひっそりとたたずむ教会堂や礼

拝堂は、この土地の自然と人間によって生み出されたという意味で、タラスコ族的でかつ

先住民的といえるであろう。しかし、本論ではそれらの特徴を記述する際に、「先住民的な」

とか「先住民の感性を感じさせる」といった形容をほとんど用いなかった。「先住民的なも

のの表出の特徴」に照らした場合、タラスコ地域の教会堂には先住民の存在を思わせる特

徴は全く存在しないのだろうか。

伝統的に美術史が先住民的なものの表出ととらえてきたことのひとつが、「稚拙な造

形・アルカイックな表現・平板な浅浮き彫り」などであったが、タラスコ族の教会堂正面

の浮き彫りはそのとおりの特徴をもっている。例えば、ダラスコ地域で頻繁に用いられる

装飾モチーフのケルビムの顔つきが「先住民的」だと指摘することもできよう伍酢．

206～211）。帆立貝やアルフイスがその体をなさなくなっていたり、飾り円柱の浮き彫りが、

西欧のグロテスク模様で守られている約束ごとを完全に無祝した形に変形していることも

しかりである（魚卵．202～204）。また、時代の違う「様式の混合」も、盛期プラテレスコ様式

にムデハル様式が混在しているミチョアカン様式の教会堂正面にはっきりとみてとれる。

木製天井を埋めるナイーブな聖人や天使の絵も、従来「バロック様式に表出した先住民の

感性」と形容されてきた造形そのものといってよいであろう（丘gs．183，189～192，etC．）。し

かし、本論は、こうした特徴から先住民的なものを特定することに疑問を呈する立場にあ

96例えばウイラマンガロ、チェランアツイクリンの教会堂主祭壇レタブロは、そのプラテ
レスコ様式から16世紀制作と考えられている。

97ただし、聖堂に注入されたタラスコ族の村の富を測る手がかりとして、第八章で聖像と

祭具について考察している。
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る。

美術史が先住民的なものの表出をみとめるもうひとつの重要な部分が図像である。先に

みたように、メキシコ中央部では、16世紀、先スペイン期の絵文字や宗教的象徴を含む

図象が多くの聖水盤や教会堂正面やフレスコ画に表現された。ところが、タラスコ地域の

教会堂ではそのような図像は、わずかに2例知られているにすぎない。チヤラパンの病院

礼拝堂正面（広軌164）と、イウアツイオ教会堂正面（軸．114）である。前者については第三章

で、「興味深いのは、聖母の台座の中央に丸い黒曜石が埋め込まれていること、正面右手の

上部の壁に、サルの顔を彫った小さな石が埋め込まれていること、アヒメスの左右に、先

スペイン期の絵文書から抜け出て来たような鳥の浮き彫りが1対配されていることである。

これら3つの要素は、征服以前の先住民の伝統と関連付けることが可能な、極めて士着色

の強いもので、これまで本項で見てきた教会堂や礼拝堂には、みとめられなかった特徴で

ある」と指摘した。後者では、教会堂正面入り口アーチの脇柱とその両側の壁面に、湖水

に棲むアヒル・サギ・魚とカヌーに乗る二人の人物が浮き彫りされている（軸．205）。これ

らは、単に当時の人々の生活を括写したもので、それ以上に深い意味を付与することは難

しいかもしれない。イウアツイオには、もうひとつ興味深い図像がある。塔の天辺に置か

れたコヨーテ像である。イウアツイオとは、タラスコ語で「コヨーテの地」を意味する。

このコヨーテ像を、かつてこの動物を祀っていたイウアツイオの大祭祀センターと結びつ

けることができるかもしれない98。

タラスコ地域以外のミチョアカン地方をみると、例えば、メキシコ中央部との境界付近

の村々、サン・フェリーペ・デ・ロス・アルサーチス、タヒマローア（現シウダー・イダ

ルゴ）、サン・マティアスに残るアトリオ十字架に、先住民の非スペイン的伝統を見ること

ができる99。これらの相のアトリオ十字架は、足元に小さな網状の窪みを持ち、腕の交差部

に黒曜石の円盤がはめ込まれているのである。しかし、タラスコ地域内では、そのような

例は上に述べたごく僅かなものしか確認されておらず、この点で16世紀にメキシコ中央

部や南部で生まれたテキキ美術に比べて、図像の中に先スペイン期の残存の跡は極めて少

ないといわなければならない。同様のことが、天井画にも言える。シゴーによれば、描か

れた図像に先住民の伝統的宗教や世界観に帰せられるものは皆無である。ただし、タテス

コ地域の教会堂正面や天井画の図像についての研究はまだほとんど着手されていないので、

一見非キリスト教的要素は存在してないように見える図像同志の関係性の中に、今後新し

98イウアツイオの祭祀センターについては第五章第二節6（5）参照。

99GonzAlezGalvan，OP．Cit．，PP．38・47．
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い発見がもたらされるかもしれない。また、先スペイン期の宗教や歴史で重要な意味をも

っていた事物の図像が、それらの中に象徴的に用いられているという事実も今後発見され

る可能性がある。例えばタラスコ族の神話では、鹿と弓矢が重要な意味をもっていた。ま

た、薪や火は宗教上の指導者としてのタラスコ君主と強く結びついていた。貝も、メキシ

コ先住民の間で一般的に重要な象徴的意味を持っていたと考えられる。これらの点につい

ては今後の研究が待たれる。しかし、現時点では、ほかのヌエバ・エスパーニヤ地域と比

べてのタラスコ族の特徴は、先スペイン期に遡る図像の「不在」の方にあるといわなけれ

ばならない。

2．先住民的なものの表出

それでは、我々はタラスコ地域の教会堂のどこに「ダラスコ族的なもの」「先住民的なも

の」が表出していると指摘できるのだろうか。それは「総合的図像」として捉えることに

よって、明らかにできるのではなかろうか。天井画の図像に、先スペイン期の宗教に由来

するような非キリスト教的図像は発見されないとしても、天井画、聖人像、花や季節の収

穫物で飾られた堂内全体をひとつの図像としてみるとき、そこには間違い無くダラスコ地

域の先住民の生活に根ざし、人々の工夫によって生み出された図像が描かれている（丘酢．

220～225）。一つ一つの要素ではなく、その選択と組み合わせといういわばソフトウェアー

の部分にこそ、独特の図像を解明できるのではなかろうか。しかし、そのために必要な民

族学的研究はまだ十分行われておらず、本論も残念ながらこれを検討の対象に含めること

はできない。

もうひとつの「総合的図像」は、集落内の「建築複合」であろう。タラスコ地域では、

教会堂・病院ならびに病院礼拝堂・村の中央広場（軸．68）が一体となってひとつの世俗的・

宗教的空間を作り上げている（図3・10・13・14）。ここで教会堂や病院礼拝堂と言

うさいには、屋外での祭礼の舞台装置となる正面だけでなく、堂内に神秘的でまばゆい空

間を生み出している内部装飾をも加えて考えている。この空間配置はタラスコ族の日常生

活を有形無形に規定しているという意味で、その特徴をタラスコ族的なものと考えること

は可能であろう。このような「建築複合」の配置は、いかなる事情を背景として生まれた

のか。スペイン支配下で作られた新しい村の実態や、タラスコ地域に創設された病院制度

の実態を詳しくみることで、この「建築複合」が、植民地支配下で再編されたタラスコ族

の生活文化から世界観までを象徴的に示す「図像」であることを明らかにできるのではな

いかと考える。
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三番目の「総合的図像」の可能性は、教会堂正面や天井画に結実する教会堂の個性の発

展過程そのものにあるのではなかろうか。いつどのような事件に触発されて、どのような

人々が、いかなる物質的支えによってそれらを作り上げていったのか。教会堂の個性が創

造されてゆくひとつひとつの契機が、タテスコ族の共同体が征服から17世紀半ば過ぎま

でにたどった経験に結びついていることを証明できれば、教会堂は先住民共同体の集団的

経験を象徴する「図像」であり、ゆえに非常に「タラスコ族的」「先住民的」なものといえ

るのではなかろうか。だとすれば、教会堂は、そこにそのような特徴を備えて存在する事

実そのものによって、先住民的であるといってよいのではないだろうか。

3．問題点の整理

以上、タラスコ族の教会堂の美術史からの検証を終えるにあたって、論点を整理すると

以下のようになろう。教会堂正面の検討を通じて、タラスコ地域の先住民村落にミチョア

カン様式が普及した年代が17世紀初頭から半ばであることが明らかとなり、この時期タ

ラスコ地域で聖堂建設ブームが起きていた事が確認された。一方、教会堂建設の契機やイ

ニシアティブ、物質的可能性、職人の問題などについてのさまざまな疑問も提示され、そ

の答えとなる仮説もいくつか提起された。木製天井の検討を通じては、タラスコ地域で1

7世紀中に進行した聖堂建設ブームの中で、木製天井を天井画で飾るという、タラスコ地

域教会堂のもうひとつの特徴が形作られたことが明らかとなった。しかしなぜそのような

ことがおこったかの社会背景や歴史的条件についての疑問は依然解決されないままである。

それに答えをだすことが、先に提起した第二と第三の「総合的図像」、すなわち集落内の「建

築複合」および教会堂が時代の推移によって個性的に変化する過程そのものに「先住民的

なものの表出十をみることの当否を明らかにすると考える。本論第二部でその答えを探り

たい。
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図11：パックアロ街路国と16世紀の建造物′
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図12：イウアツイオ街路園と先スペイン期の遺構
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写真

写真リスト

1．メキシコ、先スペイン期

Fig．1テイオティワカン文化、石碑☆l

Fig．2テイオティワカン文化、トクーラのピラミッド基壇のワシ浅浮き彫り

F短．3マヤ文化、パレンケの石棺

Fig．4ミシュテカ文化、ミトラの石造建築

Fig．5テイオティワカン文化、トクーラ、ピラミッド上の石造部分＊l

Fig．6アステカ時代、香炉？

Fig．7アステカ時代、コアトリクエ像、

Fig．8アステカ時代、石のヘビの頭、メキシコ市、カリマヤ伯邸隅石に流用☆2

Fig．9イウアツイオ、ピラミッド

Fig．10ツインツンツアン、ヤカタ

2．スペイン

閏g．11イスラム様式、コルドバ回教寺院北門

Fig．12イスラム様式、グラナダ、アルハンブラ宮殿ナサリ宮（石膏装飾とアルフイス）☆l

Fig．13イスラム様式、グラナダ、アルハンブラ宮殿ナサリ宮（木製天井）

F短．14ムデハル株式、セビリア、王城、ペドロ王の宮殿（石膏装飾と木製天井）

Fig．15ムデハル様式、カルモナ、サンタ・クララ修道院教会堂（木製天井）

Fig．16後期ゴシック様式、バリヤドリッド、サン・グレゴリオ参事会聖堂正面

Fig．17プラテレスコ様式、オスナ、参事会聖堂正面

Fig．18プラテレスコ様式、ヘレス・デ・ラ・フロンテーラ、ボンセ・デ・レオン邸

F短．19古典様式、グラナダ、カルロス5世の宮殿☆l

Fig，20マニエリズム様式、エル・エスコリアル宮

3．メキシコ、16世紀修道院建築

Fig．21都市計画、マリナルコ、アグステイン会修道院遠景

Fig．22城塞風建築、アコルマン、アグステイン会修道院教会堂

Fig．23アトリオ、テボスコルーラ、ドミニコ会修道院

F短．24アトリオ十字架、メツティトラン、アダスティン会修道院

mg．25屋外礼拝堂、トラスカラ、フランシスコ会修道院

Fig．26屋外礼拝堂、トラウエリパ、フランシスコ会修道院

Fig．27ポーサ礼拝堂、カルパン、フランシスコ会修道院

Fig．28ポーサ礼拝堂、ウエホツインゴ、フランシスコ会修道院

Fig．29上水路水道橋、センポアーラ～オトウンバ、フランシスコ会

4．メキシコ、テキキ彫刻

Fig．30キラパン、ドミニコ会修道院屋外礼拝堂

mg．31テカマチヤルコ、フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．32トラルマナルコ、フランシスコ会修道院屋外礼拝堂
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Fig．33テキスキアック、フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．34ウニホツインゴ、フランシスコ会修道院アトリオ十字架

F短．35テカマチヤルコ、フランシスコ会修道院聖水盤

Fig．36ウイチヤパン、フランシスコ会修道院アトリオ十字架

刑料37カルパン、フランシスコ会修道院教会堂正面、フランシスコ会紋章

Fig．38プエブラ、世俗住宅建築

5．メキシコ、16世紀修道院フレスコ画

Fig．39オトウンバ、フランシスコ会修道院

F短．40イシュミキルパン、アダスティン会修道院教会堂

Fig．41アクトパン、アダスティン会修道院屋外礼拝堂

F短．42エバソユカン、アグステイン会修道院＊l

Fig．43テカマチヤルコ、フランシスコ会修道院教会堂聖歌隊席千

Fig．44メツティトラン、アダスティン会修道院教会堂

6．中央アンデス、メステイソ美術

Fig．45ポトシ（ボリビア）、イエズス会教会堂正面

閏料46アレキパ（ペルー）、イエズス会教会堂正面

F短．47クスコ（ペルー）、イエズス会教会堂正面

Fig．48ポトシ（ボリビア）、サン・ロレンソ教会堂正面部分、人魚像

Fig．49ラパス（ボリビア）、フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．50キト（エクアドル）、ドミニコ会修道院教会堂天井

Fig．51キト（エクアドル）、フランシスコ会修道院教会堂天井（上）と教会堂内陣天井（下）

F短．52キト（エクアドル）、アグステイン会修道院香部屋前垂（上）と回廊の天井

Fig．53作者不詳、「火縄銃の天使」（ラパス国立美術館蔵）宙3

Fig．54作者不詳、「三位一体」クスコ派絵画☆4

7．メキシコのバロック

Fig．55サカテカス、大聖堂正面

Fig．56テポッオトラン、イエズス会教会堂正面

Fig．57プエブラ、グアダルーペ教会堂正面部分

Fig．58アトリスコ、フランシスコ会第三会礼拝堂正面

mg．59シエラ・ゴルダ、ティラコ教会堂正面

Fig．60プェプラ、トナンツイントラ教会堂

Fig．61プェプラ、ドミニコ会修道院ロサリオ礼拝堂

Fig．62オアハカ、ドミニコ会修道院教会堂聖歌隊席下

mg．63アトリスコ、教区教会堂外観

Fig．64パパノトラ、教区教会堂アトリオ門

8．タラスコ地域の教会堂

Fig．65パックアロ湖とハニッイオ島（ハラクアロから）

Fig．66シエラの集落（サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロス）

Fig．67湿地地区の湧水（ベーリヤス・フエンテス農場）

Fig．68中央広場（パタンバン）

Fig．69アトリオと石の十字架（カバクアロ）
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F短．70鐘（ウラビチョ）

F短．71アドべの聖堂（ヌリオ病院礼拝堂）

Fig．72教会堂入口扉（ヌリオ教会堂）

Fig．73レタプロ（アランサ教会堂）

Fig．74司祭館（ハラクアロ）

9．ミチヨアカン様式のルーツ：16世紀修道院建築の諸様式

Fig．75オトタンパ、フランシスコ会修道院教会堂正面（アルフイス）

Fig．76オトクンバ、フランシスコ会修道院教会堂正面部分

F短．77オトウンバ、フランシスコ会修道院入口アーチ部分

Fig．78トチミルコ、フランシスコ会修道院教会堂正面（アヒメス）

Fig．79カルパン、フランシスコ会修道院教会堂正面（アヒメスと帆立貝）

Fi臥80アコルマン、アグステイン会修道院教会堂正面

Fig．81ユリリアプンダロ、アダスティン会修道院教会堂正面

Fig．82キセオ、アダスティン会修道院教会堂正面（飾り円柱とケルビム）

Fig．83コパンダロ、アダスティン会修道院教会堂正面

Fig．84キセオ、アダスティン会修道院屋外礼拝堂

F短．85タリンバロ、フランシスコ会修道院屋外礼拝堂

10．　タラスコ地域の早期プラテレスコ様式：ウルアパン病院とその影響

Fig．86ウルアパン病院礼拝堂

Fig．87ウルアパン病院礼拝堂正面

Fig．88ウルアパン病院窓枠

Fig．89サカン病院窓枠

Fig．90アンガウアン教会堂全景

Fig．91アンガウアン教会堂正面

F短．92アンガウアン教会堂旧屋外礼拝堂開口部柱基部

Fig．93サン・ロレンソ教会堂正面

11．　その他のタラスコ地域の早期プラテレスコ様式

yig．94タレクアト、フランシスコ会修道院アトリオ十字架

F短．95タレクアト、フランシスコ会修道院アトリオ門

Fig．96タレクアト、フランシスコ会修道院アトリオ十字架部分

Fig．97サンニコラス・オビスポ教会堂正面

mg．98セビナ病院礼拝堂側面入口

Fig．99チヤラパン教会堂聖水盤

Fig．100サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロス教会堂聖水盤

mg．101アカチュエン教会堂聖水盤

12．　　ミチヨアカン様式正面の成立

F短．102エロンガリクアロ、フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．103ツインツンツアン、フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．104サカブ、フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．105ウルアパン、フランシスコ会修道院教会堂正面鴨

mg．106ツインツンツアン、フランシスコ会修道院全景☆6
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Fig．107ツインツンツァン、フランシスコ会修道院塵外礼拝堂

Fig．108ツインツンツァン、フランシスコ会修道院病院屋外礼拝堂

Fig．109パックアロ、フランシスコ会修道院入口

Fig．110パックアロ、フランシスコ会修道院二階扉

Fig．111パックアロ、フランシスコ会修道院病院礼拝堂香部屋入口虫7

Fig．112パックアロ大聖堂柱の帆立貝☆8

Fig．113パックアロ、フランシスコ会修道院教会堂側面入口

13．　　ミチヨアカン様式の普及：湖水盆地

Fig．114イウアツイオ教会堂

Fig．115プアクアロ教会堂

Fig．116ウリチョ教会堂

mg．117ハラクアロ教会堂

Fig，118アロクテイン教会堂

F短．119サン・ペドロ・パレオ教会堂

F短．120ウィラマンガロ教会堂

Fig．121ツルムタロ教会堂

mg．122クアナホ教会堂

F短．123ツインツンツァン、フランシスコ会第三会礼拝堂

14．ミチヨアカン様式の普及：シエラ

F短．124セビナ教会堂

Fig．125アランサ教会堂

mg．126パラチョ教会堂

Fig．127ポマクアラン教会堂

mg．128コクチョ教会堂

Fig．129タナコ教会堂

Fig．130チェランアツイクリン教会堂

F短．131カバクアロ教会堂

Fig．132キンセオ教会堂

F短．133コルーポ教会堂

Fig．134サン・フランシスコ・ペリバン教会堂

F短．135オクミチョ教会堂

F短．136サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロス教会堂

Fig．137トリクアロ教会堂

Fig．138ナワッェン教会堂

15．ミチヨアカン様式の普及：湿地・渓谷

mg．139ティリンダロ教会堂

F短．140ナランハ教会堂

Fig．141アカチュエン教会堂

16．ミチヨアカン様式とウルアパン病院の影響

Fig．142サント・トマス教会堂

Fig．143ウルアパン、サンチアゴ礼拝堂
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Fig．144ウルアパン、サン・ペドロ礼拝堂

17．タラスコ地域の古典・マニエリズム様式

Fig．145バリヤドリッド（現モレリア）、フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．146バリヤドリッド、アグステイン会修道院教会堂正面

Fig．147シロスト、アグステイン会修道院教会堂正面

F短．148サカン、アグステイン会修道院教会堂正面

Fig．149ハコーナ、アグステイン会修道院教会堂正面

Fig，150アウイラン教会堂

Fig．151ヌリオ教会堂

F短．152旧ウラビチョ教会堂

18．タラスコ地域の病院建築

Fig．153ウルアパン病院

Fig．154サカン病院と中庭

Fig．155オクミチョ病院

Fig．156サン・ロレンソ病院中庭

F短．157ククチュチョ病院礼拝堂と集会所

Fig．158サンタ・フェ・デ・ラ・ラグーナ病院礼拝堂

Fig．159アンガウアン病院礼拝堂正面

Fig．160セビナ病院礼拝堂と正面

Fig．161旧ナワッェン病院礼拝堂

Fig．162チェラン病院礼拝堂正面☆9

Fig．163旧アランサ病院礼拝堂正面？（現アランサ教会堂香部屋入口）

F短．164チヤラパン病院礼拝堂正面

Fig．165サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロス病院礼拝堂正面の石材

Fig，166オクミチョ病院礼拝堂正面

Fig．167トリクアロ病院礼拝堂正面

Fig．168アランテバクア病院礼拝堂正面

Fig．169サン・ロレンソ病院礼拝堂正面

Fig．170ハラクアロ病院礼拝堂正面

Fig．171サンタ・アナ・チヤピティロ病院礼拝堂正面

Fig．172アカチュエン病院礼拝堂正面

19．タラスコ地域の木製天井

Fig．11唱トラスカラ、フランシスコ会修道院教会堂

Fig．174ツインツンツァン、フランシスコ会修道院回廊

Fig．175アンガウアン教会堂内陣＜逆箱船型＞

Fig．176ウイラマンガロ教会堂

Fig．177ヌリオ教会堂聖歌隊席下

F短．178ヌリオ教会堂洗礼所

Fig．179ヌリオ教会堂聖歌隊席下部分

F短．180ヌリオ教会堂聖歌隊席下部分

Fig．181ヌリオ教会堂洗礼所部分

F短．182ナランハ教会堂身廊く平天井＞
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Fig．183ナランハ教会堂内陣部分

F短．184ナランハ教会堂持ち送り

Fig．185アランサ教会堂持ち送り

Fig．186ヌリオ教会堂持ち送り

Fig．187トウパタロ教会堂＜板張り逆箱舟型＞

F短．188トウパタロ教会堂部分

Fig．189コクチョ教会聖歌隊席下部分

Fig．190コクチョ教会聖歌隊席下部分「管楽器を吹く天使」

F短．191コクチョ教会聖歌隊席下部分「サンチアゴ騎馬像J

Fig．192キンセオ教会堂部分

mg．193ヌリオ病院礼拝堂＜擬似半円簡ヴオールト＞

Fig．194ヌリオ病院礼拝堂部分

mg．195サカン病院礼拝堂☆10

F短．196セビナ病院礼拝堂

Fig．197チヤラパン、サントサンティアゴ礼拝堂

F短．198タナキーリョ教会堂部分

Fig．199ウアンシト教会堂

Fig．200ポマクアラン教会堂

20．細部

F短．201エロンガリクアロ、フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．202カバクアロ教会堂正面

Fig．203プアクアロ教会堂正面

Fig．204チェランアツイクリン教会堂正面

mg．205ククチュチョ教会堂正面「カヌーに乗る人物像」

Fig．206サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロス教会堂正面

F短．207アンガウアン教会堂正面

Fig．208セビナ、アトリオ十字架基台

Fig．209カバクアロ教会堂正面

Fig．210ポマクアラン教会堂正面

F短．211ウルアパン、サンチアゴ礼拝堂正面

21．タラスコ地域の伝統と生活

F短．212モレリア市大聖堂

Fig．213旧パックアロ大聖堂

F短．214パックアロ、パスコ・デ・キロガ広場とキロガ像

mg．飢5パックアロ、サンタ・マルタ病院跡

Fig．216パックアロ、旧サン・ニコラス学院

Fig．217パックアロ、漆塗りの皿をもつ民族衣装の娘たち

Fig．218サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロス教会堂正面扉の鉄細工

Fig．219ツインツンツアンの木工製品店

釣g．220ヌリオ病院礼拝堂の聖母像

yig．221民族衣装をつけた聖母像（タレクアト、フランシスコ会修道院教会堂）

F短．222聖母被昇天の祝日の飾りつけ（ポマクアラン教会堂）

Fig．223教会堂で祈る女性（チェランアツイクリン教会堂）
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mg．224聖母像に花を飾る女性（タレクアト）

Fig．225聖人像（ハラクアロ教会堂）

注

努1写真撮影：Sr．EnriqueCervante8SandleZ

☆2写真撮影：河口和也氏
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1．メキシコ、先スペイン期

Fig．1テイオティワカン二射ヒ、石碑

Fig．2ティサティワカン文化、トウーう、

ピラミッド農場のワシ浅浮き彫り

Fig．3マヤ文化、パレンケの石棺

Fig．4ミシュテれ射ヒ、ミトラの石造唾熊

Fig．5ティすティワカン文化、

トウーラ、

ピラミッド上の石像部分

Fig．6アステカ時代、
香炉？

ノJg



Fig．7アステカ時代、コアトリクエ像

Fig．8アステカ時代、石のヘビの頭
メキシコ市、カリマヤ伯邸隅石

に流用されたむの

疋グ

Fig．9イウアツイオ、

ピラミッド

Fig．10ツインツンツァン

ヤカタ



2．スペイン

Fig．11イスラム様式、
コルドバ国教寺院北門

Fig．13イスラム様式、グラナダ、
アルハンブラ宮殿ナサリ宮

（木製天井）

／‘∂

Fig．14ムデハル様式、セビリア、

王城、ペドロ王の宮殿
（石井装飾と木製天井）

Fig．12イスラム様式、グラナダ、
アルハンブラ宮殿ナサリ宮

（石膏装飾とアルフイス）

Fig．18ムデハル様式、カルモナ、
サンタ・クララ修道院教会堂

（木製天井）



／‘／

Fig．19古典様式、グラナダ、
カルロス5位の宮殿

Fig．20マニエリズム様式、

エル・エスコリアル宮



3．メキシコ、16世紀♯通院建築

Fig．21都市計画、マリナルコ、
アダスティン会修道院遠景

／‘ヱ



ト

Fig．25屋外礼拝堂、トラスカラ、
フランシスコ会修道院

Fig．27ポ佃サ礼拝堂、カルパン、
フランシスコ会修道院

！

　

ト

」

「

●

Fig．26屋外礼拝堂、トラウエリパ
フランシスコ会修道院

Fig．28ポーサ礼拝堂、

ウエホツインゴ、

フランシスコ会修道院

／‘j

Fig．29上水絡水道橋、

センポアーラ～オトタンパ、

フランシスコ会



4．メキシコ、テキキ彫刻

Fig．30キラパン、ドミニコ会修道院屋外礼拝堂

／拍

Fig．32トラルマナルコ、

フランシスコ会修道院屋外礼拝堂

Fig．31テカマチヤルコ、

フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．33テキスキアック、
フランシスコ会修道院教会堂正面
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5．メキシコ、16世紀修道院フレスコ画

Fig．39オトウン′く、フランシスコ会修道院

Fig．40イシュミキルパン、アダスティン会修道院教会堂

Fig．41アクトパン、アダスティン会修道院屋外礼拝

／〟



Fig．42エバソユカン、アダスティン会修道院

Fi臥43テカマナャルコ、

フランシスコ会修道院教会堂聖歌隊雁下

／打

Fig．44メツナイトラン、

アダスティン会修道院教会堂



6．中央アンデス、メステイソ美術

Fig．45ポトン（ボリビア）、

イエズス会教会堂iE面
Fig．46アレキパ（ベル一一）、

イエズス会教会堂止三血

Fig．47クスコ（ペルー）、イエズス会教会堂正面

ノ躇

Fig．48ポトシ（ボリビア）、
サン・ロレンソ教会堂正l如部分、

人魚像



Fig．49ラパス（ボリビア）、

フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．53作者不詳、r火縄銃の天使」
（ラパス国立美術館蔵）

Fig．50キト（エクアドル）、

ドミニコ会修道院教会堂天井
Fig．51

キト（エクアドル）、

フランシスコ会修道院

教会堂天井（上）と

教会堂内陣天井（下）

Fig．52キト（エクアドル）
アダスティン会修道院

香部屋前垂（上）と回廊の天井

／Jア

Fig．54作者不詳、「三位・岬一体」

クスコ派絵画



7．メキシコ、バロック

Fig．58アトリスコ、

フランシスコ会第三会礼拝鷺正面

／クβ

Fig．59シエラ・ゴルダ、

ティラコ教会堂正面



Fig．60プェブラ、

トナンツイントラ教会堂

Fig．61プェプラ、ドミニコ会修道院ロサリオ礼拝堂

Fig．62オアハカ、ドミニコ会

修道院教会堂聖歌隊廊下

／ク／



8．タラスコ地域の教会堂

Fig．68中央広場いくタンパン）

／72



Fig．70鐘
（ウラビチョ）

Fig．69アトリオと有の十字架

（カバクアロ）

Fig．71アドペの聖堂（ヌリオ病院礼拝堂）

Fig．73レタプロ（アランサ教会堂）　　　Fig．74司祭錦（ハラクアロ）
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9．ミチヨアカン様式のルーツ：16世紀修道院建築の緒様式

Fig．78トナミルコ、フランシスコ会

修道院教会堂正血（アヒメス）

Fig．79かレパン、フランシスコ会修道院
教会堂正面（アヒメスと帆立貝）

／顆



Fig．807コルマン、

アダスティン会修道院教会堂正面

Fig．81ユリリアプンダ厄、

アダスティン会修道院教会堂正面

Fig．84キセオ、アダスティン会修道院屋外札拝堂

Fig．85　タリンバロ、
フランシスコ会

修道院屋外礼拝堂

／ク∫

Fig．83コパンダロ、

アダスティン会修道院教会堂正面



10．タラスコ地域の早期プラテレスコ様式：ウルアパン病院とその影響

Fig．86ウルアパン
病院礼拝堂

Fig．87ウルアパン

病院礼拝堂正面と
各部分（4枚）

■・一■．，1●－ヽ・●・－　ヾ　▼・－■　ヽiゼ

Fig．88ウルアバン病院窓枠

／7g

Fig．89サカン病院窓枠



Fig．90アンガウアン教会堂愛東

Fig．91アンガウアン教会堂正面（左）と部分（下）

／77



11．タラスコ地域その他の早期プラテレスコ様式

1－1■ヤ・

Fig．94タレクアト、

フランシスコ会修道院アトリオ十字架

Fig．95タレケア卜、

フランシスコ会修道院γトリオ門

一．t　‾　・㌧紋い克薄㍉忽ト∴■∴バ

Fig．96タレクアト、

フランシスコ会修道院アトリオ十字架部分

／9才



Fig．97サンニコラス・オビスポ教会堂正面

Fig．98セビナ、
病院礼拝堂側面入口

Fig．99チャラパン教会堂聖水盤

Fig．100サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロス

教会堂聖水盤

／ウデ

Fig．101アカナュエン教会堂聖水盤



12．ミチヨアカン様式正面の成立

Fig．102エロンガリクアロ、

フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．104サカサ、フランシスコ会修道院教会堂11滴

／鮎

Fig．103ツインツンツアン、

フランシスコ会修道院教会堂正面

Fig．105ウルアパン、フランシスコ会修道院教会堂止血



Fig．106ツインツンツアン、

フランシスコ会修道院全泉

Fig．107ツインツンツアン、フランシスコ会

修道院屋外礼拝堂

Fig．108ツインツンツアン、フランシスコ会修道院病院屋外礼拝堂

／ぎ／



Fig．109パックアロ、フランシスコ会修道院入日

Fig．111パックアロ、フランシスコ会

修道院病院礼拝堂香卸屋入口

J■●

Fig．113パックアロ、フランシスコ会

修道院教会堂側面入口

Fig．110パックアロ、

フランシスコ会修道院二階靡

∴工・

t
l
l
l
l
l

Fig．112パックアロ大聖堂柱の帆立貝
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13．ミチヨアカン様式の普及：湖水盆地

rig．114イウアツイオ
教会堂

Fig．116ウリチョ教会堂

／93

Fig．118アロクテイン

教会堂

苦笑竿



．∴　予覇Fig．119サン・ペドロ・
パレオ教会堂

‘　Fig．120ウイラマンガロ

教会堂

誓言讐誓誓ここ皇
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14．ミチヨアカン様式の普及：シエラ

Fig．124セビナ教会堂

Fig．126パラチョ教会堂

（1910年代？）

Fig．126アランサ教会堂

Fig．127がマクアラン教会堂

Fig．128コクチョ教会堂



Fig．129タナコ教会堂

∵か志雄転烏

Fig．131カバクアロ教会堂

Fig．133コルーポ教会堂

Fig．130チェランアツイクリン教会堂

Fig．132キンセオ教会堂
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Fig．134サン・フランシスコ・ペリバン教会堂

軍を蒜等芦

Fig．136サン・フェリー
ペ・デ・ロス・エレー

ロス教会堂

Fig．135オクミチョ教会堂

Fig．137トリクアロ教会堂

／9ク

Fig．138ナワッェン

教会堂



15．ミチヨアカン様式の普及：湿地・渓谷

Fig．139ティリンダロ教会堂

守
畑
、
㌃
謄
肝
を
　
㌢

ヽ

Fig．140ナランハ教会堂

Fig．141アカチュエン教会堂
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16．ミチヨアカン様式とウルアパン病院の影響

Fig．143ウルアパン、
サンチアゴ礼拝堂

Fig．142サント・トマス教会堂
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17．タラスコ地域の古典・マニエリズム様式

／如

Fig．146バリヤドリッド、

アダスティン会修道院

教会堂正面

Fig．148サカン、
アダスティン会修道院

教会堂正面



′

ト■●

励

露罰掟は．，J、、1才

Fig．149ハコーナ、アダスティン愈修道院教会堂正面

腐感鮮寮璧潮
蘇

Fig．151ヌリオ教会堂
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Fig．150アウイラン教会堂

Fig．1521日ウラビチョ教会堂



18．タラスコ地域の病院建築

Fig．153ウルアパン病院 Fig．154サカン病院（上）と同中庭

Fig．155オクミチョ柄院 Fig．156サン・【ルンソ病院中庭

Fig．157ククチュチョ病院礼拝堂と集会所
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Fig．158サンタ・フェ・デ・ラ・ラグーナ病院礼拝堂

Fig．159アンガウアン病院

礼拝堂正面

Fig．160セビナ病院
礼拝堂（上）と同正面（右）

／？J

Fig．161旧ナワッェン病院礼拝堂
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凱g．166オクミチョ病院礼拝堂正面



Fig．167トリクアロ病院礼拝堂止面

圃鮎膿ぬ拙良魅緑題溢戚唖！き

Fig．169サン・ロレンソ病院礼拝堂正面

Fig．171サンタ・ア
ナ・チヤピティロ

病院礼拝堂正面

／9∫

Fig．168アランテバクア病院礼拝堂正面

Fig．170ハラクアロ病院礼拝堂正面

Fig．172アカチュエン病院礼拝堂正面



19．タラスコ地域の木製天井

Fig．173トラスカラ、フランシスコ会修道院教会堂　FiF・174ツインツンツアン、フランシスコ会修道院回廊

Fig．175アンガウアン教会堂内陣
（上）と同部分（右）＜逆箱船型≫

F毎．176ウイラマンガロ教会堂



Fig．178ヌリオ教会堂洗礼所

Fig．180ヌリオ教会堂聖歌隊席下部分

／97

Fig．181ヌリオ教会堂洗礼所部分



蔓●盲iLt心丑．．・、J叫
ト●■●ヽ，・・■L●揮I瓜、

Fig．184ナランハ教会堂持ち送り

Fig．185アランサ教会堂持ち送り

／押

Fig．186ヌリオ教会堂持ち送り



Fig．187トウノくタロ教会堂＜板張り逆箱舟型＞ Fig．188トウパタロ教会堂部分

Fig．189コクチョ教会聖歌隊席下部分（下3枚）

Fig．190同「管楽器を吹く天使J Fig．191同中央部rサンチアゴ騎馬像」
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Fig．192キンセオ教会堂部分

Fig．193ヌリオ病院礼拝堂＜擬似半円筒ヴオ岬ルトン

2♂∂

Fig．194ヌリオ病院
礼拝堂部分

Fig．195サカン
病院礼拝堂



ユ∂／

Fig．200ポマクアラン

教会堂



20．細部

Fig．204チェラン

アツイクリン教会堂正面
Fig．205ククチュチョ教会堂正面rカヌーに乗る人物像」

ヱ♂ヱ



弼Fig

Fig．207

1●’一　才●　り・∴、＿

Fig．210ポマクアラン教会堂正面

Fig．208

ヰ■TF’

雷　二王

＿．〃　∵∴一・、“，ぷチj

Fig．209

㌦
桑
献

＿

●．＿○　　　　　■　■

Fig．211ウルアパン、サンチアゴ礼拝堂正面

（Fig．206サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロス教会堂正面　Fig・207アンガウアン教会堂正面

Fig．208セビナ、アトリオ十字架基台　　　　　　　　Fig・209カバクアロ教会堂正面）

Z久i
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Fig．216パックアロ、旧サン・ニコラス学院



軒誓．．．

Fig．219ツインツンツアンの

木工製品店



Fig．225聖人像（ハラクアロ教会堂）

之dJ

Fig，220ヌリオ病院礼拝堂の聖母像

Fig．221民族衣装をつけた聖母像
（タレクアト、フランシスコ会修道院教会堂）

Fig．222聖母被昇天の祝日の飾りつけ
（ポマクアラン教会堂）

Fig．223教会堂で祈る女性
（チェランアツイクリン教会堂）

Fig．224聖母像の衣装を着せ替え、花を飾る
女性（タレクアト）



第二部　タラスコ族の教会堂の社会文化史的考察

本論の第一部では、タラスコ族の教会堂を美術史的に考察するなかで、ミチョアカン様

式と呼べる独特の形態が生まれたことを明らかにし、その生成にかかわるいくつかの疑問

や仮説を提示した。第二部では、その疑問や仮説に答えをみつけるべく、タラスコ族の社

会文化史に踏み込むことにする。

第二部は、先スペイン期のタラスコ族と植民地統治機構について概観する第五章に続き、

第六章から第九章までの4章で、空間・負担・信仰・技術という観点から、タテスコ地域

の教会堂建設の実態を検証しつつ、ミチョアカン様式の形成に結びつく要因を考察する。

「空間」は、集住化により新しい居住形態を与えられた個々の先住民村落と、新しい力

関係が生じたタラスコ地域の地域社会を指す。新しい空間で教会堂に課された象徴的意味

や実際的役割について考えると同時に、村の設立がミチョアカン様式採用や普及のきっか

けとなり得たか否かを探る。

「負担」とは、教会堂建設のために地域社会が負った義務のことである。スペイン人、

先住民がそれをどのように分担したかという制度的側面を踏まえた上で、17世紀のタラ

スコ地域に起こったであろうと本論で仮定する教会堂建設ブームで、コストを負担したの

は誰なのか、先住民だとすると、彼らがその経済力をどのように得たのかを明らかにする。

教会堂が信仰の発露の場である以上、17世紀の教会堂建設ブームの背後にも、それを

押し進めた何らかの信仰上の変化があったのではないかと推測される。「信仰」では、キリ

スト教布教の過程で生み出された先住民村の「病院」というミチョアカン地方特有の世俗

的・宗教的制度が、タラスコ族の信仰に及ぼした影響という観点からその痕跡を探る。

「技術」は、ミチョアカン様式の教会堂を建設した職人とその技術、さらにそれを支え

た機構全体を含む。ミチョアカン様式の教会堂を建設したのがスペイン人であったのか、

それとも先住民であったのか、先住民であったとすれば、どのように養成された人々で、

どのような条件下で働き、彼らが建設したのがなぜミチョアカン様式だったのかを考える。
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第五章　タラスコ族と植民地統治

本章では、植民地期のタラスコ族の社会文化史を扱う上で基本的な知識としてふまえて

おくべき事項、すなわち地理・気候的条件、先スペイン期タラスコ族の特徴、征服の状況、

植民地統治機構などについて概観する。

先スペイン期のメソアメリカには、高度な国家を営む農耕社会から狩猟採集にいたるま

で、地域によって発展段階が非常に異なる数多くの部族が居住していた。植民地鱒治下、

先住民は原則として部族の別なく同じ制度の下に置かれたが、征服以前の社会の発展段階

が、再編された先住民共同体や地域社会の特質を大きく左右した。従って、先スペイン期

のタラスコ族がどのような社会を営んでいたかを明らかにする本章第一節と第二節の記述

は、征服後のタラスコ族共同体を知るために是非とも必要なものであり、後続の4章と密

接に関連している。具体的には、タラスコ族の伝統的統治機構・村落組織・人口・宗教に

関する記述は、征服後タラスコ族の村落が再編され、地域社会が形成されていく過程を考

察する第六章、ならびに、タラスコ族共同体内で「病院」が果たした重要な役割を明らか

にする第七章・第八草のための初期的条件を明示し、伝統的技術・芸術に関する記述は、第

九草で扱うミチョアカン様式の職人と技術の問題の出発点となる。第二節はまた、スペイ

ン人侵攻当時メソアメリカで最も高度な社会を築いていたメキシコ中央高原のナウア族に

比べて、先スペイン期のタラスコ族社会の発展段階が大きく劣るものでなかったこと、そ

れゆえ植民地期にはいってからも多くの点で両者の社会や文化を同じ次元で論じることが

可能であることを示す。第三節ではタラスコ王国征服の過程を概観し、スペイン人による

征服が、メキシコ中央高原同様、タラスコ社会にも大きな打撃を与え、先スペイン期のシ

ステム崩壊が不可避であったことを示す。第四節から第六節では、植民地統治のために整

備された諸制度や機構を概観し、征服戦争と過渡期の混乱による先スペイン期社会の崩壊

が、新しい先住民統治政策策定の中でどれだけ修復され、何が決定的に変化したのかを考

える手がかりを準備する。と同時に、新たに支配者となったスペイン人とのかたわりの実

態を具体的に示し、植民地社会の中でタラスコ族共同体が負った負担と享受した可能性を

明確にする。これらの記述は、第六章から第九章までの各章における考察の前提となるも

のである。
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第一節　タラスコ族・タラスコ地域・ミチヨアカン

アメリカ大陸の先住民族の起源は、ベーリング海峡を渡ってアジアから到来した人々で

あると考えられている。最初の人類がアメリカ大陸に移動し始めたのは、今から3万年以

上前のことで、北米では今から3万年、メキシコでは2万1000年、ペルーでは1万8

000年、南米最南端のパタゴニアでは1万2700年前にはすでに人類が存在していた

ことが確認されている。

紀元前3千年紀には農耕の発達とともにアメリカ大陸各地で定住生活が始まり、紀元前

1000年頃には、現在の中米からメキシコ南部にかけて広がるメソアメリカ文明圏と、

現在のペルーを中心とした南米中央アンデス地域に広がるアンデス文明圏の文化の基本的

特徴がほぼできあがったとされている。これら2つの文明圏はいずれも、スペイン人到来

時、言語を異にし、発展段階も異なる数多くの部族を包含しながら、それぞれアステカ帝

国とインカ帝国に代表される高い発展段階に達していた。

2つの文明圏の基本的な文化要素の中には多くの共通点がみられた。例えば、アメリカ

大陸には大型の家畜が存在せず耕作や輸送を人力に頼ったこと、そのために車輪を利用し

た装置が発達しなかったこと、さらに鉄器の使用を知らないまま高度な石造建築を築き、

都市文明をつくり上げたこと、また猫科の動物ジャガーや太陽など共通の要素を崇拝した

ことなどである。このことから2つの文明圏の間には、かなり密接な交流があったと考え

られている。しかし両者には異なる文化要素もまた顕著であった。アンデス文明圏ではメ

ソアメリカ文明圏に比して青銅器の発達が進んでいたこと、反対に、後者には前者が持た

なかった文字の使用が存在したことなどである。

タラスコ族の社会が形成されたのはメソアメリカ文明圏の中であった。メソアメリカ文

明圏は、メキシコ湾岸で紀元前1000年頃生まれたオルメカ文化と、そこから強い影響

を受けてその後に発達した諸文化によって成り立っていた。トウモロコシを主食とする食

文化、共通の神々を崇拝する自然崇拝に基づく多神教の宗教体系、ピラミッドを有する神

殿などの大規模な石造建造物、進んだ天文学の知識と精巧な暦の使用、絵文字の使用、人

身供儀の慣習などは、メソアメリカ文明圏に生まれた高度な諸文化にみられる顕著な特徴

である。

メソアメリカ文明圏の諸文化中でも、古典期と呼ばれる紀元300年頃から900年頃

までの繁栄期を構成した代表的な文化が、ユカタン半島から中米にかけて花開いたマヤ文

化（同文化は900年頃を境に急速に衰える）、オアハカ盆地のサボテカ・ミシュテカ文化、

タヒンなどに代表されるメキシコ湾岸の諸文化、ならびに、メキシコ中央高原のテイオテ
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イワカン文化とその後継のトルテカ文化であった。5世紀余り後にスペイン人がメソアメ

リカに到来した時、それらの高度な諸文化の盛衰を経てこの文化圏で覇権を得ていたのは、

トルテカ文化の後にメキシコ中央高原に興ったアステカ帝国であった。

メキシコ中央高原は、メソアメリカ文明圏の北端に近い温暖な気候と潅漑用水に恵まれ

た農耕に適した土地であった。それゆえ、トルテカ族の支配が瓦解すると、そこには乾燥

地帯の広がる北部からチチメカ族と総称される未だ狩猟採集生活を営む好戦的な諸部族が

次々と南下し、入りこんでいった。各部族はメキシコ盆地内に定住の地を見出すと、先住

の部族の支配下に入ったりそれを従属させたりしながら、儀封を営む首長国（都市国家）

を形成した。

13世紀後半、最も遅れてメキシコ盆地に到来し、テスココ湖に浮かぶ島テノチティト

ランに居を定めたメシーカ族は、その忍耐づよい精神と高い戦闘能力によって、1440

年頃には先住部族のくびきを逃れ、隣接するテスココ、トラコパンと三都同盟を結んで、

周辺地域を支配下におさめ、アステカ帝国を築いた。アステカ帝国とはこの三都同盟が支

配した領域を指し、それは最終的には北はチチメカ族との境界まで、北西は後に見るよう

にタテスコ族との境界まで、南はミシュテカ族との境界であるオアハカから太平洋岸まで、

西はメキシコ湾岸まで達する広大なものとなった（地図5）。

アステカ帝国の盟主となったメシーカ族は、言語的にはユト・アステカ語族に属するナ

ワトル語話者に分類されている。ナワトル語は15世紀から16世紀にかけてメキシコ中

央部を中心に用いられていた言語で、アステカ帝国の版図の中に取り込まれた、あるいは

アステカ帝国に隣接しこれに対立していた数多くの部族の間で広く用いられていた。これ

らの部族は、それぞれが固有の部族の歴史を語り継ぎ、時に敵対関係にあったものの、ナ

ワトル語を介して共通の文化を共有していた。そのような共通の言語と文化によって特徴

づけられるナワトル語話者は、通常ナウア族（losnahuas）と総称されている。

ナワトル語とは全く異質な言語であるタラスコ語を話す集団がタラスコ族であった。彼

らはアステカ帝国に隣接して、メソアメリカ文明圏の北西の端、現在のミチョアカン州に

ほぼ匹敵する地域に勢力を広げていた。彼らがいつどこからやって来たかについては、ま

だ明らかにされていないものの、その移動は、先に述べたチチメカ族のメキシコ中央高原

への南下の大きな流れと関連づけられると推測されており、彼らのミチョアカンへの最終

的な定住はおよそ13世紀と考えられている1。

1大貫良夫ほか監修『ラテンアメリカを知る辞典』平凡社1987；狩野千秋『マヤとアステ
カ』近藤出版社、世界史研究双書25，1983；月払わぬ劇血血a（ね勧2da．edieidn，
M6xico，EIColegiodeM6Ⅹico，1994，pP．13・19；JamesS．OIson（Editor－in・Chieカ，
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タラスコ族はアステカ帝国に屈伏することなく、これに接して独立した領域を支配して

いたが、その勢力が及んでいたと考えられる範囲は漠然としか確認されていない。植民地

時代に記された文献によれば、アステカ帝国と按する東部では、トルーカあたりにまで防

衛陣地が敷かれ、南はそこから150レグア（1レグア約4．19キロメートル）南下した太平洋岸

のサカトクーラ地方に至っていた。北の境は、現在のケレタロとグアナプアトの中間あた

りのシチュ地方であったとされている2。この北の境は、チチメカ族の領域と接していた。

すなわち、タラスコ族の勢力は、現在のミチョアカン州のほぼ全域、グアナプアト州とゲ

レロ州のかなりの部分、そしてケレタロ州とメキシコ州の一部にまで及んでいたことにな

る（地図6）。

メキシコは、西に西シエラ・マドレ山系、東に東シエラ・マドレ山系が南北に平行して

連なる山国である。西シエラ・マドレ山系は南下するに従って東へ向かい、東シエラ・マ

ドレ山系との距離を縮め、やがて2つの山系は合流する。この東進する西シニラ・マドレ

山系の南側を東西に流れるのがリオ・グランデ・デ・サンチアゴ川、ミチョアカン地方に

はいってからはレルマ川の名称で呼ばれる川である。さらにその南には新生火山山系

（Cordillera Neo・Vblcanica）と、南シエラ・マドレ山系がほぼ東西に平行して連なり、この

2つの山系の間をバルサス川が縫うように走り、深い渓谷を刻んでいる。この地形図をあ

てはめると、先に示したタラスコ族の勢力圏は、西シニラ・マドレ山系、新生火山山系、

南シニラ・マドレ山系という東西に平行して走る3つの山系にまたがり、その間を流れる

レルマ川とバルサス川という2つのj胴こ貫かれる、起伏に飛んだ地形の上に広がっており、

標高3000㍍を越える峰々、標高1800から2000㍍前後の台地、ならびに標高数

百㍍の低地からなっていたことがわかる。

また、この地域の土壌・気候・植生は極めて多様であった。具体的には、北部に険しい

山地や乾燥した台地が控え、その南にはレルマ川がつくる肥沃な平地バヒーオが広がって

いたが、このあたりまではチチメカ族が出没する危険な境界領域であった。さらに南には、

3000㍍級の峰を戴く山地を取り囲むように、いくつもの湖水や湿地が点在し、比較的

雨量が豊富で温暖な、火山性の土壌に覆われた標高1800から2000㍍の台地が続い

ている。そのさらに南には、バルサス川の深い谷を経て太平洋へと下る、ティニラ・カリ

エンテと呼ばれる気温の高い熱帯性サバンナが広がっている。

励ぬぬノ刀お如月jyOr班e励β月血丘軸衰74α日夕符NewYbrk”GreenwoodPress，
1992．

2Jos6BravoUgarte，励tozjbSUCit2iaLお肋oacdD，Morelia，Mich．，Morevallado
Editore8，1995，pp．15・23，171・187，205・207．
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そのような地理的制約の中で、クラスコ族は居住するために最も恵まれた環境であった

標高1800から2000㍍の台地を、帝国の中心に定めたのであった。ここにはパック

アロ湖をはじめとして、クイツェオ湖、チヤパラ湖など大小の湖水や湿地が点在し、農耕

や漁業や交易の発展の可能性を秘めていた。タラスコ族は最終的にパックアロ湖の東岸ツ

インツンツアンに都を営んだ。こうしてパックアロ湖の周辺がタラスコ族の人口密度が最

も高く、文化が最も高度に発達した地域となった。現在も、このパックアロ湖周辺から西

部の山地にかけての村々において、最も根強くタラスコ族の言語が生きつづげ、植民地時

代に変質をとげながらも受け継がれた伝統文化が最も濃厚に息づいている。

隣国のメシーカ族はタラスコ族を「ミチョアケ」（midlOaqlle）、その領国を「ミチョアカ

ン」と呼んだ。「ミチョアケ」とはナワトル語でr魚の地の人々」を意味した3。スペイン人

もこの名称を採用し、植民地時代にはいってからも、かつてタラスコ族の領域であった広

大な地域を指してミチュアカンもしくはメチョアカンあるいはミチョアカンと呼んだ。

しかし、植民地の行政・教会組織が整うに従って、ミチョアカンが指し示す領域も変化

する。植民地時代にミチョアカンの名称で指し示された領域として最も代表的なものは、

行政区分としてのミチョアカン大州（大州とはヌエバ・エスパーニヤを大きく5つの地方

行政区に分けたもの）、それと同じ領域に設定されたミチョアカン司教区である。この領域

は現在のミチョアカン州、グアナプア上州、コリマ州の全部と、ハリスコ州、ゲレロ州、

サンルイス・ポトシ州、タマウリパス州の一部を含んだ広大なものであった（地図3）。さら

に下位の行政区分としてアルカルディーア・マヨール（地方長官嶺）が設置された。先に

示したタラスコ族の中心的領域であるパックアロ湖周辺とその西部の山地は、ミチョアカ

ン大州の首都が置かれたミチョアカン市（ミチョアカン市は最終的には現在のミチョアカ

ン州都モレリアとなる）が管轄する長官蘭の中に含まれていた。

本論では、再三ミチョアカン地方もしくはミチョアカンという名称を用いることとなる

が、その場合、広義には植民地時代にミチョアカン大州ならびにミチョアカン司教区が管

轄した広大な地域を、狭義にはミチョアカン市の長官領で、タラスコ族の主たる居住圏で

あったタラスコ地域とその周辺の多少あいまいな範囲を指している。

最後に、タラスコ族の名称に関してであるが、植民地時代にスペイン人は彼らを一貫し

てタラスコ族（lostaraseos）と呼んだ4。ところが、現在人類学の分野ではこの人々に対して

3AMueOkvjhme血訝Ba，VOl．IVino．19，mayO・junio，1996，p．14．
4タラスコはスペイン人到来時のタラスコ語で「婿」を意味するタラスクエ（tarascue）に由
来していると言われる。タラスコ族の君主は親族の娘2人をスペイン人の使者に与え、彼

らをタラスクエと呼んだが、スペイン人はその言葉をミチョアカンの先住民を呼ぶのに用
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プレペチヤ族の名称が用いられることが多い。プレペチヤとは彼らの言葉で「民衆」を意

味する。近年一般の人々の間でもこの名称を用いる傾向が強まっている。現時点では、ど

ちらの名称を用いるかは研究者個人の判断によっているが、植民地期を扱う歴史研究であ

る本論では、タラスコ族の名称を用いている。

第二節　先スペイン期のタラスコ族

1．農業・漁業・狩猟

メソアメリカ文化圏では、基本的食糧は、高度に発達した農業による穀物生産でまかな

われていたが、その中心はトウモロコシであった。それに加えて、プリホル豆（ササギの

一種）とカボチャがメソアメリカの主たる食物を形成していた。これらの作物は耕作の条

件などに応じてそれぞれ非常に多様な種類が存在する。

トウモロコシは海抜0㍍から3000㍍にかけて耕作可能で、年間降雨量50ミリ以下の

地域や夏が短く寒冷な地域でも耕作できる作物である。このため、この作物はメソアメリ

カほぼ全域で恩恵をもたらしている。利用法は多様であるが、最も一般的なものは、トウ

モロコシの粉を水で練って作るマサを円形に薄く延ばし焼いたトルテイーリヤである。ほ

かにマサを蒸してつくるタマル、粉を水に溶いて煮る葛湯状の飲み物アトーレ、粒を肉な

どと煮込むポソ←レなどがあるが、それらは現在もごく日常的な料理法として用いられて

いる。

フリホル豆は蛋白質を摂取するための基本的食糧である。カボチャは、花、茎、葉、果

肉、種の全てを食する。特に種は油を採ることができ、蛋白質も豊富に含んでいるため、

最も重要な部分である。味つけには、無数に種類のあるトウガラシと塩が用いられる。マ

ゲイ（竜舌蘭）の汁を発酵させてつくる酒プルケも重要な食品であった。マゲイは衣類を

織るための繊維をとったり、屋根を葺くためにも用いられた。ピーナッツ、松の実、カカ

オ豆、様々なサボテンの実、サツマイモなどの根菜類や葉物の野菜も食用に用いられた。

メソアメリカに出現した政治的中心の多くは、湖水地域の周辺に発達した。湖は水を供

給するほかに漁業や水上交通に利用できたからである。メソアメリカには大型の家畜が存

在しなかったため牧畜は発達しなかったものの、犬の一種や七面鳥、アヒルなどを家畜化

いるようになったという。Bravo，助如血，p．148．
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し、食用としたことが知られている。また狩猟も重要な食糧調達の手段であった5。

タラスコ族の基本的食習慣も、このようなメソアメリカのそれに準じたもので、基本的

食糧はトウモロコシ、プリホル豆、カボチャであった。トウガラシ、トマト、野菜類、果

物類も同様に重要であった。メシーカ族同様、高度な薬草の使用も行っていた。ミチョア

カンでは漁業と狩猟の重要性がより高かったと考えられている。豊富な湖水でとれる淡水

魚はミチョアカンの重要な食糧であった。肉類では七面鳥や犬を食し、主な狩猟の獲物は

シカや鳥類やそのほかの野性動物であった。塩はタラスコ地域のチルチョタ近郊で採れた

ほかは、主としてコリマあたりの太平洋岸からティエラ・カリエンテを経てもたらされ、

魚と交換された。ティニラ・カリエンテからはほかに綿やカカオ豆、工芸品の材料となる

産品ももたらされた6。

メソアメリカの農業は、大別して低地と高地がそれぞれ別の農法をもつと言われている。

低地では主として焼き畑農業、乾燥度の高い高地では、より集約的なテラス農法や潅漑農

法が必要となる。集約的農法には、メキシコ盆地のチナンパスのように、湿地に排水処理

をほどこして行うものもある。同一地域で焼き畑農業と集約的農法が共存する場合もある。

集約的農法は多くの人口を支えることを可能とし、複雑な社会を発展させて都市国家の形

成を促すと考えられている7。

メキシコ中央高原の端に位置するミチョアカンも地形的には中央部が高地に、ティニ

ラ・カリエンテから太平洋岸にかけてが低地に分類され、低地では焼き畑農業が行われて

いた。高地での農業は土地の耕作によって行われたが、その方法は水の供給条件によって

異なっていた。最も一般的であったのは、雨水のみが利用可能な標高2000㍍前後の温

暖な平坦地もしくは緩やかな斜面での、雨期の降水を利用してのトウモロコシほかの栽培

であった。この場合斜面に段々畑仕errazaS）を作って土地の集約的利用が計られた8。霜の害

を避け雑草取りの労力を省くためにも（平地では雑草は非常に丈夫で、鋤を用いて人力で

除草するのは困難であった）、平地よりも斜面が耕作に適していると考えられていた9。さら

に標高の高い寒冷な地域では、地面におりる朝露の水分を利用して、雨期の到来以前から

5UlisesBeltran，etal．，mMkbの虐Cdi2GBとなuo，M6Ⅹico，COLMICHyEIGobiernodel

EstadodeMichoacAn，1994，PP．55・57．
6Ibid．，Pp．57・63．

7Ibid．，pp．6計65．

8SergioNavarrete，“Algunasimplicacione＄deloscambiosenlospatronesde

asentamientoindigenaduranteelsiglom，’’enThomasCalvoyGustavoL6pe2；

（eooでds．），肋l加血だね壷poA由db錯do血由ゐ勒M占Ⅹico，Centrod′mudes

MexicainesetCentram6ricainesyCOLMICH，1988，pP．116－109．
9Beltran，eta1．，OP．Cit．，PP．65・73．
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種蒔きを始める耕作法が一般的であった。湖水や湧き水の周囲や、川の流域の肥沃な土地

では、潅漑農業が行われた。こうした潅漑可能な平地の多くは、貴族の土地に当てられて

いたと考えられる10。ミチョアカンの中央部において集落の分布が強い散住形態を示してい

るのは、焼き畑による集落の移動を意味するのではなく、こうした港漑農業に必要な水を

得るために集落が広域に分布した結果であると考えられている11。

2．歴史

タラスコ族の歴史や、「タラスコ王国」と呼びならわされて来た集団の実態にはまだ不明

な点が多い。多くの考古学者は、メソアメリカに出現した諸部族の中でタラスコ族は遅い

グループに属すると考えている。ミチョアカン地方で彼らの存在を考古学的に証明できる

のは13世紀に入ってからのことである。

スペイン人到来以前のタラスコ族の歴史と社会を知るうえで、ほとんど唯一の文字史料

が、『ミチョアカン地方のインディオの祭礼・儀式・集落・統治に関する報告』、通称『ミ

チョアカン報告』12である。1541年にフランシスコ会の宣教師が、タラスコ族が語・り継

いだ伝承や彼らの習俗をスペイン語で書き記したこの『ミチョアカン報告』は、3部から

なっている。第一部で「彼らの最も重要な神々はどこから来たか、そしてその神々のため

の祭礼について」を、第二部で「カソンシ（君主Cazonei）の祖先がいかにしてこの地方に

住み始め、征服したか」を、第三部で「スペイン人到来以前の彼らの政府がいかようであ

ったか、そしてカソンシの死がどのようであったか」について語っている。スペインのエ

ル・エスコリアル宮殿図書館に保存されている『ミチョアカン報告』のオリジナル手稿本

には、第一部は最初の1菓しか残されておらず、タラスコ族の宗教について我々が知りえ

たであろう多くの情報が失われている13。しかし、残された第二部と第三部から、タラスコ

族のルーツを語る物語と、スペイン人到来からカソンシの死までの経過を知ることができ

10Navarrete，OP．Cit．，P．96．
11Beltran，eta1．，OP．Cit．，P．73．
12肋dああ血βα把かOnあぶア血ypO地dゐァ卵胞Ⅵ0（わんβ血dbg（ね血
伽血ぬ（お肌08壷．『ミチョアカン報告』は、スペイン語ではいくつかの版が出版さ

れている。Ger6nimodeAIcala，Rehd血dbMkboadn，eStudiopreliminarynotasde
FranciscoMiranda，M6Ⅹico，SER1988；励血cidn（お肌oacdD，eStudiopreliminarde
Jos6CoronaNd息e2：，Morelia，Mich．，BalSalEditores，1977．本論で参照するのは後者とす
る。また、フランス語からの邦訳、ル・クレジオ、望月芳郎訳『チチメカ神話』新潮社柑87
がある。

13Jos6BravoUgarte，1－LaRelaci6ndeMichoacAn，t月払ta由肋ぬBB，VOl．XII，1962．
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る。

それによると、まずはじめに、自らをウアクセチヤ（uac丘seeha）と名のる人々が、首領テ

イカタメ什ic如ame）に率いられ、タラスコ地域のナランハとサカブの近辺に到来した（地図

6）。『ミチョアカン報告』は、彼らがどこからか来たのかは語らないものの、その人々がチ

チメカ族であったと述べている。タラスコ族がメシーカ族同様、自らの祖先をチチメカ族

であるとしているのは、彼らもまた、チチメカ族に帰される秀でた征服者としての資質を

誇示しようとしたからであろうと考えられている。事実、タラスコ族は、天空の諸神に「お

まえこそ王となり全世界を征服せよ」と命じられた神クリカウェリ（Curic狐eri）を部族の始

祖と信じ、自分たちこそ運ばれた民であると自認していた。

テイカタメと彼に従う者達は一箇所に留まらず、あちこちと場所を移動した。この時彼

らは、その地域の先住部族との関係をとり結ぶ時期にあったと考えられている。『ミチョア

カン報告』には、支配権をめぐっての同盟や武力衝突が繰り返されたもようが語られてい

る。当時パックアロ湖周辺には、タラスコ族に先立って、同じ言語を話し、湖での漁業や

湖畔の湿地での農業、山麓斜面の段々畑での雨期の農業などで多くの人口を支えることの

できる、高度な発展段階にある幾つもの先住部族が、それぞれ村落を営んでいた。それら

の部族はまた、固有の守護神を祀る宗教的中心を持ち、固有のエリート階層に統率されて

いた。このような部族間に繰り返された資源をめぐる争いの中で、次第にタラスコ王国の

始祖達の手中に政治的・経済的力が集中していったと考えられている14。

『ミチョアカン報告』に語られたこのようなタラスコ族の移動は、サカブ近辺での最近

の考古学調査によって、ほぼ事実であることが裏付けられている。サカブの北西部の湿地

マルバイスでの発振調査の結果、紀元800年頃そこに形成された一連の小集落の数が、

1250年頃に僅かの年数の間に倍増したことが明らかにされてきた。自然の人口増では

説明できないこの変化は、ほかから人間が移り住んだ結果であると考えられる15。さらに考

古学的調査から、このマルバイスの諸集落で1450年以前にかなり組俄的で慎重な住居

の炉の破壊がおこなわれたことが明らかになっている。これはこの場所で相当数の人口が

14A巧打紺毎癖皿血朋，pp．29，241．
15ちょうどその頃、少し北に位置するレルマ川南岸や現在のグアナフアト州南部で顕著な

人口の減少があったことも確認されており、それがサカブ近辺への人口移動の結果であっ

た可能性も指摘されている。このサカブのマルバイスでの人口増加は、都市的性格を帯び
た大規模なセンターへの人口集中という新しい特徴をともっなっていた。このセンターは

いくつかの地区に分けられており、それぞれが固有の機能を持った建物を備えていた。例

えば、ピラミッドの基段とも考えられる大きな基礎は、『ミチョアカン報告』の中で「ワシ
の家」とか「パパ（祭司）の家」などとして語られているタラスコ族の集会場に良く似て

いる。Ibid．，p．27．
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減ったことを意味し、その原因はおそらく大量の人間が組織的にここを放棄したからであ

ると考えられている。サカブのマルバイスでみられた、1250年から1450年の間の

このような人口の急激な増加と減少は、『ミチョアカン報告』の記述にみられる移住の歴史

と一致する。しかしながら、サカブへ到来したのが『ミチョアカン報告』で述べられてい

るような、狩猟採集を生業とするチチメカ族であったという点には疑問の余地が大きい16。

彼らの実際の出身地はそれほど遠いところではなく、レルマ川の近辺であったと考えるの

が妥当であるとされている17。

再び『ミチョアカン報告』の物語に戻る。優れた指導者タリアクリが登場したところで、

タラスコ族の歴史は漂泊民としての第一段階から定住民としての第二段階にはいる。タリ

アクリは都をパックアロに定め、パックアロ湖周辺地域の支配権を掌中に納めた。パック

アロはパックアロ湖南岸の小高い丘の上に位置している。タラスコ族は天への扉がある場

所と信じていたパックアロに、彼らの部族神クリカウェリのために最初の神殿を築いた。

タリアクリは『ミチョアカン報告』の中核を成す人物で、その治世下、タラスコ族の社会

政治機構は大きな変化をとげ、新しい文化が誕生した。それは言い換えれば、パックアロ

湖周辺の先住の人々とタラスコ族が政治的同盟を結び、社会的な融合を深めた結果生まれ

た新しい文化であった18。タラスコ族の領国と文化の基礎を築いたタリアクリは、現在もミ

チョアカンの伝説的英雄である。

タリアクリが死ぬと、彼の領国は3人の後継者、すなわち末息子のウイキンガへ

（Huiquingaje）と2人の甥イリパン（Hiripan）とタンガソアン（Tangaxoan）に分割された。

それぞれは都を互いにほど近いパックアロ湖岸の集落、パックアロ、イウアツイオ19、ツイ

ンツンツァン20に定めた。この三都連合は、タリアクリが始めた周辺地域の征服を一層強力

に押し進めた。

タラスコ族の統治権は、厳密な世襲ではなかった。通常カソンシもしくはイレチヤ

16そのような人々が突如都市を建設するということは考え難いというのがその主な根拠で
ある。むしろ、タラスコ族のエリート達が自らの祖先をチチメカ族であるとしたのは、す

でに述べたように、彼らの祖先が「北」からの来訪者であり、チチメカ族に帰されるよう
な戦いに秀でた征服者であることを示そうとしたものであろう。Ibid．

17Ibid．，pp．26・27．

18その主な特徴は、独創的建築、銅・青銅・銀・金などの金属製の道具や装飾品、トルコ

石の使用と交易、独特の儀式用陶器などに表れている。Ibid，p．29．
19イウアツイオの考古学遺跡はパックアロ湖畔の平坦地に広がっている。イリパンがイウ

アツイオを都と定めた時、そこにはすでにメキシコ中央部のトウーラとの関連をもつと思わ
れる集落が存在した。イウアツイオは「コヨーテの地」の意。

20ツインツンツアンは「ハチドリの地」の意である。ツインツンツァンの考古学遺跡と、

陶器や石の彫刻作品などの遺物が発見される範囲は、約180㌶の広さに及んでいる。
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（Irecha）の称号で呼ばれる君主が死ぬと、後継者はその近親者の中から連出された。そのた

め後継者選びをめぐって、君主の宮廷では陰謀が頻繁に企てられ、有力候補のライバルや、

後継者失格と見なされた者が暗殺されることもめずらしくなかった。

ツインツンツァンを都と定めたタンガソアンの一族が、1450年頃タラスコ族の全支

配権を掌握した時から第三段階が始まる。この段階を代表するのが以下に述べる3人の君

主である。ツイツイパンダクアレ什ヱitzipandAeuare）は武力による征服をさらに押し進め、

タラスコ族の領域を最大に到らしめた。スアングア（ZuangⅦa）はスペイン人がミチョアカ

ンに到来した時の君主であった。その後を継いだタンガソアン2世（Tan㌍ⅩOanII）が、最後

のカソンシとなった。キリスト教に改宗し洗礼を受けてドン・フランシスコと名乗ったタ

ンガソアン2世は、1530年2月、ミチョアカンで非道の限りを尽くしたスペイン人征

服者ヌニヨ・デ・グスマン（Nu丘odeGllZman）の命により処刑された。この日付をもって、

タラスコ族の「王国」の終焉とする説もあるが、実際は1522年7月25日に、エルナ

ン・コルテス（HernanCoれ毎）が派遣した司令官クリストーパル・デ・オリー（Cristdbalde

Olid）をツインツンツアンに迎え入れた時点で「王国」は消滅したのであった21。

3．村落と人口

新たに手中に収めた領土で、自分の意のままに利用できる先住民の数と集落の詳しい情

報を得る必要があったコルテスは、1524年、アントニオ・デ・カルバハル仏ntoniode

CaⅣ如al）にミチョアカンの先住民村落調査を命じた。通称「カルバハル巡察録」22と呼ば

れるこの調査記録は、1524年という征服間もない時期に実施されていることから、征

服直前の状況をかなり忠実に反映していると考えられ、現在までのところ、征服以前のタ

ラスコ王国の村落について知りえる最も信頼できる数量的データとされている。この調査

記録そのものは消失したが、パックアロ湖周辺の湖水盆地とシエラの村落を対象とした部

分が別の文書の中に書き写されて今日に伝えられている。

この調査に際してカルバハルは、スペイン本国に存在した主邑と属邑という村落のカテ

ゴリーの概念を適用し、タラスコ族の村落を主邑（cabecera）・副主邑（Sdbcabecerわ・属邑

（slかto）の三つに分類した23。それによるとその地域に5つの主邑－コマンハ、ウルアパン、

21Ibid．，pp．14・15．

22“VisitadeCarvajal，”enWarren，La伽quik由，PP．92・101．

23主邑と属邑という概念は、一定地域の中で世俗的・宗教的中心をなす「市」をカべサ

（cabeza）、すなわち筆頭とし、その周辺のいくつかの「町」（dlla）をその管轄下に従属させ、
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トウリカト、ウアニケオ、エロンガリクアローが存在した。それらの主邑はいずれもカソ

ンシの都ツインツンツァンに従属するとともに、それぞれが副主邑と属邑を従えていた。

副主邑は、先の主邑に従属すると同時に、自らもまた属邑を従えていた24。主邑・副主邑・

属邑のいずれの場合にも、カルバハ／レは「村」bueblo）という呼称をあてている。ただし属

邑などで規模の小さいものには「字」（estancia）の呼称を用いている。村の平均戸数は約3

4戸、字では約12戸であった25。また、カルバハルの調査には用いられていないものの、

村の中に複数の区域がある時、これは通常「地区」（barddの名で呼ばれた。

「カルバハル巡察録」では、主邑が必ずしも属邑より戸数の点で勝っていたわけではな

い。むしろ主邑であるための条件は、カソンシによって指名された貴族の首長が居住して

いることであった。主邑の貴族の家系から枝分かれした一族の者が統率していたのが副主

邑であった。属邑は主邑あるいは副主邑の貴族の支配が及んだ村落であった26。こうして、

カソンシに従う爵族階層が、階層的に領国の村落を束ねるシステムができあがっていたと

考えられる。

タラスコ族の主邑・属邑の関係と良く似た階層性が、メキシコ中央部のナウア族集落の

中にもみとめられる。ロックハ←トによると、ナウア族の生活の基本的単位はアルテペト

ル（altepetl）と呼ばれる都市国家もしくは首長国に相当するものであった。アルテペトルを

構成する基本的条件は、領域を持つこと、通常カルポーリ（ealpolli）と呼ばれる複数の構成

部分からなること、トラトアニ（tlatoani複数形tlatoqu．e）と呼ばれる王朝的統治者すなわち

首長を持つことであった。さらにアルテペトルは部族神を配る神殿と独自の中央市場を有

していた27。アルテペトルを構成する各カルポーリもまた、固有の領域を持ち、独自の神を

崇拝し、貴族に相当する身分をもつ独自のリーーダーに率いられていた。各カルポーリは、

それぞれアルテペトル全体に対して兵役やトウモロコシほかの収穫物の供出や労役の提供

などの義務を有し、年間を通じて定められたロ山テーションでそれを遂行した。このロー

同様に町はカべサとしてその周囲の「村」（pueblo，aldea，lu脚r）を従属させるという、当時

のスペインのカステイリアに存在した地方行政・司法制度に倣ったものであった。Cbarles

Gib80n，LosaZte朗SbRjbeldbm血be軍aBbLM6Ⅹico，Sigl0ⅩⅩIEditores，1986，P．36．英
語版初版1964．。植民地に導入された際、カべサはカべセーラ、統括される集落は従属を意

味するスヘトと呼ばれるようになった。本稿では前者に主邑、後者に属邑という訳語を当

てている。

24Beltran，eta1．，OP．Cit．，PP．109・110，
25Ibid．，p．113．

26Ibid．，PP．111・113．

27JamesLockhart，7伽八房huasA鮎l・tbcCbDqtteSt．A▲鮎C由JL2DdCtl1tlLl署J助tmニrOl
班e血d血刀βαr伽お箸ノ勧ぶなおe〟虎7迅∫祝融瑚血色か虎Cb加び∫庵昂Stan払rd，

California，StanfordUniversityPress，1992，PP．15・16．
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テーションは、通常カルポいりが形成された古さの順に定められており、同時にカルポー

リの地位の高さを示していた。最も高い地位のカルポーリのリーダーがそのアルテペトル

全体のトラトアニであり、全てのカルポーリの貴族達は彼の宮廷に参上し、カルポーリの

平構成員は、交代で彼の宮廷で労働奉仕を行った28。このようなアルテペトルとカルポーリ

の関係は、「カルバハル巡察録」から垣間見られるタラスコ族の主邑と属邑の関係にほぼ相

当している。すなわち、ひとつの主邑とその属邑からなる単位がアルテペトルにあたり、

各属邑はひとつのカルポーリ、主邑は首長の居住する最高位のカルポーリにあたると考え

られる。タラスコ族の集落間の関係について本格的研究はまだ行われていないが、上記の

ような相似は、ナウア族の集落研究の成果を援用することの妥当性を示しているように思

われる。一人の首長に率いられたアルテペトルという単位は、植民地時代にはいってもエ

ンコミエンダやコレヒミニント、教区などの区分の際の基本的単位として採用された。そ

の際、スペイン人はひとつのアルテペトルの中で中心となる集落を主邑、それに従属する

集落を属邑とした29。タラスコ族の集落でも、エンコミニンダや教区の基本的単位はひとつ

の主邑とその属邑であった。このことは、植民地期の先住民統治制度内においても、ナウ

ア族とタラスコ族の集落の性格には基本的な部分で共通性があり、両者を同じ次元で論じ

ることがある程度可能であることを示している。

次に、タラスコ王国が擁していた人口であるが、メキシコ中央部同様その正確な数字は

不明である。植民地時代の記録から推計した結果、130万人とする仮説30や最大75万人

とする仮説がある31。本論はより新しい仮説である後者に従うこととする。それによれば、

人口の地域的分布はバヒーオが約47％、タラスコ地域が33％、ティエラ・カリエンテ

が約20％である32。また、メキシコ中央部に比した場合のタラスコ族の居住形態に見られ

る特徴は、散住の傾向が強いことである。これは、先の「カルバハル巡察録」に記された

28Lockba加，Op．Cit．，pp．16・18．また、このような構造をもつアルテペトルが複数集まった

複合アルテペトルも存在した。その際各アルテペトルはトラヤカトル（tlayaeatl）とも呼ばれ、
最も強力なトラヤカトルのトラトアニがその複合アルテペトルの祭祀を司るリーダーとな

った。Ibid．，pp．20・23．

29ギブソンによれば、スペイン人がこの制度を植民地に導入した際、トラトアニの居住す

る集落を主邑、このトラトアニに従うカルポーリを属邑とした。Gibson，Op．Cit．，p．37．これ
は「カルバハル巡察録」で採用された方法と同様である。ロックハートは、スペイン人は
隣接する複数のカルポーリの中央部分にできた住居密集地の都市的部分を主邑ととらえ、

その周辺に位置する散住形態がより顕著なカルポーリを属邑としたと考える。Lockhart，Op．
Cit．，pp．19・20．

30クック＆ボラーの仮説。Be旭丘n，etalりpp．116・119．

31Beltran，etal．，pp．116・119．

32Ibid．，p．120．
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主邑と属邑の距離が通常2レグアから5レグアあること、主邑の人口に比して、そこに従

属する属邑全体の人口が多いことなどから導き出されたもので、タラスコ王国では、メキ

シコ盆地などに比べて都市化の程度が低かったと推測されている33。さらにそれらの村落は

通常低地ではなく、山腹に設けられていた。これは防衛上の意味と、先に示したような斜

面での耕作の利点や、潅漑可能な低地を出来る限り利用する必要性から生じたものと考え

られる34。

タラスコ族とナウア族の社会の違いは、タラスコ族のそれが基本的に辺境の農村的性格

（caractermraly駐onterizo）を持っていたことに由来するとされる。メキシコ中央高原の中

心に位置するメキシコ盆地は、常に移住者を引きつけ、そのことが生態系に適応した集約

的な農業、人口集中、都市の形成、中央集権的国家の形成を促した。12世紀までにメキ

シコ盆地では、人口の集中とかなり高度な都市化を伴う国家的な政治組織を持つ複雑な社

会が興り発展していた。その最も顕著な例がトクーラとテイオティワカンである。一方ミ

チョアカンでは、パックアロ、タイツェオ、チャパラなどの湖の周辺部はそのような移住

者を引きつけることはなく、12世紀までそこに見るべき人口の集中や高度な文化、中央

集権的な国家は発達しなかった。13世紀になって初めてタラスコ族の社会に人口の集中

と、広い領域に覇権を及ぼす中央集権的国家が確立し始めるが、その農村的特徴は大きく

変化するに到らなかった88。スペイン人到来直前、タラスコ王国と同時期、メキシコ盆地で

は人口集中が進み、中央に多機能広場を持つ数多くの中規模の都市が発展した。それらは、

さらに大きい中心的な都市に従属していた。即ち、集落の分布形態は、経済・政治のネッ

トワークと密接な関係を有しており、都市がその要所に位置していた。このような地域的

発展はパックアロ湖周辺のみならずタラスコ王国のいかなる所にも見られず、都市文化は

ごく後期にタラスコ王国の出現に伴って明らかに政治的機能を軸に非常に小規模な形で表

れたに過ぎなかった36。この違いは、パックアロ湖周辺の濯漑による集約的な農業可能な耕

33Ibidリpp．120－121．

34Esperan2：aRamirezRomero，“PaisajeculturalyentornOhabitacionalenlacuenca

lacustredePatzcuaro，”enParedes（direcci6ngeneral），A叩ul由ctumye47aCibsoc由I

pp．113－126．

85Beltran，etal．，PP．81・85．

36ミチョアカンの中心集落の規模が小さく、都市化の程度が低かったことは、タラスコ族

の社会の性格にも影響を及ぼした。すなわち、支配階層の数が少なく、都市の生活文化か
ら生まれる産品の普及が限られていた。特に、都市生活者を維持するための産品の需要が

少なかったこと、権力が集落の規模や人口の集中度と直結していないため、地域内の経済
的・政治的ネットワークと集落の分布の間に密接な相関関係がなかったこと、商業活動は

都市化によって活発化するため、タラスコ王国ではアステカ帝国の首都テノチティトラン

での活発な商取引などに比べて商業の規模は小さく重要性は低かったことなどがあげられ
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地面積はわずかで、それによって維持できる人口は、メキシコ盆地より格段に少ない4万

ないし5万人程であったという、農業生産力の限界によって説明されよう。とはいうもの

の、スペイン人到来時、ツインツンツァンのほかにもウルアパンやトウリカトなどで主邑

への人口集中が進行していたことが文献などによって確認されており、タラスコ王国にお

いても都市化の萌芽が存在していた37。先スペイン期のタラスコ族とナウア族の社会には、

村落間の階層的序列という点で大きな共通性がみとめられるのに対して、都市化の度合い

については少なからぬ差異があったという事実を把握しておくことは植民地期のタラスコ

社会を考える上で重要である。

4・宗教

宗教においても、タラスコ族とナウア族の信仰はともにメソアメリカの宗教体系の中に

位置づけられ、基本的部分で多くの共通点を有していた88。ナウア族の世界観がそうである

ように、クラスコ族も世界を天上、地上、地下という3つのレベルに分け、地上世界は四

分割されてひとつの中心を有していた。タラスコ族にとって天上世界はワシとハヤプサと

に関係づけられ、四分割された地上世界は女神クエラウアペリ（Cuerau如eri）の身体そのも

のであると理解されていた。四分割された地上世界の各部分は、東西南北の方向と特定の

色に結びつけらていた。黒は南、白は西、赤は東、黄色は北で、地上世界の中心は青であ

った。また、太陽の昇る側から見て、北は右、南は左とも呼ばれた。ミチョアカン地方の

地理的位置から、西は海の女神、東は地上世界の女神と結びづけられていた。地下世界は

死者の場所で、ネズミ、モグラ、ヘビ、洞窟と関連づけられていた39。犠牲者の心臓を取り

出したり、皮を剥いだりするといったある種の人身供犠の仕方や、暦の中にも、タラスコ

族とナウア族の類似点をみいだせる40。しかし、タラスコ族は、マヤ族・サボテカ族・ナウ

る。タラスコ王国が辺境に位置したことも、アステカ帝国との違いを生んだ。タラスコ族
は常に東からはメシーカ族、北からはチチメカ族の侵入の脅威にさらされていた。このよ

うな状況においては、戦士が重要な役割を担い、彼らが支配層として土地や貫租の権利を

得ることを正当化した。Ibid．，pp．81・85．
37Ibid．

38AJV打e廟由皿e血朋，p．16．
39メキシコ中央部の主要な神々、例えば雨の神トラロックや文化神ケツアルコアトルなど
は、それらに相当する神が存在‘した可能性はあるものの、タラスコ族の間で祀られること

はなかった。Ibid．

亜暦には一年を18か月に分割する方式が用いられ、その暦に従って儀式や祭礼が執り行
われた。
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ア族など、ほかのメソアメリカの民族が使用していたような絵文字を持たなかった41。祖先

からの知識は、神話であれ伝説であれ、規範やそのほかの出来事であれ、口承で伝えられ

た。年に一度執り行われるエウタカンスタアロ佳htaeAnseuaro）の祭で、最高神官ペタムテ

ィがそれらを人々に語って聞かせ、そのようにして、祖先の知識の伝達が確保されていた。

クラスコ王国の君主一族が主神と崇めたのは太陽神クリカウェリであった。クリカウェ

リは太陽神であると同時に火の神であった。それゆえ、カソンシに課せられた最も重要な

義務は、常時神殿に火を絶やさぬよう薪をくべる儀式を行うことであった42。カソンシの系

譜はこの神を始祖とすると考えられ、その地上における代理者であることによ？て権力を

付与されていた。タラスコ貴族も、クリカウェリの系譜に属する者でなければならなかっ

た。各村落の首長達（se点ores）も、カソンシからこの「神の一部」を授けられた貴族の家系

でなければならなかった。一度授けられた「神の一部」は、子々孫々大切に受け継がれた。

タラスコ族においては「クリカウェリの系譜」に属することが王国の成員であることを定

義づけていたといえる。

もう一人の重要な神は、先述の女神クエラウァペリであった。彼女は全ての神々の母で

あり、ナウア族の大地母神トナン（TbnAn）に相当すると考えられている。クエラウァペリの

体は地上世界そのもので、豊穣と雨と妊娠と死を司っていた。月の女神ハラタンガ

（Ⅹar飢anga）もタラスコ族の重要な神の一人であった。ハラタンガはクエラウァペリの娘で

太陽の妻、すなわちタラスコ族の部族神クリカウェリの妻であり、出産と生殖とに関連づ

けられていた48。また、部族や村落ごとに固有の名称で祀られる神々も存在した軸。

『ミチョアカン報告』は、木や練り物（pasta）や石で神像が作られたと語っているが、実

際にそれらの神々がどのような姿で表現されていたのかはわかっていない。現存するわず

41マヤ文化は文字を石碑に刻み、サボテカ族やナウア族は、シカ皮や樹皮などで作った紙に
記した。

42この神はまた、太陽の使者すなわち太陽光線であり、天と地上を結ぶ役割を負っていた。
タラスコ族の守護神として、戦いと狩猟の神でもあった。毎朝確実に太陽が昇り、地上を

照らしてくれるためには、クリカウェリを祀る神殿に火を燃やし続けなければならないと

考えられていた。地方の首長がこの神に捧げる焚き火の薪を献上することを拒むと、それ
はタラスコ王国の君主への服従を拒むことを意味した。Ibid．

43このほかに、上述の主要な3神に関連した神々や、天上世界に関連した神々、地上世界
の四分割に結び付けられた神々、左右の神々、地下世界の神々、そして名前のみが知られ

ているものの実体が良く分からない数々の神々が存在した。Ibid．

44それらが全く固有のものか、あるいは上に示したタラスコ族の主要な神々が別の名称で
祀られていたのかを区別することは難しい。例えばサカブで祀られていた女神ペアウメ

（Peau皿e）は出産を司ったが、これはハラタンガのローカルな別称であったようである。
Ibid．
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かな石の像が非常に簡略化された形をしていることから、その姿は写実的ではなかったと

考えてよさそうである。タラスコ族は陶器においてもほとんど人間像を残さなかった。ク

リカウェリが黒曜石の大ナイフで表わされたり、主要な神々の姿がワシで、それよりも地

位の低い神々の姿がもっと小型の猛禽類で表現された例が知られている。

ミチョアカン中央部から北部にかけて、すなわちタラスコ文化の中心地域では、紀元4

00年から900年にかけての古典期にメキシコ中央部のテイオティワカン文化の直接的

影響を受けた形跡がみとめられる45。このことが、クエラヴァペリとハラタンガに対する信

仰が、メソアメリカ社会で古典期に広く普及した共通の特徴岬苦行（特に自分の耳を切っ

て血を出す行為）、人身供壊、生け費の皮を剥ぎ、剥いだ皮を儀式に用いること、ヘビとチ

ョウとの結びつき、儀式としての球技、ほら貝の使用など－を有していることを説明して

いる’。このメキシコ中央部の祭祀の影響は、上述のハラタンガ信仰に特に色濃く流入する

が46、後古典期に入ると（紀元1200頃）、ミチョアカン地方とメキシコ中央部との直接的関

係は途絶え、地域内での活発な文化交流の中で、最終的なタラスコ族の宗教が形を整えて

いったと考えられている47。

タラスコ族がパックアロ湖周辺での覇権を握る1300年以降、タラスコ族の神々がこ

の地域の主要な神格を成すようになると同時に、従来この地域の諸村落で祀られていた

様々な神が採り入れられたり排除されたりしながら、次第に宗教的統一が進んだと考えら

れる。その顕著な痕跡は、タラスコ族の始祖的英雄タリアクリが守護神としたクリカウェ

リと、先住民族が信奉していた神ハラタンガが、男女の対の神としてイウアツイオやツイ

ンツンツアンで供に祀られたことに見られる媚。その後、タラスコ王国が急速な領土拡張期

に入ると、戦いによって服従させた村落に対してクリカウェリの神殿を作りこれを祀るこ

とを義務づけたが、その村の従来の神々への信仰を放棄することは求めなかった49。

5．統治機構と社会階層

45複数の広場とピラミッドからなる儀式用の建造物の建築様式、その広場の周囲にエリー
ト層が居住する居住形態、テイオティワカン様式の石の仮面、ほら貝（巻き貝のトランペ

ット）、陶器にはどこされたスタッコ状の絵画、トルコ石・水晶・薪翠・黄鉄鉱の鏡などを

儀式用の奉納品として使用すること、女神の重要性が高かったこと、さらに球技場、数多

くの死者を一同に葬る墳墓など。BeltrAn，eta1．，OP．Cit．，P．239．

461bid．，pp．239－240．

47Ibidりp．241．

48Ibid．，p．242．

49Ibid．，p．245．
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（1）支配階層

スペイン人到来直前のタラスコ族の社会では、カソンシもしくはイレチヤと呼ばれた君

主が絶大な力を握る中央集権制が敷かれていた。その力は政治から財の流通、宗教、司法

の全般にわたっていた。『ミチョアカン報告』からは、そのような社会の各階層の特徴や共

同体の性格、役職へのアクセスの仕方や、社会的上昇の限界、地域的差異などが浮かび上

がってくる。

タラスコ族の社会の頂点を占めていたカソンシは、太陽と火に姿をやつしたタラスコ族

の主神クリカウェリの地上における代弁者であった。カソンシは最高統治者とし，て耕作や

居住のための土地を臣民に与えた。また戦いの指導者として、14世紀の前半にタリアク

リが打ち出した領土拡張政策に従い、軍勢を招集し、「戦の総司令官」とともにその指揮を

とり、タラスコ族の領域の拡大に努めた。さらに、最高の司法官として裁定を下したが、

時にはその権限をペタムティbetamuti）と呼ばれる神官の長に委譲することもあった。ペタ

ムティは最高神官で、その下に、地方の統治者に統治権を与える役割のクリティエチャ

（euritiecha）、香を焚くクリッイタチヤ（curi水itachd、神々を戦場へ運ぶティウイメンチャ

（tbidmenebd、生け贅を捧げるアシヤメンチヤ（axameneha）などの神官職が統括されてい

た。神官でもあったカソンシは、このアシヤメンチヤに属していた50。これらの神官職は全

て世襲であった。

カソンシの周囲にはカソンシの系譜に連なる家系の者達が貴族階層を構成していた51。婚

姻によって結ばれた外戚も含めると、その数はかなりなものであった。彼らはカソンシに

仕える高位の官僚として、行政、宗教のほかさまざまな役割を果たしていた。もちろん先

に述べた神官達も皆この階層に属していた。彼らはひとつの宮廷を形成しており、公の行

事や宗教的儀式、葬儀、地方の首長交代の儀式などに参列した。『ミチョアカン報告』には′

テキストの内容に則した全44枚の図版が挿入されている。それらの図版の中で、これら

貴族階層に属する人々は、体を膝下まで包むゆったりとした長衣をつけ、頭に被りものを

したり、下唇の下に開けた小穴に小さな円筒形の飾りペソテ仏ezote）を差し込んだりした姿

で描かれている52。最高神官はその印として背中にトルコ石などを埋め込んだヒョウタンを

背負っている。

官僚の序列の中で頂点にあったのが、行政の長である総督（卵bernad即）、軍隊の総司令官

（capitangeneral）、ならびにそれら全てを統率する代表（diputado）であった。次は、オカン

帥A叩〟ed毎海皿e血沼朗，p．37．
51Ibid．，P．35；Beltran，eta1．，OP．Cit．，PP．100・104‥

52ペソテは名誉を表し、これを用いることができるのは貴族だけであった。Ibid．，pp．97・98．
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ベチヤ（Ocambecha）と呼ばれ、住民の数を調べ、土木工事の労役を調達し、税の徴収を行う

役人と、カラチヤ・カバチヤkaraeha・C叩aCha）と称され、カソンシに指名されてタラスコ

族の領域を四分割したそれぞれの領国を統治した地方長官達であった。『ミチョアカン報

告』によると、これらの官僚達は常にカソンシにつき従って、行政・軍事・徴税・領土防

衛に関する最高の意思決定を行っていた58。その下には、主として経済活動や税の徴収にか

かわる下級の役人が存在した。代表（diputado）もしくは差配長（mayordomomayor）と呼ば

れるこの種の役人は合計34人程もいたが、彼らの役割はさらに細分化された具体的なも

のであった。すなわちある者はある産品に特化した税の徴収54や兵役の徴用、カソンシの耕

作地の管理やトウモロコシの管理、財宝の保管を行い、またある者はさまざまな種類の専

門職の統率者であった。それらカソンシのための専門職として『ミチョアカン報告』には、

家造りと神殿造り、石工、羽毛細工師、きこり、大工、弓・矢・楯などの武具や戦の装束仇bdn）

の作り手、船大工、伝令と飛脚、鷹や鳥や動物の飼育係、医者、絵師、陶工、館の清掃係、

花作りと花輪作り、金や宝石や貴重な羽毛を求めて各地を歩き、物々交換によって入手し

てくる商人などがあげられている。『ミチョアカン報告』の図版38・39にはそれらの職

人達が菜種ごとに製品や産品を手にして、カソンシの前に控えている様子が描かれ、テキ

スト部分に、それらの菜種の頭がどのように称されていたかが列挙されている55。こうした

カソンシのための職人集団は厳しい世襲制によって維持され、メンバーが死亡すると、カ

ソンシの承認を得てその息子か最も近い身内の者が跡を継いだ56。職人達の多くは、カソン

シの権力と財力が集中する首都のツインツンツァンに居住しながら、カソンシとその一族

の衣食住の要請に応えるために産品を提供していたと思われる。職人達は農業やそのほか

の生業で生活を支えるかたわら製品を作り、カソンシへ税としてそれを献上した。これら

の産品の自由な交易は、職人がそれで生活できるほど活発に行われたとは考え難い。カソ

ンシはこうして入手した産品の内、いくつかの必需品を臣民に分配した57。このようにして

それらの産品の流通がある程度行われただけではなく、カソンシの支配の正統性も強化さ

れた。

さらに、グアンガリエチャ（gu．ar唱ariecba）と呼ばれる戦の指揮官の一団が存在した。この

勇猛な男達には、それぞれに定められた地区の住人を指揮して戦いに挑む役目が課せられ

53肋（滋払（お皿払通08CdD，PP．173・174；A叩ue頗meKihwa，PP．35－37．
54反物、トウモロコシ・トウガラシなどの農作物、蜂蜜や糖蜜、酒、皮製品、漁獲物、狩

の獲物、工芸品など。Ⅰもid．，p．37．
55肋dああ肋08壷，pp．171・171，174・179．
56Beltran，etal．，OP．Cit．，pP．99・100；RehcidndbMkboacdD，PP．177－178．
57Beltran，eta1．，OP．Cit．，Pp．137・13′8．
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ていた。とはいうものの、一般人は荷役など補助的な作業に従事するのみで、戦いは貴族

階層からなる専門的戦士が行っていた。タラスコ族の領土拡張戦争の中での戦士の動員数

は、一村を攻略するのに2400名程であったとされている。またメシーカ族との国境防

衛戦の場合には1万人にのぼったと考えられている。これらを基に、スペイン人到来直前

のミチョアカンの最大推定人口75万人から算出される、専門的な戦士の全男性人口に占

める割合は約7％となる68。これを貴族階層だけて賄うのは困難で、優れた能力のあるもの

が民衆階層から登用されて貴族になるというような、社会的上昇の機会があった可能性も

指摘されている。

カソンシの宮廷にはこのほかに、カソンシによって任命される、各中心村落（主邑）の

首長達も生活していた。タラスコ語でカラチャ・カラチヤ（Caracha・CaraCba）と呼ばれたこ

れらの首長に対して、征服後、スペイン人はセニョール（君主）とかカシ←ケ（スペイン

人がヌエバ・エスパーテヤに持ち込んだ西インド諸島の先住民の言葉で、首長とか酋長の

意）という呼称を与えた。彼らが村に帰るのは、儀式や戦闘準備のためだけであったよう

である。『ミチョアカン報告』は、このような慣習が始まったのは、タラスコ族の額土拡張

期、征服された部族の長達がその民を統率できないのを見たカソンシが、別の者を指名し

たことによると語っている。村落の首長達もその家系がタラスコ族の主神クリカウェリの

系譜に連なる貴族（se丘ores）であることが求められた。このため、カソンシは「神の一部」

を授けることによって彼らをその系譜に取り込んだ。おそらくこれは婚姻による血縁関係

の構築によって実現されたのであろう。こうして各中心村落の指導的家系は、カソンシと

祖先を同じくする貴族階層の一角を構成することになった。この首長の地位は必ずしも世

襲ではなく、首長の一族の中から適任者があげられ、カソンシによって任命された。この

ことからも、カソンシによる統治の中央集権的性格の強さがうかがわれる59。

通常首都のツインツンツァンにあって、カソンシの支配する領域の経済活動を実際に動

かしていた高い専門性をもつ官僚以外に、オカンベチヤ（これは先にあげた高官の職では

なく純粋にローカルなレベルの役職である）ならびにカシーケが、村落レベルの税の徴収

と統治を行っていた60。彼らの管轄権はいくつかの村落に限られていた。とはいうものの、

先にあげた高官達とこれらのローカルな役人の間の関係や、このような官僚機構を支えた

経済的側面は未だ十分に明らかにされていない。

58Ibid．，pp．105．

59Ibid．，pp．95－97．

60Ibid．，p．97．
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（2）庶民階層

社会のピラミッドの下部を形成していたのは、農業・漁業・狩猟などを生業とする人々

と奴隷であった。それよりは恵まれた条件にあったと思われるものの、カソンシに直属し

ていない職人や商人、地方の下級官吏達もやはり人口の大半を占める庶民階級であった。

しかしながら、カソンシの一族のルーツを伝えることを主たる内容としている『ミチョア

カン報告』では、そのような社会の下層の人々やタラスコ族に従属する王国内のほかのエ

スニック・グループ（タラスコ族の中に混じってナウア族・オトミ族・マタルツインカ族

など、言語を異にする部族の小集団が異邦人として存在していた）についての軍連は少な

い。彼らの生活や文化について知る僅かな手掛かりのひとつが、「下層の者達の婚姻儀式」

についての記述である61。また、サウエトの市場における民衆の交易の模様を描いた図版1

2や、罪を犯した者への刑罰を描いた図版2などのように、図版を通じて、そこに措かれ

た民衆の生活の様子を知ることができる。なかでも注意を引くのは、庶民の姿が半裸もし

くは全裸62で描かれていることである。また同じ村落の中でも、各人がどのエスニック・グ

ループや親族に族するか、あるいは、その土地にどのような形で住み着いたか（よそ者、

土地の者、流れ者等）によって、どの社会的階層に属するかが決定され、階層によって公

的役職や地位へのアクセスの可能性、義務と特権、財産などが異なったばかりでなく、そ

の違いは服装や装飾品、被りもの、家屋にまで反映されたようであった63。このような階層

化された社会において、社会的地位の上昇はごく限られたものであったが、先述のように

タラスコ王国が領土拡張のために常時多くの兵を必要としいたことなどから、それは必ず

しも不可能ではなかったと考えられている。

（3）土地所有と労働力

タラスコ族の間での土地の所有形態についても、まだ十分解明されていない。しかし、

この点に関して以下に見るようないくつかの手掛かりが存在する。1533年スペイン国

王は、全スペイン領アメリカにおいて、それぞれの地域の首長と彼らが受けとっていた貢

租について報告するように命じた。メキシコについて報告したのは、アウディェンシアの

オイドール64、アロンソ・デ・ソリータ仏lonsodeZoritaもしくはZu．dta）であった。15

61励血e血（お肋0月壷，pp．213・217．
62女性は上半身裸で腰にスカート状の布を巻いている。男性は全裸もしくは腰布をつけて
いる。

63A巧打eaJ毎魚用e血朗，pp．37・39．
64本章第四節参照。
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44年に作成されたこの報告書で、ソリータはミチョアカンについて「ミチョアカンでは

メキシコ（中央部）ともそのほかの地域とも異なる慣習があり、通常貴族も農民も自分の

土地をもっている。そのほかに共有地があり、人々はそこで最も上位の君主の土地、その

下位にある首長達のための土地、神殿のための土地を耕作し、貢租は全員で負担した。た

だし、職人、商人、漁師、猟師、果物栽培者、陶工らはその貢租負担の義務から除外され

ていた」と述べている65。『ミチョアカン報告』の中にも、土地の所有形態を示唆するよう

な記述が見られる。それによれば、ひとつの村落に帰属する土地には「君主の土地」「村の

首長一族の土地」「貢租支払いのための耕作地」「一般民の土地」の区別があった？6。しかし

ながら、それらが個人の所有地であったのか、あるいはなんらかの土地利用権の付与から

なっていたのかは明確ではない。

まず村の首長とその一族を含む貴族の土地についてであるが、『ミチョアカン報告』は、

貴族の土地は全てカソンシに所属するもので、その付与はカソンシの権限に委ねられてい

たと語っている。その一例として、結婚する際貴族の娘が持参する財産として、土地が譲

られることがあった67。また、プランカルテ写本（（肋月払忍摺適68によれば、カラパン村

の土地は、この相の創設者となった4人の兄弟69が、タラスコ王国の君主に対して帝国防衛

のための兵役、貢租納入、軍と官吏の維持という3つの義務を負うことと引換えに、カソ

ンシから与えられたものであった。これらによると、各村落の首長とその一族を含む貴族

の土地は、カソンシから許されてその一族全体によって所有されたものであったように思

われる70。

カソンシもローカルな村の首長も、彼らの土地での耕作に要する労働力を一般民から貢

納の一部として得ていた。加えてカソンシの土地を耕作するために、クイリンツイエバ

（cuirintziepa）と呼ばれる農民が存在した。彼らはカソンシの官吏の管轄下にあり、貢納の

義務は負っておらず、収穫物の山部を与えられた。さらに土地を耕作する労働力として奴

隷がいた。奴隷は戦の捕虜や、商人に売られた者たちであった71。

65Beltran，eta1．，OP．Cit．，p．123．

66Ibid．，P．125．

67Ibid．，pp．126－127．
68植民地期初期にカラパン相と隣村の境界争いに付随して、カラパン村の土地所有権の由

来について村の住人に聞き取り調査を行った記録。

69彼らは近くのアランサ村の君主の孫にあたり、カソンシに連なる貴族の血筋の者であっ
た。

70Beltran，eta1．，OP．Cit．，P，127．
71Ibid．，pp．130・131．貴族の土地を「賃借りして」耕作する農民の割合が比較的高かったメ
キシコ中央部に比べて、タラスコ族の貴族は奴隷に耕作の労働を依存する割合が高かった
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貢納の為に一般民が耕作した土地では、村人が交代で耕作したと考えられるが、誰がそ

の労働を組織したのか、あるいはいかなる分担のシステムが存在したのかについてはわか

っていない72。一般民に与えられた土地は、個人やそのほかのいかなる集団でもなく「家族」

に配分されていたことがわかっているものの、「家族」がどのような構成をもっていたのか、

あるいは家族や個人が村落の中でどのように組織されていたかについてはよくわかってい

ない73。いずれにしろ一般民は、カソンシやローカルな首長への貫納の義務と引換えに、土

地を得ていたと推測される74。君主の土地、貴族の土地、貢姉のための土地、神殿のための

土地、一般民の土地といった、耕作地の分配の仕方には、ナウア族との共通点が多い75。ま

た、カソンシのような特権階級が直轄の農民を有していた点も同様である76。

このようなタラスコ王国の社会の特徴をまとめれば以下のようなろう。1）行政・司法機能

が非常に中央集権的であり、それは宗教的権威と世俗の権力（王権）が不可分であること

によって強化・維持されていた。2）王国の中心地域の住民は比較的均質（タラスコ族）で、

軍事的境界線にそって複数のエスニック・グループの共同体に囲まれていた。3）メキシコ中

央部、なかでもメキシコ盆地内に比べて都市化（人口集中）の度合いが非常に低く、首都

ツインツンツアンとそれ以外の集落にみられる都市化レベルの差も非常に大きかった。4）

王宮に奉仕する専業の職人が存在し、地元ならびに地域市場向け製品の生産も行われてい

たが、財の流通における商業の役割は低く、支配階層の生活に必要な基本的資源は支配領

域からの貢納に依存していた77。メソアメリカのほかの部族や文化同様、タラスコ族も、よ

り強い中央集権制に向かう大きな社会的変化を遂げようとしていたまさにその時、スペイ

ン人の到来によりその道を断たれたのである。

6．技術1芸術

植民地時代タラスコ族が造った教会堂の中に、先スペイン期の図像や意匠がどのように

ようである。Ibid．

72もし貫租納入の単位がカルポーリに似た共同体であれば、内部にある種の階層化が存在

し、一門（elan）の祖先に最も近い血縁をもつ最上位の一族が一種の長老会に後見されて共同
体の労働の管理を行ったと考えられる。ミチョアカンで氏族（clan）による結びつきの重要性

が低かったとすれば、この役割はオカンベチヤが担っていたとも考えられる。Ibidりp．131．
73Ibid．，pp．87・89，127．

74Ibid．，pp．129・130．

75本章第六節の4参照。
76Gibson，OP．Cit．，Pp．263・268；Lockhart，OP．Cit．，Pp．141・163．

77BeltrAn，eta1．，OP．Cit．，PP．222・223．

・230・



受け継がれたか、という問いは非常に興味深いものであるが、第四章の末尾で述べたよう

に、現時点では明らかな事例は多くない。それがタラスコ族に固有の何らかの条件のせい

なのか、それともタラスコ族の造形表現が簡素であったことが要因なのかはわからない7㌔

とはいうものの、タラスコ族の建築や陶芸、羽毛細工や漆塗りなどの技術は優れたもので、

植民地時代にもその職人や技術が活用され珍重された。

（1）陶芸

陶芸は、先スペイン期のメキシコ西部地域（mOceidentedeM占衰co）79に発達した諸工芸

の中で特に高いレベルに達した分野であり、その地域の山角を占めるミチョアカンでも同

様であった80。タラスコ地域で発掘される陶器には大別して2つの形がある。3本足の支え

を持つ大きな土鍋と、あぶみ形の柄と筒状の注ぎ口をもつ容器である。またそれらの容器

の形状をそのまま縮小したミニアチュールが大量に作られた。これは玩具ではなく、儀式

や呪いに用いられた。死者の魂は、大きさに関係なくそれらを使用することができると考

えられたからである81。これらの陶暑削こは、赤・白・黒・茶色などの彩色が施されていた。

色づかいには単色のもの、二色のもの、多彩色のものがみられるが、いずれも、研磨によ

ってつやを出す技法払ru丘idd）によってみごとな表面処理が行われている。多彩色のものの

中には、高い技術を要する陰画法（decoraci6nalnegativo）で染付けされたものが多い82。じ

かに絵付けする場合には、星、雷文、蛇行する曲線などの幾何学模様が微細に措き込まれ

た。わずかながら動物の形状をしたものも見られるが、人間が描かれることは非常に稀で

あった。装飾の配置は必ずしも対称ではない。デザインの非対称性と色のコントラスト、

78加えて、タラスコ族がタラスコ地域に遅れて定住した部族であることから、考古学的発
掘の際、その遺物と先住の部族が残した遺物との区別を明確につけることが難しい上、そ

れがタラスコ族固有のものか、タラスコ族に従属していた部族が貢納したものかを区別す

ることも困難である。例えば陶製品については、かなり明確な特徴があり、これがタラス
コ族の居住地から離れたところで発見されるのが稀なことから、タラスコ族自身が制作し

たものと考えられる。一方、金属製品については、タラスコ地域には鉱山が無いため、そ
れらがほかの部族からの貢納物であった可能性が高い。

79現在のゲレロ州からナヤリ州あたりまでの太平洋岸地域に興った先スペイン期の諸文化
を指して用いる。ミチョアカン、コリマ、ハリスコなどの各州もこの圏内に含まれる。

80EnriqueFlorescano（coordinador酢neral），励血由卯月e招ノゐ肋㈲血，VOl．1，
M6Xico，GobiernOdelEstadodeMichoacaneInstitutoMichoacanodeCultura，1989，
pp．244・247．

81これらの容器は上流階級の生活の場から出土したものであるが、庶民の住居跡の発掘が
組織的に進めば、もっと多様な形の容器が出土する可能性もある。
82陰画法は、布のろうけつ染めと同じ要領で、播きたいデザインの上に上薬を通さない物
質を塗った上で、全体に染めつけを行う。このため、二度窯入れしなければならない。
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ならびに表面のみごとなっやが美しさを生み出している。ほかに陶製のパイプが多数作ら

れていた。タテスコ族の伝統的なパイプは、2つの小さな足のある背の高い火皿と、非常

に長い吸い口を備えている。パイプは火とクリカウェリを祀る儀式とに密接にかかわって

いたと考えられる。『ミチョアカン報告』の図版では、高位の人物がパイプを吸う姿で描か

れている。タラスコ族は土器の人形は作らなかったようである。ツインツンツアンでごく

少量発見された人形の大半がタラスコ族以前の時代のものとされている。

（2）冶金

タラスコ地域には鉱床がなかったため、金属はミチョアカン南部のティエラ・カリエン

テや、現在のハリスコ州との境あたりで採掘された。採掘は通常露天掘りであった。タラ

スコ族自身が金属の採掘・加工を行ったのか、あるいは彼らに従属する部族が貢納したも

のかは定かでないものの、タラスコ族は金属製晶を常用しており、彼らが西部や南部に領

土を拡張した目的のひとつが、その地域の豊富な鉱山を手中におさめることにあったと考

えられている88。

金銀は装飾品に用いられ、銅は実用的な道具に加工された。銅製の針、斧、釣り針、錐、

タレクア（tarecua）84などが大量に生産された。金属加工技術は、圧延（laminado）、打ち

出し（replわado）、引き抜き（e＄tirado）、鋳造などさまざまであった。銅製品を金や銀で覆う

技術も用いられていた。さらにタラスコ族は銅の強度を高める方法や、青銅の製造方法を

知っていたと考えられている。先スペイン期、メキシコのほかの諸部族が金属を単に装飾

品として用いていたのに対して、唯一タラスコ社会では金属器の使用が経済に実質的影響

を及ぼしていたといわれる85。

後でみるように、カソンシがコルテスに送った贈り物や、クリストーパル・デ・オリー

が遠征の際手に入れた財宝の驚くべき量、それらを引き渡した後に、まだヌニヨ・デ・グ

ズマンが奪うことのできた金銀製品の膨大さからも、カソンシがアステカ帝国の皇帝モク

テスーマに匹敵する金銀製品を所有していたことがうかがえるが、それらの多くが鋳つぶ

されてしまい、その芸術的価値を知る手掛かりは失われている。

AJⅤ甜紺毎痴皿朗元原調，pp．17－18．

83Beltran，eta1．，OP．Cit．，PP．73・74．

84種蒔き用穴振り棒の先端。
85Florescano（coordinadorgeneral），OP．Cit．，PP．228－237；A呵ue海嶺mexibaBa，P．18．
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（3）漆塗りと羽毛細工

漆塗りと羽毛細工については、スペイン人到来以前の作品はひとつも残っていない。し

かし、それらを実際に目にした宣教師達はその素晴らしさについて語っている。鳥の羽は、

頭飾り、旗、円楯、扇、ケープの縁などに用いられた。最も珍重された羽毛はツインツー

ニ（tzintzunDすなわちハチドリのものであった。16世紀の文書は、ティエラ・カリエンテ

の村々が、赤・黄・緑・青など色とりどりのオウムやペリカンの羽を大量にカソンシに貢

納しなければならなかったことを記録している86。植民地時代になってから、西欧絵画の影

響を受けて制作された羽毛画が今も数多く残されている。これは、羽毛を細かく．刻んで貼

り付け、羽毛の色によって図像を播きだしたものである87。

漆塗りには、アへと呼ばれる虫偏e学名Coceusaxin）から採取したロウと、チア（Salda

chian）もしくはチカロテ仏瑠emOnemeXicana）と呼ばれる植物の油に、細かく挽いた様々な

色の士を混ぜて作った「漆」が用いられた88。木の盆や皿や瓢箪などの表面に漆の層をつく

り乾燥させた後、鋭い刃物でデザインどおりにその漆層を彫り取り、その跡に別の色の漆

を埋め込むという作業を繰返して図像が措かれた。その見事さは、ドミニコ会士バルトロ

メ・デ・ラス・カサスをして「非常に繊細で丈夫なもので、水中に百年漬かっていても色

落ちしない。…極めて優雅で美しく、スペイン国王の食卓で用いても遜色ないであろう」

と言わしめたほどである。

（4）彫刻

タラスコ族はあまり多くの石の彫刻を残していない。丸彫りの彫像としては、わずかに、

イウアツイオやパックアロから発掘された3体のチャック・モール像89、やはりイウアツイ

オから出たコヨーテの頭をもつ人物像、コヨーテの形をした王座などが見るべきものであ

る。浮き彫りでは、ピラミッドなどの大規模建造物の基壇に、「同心円」「螺旋」などの線

刻装飾を持つ石材が用いられているほか、人頭を刻んだ奉納用石斧などの例がある90。それ

らはいずれも非常に直線的、図式的かつ簡素な形で、ナウア族やマヤ族が残した石の彫刻

86Beltran，etal．，OP．Cit．，P．77．
87ボウモン神父（FrayPabloBeaumont）は、フェリーペ2世が、息子のフェリーペ3世に
贈られた羽毛細工の肖像画を激賛したこと、また法王シクスト5世が同じく羽毛だけを用
いて制作された聖フランシスコの絵を見ていかに驚嘆したかを語っている。

88A叩甘紬毎痴皿e血刀卑pp．46－51．
89ピラミッド神殿の前に置かれ、生贅の心臓を乗せるために用いられたと考えられる、仰
向けの人物像。

90A叩Ue粛軍魚沼e血∬卑pp．18・19．
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作品の非常に微細で写実的な表現に比べて稚拙ですらある91。しかし、タラスコ族はこの地

方で豊富に産する木材やパスタ92を、主たる表現手段の素材としていたとも考えられ、一概

にタラスコ族の図像表現能力が劣っていたとすることはできない。パスタ像は軽量で輸送

が簡単である。この手法はスペインによる征服後、キリスト教の聖像に用いられ、ミチョ

アカンの特産品となる。

石の彫刻が少ないのに比べて、黒曜石や貴石の宝飾品は豊富に残っている。なかでも、

琉頭、黒玉、トルコ石、水晶などの細工晶は、タラスコ族の工芸品の中でも特に優れたも

のである。数珠状の首飾りやそこに吊るす飾り玉などが、石と金属を組み合わせて作られ

ている。黒曜石は刃物や矢じりに用いられただけでなく、この硬く脆い材料で非常に美し

く繊細な装飾品がつくり上げられていた。耳飾り、ペソーテ（下唇の飾り）、数珠、仮面、

鏡などがそれである93。

（5）建築

タラスコ族が大規模な建造物を残したのは、タリアクリの死後その3人の後継者がそれ

ぞれの都とした、パックアロ、ツインツンツァン、イヴアツイオであった（地図6）。その

中で、現在最も良くその跡をとどめているのは、ツインツンツァンとイウアツイオである。

パックアロでは、先スペイン期の建造物を破壊した上に植民地時代の都市が建設されたた

め、建物の特徴や集落の配置などには不明な点が多い。

まずそのパックアロであるが、ここに建造された主な構造物は高台の上に位置しており、

現在その遺構が工芸美術館や、旧イエズス会学院の菜園、イエズス会教会堂前庭などの敷

地内で確認されている94。

91そのような簡素な看彫りは、ローカルな村落レベルでも作られていた。タラスコ族の村

では教会堂の壁の石積みの中に、時折非常に簡素な模様を線刻した先スペイン期の石材が
再利用されているのを見かけることがある。

92トウモロコシの茎の芯を乾燥させ粉にしたものと、蘭の球根などから作る接着剤を混ぜ

て作るペースト状のもの。これを木材やトウモロコシの茎や葉などによって成形した土台
の上に塗り像を作る。キリスト教の聖像では、伝統的な漆塗りの材料などを用いて肌色に

仕上げる。肋e用励び月壷Aな血ⅦβJ（おA皿也喝Ar由朗月郎ア励仁王J肋gくね血蕗β由くね

（海蝕（お脇立伽α由〆m虚血血pJ感知β〟甜摺滋。I承由（ねP如zcuaro，Micb．，

InstitutoMichoacanodeCultura，1998，pP．38－61，130q133．
93Arqueα擁mexitwDa，pP．17・19，46・47；Florescano（coordinadorgeneral），OP．Cit，
pp．243・244．

94例えばイエズス会教会堂前庭では、大規模な基壇と、神殿を乗せるためのピラミッドの

基部があったことを示す遺構が発見されている。この大規模な祭祀センターの周辺に集落

があったことを示すように、パックアロ周辺の丘からは、陶器や埋葬跡、古い建造物の壁

なども頻繁に発見されている。A叩打eaム増血皿血刀β，p．29．
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タラスコ族の支配力が強まるに従って急速に成長したイウアツイオ（タラスコ語でコヨ

ーテの地の意味）では、市域は500㌶にまで拡大した。巨大な屋外広場が造られ、その

上に現在「3つのマリア」の名で知られる3つのヤカタ反acata）が建造された。ヤカタはク

リカウェリ信仰に結びつけられるクラスコ族特有の建造物で、主要な祭祀センターに建造

されるピラミッドの一種であったが、メキシコ中央部のピラミッドが方形の平面図を持つ

のに対して、ヤカタは通常長方形もしくはそれに近い形に半円形の突起のついた（鍵穴状

の）非常に変わった平面図を持つのが特徴である仏g．10）。メキシコ中央部のピラミッド同

様上に向かって階段状に狭まる頂部には、木造神殿が建てられていた95。

イウアツイオに残されたタラスコ族に特徴的なもうひとつの建造物は、遺構群を結ぶウ

アツイリス（uat血is）とよばれる堤道状の周壁である。カソンシは神殿から移動する際に、

高さ5㍍もあるこの巨大な周壁の上を通ったと考えられている。さらに市の回りには、も

っと低い周壁が防衛のために巡らされていた。また市の南側には、天体観測に用いられた

のではないかと考えられるほぼ円筒形をした建造物が残っている。

イウアツイオには、タラスコ族固有の建築要素ではない遺跡も残されている。方形の平

面図をもつ2つの階段状のピラミッド（軸．9）、「球技場」などである。メソアメリカ文化圏

に広く分布し、宗教上の重要な意味を有していた「球技場」は、イウアツイオほか複数の

タラスコ族集落に存在したと考えられているが、タラスコ族最後の都ツインツンツアンに

は存在しなかった96。

ツインツンツァンに残された遺構の中で一際目をひくのが、パックアロ湖をのぞむ小高

い丘の上に造られた5つのヤカタである他g．10）。この祭祀センターは、スペイン人到来直

前の、タラスコ族の儀式と集会の場として最も重要なものであった。5つのヤカタが並ぶ、

長さ425㍍の巨大な基壇の一角には、かつて君主の館であったと思われる建物の跡が確

認されている。この建物は、柱廊が巡らされた小さな中庭を持ち、その中庭の周囲にいく

つかの部屋が配置されていた97。タラスコ族の住居については、『ミチョアカン報告』に措

かれた数多くの絵から、貴族や君主の館、神官の庵、一般の住居などの形や、その材料を

知ることができる。それによれば、用いられる材料はいずれも木材、ワラなどの腐食し易

95ヤカタは、岩や小石を積み上げた上を加工した切り石で覆ったもので、時に高さ12㍍

にも達っした。神殿のそばからはチャック・モール像などの石像も発見されている。イウ
アツイオの遺跡からはコヨ←テ像が発見されているが、コヨーテ像はここで祀られていた

女神のひとりハラタンガを表していると考えられている。Floreseano（coordinador

酢neral），Op．Cit．，p．237・242．
96Azquea擁meぬna，PP．30・31；Beltran，qp．Cit．，PP．236・237．
97Florescano（coordinadorgeneral），Op．Cit．，PP．237・242．
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いもので、規模は、正面に屋根を架けた柱廓をもつ大きなものから、ごく簡素なものまで

見られる。屋根は切妻や寄棟のものから、円錐形のものまでさまざまである98。ヤカタ背後

の山の斜面には、後にスペイン人がサン・パプロ地区とサンタ・アナ地区と名づけたかな

りの人口を擁する集落があった。サンタ・アナ地区には祭祀用と思われる大きなテラスが

造られていた99。

（6）壁画と絵文書

ナウア族やマヤ族が神殿や宮殿の内部に残した華麗なフレスコ画は名高い。綺文書では

ナウア族、マヤ族に加えて、ミシュテカ族、サボテカ族などが高度な絵文書を発達させて

いたことは良く知られている。ところが、同じメソアメリカ文明圏に属しながら、タラス

コ族に壁画や絵文書を描く習慣があった形跡は見られない。従って通説ではタラスコ族は

これらを制作しなかったとされている。しかしながら、先述の羽毛細工や漆器装飾の存在

や、考古学的発掘で出土する陶器類から、絵画を描く下地は存在したと考えられる。研究

者によっては、植民地時代に入ってタラスコ族の間で播かれた多数の絵入り文書の分析か

ら、征服以前のタラスコ族も絵文書を作成していた可能性が否定できないとする意見を持

つものもある100。

（7）職人集団

『ミチョアカン報告』の記述に従えば、こうした工芸や彫刻、建築に携わった職人達は、

カソンシに直属する高級官僚に統率されたエリート職人集団を形成していたと推測される。

例えば『ミチョアカン報告』には、建築職人の場合「千人いる家造りの職人と、もう千人

いる神殿造りの職人の全てを率いる統率者がいた。彼らはカソンシが命じる家の建設や、

頻繁に行われる神殿の改築以外は何もしなかった。これらの者たちは現在（1541年当時）

でも多数存在する」と記載されている101。木材加工については「山を管理し、梁材を切り

出し、板を作ったり、そのほかの木を山から切り出したりする役割を負う全ての者を率い

る統率者がおり、ミチョアカンには今でもそのような統率者が存在する。ほかにカヌーを

98AJ号びeO毎免皿e血刀点，pp．21・33．

99Beltran，eta1．，OP．Cit．，PP175・183．

100HansRoskampyGuadalueC6sarV㍊la，“Iconogra丘adeunpleito：elLienzode

AranzaylaconnictividadpoliticaenlaSierraTarasca，SigloXVII，’’enMartaTbrany

CarlosParedes（coordinadores），AutoLjdbdygvbibmo血頑如DaeD肋oadtZ．励sqyOS
atm壷ゐ8tZA由励CIESAS，COLMICH，INAHyUMSNH，enPrenSa．
101肋dああ肋0月壷，pp．173・178．
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造る者達を統率する者もいた」と述べ、続けて、太鼓造りや大工の集団がいたことにも言

及している。こうしたカソンシを頂点とする先スペイン期の職人集団とその統率機構は、

後述のように征服直後のスペイン人の建設事業にそのまま利用されたが、一方でこれらの

職人に対して西欧技術の教育が始められた102。

第三節　征服

アステカ帝国の陥落はタラスコ族に対するコルテスの圧力の始まりであった103。タラス

102Ibid．カソンシ直属の職人集団については本節5（1）も参照のこと。

10315世紀未の大航海時代、ほかの西欧諸国に先がけて世界の海に乗り出したポルトガル

とスペインは、1492年コロンブスが新大陸に到達したのを機に、1494年トルデシ
ーリヤス条約によってそれぞれの勢力範囲を定め、アメリカ大陸への進出を開始した。教

皇ユリウス二世は1506年これを大勅書「エア・クエア」により承認した。スペイン人
は西インド諸島のエスパニヨーラ島（現在ドミニカ共和国とハイチで二分している島）に、

1496年初めての本格的なスペイン人都市サント・ドミンゴを建設し、ここからカリブ

海の島々と中南米の海岸部の探検征服を進めた〇千ルナン・コルテスのメキシコ、アステ
カ帝国征服は、フランシスコ・ピサロのペルー、インカ帝国征服と並んで、スペイン人の
新大陸征服事業の中でも最も壮大で英雄叙事詩的なものとされている。コルテスのアステ

カ帝国征服物語が人々の興味をそそってやまないのは、コルテス自身が国王にあててした

ためた報告書簡（HernanCort毎，偽∫ぬき虎児怨血毎M畠Ⅹieo，Edito血lPorr血，1986，初版
Sevilla，1523．）でその顛末を一部始終明らかにしたからだけでなく、彼に従った－兵卒のベ
ルナル・ディアス・デル・カステイーリョが後に書き上げた大部な『メキシコ征服記』

（BernalDiasdelCa或illo，励加由柁几由鹿躇くね血βα叩∽連ねゐ肋e摺物虐政，

M占Xico，EdibrialPo血a，1986．初版Madrid，1632．）による所が大きい。ディアス・デル・
カステイーリョによれば、33才のコルテスは11隻の船と508人の兵士、32人の石

弓の射手、およそ13人の鉄砲兵、16頭の馬、約100人の水夫、10基余りの大砲、

4丁の軽砲と共にキューバ島を出発し、1519年の聖週間（復活祭前の一週間）の聖木

曜日、メキシコ湾岸の天然の良港サン・フアン・デ・ウルーアに到着した。ここで、内陸

に豊かな都があることを知ったコルテスは、キューバ総督ディェゴ・ベラスケス（Die卯
Ⅵ適叫uedから与えられていた、メキシコ湾沿岸の探査と金の発見という任務に背いて、4

16人の兵を伴ってテノチティトランを目指した。途中メシーカ族に敵対するトラスカラ
族を攻略し、これと連合を結ぶ。コルテスを神の再来ではないかと恐れたアステカ帝国の

皇帝モクテスーマ2世（MoetezumaII）（モンテスーマMonteZuma、モテクソーマ
Motecub且Omaとも呼ばれる）は、コルテスと戦を交えることを避け、1519年11月9

日客人として彼をテノチティトランに迎え入れた。その後スペイン人は皇帝モクテスーマ

を軟禁し、多大な金銀を集めさせた。テノチティトランでは次第にスペイン人に対する反
感が高まり、モテクスーマが死ぬと、クイトラワック（Cuitlきぬuac）を皇帝に戴いてメシーカ

族は決起した。1520年6月29日から30日にかけての激しい戦闘でコルテス軍は大

敗北を喫し、テノチティトランから撤退した。この時1300人を数えていたコルテス軍
の兵士の半分が命を落とした。6000人程いたトラスカラ族にも多くの犠牲者がでた。

コルテスはトラスカラ族の力を借りて軍を建て直し、船を13隻建造させてテスココ湖に
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コ族の征服の顛末は、コルテスのスペイン国王への報告書簡、アントニオ・デ・エレーラ・

イ・トルデシーリヤの『大洋の島々と陸地におけるカステイリア人の行いの歴史』104なら

びに『ミチョアカン報告』に記録されているが、その経過を最もリアルに描いているのが、

『ミチョアカン報告』の第三部、第20章から第29章までである105。同報告にそってタ

ラスコ族征服のもようを追うと以下のようであった。まず、征服の前の数年間、ちょうど

スペイン人到来の漠然とした報せがミチョアカンにも伝わり始めた頃から、不吉な兆候が

見え始めたという。当時アステカ帝国の人々が見ていた不吉な兆候と同じように、それは

地震や彗星の出現、神官達が見る奇妙な夢などであった。時のカソンシ、不アングア

（Zuan卯a）は、王国の滅亡を予見し子孫の運命を憂いて悲嘆にくれたが、アステカ帝国とは

境界線を巡って敵対関係にあったため、隣国の皇帝がテノチティトランを包囲するコルテ

ス軍を撃退するために求めて来た援軍を拒絶した。スアングアはその後まもなく天然痘で

命を落とす。

アステカ帝国が陥落した直後から、スペイン人が散発的にミチョアカンを訪れ始めた。

彼らの情報からミチョアカンが豊かな地方であることを知ったコルテスは、その真偽の程

を確かめるため1522年7月、クリストーパル・デ・オリーを指揮官に、十分な武器と

大砲を装備した70人の騎兵と200人の歩兵をミチョアカンに派遣した。多くのメシー

カ族もこれに従った。彼らは7月7日ミチョアカンに到着した。このような多勢の来訪に、

浮かべ、翌年の4月28日テノチティトランの包囲戦を開始した。この時守りの先頭にた
ったのは、スペイン人がもたらした天然痘の犠牲となったタイトラワックの後に帝位につ

いたクアウテモック（Cuaubt占moc）であった。1521年8月13日聖イポリトの祝日、3

か月に及ぶ激しい包囲戦の末、ようやくテノチティトランが陥落した。クアウテモックは
捕らえ、後には死体が累々と重なり耐えがたい腐臭を放つ、目もあてられないテノチティ

トランの惨状が残った。その廃墟の上に、コルテスはスペイン人の都市メキシコ市を建設

することを命じた。かつてアステカ帝国が支配していた領域は、スペイン国王のために獲
得された新天地として「新スペイン」、すなわちヌエバ・エスパ｝ニヤと名付けられた。コ

ルテスは、皇帝クアウテモックの権威を利用して、アステカ帝国の労働力や貫租調達シス
テムをスペイン人のために活用した。1524年10月22日、コルテスはクアウテモッ

クを伴い自ら軍を率いて、ホンジュラス方面への征服に出発した。．彼がメキシコ市へ帰還

するのは約2年後の1526年6月15日である。クアウテモックは遠征途中の1525
年、反逆を企てた罪でコルテスによって絞首刑に処せられた。これが、コルテス自身やデ

ィアス・デル・カステイーリョが語るアステカ帝国滅亡の顛末である。タラスコ王国の滅

亡も、正面からの武力衝突こそなかったものの、これと良く似た過程をたどる。

104AntoniodeHerrerayTbrdesilla，脇toLjkg管Beml（おbshecbosdbhS毘βぬ肋DOSeB

血g点あぶタグお潤肋e血ノ脇で（おゐ月q4volSりMadrid，1730．
105これは、1541年当時タラスコ王族の筆頭にあり、ゴベルナドール（スペイン語で統

治者の意）としてスペイン支配下のタラスコ族を束ねていたドン・ペドロ・タイニアラン

ガリ（DonPedroCuiniarangari）が、自身の体験を語ったものをスペイン人宣教師が書きと
めたものである。
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スアングアの跡を継いでカソンシとなっていたタンガソアン2世（恥n脚ⅩOanTsintsicha）

は、これを迎え撃つ準備を進めるが、タラスコ軍は最初の要衝タヒマロアで戦わずして総

崩れとなり、捕虜となった指揮官クイニアランガリ106は、オリーの説得により平和裏に帰

順した。こうしてオリーは戦わずしてツインツンツァンに入城した。

オリーはまず、カソンシの財宝をクイニアランガリに伴わせてコヨアカン107のコルテス

の許へ送り、さらなる財宝を要求した。人々はスペイン人がこのように金銀を欲するのは、

彼らが黄金を食する神だからと考えるようになっていた。カソンシはパックアロ湖の島々

の各所に分散していた財宝を集めさせて提供した。その量は金銀あわせて300カルガ

（ca柑a）108にのぼった。コルテスは次にカソンシ自身の訪問を要請した。カソンシは集めた

財宝を自らコルテスの許へ届けた。大勢の貴族を従えたカソンシのメキシコ市への行列は

大変壮麗なものであった109。そこでコルテスは、カソンシにミチョアカンでスペイン人を

援助することを命じ、加えて以降カソンシが貢租を徴収することを禁じた。カソンシはそ

れらの条件をのんで帰郷した。カソンシのコルテスへの恭順は、タラスコ王国全域の貴族

階層がコルテスの支配を受け入れることを意味していた。こうして、タラスコ王国の征服

は平和裏に速やかに完了し、オリーは同年11月にメキシコ市へ戻った110。1524年、

コルテスは先住民集落の調査のためカルバハルをミチョアカン地方に遣わせ、その報告に

従ってスペイン人に対しエンコミエンダの分配を行った。

ところがそれから数年の後、ミチョアカンは大きな混乱に巻き込まれる。1528年末

メキシコに最初のアウディェンシア（最高司法機関）111が設立されると、その長官として

着任したヌニヨ・デ・グスマンの命により、カソンシ、タンガソアン2世はメキシコ市に

180日間に渡って幽閉され、財宝を要求され続けた。この時3回に渡ってミチョアカン

から運ばれた財宝は、1200個余りの金の円楯、600個余りの銀の円楯に加えて金銀

の胸飾り、耳飾り、腕輪などであった。ヌニヨは、残忍さと飽くことの無い富への執着心

によって、総督を務めた前任地パヌコ地方112で悪名をとどろかせ、「征服者」の悪役のイメ

106『ミチョアカン報告』で征服の件を語るドン・ペドロ本人。
107テスココ湖の南岸の村落で、メキシコ市建設までの間コルテスが居住地とした所。

108容積の単位で1カルガ約181㍍。

109コルテスはカソンシを丁重に迎え、命を奪う意思の無いことを示して安心させると同時
に、拷問で足を焼かれた最後のアステカ皇帝クアウテモツクに引き合わせて、協力を拒ん

だ場合に受ける処遇の酷さを思い知らせた。

110タラスコ族の征服に関しては、Bravo，脇わr由，pp．143・159を参照した。
111詳しくは本章第四節参照。

112ProvinciadePanucoメキシコ湾岸の地域。
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ージを体現する人物であった113。その人物を巨大な権力を握るアウディェンシアの長官に

するという人選は、情報の乏しさによるスペイン本国の大失態で、ヌエバ・エスパーニヤ

植民地は大きな混乱に陥った。

ヌニヨは1年でアウディェンシア長官の任を解かれるが、その前にミチョアカンのさら

に北西部に広がる広大な領域、後にヌエバ・ガリシアと呼ばれる地域の征服に出発する。

1529年12月、カソンシを伴いメキシコ市を出発したヌニヨは、ツインツンツァンで

カソンシにさらに多くの財宝を要求し、大量の物資と8千人のインディオの徴用を迫った。

ここでカソンシはミチョアカン地方のエンコメンデーロの権利を侵害したかどで捕らわれ

の身となり、裁判はヌニヨの手に委ねられた114。この時カソンシは200枚の銀皿を差し

出し、4千から5千人の先住民を提供した。裁定を下さぬまま、ヌニヨは再びカソンシを

伴い、ヌエバ・ガリシアへ向けてツインツンツアンを出発した。同行した先住民は荷役の

ためにスペイン人に分け与えられ、彼らの首長達は人質として鎖に繋がれ首柳を着けられ

たまま従った。カソンシの運命はもはや風前の灯火であった。1530年2月5日レルマ

川に近いパソ・デル・リオで、ヌニヨはカソンシに対する裁判を敢行し、謀鼓と偶像崇拝

を理由に処刑した115。この裁判でカソンシを有罪とする証人となったスペイン人の多くは、

その後カソンシの直轄領をエンコミニンダとして拝領しており、このことから、それらの

証人の意図がカソンシに許されていた諸特権の排除にあったことは明白であった。

1531年1月12日メキシコ市に第2次アウディエンシアが慎重な人選の上発足した。

ヌニヨのヌエバ・ガリシア遠征は1531年7月まで続けられるが、9月からヌニヨは新

アウディェンシアによるレシデンシア（residencia）にかけられる116。カソンシを失い混乱

するタラスコ族に追い打ちをかけたのが、増大するエンコメンデーロの要求や、日毎に数

1柑彼は任地で、インディオを馬代わりに酷使し、奴隷として売り、スペイン人に対しても

理不尽で残酷な処刑をおこなったため、多くの住人が逃げ出しパヌコ地方は荒廃しきって
しまったと言われる。

114この訴えをおこしたのは、ウルアパンのエンコメンデーロ、フランシスコ・デ・どリェ

ーガス。彼はアンガウアン教会堂の建設を後援したエンコメンデーロとして第三章で名を
あげた、同名の人物の父親である。

115すでに見たように、カソンシはコルテスに謁見するためメキシコ市に赴いた際、洗礼を

受けカトリックに改宗していた。厳い、拷問にも無実を主張したカソンシに、2月14日
ヌニヨは死刑を命じた。カソンシは絞首刑に処せられた後、体は火で焼かれた。

116レシデンシアは国王が代理人を通して行う査問で、植民地統治の不正や権力の乱用を防

ぐために、副王をはじめとする高級官吏の任期終了時に、彼らに対して行われた。紆余曲
折の後、レシデンシアの判決がでぬまま、ヌニヨはスペインに戻る。結局1550年頃バ

リヤドリッドで没するまで、彼の罪状に対する判決は出されずじまいであった。Bravo，

助如由，pp．159・170．
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を増すスペイン人の違法な略奪や暴力行為であった。多くの人々が村を捨て、山中に逃げ

込んだ。ヌニヨ・デ・グスマンの来訪をきっかけに、ミチョアカンの先住民社会を支えて

いた王国の枠組みの崩壊が一挙に進んだ。

第四節　植民地統治機構

征服者の暴政とエンコミニンダをめぐるスペイン人の野心は、上述のタラスヲ族の例に

見ても、先住民社会を徹底的に崩壊させる危険をはらんでいた。植民地でのこうした初期

の無謀な行為に歯止めをかける上でも、植民地統治機構の整備が急がれた。それは、スペ

インに予てから存在していた制度を上から適用した形をとりながらも、元来先住民社会の

中で機能していたさまざまなシステムが完全に瓦解することを食い止め、植民地統治に利

用するものであったといえる。一方、先住民は新しい制度への高い適応力を発揮し、特に、

先住民保護のために制定された諸法令や機関を盾に、共同体の土地や利益や先住民貴族と

しての特権を守るためにそれを最大限に利用した。先住民の訴えがスペイン国王まで上告

されることも珍しくなかった。こうした先住民の活動は、植民地統治機構の全体像の中で

把握されなければならない。

1．統治機構の骨格

（1）中央：総督・アウディエンシア・オイドール・副王

総督、アウディェンシア、オイドール、副王は、植民地政府の中枢をなす役職と組織で

あり、植民地のスペイン人のみならず先住民社会とも密接なかかわりを有した。

スペインの植民地がまだカリブ地域に限定されていた頃、植民地に派遣された最高指揮

官は、国王に任命された総督（卯bernadodであった。総督は、行政のみならず軍事において

も総指令官、司法においても最高司法官を兼ねていた。ヌエバ・エスパーニヤの最初の統

治者となったコルテスも、1519年から既成事実としてヌエバ・エスパーニヤの総督を

自認し、1522年からは国王の承認を得て正式にこの職に就いた。1526年コルテス

が総督の任を解かれた後、代わってこの地位に就いたのはアロンソ・デ・エストラダ仏lonso

deEstrada）であった。ただし、コルテスは総督解任後も総司令官の地位にとどまり、軍事

の最高指揮権を保持した。

1511年スペイン本国の最高司法機関を摸した新大陸最初のアウディェンシアがエス
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パニヨーラ島のサント・ドミンゴに設立されてからは、アウディェンシアが総督職に代わ

って植民地の統治にあたった。アウディェンシアは行政・司法機能をもつ機関で、その後

スペイン額植民地の重要な都市に設置されていった117。アウディェンシアは長官

bresidente）一人とオイドール（oidor）と呼ばれる複数の裁判官によって構成され、下級の裁

判所からの刑事民事両控訴審を扱った。刑事裁判については最終判決を下し、重要な民事

裁判については本国のインディアス諮問会議（EIRealySupremoConsejodelasIndiaS）に

最終決定を委ねた118。この機関に与えられた最も重要な役割のひとつが先住民保護であっ

た。週のうち二日は、先住民間のあるいは先住民とスペイン人の間の訴訟を専門に取り扱

い、先住民保護政策の遵守を監祝した。先住民はここでの訴訟費用を免除されていた。こ

の機能は後に専門のインディオ裁判所（血相adodeIndios）に引き継がれた。植民地に副王が

派遣されるようになると、アウディェンシアは諮問機関として、副王レerrey）もしくは総司

令官（capitangeneral）119と政策について協議する役割も備え、行政・立法においても影響力

をもった。また植民地で王の命令が確実に実行されるよう監視し、副王（もしくは総司令

官）が死亡した場合は、後任者の到着まで、これに代わってその管轄額を統治した120。1

528年メキシコ市にヌエバ・エスパーニヤを管轄するアウディェンシアの設立が決まり、

1529年1月に発足した。しかし、このアウディェンシアは、先にみたように、初代長

官ヌニヨ・デ・グスマンがその非道を糾弾されて1年余りで解任されてしまい、長官、オ

イド←ルを全て一新して1531年1月より第二次アウディェンシアとして再出発した。

植民地におけるスペイン国王の代理者である副王は、担当地域におけるスペイン官僚機

構の最高位にあたる官職であった。国王ならびにインディアス諮問会議によって、通常ス

ペインの由緒ある家系の者の中から任命され、任期3～5年で派遣された、。新大陸には、

ヌエバ・エスパーニヤ、ペルー、ヌエバ・グラナダ、リオ・デ・ラ・プラタの4つの副王領

が設置された1別。1535年初代ヌエバ・エスパーニヤ副王アントニオ・デ・メンドサ

1171528年メキシコ市、1535年パナマ、1542年リマとグアテマラ、1548年
グアダラハラ（当初はコンポステーラ）、1549年サンタ・フェ・デ・ボゴタ、1559

年チヤルカス（現在のスクレ）、1563年キト、1609年サンチアゴ・デ・チレ、16

61年プェノス・アイレスなどに設置された。
118インディアス諮問会議は、スペイン国王のインディアス（アメリカ大陸のスペイン領植

民地）統治を補佐するため1524年設置された、インディアスに関する最高の立法・司
法上の意思決定機関であった。

119総司令官の権限は副王に相当するものの、辺境地を統治する役職として設けられた。総

司令官領はチリ、グアテマラ、ベネズェラであった。

12001son（Editorin・Chie玖op．cit．，PP．57・58．
121Gerhard，Op．Cit．，PP．11・12；01son（Editor・in・Chieb，OP．Cit．，p．629．
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（Antonio de Mendoza）がメキシコ市に着任し、新大陸初の副王領であるヌエバ・エスパー

ニヤ副王領が設置された。副王領において、副王は行政と財務のみならず、アウディェン

シアの長官として司法を、総司令官として軍事を、パトロナート・レアル122の国王代理と

して植民地教会を統括していた。しかしながら、広大な領域でその力を行き届かせること

は難しく、また本国において定められる全ての法規を遵守して統治することが求められた

上、重要事項の決定は全て国王に仰がねばならなかった。さらにアウディェンシアの長官

であっても議決権を持たず、反対にアウディェンシアが副王の諮問機関として目を光らせ

た。宗教裁判所という独自の司法機関と十分の－税の徴税権、地方の末端まで行き届いた

教会組織を持ち信者に強い影響力を有していた植民地教会の高位聖職者も、副王の介入を

嫌い非協力的であることが多く、副王の実際の権限は大幅に制約されたものであった。

副王、アウディェンシア、植民地教会がそれぞれの権限を少なからず重複し、互いの活

動を牽制しあうこのようなシステムは、遠隔の地で国王の権威を守るための巧みな方法で

あったと言われる。そのような制度の下で、先住民は自分の利益を擁護してくれる力を巧

みに利用する術をすぐさま会得し、盛んに請願や訴訟を行うようになる。

（2）地方：アルカルデ・マヨールとコレヒドール

1534年、ヌエバ・エスパーニヤ王国（ヌエバ・エスパーニヤ）を大きく5つの地方

行政区に分ける大州の制度が制定され、ミチョアカン大州伊rovinciaMayordeMichoacan）

が生まれた123。ミチョアカン大州は現在のミチョアカン州、グアナプア上州、コリマ州の

全部と、ハリスコ州、ゲレロ州、サン／レイス・ポトシ州、タマウリパス州の一部を含んだ

広大なもので、ミチョアカン司教区もこの範囲に設定された（地図3）。ミチョアカン大州

の北には、1531年に設立されたヌエバ・ガリシア王国（ヌエバ・ガリシア）が境を按

していた124。

ところで大州は、さらに下位の行政区分であるアルカルディーア・マヨール（アルカル

デ・マヨールが治める）とコレヒミエント（コレヒドールが治める）に分けられた。アル

カルデ・マヨールとコレヒドールはいずれも地方長官職であり、その管轄地域における行

122国王の宗教保護権。詳しくは第六章第一節の1参照。

123ちなみにそのほかの4つの大リ帖ま、メキシコ、トラスカラ、オアハカ、コアツアコアル

コスであった。
124植民地時代も末の1787年、新しい地方行政区分インテンデンシア制が施行された。

この時ミチョアカン大州は、バリヤドリッドとグアナプアトの2つのインテンデンシアに

分けられた。バリヤドリッドのインテンデンシアは現在のミチョアカン州の全体とゲレロ

州の一部を含んでいた。
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政・司法・財務の責任者であった。ヌエバ・エスパ｝ニヤでは、アルカルデ・マヨールと

コレヒドールの職能の違いはかなり唆味であったが、コレヒドールは主として国王の直轄

領の先住民集落を担当し、アルカルデ・マヨールはスペイン人が設立したスペイン人都市

の管轄地域を担当したとされる。地域と時代によってこの2つの職能の用いられ方は変化

するが、17世紀半ばのヌエバ・エスパーニヤにおいてはほぼ同義で、慣習的に使い分け

られるにすぎなかったと言われる125。

ミチョアカン大州の首都となるミチョアカン市126の管轄地域は、当初コレヒドールが治

めるコレヒミニントであったが（1531・）、後にアルカルデ・マヨールが統治するアルカルデ

イーア・マヨールとなった（1550弓。1553年からはこのアルカルデ・マヨールに、全ミ

チョアカン大州の司法権が与えられ、ミチョアカン市はミチョアカン大州の首都となる127。

パックアロ湖周辺から西部の山地にかけてのタラスコ族の中心的領域は、ミチョアカン市

のアルカルディーア・マヨールの中に含まれていた。

ミチョアカン地方では、ごく初期のツインツンツアンの例を除いて、スペイン人都市に

はアルカルデ・マヨールが派遣され、コレヒドールは王領の先住民村落を管轄するのが常

であった。そしてコレヒドールは通常最寄りのスペイン人都市に常駐するアルカルデ・マ

ヨールの下に統括されていた。ミチョアカンへのスペイン人の入植が進み、16世紀後半

にレオン（1579）、セラヤ（1571）、サモラ（1574）などの新しいスペイン人都市が建設されると、

そこに新たなアルカルディーア・マヨールが設置された。ほかに鉱山町グアナプアト（1559）、

トラルプハウア（1558）などにもアルカルディ｝ア・マヨールが設置された128。

エンコミエンダとして当初個人のスペイン人に委託された先住民村落は、エンコミエン

ダ制廃止政策によって徐々に王領に返還され、コレヒドールの管轄下にはいった。さらに、

1550年には当時まだエンコミエンダであった先住民村落もコレヒドールの管轄下に置

かれることが決まり、1570年代にはヌエバ・エスパーニヤ全土でほぼそのようになっ

ていたと言われる129。1600年頃には、かつてミチョアカン市のアルカルデ・マヨール

に統括されていたコレヒミエントの多くが廃止され、直接ミチョアカン市（当時はバリヤ

ドリッド市）のアルカルディーア・マヨールの管轄下に入った130。

125Gerhard，OP．Cit．，PP．14，17．
126当初ツインツンツァンに与えられたミチョアカン市の称号は1538年よりパックア

ロ市に移り、1576年からはバリヤドリッド市に与えられた

127Gerhard，OP．Cit．，PP．355・356．
128Ibid．，p．356．

129Ibidりp．14．

130Ibid．，p．357．
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ミチョアカン地方のエンコミニンダの中には、一度もコレヒドールを戴くことなく、終

始ミチョアカン市のアルカルデ・マヨールに直属していた例外的存在があった。ミチョア

カン地方屈指の大エンコミエンダを拝領していたインフアンテ家とどリェーガス家のエン

コミエンダである。

2．エンコミエンダ制

エンコミニンダ（encomienda）という言葉はスペイン語の「委託する」（encom甲dar）とい

う語から出ている。エンコミニンダは、ある地域の先住民集団をその地域の征服・植民に

功労のあった者にスペイン国王が恩賞として委託する制度で、エンコミエンダを与えられ

た個人をエンコメンデーロ（encomendero）という。この制度は、主従相互の権利と義務に立

脚する中世ヨーロッパ荘園制の概念を、新大陸先住民の事実上の奴隷化を正当化するため

に適用したものであったといわれる。中世ヨーロッパの封建制の下では、農民は自分自身

を荘園領主に委託し、保護を求めるのと引換えに、領主に特別な労働を提供した。一方、

エンコミエンダ制では、エンコメンデーロがスペイン国王に対して、征服した簡土の防衛

とその地の先住民の保護とキリスト教徒への改宗という義務を負う代償として、スペイン

国王から先住民の労役と貢租を受けとる権利を与えられたのであった。ただし、エンコミ

エンダ制では、土地はあくまで国王のもの、先住民は国王の臣下で、エンコミニンダ内の

司法権も同様であった。またエンコミエンダの世襲権もあいまいであった。中央集権国家

を目指していたスペイン王権は、封建領主的存在が新大陸に生まれることを望まなかった

のである。エンコミエンダは、このような制度を指す以外に、エンコミエンダを拝領する

権利そのものや、委託された一定領域の先住民集団自体を指しても用いられる。通常エン

コミエンダの下賜を行うのは、国王にその権限を委譲されていた現地の総督であった131。

エンコミニンダ制は征服間もない広大な土地で、植民地の建設・開発に従事する入植者

の切実な要望である労働力や物資の調達を可能としたばかりでなく、王室が負っていた宗

教的使命と必要としていた物質的利益という、通常相矛盾する2つの野心の均衡をとる上

でうってつけの制度であった。王室は、第六章でみるように、叫方でパトロナート・レア

ルによる先住民へのキリスト教布教と庇護の義務を負い、他方で、植民地の開発事業と王

131エンコミニンダ制に関する参考文献は多数にのぼる。本論では、主としてGibsonと
Ge血ardの前掲書を参照した。日本語文献としては、チャールズ・ギブソン、染田秀藤訳

『イスパノアメリカ「植民地時代鵬』平凡社1981、染田秀藤『ラス・カサス伝』岩波書店
1990が詳しい。
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庫収入の確保を先住民労働に頼っていたのであるが、エンコミニンダ制は理論的にはそれ

らの要請を巧みに満たしていたからである。

新大陸でのエンコミニンダ制の正式な導入は、コロンブス失墜後の1502年エスパニ

ョーラ島に派遣されたニコラス・デ・オバンド総督の要請によって、1503年イサベル

王女がこれを許可した時に始まる。しかし、アメリカ大陸という遠隔地で理論と実践は大

きくかけ離れていた。富と立身を求めて自弁で新大陸に渡った征服者達は、あらゆる手段

で投資を取り返し、一刻も早く目的を達成することしか眼中にないのが常であったから、

エンコミエンダは間もなく事実上先住民に対する過酷な強制労働調達制度と化した。そし

て義務を怠り、先住民労働の収奪に邁進するエンコメンデーロのみならず、それを許すェ

ンコミエンダ制自体も先住民虐待の元凶として修道会から厳しく批判されるようになった。

そのような声をうけて、インディアス最初の植民法として1512年に制定された「プル

ゴス法」は、エンコメンデーロの義務を詳細に規定したものの、エンコミニンダ制の存続

は容認した。1523年スペイン国王カルロス1世はエルナン・コルテスに対してヌエバ・

エスパーニヤへのエンコミニンダ制の導入を禁じる勅令を出したが、この時コルテスはす

でに配下の功労者にエンコミユングを配分していた。この頃王室は新大陸のエンコメンデ

ーロが余りに巨大な力を持つのを憩れ始めていた。

16世紀から17世紀にかけて、この制度の是非をめぐって王権・修道会・征服者とそ

の子孫の三者間で激しい論争が戦わされる。ドミニコ会士バルトロメ・デ・ラス・カサス

（FrayBartolom占deLasCasas）らの人道的抗議の声を反映して、1542年先住民保護を

うたった「インディアス新法」が制定され、その第30条にエンコミニンダの段階的廃止、

具体的には新しいエンコミニンダの下賜の中止と現エンコメンデーロの死亡とともに委託

された先住民集団は王室の直轄支配にもどされる旨が規定された。しかし、この条項はエ

ンコメンデー口達の激しい怒りを煽っただけでなく、すでに新大陸からの収入が不可欠と

なっていた王室にとっても、王庫を脅かす危険性を秘めていた。このため1545年第3

0条は撤回された。しかしながら、スペイン国王が派遣する官吏による統治機構が整備さ

れてゆくにつれて、植民地運営上のエンコミニンダ制の存在価値は薄れ、王室はエンコミ

エンダ制の段階的縮小を押し進めてゆく。1549年エンコミエンダでの先住民の無償の

労役が禁じられ、エンコミエンダからの貢租の徴収も王室の官吏の手に委ねられていった。

こうしてエンコメンデーロは16世紀末までには一種の年金受給者へと変貌する132。15

182エンコミニンダ制の形成過程とインディアス新法については、染田前掲書34，40，
194・195，213・214，233頁参照。
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73年フェリペ2世は、今後征服される新領土でのエンコミエンダの付与を禁じる。15

90年代メキシコではエンコミニンダの多くは王室に戻され、残っているものも三世代目

にはいっていた。17世紀には勅令によって四世代まで世襲が許されたが、その頃にはエ

ンコメンデーロの数はごく僅かになっていた133。しかしながら、ほかのスペイン植民地で

はエンコミエンダ制が18世紀初頭まで存続する所もあった。

メキシコ中央部では、1521年末から1524年までの間に、コルテスによって先住

民人口の大半がコルテス自身とその配下にエンコミエンダとして分配された。先住民の首

長達は臣下とともに特定のエンコメンデ…ロの「保護」下におかれたが、大きな首長国の

場合は複数のエンコメンデーロに分割されることも、その逆に一人のエンコメンデーロに

複数の首長国が与えられることもあった。コルテスは1519年以来実質的なヌエバ・エ

スパーニヤ総督であったが、1522年10月15日付けで正式な総督に任命され、国王

に代わってエンコミエンダの下賜を行う権限を有していた。先に述べたように、1523

年国王がコルテスにエンコミニンダの下賜を禁じようとした時には、すでに手遅れであっ

た。

コルテスがホンジュラス方面への遠征に出かけていた1524年から1526年の間に、

収益の高いエンコミエンダの多くが、メキシコ市で留守をあずかる副総督とその仲間に再

配分された。1527年から28年にかけて、コルテスの後を受けてヌエバ・エスパーニ

ヤ総督となったアロンソ・デ・エストラーダも、エンコミエンダの再配分を行った。15

29年から1530年にかけては、第一次アウディエンシアが再度配分の見直しを行った

が、第二次アウディェンシアは1531年、それまでの配分を全て無効とした上で、改め

て大半のエンコミエンダで第1次アウディェンシアによる変更以前の受益者の権利を確認

すると同時に、いくつかのエンコミエンダについては王室へ戻すものとした。このように

最初の10年間にメキシコではエンコミニンダの受益者が二転三転した。現存する最も古

いヌエバ・エスパーニヤのエンコメンデーロのリストは1540年代末のもので、「ヌエ

バ・エスパーニヤ文書」134に載録されている。

「インディアス新法」と1550年代に施行された諸法によって、エンコメンデーロは、

先住民の無償労役用益権、エンコミニンダ内の居住、エンコミエンダの世襲を禁じられた。

貢租も当初は無制限であったものが、先住民数に比例した人頭税となり、現物納入から貨

133Gibson，OP．Cit．，P．85．

134軸ekSdb肋e摺物a励，Publicadosdeordenycon鈷ndosdelGobiernoMexicano
POrFranciscodelPasoyTroncoso，directorenmisi6ndelMuseoNacional．2aserie，
Geogra丘ayEstadistica，7voIs．Madrid，1905・1906．
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幣での納入へと変わった。1550年、エンコミニンダは原則として王室の官吏であるコ

レヒドールの管轄下に置かれ、貢租の徴収もコレヒドールに委ねられた。こうして155

0年代からは、エンコメンデーロが受ける賞租は、毎年王室の査察官が査定して決める一

定額に制限された。16世紀を通じてヌエバ・エスパーニヤでは先住民の数が大幅に減少

したので、貢租の総額も年毎に減少した。

ヌエバ・エスパーニヤにおいてエンコミエンダに特別な政治的権限が付随するケースが

2例のみ存在した。ひとつは、メキシコ征服の際立った功労の恩賞としてデル・バーリェ

侯爵の爵位を授かり、オアハカ盆地をはじめヌエバ・エスパーニヤ各地に22の豊かなェ

ンコミニンダを永代で拝領する特権を与えられ、そこにおける貢租徴収（tributo）、土地

毎erra）、臣下（先住民を含む）kasallos）、賃貸収入（renta）、牧草basto）、水利（a卯a）に対

する権利、ならびに民事・刑事管轄特権brivilegiodeejercerjurisdicci6ncivilycriminal）、

すなわち司法官（magistrados）任命権を与えられたエルナン・コルテスの例である。中世の

領主権にも匹敵するこの特権によって、デル・バーリェ侯爵額は3世紀に渡ってヌエバ・

エスパーニヤの中で治外法権を維持し、当主達は多大な定期収入（rentas）と司法官の官位売

却収入を享受した13㌔　もうひとつの例は、コルテスに恭順の意を表したアステカ帝国の皇

帝モクテスーマ2世の子孫である。先住民もしくは先住民とスペイン人の混血者であった

彼らも、永代のエンコミエンダを拝領した。そして16世紀末から17世紀の間、先住民

人口の減少によるエンコミエンダからの減収を補うため、王室に戻されたエンコミエンダ

が多数彼らに再配分された。1708年からは、そのうちのいくつかにおける司法官任命

権も与えられた136。

エンコメンデーロの数は、16世紀半ばのペルー副王領ではおよそ480名であった137。

同じ時期、ヌエバ・エスパーニヤのエンコメンデーロとして506人の名が知られている138。

このうち、コルテスとともにコスメル島に上陸した最初の征服者の生き残りが135人（生

き残りの総数約200人中）、その後コルテス軍に加わりテノチティトランの攻略戦に参加

した征服者の生き残りが178人（生き残りの総数約360人中）、テノチティトランの陥

落後にヌエバ・エスパーニヤに居を定め、1525年頃から1550年頃までにヌエバ・

エスパーニヤに居住していた植民者bobladore釦が190人であった。植民者がエンコミエ

ンダを拝領した最も一般的理由は、エンコミニンダを相続した女性との結婚によるもので

135Ge止ard，Op．Cit．，p．10．
186Ibid．

137染田前掲書309頁．

138RobertHimmerichyⅥllencia，me励come跳ねzwd〃ぬW励ai12，AuStin，UniverBity
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あったが、そのほかに植民地の平定kntrada）の功、購入、社会的地位によって入手するケ

ースもあった139。

エンコミニンダからの収益であるが、ある研究によれば、1540年ヌエバ・エスパー

ニヤでエンコミニンダを拝領していた征服者362人中、年3000ペソ以上の収益をあ

げるエンコミエンダを受けていた者が18名、年3000ペソから1800ペソの者が3

5人、1800ペソから850ペソの者が78人、850ペソから150ペソの者が95

人、それ以下の者が19人いたことがわかっていが40。16世紀後半、エンコメンデーロ

の負担で先住民村の教会に常駐させねばならなかった司祭の平均的俸給が、年IOOペソ

と50プアネガ（1プアネガ約90．81㍑）のトウモロコシ（16世紀のヌエバ・エスパーニ

ヤではトウモロコシ1フアネガは2ペソに換算された）であったことなどを考えると141、

大半の者はエンコミニンダからの収益だけでは、彼らが望んだ“貴族のような”生活を一族の

者にさせることは不可能であった。

第五節　スペイン人都市

1．新大陸のスペイン人都市

スペインが敷いた植民地統治機構の骨格となる諸制度は、スペイン人が建設したいわゆ

るスペイン人都市によって支えられていた。スペイン人都市は植民地統治のために不可欠

な拠点であり、そのことは、メキシコ征服を機に、中米をへて南米内陸部へと驚くべき速

さで拡大した、スペインのアメリカ大陸征服・植民事業に伴って、スペイン人都市の建設

が急速に進められたことに如実に表れている142。こうして、人口の絶対多数を占める先住

民地域の中に浮島のように浮かんで支配の牙城となり、西欧文化導入の窓口となったスペ

イン人都市は、その理念、都市計画、運営システムスのいずれにおいても、スペイン支配

0門もⅩaSPresS，1991，p．3．

139HimmerichyVAlencia，Op．Cit．，pP．6・7．

140月詣iozib卯月eZaZ（お勧vol．1，M6Ⅹico，EIColegiodeM6Ⅹico，1981，PP．340・342，
CitandoaVictorM．A］varcz，Losconq血tadbIt？SY血pLitnemふけ上海dhdcobn血I

141Gibson，OP．Cit．，PP．124・125．
142主要都市に局限すれば、メキシコ市1521年、グアテマラ市1524年、キト（エク

アドル）並びにクスコ1534年、リマ1535年、ブェノス・アイレス1536年（1
541年に放棄1580年に再建）、アスンシオン（パラグアイ）1537年、チュキサカ

（ボリビア）1539年、サンチアゴ（チリ）1541年、ラ・パス（ボリビア）154
8年が設立されたのをもってアメリカ大陸スペイン領の都市網は大方完成したといえる。
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下で新たに編成された先住民村落のモデルとされたばかりでなく、管轄地域の先住民村落

と深いかかわりを有した。本節では、こうしたスペイン人都市の一般的特徴と、タラスコ

地域における先住民集落との関係を概観する。

新大陸のスペイン人都市の性格を語るためには、まず、8世紀にわたってイスラム教徒

と対時する中で培われたカステイリア都市の伝統に言及する必要があろう。それは、国王

が国境防衛のために辺境都市を建設させ、それらの都市に対して司法権、市民の代表によ

る自由な市政、市の共有地の所有を認めるとともに、共有地から市民へ宅地・農地を配分

する権利や、貢租その他の税の一時的免除などの様々な特権を与えてその保護育成に努め

る見返りとして、市民は自弁で武装し国境防衛の戦いに参加したり、その戦役の出費を負

担するというものであった143。多くの特権を与えられたそれらの都市の市参事会はコンセ

ホもしくはカビルドと呼ばれたが、その力は強大で、国王の身分制議会（lasCortes）へ代表

を送る権利も有していた。市参事会の役職を独占したのは有力市民からなる都市貴族層

（caballeros）であった。都市貴族と並びスペイン貴族の下層を形成していたのがイダルゴ（郷

紳hidal酢鳩）であった。イダルゴは通常領地に居住したが都市の市参事会にも影響力を持ち、

その役職にもついた。新大陸の征服に赴いた武将の多くはこのイダルゴ層の出身であった。

1492年コロンブスが新大陸に到達した年は、奇しくもイベリア半島に最後まで残っ

ていたイスラム王国グラナダが陥落し、スペインのレコンキスタが完了した年でもあった。

イスラム教徒を撃退しながら南下したスペインの国境は、この年大西洋を越えた造かなア

メリカ大陸にまで一挙に押しやられたのである。その新たな国境の最前線で征服・植民事

業の先頭に立ったのがカステイリア人であった。彼らを新天地での都市建設に駆り立てた

のは、カステイリア都市の伝統に従って、自弁の武力によって征服した土地に都市を設立

し、国王から付与された特権に護られて自律的・自治的市政を享受する都市貴族となると

いう夢であったことは想像にかたくない。入植者は団結して国王から特権を引き出すため

に都市を設立し、国王は植民地の防衛と統治のためにスペイン人都市の設立とその保護育

成に努めた。それが新大陸の都市建設の原動力となったといえよう。それゆえ、新大陸の

スペイン人都市の市民達はそこで華やかで貴族的な生活を営むことを望み、そこに西欧都

市の雛形をつくろうと企て、そのために当初無尽蔵に見えた先住民の労働力とそこから生

143そのほかに、強大な軍事力を持つコンキスタドールとよばれる大貴族は、独自に回復し
た領土の領主権を国王に認められた。また首領の下に集まった冒険者達が共同で奪還した

土地で、首領との契約に従ってその臣下として入植するべトリーアスと呼ばれるカステイ

リア特有の制度も存在した。AntonioSacristanyMartine2：，地軸a肋（おSdbCbstiLh2y

Le血，Madrid，InstitutodeAdministraci6nLocal，1981，PP．189・192，352・396．
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み出される富を惜しみなく費やしたのであった。

植民地のスペイン人都市の一般的特権は、町（villa）、市（ciudad）の各名称を国王から

与えられた時自動的に付随するものであった。大抵の場合征服者は国王またはその代理人

からあらかじめ征服地に「町」を設立する権利を与えられて征服に赴いた。「町」は国王か

ら一定の特権を付与されるかわりに、その住民は「町」の防衛の義務を負い、国王の許可

なくこれを放棄したり所在地を移動することはできなかった。「町」は設立後領域内での重

要性が認められた時勅令により「市」に格上げされた。メキシコ市やクスコなど最初から

重要性が明らかであった所は、初めから「市」の称号が与えられることもあった？「町」と

「市」の称号は特例を除いてスペイン人の集落のみに与えられた。本論ではこの「町」と

「市」に限定して「スペイン人都市」なる呼称を用いるものとする。

「町」と「市」の特権は、カビルド（市参事会）を組織し、共有地を与えられることで

あった。共有地はカビルドの管理下に置かれた144。カビルドの役職は、「町」の場合町長

（alcaldeordinari0）1名、参事（regidor）2～3名（後に6名．）程度からなり、「市」の場合は

市長2名、参事4～8名（後に12名）程度が当初一年任期で演出された。参事はその後

終身制となる。このカビルド制は先住民村落にも設けられる。

さらに「市」には固有の紋章が与えられ、一定地方の中心地として州都や司教座が置か

れた。メキシコ市、リマほかの主要都市にはアウディェンシア、副王領の首都、大司教座

も置かれた。スペイン人都市のカビルドは上位の権威が不在の時、国王の代理としてその

管轄地域で全権を委任された。しかし通常は国王が任命するアルカルデ・マヨールやコレ

ヒドールなどの地方長官職が司法・行政両面で上位の権限を有し、アウディェンシアや副

王から出される中央の政策を実行した。またカビルドの役職の承認権は王権に留保されて

いた。

このように、基本的にはカステイリア都市の伝統を受け継ぐものの、新大陸固有の条件

によって植民地のスペイン人都市には異なった性格が生まれた。ひとつは、植民地のスペ

イン人都市が有した特権の中に、通常一定条件の下で都市に先住民労働力の使役を許すメ

ルセー（王権が臨時に与える恩典）が含まれていたことである。このほかに、市の共有地

の拡大、免税、商・工業における諸許可などのメルセーも与えられた。また、未利用地が

144いずれのスペイン人都市も市街地（traza）、予備地（ejido　将来の市街の拡大に備えた地
域）と放牧地（dehesa）からなる土地を付与された。共有地は市の正式な居住者である市民

kecino）の共同所有であったが、一部は宅地や放牧地として市民に配分され、山部はカビル

ドが管理し地代を市の収入としていた。ただしそれらの土地は、先住民の土地やほかの個

人の所有地を侵さずに確保することが条件であった。このような都市の特権を享受できる
のは正式な市民のみであった。
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ふんだんにあった植民地では、有力市民個人にも多くの私有地がメルセーとして与えられ

た。さらに、エンコミエンダも有力市民の多くが享受する特権であった。通常一定地域の

征服の完了と同時に設立されるスペイン人都市の最初の市民として名を連ねた者の多くは、

獲得したばかりの土地にエンコミエンダを与えられたからである。植民地の都市は、エン

コメンデーロをいわば新しい都市貴族の母体として発足したといえる。

植民地のスペイン人都市に固有のもうひとつの大きな特徴は、その都市計画である。エ

スパニヨーラ島のサント・ドミンゴを皮きりに、メキシコ市、アンテケーラ、プェプラな

ど1530年代までに建設されたスペイン人都市の中から、ひとつの基本的都市計画像が

出来上がっていった。それは直交街路で整然とした方形の区画に区切られた市街地からな

り、その中心に大きな広場を設けて、周囲に教会、庁舎、監獄、店舗などの公共性の高い

施設を配したもので、市民の宅地は、中央の広場から周辺に向かって地位に応して区画が

割当てられた。この直交街路で区切られた市街部分にはスペイン人だけが居住するよう定

められており、都市の力の増大とともに、有力市民の石造りの邸宅や、立派な教会堂、修

道院などによって美しい町並みが整えられていった。そのような整然とした街路にルネッ

サンス様式の建造物が建ち並んだ1550年代のメキシコ市の中心部は、すでにヨーロッ

パから来訪する人々の賞賛を浴びる美しい景観をみをみせていた145。このような都市計画

は次第に慣例となり、1573年にフェリーペ2世は「インディアスの発見・入植・平定

に関する法令」146の中で、それを追認した形で法令として制定し、植民地都市の形態は一

層均質性を増した。スペイン人都市が恒常的に必要とする労働力は先住民に負っていたが、

そのために市街地の外側には先住民の粗末な集落が作られていた。

このような都市計画モデルは、曲がりくねった街路を持つ西欧の諸都市のそれとは異な

るため、どこにその起源を求めるかが問題となった。当時の征服者達が、どこから整然と

区画された都市についてのアイデアを得たかについては、カトリック両王のグラナダ攻略

の際に建設された集落サンタ・フェが、アメリカ大陸の征服者達が目にする機会のあった

可能性の高い直接の先例ではなかったかと考えられている。1491年に建設されたこの

前線基地の集落は、直交する街路によって敷地が方形の区画に区切られていたからである。

これはスペインがレコンキスタの最中に建設した再植民都市の規則的都市計画の伝統にの

っとたものであったと考えられる147。またルネッサンス期に生まれた都市計画の理論的モ

145FranciscoCervanteSdeSalazar；伽eD1554：tzでβ滋物btiaaちtraducci6ny
notasdeJoaquinGarciaIcazbalceta，M6Ⅹico，EditorialTrillas，1986，PP．64・100．

146“Ordenanzasdedescubrimiento，nueVaPOblaci6nypaci色cacibndelasIndias．”

147GarciaFemandez，JosるLuis，ム岬血乱闘血d混如け虎m相即犯加東知慮矧か喝
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デルや、古代ローマの建築家ヴィトルヴィウスの建築書、キリスト教の理想的都市原理、

あるいは、テノチティトランのような先スペイン期の都市計画といったさまざまな影響が、

このモデル採用の背景にあった可能性が指摘されている148。アイディアはどこから取った

にしろ、このモデルは、征服したばかりの土地でゼロから建設される植民都市に、必要最

低限の機能を確実にしかも効率良く配備する上で非常に実用的であった。また、入植する

市民に宅地を配分したり、先住民に白人支配の規律と統制を象徴的に示す上でも優れてい

た。そのことが、このモデルがイスパノアメリカ全土の植民都市建設で採用された理由と

いえよう。

以上のように、植民地のスペイン人都市は一定の領域において共有地の所有と分配の権

利、近隣の先住民労働力の用益に関する特権等が付随したために、かつまたアルカルデ・

マヨ←ルやコレヒドール、司教座などの中央権力の出先機関が所在したために、．その立地

をめぐる諸利害の激しい対立をひきおこす原因も内包していた。港湾や鉱山など所与の条

件が都市の立地を否応なく決定づける場合を除き、植民都市の立地は、周辺先住民の支配

拠点として、かつ交通網の中継地点として、スペイン人都市の建設が期待されるかなり漠

然とした一定の地域の中で、利水、気候、地形等の自然条件と、先住民共同体やスペイン

人グループ間の利害の対立といった人為的諸条件の下で決定された。

スペイン人都市とそれを取り巻く農村部の関係は、先住民保護の目的で王室がうち出し

た、先住民とスペイン人（ならびに混血・黒人）の住み分け政策によって、スペイン人と

先住民という人種・社会の関係となった。スペイン人都市の中心街区内に先住民が居住す

ることが禁じられただけでなく、先住民村落内に先住民以外の人種の人間が居住または長

期滞在することも厳しく禁じられた。スペイン人に先住民相での宿泊を一泊以上禁じる法

令は1536年という早い時期にだされた。先住民村へのスペイン人・黒人・メステイソ・

ムラト（スペイン人と黒人の混血者）の居住を禁じる最初の法令は1563年に出され、

それ以降幾度も繰り返されている149。

Madrid，HermannBlume，1986，pP．1・43；Solano，Franciscode（directorciemii鮎0），
助to壷uzi，aBa（おmemmdLjba，tomoI，Madrid，ConsejoSuperiordelosColegiosde
ArquitectosdeEspa魚且，1987，PP．25・77．

148山田睦男「スペイン系アメリカ植民地都市の規則的形態確立過程の背景と要因」『史境』

第14号1987，35・50貢；G雨i古澤eZ，Aw通知加朋ゾ肌血相血肌用乱仏洲旭独毎払，
pp．77・102．

149彪cqpiLQC血db毎βゐbsj耶郎dbムash血S（1681），M6Ⅹico，MiguelAngel
Porf血，1987，tOmO2do．，LibroVI，mutOIII，払ls．200v二・201v」
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2．タラスコ地域とスペイン人都市

ミチョアカン地方に最初に作られたスペイン人集落はグラナダとされている。この集落

は1533年、第二次アウディェンシアのオイドールとして、ヌニヨ・デ・グスマンが引

き起こした混乱収拾のためミチョアカン地方を訪れたパスコ・デ・キロガにより、ツイン

ツンツアンに隣接した場所に設立されたと言われている。その目的は、メキシコ市から遠

く離れたミチョアカン地方にエンコミニンダを与えられた者達が、委託された先住民集落

の中に居住して先住民へ不当に過重な負担を強いることのないように、彼らに適当な居住

地を与えることであったと言われる。設立時の入植者は戸主で25人程度であった。とこ

ろが入植したスペイン人達は、キロガがメキシコ市に戻ると間もなくグラナダを放棄した。

1534年メキシコ市のカビルドは、グラナダの放棄は居住に適さぬ土地柄のためで、そ

こに改めてスペイン人集落をつくることは、メキシコ市の有力市民の数を減少させる点か

らも承服Lがたいと報告している。しかし、ミチョアカン統治のための拠点はどうしても

必要であったため、1534年王権はタラスコ族の都であるツインツンツアンにミチョア

カン市の称号を与えた。

1536年教皇の大勅書によりミチョアカン司教座の設置が認められ、司教座の置かれ

る場所をミチョアカン市とするよう命が下った。それまでミチョアカン市の称号を与えら

れていたツインツンツァンには、まだ満足なスペイン人集落はできておらず、急ごしらえ

の藁葺の建物と、昔ながらの粗末な小屋が無秩序に並ぶ先住民の集落があるのみであった。

初代司教に任命されたパスコ・デ・キロガは1538年8月6日ツインツンツァンに着任

し、フランシスコ会の旧教会堂をとりあえずの大聖堂とした。しかし、グラナダ設立失敗

の経験から、キロガは司教座をパックアロに置くつもりであった。そして着任翌日に、タ

ラスコ族のゴベルナドール、ドン・ペドロと主な貴族、ツインツンツアンの先住民カビル

ド役職者らの同意を得て、パックアロを改めてミチョアカン市と定めた。パックアロにミ

チョアカン市の称号を奪われたツインツンツァンは、その後しばらくパックアロに従属す

る属邑の地位に甘んじるが、1593年かつてミチョアカン全体の首都であったことを認

められて、市の称号を与えられ、パックアロの管轄から独立する150。ただし、ツインツン

ツァンはその後も先住民が人口の大半を占める先住民集落の特徴を維持した。

キロガは教会法に通じ国王の信任も厚い見識ある人物で、人文主義の影響とキリスト教

の人道的立場から新天地に先住民とスペイン人が共存できる社会制度をつくる理想を抱い

150Bravo，助ね加壷，pp．189・191．

・254・



た人物である。表向き遷都の理由は、ツインツンツアンの水の健の悪さと生活環境の劣悪

さであったが、キロガの真意は、タラスコ王族の力が根強く残る先住民の都を避け、しか

も、先住民がスペイン人に従属するようなそれまのスペイン人都市でもない理想的都市を

実現することであったといわれる151。そのため、パックアロでは当時すでに定着しつつあ

ったスペイン人都市の典型的都市計画は採用されず、先住民の街区がスペイン人の街区と

隣合わせに造られ、両者が混住する独特の形が考案された。間もなく、ドン・ペドロを初

めとするタラスコ王族の主だったものがパックアロに屋敷を構え、スペイン人も移り住む

ようになった。しかし、キロガが有力エンコメンデーロの勢力を削ぐことに努吟、スペイ

ン人の活動を厳しい監視下に置いたことから、パックアロに対するスペイン人市民の不満

がつのった。パックアロ湖周辺がタラスコ王国の中心部であったため、先住民人口が集中

しており、周囲にスペイン人が私有地として獲得できる未利用地が十分なかったという問

題もあった。さらに、ツインツンツアンを拠点としていたフランシスコ会は、当時対立を

深め始めた修道会と在俗教会の関係を反映してキロガに反発し、またツインツンツァン土

着のタラスコ貴族の中にも彼らの都がミチョアカン市の地位を奪われたことを不服とする

ものがいた。

1535年から着任していたヌエバ・エスパーニヤ副王アントニオ・デ・メンドサは、

キロガが独断的にこの遷都を敢行したことを快く思わず、先のような住民の不満を受けて、

1540年、ミチョアカン地方に別のスペイン人都市の建設を命じた。この命令の背後に

は、当時ミチョアカン地方の北部でチチメカ族が激しく抵抗を続けており、防衛線の守り

として王権の意のままに動かせるスペイン人都市が必要であったという事情もあった。

新しいスペイン人都市の場所は、パックアロから東に60キロメバル程離れた先住民の小集

落グアヤンガレオ近くの、なだらかな丘の上に決められた。ここはかつてのクラスコ王国

の東端にあたり、先住民村落も少なく、未利用の土地が多く残されていた。1541年副

王は、3人のエンコメンデーロを設立者として新ミチョアカン市の設立を宣言するととも

に、国王の許可をとりつける。後にバリヤドリッドと命名されるこの市が、現在のミチョ

アカン州都モレリアである（地図1）。副王はさらにメキシコ市の上流家族から10家族余り

にこの市への移住を命じ、最終的に新ミチョアカン市への有力入植者は設立者の3人を含

めて18世帯程度になったといわれる。ここでの都市計画にはスペイン領植民都市の典型

が採用された。ところが、司教キロガは当時まだグアヤンガレオと呼ばれていたこの新し

151プェプラの設立と性格については、横山和加子「スペイン人の入植と都市の形成

（1521・1550年代）～メキシコ三都市の事例から－」『社会文化史学』第29号1992参照。
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いスペイン人都市に司教座を移すことも、ミチョアカン市の名を譲ることも、1565年

に投するまでついに許さなかった。キロガは国王の信任を後ろ楯に、パックアロに新大陸

最初の聖職者養成機関サン・ニコラス学院を設立し、新奇の趣向をこらした壮麗な大聖堂

の建設に着手し、先住民のための病院を建てるなどパックアロの充実に尽力しっづけた。

一定範囲の中にスペイン人都市が近接して存在する時、それぞれがまだ数の少なかった

有力スペイン人市民の確保と首位都市の地位をめぐって争うことが珍しくなかった。グア

ヤンガレオのスペイン人も、副王に対して集落建設のための先住民労働力供与や財政援助

など、新しい都市の強化のためにさまざまな援助を要請した。1543年、副羊はグアヤ

ンガレオの建設工事のため先住民が労働を提供すべき村々を指定した。1541年のイン

ディアス新法で先住民の無償強制労働が禁止されていたため、先住民への労賃はエンコメ

ンデーロが負担するとされたほか、ミチョアカン地方の王室領の先住民貢租を2年間市の

建設経費にあてることが許された。それでもなお、グアヤンガレオの建設ははかばかしく

進まなかった。1552年副王はミチョアカン地方にエンコミエンダもしくはコレヒミニ

ントを拝領している者のグアヤンガレオへの居住（最低1年に8か月、妻子同伴で）を義

務づけた。1554年12月にはグアヤンガレオへ各先住民村が出せるレパルティミエン

ト（有償の強制労働）の人数・日数等を改めて調査し、これを実施するよう命じている。

このような副王の援助の背景には、1546年にチチメカ族の勢力圏内にサカテカスほ

かの大銀山が発見されて、鉱山と輸送路の安全を確保するため、チチメカ族討伐が急がれ、

その拠点となるべきスペイン人都市の強化が急を要する事態となったこともあった152。

一方、1565年強力な庇護者キロガを失ったパックアロは、1567年に副王に対し、

物資輸送のための人手が不足し市が食糧難に直面していることを訴え、先住民労働力の配

分の恩典を請願している。この時点からパックアロとグアヤンガレオの立場の逆転が始ま

るといえる。1571年、ついにグアヤンガレオへ司教座移転を命じる教皇令が出され、

グアヤンガレオは正式にミチョアカン市の称号を獲得した。そして、1577年には、市

の名称がバリヤドリッドと改められる摘㌔1580年になってようやくパリヤドリッドへ

の司教座移転が実現し、バリヤドリッド市が名実ともにミチョアカン地方の首都となった。

こうして都市間のライバル意識に加えて、副王と司教の対立に翻弄され、ミチョアカンの

1521540年代後半からは、チチメカ族が後退した土地に大銀山での食糧・物資の需要に

促されての農牧業の急速な発達が始まり、グアヤンガレオの人口も徐々に増加を見せ始め
る。1563年副王は人口増加に伴い市内でスペイン人に新たに宅地を配分する許可をグ

アヤンガレオのカビルドに与えている。

153Herr所n，ム8g叫卿eg壷6日旦四月g冴作qpp．93・103．
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首都に与えられるべきミチョアカン市の称号は3つの都市を点々とした。現ミチョアカン

州都モレリアの植民地時代の名称バリヤドリッドは、上記のような紆余曲折を経て16世

紀末にようやく確定するが、本論では混乱を避けるため、本記述以外の部分では1577

年以前においても一貫してバリヤドリッドの名称を用いている。パックアロはその後もキ

ロガの功績をとどめる都市として長くミチョアカン地方で特別な地位を保ち続けた154。

タラスコ族居住地域の近隣には、この2つのスペイン人都市のほかにスペイン人町サモ

ラがあった（地図1）。パックアロとバリヤドリッドを中心とするアルカルディーア・マヨ

ールの北西に隣接して、1574年、農牧業を営むスペイン人の町として設立されたサモ

ラは、設立と同時に独自のアルカルディ｝ア・マヨールを構成したが165、1570年代を

通じてごく小規模の集落にとどまった。その後も、近隣の先住民村落ハコーナなどの労働

力に支えられ、周辺地域の先住民とは強い関係を持続したものの156、植民地期を通じて町

の地位にとどまり、タラスコ族全体の見地からすると先に述べた3市ほどの影響力は持た

なかった。

スペイン人都市は周辺の先住民の社会と生活に大きな影響を与えた。まず新たに設立さ

れる先住民村の都市計画には、スペイン人都市のそれが採用された。村の自治組織の創設

にも、スペイン人都市のカビルドが雛形となった。さらに、本節で見たように、スペイン

人都市に赴任しているアルカルデ・マヨールやスペイン人のカビルドは、管轄下の先住民

集落に司法・行政権を行使し、スペイン人都市に置かれた司教座や各修道会の中心的修道

院は地域の宗教的中心であった。さらに、スペイン人の職人集団であるギルドもスペイン

人都市に結成され、その地域の商工業を統括した1㍍。加えて、先住民はスペイン人都市へ

労役を提供する義務を負っており、先住民集落はもよりのスペイン人都市との緊密な繋が

りの上に存在していた。

154ミチョアカン市に関する主要参考文献は以下のとおり。ErnestoLemoineⅥllica負a（ed．），

“DocumentosparalahistoriadelaCiudaddeⅥllladolid，hoyMorelia（1541・1624），”

月bゐ舷ゐJA花痛血伽e躇J（お血Abd玩（お胞血qtomo3，1962，pp．計97；lbus組int，

用お日月ねⅥ如ren，ム月蝕鱒押壷由；Ⅵ如ren，俺β〝血¢吻；MirandayBrise魚0，Op．
cit．；CarlosHerrej6nPeredo，LoSOrWDeSdbGuqvaBg岩館0・俺肋（ね血もZamora，Mich．，

COLMICHyGobiernOdelEstadodeMichoacan，1991．
165AGNM，（おzze躇1（ねhz晦VOl．1，eXPS．1311，1325；vol．2，eXP．614．

156AGNM，鎚Dem1db助均VOl．2，eXPS．580，635；vol．3，eXP．452．
157本論第九章参照。
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第六節　スペイン支配下の先住民村落

スペイン植民地統治機構のピラミッドの最下層に先住民村落があった。征服直後のタラ

スコ族の社会では、征服戦争の混乱やスペイン人の暴挙から逃避するため、伝統的に散住

傾向の強かった居住形態の度合いが一層進んでいた。そこで彼らを－箇所に集めて集住形

式の村落を作る集住化が、先住民統治の第一歩であった。こうしてできた先住民村落内部

に設けられた諸制度について先行研究を整理し、概略を示すと以下のようになろう。

1．ゴベルナド岬ルとカビルド

スペイン人は、先住民の統治組織を整えるにあたって、当初伝統的なそれを利用せざる

を得なかったため、各地の首長にスペイン人総督と同じ呼称であるゴベルナドールの地位

を与えて、それまで享受していた特権の温存と引換えに、スペイン人のために先住民を掌

握する仲介者として役割を委ねた158。こうしてナウア族の場合アルテペトル（都市国家も

しくは首長国）は、かつての首長をゴベルナドールとして、その単位が維持されることと

なり、エンコミニンダやコレヒミニントや教区の区分は通常この単位を基準として行われ

た。ただし、必要に応じてアルテペトルの分割や統合も行われた。加えて、アルテペトル

の構成部分であった複数のカルポーリの間には、すでに見たようなカステイリア的読み替

えによって主邑と属邑という関係が構築されていった。かつてアルテペトル内で各カルポ

ーリがローテーションにより分担した首長への貢緬、労働奉仕その他の義務は、カルポー

リ間の関係が主邑と属邑の関係に変質した後も、主邑に対する属邑の貢納と労役の義務の

形で受け継がれた。主邑には宣教師が常駐する修道院が建設されて、その領域の布教の拠

点となり、先住民のカビルドが置かれて先住民集団の自律的行政・司法の中心となった。

コレヒドールもここに駐在するのが常であった。ミチョアカンでも各部族を率いていた首

長がゴべルナドーリレに任ぜられた。ミチョアカンで最も強い影響力をもつゴべルナドール

となったのは、最後のカソンシの腹心で義兄弟でもあったドン・ペドロである。

ゴベルナドールの職は、当初世襲制であったが、次第に1年もしくはそれ以上の任期制

へと移行していった159。その場合選挙や輪番制によって村民が選出した人物は、副王の承

認を得て初めてゴベルナドール職に就くことができた。その人選の際にも、しばしばスペ

158Lockhart，OP．Cit．，PP．31・32．

159Gibson，Op．Cit．，P．169．
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イン人の聖職者や官吏の意向が強く反映された160。17世紀初頭メキシコ中央部では、ゴ

べルナドールが副王によって任命されるケ←スも頻繁に見られた161

ゴべルナドールよりも遅く、1530年代末になって形を整え始めたのがカビルドであ

った。先住民のカビルドがテノチティトラン162とトラテロルコに設置されたのは1540

年代で、この制度がメキシコ中央盆地で全ての主邑に設置されるのは1550年代以降の

ことであった163。

スペイン人都市のカビルドを摸して、先住民のカビルドもアルカルデとレヒドールから

なっていた。村長にあたるアルカルデは通常2名、参事にあたるレヒドールは3～4名．で

あったが、レヒドいルの数は主邑の大きさによって変化した。ちなみにテノチティトラン

では12名であった164。アルカルデは1年任期であったが、レヒドールは終身制か、任期

制の場合でも同じ構成員からなるグループの中で順番に繰り返し任期を勤めるのが常で、

これがカビルドの共同体としてのアイデンティティーを強化する役割を果たしていた165。

アルカルデとレヒドールの選出は、プリンシパーレスbrincipales）と呼ばれる貴族階層の中

で行われた。プリンシパーレスは、首長の親族やスペイン人到来以前から続く貴族の家系

の者達であった166。政争など、何らかの理由で彼ら自身による選出ができない場合は、副

王がこれを任命することができた。また、副王は各村落の選出結果を否決する権限を有し、

コレヒドールやその副官には、酔っぱらいや反抗的な者など好ましくない人物が選出され

ないよう影響力を行使することが許されていた167。そのような訳で、ゴベルナドール同様、

スペイン人が先住民のカビルド役職者の選出に干渉することは稀ではなかった。法的には

カビルドの役職につくことができるのは純粋な先住民だけであった。

カビルドの実権は上述の2つの役職が握ったが、そのほかに差配（mayordomo）、目付け

（丘scal）、警吏（alguaciD、書記（escribano）、聖歌隊員kantor）、徴税人（tequitlato）などの職

がアルカルデとレヒドールによって任命された168。これら下級の職も貴族階層の中から選

ばれたようであるが、書記職を除いて、そのような下級の職に就く者が後にアルカルデや

160Lockhart，OP．Cit．，pp．31・32．
161Ibid．

162スペイン人がここにメキシコ市を建設した後も、先住民居住地域はこの名称で呼ばれた。

163Gibson，OP．Cit．，P．175．

164Ibid．，p．177．

168Lockhart，OP．Cit．，P．36．

166Gibson，OP．Cit．，P．157．

167Ibid．，pp．178・179．

168Ibidリp．187．
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レヒドールの地位にまで昇ることは稀であったようである169。

ゴべルナドールとアルカルデは村内における下級の裁判権を持ち、カビルドは泥酔者や

有罪判決を受けた者を収監する牢獄を備えていた。また、カビルドは村の共有財産を管理

し、後に見る共同体金庫の収支記録や共有地の所有権を明らかにする証書などの重要な文

書の保管も行った。ゴべルナドールとカビルドの役職者は、村民から貢租を徴収し、これ

を滞りなくスペイン人徴税人に納める義務も負った。加えて、村民にスペイン人への労役

を割り当て、村の市場、公共建築物、水の供給、道路などを管理し、村で計画される全て

の事業に関する決定を行った。彼らは、共同体全体の代表とみなされ、共有埠の侵犯やそ

の他の権利の侵害に対して村の利益を守る義務も負った。その代償として彼らには、貢租

を支払った後手元に残る村の共有財産の中から、役の重要性に応じた俸給が支払われただ

けでなく、村民から食料、薪、労役などの提供を受ける特権が許されていた。ただし、下

級の職には無報酬のものもあった170。

2．財政と責租

村の財政は、貢租と密接に関連していた。征服直後エンコメンデーロへの貢楓は現物や

貨幣や労役など様々な形で提供され、その畳もエンコメンデーロと首長の交渉によって決

定された。首長は、伝統的な貢納の方法に従って貢租を徴収し、取り決めた量をスペイン

人に納入したが、自らのためにかなりの部分を残した。このような慣習は、買取納入者の

負担をことさら重くするものであった。

貢租の高は次第に王室の官吏による査定制になるが、当初査定の基準は共有地での村人

の共同耕作からの収穫高に置かれた。1550年以降、植民地当局は、貢納を貨幣とトウ

モロコシに限り、各貢租負担者に同一額を割り振る人頭税へと移行させると同時に、首長

の取り分とスペイン人の取り分の割合も規定した。こうしてエンコミエンダではエンコメ

ンデーロへの食料、飼料、薪、反物などの現物供与が、コレヒミニントではコレヒドール

への食料供与が禁止され、それに相当する貨幣での支払いが義務づけられた。とはいうも

169Lockhart，OP．Cit．，PP．40・42．

170Gibson，OP．Cit．，PP．182，188・189．ミチョアカン地方の先住民村落での役職者の俸給に
ついての史料として、1581年ウアニケオ村のものが残っている。二人のアルカルデに

各6ペソずつ、二人のレヒドールに各4ペソずつ、一人の書記に4ペソ、一人の警吏に4
ペソ、六人の教会聖歌隊員に各2ペソずつ。これは副王令として出されたもので、これ以

上の俸給を受け取ることを禁じている。CarloSParedesMartinez（editor），mWmI

由i0．．．，M6Ⅹico，CIESASyUMSNH，1994，P．180；AGNM，hdibqVO1．1，eXP．305，
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のの、現物供与の廃止は完全に遵守されることはなかった。加えてゴベルナドールやカビ

ルドの役職者の俸給基準も定められた171。

このような一連の改革の結果、1560年代には先住民貢租の大枠が完成していった。

それによると、正規の貢租負担者は戸主で、貢租額は年一人あたり9．5レアルと2分の1フ

アネガのトウモロコシであった。配偶者を失った男女や親と別居している独身の男女には

戸主の半分が課せられた。貢租は4か月毎に年3回に分けて徴収された。老人、子供、身

体障害者、病人、親と同居の25才未満の独身男女などは貢租を免除された。さらに、貢

租の内1．5レアルは村の収入として取り置き、ゴべルナドールやカビルドの役職者への俸給、

祭りなどのための村の支出にあてられた。従って実際の租税としてスペイン人に納入され

るのは8レアルと2分の1プアネガのトウモロコシであった172。人頭税に移行したとはい

え貫租の納入は共同体全体の義務であり、その徴収と納入の責任はゴベルナドールとカビ

ルドの役職者が負った。

1577年、各賞租負担者は、貢租を貨幣ではなく、共有地でトウモロコシもしくは小

麦を耕作することによって支払うことを義務づける法が施行された。これは各戸主にそれ

ぞれ10バラ（1バラ0．83平方メバルもしくは0．70平方メートル）の面積を耕作することを義務

づけ、その収穫物の合計を村が売却した上がりから、先の人頭税に相当する金額を納める

ものである。この法令は、1576年の疫病の大流行で先住民人口が極度に減少したため、

穀物生産が後退することを恐れた植民地当局が取った対策であった。この処置は18世紀

まで継続されたが、その結果、豊作の年には収穫物の売却益が貢租総額を大きく上回り、

村の財政が潤うというケースも少なからず生じた。そのようにして生じた村の収入は、年

間20ペソまでコレヒドールの承認を得て支出することができたが、副王の許可があれば

それ以上の支出も可能であった。疫病によって村■の人口が減少したり、村に教会堂を建設

するために村民が労働を提供する際には、副王の判断により貢租額が減免された。17世

紀初頭各賞租負担者が一律に負っていた税には、上述の貢租のほかに、メキシコ市首都大

聖堂建設のための半レアル（MedioRealdeFAbrica）、スペイン王室への国防費援助として

4レアル（Servicio Real）、先住民のための訴訟裁判所経費として半レアル（Medio Realde

Ministro8）などがあった。また、スペイン人を対象とした売上税（alcabala）も、扱う産品に

よって先住民に課せられたし、そのほかにも合法・非合法の諸税、地域を限定した特別税、

先住民のゴベルナドールへの種々の労役など、一般の先住民にはさまざまな負担が強いら
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れていた。なお、貢租の負担は当初先住民に限られていたが、1580年からは自由な黒

人とムラト（先住民と黒人の混血者）にも、年1もしくは2ペソの貫租が義務づけられた。

メステイソ（先住民と白人の混血者）は貫租を免除されていた173。

このように先住民村は重い税負担を負っていたが、その中でさまざまな方法で共同体の

支出に当てる財源を確保していた。1554年、王命によって全ての主邑に共同体金庫

（cajasdecomunidad）を設置し、出納係（tesoreriaslocales）を設けて毎年財務記録をつける

ことが義務づけられた。村の現金を保管する共同体金庫は、3つの錠で守られており、金

庫を開けるためには3つの鍵が一度に必要であった。その鍵は、先の王令では、村の首長

（カシーケ）と2人のプリンシパーレスがそれぞれ保管するよう定められていたが、後に

カシーケ、村のカビルドのアルカルデ、スペイン人のコレヒドールの3人となり、18世

紀には、村のスペイン人司祭、コレヒドール、先住民のゴベルナドールとなった。この王

令は必ずしもそのとおりに遵守されなかったものの、このようにして残された数多くの財

務記録からは、先住民村落の主たる収入源と支出の内訳を知ることができる。それによれ

ば、最も重要な収入源は村の共有地での共同労働による収穫、すなわち、上記の各戸主に

義務づけられた10バラの耕作の収穫（あるいは、それに代えて支払われた現金）から貫

租支払いをした後共同体に取り置かれた資金、村の共有地の賃貸料や売却代金、カビルド

の役職者（gobi即nOSindi酢naS）から定期的あるいは一時的に提供される特別分担金

（derramasregularesoirregulares）、共同体で行う農産物や畜産物の取引益などで、ほかに

村の中央広場での市の権益や水利権の代金、投資益などがあった。支出は、村の各種の世

俗的出費と司祭と教会の維持にあてられた。世俗の出費は、カビルドの有職者への俸給、

農作業や巡遊や輸送などへの支払い、訴訟費用などであった。しかし、村の支出の大半を

占めたのは、本節の5にみるような、村の教会を維持するための費用であった。ゴべルナ

ドールやカビルドの役職者は、村の共同収入の使い道に大きな裁量権を有しており、彼ら

が個人的な用途に用いることも稀ではなかった。聖職者もまたその使途の管理に強い影響

力を有していた174。

3．労働力とレパルティミニント制

先住民の労働力は植民地建設とその運営のために不可欠のものであった。奴隷労働も存

173IbidリPP．207嶋209．

174Ibid．，pp．189・190，217・220．
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在したものの、ヌエバ・エスパーニヤで当初、スペイン人への先住民労働供給の上で最も

重要な役割を果たしたのはエンコミエンダ制であった。エンコミエンダ制は、すでに見た

ようにエンコメンデーロに貢租の一部として無償の先住民労役の調達を許したが、その際、

伝統的な先住民の労役供出システムがそのまま利用された。例えばナウア族の場合には、

アルテペトル全体とその首長に対して各カルポーリはローテーションによる労役提供義務

を負っていたが、コアテキトル（coatequitl）とよばれるこの慣習では、各カルポーリがそれ

ぞれ専門化した労働や割り当てられた労働に責任を負い、それはまた各カルポーリ内の小

単位の間で分担されるというものであった。そのような慣習に則って先住民首長の権威の

下で、その責任において労役を提供させたのである。ちなみに、属邑が主邑に対して提供

した恒常的な労役にもこの慣習が採られていた175。こうしてエンコメンデーロは私邸の建

設や私有地の耕作、農牧業や鉱山などへの労働力をまかない、また荷役にもそれを充てる

ことができた。コレヒミエントの先住民も同様に、貢租の一部としてスペイン人都市の整

備や修道院の建設、公共事業にかり出されたほか、聖職者やコレヒドール等のためにさま

ざまな労役を提供した。

エンコミエンダ制の項で述べたように、エンコミニンダにおけるこのような先住民の無

償強制労働は、往々にして非人道的で度の過ぎたものになるといった弊害があり、スペイ

ン王室は先住民労働を自由選択による有償のものに変えようと努力した。その第一歩が、

1549年に出された、先住民貢租を労役によって徴収することを禁止する命令であった。

この法令とその後に出される諸規定によって、先住民労働は貫租によるのではなく、その

代わりに過重な負担とならない程度の労働を各村落に有償で割り当てる制度が導入された。

この制度はエンコミエンダにもコレヒミエントにも等しく適用された。16世紀から17

世紀にかけてこの制度は通常レパルティミエント（repaれimiento）と呼ばれた176。レパルテ

ィミニント制への移行には、1545年から1548年の疫病の大流行で先住民人口が大

幅に減少したにもかかわらず、エンコメンデ｝ロでないスペイン人入植者が日増しに増加

し、彼らが先住民労働力を必要とし始めていたという背景があった。

各村落へのレパルティミエントの人数割当とスペイン人使役者への引渡は、フェス・レ

パルティドール恥ezrepaれidor）と呼ばれるスペイン人の徴用官が行ったが、各村落内での

労役の割り振りと動員には、ナウア族ではやはりコアテキトル（coatequitl）によるローテー

ションのシステムが用いられ、ゴべルナドールとカビルドの役職者がその責任を負った。

175Ibid．，pp．226－227．

176Ibidりpp．228・229．

・263－



各村落に割り当てられる徴用者数は、メキシコ盆地で農作業のレパルティミエントの場合、

種蒔きの季節で貢租負担者数の2％、そのほかの季節では1％であった。原則としていか

なる者も年3回もしくは4回以上労役にかり出されることはなかった。一回の労役は月曜

日から次の月曜日までの一週間で、日曜日は休日であった。労役に対して支払われる日給

は16世紀後半において2分の1レアルから4分の3レアルほどであった。ゴベルナドー

ルやプリンシパーレス、カビルドの役職者らはレパルティミエントの義務を免除されてい

た。貫租同様、疫病の際や村の教会堂建設の際などには、レパルティミニントの割当人数

も減免された177。

しかしながら16世紀末、先住民人口の減少によって調達できる労働力が減少すると、

貫租負担者数に対する徴用者の割合が5倍ほども増加し、課せられた人数を調達すること

が困難となったゴベルナドールやカビルドの役職者は、それまでの免除対象者にもレパル

ティミニントを課すようになった。このことは1576年から1581年にかけての疫病

の大流行後特に顕著となり、レパルティミエントの負担は先住民共同体を強く圧迫するよ

うになった。このため17世紀初頭王室はレパルティミニント廃止の方針を打ち出し、1

633年この制度は鉱山でのそれを除いて廃止された。実際には、先住民人口の減少によ

って、この時点までにレパルティミニント制の先住民労働力調達機構とてしての実効性は

大方失われており、アシェンダなどでは、すでに私的な労働力と、経済的強制力によって

確保する先住民の日雇い労働ペオナヘbeon如e）に頼っていたのであった178。

4．土地

ナウア族の土地所有形態に関する研究者の一致した意見では、ナウア族の伝統的土地所

有形態は、征服後も16世紀半ばまで、ほぼそのままの形で共同体の中で存続し、18世

紀になっても完全に失われることはなかった179。そこで、征服以前のナウア族共同体にお

ける土地所有形態の特徴を概観する必要がある。

まず注目されるのは、首長の土地、宮殿の土地、神殿と神の土地、貴族の土地、カルポ

←リの土地など、さまざまな目的の土地が区別されていたことである。研究者の間にそれ

ぞれの土地の性格に関して少なからぬ意見の開きがあるものの、原則として土地はカルポ

ーリに所属していたと考えられる。カルポーリの守護神の神殿や、首長の宮殿を維持する

177Ibid．，pp．231－237，254・256，323．

178Ibid．，pp．237・241．

179Ibid．，pp．263・278；Lockbart，Op．e止りpp．163・164．
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ための土地、ならびにアルテペトルへの貢納のための作物を耕作する土地や、首長や貴族

などの地位に付属して与えられる土地など、共同体全体にかかわる生産のための土地では、

カルポ←リの成員が共同で耕作し、共同体の共有地の性格が濃厚であった。カルポーリの

土地はそのほかに家族生活のために各成員にも配分された。ピラーリ（pillalDと呼ばれる各

戸の土地は、ほぼ同じ大きさに分割された地片が地位に応じて1つないしは複数配分され

たものである。カルポーリのリーダーや有力な貴族達には平民の何倍もの土地が配分され

た180。耕作する者が無くなったピラーリはカルポーリに戻され、新たに家庭を営む者に再

び分け与えられた。土地の配分の権限は首長が握っていた。こうして各戸に配分された土

地は、所有が長期間に及ぶと次第に私有地的性格を強め、相続や売買の対象ともなってい

った181。

スペイン人は上記のような形で維持されていたナウア族の土地を、共同体の所有地と私

的所有地というスペイン人の土地所有形態の範噂によって区別し、その双方を尊重した。

かつてカルポーリの共有地の性格が強かったアルテペトルへの貢納のための土地は、スペ

イン国王やエンコメンデーロへの貢納のために村人が共同で耕作する土地となった。首長

や貴族の土地で平民が耕作を行う慣習も存続した。神殿や宮殿のための土地は、教会の維

持のために用いられることもあったが、大半は首長や貴族やスペイン人によって着服され

たようである182。ビラいりの慣習も存続した。一方でかつて私的所有の性格が強かった土

地は、先住民の私有地とみなされた。

16世紀半ばから先住民人口が急速に減少するにつれて、先住民の土地の多くが耕作者

を持たない未墾地となる一方で、スペイン人の土地に対する需要は増加の一途であったこ

とから、スペイン人による先住民の土地の侵食が進んだ。そのメカニズムは正当な購入か

ら不法な占拠までさまざまであったが、最も大規模なものは副王による土地の下賜

（mercedes）であった。副王は誰の所有地でもない空いた土地をスペイン人に盛んに下賜して、

農牧生産を奨励した。先住民村に対しても農牧生産を主たる目的として同様な下賜が行わ

れたが、下賜される土地は通常その先住民村落の伝統的な境界内であった。先住民の首長

や貴族らは個人で私有地の下賜を受けることも稀ではなかった183。

このようにしてスペイン人による先住民の土地の侵食は征服直後から進み、急速に規模

を拡大したスペイン人の土地での牧畜は、放牧された家畜が畑を食い荒らすことから、ま

180Lockhart，Op，Cit．，P．142．

181Gibson，OP．Cit．，pP．263・270；Loekhart，OP．Cit．，Pp．142，149，155・156，160，162．

182Gibson，p．264．

183Ibid．，pp．263・269，272，282．
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もなく周辺の先住民の農地に甚大は被害を及ぼし始めた。このような不都合を是正するた

め、さまざまな法令が出されるが、そのひとつが、先住民村落の範囲を公的に決定し、ス

ペイン人の農場の接近から保護する1567年の法令であった。これによれば、先住民村

落は周囲に半径500バラ（1バラ約0．84㍍）の領域を与えられ（この範囲は17世紀に

は600バラに増やされる）、最も近いスペイン人の農場はこの境界から1100バラ距離

を置かなければならなかった。先住民の村落を集住化させる政策も、先住民を－箇所に集

めた後に無人となる広大な土地が生じることから、先住民の土地の侵食を加速する大きな

要因となった184。

土地の侵食の脅威に曝された先住民は、スペイン人がもたらした新しい司法制度を最大

限に活用して訴訟に訴え、土地の防衛に努めた。その際所有権を証明する最も有効な手段

は、その相の歴史やその領域をスペイン人到来以前にまで遡って示す絵文書コディセ

（eddice）や、先住民に土地を下賜する際に副王が与えた証書（titulos）などの文書であった。

17世紀後半になると、これらの文書は先住民の手で盛んに偽造されるようになる185。さ

らに、16世紀末に出された王命によって、所有権に疑義のある土地でも、一定額を支払

うことによってそれを合法化するコンポシシオン（composieiるn）という制度が認められ、改

めて正式な所有権を得ることもできた186。しかし山方で、18世紀まで存続したこの制度

は、先住民の土地のスペイン人による不法な占拠を合法化する役割も果たした。

5．教会への義務

先住民村には教区運営のために先住民の役職が設けられた。その主たるものは、先住民

村カビルドの役職のなかに組みこまれていた。カビルドの役職の中で、教会にかかわる最

も重要なものが目付けブイスカル（鮎calもしは鮎Caldela短leSia）であった。フイスカルは

村の教会堂の維持管理から教会の活動一切の最高責任者で、スペイン人司祭の右腕として

村民との仲介役を果たしていた。聖歌隊員カントール（eantodもカビルドの役職であった。

植民地時代中期のナウア族の社会では、フイスカルは通常貴族の出身者が占める高い社会

的地位を意味し、村内の位階はゴベルナドールに次ぐものであった。カビルドの重要メン

バーとして世俗の事柄にも関与した。聖歌隊員の多くは少年であったが、彼らは将来のカ

184Ibid．，pp．288・291，293・295．

185SergeGruzinski，血cobD血cidHdbh血agitZaJ血：so仁ね（ねdbsiD伽asy
O血由肋d血e月d伽e邸a粛帥ml々花M占Ⅹico，FondodeCultura
Eeondmiea，1991，pp．104・105．フランス語初版1988．
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ビルド役職者候補生であった。このほかに、後にカビルドの役職につくことの多い地位と

して礼拝堂マスター（maestro de capilla）があった。さらに香部屋係サクリスタン

（sacristAn）、代表ディブタード（diputado）、管理人クストディオ（custodio）、教会警吏

（alguacildelaigleSia）、教会書記（escribanodelaiglesia）などが教区を支えるスタッフであ

った。教会書記はカビルドの書記と同一人物であることが非常に多かった。このような職

は通常俸給を受ける権利のあるカビルドの役職にはあげられていないものの、これらの職

にあるものの多くは同時に聖歌隊員でもあったと考えられている187。

主邑に置かれた教区教会堂は、村民の洗礼や結婚や埋葬の記録を保管し、貢租の査定に

必要な人口情報を管理しただけでなく、そこに常駐する聖職者は、土地の言語と事情をよ

く知った村で最高の有識者で、先住民とスペイン人の仲介者として、植民地政府の上意下

達や植民地政府が行う地誌調査、あるいは先住民が関与する訴訟のための証言など、さま

ざまな局面で重要な役割を果たした。そうした意味を含めて先住民相と教会は、精神・文

化的関係だけでなく、物質的、経済的関係を幾重にも結んでいた。

先住民相は教会堂建設にかかわるコストも負担した。これについては第七章で詳しく論

じる。加えて、村が教会に対して行った物質的、経済的貢献には、主邑に常駐する聖職者

の生活の維持、自村の教会堂の建設・修築や祭具などを整備・維持するための負担、洗礼・

結婚・埋葬といった宗教サービスへの礼金、祝日の儀式の費用、献金や遺贈、部分的な十

分の一一税などの負担があった188。それらの負担の大半は共同体として賄われ、そのために

作りあげられた制度や組織、例えば共同体金庫の運営、輪番制による労働奉仕、コフラデ

イーア（同信会）などによる共同耕作や共同生産、村の守護聖人の祝日や重要なキリスト教の

186Gibson，Op．Cit．，P．295．
187Lockhart，OP．Cit．，pP．49，210－211，217・218；Gibson，OP．Cit．，P．189．ミチョアカン地方

ウアニケオ村の1581年の教会聖歌隊員6名の俸給は、各2ペソであった。Paredes

（editor），y如r血由ぬ‥，p．180仏GNM，血戯喝VOl．1，eXp．305，鋸．13恥）．
188Gibson，OP．Cit．，Pp．121・129．先住民は、元来スペインに属する品物、例えば家畜、小麦、
綿、スペイン人の土地等、の売買によって上がる利益には十分の一税を課せられた。Ibid．，

pp．125・126．
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祭日を祝う祭りは、互いに密接に関連しあって人々の結束やアイデンティティーの中心と

なっていったと考えられている189。

189Ibid，pp．126，130－134．
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第六章　教会堂を取り巻く空間：先住民村落

征服後、先住民の居住空間を形作ったのが集住化とよばれる政策であった。教会堂もま

たその空間の中に建設された。本章では、集住化の進め方と、結果として出来上がった先

住民村落と教会堂の関係を一般的事例として概観した後、タラスコ地域の村落の場合を具

体的に検証し、そこで教会堂はどういう意味を持ったか、また集住化がミチョアカン様式

の普及に関係したか否かについて考察したい。

第一節集住化と村の設立

1．修道会による集住化

スペイン国王は、1501年と1508年の大勅書をはじめとするいくつかの教皇大勅

書によって、パトロナート・レアルbatronatoreal）（宗教保護権）と総称される植民地教

会への諸特権をローマ教皇から授与された。その主な内容は、国王が植民地で聖職者を任

命し、教区境界を設定し、教会税である十分の一税を徴収することを許すもので、これに

よって、スペイン国王は植民地でのキリスト教布教と教会保護の義務と引換えに、植民地

教会組織を思いどおりに動かす権利を得たのであった1。スペイン国王の命により、征服ま

もない植民地に渡り、先住民へのカトリック布教にあたったのが托鉢修道会の宣教師たち

であった2。先住民は部族ごとにさまざまな言語を話した。言葉の障壁に加えて、征服戦争

やその後のスペイン人による虐待が、先住民側の敵意や恐れをかきたてるかきたてていた。

その上、新大陸の広大さに比べて、宣教師の数はあまりに少なかった。そのような中、先

住民に異教を禁じ、キリスト教の教義を理解させ、キリスト教徒として容認できないさま

ざまな習慣を捨てさせることは困難極まる事業であった。

カリブ海地域での先住民統治の経験をへて3、さらに高度な文化と高い人口密度を有する

1ギブソン前掲書78頁．

2托鉢修道会（6rdenesmendicantes）は、12世紀から13世紀に設立されたカルメル会、

ドミニコ会、フランシスコ会、アダスティン会の各修道会を指す。清貧を尊ぶこれらの修

道会は、創設時、個人ならびに修道院が財産を所有することを禁じ、修道院の維持は信者
の喜捨に頼るとしたことから、このように呼ばれる。01ivierdelaBrosse，肋戒Ⅶ虚血血ブ

伽舷Dikmo＞Barcelona，BibliotecaHerder；1986．
3新世界の先住民布教の第一歩は、エスパニヨーラ島のサント・ドミンゴから始まった。1
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大陸部の征服が進むと、植民地の中心はメキシコ市とその管轄域ヌエバ・エスパーニヤに

置かれ、布教の努力もここに集中的に傾けられるようになる。ヌエバ・エスパーニヤ布教

の第一歩を記したのは、フランシスコ会であった4。1523年、アステカ帝国の首都テノ

チティトランに建設されたメキシコ市に、スペイン国王カルロス5世が派遣した3人のフ

ランシスコ会士が到着した。その内の一人が、メキシコ市にほど近いテスココで布教を開

始したペドロ・デ・ガンテ（FrayPedrodeGante）であった5。1524年、さらに12人の

フランシスコ会士が到着した6。テノチティトランの大神殿近くに最初の居を構えた一行は、

宣教方針を確認すると7、メキシコ市から20レグアの範囲にあるテスココ、トラスカラ、

ウエホツインゴに散って布教を開始した。翌年新たなフランシスコ会士の一団が到着した。

こうしてフランシスコ会士によって初めて先住民への組織的布教が始まった。

フランシスコ会につづいて、1526年12人のドミニコ会士がメキシコに到着した。

アグステイン会は1533年からヌエバ・エスパーニヤ布教に参加する。これら2托鉢修

道会も、それまでにメキシコ中央部やミチョアカン地方に広大な宣教区（misidn）を開拓して

いたフランシスコ会の担当地域との競合をさけながら、宣教区を拡大していった8（地図2）。

503年総督としてエスパニヨーラ島に赴任したニコラス・デ・オバンドに同行して、1

3名のフランシスコ会士ほか数名の司祭がサント・ドミンゴに到着し、1510年にはド

ミニコ会の伝道団も同地で活動を始めた。染田秀藤『ラス・カサス伝』岩波書店1990，25，38
頁．1511年、サント・ドミンゴに新大陸初の司教座が設置された。

4コルテスに同行し1519年ヌエバ・エスパーニヤに最初に足を踏み入れた聖職者は、メ

ルセ一会修道士バルトロメ・デ・オルメド（FrayBartolom6deOlmedo）と司祭フアン・デ
ィアス（Ju．anDiaz）であった。彼らは、コルテス軍に降伏して協力を約したトラスカアラ族

とテスココ族の首長に洗礼を授け、神殿から偶像を排除し十字架を立て聖母像を安置し、

人身供榛をやめるよう促した。しかしながら、それは本格的な布教とは程遠いものであっ

た。DiasdelCastillo，OP．Cit．，PP．132・133，283，288・289．
5カルロス5世に非常に近い血筋であるといわれ、ガンテ（ベルギー西部の都市へント）の

フランシスコ会修道院に所属していたこの修道士は、終生平修士の身分（lego）にとどまるこ
とを望んだ慎み深い人物で、先住民から絶大な信頼を寄せられるようになる。

6マルテイン・デ・バレンシア（FrayMartindeVilencia）を首席とするこの伝道団を、コル
テスはサン・フアン・デ・ウルーア港まで出迎えた。
7成人への洗礼は日曜日の午前中と火曜日の午後に公教要理の教えを受けた改宗者に限っ

て授けること。また結婚は、あらかじめ教義の審査を受け、聖体の御寵を受けるための告

解をおこなった者だけに許される。聖体拝領については当初、改宗したばかりの者には許
されなかったが、後に聴罪師の判断に任された。終油の秘跡は当初先住民には与えられな

かった。J．Guti6rrezCasillas，励taEjb（ね血扱わぬeB勒M6Ⅹico，EditorialPorrda，
1984，p．41．

81559年、現在のメキシコに相当する地域全体でフランシスコ会は80の修道院を有し
380名の修道士を擁していた。ドミニコ会は40の修道院に210名の修道士、アグス
テイン会も40の修道院に212名の修道士を擁していた。Ricard，叩．eit．，p，87．この数字
によれば、1修道院あたり平均5名の修道士が在駐していることになるが、中心的修道院
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ロバート・リカードによれば、それらの修道院は3つの異なる役割をもった宣教区に分

類することができる。占拠型宣教区（misionesdeocupaci6n）、浸透型宣教区（misiones de

penetraci6n）、中継宣教区（misionesde enlace）である。占拠型宣教区の修道院は、腰を落

ち着けて先住民の布教に取り組み、改宗した先住民を継続的に導くためのセンターとして

機能し、先住民の人口密度の高いいわばヌエバ・エスパーニヤ中枢部分に展開された。中

心となる修道院の周辺にかなり密に複数の修道院が設立され、互いに妥当な距離をおきな

がら、修道院網を形成した。メキシコ盆地内や、プェプラ周辺のフランシスコ会宣教区、

イダルゴ地方やミチョアカン地方のフランシスコ会とアダスティン会の宣教区、．そしてミ

シュテカのドミニコ会宣教区、グアダラハラ地方のフランシスコ会宣教区などがこの特徴

を備えていた。第2のタイプは、気候や地形上の困難を伴ったり、未だ先住民の平定が終

了していない地域に孤立して設立された暫定的修道院の宣教区である。このような宣教区

の設立は、軍事的征服に続いて行われ、次第に第1のタイプの宣教区へと変貌することが

期待された。第3のタイプは、メキシコ市と地方の宣教区を結ぶルート上に設立されたも

ので、ドミニコ会のミシュテカ宣教区とメキシコ市の中間に位置したプェプラ宣教区、ア

ダスティン会がミチョアカン宣教区とメキシコ市を結ぶために維持したトル・－カ方面の宣

教区などがこれに当たる。これによって、各修道会は本部のあるメキシコ市と地方の宣教

区との間に安全な宿泊施設を確保し、他の修道会との乳轢をさけることができた9。

修道院の設立は、その地域の先住民にとって単に建物が建つことにとどまらない非常に

大きな社会的変革を意味した。それは西欧文明の核を中心に移植された、新しい先住民村

の誕生だったからである。伝統的にゆるやかな散住形態をとっていた先住民の集落は、布

教の効率を著しく落とすものであった。また、それらの集落は宣教師の目からすれば、不

健康な場所にあったり、水や交通の便が憩いなどの悪条件を備えていた。そこで、宣教師

達は布教の拠点となる修道院を設立するに先立って、近隣に彼らの目にかなった気候や立

地で、かつ十分な広さのある場所を探し、そこへ先住民を移動させて、住民が密集して居

住し、スペイン人がポリシーア（polieia）と呼ぶところの文化的な生活様式を可能とする、ヨ

に人数が集中していたため、実際には多くの修道院で常駐者は2名であった。1586年

頃のフランシスコ会の場合通常2名、トラテロルコやトラスカラなどの重要な場所で6な

いし7名、メキシコ市の修道院にはrたくさん」の修道士が生活していた。Antoniode

CiudadReal，乃Ⅵ由あぐ血アあぐねゐ血β卯月血gagゐ血A厄e摺物月蝕，MるXico，
UNAM，1976，VOl．1，pp．CXXXIVCLXXIX．担当地域の広さと先住民の数からすると、それ
は極めてわずかであったと言わざるをえない。ともあれ、1570年当時のヌエバ・エス

パーニヤならびにその周辺地域に設立されていた3托鉢修道会修道院の分布をみるとそれ
ぞれの修道会がメキシコ市を出発点としてどの方向に宣教区を拡大したかが明らかである。

9Rieard，Op．Cit．，p．157．
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ーロツパ型の集落を設立させた。これが、集住化（eor噂regaCiるnもしくはreduccidn）と呼ば

れるものである。

スペイン人はその地域にもともと存在していた先住民集落間の従属関係を、スペイン的

発想に従って主邑属邑の関係へと置き換えた。当然まず集住化の対象とされたのは、その

地域の中心として機能すべき主邑であった。こうして主邑のための好適な場所が選考され、

そこに、直交街路を持つ整然とした集落が改めて設立された。集落の中央には広場と修道

院のための場所がとられ、中心に近い街区が首長や貴族階層の家屋とその菜園にあてるた

めの宅地として与えられ、さらにその周囲の街区に一般村民のための宅地が与えられた。

その後、属邑もまたそれぞれ独立した村落として集住化されるか、主邑の1地区として合

併された。しかし、戸数の少ない辺部な属邑は、長く集住化されずに放置されることも少

なくなかった。また、遠隔地に飛び地した集落の場合、エンコミニンダへの配分の際に、

従来所属していた集団から切り離され、地理的に近い主邑へ従属させられることも稀では

なかった。このように、スペイン人側の誤解や便宜のために伝統的な集落間の従属関係が

歪められて集住化が行われた場合にも、そうしてできあがった新たな主邑属邑関係は、そ

の後既成事実として先住民にとって動かし難い意味を持つようになった。

一方アカンパロの場合のように、それまで人口密度が極めて低い辺境地に、いくつかの

異なる部族を集めて、全く新しい集落が建設されることもあった10。このように、主邑が全

く新しく設立される場合、その周辺に古くからあった小集落や、近隣に新たに作られる村

落を属邑とする、新しい主邑属邑関係が築かれた。植民地時代の先住民村落の主邑属邑関

係は、こうした集住化による村落の再編によって明確な形をとるにいたったのである。

このようにしてできあがった主邑属邑からなる新たな相の単位に対して、ドクトリーナ

（doetrha宣教村）という名称が用いられた。ドクトリーナは村民の改宗が完了した後は、

ひとつの教区barroquia）に相当するものであった。ドクトリーナは通常、司法・行政上の

単位と一致していたが、稀に、なんらかの事情でこれと異なることもあった。また、司法・

行政上の地位が属邑であっても実質的に重要性の高い村落に、ドクトリーナの主邑が定め

10アカンパロ村は1526年、好戦的なチチメカ族との境界を守るために、改宗した先住
民を移住させて設立された。南北180㍍、東西730㍍の方形の土地に縦横それぞれ5
本ずつの直交街路を引いた集落に、12人のカシーケが率いるタラスコ族、オトミ族、チ
チメカ族の400家族が移り住んだ。集落の区割りは部族ごとに行われた。村の建設は2
人のフランシスコ会宣教師が指揮し、1528年いっぱいかかった。1532年には、村
に大規模な修道院と病院が完成した。1535年には、レルマ河の対岸に、新たに平定さ
れた5000人のチチメカ族が集落をつくり、アカンパロと橋で結ばれた。Fray．Pablo
Beaumont，地謡（お肌oacdD，Morelia，Mich．，BalsasEditores，tOmOII，Libro
Segundo，Cap．Ⅰ，PP．318・325．
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られることもあった。ドクトリーナの主邑には修道院が建設され宣教師が常駐した。属邑

ほどシータ（visita訪問村）とよばれ、主邑から定期的に宣教師が訪問した。在俗教会組織

が整い、植民地での司祭の養成が軌道にのる16世紀後半には、植民地生まれの司祭の数

が増加し、修道会のドクトリーナは、順次司祭が担当する教区へと引き継がれてゆく。ま

た、司祭の数の増加にともない、教区の細分化が進み、属邑が主邑から独立する傾向も強

まる。その結果、それまでドクトリーナの主邑を中心に伝統的な部族集団がそのまま維持

されていたような多くの地域では、その分断が助長され、伝統的先住民社会の崩壊が進ん

だといわれるH。

2，政策的集住化

集住化は先住民布教のためだけでなく、労役や貢租の徴収、未だ平定されていない好戦

的先住民との境界線の維持、スペイン人への土地供給など、植民地運営のさまざまな側面

からも重要な政策であったため、スペイン国王は歴代の副王に対して、先住民に損害を与

えないよう配慮した上で集住化を推進するよう命じていた12。

修道会と手を携えての植民地当局による集住化への取り組みは、第二代副王ルイス・デ・

ベラスコ（Lu．isdelゐ1鵬CO在職1550・1564）によって初めて組織的に遂行されるようにな

った13。しかし、この時集住化の対象となった地域の多くで、先祖伝来の土地を追われるこ

とを嫌う先住民の強硬な抵抗にあい、集住化の成果はあまり上がらなかったといわれる。

先住民の忌避に加えて、強制移住の後、耕作者がいなくなった土地の荒廃による穀物生産

の減少も懸念された。また、無人となった広大な土地は、スペイン人による不法な占拠に

見舞われ、先住民の土地侵食をもたらしたため、先住民保護の観点からも問題とされるよ

うになった。さらに、部族や文化や言語の異なるグループを寄せ集めたり、土地の多様な

条件を無視した乱暴な集住化が行われ問題となった。密集して住む居住形態は疫病の伝染

を助長し、先住民人口の減少を加速するという側面も持っていた。その結果、一度集住化

された村で、住民が元の土地へ逃げ帰るというケースも少なくなかった14。こうした集住化

の負の側面が顕著になり、批判の声が高まると、後任の副王の集住化への取り組みは消極

llLockhart，OP．Cit．p．209．
12ErnestodelarlbrreVillar，Lascong2聯dbnes血hspuebh＄壷iz2dわ昂M6Xico、

UNAM，1995，pP．10・21．

13TbrreⅥllar，OP．Cit．，PP．11・12．
14Ibid．，p．11．
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的になった15。しかし、1576年から1581年にかけての疫病の大流行の後、多数の先

住民が死亡して再び人口が希薄となった中心的集落に、残った先住民を集めなおして、統

治の効率化を図ることが急務となった。そのため、1595年から1603年にかけて、

副王モンテレイ伯爵ガスパール・デ・スニーガ・イ・アセべ－ド（GaspardeZu温igayAeevedo，

CondedeMonterrey）は集住化策を強力に推進した。

この時の集住化では、先住民への被害を食い止める法的措置がさらに念入りに考慮され、

方法もより組織的なものであった。まず、副王によって任命される、土地に明るい区分け

担当官吏もueZdemarcador）が、詳細な移住計画をたてた。大抵の場合、人口が減った属邑

を主邑やその他の属邑へ移住させるものであった。移住の指揮は、やはり副王が任命する

集住担当官吏6uezdecongr昭aCiるn）が行ったが、彼らは計画どおり集住が実行されるよう

に、また先住民の不利益が生じないよう、厳正な監督を命じられた。先住民の共有地は、

移住先が近くであればそのまま保持することが許された。遠ければ代わりの土地が与えら

れ、スペイン人官吏の監督下、各家族に耕作用の土地が配分された16。しかしこの時も、先

祖伝来の土地に対して強い執着をもちつづける先住民にとって，集住化は必ずしも歓迎さ

れるものではなく、むしろ彼らの強硬な反対によって集住化令が後に撤回されることも少

なくなかった17。タラスコ地域でも、1603年から1604年にかけて、カバクアロへ属

邑を集住化する試みがあったが、先住民の抵抗にあって失敗し、集住化令が事実上撤回さ

れている18。

これら一連の集住化政策は、植民地建設が押し進められた16世紀、植民地全体の防衛・

経済・食料生産・土地利用などの大局的見地から、植民地当局が先住民人口を再配置しよ

うと意図していたことを示している。政策としての集住化は17世紀の初頭で姿を消すこ

とになるが、修道会と植民地政府によって行われた16世紀を通じての集住化政策と、い

く度かの飢饉や疫病の流行による先住民人口の激減を経て、17世紀初頭の先住民集落の

分布形態は、征服の時点に比べて少なからぬ変貌を遂げていた19。

第二節新しい村と教会堂

15Ibid．，p．12．

16Gibson，OP．Cit．，PP．290・291；TbrreⅥllar，OP．Cit，，PP．24・47．
17恥rreⅥllar，OP．Cit．，PP．48・55．
18AGNM，CbzZgr聯ehL2eS；VOl．1，eXP．23，fo18．13vニー16Ⅵ；vol．1，eXP．131，払ls．75vL・76．
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ヌエバ・エスパーニヤ先住民へのキリスト教布教は、16世紀の大半を通じて、フラン

シスコ会、ドミニコ会、アグステイン会の手で、集住化をともなって行われ、集住化され

た主邑には、壮大な石造りの教会堂と、四方を壁に囲まれた広大なアトリオを備える修道

院と付属教会堂が建設された。修道会はなぜ熱心に壮麗な教会堂の建設を推進したのか、

また、先住民らはなぜ進んで協力したのだろうか。征服直後の急速なキリスト教化の時代、

新しく生まれた先住民の村に教会堂を建設するということにいかなる意味があったのだろ

うか。本節では、タラスコ族の個別的事例にはいる前に、この点について、ヌエバ・エス

パーニヤの一般的状況を把握しておきたい。

1．教会史が括る意味

16世紀の先住民と教会堂について最も多くの記述を残したのは、修道会を含む植民地

教会であった。教会史では、福音伝道は先住民の文明化と救済の事業であるとする視点が

貫かれている。そのような視点からは、先住民の村に建てられた教会堂は、その村が新た

にキリスト教徒の共同体として再編されたことを象徴するものであり、布教の成功をなに

よりも雄弁に物語るものとして評価される。植民地における教会堂の建設は、宣教師にと

っても先住民共同体にとっても、新しい社会建設を象徴しているというこの見解は、布教

活動を潰える各修道会の年代記や聖職者の書簡、報告書の中に繰返し述べられている。こ

こにその一例として、フランシスコ会士へロニモ・デ・メンディェ一夕（FrayGer6mimode

Mendieta）の『インディアス教会史』（1596）をとりあげる20。その中に以下のような一節が

ある。

「ヌエバ・エスパ←ニヤのインディオ改宗事業で特筆すべきことのひとつは、インディ

オ達の信仰心の篤さであった。彼らに教義を教え、信仰をひろめ、良きキリスト教徒と

して導くフランシスコ会宣教師を村に常駐させたいという彼らの願望は絶大であった。

…（ヌエバ・エスパーニヤのフランシスコ会の重要事項を決定する最高議決機関である）

19TbrreVillar；OP．Cit．，pP．11，25．
20FrayGer6nimodeMendieta，月詣taEiaech威お出baiHd由Ba（1596），M6xico，Editorial
Porrda，1980．メンディェ一夕は1524年から28年のいずれかの時期にスペインのヴ

イトリアで生まれ、1554年メキシコへ渡った。フランシスコ会が1524年に派遣し
た「最初の12人」の宣教師のひとりトリビオ・デ・モトリニーア（1569メキシコにて没）

から直接聞いた初期の宣教の模様と、1550年～1570年代という、メキシコにおけ

る修道院建設活動のピーク時を自ら生きた体験に基づいてこの『インディアス教会史』を
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管区会議には、宣教師の派遣を求めるインディオがいつも大勢押しかけた。そのため、

会議ではどう対処すべきか決めあぐねることがしばしばであった。．．．ようやく宣教師を

派遣してもらえることになった村では、人々の喜びようはたとえようもなく、…宣教師

を迎えるため、掃き清めた道に花を敷き詰め、音楽と舞踏で歓迎したものだった。…ま

だ修道院ができていない村では、石づくりの建物を半年足らずの間に建設した。なかに

は、すっかり修道院を完成して宣教師の派遣を待つ村もあった。‥．（宣教師の派遣がな

かなか受け入れられない場合）15回、20回と信じがたいほどの辛抱強さで管区会議

に足を運び、宣教師を迎えようとする村もあった。」21

フランシスコ会宣教師に対する、先住民のこのような強い憧懐は、ひとつには、フラン

シスコ会創始者の聖フランシスコとその教えを守る宣教師が、超自然的能力を備えている

と思われていたことによるといわれる22。しかし、メンディェ一夕によれば、先住民がフラ

ンシスコ会に固執した最大の理由は、同会の先住民に対する扱いが、ほかの2つの修道会

に比べて人道的で寛容だと考えられていたことであった。先住民は、アグステイン会の扱

いを、スペイン人入植者による虐待とさほど変わらぬものと考えており、アダスティン会

が村に修道院を建設することになれば、いかにひどい仕打ちと重い負担を強いられること

になるか恐れていたとメンディェ一夕は語っている。それに対して、フランシスコ会宣教

師は十分な理由なく先住民を打ったり、重い荷役を強いたりすることはないと考えていた

という23。

フランシスコ会のドクトリーナに属していたクアウテインチャン村（プェブラ州）がア

グステイン会の手に委ねられることになった時、先住民のとった態度が極めて否定的であ

著している。

21Mendieta，OP．Cit．，PP．321・323．先住民の改宗が進む一方で、フランシスコ会宣教師の不
足が深刻な問題になり始めるのは、1530年から40年代である。その頃には、それま
でフランシスコ会が担当していたドクトリーナを後者の他の修道会に引き渡さざるを得な

くなっていた。Mendieta，OP．Cit．，P．321．
22先住民は修道服にさえもそのような霊験が宿ると考え、健やかな成長を願って子供に修
道服を摸した装束を着せたり、修道服をしぼる粗縄に安産の利益があると考え、夜間に難

産の産婦がある場合に備えて、修道士が使い古した粗縄を常時修道院の戸口に掛けておく

習慣が生まれたといった逸話をメンディェ一夕は書きのこしている。Mendieta，Op．Cit．，

pp．321－323．また、聖フランシスコの霊験により、この聖人の祝日前後に決まって作物に甚
大な被害をもたらしていた霜が降りなくなったこと、この聖人に祈願すると、死んだ子供
が生き返ったことなどの事件によって、先住民の間に聖フランシスコへの信仰が浸透して

いった様も語っている。Mendieta，Op．Cit．，PP．332・333．
23Mendieta，OP．Cit．，PP．340・341．
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ったことは、このような背景を考慮するならば理解に難くない。クアウテインチャンは、

テペアカを主邑とするフランシスコ会のドクトリーナに所属し、テペアカから宣教師が訪

問するビシータ（訪問村）であった。しかし、この村の人口の多さに目をつけたアダステ

ィン会が、ここをアグステイン会の宣教師が常駐する独立したドクトリーナの主邑とする

ことをフランシスコ会に申し出、フランシスコ会もこれを承認した。ドクトリーナの主邑

となることは、それまで主邑に対して提供していた属邑としてのさまざまな義務から解放

され、今度は主邑としての特権を享受できることを意味していた。しかしながら、クアウ

テインチャンの先住民はこの決定に従わず、村に赴任して来たアダスティン会宣教師への

水や食料の供給を絶ち、ミサはわざわざテペアカのフランシスコ会修道院へでかけて聞き、

植民地政府、管轄の司教、在俗の有力者等あらゆる方面への嘆願を繰り返して、フランシ

スコ会管区会議の翻意をうながそうと試みる。それらがことごとく失敗すると、ついには

テペアカへの集団移住まで企てる。結局アダスティン会は先住民の抵抗の前にクアウテイ

ンチャンでの布教をあきらめ、相の混乱に心を傷めたフランシスコ会管区会議は、先の決

定を撤回し、事件はハッピーエンドを迎える。そしてその後しばらくして、クアウテイン

チャンはフランシスコ会ドクトリ｝ナの主邑となり、相に優美な修道院と荘厳な教会堂が

建設された24。

テイオティワカン（メキシコ州）の場合はもっと悲惨であったが、最後には彼らの願い

が聞き届けられ、村人は、フランシスコ会宣教師を迎えるための修道院と石造りの立派な

教会堂を完成させた25。テワカン（プェブラ州）でも、似たようなフランシスコ会宣教師誘

24Mendieta，OP．Cit．，pP．333・347．
25テイオティワカンはフランシスコ会によって改宗した村であったが、その後、近くのア
コルマンにできたアグステイン会のドクトリーナのどシータとなった。当時アグステイン

会は先住民の負担を考慮に入れない華麗な修道院と教会堂を建設することで知られていた。
これを恐れたテイオティワカンの村人は、再びフランシスコ会ドクトリーナの管轄下に入

れてもらうよう同会の管区会議に嘆願するが、修道会担当地域の割り当ては非常にデリケ

ートな問題で、管区会議の権限を越えたものであった。着任したアダスティン会の宣教師

は、さまざまな形で抵抗する先住民に厳しい懲罰を与えたため、先住民の抵抗はいっそう
激しさを増した。この事件はメキシコ大司教、副王、アウディェンシアといった植民地最

高決定機関をも仲裁役として巻き込み、スペイン人入植者らによる武力鎮圧といった騒ぎ

にまで発展するが解決せず、ついにカシーケに率いられた全村民が村を放棄する事態に至
った。一年余りの放浪生活の後、村人は窮状をスペイン国王に訴える。これに対して国王

は先住民が望まない修道会を強制すべからずという返答を出すが、その返答が届く前に、

村人の断固とした抵抗に屈した副王とアウディェンシアは、村人へ恩赦を与え、フランシ
スコ会に対してテイオティワカンに同会の宣教師を送るよう要請した。こうして人々は村

に戻り、2年間続いた村の苦難が終わった。Mendieta，OP．Cit．，PP．347・352．
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致騒ぎの後、石づくりの丸天井を架けた教会堂と修道院が建設されて事態は収拾された26。

メンディェ一夕が語るこれらの逸話が、いずれの場合も、村に先住民自身の手で、適度

の壮麗さを供えた修道院と付属教会堂が建設されるのをもって終わる事実は、16世紀に

先住民布教にあたった宣教師が、修道院とその教会堂に関して抱いていたイメージを良く

示している。宣教師らにとって立派に完成された修道院や教会堂は回復された秩序、そこ

に住まう神の子らの平和な生活を意味し、なによりもそれに貢献した自らの修道会の偉業

を無言のうちに示す最良の証であった。

一方これらの物語からは、先住民側の論理も読み取ることができよう。まず1．6世紀の

前半において、先住民が積極的に村に宣教師を誘致するについては明確な理由があった。

宣教師や修道会の始祖である聖人が持つ超自然的力に対する信仰と、ドクトリーナの主邑

になることで周辺の先住民集落に対して得られる政治的・経済的優位性である。ところが、

これらの物語はまた、村への修道院誘致は常に歓迎されるものではなかったことも示して

いる。修道院建設と宣教師の維持が重い負担となる場合である。しかしその場合にも、先

住民村には、植民地統治機構の中に設けられた先住民保護規定や、機構そのものが宿して

いた副王・アウディェンシア・植民地教会間の権力の重複という特徴を巧みに利用すること

によって、植民地政府の決定を覆すためのさまざまな抵抗手段が残されていた。植民地の

聖俗両方面の権威への請願、果ては村の放棄まで、先住民は断固要求を貫き、その抵抗は

かなりの効力を有したことがわかる。先住民にとって修道院の建設は、利益と負担の両方

を伴うものと解釈されていたものの、彼らはそれを天秤にかけ利益の大きい方を選択した

といえよう。

16世紀後半、先住民人口が急速に減少するのに反比例してペイン人の入植が進み、ス

ペイン人社会を支えるための先住民の負担が増大すると、修道院建設は過重な犠牲を意味

するだけのものとなっていった。おりしも、各修道会は自会の功績を誇示すべく、先住民

村での壮麗な修道院建築競争を繰り広げていた。このような修道院建設への批判が高まる

に及んで、ついに国王が規制に乗り出すのであるが、リカードは『メキシコの精神的征服』

の中で、そのような負の側面を認めた上で、次のように述べている。

「しかしながら、（それでも）村の面子をかけて、壮麗な修道院を先住民自身が率先して

建設した村もあったことは特筆すべきであろう。そして、誕生直後のキリスト教信仰に

とって、そのような感情の芽をつみとることがいかに愚かなことであったかを我々は理

26Ibid．，pp．353－358．
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解しなければなるまい。同じ理由によって、先住民に教会堂建設を強制することにもな

んら問題は無かったと理解すべきであろう。宣教師がやったことは、今日の政府（19

30年代のメキシコ政府のこと）が、（先住民が収める）税金で学校を建て、彼らを同化

（inco叩OraCiるdLようとしている原理と何一つ変わらない。…建設への協力をつうじて、

自分たちの学校に対する愛着と関心が育まれるのと同じことだったのである」「（宣教師

にとって）教会堂はキリストの神秘的な体であるばかりでなく、目に見え、手に触れる

ことのできる人間社会そのものであった。‥．美しく堅牢な教会堂からミサを告げる鐘の

音が響き渡るとき…初めて（植民地）教会が確立したことになるのである。」27

このように、16世紀に修道会の年代記に示された先住民村に建つ教会堂の意味は、2

0世紀前半リカードが著わした教会史の中でも踏襲されて今日に至っている。

2．エスノヒストリーが明らかにする意味

村の設立に伴って建設された教会堂が、先住民にとってどのような意味を有していたか

という問いには、新しい歴史学の分野であるエスノヒストリー研究からも答えが出され始

めている。植民地期には先住民言語の音をアルファベット表記であらわした文書が数多く

作成された。それらは、先住民エリートが自らの部族の歴史を記述したものから、先住民

共同体が村の利益を擁護するために作成した文書、さらには宣教師が先住民布教に役立て

るため先住民の慣習を書き取ったり、キリスト教義を翻訳したものまで多岐に渡っている。

当然のことながら、それらの文書の歴史史料としての価値は非常に大きいものの、研究者

にとって先住民言語の習得が壁となり、近年まで十分利用されなかったのが実態であった。

しかしながら、それらの文書の紹介が進むにつれて、アメリカ大陸の先住民の植民地期に

おけるエスノヒストリ←研究に新たな可能性が開かれた。

1970年代から盛んになる文化史研究の手法を、メキシコのエスノヒストリー研究に

導入したフランス人歴史家セルジオ・グルジンスキーは、80年代に発表した主著『想像

世界の植民地化』28と、それを要約した論文「植民地期メキシコにおける民族のアイデンテ

ィティーと西欧化」29の中で、村の教会堂が先住民にとっていかなる意味を有していたかに

27Ricard，OP．Cit．pp．279・281．

28Gru21inski，LacoLm由（読玩（おh血ag血＆めop．cit．
29SergeGru2；inski，“Laredagujerada．Ⅰdentidades6tnicasyoccidentalizaci6nenel

M6Ⅹicocolonial（SiglosXVl・ⅩⅥⅠⅠ），”Amdtjbah伽Ba，VOl．46，nO．3，1986，pP．411・434．
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ついて以下のような解釈を行っている30。

グルジンスキーによれば、没落の度を深める伝統的貴族層に比して、征服後に力をつけ

共同体の役職を侵食していった平民階級の先住民にとって、征服こそ新しい社会の始まり

であった。そのアイデンティティーが作り上げられてゆく過程は「重要証書」（Titlllos

Primordiales）の中に跡づけることができる。「重要証書」は先住民共同体の土地その他の権

利を書き記したもので、各村が代可真重に保管し、共同体の利益を守る必要が生じたとき、

植民地当局に提示した文書である。その多くは、先住民言語がアルファベット文字で記載

されており、村域を示す絵図面を含むことも稀ではない。証書の内容の中核となるのは、

スペイン支配下で、相が正当な手続きにより建設（集住化）され、村域が確定され、土地

の安堵などの恩典を授与されたことを証明する記録であった。その中で、それらの手続き

と不可分に結びつく決定的出来事として語られているのが、教会堂の建設である。グルジ

ンスキーによれば、ここで教会堂建設が象徴しているのは、村に新しい神「御聖体」が到

来し、そのための器が用意されたこと、すなわち、共同体の未来と再生産を司る儀式（洗

礼・結婚・葬式）をとりおこなうための家が用意されたことであった。それにつづいて多

くの「証書」には、相の守護聖人を定める様子が語られている。守護聖人への信仰は、先

住民がキリスト教を土着化させてゆく上で重要な役割を果たしたとされている。また、グ

ルジンスキーは、征服以前の先住民世界で、移住の伝承は神がその土地を新来者に託する

形をとることが少なくなかったことから、「証書」の内容はそのキリスト教版であったとも

指摘している。「証書」のもたらす情報の中でもうひとつ興味深いことは、そこに村域の境

界が執拗なまでに明確に書きこまれていることである。周囲の村の長や管轄地域の下級官

吏なども参列して行われる複雑な儀式の中で、境界の目印となる石や木、丘や泉などが確

定された。この境界によって守られた小世界の中心に教会堂が据えられたのであった。植

民地時代の文書の中で、先住民は自らを「どこどこの住人」と名乗り、よそ者をやはりそ

の出身地の名で呼んで区別している。彼らにとって、土地に無縁の呼称は意味をもたなか

ったのであろう。各共同体のアイデンティティーは、「証書」の中に記載された土地の名称

や、境界線を示すために長々と書き連ねられた地形の特徴と滞然一体をなし、証書に添え

られた「絵図」の造形の中に体現されていたと考えられる。グルジンスキーは、証書と絵

30この労作の主題は、植民地期三百年にわたる被征服民のアイデンティティー模索の過程

である。グルジンスキーはまず、先住民の伝統的指導者層である旧来からの貴族層が、征
服直後の16世紀からいかにして新たなアイデンティティーを模索したかを論じた後、1

7世紀に顕著になる非エリート先住民のアイデンティティの形成について考察している。

本論にとって特に示唆的なのはこの部分である。
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図はそれを守り伝える人々にとって、決して譲れないもの、すなわち土地それ自体であり

柑そのものであったとしている31。

グルジンスキーが、征服を境に先住民の新たなアイデンティティ←が王権と教会という

外部の権威の下に作り直されたことを論証しているのに対して、それをさらに一歩進めて、

征服を経ても連綿と彼らの心性の底に流れつづけた部分に注目し、「先史時代」と「植民地

時代」の断絶を突き破ろうという試みもすすめられている。

征服以前の先住民世界への歴史的アプローチは、わずかに残された先スペイン期の写本、

考古学研究の成果、ならびに征服後に書き残された文字・図像史料とによっている。なか

でも征服後に作成された文字・図像史料は、16世紀の聖職者が主たる書き手もしくは編

者である場合が多く、憤重な史料批判を要するものの、特に豊富な記録が残るナウア族に

関しては征服直前の世界について、多くの情報を提供している。そのような知識を前提と

して、先住民のキリスト教受容の実態を、それを受け入れる母体となった伝統的世界観、

信仰体系との関連の中で検証しているのが、バークハートの『危うい大地』32である。

バークハートが用いるのは、宣教のために16世紀にナワトル語に訳されたキリスト教

の「公教要理」「説教」「祈祷文」や宣教師の手引きとなった「ナワトル語辞典」等である。

それらの中で、宣教師がキリスト教の各種の概念を表すためにいかなるナワトル語の用語

（＝記号）を選択したか、そしてその語が本来ナウア族の間でいかなる概念を示していた

かを詳細に検討することによって、宣教師が教えようと努めたキリスト教的道徳観念が、

ナワトル語という記号を介して伝えられた時、はからずも先住民の伝統的なそれへ移しか

えられてしまったことを痛快なまでに明らかにしている。それを「中心と周辺」「清浄と汚

れ」「節制と過剰」「健康と病」といった道徳観念についてそれぞれ検証してゆく中で、「征

服されたキリスト教」という最終章での指摘に納得させられるのである。これはリカード

の『メキシコの精神的征服』を正反対の視点から見たものである。

バ｝クハートによれば、ナウア族にとって地球すなわち大地は、注意深く祖先の教えを

守って暮らさなければ思わぬ災難に陥る、危険に満ちた危うい場所であった。大地はまた、

東西南北の四つに区分され、それぞれが神・動植物・色・暦等の複数の象徴と結び付けら

れていた。この大地を支配するアステカ族が拠点とし、主神を祭る神殿を置いたテノチテ

ィトランが大地の中心（へそ）であった。都市や集落もまた四区分されていた。その内部

は秩序ある安全な場所と考えられたが、外は危険に満ちていた。外部空間に繋がる「道」

31Gruzinski，“Laredagujerada，”pp．414－426．

32LouiseBurkba玖7鮎戯画p朗y励椚仏．飽加点・α通商肌他職〟払毎雛血成加猥感
触tuzyMbxibo，nlSCOn，TheUmiversityofArizonaPress，1989．
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もまた危険な場所のひとつであった。道が交差する十字路は二倍危険であった。一方キリ

スト教においては、集落はそこに教会堂・十字架・パンとワインがあるがゆえに悪魔の邪

悪な力から守られているのであって、安全・危険は宇宙の秩序とは何の関係もなかった。

キリスト教徒にとって宇宙秩序の確立は世界の終末まで得たねばならぬものであった33。

すでに述べたように、集住化策により先住民はそれまで以上に密度の高い集落を成して

住むことを強制される。これによってナウア族の伝統的な中心と周辺の対照性はひときわ

強調されるようになった。植民地の都市計画は、先住民の新しい集落にも幾何学的対象性

を求めたため、村の街路は格子状にひかれ、中央には必ず祭祀的・行政的機能を有する四

辺形の中央広場が設けられた。修道院はほとんどの場合この広場に面して建てられたので、

そこからは真っ直ぐな道が四方へと延びる結果となった。この都市計画の意図がどこにあ

ろうとも、これはナウア族の空間秩序と驚くべき一致をみせている。さらに、修道院の前

に広がる四辺形のアトリオやその四隅に建てられたポーサ礼拝堂、付属教会堂の正面に立

つ石の十字架も、空間の四分を暗示していた。こうしてどの集落にも、広場と教会堂とい

う新しい象徴的中心が与えられた。ナウア族はもはやテノチティトランを必要としなくな

った。彼らはそれぞれの集落に独自の聖なる中心を持ち、その周囲に自らを秩序づけるこ

とが可能になったのである。アトリオを堅固な壁に囲まれた修道院建築の全体が、壮麗な

どラミッド神殿の代替物そのものであった34。バークハートの以上のような考察は、新しい

集落の中心としての教会堂の象徴性を征服以前にまで逆上らせ、これとしっかりと結びつ

けるものといえる。

このように、植民地期の先住民についてのエスノヒストリーは、先住民言語で書かれた

文書の解読、考古学上の知識の集積、文化史や記号論などからの視点の導入等によって、

現在新たな試みを進めている。さらにそこには、歴史的視点を重視する文化人類学からの

研究や35、先スペイン期のエスノヒストリーの業績も加わって36、先住民の偶像崇拝・迷信・

83Burkh．art，OP．Cit．，PP．58・68．

34Ibid．，pp．69・71．

35GonzaloA卯i汀eBeltrAn，腸血βア皿βg由Jd卿郎（おβクエエ肋躇血相血

甜血路血相α血血如MるⅩico，FondodeC山turaEeondmiea，1992（初版1963）；Geor酢M．

Foster；OP．Cit．；MariaTbre＄aSepdlvedayH．，LoS理研POZitkK，Sy励eDh
L卸血duhgD（ねmtzcuBm，M6Xico，lNAH，1974；HugoG．Nutini，Tbdhg励DtOSjn
点α摺ノ加点JA伽α℃よね物理戯豆喝皮かd伽ムdお力朋か見料dr蕗e仇〟ar班e加点d
Princeton，PrincetonUniverSityPress，1988；PedroCarrasco，etal．，上虐SOCibLhd

血伽aeBelCbD如ytkCidbDteくね勒Zamora，Mich．，COLMICH，1986；Gon2；alo
AguirreBeltranyRobertoMorenodelosArcos（coordinadores），腸血由aDOVOh毎はBa．
鞄血．mvol．2dela励tamb蝕emlゐh腸ditinaen勒M6xico，UNAM，1990；
etc．
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医術、あるいは聖人崇拝やカルゴ制（祭礼負担引受け制）などを軸とした先住民のキリス

ト教の性質やシンクレテイズムの実態などに関して、非常に実り多い成果をあげている。

こうした研究は、集住化によって新しくできた先住民村の中心に据えられた教会堂が、新

しい社会のおとずれを象徴したばかりでなく、その都市計画の中に伝統的世界観や空間構

成を、教会堂をめぐる祭礼の中に伝統的儀礼を融合させ、結果として、教会堂が村人のア

イデンティティーと強く結びついたことを明らかにしている。タラスコ地域に出現したミ

チョアカン様式の教会堂も、そのような特性を備えていたと考えられるが、次に改めて検

討してみたい。

第三節　タラスコ地域の集住化と教会堂

1．集住化の推進者

（1）修道会

タラスコ地域の先住民布教にあたったのは、フランシスコ会とアグステイン会であった。

16世紀のヌエバ・エパーニヤで三托鉢修道会が最も活発な宣教活動を展開したのは、メ

キシコ中央高原であったが、そこから南部のミシュテカ地方の宣教に進んだドミニコ会を

除き、フランシスコ会とアダスティン会はもうひとつの重点地域としてミチョアカン地方

を選択した。1570年当時の各修道会修道院の分布からも、ミチョアカンが両会の活発

な宣教活動の舞台の一つであったことがわかる（地図2）。フランシスコ会はミチョアカン

を拠点としてさらに西北、現在のハリスコ州への宣教を進め、アダスティン会は宣教の空

白地帯を求めて北東部、現在のイダルゴ州での宣教にも力を入れた。ミチョアカン地方の

温暖な気候、農産物の豊かさ、比較的高い文化を持つ友好的な先住民の存在は宣教活動へ

の好条件と考えられた。この条件が重要であったことは、ユカタン地方やチチメカ圏での

宣教に要した時間と困難に比べてミチョアカンでの宣教が短期間で徹底しておこなわれた

36MiguelLe6n・Portilla，伽鞄otLbuacRBahSaZte甜S：血eDieseiniejpm由dぬes
h蓮ぬ昂M6xico，UNAM，1971；AlfredoL6pe2；Austin，肋bmfTDbs：曲ypoLttkza
eDelmuDdbBdAuatLM6xico，UNAM，1973；MiguelLe6n・Portnla，7あ肋qyotZ：a甲eCtOS

（おhcultLLmBdbuaLLM6Ⅹico，FondodeCulturaEcon6mica，1980；BernardoOrti2；de

Montellano，腸血由乳用血dy刀びわ滋血ag由朗昂M占Xieo，SigloⅥ血tiunoEditores，

1993；MiguelLe6mヤortilla，劇とねg血0ゐ血夕月血血ⅥJとお血椚肋dァあざ肋g

mesoamezkaLZOSa血escEltumaJ脇bd放浪，M6Ⅹico，FondodeCulturaEcon6micaL，1996；
etc．
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ことによく表れている。表3は、フランシスコ会とアダスティン会がミチョアカン地方に

設立した修道院を設立年順に列挙したものである。

表3　ミチヨアカン地方修道院設立年

フランシスコ会37

ツインツンツアン1525（TEintzuntzan）

ウルアパン1535（Uruapan）

シナペクアロ1536頃（Zinap占euaro）

パックアロ1540頃（PAzeuaro）

ヒキルパン1540（Jiquilpan）

バリヤドリッド1541頃（Ⅵllladolid）

タレクアト1543（恥recu．ato）

タヒマロア1545頃（恥Ⅹimaroa）

サカブ1548（Zacapu）

エロンガリクアロ1552・1567（Erongaricuaro）

タンシタロ1555ぐrancitarO）

プレンチェクアロ1556（Purenchgcuaro）

チヤマクエロ1561（Chamaeuero）

ペリバン1568頃（Periban）

シタクアロ1570頃（Zi眩cuaro）

タリンバロ1580（Tarimbaro）

37Le6nAlanis，Op．CitりPP．299・300．このほかに、同会のミチョアカン管区（サン・ペドロ・

イ・サン・パプロ管区）にあって現在のミチョアカン州外にある修道院には以下のものが

ある（本院のみ）。1583年までに設立されていたもの、ケレタロ（Quer飢aro）、セラヤ

（Celaya）、サン・フェリーペ（SanFelipe）、アパセオ仏paseo）、アカンパロ仏cambaro）、ト

リマン（1blimad、ならびにハリスコ地方の26修道院＜ミチョアカン司教区内のコリマ

（Colima）、タマスーラ汀amazula）、トウシュパン（Tuxpan）、サボトラン（ZapotlAdを含む
＞。1583～1626年の間に設立されたもの、シチュ（ⅩicIld）、サンタ・アナ・アマト

ラン（SantaAnaAmatlan）、レオン（Le6n）、サルパティニラ（グアツインデオ）（Salvatierra）、

アカプルコ仏capulco）、サン・ミゲル・エル・グランデ（SanMiguelelGrande）。1626

年以降に設立されたもの、サン・アンへル（SanAngel），イラプアト（Ⅰrapuato）、プェプリ

ト（Pueblito）、サン・フアン・デ・ラ・ベガ（SanJuandelaⅥ増訂。Bravo，月詣toぬ，

pp．175・176．
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ピチヤタロ1586（Piehataro）

チヤラパン1586（Cbarapan）

アパツインガン1583－1626仏patzin痴n）

シランダロ1583・1626（Sirandaro）

パタンバン1583・1626（Patamban）

トウシュパン1583・1626（恥Ⅹpan）

コクパオ1627・（Cocupao）

サモラ1627・（Zamora）

トラルプハウア1627・（Tlalp両ahua）

トウサントラ1627・（Tu名antla）

アダスティン会38

ティリペテイオ1537（Tidpetio）

タカンパロⅥ1538p．1540恥Cambaro）

バリヤドリッド1549（Ⅵllladolid）

ユリリアプンダロ1550軌driapdndam）

クイツェオ・デ・ラ・ラグーナ1550（Cu如eodelaLa卯na）

チヤロ1550（CharO）

ウアンゴ1550（Huango）

コパンダロⅥ1550p．1566（Copandam）

ハコーナⅥ1551p．1555（Jaeona）

ウカレオ1555（Ucareo）

シロスト1575（Ⅹirosto）

パックアロ1576（PAtzcu．aro）

チュカンディロ1576（Chucandiro）

38Ibid．，PP．179・183；Roberto，JaramilloEscutia，LagaguStiDOSdb肋∂虎崩れ
1602・165ZLa腸〟肋acidzHおuDaPm血cLh，M6Ⅹico，Ponti丘ciaUniversidad，1991，
pp．59，312・313．このほかに、同会のミチョアカン管区にあって現在のミチョアカン州外に
あるものに、トナラ恥nala1573）、オコトラン（Oeotlan1573）、サカテカス吃acatecas1576）、

グアダラハラ（Guadalajara1573）、サン・ルイス・ポトシ（SanLllisPotosi1603）、サン・
ペドロ・アナルコ（SanPedroAnalco1604）、セラヤ（Celaya1609）、サラマンカ（Salamanca
1615）、サン・ニコラス1617（SanNicoIAs1617）、グアディアーナ（Guadiana1621）、アヨ

（如01637）がある。1725年にはケレタロにも設立される。
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テインガンバート1581（Tingambato）

サン・フェリーペ・デ・ロス・エレーロス1595（SanFelipedelosHerreros）

サンティアゴ・ウンダメオ1595（SantiagoUndameo）

パランガリクティーロ1605・1606（Parangaricutiro）

サカン1615（Zac良n）

サンチアゴ・タンガマンダペオ1620（Santia酢）Tangamandapeo）

エトウクアロ1623（E祓euaro）

タンガンセクアロ1648（つもr噌ant盗るcuaro）

（ⅥVicario副院、p．pdorato本院、無印は本院）

フランシスコ会のミチョアカンにおける宣教は、アカンパロを中心とする東部平地の一

部と、パスタアロ湖周辺とその西部の山地に重点を置いた。これに対して、フランシスコ

会よりも遅れてミチョアカンに入ったアダスティン会は、ティリペテイオを拠点として、

南部のティニラ・カリエンテから宣教に着手し、フランシスコ会の宣教地域の間を南北に

貫くように宣教活動を拡大していった。

タラスコ族へのキリスト教布教は、1525年、タラスコ王国の首長カソンシがメキシ

コ市訪問中に洗礼を受け、フランシスコ会士にミチョアカンでの布教を要請したことによ

って始まる。当時メキシコのフランシスコ全土の首席であったマルチイン・デ・バレンシ

アはそれに応えて、同年、マルテイン・デ・ヘスス（FrayMartindeJesds）またの名をマル

テイン・デ・ラ・コルーニヤ（FrayMaTtindelaCoru点a）を長とする数名の伝道団をツイン

ツンツアンに派遣した。スペイン、ガリシア地方ラ・コルーニヤ出身のマルチイン・デ・

ヘススは、メキシコに最初に到着した12人のフランシスコ会士のひとりで、清貧、祈り、

慈悲心において際立った徳を有する聖性の高い人物であったと言われる。

カソンシの命によりタラスコ族の盛大な歓迎で迎えられた宣教師の一団は、すぐにツイ

ンツンツアンの集落の中で最も適した場所を運び、先住民の助けをかりて木製の教会堂と、

清貧の教えにかなった藁ぶきの粗末な僧房からなる修道院を建設した。付属教会堂はサン

タ・アナ教会堂と命名された39。修道院は、1530年代にパックアロ湖畔に近い平地に場

所を移して建設され直し、現在に至っている40。

カソンシの保護下、マルテイン・デ・ヘススはフランシスコ会がメキシコ中央部で用い

39Ibid．，pp．114・115．

40Ibid．，pp．116・117．
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たのと同様の方法でタラスコ族への布教を始めた41。ミチョアカンでもまた、タラスコ族の

神々は悪魔とされ、神殿や偶像が破壊された。悪魔に欺かれた人々が死後地獄で受ける苦

しみへの恐怖がかき立てられ、一夫多妻制が禁止された。言葉の障害に加えて、長年の慣

習への固執、伝統的宗教の祭司達の妨害、宣教師の数の不足などによって、この宣教事業

の船出は非常に困難なもので、宣教師達は当初ツインツンツァンに常駐しながら、パック

アロ湖畔の集落を訪れて布教するにとどまっていた。

1520年代の末、新たに数名のフランシスコ会士がミチョアカンに派遣されると、布

教の手はそれ以外の地域にも広げられていった。後述するように、ウルアパンやその周辺

のシエラ（山地）で多数の先住民村落を集住化し、病院42を創設するフアン・デ・サン・ミ

ゲル（FrayJuandeSanMigⅦel）も1520年代末もしくは30年代初頭にミチョアカンに

到着したと考えられている43。もうひとり、タラスコ族の間に大きな足跡を残したのが、1

540年代にサカブとタレクアトに修道院を設立したハコボ・ダシアーノ（FmyJaeobo

Daeiano）であった崩。

そのほかにも、最初にタラスコ語の読み書きを習得し、1541年に『ミチョアカン報

告』を著したとされるへロニモ・デ・アルカラ伊rayJerd血modeAcala）45、1535年頃

ミチョアカンに入り、タラスコ語の辞書やタラスコ語での書物を数多く著したマトウリー

ノ・ヒルベルティ（FrayMahrinoGilberti）など、ミチョアカンでの宣教に携わった宣教師

の偉業が、ヌエバ・エスパーニヤの他の地域で宣教に携わった数多くの宣教師たちと共に、

フランシスコ会年代記の中で讃えられている46。フランシスコ会宣教師は、先住民の間で寝一

起きし、裸足で、一枚きりの僧服をまとい、先住民と同じものを食し、馨ることなく生活

し、全てを先住民に与えたという。彼らが先住民の心を引きつけることができたのは、エ

ンコメンデーロをはじめとして、奪うことばかりに狂奔するスペイン人とは余りに対象的

41子供への教育を通じて年長者へ教えを広める、毎朝毎夕人々を集めて祈りの言葉を暗唱

させる、布に描かせた情景やシンボルを棒で指しながら教義の説明を行う、等々。Ibid．，

p．118．

42　ミチョアカンの先住民村の病院制度については本論第八草参照。

43Ibidリp．113．

44ダキア（現在のルーマニア）生まれの王族の出で、諸般の学芸や神学に秀でていたこの

修道士は、タラスコ語も会得し、1566年タレクアトの修道院で没するまでミチョアカ
ンでの布教に尽くした。

亜へロニモ・デ・アルカラは、初代ミチョアカン司教パスコ・デ・キロガが司教座をパッ

クアロに移すためその地に集住化を行った際、協力したフランシスコ会士のひとりでもあ

った。AGI，血β放れ178，nO．2，ramO2，1574，Sin払lian

46Ⅵbrren，上虐αⅥ如血由，p．121．
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な生活ぶりと、先住民に対する接し方にあったとフランシスコ会年代記は述べている47。後

にアダスティン会や在俗教会の担当地域になる場所の多くも、最初に宣教に入ったのはフ

ランシスコ会であった。フランシスコ会の特徴は、先住民の負担にならない粗末な修道院

と教会堂を作りながら、急速に布教の手を延ばすことであった。このようにして、ミチョ

アカンの中心部の大半はまずフランシスコ会のドクトリーナとなった。タラスコ族への布

教において、フランシスコ会は最大の功労者であった。

フランシスコ会のミチョアカン地方の宣教区は、1536年、同会のサント・エバンへ

リオ管区（ヌエバ・エスパーニヤ全土を管轄）のクストディア（地方区）の地位を与えら

れ、1．565年には隣のハリスコ地方の宣教区を含めて、独立したサン・ペドロ・イ・サ

ン・パプロ管区伊でOVinciadeSanPedroySanPablodeMichoac丘n）となった。サン・ペド

ロ・イ・サン・パブロ管区内には、1583年47の修道院が存在し、内ミチョアカン地

方にあったのは21であった。1603年サカテカスのサン・フランシスコ管区（Provincia

de San Francisco de Zacatecas）が、1606年ハリスコのサンチアゴ管区（Provincia de

SantiagodeJalisco）が独立した。この時点でサン・ペドロ・イ・サン・パプロ管区に残っ

た修道院数は39であった。1626年間管区の修道院数は34であった亜。

フランシスコ会がミチョアカンから北部のヌエバ・ガリシアやチチメカ族の領域に向か

って、急速な勢いで宣教地域を拡大したのに対して、アダスティン会の布教事業は比較的

狭い地域にとどまり、より徹底した細やかなのものであった。同会は、1537年、ティ

リペテイオのエンコメンデーロ、フアン・デ・アルバラード（JuandeAlvarado）によってミ

チョアカンへ迎えられ、ここを拠点として、まずミチョアカン南部のティニラ・カリエン

テでの宣教を始める。この年（1537）ティリペテイオの修道院が設立され、翌年にはタカ

ンパロのエンコメンデーロ、クリストーパル・デ・オニヤーテ（CristるbaldeO魚ate）の協力

でタカンパロにも修道院が設立された49。

こうして、フランシスコ会が敬遠した酷暑の地ティニラ・カリエンテでの宣教（1540・1567）

を第一歩としてミチョアカンに入ったアグステイン会は、すでにフランシスコ会がドクト

47フランシスコ会のミチョアカンでの活動を記した主な記録に、モトリニーア（恥ay恥ribio
deBenavente通称Motohnia）の『ヌエバ・エスパーニヤ布教史』（1536－1541）と、ディェ

ゴ・ムニヨス（FrayDiegoMll五0カ（1583）、アロンソ・デ・ラレア（FrayAlonsode

Larrea）（1639）、イシドロ・フェリックス・デ・エスピノーサ伊rayIsidroft封ixde
Espinosa）（1751）、ならびに、パブロ・ボウモン（FrayPabloBeaumont）（1780年代）の年代
記がある。（）内は完成時期。

48Bravo，助ねぬ，pp．175・176．
49Ibid．，p．173．また、同会はミチョアカンとメキシコ市を中継するためトルーカ地方のオ
キーラ（1537）とマリナルコ（1540）にも修道院を建設した。
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リーナを設立していた地域との重複を避けながら、スペイン人都市バリヤドリッドや、ク

イツェオ湖の周辺で修道院建設を行った。1567年、アグステイン会は宣教師数の不足

から、ティエラ・カリエンテ宣教区をミチョアカン司教へ引き渡しこの地から撤退するが、

1575年、山間部シエラで、かつてフランシスコ会ドクトリーナであったシロストを引

き継いだ紬。アグステイン会が1602年までにミチョアカン地方で設立した修道院は20

以上にのぼった51。

ミチョアカンでの最初の拠点となったティリペテイオには、1547年には非常に立派

な修道院と付属教会が建設され、先住民の病院のほか、先住民に職業訓練を行う．学校も整

備された。フランシスコ会の宣教師が特にその清貧さによって潰えられるのに対して、ア

ダスティン会の宣教師は、ミチョアカン宣教の道を開いたアロンソ・デ・ベラクルス伊ray

Alonso deⅥ汀aCruZ）や、ミチョアカンでのアダスティン会の修道院と教会堂の建設に重要

な役割を果たしたディェゴ・デ・チヤベス（恥ayDiegodeChaves）に代表されるように、学

問の高さや優れた建築土木技術などに特徴づけられるといえる。アグステイン会はまた企

業家精神を持ち合わせた集団であり、ミチョアカンでいくつものアシェンダを経営し、そ

の収益を修道院や教会堂の建設・運営にあてた52。

フランシスコ会の宣教活動は、16世紀末ミチョアカン～ハリスコでの最盛期を終えて

北西部のドウランゴ、サカテカス、シナロア方面へと移って行った。ティニラ・カリエン

テの放棄を契機として、アグステイン会もミチョアカンでの宣教の山場を終え、その後は

鉱山や農牧生産に支えられて成長し始めた植民地白人社会への宗教サービスという新しい

活動の場へ転向してゆく。このような修道会の活動の縮小に反比例して、ミチョアカン地

方で在俗聖職者の数が増え、宣教が完了したドクトリーナは次第に在俗司祭の手に委ねら

れていった。その後も修道会の勢力の後退は続き、修道会のドクトリーナを在俗教会へ返

50シロストは1568年から在俗教会の司祭の担当教区となっていた。
51ヌエバ・エパーニヤのアダスティン会修道院は、1568年までスペインのカステイリ

ア管区に属していたが、この年ヌエバ・エスパーニヤに、サント・ノンプレ・デ・ヘスス

管区（ProvinciadeSantoNombredeJesds）が独立し、ミチョアカンはそのクストディア
（地方区）となった。そして1602年、ミチョアカンに、サン・ニコラス・デ・トレン

ティノ管区（ProvinciadeSanNicol鮎deTblentinodeMichoacah）が創設された。この管区
は遠くハリスコ地方やさらに北方の地域も含んでいた。1646年時点で同管区内の修道

院数は32、内ミチョアカン地方にあったのは21個所であった。Ibidリpp．179－180；

Jaramino，OP．Cit．，PP．312・313．

52ミチョアカンでのアグステイン会の活動を記した年代記には、フアン・デ・グリハルバ

伊rayJuandeGr軸lva）（1624）ならびにディェゴ・バサレンケ（FrayDiego

Basalenque）（1646）の年代記と、マティアス・デ・エスコバール（FrayMatiaSdeEscobar）
の未完の『アメリカーナ・テバイダ』（1744）がある。
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還させる在俗化（secularizacidn）の徹底を命じるフェルナンド6世の勅令（1753・1757）の

後、ミチョアカン司教区内でフランシスコ会が担当するのはアカンパロとサン・フアン・

デ・ラ・ベガの2カ所、アダスティン会もユリリアプングロとクイツェオのみとなった53。

（2）初代司教パスコ・デ・キロガ

タラスコ地域の先住民布教を語るうえで欠かすことのできない人物がパスコ・デ・キロ

ガである。彼はミチョアカンの歴史上最も多く語られ、ミチョアカンの人々から最大の尊

敬を受けてきた人物のひとりである。彼の功績は、教会法を修め国王の能吏として、法の

遵守、正義の行使、義務の徹底的な遂行を自らに課した清廉潔白で厳格な法務官としての

それと、キリスト教的人文主義に基づき、悲惨な境遇にあった被征服民の社会を再建する

ことに全エネルギ山を費やした聖職者としての功績という2つの側面をもっていた。この

2つの側面は、ミチョアカン司教となってからのキロガの業績の中に明白である54。

法学者としての本領は、新世界に在俗教会組織の基礎を築くためにキロガが講じたさま

ざまな措置、なかでもミチョアカン司教区強化策の中に発揮された。パックアロへの司教

座移転と大聖堂建設プロジェクト、在俗聖職者養成のためのサン・ニコラス学院の設立と

ミチョアカンへのイエズス会の招致、托鉢修道会の勢力を削ぐための戦い、メキシコ司教

区との境界を巡る対立に加えて、第八章で詳述するサンタ・フェ病院村の存続を脅かす諸

53　ミチョアカンの先住民布教に携わった修道会はフランシスコ会とアダスティン会の2つ

であるが、これらに遅れてイエズス会もミチョアカン地方に修道院を設立する。イエズス

会がヌエバ・エスパーニヤに到着するのは1572年、ミチョアカンでの活動は1573
年パックアロに最初の修道院を設立してからのことである。従って、彼らはミチョアカン

中央部での先住民の改宗事業には殆ど携わることがなく、ミチョアカン初代司教パスコ・

デ・キロガが設立したサン・ニコラス学院の運営など、むしろスペイン人都市においてク
リオーリョの教育や都市文化の発展に貢献した。しかし、まだ不十分であったミチョアカ

ン周辺部での先住民布教には貢献し、ティニラ・カリエンテに頻繁に赴くとともに、．北部

のチチメカ族の集住化も行った。イエズス会が現在のミチョアカン州内に設立した修道院
はパックアロ（1573）とバリヤドリッド（1578）であった。ミチョアカン司教区内に設立された

イエズス会修道院は、ほかにサン・ルイス・デ・ラ・パス（SanL山sdelaPaz1589）、サ

ン・ルイス・ポトシ（SanLuisPotosi1623）、セラヤ（Celaya1720）、レオン（Le6n1731）、

グアナプアト（GuanajllatO1732）がある。Ibid．，p．173．
54パスコ・デ・キロガの出生地は、スペイン、カステイリア地方のマドリガルであった。

父親の名はパスコ・バスケス・デ・キロガ（ⅥlSCOVAz叩eZdeQ血oga）。生誕年は確定され
ていないものの、1485年から1488年頃と推定されている。一族はガリシア地方出

身のイダルゴ（郷紳）階層であった。スコラ学の伝統にルネッサンスと人文主義の影響が
及び始めていたサラマンカもしくはバリヤドリッドの大学で教会法を修めたキロガは、ト

マス・モアの『ユートピア』に特に強い感銘を受けた。ちなみにこの初版本は、後にパッ

クアロに設立するサン・ニコラス学院の図書館にキロガが残した626冊の書物の中に含
まれている。
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勢力との長期に渡る妥協を許さない訴訟の繰り返しなどの中に、誕生まもない植民地に教

会の秩序と安定した社会を確立しようとするキロガの固い決意を見ることができる。先住

民の保護者としての業績は、先住民の権利をめぐる論述の展開、ユートピアを目指したサ

ンタ・フェ病院村の設立や、キロガが命じたと言われる先住民村の再編策などに示されて

いる55。

スペインやアフリカでの法務官としての経験を買われたキロガが、ヌエバ・エスパーニ

ヤの第二次アウディェンシアのオイドールとしてメキシコ市に着任したのは1531年1

月であった。第二次アウディェンシアの最初の仕事は、征服後の混乱にあったヌ．エバ・エ

スパーニヤに新しい秩序を打ち立てることであった。1533年、キロガはヌニヨ・デ・

グスマンの暴挙によってカソンシが処刑され、騒然としていたミチョアカンの混乱を収拾

するため、ツインツンツアンを初めて訪れる。この時、最後のカソンシの親族にあたり当

時ツインツンツァンのゴべルナドールの地位にあったドン・ペドロの協力を得て、ミチョ

アカンにサンタ・フェ病院村を設立したとされている。キロガは前年メキシコ市の近郊に

55パスコ・デ・キロガの思想は以下の著作の中に読み取ることができる。①インディアス

諮問会議への書簡（1531）；②権利に関する報告五戒椚鳳鋸南ム即日ね躇db；③メキシコなら

びにミチョアカンのサンタ・フェ病院村運営のための規則と指示毎血gy血β必用g

p虎児d卯ム血Ⅵ0ゐ血ぎ血邸血あぶゐ励ガねjなあ朋あ血ア肋朋血；④パスコ・デ・
キロガの遺言（1565）。ほかに1553年のインディアス諮問会議への書簡と1537年なら
びに1550年頃に書かれたと思われる2つの論文がキロガ著とされている。

パスコ・デ・キロガに関する研究と著作はかなりの数にのぼる。主要なものとして、1

8世紀後半にフアン・ホセ・モレノが著した伝記『ドン・パスコ・デ・キロガの生涯と徳

に関する断章』、シルビオ・サバラの『パスコ・デ・キロガの理念』（1941）、マルセル・バ
タヨンの「パスコ・デ・キロガとバルトロメ・デ・ラス・カサス」（1952）、シルビオ・サバ

ラの『パスコ・デ・キロガの思い出』（1965）、J．ベネディクト・ワーレンの『パスコ・デ・
キロガとサンタ・フェ病院村』（1977）、ラファエル・アグアヨ・スペンサーの『ドン・パス

コ・デ・キロガ：法的思想』（1986）などがあげられる。日本で出版されているものでは増田

義郎の『新世界のユートピア』（1971）がある。f、myJosepllMoreno，抜ああ血俺βの壷
qu細，OZthnamEaちiesiameDtO，Morelia，Mich．，BalsalEditores，1989；Silvio
Zavala，ムお8月わあ俺βの（ね¢頑，M占Ⅹieo，1941；……，助Cぴe爪わ（お俺甜0（ね¢び血卵，

M6Ⅹico，EditorialPorrda，1987，初版M6xico，1966；MarcelBataillon，‘％scodeQuiTOga

etBaれ010m占delasCasaS，”戯壷由壷月毎ぬr由とおd皿ゐ滋沼33，Mる裏co，junio1952；

BenedictWarren，俺scodbqは吻ysusAo申血bspuebk）ゐ鹿Dta．掩，Morelia，Mich．，
UMSNH，1977；Ra払elAguayoSpencer；肋俺βの血q画，M6xico，Editorial
MiguelAn酢lPorr血，1986；増田義郎『新世界のユートピア』中公文庫1989．初版研究社

1971■ほかに本稿でキロガに関して参照した文献は釣揖pelもnaRamirez，俺脚並

々血聯ア即叩〃e肋β壷励ぷ由熊班お頭血m汀ア嵐曙M岳Ⅹico，別itorialPo空乱，
1977；MirandayBrise魚0，Op．Cit．；CarlosHerrej6nPeredo（ed．），地点B血oycibBCZa
eD血虎服aCidadb勒Zamora，Mich．，COLMICH，1984；FranciscoMartin
Hernandez，肋暢β㈲鹿Q血聯伽teciwdbbshdib扇Salamanca，Publicaciones
UniversidadPonti丘ciadeSalamancayCajaSalamancaySoria，1993．
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も同じくサンタ・フェ病院村を設立していた。この病院制度に関しては第八章で詳しく見

てゆくこととするが、それはキロガがトマス・モアの『ユートピア』から着想を得て考案

した革新的な制度であり、ヌエバ・エスパーニヤの先住民社会救済と再建のための理想的

姿を追求した試みであったこ　そして少なくともキロガが司教として治めたミチョアカンに

おいては、先住民社会再編のための重要な道しるべとなった。

オイドールとしての功績とサンタ・フェ病院村の成果を高く評価されたキロガは、15

37年初代ミチョアカン司教に任命され、1538年ツインツンツァンに着任した。キロ

ガはすぐに司教座をパックアロへ移転することを決め、当時わずかな先住民が居住してい

たに過ぎなかったパックアロへの集住化を敢行した。街の建設には三年を要し、この集住

化でパックアロには四万人の先住民と一定数のスペイン人が移り住んだとされる。次いで、

フランシスコ会とともに司教区内の先住民村の集住化を推進した。この時キロガは、サン

タ・フェ病院村から想を得て、新しく設立された村に病院を中心とする自主的運営組織を

与え、各村に固有の産品の生産技術を習得させて経済的自立を促したといわれる58。集住化

を直接指揮したのはフアン・デ・サン・ミゲルやハコボ・ダシアーノらフランシスコ会宣

教師であったが、キロガが重視したこうした方法が、ミチョアカン地方の集住化の中で広

く採用され、新しい先住民村の性格と将来を決定づけたことは確かであろう。キロガは晩

年までパックアロの強化と先住民村の再編に勢力的な活動を続け、1565年に没する。

ミチョアカン地方の先住民の間には、パスコ・デ・キロガをタタ・パスコ（タタはタラス

コ語で父の意）と呼んで敬愛する伝統が今も生きつづけているといわれる57。

ミチョアカン地方では、16世紀半ばまで、在俗教会の司祭が担当する地域はわずかな

数のエンコミエンダに限られ、在俗教会の重要性は極めて低いものであった。加えて、司

祭の中には旧世界の在俗教会組織の腐敗した慣習に染まった者、いかがわしい意図でヌエ

バ・エスパーニヤに渡ってきた者などが多数含まれており、人格・学識ともに、先住民布

教の高邁な理想を掲げた托鉢修道会が送り込む宣教師に及ばず、担当教区の先住民への不

当な扱いが度々問題となっていた58。このような状況に対処するため、キロガは設立まもな

56Ysassy；OP．Cit．，PP．85・94．
87キロガは司教区巡回中ウルアパンの病院で没したと言われている。彼が没したのはパッ
クアロであったとする説もある。キロガの遺体は、彼が心血を注いで建設を進めながら、

未だ完成をみていなかったパックアロの大聖堂に埋葬された。キロガは死後も先住民の篤

い尊敬を受け続け、1580年司教座がパックアロからバリヤドリッドへ移転する際、キ
ロガの遺体も移されるはずであったところが、パックアロの先住民の激しい抵抗にあい、

ついに彼が情熱を傾けて作り上げたこの街にとどめ置かれることととなった。

58Le6nAlanis，OP．Cit．，PP．154・156．
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い1540年頃のパックアロにサン・ニコラス・オビスポ学院を創設し、在俗教会の司祭

となるべき人材の養成を始めた。この学院では、聖職者となるために必要な学問のほかに、

先住民言語の習得が義務づけられた59。

16世紀半ば、スペイン国王はそれまでの托鉢修道会中心の先住民布教体制を大きく転

換させ、植民地での在俗教会組織の強化に力を入れ始める60。このような王室の方針の転換

には、1547年から1554年までスペインに滞在し、ミチョアカン司教区の諸問題の

解決にあたっていたパスコ・デ・キロガの発言も多分に寄与していたと考えられている61。

1554年スペインから戻ったキロガは、国王から授けられてきた様々な許可を後ろ楯に、

ミチョアカンの在俗教会組織強化のために精力的な活動を開始する。そして、同年、パッ

クアロで在俗教会担当教区とフランシスコ会担当教区を明確に分けたのを皮きりに、次々

と在俗教会司祭担当の教区を設置していった。1550年代後半からはシロスト、アラン

サ、コマンハ、コエネオ、ハツソ・テレメンド、カブーラほかなどに在俗の聖職者が配置

され始め62、1562年にはマラパティオ、トウサントラが、その少し後にはインダパラペ

オ、タイメオ、トラルプハウアが、さらに、マキリ、コアルコマンならびに太平洋岸の全

ての地域とモテイン地方が1564年までに在俗教会司祭の担当となった。キロガの存命

中設置された在俗教会の教区は18もしくは20にのぼった63。

1568年アグステイン会がティニラ・カリエンテの宣教区を返還したことから、その

地域に新たに20以上の在俗教会の教区が生まれた。16世紀末から17世紀初頭にかけ

ては教区の分割が進み、17世紀半ばには在俗教会担当教区は58になっていた。このよ

うな在俗教会担当教区の増加に対して、1574年からイエズス会が運営を引継いだサ

ン・ニコラス学院は引き続き人材養成の上で重要な役割を果たした64。

在俗教会教区の増加にともない、16世紀後半からは、教区担当司祭の身分保証と経済

的安定が計られ、各教区に国王から一定の報酬、すなわち聖職禄払ene丘cio）が与えられる

こととなった。それぞれの教区の聖職禄は、採用審査により選抜された候補者に対して、

副王の任命と、当該司教区の司教ならびに聖堂参事会の承認を経て付与されたが、こうし

て得た聖職禄は生涯保証された。このような制度への移行とともに、教区は聖職禄を意味

59Ibidりp．157．

601553年にはメキシコ市に大学が創設され、在俗教会のための優秀な人材の教育体制

が整備された。Ibid，pp．164－168．
61Ibid．

朗Ibid．，169．しかしシニラの大半の村はまだフランシスコ会の手に委ねられていた。Ibid．

63Ibid．，pp．169・170．

64Ibid．，p．176．
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するべネフイシオもしくはパルティードbartido）と呼ばれるようになった。こうして教区

司祭は、安定した収入を確保された65。在俗教会教区の増加の裏で、修道会担当のドクトリ

ーナを在俗教会の手に移す在俗化（8eeularizacidn）が推進された。在俗化に伴う在俗教会と

修道会の対立が最も鮮明な形で噴出したのが、ヌエバ・エスパーニヤでの在俗化推進の中

心的人物であったパスコ・デ・キロガを司教に戴くミチョアカンであったといわれる66。

2．タラスコ地域の集住化

（1）集住化による新しい集落構造

布教とそれに伴う集住化の結果できたダラスコ地域の新しい集落には、先に一般的に見

られたような象徴的意味や先住民のアイデンティティーと結びつくような構造上の特徴が

果たして見られたのかどうか。いくつかの事例をもとに検証してみたい。

ツインツンツァン

タテスコ王国の首都であったツインツンツァンは、北をパックアロ湖、南西をタリアク

リ山、南東をヤグアラト山に囲まれた要害の地にあった（図10）。タラスコ族への布教の

ため最初にタラスコ族の王国に足を踏み入れたフランシスコ会宣教師の鵬団は、1525

年ツインツンツァンにはいり、翌年、先述のように、先住民の助けをかりて木造の小さな

サンタ・アナ教会堂とわらぶき屋根の粗末なアドベの僧房を建設した。ボウモン著『ミチョ

アカン年代記』に収められた16世紀の絵図の写しによれば67、サンタ・アナ教会堂は現在

65一部の豊かな鉱山地域を除いて、16世紀にこれらの教区司祭が受け取った聖職禄は決
して十分なものではなかった。聖職禄は、その司教区の十分の山税や王庫からまかなわれ

たが、教区内に農場や鉱山があればそれらの持ち主がいくぱくかを上のせした。従って、

聖職禄は教区の豊かさによって異なっていた。ミチョアカン司教区においては、額の高い
教区で牛に200ペソ、最低で75ペソほど、平均で150ペソ程度であった。教区によ

る聖職禄の額の多少は希望者の数に反映され、額の低い教区では司祭希望者が皆無という

場合も生じた。Ibidリpp．154，174・175．
66キロガと修道会の対立は、フランシスコ会のマトウリーノ・ヒルベルティの著作『キリ

スト教義に関する対話』（月払吻ゐ加地血aa壷と血刀∂出版の是非をめぐって双方が誹誇
中傷を繰返したり、司教の命に反して修道会が先住民に宗教サービスを行うのを阻止する

ため、キロガ配下の聖職者がパックアロのフランシスコ会修道院やトラササルカのアダス

ティン会修道院の聖水盤や礼拝所を破壊する騒ぎにまで発展した。Ibid．，PP．219－233．AGⅠ，
血β舷由，161，1560；AGI，血βとぬ由，163，1561．
67この絵図には、1530年代の末から1540年代の初頭にパックアロへ司教座が移さ

れた際、ツインツンツァンからパックアロの大聖堂へオルガンと鐘を運ぶ先住民の様子が
措かれている。
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のツインツンツァン市街の南西斜面（タリアクリ山の東斜面）に位置している（図10）。

それ以降教会堂の名をとってサンタ・アナ地区と呼ばれるようになるこの一帯は、当時祭

司や貴族の居住区で、小規模の祭祀センターもあったことが確認されている68。一方、ツイ

ンツンツァンの大祭祀センターを構成する5つのヤカタ（ピラミッド状の石の構造物）は、

市街南東の山の斜面、すなわちヤグアラ上山の西斜面に位置していた。伝統的にタラスコ

族は、防衛上の利点と、平地を耕地として利用する目的のために、山の中腹あたりに集落

を築いていたが、ツインツンツァンでも同様であった。そのためこの最初の教会堂も山麓

の高台に築かれた。

まもなくツインツンツァンにはミチョアカン統治のために派遣されたり、ミチョアカン

での鉱山開発やェンコミエンダ経営などのために往来したり滞在したりするスペイン人が

増した。彼らを住まわせミチョアカン統治の拠点をつくる目的で、ツインツンツァンに隣

接してスペイン都市グラナダが設立されが、1534年、これがあえなく放棄されてしま

うと、当面ツインツンツアンがその役割を担うことになった。スペイン人にとっては、山

の斜面に位置するサンタ・アナ教会堂まで馬でゆくことは非常に不便であった。そこでフ

ランシスコ会は、1530年頃、パックアロ湖畔に近い平地に新しい教会堂（サン・フラ

ンシスコ教会堂）と修道院を建設した69。フランシスコ会はサンタ・アナ教会堂の放棄を含

め、ツインツンツァンで2度修道院を移動したとされる。2度目の移動で現在地へ落ち着

いたのは、1538年以前のことであったと考えられる70。というのは、153寧年初代ミ

チョアカン司教パスコ・デ・キロガがツインツンツァンに着任した際、大聖堂として用い

るよう指示されたのは、フランシスコ会がもう使用をやめていた青い教会堂だったからで

ある71。修道院と付属教会堂の移動に伴い、先住民集落も高台から下り、新しい修道院の周

辺に改めて集住化されたと考えられる。従って、ツインツンツアンの集住化は1530年

代に進行したと考えでよかろう。

タラスコ地域ではその他の集落の集住化も、ツインツンツアンによく似た方式で進めら

れた。まず、従来高台にあった集落の近くに暫定的な教会堂を建て、先住民への教化を行

68EugeniaFernandez・ⅥⅡanuevaMedina，一一EldesarrollourbanodeTzintzunt21an，

6pocaprehispanicayperiodocolonialtemprano，一一enParedes（direci6ngeneral）・

A町扇奴血椚りⅧ軍都血統感涙pp．152，159．
69ツインツンツァンのヤカタは標高およそ2100㍍にあり、パックアロ湖畔の標高はそ

れより約60㍍低い。

70Ⅵ観rren，ム日比坤押壷由，pp．116・117．
71ただし、この教会堂がサンタ・アタナ教会堂の方か、最初の移転時に建設されたサン・

フランシスコ教会堂の方であったのかについては議論が分かれている。RamirezMonteS，

上月毘由血ノ（ね俺β〝（お¢び血卵，p．46．
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いながら、漸次彼らに平地への集住化を促し、ころあいをみて平地に新しい教会堂を建て

て新たな集落の吸引力を強めつつ、集住化を完成するというものである。そのことは、現

在も山腹に残るかつての集落跡を調査すると、たいてい簡素な教会堂の基礎の痕跡をみと

めることができること、あるいはタラスコ地域の少なからぬ村で、現在まで村の移動の物

語が村民の伝承として語り継がれていることなどによって知ることができる。先住民集落

を平地に移すことは、きちんとした都市計画の集落を作るための十分な広さの土地、水の

便、耕作に適した土地を確保し、かつ先住民統治にとって不可欠な集落へのアクセスを容

易にする上で必要不可欠であった。

集住化の結果、ツインツンツアンの集落は、フランシスコ会修道院の周囲に格子状街路

を巡らした、典型的な植民地の都市計画をもつにいたる。修道院はタリアクリ山とヤグア

ラト山の間にできた扇状地の要にあり、サンタ・アナ地区の祭祀センターと5つのヤカタ

をいずれも視野に収める位置にある（図10）。また教会堂の入口は、通常西向きであると

いう慣例に反して、5つのヤカタの方角、すなわち東を向いている。さらに、ヤカタへ向

かう道と、内陸を通ってパックアロへ向かう幹線道が、アトリオの正面で合流している。

上述の16世紀の絵には、このアトリオの前に大きな中央広場が描かれており、「先住民の

村会6untadelosnatu相．les）」と説明書きされている72。修道院裏手の道は、サンタ・アナ

地区へと通じていた。また、修道院からパックアロ湖に到る平坦部に引かれた格子状街路

の一本は、新しい集落を東西に貫いた後、西端で湖畔を迂回してパックアロへ到る道に、

東端でかつてツインツンツアンを構成した集落のひとつサン・ペドロ地区へと通じていた。

これらのことから、ツインツンツァンの新しい都市計画は、無作為に格子状街路を引い

て作られたものではなく、先住民の伝統的集落の構造に存在した権威の影響力を意識し、

かつ既存の道路網や公共的空間をも最大限に利用することを意図して作成されたものであ

ったといえる73。

パックアロ

パックアロは、1538年ミチョアカン初代司教パスコ・デ・キロガによって司教座都

72現在ツインツンツアンの中央広場は1ブロック北側に移されている。

73フランシスコ会がこの後集住化したサカブやエロンガリクアロなどの集落では、修道院

の位置を要として集落がその前面に展開するという、ツインツンツアンと同様の都市計画
を採用している。なかでも、エロンガリクアロでは現集落の北東にかつての祭祀センター

が位置しており、教会堂正面はここでもこの祭祀センターの方向を向いている。Catherine

RoseEttingerMeEnul吻血か冴刀血β撼〟（お血gag錯お皿血血拶ゐ彪紺色。躇血亡びβ如き
（ね彪お〟βJ笹励gj汀7ァ昭MgⅩico，U皿yUMSNH，1999，p．95，
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市に定められ、1539年国王によって承認された。ツインツンツァンからパックアロへ

の司教座移転は1540年中に行われた74。この時キロガによって考案されたパックアロの

都市計画には、スペイン人とタラスコ王族と一一般先住民が調和のとれた社会を築くという

理想が込められていたといわれるが、実際それほどのようなものだったのだろうか。

それまでにヌエバ・エスパーニヤで建設されていたスペイン人都市は、メキシコ市（1521）、

アンテケーラ市（現在のオアハカ市）（1529）、プェプラ市（1532）であったが、それらはいず

れも中央広場から四方に規則的な格子状街路がひかれ、中央広場に聖俗の中心的機能を備

えた、典型的なスペイン植民都市の形状を与えられていた75。そして整然と方形に区切られ

た街区に石造りの家が建ち並ぶ市街の内側はスペイン人の世界、その外側の雨が降ればぬ

かるみと化す場所に粗末な集落を造って住むのが先住民であった。しかし、パックアロで

はそのような都市計画は採用されなかった。当時すでにパターン化していた上記のような

スペイン人都市の形態を採用しなかったこと自体に、キロガの姿勢の一端が現れていると

いえよう。

パックアロは、北にパックアロ湖を見下ろし、残りの3方を山に囲まれた標高2100

㍍から2200㍍の小高い丘に位置している（図11）。スペイン人到来以前にはここにタ

ラスコ族の重要な祭祀センターのひとつが置かれていた。この祭祀センターは集落の東側

の山腹に広がっており、北側の平坦部から、南側に向かって、階段状の基壇が積み上げら

れていた。集落は祭祀センターの前面に扇形に広がっていた。キロガが大聖堂の建設を命

じたのは、この祭祀センター北側の平坦部であった76。キロガは、祭祀センターの広大な敷

地に、大聖堂のほかに、サン・ニコラス学院（鯨216）、暫定的大聖堂（後のイエズス会教

会堂）を築いた（図11）。

さらに、パックアロ市街を一望し、湖まで見渡すことのできる、この最も高貴な場所の

一角を、キロガは自らの住まいである司教館と、先住民のために力を注いで育成したサン

タ・マルタ病院の建設に充てた77（軸．215）。同病院は、サン・サルバドール教区（パックア

ロの在俗教会担当教区）の先住民によって自主的に運営された。キロガはこの病院内に礼

拝堂を建設し、病に苦しむ先住民が聖母の庇護を感じられるようにと、そこに先住民がフ

74RamirezRomero，偽物p．39．
75本論第五牽参照。
76RamirezRomero，Cb物p．57．
77ManuelTbusSaint，mtZCZLaJqM6Ⅹico，UniversidadNacionaldeM6Xico，1942，

pp．113・114；GuadalupeRomero，Op．Cit．，PP．72・73．キロガの館は、暫定的大聖堂とサン
ニコラス学院の間、サンタ・マルタ病院の向かいにあった。Tbussaint，用おご日月瑚p．33；

Ramire2：Montes，ム抒躇te血Jdb俺scodbqu如，P．52．

・297・



ランシスコ会士の指導の下、トウモロコシの茎を素材とした伝統的技法で作成した無原罪

の御宿りの聖母像を安置させた。キロガはこの像に「病人のための健康の聖母」と名付け

たところ、「健康の聖母」Ⅳir酢ndelaSalud）として先住民の厚い信仰を受けるようになっ

た。サンタ・マルタ病院の運営は完全に先住民の手に委ねられていた。病院は、寄進によ

って得た財産とその賢明な運用によって、17世紀には無数の土地・農場や現金を所有し、

市内にも家屋を所有していた。病院の墓地への埋葬料も収入源であった。先住民は、病院

での労働奉仕のほかに、食料や衣類を提供するなどして運営を支えた78。サンタ・マルタ病

院の礼拝堂は、キロガの新大聖堂が一応使用可能となった後（1565）、一時サン・サルバドー

ル教区の教区教会堂となり、司教座がバリヤドリッドに移って（1580）、キロガの大聖堂が教

区教会堂として使用されるようになると、再びサンタ・マルタ病院礼拝堂となった。1748

年、この礼拝堂と敷地はドミニコ会の女子修道会であるサンタ・カタリーナ修道会に譲ら

れた。その後この礼拝堂は健康の聖母を安置する聖地聖堂（Santuario）の地位を与えられ

（1893）、キロガの大聖堂が参事会聖堂（Cole由ata）に格上げされ（1908）、健康の聖母がそちら

へ移されると、再び教区教会堂となった。キロガの大聖堂はその後聖堂としては最も格の

高いバシリカに指定され（1924）、現在も健康の聖母像を安置している79。キロガによってキ

リスト教の祭祀センターに作り変えられ、彼の理想実現のための実験機関がすべて集めら

れたこの場所は、まさにキロガのための山角であった。

祭祀センターの眼下、かつて先住民の市場があったと推測される場所が、市の中央広場

にあてられ、国王広場（PlaEaReal現在のパスコ・デ・キロガ広場）と名づけられた（丘g．214）。

この広場を中心に最初の街区が引かれ、6ブロックほどからなる市街が構成された80。1辺

が180バラ（1バラは約0．84㍍）ほどもあるこの中央広場には、市庁舎81と有力市民の

邸宅が面していた。広場はスペイン人と先住民によって共有されていた模様で、東側、す

なわちキロガの一角に隣接する側が、先住民の占有部分であった82。ここに先住民も独自の

78Jose丘naMuriel，月わ鱒血烏βくね血肋e摺物虚血J伽0ヱ九月くね血eg壷Jj庵血gI乍

MるⅩico，UNAM，1956，p．72・73．

79Tbussaint，mtZCuam；pp．113Ll14；GuadalupeRomero，OP．Cit．，PP．72・73；Muriel，
助鱒ノ由鳥β（わあA厄e柑極月励，pp．71・74；血甲eα嘉加oe打点ちp．16．
79Muriel，物血ゐg（ね血∧厄e摺物虚血，p．72・73．
80Ramire2；Romero，〔泡物p．57．
811581年当時、アルカルデ・マヨールの執務室とパックアロの市参事会があった。市
庁舎（casasreales）の建物は、現在の市庁舎と同じ場所、パスコ・デ・キロガ広場西辺に位

置していた。この場所は暫定的大聖堂を真正面に仰ぎ見ることができる特等地であった。

RamirezRomero，偽物，P．171．
82RamirezRomero，（詣物，P．235．
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役場（LasedeparalaautoridaddelaRepdblicadeIndios）を構えていたと言われる83。最

後のタテスコ王の息子にあたるアントニオ・ウイツイメンガリ仏ntonioHuitzimengari）の

屋敷もこの広場の北辺の東端に位置していた84。このように国王広場は、スペイン人都市の

中央広場としての機能と先住民集落の中枢としての機能を併せ持っていた。現在、パスコ・

デ・キロガ広場と呼ばれ市の行政の中心として閑静なたたずまいを見せているこの広場こ

そ、スペイン人と先住民の共存というキロガの理念を体現していた。

フランシスコ会の修道院は、国王広場をはさんでキロガの一角とは反対側（西側）に位

置していた。一方アダスティン会は、大聖堂の正面の通りを2ブロック下った所持157

6年修道院を建設した。パスコ・デ・キロガ広場の半分程の大きさの第二の広場、現在の

ヘルトウルディス・ボカネグラ広場は、もともとこの修道院の敷地であった。17世紀末、

このあたりは最も集落の密集した地区となっていた85。現在もこの広場は商業の中心として、

活気ある下町の風情を呈している。

以上のように、キロガはパックアロの設立にあたって、この集落が元来有していた都市

計画を、キリスト教的・スペイン的都市の機能に置き換えながら利用した。元の敷地の形

を尊重しつつ、無理のない範囲で直線的に引かれたパックアロの街路は、必ずしも規則的

な格子状ではないものの、街の中心では一定の秩序を保ち、周辺部に行くに従って、曲が

りくねって独特の情緒をかもし出している。まがりなりにも格子状に引かれた中心部の街

路をはずれると、かつて祭祀センターから放射状に広がっていた道路が現在もそのまま残

されている。スペイン人と先住民が共有する中央広場、その双方を高台から平等に見下ろ

す大聖堂の存在、キロガが先住民のために設立したサンタ・マルタ病院が街で最も格調高

い「キロガの一角」を占めていたこと、フランシスコ会とアグステイン会もそれぞれの担

当地区でやはり先住民が自主的に運営する病院を営んだことなど、パックアロはスペイン

人都市の資格を与えられながらも、先住民の存在が大きな比重を占めた都市であったとい

えよう。

ツインツンツアンとパックアロは、スペイン人到来以前重要な祭祀センターを有する権

威ある集落であり、かつスペイン人による新集落建設（集住化）当初からスペイン人都市

88RamirezRomero，一一Paisajecultural，’’p．121．1545年当時のパックアロのカビルド

（regidoresyalcaldes）は全員先住民で構成されていた。RamirezMontes，ヱ虐CRtedhldb

l包βの（ね¢び五聯，p．137，AGI，dぴd血刀dk（お勒96，S丑
84現在もウイツイメンガリの館（PalacioHuitzimengari）として知られるこの屋敷は、同じ

場所に18世紀に建て直されたものである。RamirezRomero，Cb軸，p．217．

85LauraGemaFloresGarcia，▼一Eluniverso，lacasaylosrincones．Elusodelespacio

pdblicoyprivadoenPatzcuaroduranteloSSiglosXVIIyXⅥII，．．enParedes（direcci6n
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としての機能を要求された、先住民集落の中ではいわば例外的事例であった。集住化後、

両者とも、宗教的中心である教会堂・修道院・アトリオが、世俗的中心である中央広場に

隣接し、かつ街路は一応格子状にひかれるという、いわゆるスペイン植民地都市の規範に

合致する都市計画を備えることとなる。しかしながら、ツインツンツアンでは、先住民の

伝統的集落構造に存在した権威の影響力と道路網を意識しつつ、新たな都市計画が策定さ

れ、パックアロでは、祭祀センターや広場の位置、そこにつながる主要な街道といった伝

統的都市計画の構造を残しながら、それをキリスト教的・スペイン的機能に置きかえた。

これらの事例は、タラスコ地域に集住化によって生まれた新しい集落の構造の中にも、本

章第二節で見たような先スペイン期との連続性があったことを示している。かつての集落

とのこのような構造上の連続性は、集住化されたタラスコ族の空間秩序にも先スペイン期

からの連続性を許したと考えてよかろう。そしてそこに住まう人々が、集落の中心に据え

られた修道院と教会堂に対して、祖先の時代から連綿と抱きつづけてきた神殿への畏怖の

念に相当する感情を抱き、強い求心力で引き付けられたことは想像に難くない。

その他の先住民集落の都市計画と教会堂

次に、純粋に先住民集落として集住化された事例を見たい。そのような集住化では、中

央広場と格子状街路という通常の都市計画に倣うとは限らなかった。イウアツイオの例が

それである。ツインツンツァン、パックアロとともに先スペイン期タラスコ族の3大祭祀

センターを構成していたイウアツイオは、その南約1キロメートルのパックアロ湖畔に集住化さ

れたが、新しい集落には、湖畔にそって緩やかに自然のカーブを描く一本の道が東西に貫

いているだけで、意図的な都市計画の痕跡は全く見られない（図12）。先スペイン期に重

要な集落でありながら、イウアツイオの集住化に際して格子状街路の都市計画が採用され

なかったのは、この集落が植民地期には主要街道から外れ、重要性の極めて低い集落に転

落し、宣教師の側に集住化を強力に推進するメリットがなかったからだと考えられている86。

宣教師は、祭祀センターからパックアロ湖の船着き場に通じる道の突き当たりに教会堂を

設け、村人を引きつけながら、徐々に集住化を進めたと考えられる。すなわち、村人が全

員集まり、儀式と共に街路を引き、住民に街区を与え、それと同時に集落の建設を始める

といった、いわゆる村の設立式のようなものはここでは行われず、長い時間をかけて移住

が進行したのである。このような形であれ、村人の移住が行われたのは、宣教師がかつて

酢neral），A叩びJねぐれ闇ye軍娼血gOd毎p．73．

86EttingerMcEnultyif7Latrazaurbana，”pp．135・145．
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の宗教の影響を排するため集落を祭祀センターと切り離そうとしたためであると考えられ

ている8㌔　とはいうものの、村を東西に貫く唯一の主要街路と、かつての祭祀センターに向

かう道の交差部に設けられた教会堂は、地形上も象徴的意味においても村の中央に位置し

ており、教会堂の正面は北、すなわちかつての祭祀センターの方角を向いている。ここに

も、過去の空間秩序へ配慮する意識が働いていたことがわかる。教会堂のアトリオは村で

最大の公共オープン・スペースとなっている。世俗の広場はアトリオの東側に接して、一

段下がった場所に設けられているが、その広さはアトリオの半分程である。

16世紀の半ばまでにフランシスコ会が修道院を設立した集落の中で、ウルアパンは布

教の理想を実現する都市計画を目指したものとして知られている88。タラスコ地域で多くの

村を集住化したことで名高いフアン・デ・サン・ミゲルによって1534年ころ行われた

ウルアパン集住化の模様は、アロンソ・デ・ラレア著のフランシスコ会年代記によれば概

略以下のようなものであった。フアン・デ・サン・ミゲルはまず、広場を中心として街路

を引き、住民に街区を分け与え、湧き水を引いた。石造りの立派な教会堂が完成した後、

病院が建設された。それから村を9つの地区に分け、それぞれに固有の守護聖人を祭る礼

拝堂が建てられた。さらに、アルカルデ（村長）、マヨルドーモ（差配）、フイスカル（目

付け）などの役職を中心に相の自治機構を組織し、村人にはさまざまな職業を割り当て教

えた。こうして豊かな農産物と工芸品を産するようになったウルアパンは、商業の中心地

としても繁栄し、毎日市が立ち、人々は夜遅くまで松明の光の下で往来した。1576年

の疫病の大流行まで、村は1000戸以上を数えたという89。

ウルアパンは「カルバハル巡察録」で主邑としてあげられている先スペイン期からの重

要な集落であった。しかしながら、ツインツンツァンやパックアロとは異なり、現在の市

街とその近辺にかつての集落跡や祭祀センターがあったという情報を筆者は得ていない。

ラレアの年代記の描写では、フアン・デ・サン・ミゲルがここに集落設立を決めたのは、

この地が「非常に肥沃で、心地よく、風景は彩り鮮やかで、空はいかにも優しく愛情をこ

めて彼を見下ろしていた」からであったという。ウルアパンは、立地を優先し、かつての

集落からかなり離れた地に設立されたと想像できる。

そのためか、ウルアパンの都市計画には先スペイン期の集落の影響がみとめられない。

87Ibid．

88ウルアパンにはフランシスコ会の施設が1534年1月にはすでに存在していた。修道

院教会堂は1535年の聖週間の頃建設が行われていた。鴨汀en，ム8月血血血如d毎

PP．48，61，62；Herrej6n，Losoz7gueSdbGuqYaBgamO，p．22．

89Larrea，OP．Cit．，PP．107・114．
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ここでは、教会堂・修道院・病院は集落のほぼ中央に横並びに3ブロックを占めて、その

前面に細長い中央広場が設けられている。この宗教的・世俗的中心は、周囲を、それぞれ

北東一南西と北西一南東に向かって引かれた規則正しい幾本もの直交街路がつくるきれい

な格子で囲まれている。この街路の向きは、集落が、北側の山から南側の川にむかって緩

やかに下る斜面の平坦部に位置しているという、地形の自然な傾斜に従ったものである。

街路の方向に準じて、教会堂の正面は南西を向いている。

フアン・デ・サン・ミゲルは、ほかの村の集住化に際しても、集落のインフラ建設を指

揮しただけでなく、病院に代表されるような共同体運営のための新しい組織を作り、かつ

カシーケやゴベルナドールなど旧来の指導者層に対して平民先住民が負うべき奉仕義務の

内容まで定めて、集住化後村が永続する上に必要な実際的なシステムを強い指導力で導入

したことがわかっている90。

タラスコ地域の集落には、二度（もしくはそれ以上）の集住化の段階を経た痕跡を残す

ものもある。それらは、16世紀末から17世紀初頭、減少した先住民人口の再配置を目

的として行われた、先述の組織的集住化政策の影響を被った集落である。この時出された

指針では、統合される集落を受け入れる側の集落は、街路をメキシコ市に倣って引きなお

すよう指示されていた。それは、主要街路を教会堂と中央広場（もしくはアトリオ）の軸

を起点として四方へ伸ばし、他の街路はその主要街路を基に引くよう求めていた91。その結

果、この指示を忠実に守ろうとした場合、すでに存在する集落の中心部分で都市計画の修

正を余儀無くされたと考えられる92。そのような例として挙げられるのが、シエラの2つの

集落、ヌリオとセビナである（図13・14）。ヌリオでは規定どおり、教会堂の中心軸の

延長が一方の主要街路をなし、これと直交するアトリオの一辺がもう一本の主要街路を構

成している。セビナでも、上記の関係が守られているが、ここでは、規定に合致させるた

901551年シロス上村の先住民は、アロンソ・デ・サンチアゴとその父を、フアン・デ・

サン・ミゲルが定め置い車力シーケとゴベルナドールへの貢租査定を変更しようとしてい
ると副王に訴える。これに対して副王は、村人が村を放棄することを防ぐため、追って指

示があるまで、現行どおりにするよう地方長官に命じている。Paredes（editor），yカ〝血

vigt0．．．，PP．41・42（Colecci6nKraus，1551，26defebrero，fo1．42－42V．）．またフアン・デ・サ
ン・ミゲルは、タレクアトのフランシスコ会修道院に滞在していた1557年、パタンバ

ンの集住化を行っている。“Congregaci6nyfundaci6ncristianadelpueblodePatambany
susbarrios，a魚ode1557，”enParedes（direcci6ngeneral），AzquhectLLmyeiPBCibsocLQI

pp．388・392．

91MariaGuadalupeC6sarⅥlla，’lLascongregacionesdepueblosdeindiosentres

PartidosserranosysYSCOnSeCuenCiasenelsigloXVII，’fenParede8（direcci6ngeneral）・

A叩l正ねctumye野点aOSOCibLp．55；C6sarVillayGuti6rrezEquihua，OP．Cit．，P．330．

92C6sariOP．Cit．，PP．55・56．
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めだけに、教会堂の中心軸を延長して新たな街路が引かれた形跡がある。というのはこの

街路は実際のところ、相の外に向かう主要街路の機能を持っていないからである93。

もうひとつ、数は多くないものの、特徴のあるタイプとして分類できるのは、教会堂（と

アトリオ）が中央広場に面しておらず、しかも両者を直接結ぶ意図をもつ街路が存在しな

い、もしくは両者の地面のレベルに極端な高さの違いが存在して、2つの空間の一体感が

阻害されているケースであろう。パックアロや現在のツインツンツアンもこれに当たる。

タラスコ地域では、ほかにチヤラパン、オクミチョ、パタンバン、ハラクアロなどあ集落

が同様の例としてあげられる。一般的パタれンから逸脱したそのようなケースでは、背後

になんらかの特別な理由－パックアロでは先スペイン期の祭祀センターの存在があった－

があったことが明らかな場合もあるが、必ずしも全てのケースで理由が解明されているわ

けではない。

以上のように、タラスコ族の集落の構造は、地形的な制約、集住化の規制、先スペイン

期の集落や祭祀センターの影響などを受けて、決して画一的ではなかったが、その中で、

教会堂は常に最も権威ある位置を占めてきたといえよう。

病院の戦略的立地

ミチョアカン地方の先住民村落では、本論第八草で詳しく論ずる通り、病院が非常に重

要な役割を果たしていた。病院は、先住民の自主的運営に委ねられると同時に、カトリッ

クの教会組織の中に位置づけられ、教区司祭の監督下で宗教的儀式の一翼も担っていた。

従って集落内の病院の位置には何らかの共通の特徴、特に教会堂との特定の位置関係があ

るのではないかと推測される。

実際には、教会堂と病院の位置関係は必ずしも一定ではないものの、例外なく両者はご

く近い場所にある。大抵の場合、病院と教会堂は文字通り直接隣りあっているもしくは同

じ街区内にあるか（ヌリオ、ポマクアラン、アランサ、トウリクアロ、サン・ロレンソ、

ツインツンツァン、ハラクアロ）、中央広場やアトリオを介してほぼ隣接するかしている（サ

カン、オクミチョ、セビナ）（図3・10・13・14）。病院は、病人や困窮者の世話だ

けでなく、死者の通夜・埋葬や守護聖母にかかわる祭礼において教会堂と宗教的な機能を

分担すると同時に、先住民のカビルドの所在地として、世俗の自治組織と不可分に結びつ

いていた。そのため、病院が宗教的中心である教会堂と、世俗的中心である中央広場とに

隣接した位置にあったことは当然といえよう。アトリオと中央広場が離れた位置にある集

93C6SaryGuti6rrezEquihua，Op．Cit，pP．330－333．
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落の場合、病院は必ず教会堂とアトリオの方に隣接している。これは、村の空間構成の中

で病院と教会堂との繋がりが、中央広場と教会堂とのそれを上回る絶対的条件であったこ

とを示している。

しかし、病院の立地を規定した条件はそれだけではないことが、最近の調査で分かって

きた94。調査の対象となったシニラの5つの村（アランサ、ヌリオ、セビナ、ポマクアラン、

トウリクアロ）において、病院の立地は、いずれも隣村に通じる街道に面している。そし

てその街道の多くは、タラスコ地域と遠隔地とを結ぶ、植民地期の主要街道カミノ・レア

ル（国王の道）の山部を形成していた95。そのような街道に病院が面しているのは、病院の

宿泊施設としての機能と共同体の商業活動の拠点としての役割によるものであるが、この

事実は、従来病院の機能としてはそれほど重視されて来なかったこれらの側面、特に後者

の意味が、それぞれの村落共同体において予想以上に大きかったことを示唆する重要な発

見であるといえよう96。

病院礼拝堂は、教区教会堂が老朽化や修復中で使用できない時、これに代わって用いら

れた。街道に面した立地と、非常時に教区教会堂に代わる役割を考えあわせると、村の集

住化の際に病院礼拝堂が果たした役割に関してひとつの推測が成り立つ。それは、ほかの

地域との行き来に便利なある道沿いに集住化に適した場所が選ばれると、その道端に簡素

な礼拝堂と幾ばくかの建物を建設して村の運営組織を暫定的に置き、集住化が開始される。

村は一気に移動するのでなく、人ノ再ま無理のない範囲で徐々にそれまでの山腹の集落を下

りて、その新しい核の周囲に集落を形成し、本格的な教会堂の建設に着手する。こうして

村の移動が完了し教会堂が完成した後は、初めの礼拝堂と付属施設は病院として機能しつ

づけるというものである97。

以上のように、タラスコ地域の集住化では、新たな相が伝統的集落との明らかな連続性

を残す場合も、そうでない場合もあったが、いずれにおいても教会堂が最も権威ある位置

を占めるよう都市計画が決められていた。その意味において、タラスコ地域でも教会堂は、

本章第二節で見たような、新しい先住民共同体の中心をなしていたといってよかろう。も

うひとつ、これらの事例が明らかにしているのは、タラスコ地域の先住民村落では、空間

の秩序において病院が非常に重要な位置を占めていたことである。

94Ibid．，pp．329・335．

95Ibidりpp．333・335．

96Ibid．，pp．309－310．ここでは病院収入に占める商業収益の重要性を指摘している。

97この仮説はC6sarとGuti6rrezEquihuaによるものであるが、現在未公刊である。
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（2）人口の趨勢と集住化

ベルトランの試算によれば、1524年から1548年にかけてミチョアカンの先住民

人口が大きく減少した際、その割合が最も低かったのが、ツインツンツァンやパックアロ

を背後に控え、人口の密集度が最も高かったシエラであった。通常疫病は人口密集地で猛

威を振るうのでこの事実は一見矛盾している。これをベルトランは、シエラに他地域から

人口移動があったからであろうと解釈している98（表4参照）。シエラとかつてのタラスコ

王国中心部へのこのような人口流入は、16世紀中続いたと考えられる。シエラ．の人口減

少度はその間、他地域に比べて常に最も低い値を示している。

表416世紀ミチヨアカン地方の先住民人口推移99

地域 1 5 2 4 1 5 4 8

％

1 5 2 4・

1 54 8

15 6 0

％

15 4 8 ・

1 5 6 0

16 30 頃

％

15 6 0・

16 3 0

％

15 2 4 ・

16 30

バ ヒーオ 3 5 2，3 1 6 3 2，1 57 ・9 0 ．3 7 4 5 ，9 5 7 4 2 ．9 7 2 1，3 7 3 ・5 2．7 2 ・9 3 ．8 3

シェ フ 2 4 8，6 4 8 4 0，3 3 7 ・8 3．6 7 5 0 ，2 4 9 2 4．5 7 2 9 ，4 0 0 ・4 1．4 9 ・8 8 ．17

テ ィ エ

ラ ・カ リ

エ ンテ

1 4 0，0 5 1 2 1，1 92 ・8 4 ．8 7 3 2 ，2 5 1 5 2．19 8，3 5 1 ・7 4．1 1 －9 4 ．0 3

合計 7 4 1，0 15 9 3，6 8 6 ・8 7．8 5 12 8，4 7 5 3 7．1 3 5 9 ，4 4 8 ・5 3 ．7 ・9 1．9 7

先住民人口が激減する16世紀全般の傾向に反して、1548年から1560年に限っ

てミチョアカン地方の先住民人口は平均37％増加している。ベルトランはこれを、15

60年までに植民地行政機構の中で共有地と特権を付与された先住民共同体の新しい形が

確立し、農業技術の革新などによる生産性の向上もあって、山地に逃れていた先住民が集

98BeltrAn，eta1．，OP．Cit．，Pp．31・163．この時期のシニラでの人口減の割合の少なさは
NicolePercheron，“Colonizaci6nespa負01aydespoblaci6ndelascomunidadesindigenas

（LacatastrofedemogrA丘caentrelosindiosdeMichoacanenelsigloXVI，Seがnlas
RelacionesgeogrまficasdelasIndias1579・1582），”enThomasCalvoyGuStaVOL6pez

（coords．），pp．141，143も指摘している。
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務へ戻ってきたことと、行政機構の整備によりそれ以前に比べて人口調査（censo）がより厳

密に行われ、漏れが少なくなったことに帰している。ベルトランが先住民人口の増加をみ

とめた1548年から60年という期間は、用いた史料によって規定されたものなので、

この人口増加傾向は次の疫病の大流行が始まる1576年頃まで継続したとも考えられる。

だだし、それより規模の小さな疫病は、1553年から54年と1561年から69年に

かけても波状的にシニラを襲っているが、その人口減の規模は不明である100。

さらに／ベルトランは、この人口の趨勢を居住形態の変化とも関連づけている。タテスコ

族の居住形態が、征服以前に慣習としていた散住形態から集住化の傾向を強める最大の要

因は、スペイン人による集住化の圧力であった。しかし、ベルトランは人口の激減が、先

住民側にも集住化の必要を生じさせたと指摘している。すなわち、労働力が豊富な時は、

平地での霜の害や雑草の繁茂を避けるため、斜面での耕作が好まれていたのであるが、人

口の減少により労働力の不足が生じると、それを、スペイン人が持ち込んだ農業技術や役

畜の使用によって補うために、平地での耕作の必要が生じ、一般的に開けた場所にあり、

地味がより肥えていた主邑近くの土地への移住のメリットが増大したと説明している。ベ

ルトランは、16世紀半ばには散住形態は大筋で放棄されていた可能性があると考えてい

る。1576年から81年、再度の疫病の大流行がヌエバ・エスパーニヤを襲い、シエラ

でも、割合は他地域に比べて低いものの、41％の減少をみた。そのため、すでに見たよ

うに1592年から1604年にかけて、植民地政府による強力な集住化政策がとられる

のである。

こうした人口の趨勢を考慮しつつ、シエラにおける集住化の経過を再構成すると、おお

むね以下のようになろう。征服から最初の疫病の大流行が終息する1548年までは、疫

病や山中への逃亡による先住民人口の激減がみとめられるが、この期間の後半、特に30

年代後半から40年代は、フランシスコ会によるシエラでの集住化が集中的に行われた時

期でもあった。1548年から次の疫病の大流行が始まる1576年頃までは、ミチョアカ

ン全体で先住民人口の増加が見られる。この期間には、先住民社会の再編が進み、社会の

安定にともない先住民側の自発的意思も加わって、先住民の居住形態は、散住から集住へ

と変化をつづけ、漸次ゆるやかな集住化が進んだと考えられる。1576年から81年の疫

病の大流行後は、17世紀初頭まで、スペイン人の強力なイニシアテイヴによる集住化が

試みられた。

99BeltrAn，eta1．，OP．Cit．，p．146．

100Percheron，OP．Cit．，P．149．
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3．「教会堂建設ブーム」の契機としての集住化

このように、16世紀から17世紀初頭まで、タラスコ地域ではさまざまな形で集住化

が進んだ。新しい村には教会堂が建設されなければならなかったのであるから、上記のよ

うな集住化の過程はタラスコ地域で教会堂建設の契機を幾度か作り出したと考えてよかろ

う。また、村の設立直後に教会堂建設に着手できなかったとしても、集住化がある時期強

く推進された地域で、一定期間の後に教会堂がつぎつぎ建設されるという現象もおこりそ

うに思える。もしくは、当初建設された暫定的な教会堂が老朽化し、その一帯の村々で一

斉に新たな教会堂建設の必要性が高まるということも考えられる。17世紀前半に、タラ

スコ地域の多くの村落で教会堂が建設・刷新された「建設ブーム」は、それらの村々の集

住化と何らかの関係があったのだろうか。例えば、フランシスコ会が集住化を推進した1

530年代後半から40年代に集住化されたと考えられるシニラの集落で、教会堂再建の

時期が一斉に到来したことが、ミチョアカン様式の教会堂建築ブームを誘発したと考える

ことができるのだろうか。

その真偽を確かめるためは、ミチョアカン様式の教会堂を現在も残している村々の集住

化について少し詳しく知る必要があろう。ミチョアカン様式の教会堂を最も多く残してい

るシニラの3教区について、入手できた史料を基に、それをたどってみたい。

16世紀中この地域はセビナとアランサという2つの教区（当時はまだドクトリーナと

呼ばれた）からなっており、いずれもフアン・インフアンテのエンコミニンダであった101（地

図7）。1547年の貢租査定記録に記載されている主邑と属邑の関係に混乱がみられるこ

とから、その当時このあたりの集落はまだ集住化を完結していなかったのではないかと推

測できる102。このことはシニラの集住化が1530年代後半から1540年代に進行した

101カバクアロの教区は17世紀になってセビナから独立した。インファンテ家とそのエン

コミエンダについては本論第七草参照。

102上記2教区の相がフアン・インフアンテに納める貢租の査定記録のうち、1543年、
1547年、1553年、1560年、1563年のものが残っているが、1547年貢

租査定には、他の年のものと比較して主邑属邑の関係に混乱がみとめられる。2つの教区

の行政的主邑は、1543年から一貫して、セビナとポマクアランの2村であった。とこ
ろが1547年に限って、2教区にまたがる唯一の主邑がポマクアラン、副主邑がアラン

サ、アラン、チェランの3村で、セビナはチェランの属邑とされている。この年の査定に
は各集落の戸数や人口が付記されており、報告者が実地見聞をして作成した可能性が高く、

上記の主邑・副主邑・属邑の序列が単なる誤認であるとしても、そのような誤認を招く実

態が存在したことを強く示唆している。
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という、先にあげた一般的知見とも矛盾しない。

1540年代にはまだ混乱していた可能性のあるセビナ、アランサ両ドクトリーナの村

落も、60年代から70年代にかけて小集落や属邑を統廃合しながら、主邑・属邑のピラ

ミッドを完成させ、主だった集落では中心部分の都市計画もできあがっていったと推測さ

れる。1585年セビナに立ち寄ったフランシスコ会巡察官ボンセの一行はこの集落を「大

きな村」と形容し103、翌年ポマクアランを通過した同じ一行は、この集落を「きれいな村」

と称している104。ドクトリーナの主邑としてこの2村に匹敵する重要性を備えていたアラ

ンサもこの頃までには後に賞賛される整然とした町並みを整備していたことであろう。1

649年の記録によれば、アランサはみごとな格子状街路を持ち、広場に家が立ち並ぶ非

常に整然とした村として記録されている。そのようなアランサの都市計画は、近年の研究

でアランサ村を描いたことが明らかとなった「セビナの画布」（LienzodeSevina）（16世

紀末制作？）にもはっきりとみることができる105。

1547年のフアン・インフアンチのエンコミエンダ貢租査定で名をあげられた村々の

大半が存続したのに対し、アランだけは1580年ころを境に記録からその名が消える106。

その後の記録には、上アランを意味するアランカラクアと下アランを意味するアランテバ

クアという2つの小集落の名が、後述する1603年の集住化に巻きこまれた集落として

登場し、最終的に1619年両者の名前が、新設されたカバクアロのドクトリーナの属邑

として記載されている。この2集落はかつてアランと総称されていたものであると推測さ

れる。1681年の記録からはアランカラクアが消え、最終的にはアランテバクアのみが

ごく零細な集落として存続した。スペイン人到来時に存在し、1547年には副主邑と記

録されたアランは征服直後のシニラにおいて相応の重要性を持つ集落であったと考えられ

るが、17世紀末には分裂を経て零細な集落に転落していたのである。「カルバハル巡察

103CiudadReal，OP．Cit．vol．1，P．27．
104CiudadReal，OP．Cit．，VOl．2，PP．81・82．
105HansRoskampyGuadalupeC6sarⅥlla，Op．Cit．先住民によって制作されたこの画布
には、中央に格子状街路を持つアランサの集落が描かれており、その教会堂とおぼしき建

物の前で、衣服からそれとわかる2人のフランシスコ会宣教師と5人の在俗聖職者がつか
み合いをしている模様が描かれている。これは、アランサがフランシスコ会の手から在俗

教会に移された1550年代末にこの集落で実際に起こった事件を措いたものと考えられ

ている。アランサの周囲には、これを取囲むように9つの属邑が措かれている。現在この
画布はメキシコ市の国立人類学博物館図書館に収蔵されている。

1061579年の記録には、アランの鼻族ドン・フアンが、セビナの属邑の地位を不満とし

て、アランを独立した主邑とし、自らゴベルナドールと名乗ったが、副王は慣行を調べさ
せ、そのような行為の根拠がなければアランを従来どおりセビナの属邑の地位にとどめ、

セビナへの属邑としての義務を果たさせるよう命じている。AGNM，腿Ⅵ朗署ノ（お魚娩
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録」と『ミチョアカン報告』の中に言及され、スペイン人到来時に存在していたと思われ

るシニラの集落を教区ごとに記載した下の表の中で、コマチュエン、チェランアツイクリ

ン、トリクアロも植民地期零細な属邑の地位に甘んじている。このことから、アランと同

様の運命を辿った集落がほかにも複数あったことがわかる。

表5　シエラ3教区の旧集落（先スペイン期～1524年）

「カルバハル巡察録」 『ミチョアカン報告』

セビナ教区 ナバチェけ ワッェン】＊107、 コマチュエン、プンガクアラ

チャラン ［チェラン］ ン ［ポマクアラン］、ヤビナ

アランサ教区 アランハ ［アランサ］、ミリ

オ ［ヌリオ］＊、パラチョ、

チェラナスコン ［チェランア

ツイクリン］＊

アランサ

カバクアロ教区 カバクアロ、トリカロ ［トリ

クアロ］、アラン

アランの変転には、16世紀末から17世紀初頭の政策的集住化も係っていた。この時

シエラでもいくつかの集住化が試みられた。アランが巻きこまれたのは、1603年から

1604年にかけてセビナのドクトリーナに対して出された集住化令であった。これはア

ランテバクア、アランカラクア、キンセオ、コマチュエン、ナビアン、トウリクアロにツ

インツェンゴとコルーノを加えた8村を、チェランかナワッェンかカバクアロのいずれに

か集住化させようというものであった108。この集住化は、住民と地方官吏と教区司祭の間

で二転三転の駆け引きの末、ついには一部の先住民が抗議のため村を放棄するという事態

に至って、先住民の意向に沿う大幅な変更を余儀なくされた。その結果、アランテバクア、

アランカラクア、キンセオ、トウリクアロは強制移住を逃れ、カバクアロの属邑となって

存続し、コマチュエンもセビナの属邑として存続した。ナビアン、ツインツェンゴ、コル

ーノはこれを境に消滅した。それまでアランサのドクトリーナに属していたカバクアロは、

すでに集落の都市計画もきちんと整備され、立派な教会堂も備えていたので、これ以降独

立した教区の主邑に格上げされた。

VOl．2，eXp．226，払1．67－67V．
107　＊は呼び名に多少の違いがあるものの、同定可能なもの。

・309一



住人の強い抵抗により、強制移住令が撤回された例は、シエラでほかにも見られる。当

初サカブの属邑であったタナコは16世紀のある時期、サカブから切り離されてアランサ

へ強制的に集住化されたが、1610年住民の強い希望により、もとの集落への帰還が許

される。しかし、集落再建後もタナコはアランサのドクトリーナの属邑としてとどまった109。

そのほかにも1593年カブーラの属邑タシクアロが主邑への移住に抗議した例がある。

タシクアロの住民は反対の理由に、肥沃な耕地と街道を往来する旅人へ便宜を供する整備

されたメソン（宿駅）を維持していることなどとともに、500人も入れる石造りの立派

な教会堂をもっている点をあげている110。

16世紀から17世紀初頭のシニラに見られる集落移動の特徴のひとつに、もともと山

腹に広がっていた散住型集落が、－一旦そのあたりに集住化され教会堂を建設して暫定的集

落を形成した後、平地に新しい集落を作って下りるというものがある。先に見たアランの

ケースはその典型的なものといえるが、ほかにもヌリオが全く同様の経過をたどっている。

「カルバハル巡察録」に名を連ねる青い集落と考えられるヌリオは、ごく初期の集住化で

上の村を形成し、その後宣教師の勧めに応じて一部の者がさらに便利の良い平地へおりて

分村をつくったのであろう。2つの村は、おそらく16世紀のある時期まで、ヌリオテバ

クア（下ヌリオの意）とヌリオカラクア（上ヌリオの意）として存在し、1640年以前

のある時期（おそらく17世紀の初頭）にヌリオカラクアの住人がポマクアランに移住し

て消滅してから、ヌリオテバクアだけが残った111。アランの場合もヌリオの場合も上の村

が消滅するまでに長い年月を要しており、その間は2つが別々の村落として存在している

ように見える。このことは、タラスコ地域での集住化が宣教師による有無を言わせぬ強制

的移住であった訳ではなく、住民の意思を尊重するかなりゆるやかな過程を経て進行した

ことを示しているのではなかろうか。時期は確定できないものの、パラチョ、ウラビチョ

も、山の中腹での集住化をへて、ふもとにおりた村落であった112。

108以下この集住化の顛末はAGNM，伽卿血払，VOl．1，eXp．23，払18．1馳・16vJこよる。
109AGNM，1h（肋S；VOl．7，eXP．303，fo1．150．
110AHMM，Gb鮎Emq3甘4，C・3，E・5，1594．
111AGNEM，7籠血（ね肋闇gydg打点昂tOmOl，leg．9，鈷18．416－430．
112パラチョはエドワルドリレイスによれば、もともと隣のハリスコ地方の住人であったテ

コスもしくはテケスとよばれる人々の村であった。スペイン人征服者に激しく抵抗して敗

北したテコスの人々は、その地を逃れて放浪の途についたが、その中の一団がシニラの山
中にすみつき故郷の村パラチョを名乗った。その後モンテレイ伯爵（副王在職1595・1603）

の命による集住化で山から平地におりるよう強制されるが、平地に土地をもたなかったパ

ラチョの人々は、苦渋の末にフランシスコ会宣教師のはからいでアランサ、アウイラン、

キンセオにまたがる未使用の荒地を購入し、そこに移住した。EduardoRuiz，血相CdLL

Pa秘出切dzbibnesyhtvendb昂Morelia，Mich．BalsalEditores，1984，pP．624・628．現存
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このようにみてくると、16世紀末には主邑だけでなく、主な属邑でも集落の位置と都

市計画がほぼ確定しており、むやみに移住させることは困難であったと考えてよいであろ

う。16世紀末から17世紀初頭の政策的集住化で消滅していったのは、ごく小さな集落、

いいかえればかつての散住形態の痕跡をとどめるような辺部な場所の小集落であった。

このことから、アランサ、セビナ、ポマクアラン、カバクアロといったミチョアカン様

式の教会堂を今日も維持している村は、16世紀末の政策的集住化以前に所在地と集落の

都市計画を確立しており、それ以降移動していないと考えるのが妥当で、これらの教会堂

が16世紀末から17世紀初頭に建設されたのは、その直前に集住化があったことを契機

としたというよりは、建てられてからすでに年月を経ていた教会堂がこの時再建時にさし

かかっていた、もしくは村民が再建を望む状況に至っていたと考えるほうが無難であろう。

再建を望む状況の背景を考える上で示唆に富むのが、16世紀末の政策的集住化では、移

住者を受け入れる側の集落に対しても、メキシコ市の都市計画に倣って集落を再構成する

ことを命じている点である113。すでに中心部の都市計画が固定していたと思われるポマク

アランやアランサではそれを変更した形跡はみられないが、ヌリオやセビナには、先にみ

たようにこの時に実行されたと思われる街区の変更の跡が確認されている114。そうした都

市計画整備の要請に応じて教会堂の再建が行われたと考えることは可能かもしれない。

アランサ、セビナ、ポマクアラン、カバクアロなど征服直後には存在しており、16世

紀を通じてフアン・インフアンテのエンコミエンダを支えた旧来の有力村が、ミチョアカ

ン様式で教会堂を一新したのに対して、16世紀中はそれらの属邑で、ほとんど記録に名

をとどめなかったヌリオ、アウイラン、ウラビチョが、17世紀前半に建設した教会堂は、

第一部で見たように、ミチョアカン様式ではなく、当時最新流行の古典様式であった。ヌ

リオとウラビチョは先に見たように、比較的遅れて集住化を完成させた相である。ナワッ

ェンとパラチョも、16世紀の間は属邑に甘んじ目立った記録を残していないにもかかわ

らず、次章で詳しく見るように、17世紀にはいってから急速に力をつけた新興の村であ

る。1619年に記録されたこの2村の豪華な教会堂正面がどのような様式だったのかは

不明なものの、新興の村であったという共通の性格から、それらが、ヌリオやアウイラン

する伝承のなかにも、パラチョの旧村がアウイランの南に位置していたという一節が残さ
れている。ウラビチョにも、時期は不明なものの、やはり旧村から平地へおりたという伝

承が神話の中に残されている。村民によれば実際に現在も旧村の跡が山腹に残っているの

を見ることができるという。AcevedoBarba，etal．，肋sdbh腸se由狛ms躇：un

aL2dhkLgestructumIMixico，UNAM，1982，pp．29r42．
113ErnestoLemoineVillica丘a，抱助成血相動感由450aiiag．lhcLtmmtOSPamSU
烏嘉血書由〟∂才7イ彪斬Morelia，Mich”Morevallado，1993，p．100．
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と同じ古典的スタイルであったとの推測も成り立つのではなかろうか。

以上から、次のことが指摘できよう。この地域では主要な村落が16世紀末までには集

住化を終えていたので、「建築ブーム」が17世紀初頭の政策的集住化によって直接引き起

こされたとは考えにくい。しかし、この政策的集住化が、既存の集落の都市計画整備をも

命じていることから、既存の集落にも、都市計画や教会堂に何らかの刷新を行う圧力とな

った可能性はある。疫病の大流行によって村の人口が激減した場合、既存の集落でも都市

計画調整の必要性が生じていたとも考えられる。一方、ヌリオやアラン、パラチョなど、

山の中腹から平地へ降りる集住化過程が長引き、上・下2村が平行して存続したような村

の場合、上の村が消滅し最終的に集住化が完成するのはこの政策的集住化の時期やそれ以

降にずれこんでおり、こうした相では、集住化の完成を「建築ブーム」と直接結び付ける

こともできよう。また、教会堂正面の様式には、集住化の完結が遅れた村の教会堂正面が

古典様式、早くに集住化を終えた旧来の有力村の教会堂正面がミチョアカン様式という相

関が見られる。これは新しい建物に新しい様式が採用されるという様式論からいえば当然

であるが、西欧から遠く離れたタラスコ地域で、様式が必ずしも順序通りに採用される保

証はなく、ごのような順当な相関が確認できたことは、本論の考察を進める上で重要であ

る。

4．集住化がもたらした地域社会の問題

集住化はひとつひとつの集落を固定化しつつ、伝統的村落関係をスペイン的主邑属邑関

係のヒエラルキーに押し込める作業でもあった。新しい秩序は、伝統的関係を完全に昧爛

したわけではなかったが、さまざまな不満と対立の火種となったことも事実であった。シ

エラでも集住化は村落間の対立の原因を生み出し、「隣村との抗争」は今日に至るまでこの

地域を特徴づける現象となった。問題は、地域の覇権の所在、属邑の奉仕義務、土地の所

有権の3点である。

貴族層の特権と権威をめぐって

1524年の「カルバハル巡察録」から垣間見られるタラスコ族の集落の特徴には、ス

ペイン人の目に主邑・属邑の区別として映る単位が存在していた。主邑に相当する村落に

は首長が存在したが、彼らは、タラスコ族がタリアクリの時代にパックアロ湖周辺での定

114C6saryGuti6rrezEquihua，OP．Cit．，pP．330・332．
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住を始めた際や、タラスコ族の領土拡張期に、タラスコ族の支配下にはいった部族の首長

であり、恐らく婚姻による血縁関係によって、ツインツンツアンに居をおくタラスコ族の

君主カソンシを頭にいただいていた。

スペイン人はカソンシの子孫に、ミチョアカン地方全体のゴべルナドールの地位を、各

主邑の首長にはその村落の管轄内でのゴベルナドールの地位を与え、彼らにひきつづき村

落指導者の地位を委ねたが、それはカソンシの時代に各村落間に存在した序列や奉仕義務

の関係を必ずしも踏襲するものではなかった。各主邑のゴベルナドールは村民によって選

出されたが、シニラで長く尾をひく問題になったことのひとつが、このゴべルナ下－ルの

選出であった。例えば、アランサのドクトリーナを構成する9村では、行政上の主邑はポ

マクアランと決められたため、ポマクアランの貴族がゴべルナドールに連出されることと

なった。これに対して、おそらくカソンシの時代にはポマクアランと同格の集落であった

ためであろう、アランサは激しく反発した。ドクトリーナの主邑と行政上の主邑が異なる

のは異例であるにもかかわらず、アランサに宗教上の主邑が与えられた背景にはそうした

事情があったものと思われる。これ以降アランサは行政上の主邑の地位をポマクアランか

ら奪うべく、幾度も植民地当局に訴えをおこしたことが17世紀の記録に残っている115。

副王の判決は二転三転するが、結局ポマクアランがその地位を死守し、1789年の記録

には、「（当時ポマクアランは貢租納入義務者が26人しか居住しない零細な村であったに

もかかわらず）村はいまだに、過去の繁栄時に獲得したと推測される特権を保持し、ゴべ

ルナドールやその他の役職を任命し、村の指揮権は、教区の他の村落に及んでいる」と記

されている1相。

ゴベルナドールをめぐる争いは、シニラのもうひとつの教区セビナにも見られた。15

79年アランの貴族がセビナの属邑に甘んじることを嫌い独自のゴベルナドールを名乗ろ

うとした際や、1580年にチェランの貴族がゴベルナドールに選出された際、セビナは

自村の特権保護を求めて副王に訴えている117。ところが1589年植民地当局はチェラン

の貴族でゴベルナドールに選出されたドン・ドミンゴに、インフアンテ家がシエラに有し

ていたエンコミニンダ、すなわちポマクアランとセビナならびにその属邑すべてを統治す

1柑1630年副王は従来どおりポマクアランを主邑、アランサをはじめとする8村を属邑

とする裁定を下し、1632年にはアランサが勝手に選出したゴベルナドールを認めず、

ポマクアラン選出のゴべルナドールに職権を行使する許可を与えている。1661年には
一一度アランサに許された主邑の地位を取り消しポマクアランの属邑であることを確認して

いる。AGNM，1h血埠VOl．10，eXP．6，fo1．94V二；h血喝VOl．10，eXP．17，fo1．300V二；グおzTV昂

VOl．1667，eXp．133．

116血即eα血oe打点ろpp．86・87．
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るよう命じている。ドン・ドミンゴの擁立にはどうもセビナの貴族の一部も賛同していた

ようである。1547年のインフアンテ家斉租記録で、ポマクアランを主邑、アランサ、

チェラン、アランを副主邑とした事実を考え合わせると、16世紀未のこの時点まで、2

つの教区からなるインフアンテ家のエンコミニンダ全体を1人のゴベルナドールが統括す

る慣習があったとも考えられる。これだけの史料では細部を解明することはできないが、

ゴベルナドール選出をめぐってシエラの村落間に結ばれていた貴族階層の関係がかなり複

雑なものであったことは明らかである。1789年の記録から、セビナ教区では結局、セ

ビナ、ナワッェン、チェランが交代でゴべルナド←ルを選出するという方式に串ちついた

ことがわかる。

属邑の負担をめぐって

属邑は主邑に対して、労役や物資の提供といった少なからぬ義務を負っていた。シニラ

において、主邑をめぐる争いが激しかった背景には、そのような特権を失いたくないとい

う現実的な理由も存在していた。入手できた史料だけでは、シニラ3教区の主邑・属邑間

で取り決められていた奉仕義務の全体像を明らかにすることは難しいが、いくつかの例を

知ることができる。ひとつは宿駅メソンの維持にかかわる義務、もうひとつは主邑の教会

維持にかかわる義務である。それぞれ、第七章と第八章で論じることとするが、ここでは

一言、属邑が主邑へ提供する労役や物資は往々にして主邑の指導層が生活の糧に充ててお

り、その懐を潤すものであったことを指摘しておきたい118。

土地の帰属をめぐって

現在まで尾をひく深刻な問題となっているのが、土地の帰属である。集住化によって村

ごと移住し、無住地となった土地の所有権をめぐる争いもあれば、村が、上下2村に分か

れ、最終的に上の村の住人が下の村ではなく別の村へ移り住んだ場合など、もともと境界

線が不明確であった所へ、集住化は無数の争いの種を持ちこむこととなった。そのような

紛争処理を訴え出た記録は、植民地時代のシエラ3教区に限っただけでもかなりの数にの

117AGNM，（お刀e躇ノ（ね乃j句VOl．2，eXp．482，払18．116V．・117．
1181625年、アランサでは人口が減り（インディオ30人から40人）、老人が多く、
メソンの維持は困難で、チェランアツイクリンが属邑として提供してきた労役と物資がな

ければ存続不可能と訴えている。AHMM，α戯紺的3甘1，C・5，針2，1625。また1633
年アウイランはこの村がチェランのメソンへ提供している労役と物資が、チェランの役職

者達の手に渡っているので、以後は提供する必要はないという植民地当局の許可を得てい

る。AGNM，h血S；VOl．10，eXP．123，fo1．35lv二，1633．
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ぼる。例えば、カバクアロとサン・フェリー・デ・ロス・エレーロス（フランシスコ・デ・

どリェーガスのエンコミニンダ）の間で、1557年プルエ（Purue）という属邑の帰属をめ

ぐり争いが起こる。この属邑のカバクアロへの帰属は1563年に再確認されるが、プル

エの土地の所有権をめぐる2村の争いは17世紀まで続く119。ほかに、ヌリオテバクアと

ポマクアラン（1651）、チェランとナワッェン（1624頃）が土地の帰属をめぐって争った記録

などが残っている120。

以上のように、17世紀半ばのシエラでは、表面的に完成した主邑・属邑の序列の中で、

実際には、貴族層の覇権や土地の所有権、あるいは物資・労役の受益権をめぐる村落間の

対立と不満の調整が進行していたと考えられる。

119AGNM，伽des；VOl．7，fo1．5vl，1563；AGNEM，muhGde血相SyagUa昂tOmOl，
leg．9，払Is．416・430．
120AGNEM，muhS虎tibm28yagVaS；tOmOl，leg．9，fols．416－430；AGNM，hdib昂

VOl．10，CuadernoIII，eXp．118，払1．349－349v二
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第七章　教会堂建設のコスト：負担者とイニシアティブ

第一節　教会堂建設コストとその負担者

1．大聖堂ならびに教区教会堂

クプラーやギブソンが指摘するように、宗教建築にかかわる資金や労働力は当初、先

住民の自発的奉仕や、王室によるエンコミニンダの山時的提供など、個別的対応によって

賄われていたが1、ヌエバ・エスパーニヤで在俗教会が力をつけ、植民地教会組織が整えら

れてゆく中で2、次第に一定の慣習が定着していった。

16世紀半ばから大聖堂建設コストの負担の仕方として慣習となったのは、王室はパト

ロナート・レアルによって生じる義務から、エンコメンデーロは先住民の改宗・教化の義

務から、先住民は十分の一税を免除されているという理由から、それぞれが3分の1づつ

分担するというものであった。これは1552年勅令として出され、それ以降インディア

ス法に収められた3。この法令には、王領に返還されコレヒミニントになった先住民集落で

は、国王がエンコメンデーロの一人として相応な負担をすること、エンコメンデーロ以外

のスペイン人市民はその財産に応ずる負担を行い、その分先住民とエンコメンデーロの負

担を軽減すること、それでも不足する分は、十分の－税の一部を充当したり、個別の寄金

などで補うことも指示されていた4。十分の－税は、全体の半分を司教（mesaepiseopal）と聖

lKubler，AzquLtectzLmmeXjaWa，PP．135－144；Gibson，OP．Cit．，PP．121－122．
2ヌエバ・エスパーニヤで最初に設立された司教座は、トラスカラに設立されたトラスカラ

＝プェプラ司教座（1527）、次がメキシコ市に設立されたメキシコ司教座（1530）であった。同

司教座は1536年大司教座に昇格し、初代大司教には、それまでメキシコ司教であった

フランシスコ会士フアン・ダ・スマラガ（Fray血andeZum汀aga）が任命された。三番目
はアンチケーラ（現在のオアハカ）司教座（1535）、四番目がミチョアカン司教座で、153

6年に設置が決められ、1538年初代司教パスコ・デ・キロガが着任した。在俗教会組
織の整備には、ミチョアカン司教パスコ・デ・キロガや二代目メキシコ大司教アロンソ・

デ・モントウフアルなどの努力が重要であった。

3励鱒如怨d血（ね如β血あざ呵Ⅵ郎ゐ血β血d由β（1681），M占Ⅹico，Edicidn払csimnede
Mi卯．elAngelPorrda，1987，tOmOI，libroI，titul0ⅠⅠ，leyii，fo1．7．

4Ibidリ払1．7Ⅵこの法令の前例となったのは、パックアロの大聖堂建設をまかなうために、

1550年パスコ・デ・キロガが国王から得た勅令であった。これは、ヌエバ・エスパー
ニヤ副王に対して、パックアロの大聖堂建設のため、王庫から建設資金の3分の1を出し、

3分の1を司教区の信者（先住民）に負担させ、最後の3分の1を（ミチョアカンに居住
する）スペイン人市民とミチョアカンにエンコミエンダを拝領しているエンコメンデーロ
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堂参事会が折半し（全体の4分の1を司教が、4分の1を聖堂参事会とその構成員が受け

取った）、残りの9分の2（全体の18分の2）はパトロナート・レアルによって生じる権

利から王に（realesnovenos）、9分の4（全体の18分の4）は教区司祭の聖職禄に、9分

の3（全体の18分の6）は病院と司教区内の聖堂建設に半分ずつ充てられた5。大聖堂建

設に充当された十分の一税の一部とは、国王が特別に下賜する上記聖職禄の空席分（8ede

vacante）と聖堂建設のための18分の3であった6。

植民地教会の主たる収入は、十分の一税、寄進・献金7、教区の宗教サービス料（derecboS

yobvencionesparroquialeS）8であった。16世紀の在俗教会は、修道会に広範な地域を押

さえられた上に、先住民には十分の一税の支払いが免除されていたため、財政的基盤が弱

く国王の援助に頼っていた。しかし16世紀末からは、修道会に対する優位が確定的とな

り教区が拡大し、先住民に対する十分の一税の課税も制限付きながら認められて、独自の

財政が営めるようになっていった。修道会は十分の一税の配分にあずからなかった。修道

会の規定には、信者のお布施と自らの労働によって生活をまかなうことを義務づける清貧

の誓いがある。従って修道会は当初先住民の自発的協力や援助、エンコメンデ←ロの後援、

王室からの補助によって建築活動を維持していたが、次第に先住民の無償奉仕を得ること

が困難になると、レパルティミエントの労働力に頼るようになるとともに、独自の財源を

得るべく修道会財産を増やしていった。熱心なカトリック教徒による修道会への寄進・献

金・遺贈は莫大で、修道会財産は急速に増加していった。修道会の経済力の強大化を抑え

に負担させるよう命じている。王領に返遺されたエンコミニンダについては、国王がェン
コメンデーロに代わって応分の負担を行うものとしている。キロガは、スペイン滞在中

（1548・1554）スペイン国王から、十分の一税のうち国王の取り分である「9分の2」（十分

の－税全体の18分の2）を6年間大聖堂建設に使う許しを得た。その3年後には、それ
に加えて毎年500ドゥカードの援助を6年間にわたって得る約束も取りつけたが、この

援助が先の王庫が拠出する「3分の1」に相当するものなのか、それに加えて与えられた

ものなのかは明確でない。Moreno，OP．Cit．，P．47；Ramire2：MonteS，LGetE2ie血ノdb俺βの
鹿牒植わ卵，pp．76，79．
5GabrielSikaMandujano，血偽わあノくね伽かβ朗おァ戯7由くねde〟血肋e摺
物a鹿，Morelia，Mich．，InstitutoMichoacanodeCultura，1984，PP．33・37．
6励apih2Ckirz（お蛎tomoI，libroI，tituloII，leyii，fo1．7．
7寄進の中で最も盛んだったのがカペヤニーヤ（capellania）で、遺言で資産の一部を教会や
修道院に永代の抵当として預け、そこからあがる収益を、この寄進者の魂へ年に一定回数

ミサをあげる費用にあてるというものであった。司教座には、フスガード（jllZgado）と呼ば
れる裁判所がおかれ、寄進者との契約を扱うと同時に、寄贈された資本や土地・不動産の
貸付業務を行い収益をあげた。同時に、土地を抵当としたセンソ（eenso）と呼ばれる資金貸
付制度によっても、教会は多大な利子収入を得るようになり、これも大きな収入源となっ

た。Silva，血偽わあJtお伽肋，pp．37・38．
8婚礼、洗礼、埋葬などの儀式に対する司祭への支払いからなる宗教サービス料は教区司祭
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るため、副王は様々な禁止令をだしたが、結局16世紀末までに修道院が、先住民共同体

からではなくスペイン人からであるならば、土地、アシェンダ、家屋の寄進を受けこれを

所有することが認められた。スペイン人の財産の多くが都市とその周辺にあったため、修

道会は都市での財産を増やした。この現象は、先住民のドクトリーナが在俗教会の手に引

き渡されてゆくこととあいまって修道会の活動の中心をスペイン人都市へとシフトさせた。

フランシスコ会は托鉢修道会の原則を尊重し、組織的な大土地所有を行わなかったが、ア

ダスティン会とイエズス会は広大なアシェンダやエスタンシアを経営し豊かな財政を運営

した9。

先住民は大聖堂建設コストの受け持ち「3分の1」を、レパルティミエントによる労働

で支払った。1555年に作成された報告書によれば、ミチョアカン司教区の51の村落

から、大聖堂建設のため毎日約200名の先住民が集められていた。その内訳は、パック

アロとパックアロ湖周辺の村から20孝一（労役可能な男子15000人中）、そのほかの村

からは、村の人口に見合った2名～5名であった10。ただしこの数字は、建設期間中先住民

人口の減少や黒人奴隷の導入などによって変動している11。あるフランシスコ会士は155

3年に、この大聖堂建設が先住民に多大な負担となっているとして、パスコ・デ・キロガ

を批判している12。先の1555年の報告書には、「3分の1」を負担しているエンコメン

デーロ19人のリストとそれぞれの負担額も記載されている。最大の負担額はアカンパロ

のエンコメンデ←ロ、エルナン・ペレス・デ・ボカネグラの209ペソ6トミンであった13。

教区教会堂については、1588年、スペイン人都市の中に建設される場合、大聖堂建

設コストと同じ、国王・先住民・エンコメンデーロの「3等分負担」の原則が定められた。

すなわち、「スペイン人の街に建設される教区教会堂は耐久性のある相応の建物でなくて

はならず、負担は、王庫・街に居住するエンコメンデーロ・市中や周辺に居住する先住民

が3等分する。市域内に国王直轄領の先住民集落がある場合、国王がェンコメンデーロと

して負担する。エンコメンデーロ以外のスペイン人市民にも財産に応じた負担を課し、そ

の分先住民の負担から差し引くこと」というものであった14。

にとって重要な収入源であった。Ibidりpp．3針40．
9Ibidリp．40．

10RamireZMontes，上月理由血ノ曲俺虜の壷¢如，pp．142－143．
11Ibid．，p．81．

12Ⅰもid．，p．83．

18Ibid．，pp．141・142．

14戯αp血d励（お々鞘tOmOI，libroI，tilutoII，leyiii，払1．7Ⅵ
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2．先住民村の教会堂

（1）主邑教会堂と修道院

1533年、全ての先住民村の主邑には、エンコミエンダ内、国王の直轄領を問わず、

先住民が納める貢租によって教会堂を建設することが義務づけられた。そのため、教会堂

が完成するまでの間、貢租の最高4分の1を充て、司教と副王がその使い道を監督した。

彼らはそれを国王に報告する義務を負った15。また、村は教会堂に隣接して司祭館を建設し、

学校としても利用するよう義務づけられていた16。先住民村の教会堂が完成した後は、国王

ならびにエンコメンデーロは、祭具一式を提供し、ワイン、蝋燭など教会の儀式に必要な

物を供給する義務を負った17。

植民地で在俗教会組織が整い、先住民の村落が教区に編成されるまでの間、先住民村の

主邑の教会堂は、事実上その地区を担当する修道会の修道院付属教会堂であった。修道院

の建設には予め国王の許可が必要であった18。1563年、先住民の村落に修道院を建設す

る場合には、つつましい建物にすること、その村が王の直轄領にある場合には建設費用は

王庫が、エンコミニンダにある場合は王庫とエンコメンデーロが負担するものとし、その

地域の先住民が能力に応じて協力することと定められた19。

王の直轄領の村落における修道院とその付属教会堂の建設の模様は、エロンガリクアロ

のフランシスコ会修道院建設の経過に具体的に見ることができる。ここでは1547年か

ら、フランシスコ会宣教師が粗末なわらぶきの庵を建てて住み着いていた。1552年、

フランシスコ会宣教師がェロンガリクアロに修道院を建設する許可を副王に願い出たが、

パックアロにフランシスコ会修道院がすでにあったためその近隣への修道院建設は許可さ

れなかった20。1567年再び修道院建設の要請がだされた。これに対して、副王ガストン・

スアレスは宣教師のための小修道院建設と、プルアンディロの村での採石並びにモルタル

用の石灰生産の許可を与えた。労働力にはエロンガリクアロの属邑の先住民が調達された21。

建設資金として、エロンガリクアロの先住民共同体の「貢租余剰」（sobrasdetributo貢租

の一部を相の公共の経費に保留しておくもの）を全額振り充てることが許可された。しか

15Recqpih2壷db励tomoI，libroI，tilutoII，leyvi，fo1・8・
16Ibid．，tOmOI，libroI，tilutoII，leyxix，fo1．9Ⅵ

17Ibid．，tOmOI，libroI，tilutoII，leyesxii，ⅩⅩiii，fo18．8，10．

18Ibid．，tOmOI，libroI，tilutoIII，leyi，fo1．10Ⅵ

19Ibid．，tOmOI，libroI，tilutoIII，leyiiii，fo1．11．

20Paredes，etal，丑独boacdi2eL2el毎血Xtl p．85．
21Ibid．
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しながら、この修道院付属教会堂の建設は1576年に至っても完成をみなかった。15

76年3月1日副王マルテイン・エンリケスからミチョアカン地方長官へ出された命令で

は、「…エロンガリクアロ村の教会堂がいかなる状態にあるかを調べ、もし申請にあるよう

に貢租余剰の半分を費やす必要があればそのように処置することを命ず。…22」とあり、

調査の結果を検討した後、同年10月16日に先に命じた「貢租余剰」半分ではなく、全

額を4年間に渡ってこの工事に当てるよう命令が出され、かつ4年の期限が終了した後に

もう1年これを延長する許可が出された23。

また、1639年ツインツンツァンからは以下のような報告が出され、末尾笹は、検討

の結果、いかなる者も銅山での労役にツインツンツアンの先住民を強制的に連行すること

を禁ずる命が下ったことが付記されている24。

「ツインツンツアンの修道院と教会堂はヌエバ・エスパーニヤで最も美しく壮麗なもの

のひとつでありますが、今崩壊の危機にあり、いくらかの修理を必要としております。

早めに手当てすれば問題はありませんが、さもなければ建て直しの必要も生じましょう。

崩壊の恐れは主として天井の木組みにあり、これを補強すれば十分耐えうることであり

ましょう。この修繕に必要な期間、市のインディオの銅山での労役を免除する必要があ

ります。現状では、この労役の人数は3人でありますが、現実には交代の要員を含めて

時に9人かそれ以上の人手を要します。当市とその周辺でもインディオの数が減り、先

の修繕のために木を切り製材し、そのほかの必要な作業を行う人手を出すことは困難で

あります。建物の崩壊の危機に対処する必要に鑑み、宣誓とともにミチョアカン地方長

官並びにそのほかの市の市長にこの報告書を軽出いたします。」

上記の事例が示すように、副王は村落の規模と修道院の規模がかけ離れないよう留意し

ながら、その建設にかかわる王室負担分に相当する費用や労力を手配したが、16世紀後

半それは主としてその地域の先住民から王室が受け取るべき貢租の一部や、レパルティミ

エントを免除しそれを教会堂建設や修復に振り充てること、すなわち王庫からの現金支給

を伴わない方法で賄われていたことがわかる。ユリリアプンダロやウカレオのアダスティ

ン会修道院のように、あまり大規模で先住民の負担を重くするとして、副王が建設の中止

22AGNM，（お月e脂ノ（おJも創始，VOl．1，eXp．844．鈷1．156，156vこ，1576．

23AGNM，（おDem1（おhj吻VOl．2，eXp．253．fo1．72，72vl，1576．
24AGNM，刀毎1m昂VOl．97，eXp．4，1639．
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もしくは計画の縮小を命ずる例もしばしば見られた25。

（2）属邑教会堂

キブソンは、メキシコ盆地のサン・フアン・イシュアテペック村の例をひきながら、属

邑の教会堂建設は、資材、資金から労働力に到るまで全て村人の手によって賄われた共同

体の事業であったと指摘している26。そのような場合にも、副王は教会堂建設の適性を調査

し、必要な処置を講じた。それを示す例のひとつとして、1575年のイリスタケソキト

ラン村の事例があげられよう。この年、副王はトナティコの地方長官へ以下の圭うな調査

を命じた。

「副王マルテイン・エンリグスはトナティコのコレヒドール並びに、グイトラルパン地

方の副長官もしくはその補佐のいずれかに対して、以下を命じる。トソソルコの属邑イ

リスタケソキトランのインディオが、死者を埋葬しキリスト教の教義を学ぶために集う

小教会堂の建設を必要としており、当方にその建設許可を願い出ている。その処遇を決

定するため、この集落で教会堂が必要であるか、かつそれが主邑の意向でもあるか、ま

た完成までに要する時間・建築資材の手配の有無・工事の内容を調査し、いかに回答す

べきかの見解を添えて報告すること。」27

1653年に出されたサン・マルテイン村からの次の請願（原文はナワトル語）は、属

邑での教会堂建設のための労働力がいかに確保されていたのかを示す一例である。

「貴方様の僕が…司教様の御手と御足に接吻し、我がサン・マルテイン相の教会堂にか

かわる困難と私どもの嘆きをお伝えいたします。主邑の村役と教区司暮らの不当な処遇

のため、私どもの村では教会堂が建設できません。神の御慈悲で、私どもが教会堂を建

て終わるまで、我らを召し出さないよう教区司祭にお命じ下さい。主邑コクーラの村長

は、我ら皆、妻を伴い主邑へ働きに行かなければならないと申します。さすれば、我ら

の聖なる教会堂はそのまま放置され、村人全員が難儀いたしましょう。…こう申したか

らといって、私どもは教区司祭をないがしろにしている訳ではありません。彼が必要な

ものは全て与え、沢山の寄進で今後も彼を助けましょう。．．．それゆえ、神の御慈悲で我

25Basalenque，OP．Cit．，PP．126，142．

26Gibson，OP．Cit．，pP．123・124．

27AGNM，銑Ⅵe用ノゐ助j均VOl．1，eXp．281．払1．55，1575．
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らが出掛けなくてもすむようお取り計らい下さい。私どもはすでに全ての木材と板を用

意し、これ以上一文も必要ありません。…この村の聖なる教会堂は、神の御意思があれ

ば、2年間で出来上がるでしょう。」28

3．村の教会堂建設の経済的・政治的意味

上記のように、先住民村落の教会堂建設は主邑においては義務として、王室やスペイン

人の協力を得て行われ、属邑においては、副王の監督下、主として村民の力で進められて

いた。その結果として、先住民村落から副王や教会当局に対して提出された教会堂建設や

修築の請願と、それに関連して植民地政府や教会が作成したさまざまな書類が残されてい

る。それらを注意深く読んでいると、村の教会堂の建設や修築には、宗教的必要性以外に

も現実的な意味が伴っていたことがわかる。

メキシコ国立総合公文書館（ArchivoGeneraldelaNaciandeM6Ⅹico略してAGNM）の

「インディオ部門」（Ramode血血適は、先住民からの請願・訴訟を専門に受付けた植民地

司法機関であったインディオ裁判所（血褐adodeIndios）の記録を収蔵している。この部門の

1574年から1597年の項目カタログ29に整理されているおよそ7000件の事例の

内、先住民村の教会堂もしくは宗教施設（主として病院）の建設・運営に対して王権が出

した諸命令が合わせて152件（約2．2％）みとめられる。その内訳は以下のとおりである。

①教会堂への先住民の労働提供に関するもの（38件）

②教会堂建設の為の資材・資金の調達に関するもの（10件）

③教会堂・庵・礼拝堂等の建設・修築の必要性の有無や工事の進捗状況

に関する調査命令（24件）

④教会堂、修道院、礼拝堂等の建設・再建の許可もしくは禁止令（9件）

⑤教会堂の備品・装飾品の整備状況の調査や購入命令（28件）

⑥病院に関するもの（34件）

⑦そのほか（9件）

28JameSLockhartet．al．（ed．），Bb70ndtheCbdibe昂Tne胸如月挽wafα戒Ⅶ由勉励

LosAngeles，McAfeeCollectionofUCLAResearchLibrary，1976，PP．174・177．
29LuisChave2；Orozco，血dibeLM戯modbh劇場M6Ⅹico，InstitutoIndigenista
Interamedeano，1951．
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その中で先住民村の教会堂建設に対する王権からの何らかの便宜供与を示しているのが

①から④である。①の中には「村の教会堂・修道院建設のため他所での労役を中断もしく

は禁止する命令」が14件含まれている。②の10件の内訳は、教会堂建設のための「特

別の耕作地の下賜や手仕事の許可」、「貢租もしくは貢租の一部の供与」、「共有地や王領内

からの資材調達許可」である。先住民が自村の教会堂の建設もしくは修築を願い出る時、

王権はほかに支障の無い場合、このような恩典を与えて援助することは珍しくなかった。

メキシコ国立総合公文書館には「インディオ部門」以外にも、例えば「下賜部門」収amo

de伽くね∂、「副王令部門」（Ramode伽甜冴ノくね劫火∂などにもこの種の許可の記録は

植民地期を通じて様々な形で残されている。従って、実際はこの種の恩典の供与はここで

見る数字以上に頻繁であったと考えられる。

16世紀の後半、メキシコでは多くの先住民村が、貫租未払い額の増大による財政逼迫

に陥っていた。このような状況下、貢租の一部の返還や、鉱山、製糖工場、スペイン人の

農園などでの強制的労働や、主邑での労働義務の一時中止や軽減は、たとえその目的が教

会堂の建設・修築と限定されていたとしても、実際には村にかなりの自由裁量の余地を残

すものとして、ありがたい恩典に達いなかった。また、家族と離れ、場合によっては何十

キロも離れた土地へ赴き、衣食住の全てに不自由しながら厳しい労働に従事することに比

べて、自分の村で家族や仲間と共に自主的に行う教会堂の建設や修築が、いかに好ましい

労働であったかは推測に難くない。しかも、これらの恩典は長い時には数年も継続したの

である。

このような請願に対して、王権は教会堂の規模、材料や資金の調達見通し、建設期間、

王権の負担すべき部分などについて地方官吏に調査をさせた上で、それが村の能力を越え

たもので無い場合、概して寛大に対処したようであった。それはスペイン、ハブスブルグ

王室が固持したカトリックの守護者としての大義名分に照らしてごく当然なことであった

ともいえよう。またそこに、先住民村が戦略としてそのような請願を利用する下地があっ

た。

さらに時代が下って、17世紀から18世紀に到ってもこの種の請願は出されつづける

が、そこには、属邑の教会堂建設が主邑の支配から離脱するための口実として利用された

り、村落内部の勢力争いの道具にされるといった状況が顕著になっている。例えば、17

13年サン・ペドロ・チルチョトタラ村は、村の教会堂の建設がすでに23年前から開始

されながら、主邑であるサン・フアン・キミストランへの労役や財政負担が過重なためし

ばしば中断を余儀なくされて完成できずにいること、人口増加により主邑として独立する

に足る村民を有していることなどの事情を考慮し、主邑として独自のカビルドを持つこと
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が許されるよう、副王に請願している80。また、1713年フチテペック村の村長に選出さ

れたエステバン・ベントクーラが、村内の勢力争いで、鵬部の村民から村長として不適格

であると訴えられたのに対して、完成ま近の村の教会堂建設に彼が15年来尽力してきた

ことを証明する村の司祭や村民の証言を付して、村長として適格であることを副王に訴え

ている31。

以上、さまざまな事例から明らかなように、村の教会堂の建設や美化のための労働は、

村に経済的・政治的恩典や村人の労働条件の向上をもたらすことが少なくなかった。この

ような事業は、村人にとって不快なものではなく、むしろ、先住民共同体の結束を強める、

祭りに近い要素を備えたものであり、共同体の内部に形成された精緻な祭りのシステムに

おいてもなんらかの役割を果たしたのではないかと推測される32。

このように、大聖堂から属邑教会堂まで、聖堂建設のコストは、王室・エンコメンデー

ロを中核とするスペイン人入植者・先住民の間で負担の方法の大筋が制度化されていた。

本節で明らかにしたように、王権は、法令の制定による制度的介入と、副王や司教を通じ

ての監督、王庫からの現金の拠出を伴わない形での資金援助という方法で、植民地での聖

堂建設のイニシアティブの一翼を担った。次節からは、スペイン人入植者の中核とみなさ

れたエンコメンデーロと先住民がいかに聖堂建設に取り組んだか、タラスコ地域を例に詳

しく考察し、ミチョアカン様式成立の背後に彼らのイニシアティブがどのようにかかわっ

ていたかを明らかにしたい。

第二節　スペイン人のイニシアティブ

1．ミチヨアカン地方のエンコミエンダ

1523年、コルテスはアントニオ・デ・カルバハルに命じて、ミチョアカン地方でエ

ンコミエンダを配分するための事前調査を行わせた。同調査に基づいて、1524年コル

テスはミチョアカンでエンコミニンダの配分を行った。この記録は残っていないが、その

80AGNM，血dわらVOl．38，eXp．104，払18．145・152vL，1713．
31AGNM，血dわ昂VOl．38，eXp．136，bls．196・188．
32例えば、ペルーのマルカパタ村の先住民共同体に現在まで伝わる、祭りの形式をとる教
会堂修築作業の慣行はそのことを良く示している。山本紀夫「インディオと教会堂」『季刊

民族学』第50号1989秋pp．67・85．
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4年後の1528年、ヌエバ・エスパーニヤ総督エストラダによってミチョアカンに派遣

されたフアン・デ・オルテガ（BachillerJuandeOrtega）が行ったエンコミエンダの貢租額

査定調査（tasaci6ndetributos）が、ミチョアカンのエンコミニンダに関する最も古い記録と

して残っている33。それによれば、この調査の時点で、ミチョアカン地方の心臓部であるツ

インツンツアンを初めとして、ウアニケオ、マサミトラ、ナランハ、タヒマロア、タマス

ラ、ティリペテイオ、トウシュパン、サボトランなど、実入りの良い、あるいは戦略的に

重要な場所をコルテスは自分のエンコミニンダとしている84。ほかに名を連ねるエンコメン

デーロの数は47人にのぼり、その領域は、かつてのタラスコ王国の最大領域には到らな

いものの、南はティエラ・カリエンテを含め、北はチチメカ族との境界線まで、東はマラ

パティオなど現在のメキシコ州との境界線まで、西はトウシュパやサユーラなど現在のコ

リマ州やハリスコ州にまで入り込んだ広大な地域に渡っている。これらのエンコミエンダ

の多くはその後、領域や受益者の変更を経験し、1550年までには大半が王室の直轄領

に戻されている。ピーター・ジェテルドによれば1551年、ミチョアカン市のアルカル

ディーア・マヨールの管轄領域内に存続していたエンコミニンダは18余り35、その内6か

所が16世紀末までに36、さらに17世紀中に6か所が王領となり37、17世紀末まで存続

していたエンコミニンダはアカンパロ、プルアンディロニウアンゴ、コマンハ、セビナニ

ポマクアラン、ウルアパン＝シロスト、タンシタロの6つだけであった38。

33Ⅵ厄ren，ム飢氾明鱒奴晩pp．133，171・175．
34ツインツンツアンとその属邑の一一部は1528年総督エストラダによって玉顔に戻され

る。しかしパックアロ湖周辺の多くの属邑はエストラダが同年この調査の直後に与えた下

賜を根拠に、フアン・インフアンテが自らのエンコミエンダであると主張し、紆余曲折を

経た後、1554年最終的に王の直轄領に戻される。Ⅵbrren，血のロ卯嘉均pp．228・2師，
250・259．

35アカンパロ、プルアンディロ＝ウアンゴ、コマンハ、サカブ、セビナ＝ポマクアラン、

エロンガリクアロ、ウルアパン＝シロスト、タレクアト＝ペリバン、タンシタロ、アリマ

オ＝ピンサンダロ、ウアカナ、タカンパロ、エトウクアロ、タリンバロ、インダパラペオ、

チョカンディロ、タイツェオ、タイメオ。Gerhard，OP．Cit．，Pp．353・355．
361551年から16世紀束の間にサカブ、エロンガリクアロ、アリマオニピンサンダロ、

クイツェオ、チョカンディロ、タイメオが王領となった。Gerhard，OP．Cit．，PP．353－355．
3717世紀に入ってから1697年までに王領となったのはタレクアト＝ペリバン、ウア

カナ、タカンパロ、エトウクアロ、タリンバロ、インダパラペオ。Gerhard，Op．Cit．，

pp．353・355．

38ただしこのほかに、トラパルカテペックやタレクアト＝ペリバンなどのように、一度王
領となってから、その貢租が再び個人に割り当てられたものの、その状態がいつまで続い

たか明らかにされていなケースがいくつかある。また、タレクアト＝べリバン、タンシタ
ロ、ウアカナ、クイツェオ、アカンパロなどは、16世紀末までにミチョアカン市のアル

カルディーア・マヨールの管轄を離れ、新しくできた最寄りのアルカ／レディーア・マヨー

ルの管轄域に入れられた。Gerhard，Op．Cit．，Pp．65・67，75・77，257・258，396・397．
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王領へ戻されたェンコミニンダは、16世紀前半においては通常ほぼ同時にコレヒドー

ルに統治されるコレヒミエントへ移行した。1550年代からはエンコミニンダもコレヒ

ドールの管轄下に置かれるようになった。例えばタレクアト＝ペリバンのエンコミニンダ

は17世紀後半まで存続するが、すでに1545年頃からヒキルパのコレヒミニントの管

轄下に置かれていた。ウアカナ（1533・）、タンシタロ（1531・）も同様の例である89。しかしな

がら、プルアンディロ＝ウアンゴ、コマンハ、セビナ＝ポマクアラン、ウルアパン＝シロ

ストなどの大エンコミエンダは、最後までミチョアカン市のアルカルデ・マヨールの直接

の管轄下に置かれた。

ミチョアカンでそのような強力なェンコミエンダを維持した最も代表的な人物がフア

ン・インフアンテとフランシスコ・デ・どリェーガスであった。フアン・インフアンテは

コマンハ並びにセビナ＝ポマクアランのエンコミニンダを、フランシスコ・デ・どリェー

ガスはウルアパン＝シロストのエンコミユングを与えられ、一族は16世紀全般を通じて

そこから多大な恩恵をこうむりつづける。非常に興味深いことは、タラスコ地域のシエラ

の大半がこの2大エンコメンデ｝ロの支配下にあったこと、そしてウルアパン病院とその

影響を受けた聖堂はどリェーガス家のエンコミニンダの中に、ミチョアカン様式の聖堂は

インファンテ家のエンコミニンダの中に集中していることである。メキシコ市と密接につ

ながる広範囲な経済活動を何代にもわたって行った有力なェンコメンデーロの下に置かれ

たシエラの村落が、任期の短い下級官僚コレヒドールの下にあった村落と異なる変遷をと

げたとすれば、先住民村落の教会堂建設におけるエンコメンデーロのイニシアティブを想

定することができるのではなかろうか。

2．タラスコ地域の大エンコメンデーロ：インフアンテ家を中心に

（1）フアン・インフアンチのエンコミエンダ

そのようなェンコメンデーロのイニシアチブを検証するため、ミチョアカン地方最大の

エンコメンデーロ、フアン・インフアンテがタラスコ地域の先住民集落の教会堂建設にど

のようにかかわっていたのかを史料に即してみてみよう。

フアン・インフアンテは、ヌエバ・エスパいニヤでも有数の豊かなェンコミエンダを拝

領し、先住民保護のために制定された「インディアス新法」で、エンコミニンダを縮小す

べきエンコメンデーロとして名指しされた数名の中の一人であった。一説によればセビリ

39Gerhard，OP．Cit．，pP．75・77，257・258，396・397．
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アのイダルゴ（郷紳）の出であったフアン・インフアンテは、若くして西インド諸島に渡

り、1522年、16才で征服直後のメキシコ市に移り住んだ。ここで有力者の後ろ盾を

得たフアン・インフアンチは、コルテス不在中の政治的混乱時にヌエバ・エスパーニヤ総

督を勤めたアロンソ・デ・エストラーダの署名入りの1528年づけの勅状を植民地当局

に提出して、1529年、ミチョアカン地方に25余りの先住民村からなる大エンコミエ

ンダを労せずして拝領した。フアン・インフアンチが拝領したエンコミニンダは、「湖水の

柑々」と呼ばれるパックアロ湖周辺、「シエラの村々」と呼ばれるタラスコ台地の山間部、

「コマンハ村」とその属邑を中心とした北部平地寄りの三つの地域から成っていた（地図

7）。当初から、フアン・インフアンチがェンコミニンダ拝領のため提出した勅状の真偽に

は疑惑が持たれていたのであるが、その点を突いて、「湖水の村々」を王領へ組み入れよう

としたのが、ミチョアカン司教パスコ・デ・キロガであった。この地方の中心都市として

司教が1538年に建設したパックアロ市の維持に、「湖水の村々」からの貢租と労役が必

要だったからである。1554年まで続いた長期の訴訟は、フアン・インフアンチの敗訴

に終わり、インフアンテ家のエンコミユングはこの年から「シニラの柑々」と「コマンハ

村」周辺に限定された。インフアンテ家のエンコミニンダをめぐる一連の訴訟記録は、セ

ビリアのインディアス総合文書館に残されている朝。ここではその詳細は省略するが、フア

ン・インフアンテの敗訴は、インディアス新法以降、エンコミエンダ制廃止に方向転換し

た王権の姿勢を明確に示すものであった。

エンコミニンダを得たフアン・インフアンテは、1530年代半ばには、貢租として受

け取るトウモロコシなどの農産物を、コマンハ村近くに入手したサン・フアン・デ・ラ・

ベガ農場（以降サン・フアン農場と略す）（地図7）でのブタの飼育にあて、ブタをミチョ

アカン地方の鉱山やメキシコ市で販売した41。また、フアン・インフアンテは先住民労役を

鉱山への物資輸送にも投入している42。この時期フアン・インフアンテは先住民を鉱山への

荷役に酷使したり、貢租となるトウモロコシの蒔き方で無理を強いたりと、強欲なェンコ

メンデーロの側面を見せている43。1543年に副王から許可された、インフアンテ家への

40AGI，血β出血，129，130，138，188，203．

41BenedictⅥbrren，血βdzZZ血LgおⅥ血払（ねhsDegVCibSLhuDeDmL22endbmen
血0虚血，M占裏eo，SER1984．
421537年の貢租査定でコマンハのエンコミエンダは鉱山での労役を義務づけられたが、

1542年の副王令によりこれが禁じられている。Paredes，etal．，肋MCdnene1度なb

Xl甥p．58；AGNM，伽dbs；VOl．1，eXP．415，fo18．194q195，1542．
43Paredes，etal．，肋oacdneLtZel励Xtl pp．65・66；AGNM，伽dbs，VOl．2，eXp．166，
払1，60・60vL，1543．
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貢租と労役は以下のようなものであった44。

「コマンハ」のエンコミエンダから

貢租

1年間に2400フアネガ（1フアネガ＝90．815㍑）のトウモロコシ、

1日に薪5束、牧草5束、七面鳥2羽、タマーレス（トウモロコシ

の粉で作ったちまき状の食べ物）40個、トウモロコシ半フアネガ

労役

一日30人を農作業、20人を家畜の世話へ

「シエラの村々」のエンコミニンダから

貫租

1年間に村の共有地のトウモロコシ畑三箇所からの収穫

1日に薪6束、牧草6束、七面鳥3羽、鶏6羽、タマーレス80個

労役

一日30人を農作業、20人を家畜の世話へ

この労役の人数は、当時の村の戸数に照らすと、およそ10戸に1戸から毎日1名がイ

ンフアンテ家の農場にかり出されたことに相当する45。ミチョアカン地方にスペイン人都市

が設立されると、先住民は、現物納の貢租をインフアンテ家の農場のほか、パックアロ市

（1538設立）かバリヤドリッド市（1541設立）へ輸送する荷役も負った46。植民地の貨幣流

通量が増すに従って、先住民の貢租は現物から現金に代わってゆくが、インフアンテ家の

エンコミニンダでも、1547年の貢租査定からは現金と現物と労役が組み合わされ、1

553年の査定からは労役が無くなり現金と現物になっている47。

44Paredes，etal．，血（娼血e月dβなお澗p．69．
45表6で、1547年、フアン・インフアンチの「シニラの村々」のエンコミエンダを構
成していたチェラン、ポマクアラン、アランサ、アランの戸数合計が557戸（人口では

2250人）であることから、これをシニラの村々が提供していた1日あたり50名の労

役の人数で割ると約11戸となる。

46AGNM，伽（お昂VOl．1，eXp．93，払18．36v・38，1543．
471563年インフアンテ家が受け取った貢租は、現金4540ペソとトウモロコシ20

00プアネガ（当時アウディェンシアのオイドールの俸給が年3000ペソ余り）であっ

た。Paredes，etal．，肋oa壷eBel点由血Xtqpp．58・63．
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（2）エンコメンデーロから大農場主へ

フアン・インフアンテは、「湖水の村々」をめぐる訴訟のためスペインに帰国したおり

（1536・1539）、国王の書記官でインディアス諮問会議の最高賓住着であったフアン・デ・サ

マノの親戚にあたる貴族の娘カタリーナ・サマニエゴと結婚した。1539年、二人はヌ

エバ・エスパーニヤに戻り、そこで七人の男子と恐らく三人の女子をもうける48。フアン・

インフアンテは、修道院に入ったと思われるカタリーナを除いて、成長した二代目たちの

ために次々と政略的な婚姻をとり結んでいった。相手は、アウディェンシアのオイドール、

大エンコメンデーロの後継ぎ、メキシコ市参事会の重職を専有する有力家系の考達で、そ

の結果インフアンテ家は植民地中央政府ならびに植民地のスペイン人社会きっての有力家

系との強い絆を確保することができた49。フアン・インフアンテ本人は、表立った役職に名

を連ねることは無かったが、この結びつきを最大限利用し、後にみるような農場の拡大に

48Balta名arDorantesdeCarran乙a，動皿βで由∫観血痕払（加点βの甜βとお血A厄e摺物β血，
M占Ⅹico，EditorialPorr血，1902．インフアンテ家二世のほとんどは、両親の姓を併記するス

ペインの慣習によりインフアンテ・サマニエゴ姓を名乗った。しかしこの慣習は必ずしも励
行されず、兄弟間で異なる姓が名乗られることも珍しくなかった。インフアンテ家二代目

では、五男フアン・デ・サンドパル・サマニエゴがその例。

49長女のヘロニマを、ヌエバ・エスパーニヤで副王に並ぶ権力を持つアウディェンシアのオ
イドール、ペドロ・フアルファンに嫁がせている。次女マリアナと長男フアンには、征服

戦争に功あって広大なェンコミエンダを拝領したアロンソ・デ・アパロスの一人息子で相

続人のフェルナンドと、同じアパロスの娘イサベル・デ・サンドパルをそれぞれめあわせ、
両家の間で二組の縁組を行っている。ちなみに、アロンソ・デ・アパロスの妻は、フアン・

インフアンチが提出したエンコミエンダ授与の勅状の署名主アロンソ・デ・エストラーダ
の娘、フランシスカ・エストラーダであった。マリアナとフェルナンドの間に子はできな

かったが、フアンとイサベルの間には娘が一人だけ生まれた。この娘フランシスカ・イン

フアンテ・サマニエゴが、インフアンテ家のエンコミエンダの三代目で最後の相続人とな

る。彼女は後にユカタン地方の総督ディェゴ・フェルナンデス・デ・べラスコと結婚する。
次男エルナンドは、高等法務院に奉職Lかつメキシコ市の参事会で数々の役職を歴任した、

アロンソ・マルテインの娘と結婚したが子は無かった。四男フランシスコは、コルテスの
指揮官として従軍した功労により大エンコメンデーロとなったアントニオ・デ・カルバハ

ル（「カルバハル巡察録」の作成者）の娘レオノールと結婚した。アントニオ・デ・カルバ

ハルの同名の長男は、メキシコ市参事会で参事と市長を務めた実力者であった。五男フア
ン・デ・サンドパルと六男ペドロは、ロレンソ・デ・パーヨの孫にあたる姉妹パトロニー

ラ・デ・ハツソとイサベル・パーヨと、これも兄弟姉妹間で二組の結婚をしている。ロレ

ンソ・デ・パーヨはカリフォルニアとグアテマラで戦った征服者でやはりエンコメンデー
ロであった。その一人娘で相続人のイサベルはこの姉妹のほかに二人の男子バレンチイン

とマルテインをもうける。彼らは共にメキシコ市の参事会で役職を（マルチインは市長を

二度）歴任している。GuillermoPorraSMu丘02：，BgobjbmotねhaudbddeMixiboenel
ぷなあ方呵M占Ⅹieo，UM，1982，p．225・229，pp．330・333．三男ルイスの舅ファドリケ・デ・
レオンと七男ホセの輿フランシスコ・エルナンデス・デ・アビラの経歴は不明である。後

者はコルテスに従ってテノチティトランの攻略に参加した指揮官のひとりアロンソ・デ・
アビラと繋がりがあるとも考えられる。
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つなげたといえよう。

1546年、チチメカ族の勢力圏の心臓部サカテカスに大規模な銀山が発見された。ミ

チョアカン地方はその後背地にあたった。フアン・インフアンテは、1546年から15

47年にかけて、チチメカ族との境界付近に副王から広大な土地を下賜され、そこにチチ

メカ農場を拓いた50（地図7）。50年代以降、鉱山景気により農牧業は非常に収益の高い

事業となった。フアン・インフアンテのチチメカ農場は、1565年頃までに、40以上

の放牧地からなる大農場に成長した。1565年フアン・インフアンチは点在するチチメ

カ農場の周囲の土地を、隣接する三つの先住民村から合わせて百ペソで購入し農場の鵬体

化を計った51。この購入により、チチメカ農場の総面積は、農場の40余りの放牧地の半分

が牛馬用（＝約17．6平方キロメート再、半分が小家畜用（＝約7．8平方キロメート再放牧地であった

と仮定して試算すると、500平方キロメートル以上になった。この頃には、インフアンテの年

長の息子たちも、チチメカ農場の経営に参加するとともに、父の農場の近辺に自分の農場

を所有し始めていた。

1549年、インディアス新法がヌエバ・エスパーニヤで施行され、エンコミニンダで

の先住民労役が禁止されると、インフアンテ家のエンコミニンダでも先述のように155

3年の査定から労役が除外されるが、フアン・インフアンテは農場での労働力を確保する

ため翌1554年、－人当たり月5レアルの貸金（1564年当時の貢租が先住民戸主一

人当たり年10レアル余り）を支払うことを条件に、従来通りエンコミニンダの先住民を

使役する許可を副王から取りつけて、この危機を切り抜けている52。

同じ1554年頃、彼は妻子を伴い、メキシコ市からコマンハ柑近くのサン・フアン農

場へ移り住んだようである。それまでフアン・インファンテの公式文書には、「メキシコ市

の市民」と記されていたのが、この年から「ミチョアカン地方の市民」と記されたものが

現れるからである。サン・フアン農場はこれ以降血族の根拠地となる。この頃、アメリカ

大陸のほかのスペイン簡植民地でも、植民地統治の基地となるべきスペイン人都市の建設

が進められていた。そのために、それまで一握りの大都市に集中していた有力なエンコメ

ンデーロ達を、地方都市へ移住させる政策が取られていた。インフアンテ家のミチョアカ

ン地方移住にも、そのような力が働いていたと考えられる53。

50paredes，etal．，肋0β壷紺。j痩血斉昭p．129．
51Ibid．，p，141．先住民共同体の土地の無断占拠は法的に禁じられていたので、スペイン人
は副王から未利用地を下賜されるか、先住民からの購入によって私有地を獲得していった。

52AGNM，伽db昂VOl．4，eXP．15，fol．4v二，1554．
開1552年ミチョアカンの全てのエンコメンデーロとコレヒドールに対して、妻子を伴
い年に8カ月以上ミチョアカン市に居住することを義務づける王令が出された。Paredes
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フアン・インフアンチが1574年に没すると、エンコミエンダは長男フアン・インフ

アンテ・サマニエゴが相続した。館のあるサン・フアン農場と家作の所有権は、男の兄弟

七人に等分されたが、引き続き共同使用された狙。チチメカ農場には限嗣相続が設定され55、

長男の管理下で、家畜の繁殖分の利益を貢献度に応じて兄弟で配分した。また、この農場

で各自がそれぞれの焼き印を使って個人の家畜も飼育していた56。

次男エルナンドが三十代前半の若さで死ぬと、兄弟間にチチメカ農場の管理権を含むエ

ルナンドの遺産をめぐる争いがおこる卯。結局、チチメカ農場の経営は長兄フアン・インフ

アンテ・サマニエゴが実質的に掌握した。そして、フアン・インフアンテ・サアニエゴが

1585年に没し、その山人娘フランシスカが一族のエンコミニンダと限嗣相続財産を受

（editod，Ybwml繭t0．．．，P．89（Colecci6nKraus，1552，10defebrero，fo1．416V．・417．）．
54AHMM，亡九gよね由，1・1・6，C・26，E－16，B1586．

55一般に当時のスペインの慣習では、財産は全ての子の間で分割相続された。二宮宏之「歴
史の中の「家」」『家の歴史社会学』1993，p．27．しかし貴族階層では財産の細分化を防ぐた
め限嗣相続の道が開かれていた。新大陸のスペイン人貴族の間でも、1550年より限嗣
相続が許可された。
56AHMM，血stk由，1・1・7，C・18，E・5，A1581；AHMM，eJbG血，1－1－2，C・12，E・13．D
1596．

57争いの発端は、エルナンドの死の翌年、アントニオ・サマニエゴなる人物が王令を携え

てバリヤドリッド市に現れ、エルナンドの死後長兄が管理していた遺産を引き渡すよう求

めたことであった。この王令は、インフアンテ家長女へロニマの願い出によってメキシコ
市のアウディェンシアが出したものである。ヘロニマの夫ペドロ・フアルファンはアウデ

ィエンシアのオイドールで、この命令書も夫の影響力を使って得た、もしくは夫の自身の

思惑から出たものであろう。アントニオ・サマニエゴは、その姓サマニエゴから、フアン・
インファンテの妻カタリーナ・サマニエゴの兄弟もしくは親族であると考えられる。王令

を受け取ったミチョアカン市のアルカルデ・マヨ｝ル補佐は、フアン・インフアンテ・サ

マニエゴに出頭を命ずるが、彼は病気を理由にサン・フアン農場を出ようとしなかった。
そこでアントニオ・サマニエゴと、アルカルデ・マヨール補佐の代理として司法権を与え

られた公証人山人、警吏一人が約80キ再－トル離れたサン・フアン農場へ命令の執行に赴く。

農場ではフアン・インフアンテ・サマニエゴが、この王令が不正な報告に基づいて出され
たものであること、今自分が管理しているエルナンドの遺産は一族の限嗣相続財産に含ま

れるもので、自分が正当な相続者であること、また自分がすでにエルナンドが残した債務
を肩代わりして支払っていることなどを理由に、エルナンドの遺産引渡しに強く抗議する。

しかしながら、王令への不服従のかどで館の一室に監禁されるに及んで観念し、エルナン

ドの遺産目録の作成に同意する。ここで作成された目録は、家畜、不動産のほかに幾組も

の豪華な馬具や武具、十数個にのぼるつづら箱を満たすスペイン直輸入の贅沢な衣類や宝
飾品、さらに植民地で施行された法令集や勅令集、医学書などの書籍、農具や工具、黒人

奴隷など179品目からなる。遺産目録の作成が終わると、一行はチチメカ農場へ赴き、

農場の差配に、今後エルナンドの家畜の管理報告はアントニオ・サマニエゴに提出するよ
う命じた。しかし、エルナンドの遺産引渡しのこの決定は、後にフアン・インフアンテ・

サマニエゴの控訴によって覆った。AHMM，血β血由，1十6，C－18，E・4，A1578．
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け継ぐと、それらの管理の実権は次第にメキシコ市の親族へと移っていった58。また、彼女

がユカタン地方の総督と結婚し、メキシコ市に居住するようになっていた1596年には、

管理の怠慢と不正な売却とによって、チチメカ農場の家畜数が大幅に減少したとして、叔

父フランシスコが彼女とその夫を訴えている59。さらに1599年には、フランシスカに代

わってこの夫が、一族のエンコミニンダの先住民が北部鉱山への労働力として大量に連れ

出されていることへの善処を副王に願い出ている60。これらの事実は、インフアンテ家の財

産とエンコミニンダの管理が、サン・フアン農場に残るインフアンテ一族の手を離れ、フ

ランシスカの後見人たるメキシコ市の有力者に握られていたことを示している61。

1580年代になっても、インフアンテ家一族は二代目達の姻戚関係を通じて植民地中

央政府と密接な関係を維持し、80年代から90年代にかけてミチョアカン地方に多数の

放牧地と耕作用地を下賜されている62。それらは先住民共同体の土地を避け、主としてコマ

ンハ北側、トラササルカ、ぺリバンの三ヶ所に集中している。一族の受けた下賜の中には、

粉引き小屋やベンタkenta）とよばれる旅篭の用地と経営許可もあり、牧畜、農作物の収穫、

製粉、出荷、そしてなによりも、すでに慣習化していたエンコミニンダの先住民労働力の

利用において互いに協力し、多角的農場経営を行っていた様子が推測される。一族の中で

土地や家畜の売買を頻繁に行っていたようすも数多くの記録に記されている。ナワッェン

の旅篭は六男ペドロの娘の名義で下賜されたものである。パックアロからチェラン、オク

ミチョを経てタレクアトへ至る、当時の主要街道に沿ったこの宿は、インフアンテ家エン

コミニンダのひとつ「シニラの村々」の中にあり、かつ一族の館のあるサン・フアン農場

とペリバンの放牧地の中間に位置していることから、彼らの農場経営に無くてはならない

中継基地であったと思われる。

581587年フランシスカは、義理の伯父ペドロ・ファルフアンの後見のもと、相続した

限嗣相続財産の管理人としてある人物を雇う契約を交わしている。Paredes，etal．，

肋0虐壷eガd皮なあ斉昭p．404；AHMR伽わの農場60tA．
59AHMM，JtLStibib，l・1・2，C・12，E・13，D1596；AHMM，abjbmq4・2，C・6，E・1，B1596．
チチメカ農場の管理をめぐる争いの背景には、1580年代から、未利用地の減少や同種

間の交配の繰り返し、食肉や皮革のための屠殺量増大などによって、ヌエバ・エスパーニ

ヤで家畜の増殖量が目に見えて減り、それまで急速に発展してきた牧畜業に影を落とし始

めたことが関与していると考えられる。インフアンテ家の農場でも、管理の怠慢からとい
うよりは、そのような一般的な傾向として家畜数の減少が顕著になっていたのであろう。

60SikioZavala，j汀βerV元血pe躇0月87とね血g血d由geか血肋e摺物虚血JJ乃㌢∫瑚
M6Xico，EIColegiodeM昌ⅩicoyEIColegioNacional，1987，tOmOIII，P．391．

61フランシスカは、母方のアパロス一族を通じてもメキシコ市の強力な貴族達と強い親族
関係を持っていた。
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（3）インフアンテ家と教会堂

第一節でみたように、1533年、国王の直轄領でもエンコミニンダ内でも、全ての先

住民村の主邑には副王の監督の下、教会堂の建設が義務づけられた。そのための資金とし

て、教会堂が完成するまでの間先住民の貢楓の一部が充てられた。先住民村の教会堂が完

成した後は、国王ならびにエンコメンデーロは、司祭を手配し、その俸給を支払い、祭具

一式を提供し、ワイン、蝋燭など教会の儀式に必要な物を供給する義務を負った。156

3年には、先住民の村落に修道院を建設する場合には、その村が王の直轄領内なら建設費

用は王庫が、エンコミニンダにある場合は王庫とエンコメンデーロが負担するものとし、

その地域の発住民が能力に応じて協力するよう命じられた。属邑においては、教会堂建設

は副王の監督下、主として村民の力で進められていた。属邑の教会堂建設は、資材、資金

から労働力に到るまで全て村人の手によって賄われた共同体の事業であった。とはいうも

のの、これらはあくまで規則であり、ある場合には履行されなかったであろうし、何らか

の理由でエンコメンデ←ロがそれ以上の援助を行った場合もあった。

フアン・インフアンテは自分のエンコミニンダ内の先住民教化をフランシスコ会に委任

し、そのための義務をかなり律儀に果たしていたようである。1554年当人が主張した

ところによれば、ポマクアラン、プルハクアロ、ナランハ、サカブ、チェランの各村に建

てられた同会の小修道院に対して、フアン・インフアンテは全ての経費を負担した63。その

上フアン・インフアンテは、ミチョアカン地方のフランシスコ会の中心的修道院五ヶ所（ツ

インツンツァン、パックアロ、タレクアト、ウルアパン、バリヤドリッド）全てに多大な

財政援助をしたばかりでなく、バリヤドリッド市の修道院では、1553年から、それま

で粗末なアドベ造りであった建物を石造りに建て替えることを約束している64。このように

して、フアン・インフアンチが援助したフランシスコ会の施設数は、同会がミチョアカン

地方に営んでいた修道院総数（十数ヶ所余り）のおよそ三分の二にのぼる。この数字から

も明らかなように、フランシスコ会の同地方における先住民布教のために、このエンコメ

ンデーロが行った貢献は際立っていた。

先住民の擁護者として名高いパスコ・デ・キロガと、エンコミエンダの帰属をめぐり激

しく争った事実からだけ見れば、フアン・インフアンチはいわゆる「黒い伝説」の申し分

ない悪役ということになろうが、彼がヌエバ・エスパーニヤで先住民擁護のもう一方の旗

頭であったフランシスコ会の、ミチョアカン地方における最大の後援者の一人でもあった

62AGNM，腸∫℃跳ねろVOl乱12・18．

63ParedeS，etal．，MkboaLiD班eIβ砲血∬呵p．67；AGI，血Stmi，203，fo1．4V二

64Paredes，etal．，彪適のβ應be上。ぷなお斉昭p．383．
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という事実を見逃してはならない。フアン・インフアンテがフランシスコ会を強く後押し

した最大の理由は、修道会と在俗教会組織の間に生じていた乳礫を反映して、フランシス

コ会と司教キロガとが対立していたためであろう。

1560年代の末、インフアンテ家のエンコミニンダの村々は、時代の趨勢もあって、

フランシスコ会のドクトリーナから在俗教会司祭の担当教区に引き渡された65。しかしイン

フアンテ家とフランシスコ会の親密な関係はその後も続き、1603年まで一族の死者は、

バリヤドリッドのフランシスコ会修道院教会堂内に与えられたインフアンテ家礼拝堂に埋

葬されるのが慣習であった66。さらに、フアン・インフアンテは遺言でバリヤドリッドのフ

ランシスコ会修道院に3700ペソの基金を残した。この基金からの収益は18世紀にな

ってもまだ、同修道院の恒常的支出をまかなうために存続していた67。

バリヤドリッド市のフランシスコ会修道院へフアン・インフアンテが行った多大な援助

は、宿敵である司教キロガが擁護するパックアロ市に対抗して、バリヤドリッド市の発展

を願ったからでもあろう。彼は妻と一緒にバリヤドリッドに女子修道院も設立し、その運

営を二代目に託している。若くして死ぬ長男フアン・インフアンテ・サマニエゴもまた、

651568年まではインフアンテ家のエンコミニンダは修道士（reli由osos）の担当下にあり、
1570年には在俗教会司祭の担当下にあった。Paredes，etal．，MibboacdLZ錯el卸
間p．65；励d血虚血β物月蝕（ね7払澗侃肋朋壷，（友淵甜ア0血相血卵躇ge月
el励Xtq；M6Ⅹico，CasadeEditon1904，p．36．
66AHMM，あぶ址由，4・2，C・6，E・21，B1603．初代フアン・インフアンテとその妻は、バリヤ
ドリッドのフランシスコ会修道院教会堂に埋葬されることを遺言で命じたが、長い間「イ

ンディオの小さな教会堂」に仮埋葬されていた。AGI，烏丸崇蕗風融毎dbC抜取副職，163・B，
払1．99vL1585年に没したフアン・インフアンテ・サマニエゴは、少なくとも1587年

以前に両親とともにバリヤドリッドのフランシスコ会修道院教会堂の礼拝堂に埋葬された。

AGI，励α地点月血（ね地点で度，163－も，払1．186．ところが、1586年10月当時、バリヤド

リッドのフランシスコ会修道院は老朽化が激しく、すでに教会堂は取り壊されており、石
造りのものへの建て替えが始まっていた。この工事のため、この年、国王は400ドゥカ

ードの寄進を行っている。CiudadReal，OP．Cit．，tOmOII，P．72．古い教会堂がいっ取り壊さ
れたのかが問題であるが、もしそれが1585年以前であれば、インフアンテ家が埋葬さ

れたのはその後に建設が始められ1586年当時建設中であった新しい教会堂ということ

になる。すると、1553年にフアン・インフアンチが建設を約束した教会堂は結局この
時期まで工事に進捗がなかったと考えるのが妥当となる。現存する教会堂にはインフアン

テ家の礼拝堂とおぼしきものは残されていない。

67フアン・インフアンテは遺言で同修道院へ、ミサなどの義務を一切負わない純粋な寄付
として計3700ペソの基金を与え、年間合計185ペソになるその利子を修道院の費用

にあてるよう遺言した。同修道院の帳簿によれば、死後約150年を経ても、この種の基

金においてフアン・インフアンテは最大の援助者であった。BibliotecaNacionaldeMadrid，

S短nat・uraMss20466，伽γだ刀ねβ血刀d鋸冴月0g血肋0度壷．t触加点五拶αⅦl作況わざ
鹿胱血別偶成通卵卿I壷仁あぶ（ねCb由血励ア（ね飽月月ヲ血yJ動力fb肋血肋oa壷，
1723・1727，334b房as．
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遺言で父母の遺志を一人娘や兄弟にひきついでいる68。

1610年から1631年までのどの時期かに没した六男ペドロとその妻は、サン・フ

アン農場に程近い先住民柑サカブのフランシスコ会修道院に埋葬された69。この修道院は1

580年頃からこの相の先住民が石造りのものに建て替え始めており70、ペドロ夫妻がここ

に埋葬されたことは、この修道院の建設にもインフアンテ家が大きく寄与していたことを

示している。二代目たちは初代同様フランシスコ会への重要な援助者であったが、援助の

重心は自分たちの住む農場の近くへと移ったようである。

先にみたように、1554年当時、自分のエンコミエンダの村々を担当するアランシス

コ会宣教師を維持するため全ての経費を負担していると豪語していたフアン・インフアン

チであるが、1565年ポマクアランの村人から、村の宗教サービスにあたる宣教師に、

村から一定金額を支払わせていることを訴えられ、1568年には、先住民のための宣教

師の維持、祭服・祭具類（ornamentos）の整備ならびに宗教儀式の励行は、エンコメンデー

ロであるフアン・インフアンテが自ら負担して行うよう命じられている71。エンコミエンダ

内の村々で教会維持にかかる負担をなるべく軽減したいという気持ちは、村がフランシス

コ会の手を離れた後にはいっそう強まったのではなかろうか。1585年に作成されたフ

アン・インフアンテ・サマニエゴの遺言には、セビナ、コマンハ、ポマクアランの各教会

堂へ200ペソずつ、祭服・祭具類に充てるための費用が遺されているだけであった72。

（4）エンコミエンダ制衰退期とミチヨアカン様式

バリヤドリッド市でフランシスコ会修道院の建て替えがすすみ、1610年に完成する

なか、ペドロ夫妻が、インフアンテ家の慣例に反してそこに埋葬されなかったことは、イ

ンフアンテ家のこの都市での影響力が相対的に低下し、彼らの活動範囲が…族の農場の周

囲に限定されたことを示しているように思える。これは、16世紀末（1580年代）から顕

著になる牧畜業の低迷と、17世紀初頭の銀産出量の低下による植民地経済の停滞が、イ

ンフアンテ家にも少なからぬ打撃を与えたことを傍証するものであろうか。

インフアンテ家のエンコミニンダは、1628年三代目フランシスカが没した後、王領

に召し上げられる73。1631年の記録では、インフアンテ家の不動産としてサン・フアン

68AGI，励め虐刀血ゐC左辺aj甥，163・B，払ls．94・130，194vL
69AHMM，血β血，1・116，C・20，】針13，B1638．

70AGNM，（お刀e招ノ（お劇壇VO1．2，eXp．1232，1580．

71Paredes，etal．，肋OacdDeDel鴎血XTI p．65．
72AGI，点km動犯通日おイ憲血胤は，163・B，払ls．195V．・196．

73後日談になるが、1652年、セビナとポマクアランは、再びエンコミニンダとしてア
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農場とベーリヤス・フエンテス農場（丘g．67）の二つが確認される（地図7）。前者は初代フア

ン・インファンテの六男ペドロの一人息子フアン・デ・ハツソ・サンドパル、後者は同四

男フランシスコ自身が所有している74。しかし、後述するように1672年までに2つの農

場はインファンテ家の手を離れる。そのほかのインフアンテ家の農場については不明であ

るが、17世紀初頭までに土地を集積した大土地所有者の内、停滞の17世紀を乗り切れ

た者はごく僅かであったという他地方の事例75からすれば、インフアンテ家も最盛期の規模

で農場を維持することは困難だったと推測される。

1638年かそれ以前に、サン・フアン農場を受け継いだフアン・デ・ハツノ・サンド

パルが農場の屋敷で死亡する。遺言も遺産相続人も残さない突然の死であった。この青年

のために、教区司祭が「貴族Jにふさわしい葬儀を整えてやらなければならなかった。当

日には、隣のベーリヤス・フエンテス農場から、フランシスコの息子で死者の従兄弟にあ

たるフアン・インフアンテ・カルバハルが駆けつけ、その招きで、近隣からも人々が葬儀

に参列した。遺体はサン・フアン農場に程近いシビアホの教会に埋葬された76。シビアホ村

はサカブと同様にそのあたりでは比較的規模の大きな先住民村ではあったが、フランシス

コ会修道院があった記録は無い。インフアンテ家の三代目がなぜこの村の教会に埋葬され

たのか史料は語っていない。しかしながらこの事実を、これまで検証してきたインフアン

テ一族の土着化の延長線上に位置づけるのが妥当であろう。

ミチョアカン様式の教会堂が多数建設されたシニラの3教区を手中に収め、クラスコ地

域で最大の力を誇ったエンコメンデーロー族の足跡を概観した今、再び村の教会堂の様式

決定におけるエンコメンデーロのイニシアティブについて考えてみると、以下のことが言

えよう。

タラスコ地域で、ウルアパンの病院とそれに良く似た教会堂正面や窓枠のある病院を持

つ村が、どリェーガス家のエンコミエンダ内にほぼ限定されているのに対して、ミチョア

カン様式の正面をもつ聖堂の方はインフアンテ家のエンコミエンダ内に集中しているとい

う事実は、この2大エンコメンデーロの支配とそれら2つの様式の導入になんらかの関係

ントニオ・ムニヨス・モクテスーマに与えられた。アステカ帝国皇帝モクテスーマ2世の

子孫にあたる新しいエンコメンデーロは、セビナとポマクアランに加えてミチョアカン地

方以外の2地域で貢租徴収権を与えられており、3個所あわせて毎年1000ペソの貢租

を受け取ることになっていた。AHMM，曲bibmq2，C－1，E・14，A1667．

74Ram6nL6pezLara（notapreliminad，mObLqpa血db肋朗CdneL2el東野XtW，
Moreha，Mich．，FimaxPublicistas，1973，P．36．
75JuanCarlosGaravaglia，etal．，“MexicanElitesofaProvincial恥wn：The

LandownersofTbpeaca，”勒8月元A皿血刀助ぬノ励t元町70：2，1990，p．262．
76AHMM，血g血由，1・1・6，C・20，E・13，B1638．
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があるのではないかと推測させる。たしかに、メキシコ市や北部鉱山と密接につながる広

範囲な経済活動を何代にもわたって行った有力なェンコメンデーロの下に置かれた先住民

村落が、任期の短い下級官僚コレヒドールの下にあった村落に比べて、各エンコメンデー

ロの影響下で独特の発展をする可能性は高かったと考えられる。どリェ←ガス家の場合は、

自分のエンコミエンダ内の村落で教会堂を建設するために、メキシコ中央部から職人を連

れて来た可能性を本論第三章で指摘した。そうであれば、どリェーガス家はそれらの教会

堂正面の様式決定に直接的影響を及ぼしたことになる。しかし、インフアンテ家について

いえば、彼らの宗教的「投資」の関心はフランシスコ会修道院や女子修道院の方に向けら

れていたようにみえる。その上、ミチョアカン様式がシニラに普及する17世紀初頭から

半ばには、一般的にエンコメンデーロはエンコミエンダ内の先住民に対してほとんど実質

的影響力をもたなくなっていた。インファンテ家でも、三代目当主はメキシコ市に在住し、

ミチョアカンに定着したそのほかの一族にも衰退の影がみえる。インフアンテ家のイニシ

アティブがあったとするならば、それはむしろそれまでの数十年に及ぶ彼らの企業家とし

ての中・長期的、かつ戦略的エンコミエンダ経営が残した社会基盤にあったのではなかろ

うか。この点は次節で考察する。

エンコメンデーロと並んで先住民村と深くかかわったスペイン人聖職者の場合はどうで

あろうか。エロンガリクアロ、サカブ、ツインツンツアンでミチョアカン様式のプロトタ

イプを完成させたフランシスコ会は、先にみたように、1570年までにフアン・インフ

ァンテのエンコミエンダを在俗教会の司祭に引き渡している。当時のフランシスコ会と在

俗教会の犬猿の仲を考えると、司祭が担当の先住民相でフランシズコ会修道院教会堂の真

似を推奨するとは考えにくい。さらに、在俗教会の司祭はミチョアカン司教による任命で

派遣されてくるので、よその土地の出身者であることも少なくない。その場合、なおさら

タラスコ地域のフランシスコ会教会堂に固有のスタイルを担当教区に持ちこもうという動

機は薄くなるといわざるをえない。

第三節　先住民のイニシアティブ

エンコミエンダ制は16世紀末にはその力を失う。先住民村の教会堂建設へのエンコメ

ンデーロの直接的介入の可能性もそれとともに消滅する。そうした状況で、より強力にイ

ニシアティブを発揮する可能性を有していたのは先住民自身であった。これまでに、村に

教会堂を建設することに示した先住民自身の熱意や彼らが実際に受けた恩恵、あるいは集
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住化にともなって激化したと考えられる村落間のライバル意識などについて論じ、それら

が村の教会堂建設を促す要因となり得たことについて明らかにした。しかし先住民村が自

らイニシアティブをもって壮麗な教会堂を建設するためには、なによりも資力を自力で蓄

積することが必要であった。

16世紀末から17世紀初頭、ヌエバ・エスパーニヤ植民地にはさまざまな変化が起こ

っていた。それはエンコミニンダ制からアシェンダ制への移行の完了、レパルティミニン

ト制の施行からその廃止、スペイン本国の経済的危機と植民地鉱山産出量の激減といった

ことに代表されるもので、これらの変化はいろいろな意味で植民地が激動の形麟期から、

停滞期あるいは内発的発展期へ移行するための条件を準備したと考えられている。先住民

共同体も17世紀初頭に人口減少が底をついた後、ゆるやかな回復に向かい始め、スペイ

ン人による土地の侵食を受けながらも安定期を迎えていたと考えられる。ミチョアカン様

式が集中するシエ、ラの先住民共同体でも、ヌエバ・エスパーニヤ全土で導入された先住民

村落の自治組織や労働提供・税負担・土地所有などのシステムが機能していた。その実態

をもう少し掘り下げて、17世紀初頭のシニラにおける建築ブームに先住民のイニシアテ

ィブがあったとしたらそれはどのようなものであったのかを探ってみることにする。

1．スペイン化

（1）農業と牧畜

スペイン人との接触は、先住民村落に土地の収奪や食料・家畜の略奪といった被害をも

たらす一方、確立しつつある植民地経済への参画を促すという形で先住民村へ富をもたら

す可能性も秘めていた。

タラスコ族が山の中腹から平地へ降りて集落を形成する過程を推進した要因のひとつと

が、人口の激減とスペイン人が持ちこんだ新しい農業技術であった。人口の激減によって

労働力不足が生じ、霜の害や除草の手間を省くため従来行っていた斜面での耕作が難しく

なったことから、スペイン人が持ち込んだ強力な鋤や役畜を使用する平地での耕作のメリ

ットが生じたのである。さらに条件が許せば、宣教師の指導による潅漑工事も行われた77。

ただし、タラスコ地域の中心部シエラは土壌が火山性の砂地で、水を保持することができ

ないため、生活水は僅かな涌き水に、農業用水は雨水や夜露による湿気に頼らなければな

77例えば、アダスティン会の宣教師ディェゴ・デ・チヤベスは、レルマ川からユリリアプ

ンダロに水路を引いて湖を作った。Basalenque，Op．Cit．，Pp．141・143．
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らず、大規模な農耕は不可能であった78。そのため、スペイン人の大農場経営には適さず、

スペイン人による先住民の土地収奪はおこらなかった。先住民は自分たちの土地で伝統的

作物を生産し消費しつづけたので、シエラの農作物は一部の果物を除いて征服以前とさし

て変わらなかった。1649年の記録によれば、シニラの村々は果物、トウモロコシを販

売して収入をあげており、ある程度の余剰生産物があったことがわかる79。

シエラの土地に絡み込んだ雨水は周囲の低地で豊富な涌き水となり、数多くの池や沼を

作った。そのため、「湿地」地帯と呼ばれるシニラ北側の低地には、スペイン人の大規模農

場が形成され、先住民共同体の土地を侵食した。後にみるコマンハ相はその典型的例であ

る。シエラは、人口を養うのに必要以上の余剰農産物を上げることができたにもかかわら

ず、山間部であるという地理的要因と潅漑に適さないという水利的要因によって、スペイ

ン人の土地侵食の触手から守られていたということを念頭においておく必要があろう。

伝統的先住民社会には存在しなかった牧畜は、タラスコ地域でも急速に広がり、先住民

は大型の家畜を耕作に用いたり、自ら家畜の飼育・販売を行うようになる。先住民による

小規模の牧畜はタラスコ族共同体の重要な収入源となった。また、先住民が行う運送業に

も大型の家畜が用いられた。ただし、馬に乗ることは一般の先住民には禁止されており、

先住民貴族だけが国王の特別な許可を得て帯剣・騎乗を許されるに過ぎなかった。一方、

スペイン人の大規模な牧畜は先住民の耕作地に大きな被害をもたらした。コマンハ近郊で

は家畜が先住民の耕地に入り込み、畑を踏み荒らす被害が度々報告されている。

（2）衣服と食生活

スペイン人による土地の侵食を免れていたシニラの先住民が、スペイン人社会から予想

以上に大きな影響を受けていたことを示しているのが、彼らの衣服に関する記述である。

メソアメリカ先住民の一般的な衣服は、伝統的に男性が半裸に近いもの、女性は長い貫頭

衣であった。最初に布教に当たった宣教師達は、男たちのために簡素で実用的で清潔な白

いシャツとズボンという衣服を考案した。これは、現在もイスパノアメリカ全域で先住民

男性の服装の基本となっている。16世紀の絵文書には、男性がこのシャツとズボンに身

をつつみ、女性は伝統的衣服を着けた光景がよく描かれている。一方スペイン風の衣服も

先住民の間に着実に浸透してゆき、先住民男性が帽子やマントをつけて描かれている図も

多々みられる。遅れて女性の衣装にも、たくさんのひだで膨らませたスカートやショール

78AvilaGarcia，Op．Cit．，pP．47－87．
79そのほかの年の記録でも余剰産物を販売していることが記録されている。本章末尾の表
7「タラスコ地域セビナ・アランサ・カバクアロ・ティリンダロ教区生業」参照。
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など、スペイン風のものが入り込むようになってゆく。先住民には騎乗・帯剣に制限があ

ったものの、スペイン風の衣服を身につけることに特に制限はなく、貴族階級ではそれが

一般的であった。ミチョアカン地方で先住民にスペイン風の衣服を身につけさせるよう指

導したのは、初代司教パスコ・デ・キロガであったといわれる。その結果、通常男は青色

の粗い毛織物でつくったズボンならびに短い上着？（repinaもしくはropilla）とマント、女

は色とりどりの綿布でつくったブラウス？（qu如il）と丈の長いスカート（naghua）を身につ

けるようになったという80。シエラにおけるスペイン的服装の浸透のようす、とりわけその

著修的傾向は1649年の次のような記述にしのばれる。

「（アランサの）インディオ連はとてもラデイーノ（muyladinos）で、スペイン人との交

流を好む。他所のインディオに比べて身なりが良く、大抵カステイリア産の上等な毛織

物やビロードで作った、布製胴衣つきの非常に高価な洋服をもっている。」「インディオ

たちは、別のものというよりは我ら（スペイン人）の特性を備えている。これはシエラ

では全員に共通していることである。というのも彼らはその（貴族でない先住民という）

階層の中では裕福でありラディーノだからである。」81

ラディーノとはスペイン語をあやつり、スペイン人と交易をおこなったりしているスペイ

ン化の進んだ先住民を指して用いられる言葉である。この1649年の記録には、このほか

にもシエラの先住民の豊かさとスペイン化の進行を示す記述が数多くみられる。1．7世紀の

タラスコ地域では、スペイン人と先住民の住み分け政策がほぼ厳格に守られていたにもかか

らわず82、シエラは外のスペイン人世界に思いのほか開かれた場所であったことが推測され

る。シエラの先住民が、遠くスペインから輸入された生地を購入し、スペイン風の衣装を仕

立てていたことは、17世紀に彼らが植民地と本国を結ぶ物資の流通網の一角を成していた

ことを示している。

食生活においては、トウモロコシ・フリホル豆・トウガラシを主体にするという基本に

大きな変化は無かったものの、肉食と飲酒は例外であった。先住民が牛・ブタ・羊など西

欧渡来の家畜を食することは当初禁じられていたが、その味への誘惑は強く、取り締まる

ことは不可能であった。飲酒は先スペイン期には長老たちにだけに許された宗教的慣習で

80YsaSSy；qp．Cit．，p．143．

81Ibid．，pp．151，156－157．

821619年、1631年、1649年、1681年の記録によれば、タラスコ地域の先住民村落には、

一部の例外を除いてスペイン人もしくは混血者の住人は全く居住していない。
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あったが、植民地期にはだれもが享受できる快楽となり、先住民社会を蝕む諸悪の根源と

まで言われる悪しき慣習となった。主に消費されていたのは、リュウゼツランの汁から作

るプルケと呼ばれる酒や、そのほかのさまざまな地酒であった。

2．植民地経済への対応

（1）北部鉱山との関係

1546年サカテカスに大規模な銀山が発見されたのに続いて、メキシコ北部にグアナ

プアト、サン・ルイス・ポトシ、パラいル、ソンプレレーテなど次々に銀山が開発された。

ミチョアカン地方の先住民は、地理的近さから主としてグアナフアトの鉱山でのレパルテ

ィミニントを命じられた。タラスコ地域の村々からも、さまざまな理由でグアナプアトの

鉱山へのレパルティミニント免除を願う請願が数多く出された記録からも、鉱山への労働

提供がタラスコ族にとってやっかいな負担であったことがわかる83。北部鉱山へはレパルテ

ィミエントとして公的制度で送られるだけでなく、かなりの先住民が直接的雇用交渉で赴

いていたようである。1599年、サン・ルイスやシチュの鉱山からセビナ、アランサ、

コマンハへたくさんのスペイン人がやってきて、物や金銭を与え、多くの先住民を連れて

ゆくというエンコメンデーロの訴えに応えて、副王はそのような手段で先住民を連れ去っ

てはならないと命じている84。

鉱山への労役は確かにタラスコ地域の先住民の大きな負担であったと思われる。しかし、

一方で、鉱山はタラスコ地域の先住民が製造する製品の最大の消費地であったことがいく

つかの記録を照合することで明らかとなる。まず、1681年の記録のセビナについての

記述の冒頭に以下のような部分がある。

83例えば1591年アランサとセビナはそれまで以上のグアナプアトへの労役を要求しな

いよう請願し、チェランはグアナプアト以外への労役をやめさせるるよう請願している。

INAH，Micro航1m，Serie肋oacdL2，114；AGNM，血dibAVOl．3，eXP．826，払1．197．1616
年にはアランサとセビナはその属邑とともに、パックアロの南に位置するサンタ・クララ

銅山への労役を負っていた。AGNM，hdzb昂VOl．7，eXp．76，fo1．36Ⅵ1639年ツインツンツ
アンの先住民は修道院教会堂天井修理のため銅山（おそらくサンタ・クララ銅山）への労

役免除を願い出ている。AGNM，幻由耶喝VOl．97，eXp．4．1657年になっても、シエラの村
はグアナフアトへの労役を負担しっづけていた。この年、チェランはそれまで月二人を義
務付けられていたグアナプアト鉱山への労役を、村の貢租負担義務者の減少と、それまで

の鉱山労働で男たちが病気がちになっていることなどを理由に一人に減免されている。

AGNM，hdわ昂VOl．21，eXP．242，fo1．213・213V．，eXp．314，払ls．282W283．

84AGNM，（詣Demeldbhzie，VOl．5，fo1．77Ⅵ；Zavala，OP．Cit．，tOmOIII，PP．390・391．
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「まず、主邑のサンタ・マリア・シビナ（セビナのこと）であるが、ここはかつてミチ

ョアカン地方のシエラで最大の村のひとつに数えられるほど人口の多い強力な村であっ

た。しかし村に幾たびも疫病が起こり人口が余りに減ったため、今日主邑とは名ばかり

である。村の人口は少なく皆貧しい。それというのも、彼らが生産する商品の価格が大

きく下がったためで、生産を挽回することができないままである。大半の者は、木製の

樋を並べて作った（enllmaSCanOaS）革なめし場を持ち、少量のなめし革を生産するとい

う生業で生活の糧を得ていた。現在、生産量は非常に減っている。というのも、昔はた

くさんの人がサカテカスやパラールやソンプレレーテの鉱山やそのほかいろいろな所か

ら製品を買いつけに来て、大変な賑わいであったものが、今はそれが途絶えて久しいか

らである。少量ながら生産している製品の品質は高いものの、値段はほぼ半分に下がっ

てしまった。というのも、ほかの場所や村に革なめし所が増えたからである。」85

タラスコ地域の先住民村落がどのようなものを生産していたか1649年、1681年、

1789年について調べてみると、かつてインフアンテ家のエンコミニンダであったシニ

ラの3教区とティリンダロ教区（ここはインファンテ家の「コマンハ」のエンコミエンダ

に属していた）で、革なめしと革製品製造を主たる生業としている村が非常に多かったこ

とがわかる（本章末尾の表7参照）。例えば、1649年セビナ教区の住民の生業で「最も多

いのが、販売するために革をなめし、靴・胴よろい・鞍・馬具を作る職人」であった。同

じ年のアランサ教区でもほぼ同じ内容のことが述べられている。ところが、この年の記録

にも、1681年と1789年の記録にも、タラスコ地域内のそれ以外の地域でこの生業

を持つ相は皆無なのである86。このことから、それがインフアンテ家の総合的農場経営の一

貫としてこれらの村落に与えられた仕事であったのではないかとの推測が成り立つ。革製

品の製造は、飼育する家畜のうち、食用や寿命などで屠殺されたものの皮を利用するとい

う消極的な意味ではなく、植民地における革製品の高い需要に対応するという積極的な理

由で、農場経営の副産物として企業家精神に富むインフアンテ家が目をつけておかしくな

い分野である87。衣服や靴、馬具やさまざまな身の回りの製品に加えて、なんといっても、

85Carrillo，Op．eit．，p．431．17世紀からのタラスコ地域のセビナ・アランサ・カバクアロー
ティリンダロ教区の人口推移については本章末尾の表6を参照願いたい。
86ただし1681年の記録には、教区ごとの記述に大きなばらつきがある上、タラスコ地

域全体を網羅していない。

87この商売と関係があるか否かは不明であるが、フアン・インフアンチはペドロ・デ・ナ
ポレスなる人物との共同出資で、1555年ころから会社を営んでいた。両人はイラブン

ディロの農場（現在のグアナフア上州との州境にあるプルアンディロの近くで、インフア
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当時革袋はさまざまな物品の輸送用容器として植民地の流通に不可欠な素材であり、鉱山

採掘作業においても需要は大きかったはずである。また、新大陸から旧世界への重要な輸

出品であった時期もある。革製品の製造がインフアンテ家の指図によるものであれば、そ

の流通・販売の経路も、一族の農牧経営上のつながりとメキシコ市の権力者との強い結び

つきによって、容易に開拓されたことであろう。こうして、インフアンテ家の影響下にあ

る間に、そのエンコミニンダの村々には草なめしと革製品製造が発達し、先述のように遠

隔地の鉱山から多くの人々が買いつけにくるほどの盛況を呈したのではなかろうか。

セビナやアランサ教区の村々が革製品の製造販売で最盛期を迎えたのはいつごろのこと

だったのだろうか。その時期を推測するためのヒントとなるのが、同じく1681年のア

ランサに関する記録である。そこにはこのようなことが述べられている。

「当初、すなわち改宗まもない頃には、これらの柑々には何千人もの人々が暮らしてお

り、みな誠実で従順で素朴であった。各村ごとに大きな教会堂が造られ、意欲的に祭具

や内部の充実が図られた。このような状況は80年程続いたが、それ以降は現在に至る

まであらゆるものが荒廃してきている。」

シエラの村々の改宗を1540年代とすると、アランサの衰退が顕著になるのは162

0年代ということになろう。実は1619年の記録を境に、セビナとアランサの人口減が

顕著になるのだが、このことからもセビナ、アランサというかつての重要な相が1620

年代から衰退に向かったと考えられる。

先述の1681年の記録では、セビナの革産業の衰退を競争の激化による価格低下のせ

いであるとし、北部鉱山の衰退を原因としていないことは注目に値する。従来一般的には、

北部鉱山の銀産出量が著しく低下するのが17世紀の初頭であり、その時点から植民地経

済が停滞期にはいると考えられているからである。革産業でセビナを脅かしたのは、同じ

シエラの村々であったのか、それとも別の地方のことなのかはこの記録からでは明らかで

ないが、少なくともシエラには1620年代以降も当分の間草産業で富を蓄積し、力を増

ンテ家のチチメカ農場内かその近くであったと思われる）にナポレスが9年間居住し、そ
こでラバ、ロバ、雌牛を飼育する契約であった。しかし、ある訴訟で、フアン・インフア

ンテは、ナポレスが契約に達反し、グアナプアト鉱山へ行ってしまったと主張している。

AHAR5a，3．4．14，1964．フアン・インフアンテはこのほかにも、バルトロメ・パロミーノ

なる人物とも牧畜会社を設立している。Paredes，etal．，肋甜壷e乃d毎血瑚

pp．183・139．こうした会社を通じて、皮革製品を販売していたと考えることもできるのでは
なかろうか。
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進するか少なくとも維持した村が存在した。例えば同じセビナ教区のナワッェンとチェラ

ンである。この二村では17世紀の半ばまで人口の持続的増加を維持し、その後もこの世

紀末まで人口をほぼ維持していた。1681年の記録で、ナワッェンは立派な教会堂と病

院礼拝堂をもっているが、それはこの村の「病院の草なめし所が最盛期にあった時代に建

設されたもので、今となってはそのような建設はとてもできないであろう」と述べ、さら

に1681年の時点でも「（病院は）革なめし所を所有し、いくらかの草を製造している。

しかしその量は、先述のように革の価値と値段が下がったため、以前には及ばない」と記

述している。ナワッェンの教会堂は1621年ころに工事が行われていたと思われ、塔は、

1638年から1644年の間に建造されたと考えられる。このことから、少なくともナ

ワッェンでは、1620年代に衰退の徴候はみられない。むしろ、その最盛期はもっと後

だと考えられる。というのは1672年ナワッェンの病院はかつてインフアンテ家の拠点

であったサン・フアン農場を4000ペソで落札し、購入しているからである。

アランサ教区でも、アランサの衰退を尻目に、17世紀半ば豊かさを誇る村があった。

ヌリオである。1651年の記録ではヌリオを「豊かな村」と評し88、現存するこの村の教

会堂聖歌隊席下には、様式から17世紀半ばの制作と思われる非常に立派な天井画が見ら

れる（魚卵．177，179，180）。また、1681年の記録でも、シエラの村々の全体的な衰退傾

向に反して、この村の教会堂が祭具やオルガンなど新しく立派なものを備えており、村の

収入が住民の手仕事と労働GndllStriaytraも如0）、ならびに共有地でのトウモロコシ耕作だ

けであるにもかかわらず、人々は大変余裕のある暮らしをしていると記している。

このように見てくると、旧来の主邑が1620年代に衰退の徴候を顕わにするのに対し

て、その後も高収入の道を確保し、主邑をはるかにしのぐ経済力を持つ属邑が出現したわ

けだが、これらの村々は製品の販路をどこに求めていたのだろうか。

ヌエバ・エスパーニヤ鉱山産出量は、従来1590年代に頂点に達した後、1620年

代から30年代に産出量減少が顕著となり、1660年代まで急激に下降、その後は徐々

に回復し1690年代に1580年代のレベルに戻るとされている89。鉱山の採掘量の減少

は、サカテカスに始まりサン・ルイス・ポトシへと広がり、次第にヌエバ・エスパーニヤ

全土にその現象が現れた。しかし、ギュンタ一・フランクはピエール・ショーニュの説を

引き、鉱山産出量の頂点は1620年代に置くべきで、減少に転ずるのはそれ以降である

としている。そして、その前後にあたる1580年代から1630年代は、徐上目こラティ

88AGNEM，ア托打払（お蕗リブ署gyaglはちtOmOl，1喝．9，払18．416・430．

89An血eGunderFrank，ム周卵細胞澗Ⅷ闇血眈＝ね舶蝕協和血（ねノ皿0（わ（ね

p畑血α壷J∠汐JJ疏喝M占Ⅹico，Era，1982，pp．75・85．
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フンディオ経営の利益率が鉱山採掘のそれを上回るようになったため、大抵の場合両方を

手がけていた資本家達が、経営の比重を農牧業へと移していった時期であると考えている。

農牧業の需要を支えたのは、増加傾向にあった都市のスペイン人人口であったとしている。

17世紀初頭スペイン本国を見舞った経済危機により、スペイン人の新大陸への移住が増

大し、その主たる移住先がヌエバ・エスパーニヤだったからである90。さらに、スペイン本

国の経済危機は、植民地との貿易量減少をまねき、定期的護衛船団による交易量はトン数

で比較すると、17世紀末には1世紀前の4分の1にまで減少したが、これも却って植民

地における手工業の需要を高めその発達を促す要因となった91。ナワッェンやヌリオのよう

に、17世紀半ば過ぎても力を維持・強化する相があった背景には、北部鉱山に代わる消

費地として都市や大農場があったと推測される。

（2）カミノ・レアル

山間部にあるシニラは、20世紀末まで、舗装道路もない孤立した地域であった。先住

民が住民の大半を占める開発の遅れた地域で、そのため、先住民の伝統や古い教会堂がよ

く保存された地域であった。しかし先に見た17世紀のシニラは、そうした現在からの印

象とは違う、外の世界に開かれた場所であった。鉱山へのレパルティミエントやインフア

ンテ家主導で始まった手工業生産と販売がその背後にあったが、それらを支えたインフラ

が、整備された街道と宿駅であった。16世紀、植民地では主要街道がカミノ・レアル（国

王の道）として整備された。今のところミチョアカン地方に存在したカミノ・レアル網の

全容を明らかにした研究はないので、ここで紹介することはできないものの、タラスコ地

域にもカミノ・レアルが通っていたことは少なからぬ文献で言及されている。タラスコ地

域を外界と結ぶ主要なものとして、メキシコ市からバリヤドリッドを経てパックアロを結

ぶルート、パックアロからシエラを経て北はグアダラハラへ西はコリマへ向かうものがあ

った（地図2）。シニラを通り抜けるそうした動脈的な街道は、柑々に設置されたメソン

（mes6n）（宿駅）によって支えられていた。メソンは、食料や替え馬を備え、旅人の往来を

助ける施設で、先住民の労役や物資の提供によって運営されていた。例えばシニラでは、

1580年セビナにメソンがあったという記録がある。1591年にはチェラン、セビナ

に、1625年にはアランサに、1630年にはポマクアラン、1631年にはチェラン

にメソンが設置されていることを示す記録が残っている。これらの記録は全て、メソンへ

90Ibid．

91Ibid．
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の労役や物資の提供に対する先住民側の不満を植民地当局に訴えたものである92。1586

年にミチョアカン地方の首都バリヤドリッドと隣のヌエバ・ガリシア地方の首都グアダラ

ハラを往復したフランシスコ会巡察師一行のルートを見ると、パックアロを出てから、ピ

チヤタロ、セビナを経て、アランサ、パラチョ、ポマクアランを通ってチヤラパンへ向か

い、パタンバンを経てタラスコ地域を抜けている93（地図7）。また1630年ポマクアラ

ンのメソンに言及した上述の記録には、この村を経由するカミノ・レアルがコリマ、ヌエ

バ・ガリシア、サカテカス鉱山方面へ向かっていること、その街道は司教もアウディェン

シアのオイドールも利用する重要なものであることを強調している。記録に残るこれらメ

ソンの位置と上記フランシスコ会巡察師のルートと照合すると、インフアンテ家エンコミ

ニンダの主邑と主な属邑を貫いてシエラを通りぬけるカミノ・レアルが存在していたこと

がわかる94。植民地初期、エンコメンデーロの重要な義務のひとつが植民地の防衛であった。

強力なェンコメンデーロであったインフアンテ家も、すぐ北にせまるチチメカ族との境界

にある主要街道の安全確保という任務を果たしていたと考えられがら。すると、このルート

設定もまた、シニラの先住民村落にインフアンテ家が築いた社会基盤であったといえるの

ではなかろうか。

16世紀から17世紀にかけてのスペインでは、旅人のための宿は、街道筋にあるベン

タ（旅篭）、身分の高い人が泊まるポサーダbosadd、町や村の中にある庶民向けのメソン

に大別されていた96。ヌエバ・エスパーニヤでも同様な区別があったと推測されるが、それ

に加えて、メソンが植民地当局の管理下で周辺の先住民の負担によって運営されるもので

あったのに対して、ベンタは個人が植民地当局の許可を得て経営した施設であるという違

いも存在したようである。インフアンテ家の二代目ペドロ・インフアンテは娘の名義で、

セビナとナワッェンの間にカミノ・レアルに沿ってベンタのための土地と運営許可を15

84年副王から与えられた。インフアンテ家はカミノ・レアルを農場の多角的運営におお

いに活用し、そのために、自ら思い通りに利用することのできる宿泊施設としてベンタを

92AGNM，伽e招1（ね1bde，VOl．2，eXP．974，fo1．230，1580；AGNM，h最喝VOl．3，eXP．706，
fo1．166vL，1591；AHMM，abjbmo，3・9・1，C・5，E－2，1625；AGNM，1hdb昂VOl．10，eXP．6，

鈷1．194v二，1630；AGNM，血血昂VOl．10，eXp．66，払1．220vL，1631．

93AntomiodelaCiudadReal，OP．Cit．tomoII，PP．82・83．
94セビナ、ナワッェン、チェラン、アランサ、パラチョ、ポマクアランを通っていた。
95タラスコ地域の「湿地」地区のすぐ北は、16世紀の間スペイン人に武力で抵抗しっづ
けた狩猟採集民のチチメカ族が頻繁に出没する地域で、そのあたりの農場に行き来するス
ペイン人などがチチメカ族の襲撃を受けて殺害されるという事件も度々おこっていた。
96瀧本佳容子「スペイン黄金時代の旅」宮崎揚弘編『続・ヨーロッパ世界と旅』法政大学出
版会2001年223頁．
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設けたのではなかろうか97。スペイン人が先住民村落に3日以上滞在することは禁じられて

いたので、この施設がインファンテ家のシニラでのオフィス兼定宿のような働きをしてい

たと推測される。この宿泊施設はまた、セビナやその近郊の村々へ革製品を買いつけに訪

れる人々にも利用されたと考えられる。このベンタがナワッェン村の近くに設けられたこ

とが、なにかナワッェンのその後の繁栄に関係しているのかもしれない。

（3）アシェンダへの対応

シエラが大規模農場に適さない地形であったのに対して、インフアンテ家のもうひとつ

のエンコミエンダであるコマンハ村とその属邑は、先述のように涌き水の豊富な低地にあ

り、アシェンダ経営に最適な場所であった。この条件に目をつけたフアン・インフアンチ

は、1530年代からコマンハ村に隣接してサン・フアン農場を経営していたことは先述

のとおりである。この場所に、二代目達も多くの土地を下賜されたり購入したりして、サ

ン・フアン農場に隣接するベーリヤス・フエンテス農場が形成された。周囲の先住民村落

の土地は侵食され、16世紀半ばまで成人男子の人口が1500人を数え、シエラのセビ

ナ、アランサ両教区に並ぶ人口（1563年にあわせて3000人）を抱えていたコマン

ハ教区は、16世紀後半から急速に人口を減らし、1619年には教区全体14相で戸主

の数が僅か382人、主邑のコマンハに至っては40人となっている（表6参照）。この地

域の先住民村落の土地侵食はそれ以降も続き、1789年の記録には、コマンハ、ナラン

ハ、ティリンダロの先住民達は共同体財産の家畜を、ベーリヤス・フエンテス農場で飼育

させてもらったり、自給用のトウモロコシをこの農場の所有地で栽培させてもらう代わり

に、労役を提供しているようすが記されている98。このように、良好な農地をもたなかった

シエラは手工業晶の生産でインフアンテ家の企業戦略に貢献し、コマンハは土地を奪われ

るという形で貢献させられたといえよう。同じエンコメンデーロの下にありながら、シエ

ラとコマンハのたどった経過は対照的であった。

97AGNM，伽くねらVOl．12，払1．73Ⅵペドロ・インフアンテの娘フアナ・サマニエゴに対し
て、ナワッェンとセビナから4分の1レグアの所に、グアダラハラへのカミノ・レアルに

沿って、ベンタ（旅篭）とその維持のために2カバリェリーアの土地が与えられた。土地

は旅人が馬や騨馬を休ませ草を食ませるための牧草地としても必要なものであった。この

恩典の条件として、旅篭にはマットレス、シーツ、毛布、枕を備えたベッドを4つと、長
いす、かいば桶、荷おろし場を用意すること、宿には旅人に食事と携帯用食料を与える用

意があること、土地は四年間名目通りの目的に使用せねばならず、この間に手放したり、
売却すればこの恩典は取り消されることなどが命じられている。

98血即eα三壷〝はねろpp．49・52．
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（4）先住民の経済行為

先に、シニラの村々では革製品やそのほかの手工業製品を製造し、それを鉱山やスペイ

ン人都市に販売することによって富を蓄積したと述べた。そのような経済行為の中心とな

ったのは誰だったのだろうか。

まず考えられるのが先住民支配層である。実際ヌエバ・エスパーニヤで、先住民支配層

がスペイン人に劣らぬ経済活動を展開することは珍しくなかった。なかでもカシーケと呼

ばれ先スペイン期には領国の君主であった者達は、征服後も既得権として安堵されたり、

新たに下賜されたりしてかなりの土地を所有している場合が多く、そこで近隣の先住民労

役を投入する特権も与えられて、自給に必要な量を上回る家畜の飼育や農作物の生産を行

うことができた。ミチョアカン地方で大規模な経済活動を行った先住民の例として、シナ

ペクアロのカシーケをあげることができる。この人物はトウモロコシ・綿花・果実のほか、

小麦・サトウキビの栽培を手がけ、さらに所有する6つの農場で1600頭もの羊を飼育

し、岩塩の採掘も行っていた。こうして得た産物をメキシコ市で販売し、代わりに家具・

油・ぶどう酒・毛布などを仕入れて地元で売りさばいていた99。シエラにおいても、今回直

接それに言及する文献をみつけることはできなかったものの、貴族層が特権を利用した経

済活動を個人的に行っていたと推測してよかろう。

先住民の経済活動としてもうひとつ重要なのが、共同体としてのそれである。先に見た

ように、村の共有地を村人が共同で耕作した収穫を、共同体として販売して貫租を支払い、

聖職者への手当てを捻出し、さらに教会堂の整備や祭りの費用などに充てるというのが先

住民村落の一般的慣行であった。このように先住民村落は、共同体として生産物の余剰を

販売したり、共有地を賃貸したりという経済行為を通常行っていた。ミチョアカン地方で

は、こうした先住民共同体の経済行為の中心となったのが「病院」であった。さきに、ナ

ワッェンの革なめし所が「病院」の所有であるという記述が見られたが、ミチョアカン地

方では、病院は本来の役割を大きく超えた独特の機能を有していた。

3．病院財産の検討

すでにみたとおり、かつてインフアンテ家のエンコミニンダであったシエラの柑々は、

皮革製晶の製造・販売などによって、病院収入が特に大きいと指摘されている地域であっ

99林美智代「メキシコ植民地社会におけるスペイン支配」『ラテンアメリカが語る近代』世
界思想社1998，45頁．
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た。それは実際どれくらいのものだったのだろうか。17世紀に行われたミチョアカン司

教による巡察記録の中に記された各村の病院収支からその額の変遷をある程度具体的に見

ることができる。それをまとめたものが本章末尾の表8「タラスコ地域セビナ・アランサ・

ティリンダロ教区病院収支」である。現在知られているデータはセビナ教区が（1649）・

（1664）・1671・1681の各年、アランサ教区が（1649）・1664・16

71の各年、カバクアロ教区が1671のものである100。比較のために、この3教区とな

らんでかつてインフアンテ家のエンコミエンダであった湿地地区のティリンダロ教区につ

いて1665・1671・1681の各年のデータを加えた。これらの巡察記蝉では、各

村の病院収支は通常前回の教区巡察時からその訪問までの合計で示されている。教区巡察

は必ずしも一定期間ごとに行われたわけではないので、各村の病院収支の通時的変遷を見

るためには、これを1年ごとの平均病院収支に置きかえる必要がある。病院役職者の交代

は毎年12月、コンセプシオンの聖母の祝日に行われ、このときその年の役職者と次年の

役職者の間で病院財産の引継ぎ、すなわち収支決算が行われるのが慣例であった。そこで、

本論では教区巡察がこの収支決算時期に行われていない場合、直前の12月を、両巡察間

の年数を数える起点としている。このようにして出した年平均病院収入額を各村の欄の右

下に示している。これを比較してみると、例えば、ティリンダロ教区で1665年～16

70年間の年平均額が1680年単年の額に比べて非常に低い値となるなど、この方法が

適切でないことを示唆する現象も見られる。すなわち、前者は前回の巡察から6年経てい

るが、前の巡察からの収支合計として記されている数字が、実際にはその全てを網羅して

いない可能性もあり、そのために年数で割ると平均値が低くでてしまうと考えられる。

（1）富む村と衰退する村

この表で目をひくのは、村ごとの病院収入の格差である。統計処理の限界を認識した上

で比較を試みると、つぎのような特徴がみられる。まず、セビナ教区のナワッェン村病院

収入の突出である。1649年から1670年まで、一貫して年収平均1500ペソ以上

をあげ、1670年代には少し減るものの1200ペソ代を維持している。年1500ペ

ソの収入といえば、当時村の司祭の年俸がおよそ250ペソ、後述するようにナワッェン

が購入することになるサン・フアン農場が4000ペソであることなどを考えると、先住

民村としては破格の経済力といえるであろう。1664年の巡察記録では特にナワッェン

を「豊かな村」と記している。ナワッェンがセビナの属邑という地位にあることが、奇異

100（）内の年のデータは村ごとの病院収支という形で示されていない。
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な感じを与える。この教区では、1670年代ナワッェン病院収入の減少と反比例するよ

うに、チェランの病院収入が増え、年平均675ペソとなっている。主邑セビナの病院収

入がこの間ずっと年150ペソ前後であることを考えると、主邑と属邑の経済力は全く逆

転している。この現象は、1619年から資料がある人口においてはすでにその時点から

あらわれている。1619年から1649年の間セビナの人口減少が顕著であるのに対し

て、ナワッェンでは増加、チェランではわずかな増加傾向を見せ、1649年から168

1年の間では、セビナの人口減が下げ止まり、ナワッェンが僅かに減少傾向、チェランが

顕著な増加傾向をみせている（表6）。こうしてみると病院収入の変化と村の人卯まかなり

の相関関係をもっているようにみえる。このことは、17世紀に教区巡察記録を残した聖

職者たちが、豊かな病院を持つ相を豊かな村とみなしている事実とあわせて考えると、病

院による経済行為の大きさが、その村の繁栄を測る上で指標となりうることを示している

といえよう。ナワッェンの場合もチェランの場合も17世紀に豊かな病院収入をもたらし

たのは革なめしと革製品の製造であったことには全節で触れた。17世紀中はナワッェン

の優位がゆるがないものの、18世紀にはいると、すでに17世紀末に徴候が現れている

チェランの台頭がめざましくなる。18世紀末ナワッェンの生業は依然として革製品であ

ったが、チェランでは運送業とされている点が興味深い（表7）。

セビナ教区ほど顕著でないものの、主邑属邑の力の逆転現象はアランサ教区でも見られ

る。1649年と1664年の間をみると、主邑であるアランサの年平均病院収入が10

0ペソに満たず、行政上の主邑ポマクアランでも200ペソに満たないのに、属邑のパラ

チョが330ペソ、ヌリオが236ペソとそれぞれ主邑を上回っている。16－51年のあ

る記録はヌリオを「豊かな村」と指摘している101。この間、アランサの人口減は顕著、ポ

マクアランでも減少傾向が見られ、パラチョとヌリオでは増加傾向が見られる。パラチョ

とヌリオの関係も、病院収入でみると1660年代わずかに運転し、1671年の記録で

は、ヌリオが624ペソ、パラチョが612ペソとなっている。アランサ教区でも村々の

生業は17世紀半ばまでは主として革なめしと皮革製品製造であったようであるが、その

後は村ごとに異なる製品の製造に従事する様子がみられる。例えば、ヌリオは1681年

の記述では手仕事（industridがあるとされ、1789年には帽子製造があげられている。パ

ラチョでは1681年職業（0鮎ios）によると記され、1789年にはそれが弦楽器や木製家

具の製造であることが明らかにされている。近隣のスペイン人都市での需要に応える製品

に特化した家内工業がこれらの村の病院収入を支えていたと考えられる。この2村のうち、

101AGNEM，撒血（おぬsyagua昂tomol，leg．9，fols．416・430．
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18世紀に発展したのはパラチョの方であった。

こうしてみると、17世紀前半のシエラでは村落間の経済力の変化にひとつの傾向がみ

られる。古い有力村の没落と新興の村の興隆である。その具体的な理由は現在入手可能な

資料では明らかにされていないものの、村の富の蓄積が、本章でこれまでみてきた、各村

での特産品の生産、外界との取引、それに介在する病院の働きという3つり要素に大きく

左右されてきたことを考慮すると、16世紀中の有力村においては、なんらかの理由によ

りこの3要素が十分機能しない状況があり、むしろ新興の村でそれが可能であったと見な

すのが妥当であろう。16世紀に主邑として繁栄したセビナ、アランサ、ポマクアランが

17世紀にはいるとまもなくみるみるうちに衰退の度を増したことは、主邑であったこと

事態が衰退の原因となったことを推測させる。例えば、貫租の徴収や労役調達において、

主邑が植民地統治機構に負った貴任の重さから、村民が負担を嫌い離散した可能性などで

ある。あるいは、アランサとポマクアランの場合は、主邑であることの格式や特権ゆえに

（1789年現在でもポマクアランはゴベルナドールを出す特権を保持しているし、アラ

ンサにはカシーケが3家族居住している）特別の生業をもたなかったからと考えることが

できるかもしれない。1681年の記録にも1789年の記録にもアランサ村にはトウモ

ロコシ栽培以外にめぼしい生業の記述がなく、多くの属邑が製品販売で現金収入を得てい

たことと対照をなしているからである。しかし、同じようにかつて主邑でありながら没落

したセビナには革なめしや木柱づくりといった生業があり、ポマクアランにはいかなるも

のかは不明な「商い」（gra房eriめがあった。衰退する村にはそれぞれ異なる状況があったと

思われる。セビナの没落は、繁栄するナワッェンとごく近い距離にあったことに起因して

いる可能性が考えられる。

病院収支でもうひとつ目をひくのが、収支がほぼ同額になっていることである。これは

病院の役職者が自腹をきって帳尻をあわせる義務があったことで説明できるかもしれない

が、そのほかになんらかの興味深い事情が関係しているかもしれない。1671年セビナ

教区の村々に病院収支の赤字が見え始め、1681年その傾向がさらに強まっているのは

注目に値する102。

以上のように病院は、17世紀のシニラで先住民村の経済活動の原動力となっていたと

考えられるのであるが、なかでも突出して高い病院収入をあげっづけたナワッェン村の場

合は、病院経営と財産運用に特にすぐれた指導力が発揮されていたと考えられる。

102支出超過の場合、役職者がその理由を、その年の病院収穫物の販売代金をまだ受けとっ

ていない、などと説明している場合が見られることから、時を経ずして補填された可能性
もある。
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（2）ナワッエンによるサン・フアン農場購入

1672年ナワッェン村の病院は、バリヤドリッド市で行われた競売で、サン・フアン

農場を建物込みで4000ペソで落札した103。コマンハ村に隣接するこの農場は、本章第

一節で見たように、ナワッェンを含むシニラの村々とコマンハ地区をエンコミエンダとし

て拝領したインフアンテ家が、初代の時代にミチョアカン地方で最初に入手し、自らそこ

に住んで農牧経営の陣頭指揮にあたった由緒ある農場で、1630年代にはまだ、インフ

アンテ家の三代目の所有物であった。インフアンテ家は三代目当主フランシスや・インフ

アンテ・サマニエゴが1628年に死亡したのち、エンコミエンダを国王に返還している

ので、1．672年にはナワッェンとインフアンテ家はもはや何の関係もないと思われる。

しかし、ナワッェンがかつての主人一族の農場を入手したことは、ナワッェンとこの農場

との間に、インフアンテ家がエンコメンデーロであった時期にさかのぼる、なんらかの経

済的関係が存在していたのではないかと推測させる。ともあれ、この農場購入はナワッェ

ン‾が繁栄の絶頂にあったことを示している。

17世紀半ば過ぎ、シエラで突出した経済力を誇示していたナワッェンとはどのような

村だったのだろうか。セビナの属邑であったナワッェンは、16世紀中にはほとんど記録

に現れてこないが、1524年に行われたミチョアカンの先住民村調査「カルバハル巡察

録」には、シエラ地区の中にナバチェという村があげられている104（表5）。これがナワッ

ェンのことであるとすると、ナワッェンは先スペイン期からシニラに存在していたか、パ

ラチョのように、1524年以前のある時期、征服戦争の混乱によってシエラに移り住ん

だものと考えられる。筆者には後者の可能性が大きいように思われる。というのは、周辺

の先住民村落が村の共有地として現在に至るまで豊富な森林を所有しているのに対して、

ナワッェンは森林を全く所有していないからである105。これは、ナワッェンが征服以前か

ら相が所有し、植民地時代になって村の共有地として安堵された土地をもっていなかった

103この農場の所有権が正式にナワッェン病院に移されるのは、支払いを完了した後の、1

677年になってからである。AHNM，乃由耶喝VOl．428．なお、ナワッェン病院のサン・フ
アン農場購入の経過と、18世紀に入ってからこの農場をめぐり、ベーリヤス・フエンテ

ス農場主と争った訴訟の顛末と意味については、安村直己「植民地期ミチョアカンにおけ

る農村社会と法」『史学雑誌』第101編第4号，1992に詳しく述べられている。
104ェロンガリクアロの属邑で、アラン、チヤラン（チェラン？）、ミリオ（ぬりお？）、パ

ラチョなど、シエラ内の村と同じグループに記載されているので、ナバチェはシエラにあ

ったことがわかる。Ⅵなrren，凸凹留は由由，p．100．

105PatriciaAvilaGarcia，肋ぶ甜（お句押βeガび朗励血伽屈，d躇郎くね血腸館由

Pu頑eaba，Zamora，Mich．，COLMICH，1996，PP．51，84．
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からだと考えられ、ナワッェンがよそ者であったことを示している。

一方で、タラスコ地域にはこの村の設立に関する口承伝承が残っている。言い伝えによ

れば、村の起源には、神話的な女性ナナ＝グアレ・グアペがかかわっていた。この女性が

セビナとチェランの境界線上に住みつき、両方の村からそれぞれ2カバリェリーアの土地

を買い取って、山のふもとにあった4つの集落の人々をそこに呼び寄せ村をつくったので

あった。その4集落が、現在ナワッェン村の4地区を構成する集団であったとされている。

事実、ナワッェンはセビナとチェランの間に位置し、セビナとの距離は奇異なほど近い。

ナワッェンへの移住が行われた直後、チェランがナワッェンに売却した土地の奪還を企て

た。おそらく、これを阻止するためナワッェンが植民地当局に要請したものであろう、ほ

どなく正式な土地証書が発行された。近隣の村人に抗議するものがなかったので、これを

もってナワッェン村の設立が公認されたのであった106。この話しが何らかの史実を伝える

ものであるとすると、土地の売買や証書といったことは、シエラでもそういう制度が機能

し始めてからのことであると思われるので、ナワッェンは1524年より後になって、シ

エラのどこかから現在の場所に集住化されたと考えることができか07。

現在のところ、植民地期に入ってからのナワッェン村の記録は1584年まで空自のま

まである。この年、インフアンテ家六男のペドロ・インフアンテ・サマニエゴがナワッェ

ンとセビナの間に先にみたベンタ（旅篭）の設置許可を得た。そのナワッェンが、161

9年の記録には、主邑セビナをはるかに凌ぐ勢いを持つ豊かな村として記されている。こ

うしたことから、筆者はナワッェンが伝統的に権威をもったセビナやアランサ、ポマクア

ランといった村とは異なる、いわゆる新興の村の典型であると考えている。

ナワッェンと主家であるインフアンテ家は、先にみたように、革製品製造などをめぐっ

て、さまざまな取引を行っていた。その中には、後のサン・フアン農場購入のさきがけと

なるような取引も含まれていた。1631年以前のある時期、ナワッェンとセビナ両村は

共同でペドロ・インフアンテ・サマニエゴから2カバリェリーアと1シテイオの土地を購

入しているのである。両村はその土地を分割して所有した108。

ナワッェンの病院がサン・フアン農場を落札した1672年は、病院が年平均1500

106JaimeL．EspinDiaz，Tkm丘あごtzbndadbctm伽iosen肋oacdh，Zamora，Mich．，
COLMICHyEIGobiernOdelE＄tadodeMichoacan，1986，pP．61・62．

107「カルバハル巡察録」のナバチェがナワッェンとし、かつ口承伝承を信頼するとすると、
ナワッェンは1524年以前にシエラ以外の場所からここへ移り住み、1524年以降に

セビナとチェランの間の土地に再度集住化されたという仮説が成り立つ。

108AGNM，乃ぬらVOl．1085，eXp．7．もしかするとこの土地は、先にペドロが娘の名で下賜
されたベンタの土地であったかもしれない。
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ペソ以上という突出した年収をあげていた繁栄の頂点を少し過ぎた時期にあたる。それ以

降病院収入は少しずつ減少に向かう。4000ペソの支払い条件は、即金で1000ペソ、

残りは向こう3年間毎年1000ペソ支払うというものであった。1671年から168

1年にかけての病院平均年収1200ペソの大半を、4年間にわたって支払うという大き

な負担と引き換えにナワッェンがサン・フアン農場に求めたものは何だったのだろうか。

農場価格4000ペソの内訳は、土地代1500ペソ、家畜代2500ペソである109。こ

の家畜代金を、1622年当時の若牡牛（novillo）が1頭5～6ペソであったことを参考に若

牡牛の頭数に換算すると400頭、物価上昇を見込んで若牡牛が1頭10ペソ笹なってい

たとしても250頭以上になる。1580年代、牡牛は2ペソ、若牡牛は2．5ペソだったの

で、牝牛は若牡牛より若干安価であったとすると、牡牛を含んだ場合、購入時のサン・フ

アン農場で飼育されていた家畜の頭数はさらに多くなる110。ナワッェン柑病院は革製品の

製造・販売から農場経営へと主たる収入源の転換を試みたようにもみえる。革製品の製造・

販売の先行きを悲観視し、鉱山景気後退の後、植民地での投資の中心になっていた大農場

経営に乗り出そうとしたのであろうか。しかし、1739年ナワッェン病院の管理下にあ

ったサン・フアン農場ではほとんど家畜が飼われていなかった。ある証言によれば、5～

6年前までは20～30頭の大型家畜毎anadomayor）を飼っていたが、貢租徴収官が農場

にやってきて、村が支払わなければならない貢租としてそれらの家畜の何頭かを売却した。

また、かつてはいくらかの馬や頓馬も所有していたが、その時点ではそれらもいなくなっ

ていた111。ナワッェン相が寅剣に牧畜業を行おうとして農場を購入したのか、それとも他

の意図があったのが、そのあたりの事情を明らかにする手がかりは残念ながら見つかって

いない112。

（3）病院の立地

タラスコ地域で各村の病院が法人として共同体の経済活動を行っていた状況は、病院の

109AGNM，肋闇昂VOl．1275，eXp．6，払1．8－8v二
110Chevalier；pp．126・139；AGI，EkcLjbaD烏dbα皿βm，271A，1584，fols．29・30vL
111AGNM，黒血闇昂VOl．1460，eXp．3，払18．3・4，
112ナワッェン病院がメキシコ市のアウディエンシアへ提出したサン・フアン農場落札許可
申請書には、ミチョアカンでの聖職を務めた後、ホンジュラス司教に叙任された高位聖職

者やそのほかのスペイン人有力者の名が添えられていた。安村前掲論文13貢。これは、1
642年の「アランサ病院規約」に採録されている、1635年の司教リベラの命令「病

院財産からの大きな支出は司教の許可を受けておこなうこと」を実践したものとも考えら

れるが、ナワッェン病院の決定に教会を初めとするスペイン人の思惑がからんでいた可能
性も否定できない。
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立地にも現れている。病院が例外なく村の教会堂のごく近くに位置していることは本論の

第一部で指摘したが、実際には両者の位置関係には村ごとにかなりのばらつきがあり、必

ずしも教会堂を基準に場所が選定されたようでもない113。しかし、教会堂の近くという条

件に、村落間を結ぶ街道に面しているという条件を加えてみると、病院の位置はまさしく

両方の条件を満たしている114（図13・14）。これは、病院の役割のひとつに旅人の保護

があることに加えて、病院が上記の経済活動を行う上で、一種の′ト規模な「商館」の役割

を果たしていたため、取引に便利な街道沿いに設けられていたと考えると説明できる。

4．経済的繁栄と建築ブーム

タラスコ地域の先住民村落で、かつてインフアンテ家のエンコミニンダであったシエラ

の3教区とティリンダロ教区では、草なめしと革製品製造を主たる生業とする村が非常に

多く、北部鉱山との取引がそれらの村々に豊かな収入をもたらしていたが、タラスコ地域

のそのほかの村々でも、トウモロコシ栽培のほかに、それぞれ独自の産品の製造や輸送業

によって植民地経済に適応し、相応の富を得ていたものがあった。例えば、1649年の

記録によれば、銅山があったサンタ・クララ村では、鍋作りが盛んであった。パックアロ

湖北岸のサンタ・フェ村では織物工房と漁業が主たる生業であった。また、シロスト村は

輸送業を専門にしていた。ウルアパン村では、漆塗りの工芸品が製造されていた。ウルア

パンやパックアロで製造されたこれらの漆塗りは、木製の鉢や皿、あるいは大きなひょう

たんなどにタラスコ族の伝統的製法で調合された漆を塗ったもので、丈夫で美しく、珍重

されて、植民地だけでなく西欧にまで輸出された。そのほかにクアナホなど山林を所有す

る多くの村で、木材やテハマニル（木製瓦）を製造した。さらに、豊富な木材と漆塗りの

技術を用いた家具製作もミチョアカンが誇る工芸品であった。そうした各村固有の手仕事

の伝統は今日まで続いている（魚卵．217～219）。また、ミチョアカン地方原産の薬草なども、

採取・加工されてアメリカ大陸のスペイン額植民地や西欧に輸出された。中でも、「ミチョ

アカンの根」と呼ばれる薬草は万病に効くとしてたいへん珍重された。牧畜や独特の農産

物の生産を大規模に行っていた病院もあった115。このように、シエラ以外でも、タラスコ

113例えば、村の中央広場をはさんで教会堂と向き合ったり（セビナ）、となりあう面に位

置したり（サン・ロレンソ、サカブ、アランサ、パラチョ）、教会堂と背中合わせの場所に

あったり（ヌリオ）など。

114CesaryGutierrezEquihua，OP．Cit．，pP．33・35．
1151681年の記録では、ツインツンツアンの病院が600頭の雌牛拉acasdevientre）

を飼っていた。タラスコ地域の南西の端に位置しティニラ・カリエンテへの入り口にあっ
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地域の先住民村落の中には、特産品の製造販売や農牧業によって、北部鉱山やヌエバ・エ

スパーニヤのスペイン人都市、さらにその外側の世界とも繋がりを持ち、植民地経済の中

で巧みに富を蓄積するものがあった。

こうした取引によって、17世紀初頭のタラスコ地域の村々は、エンコミニンダ制が衰

退しエンコメンデーロの管理から自由になった後も、鉱山景気に支えられて、富を待つづ

けることができたといえる。中でも、フアン・インフアンチとその二代目という、企業家

精神に富むエンコメンデーロの時代、生産と輸送のための社会基盤を整備されたシエラで

は、その現象が顕著に観察される。そのようにしてシニラの主たる先住民村は、．壮麗な教

会堂建設に必要な資力をつけることができ、1630年代までにその事業を終えたと思わ

れる。1630年代からは鉱山産出量が激減するが、シエラの先住民は鉱山に代わる製品

の消費地を、当時人口を増やしていたスペイン人都市や大農場などにみいだすことができ

たのであろう。この時期のシエラで観察される、伝統的主要村落の没落と新しい村落の興

隆という転換が、どのような理由によるものか本論では明確にできなかったものの、16

30年代から1，7世紀半ばにかけて、新興のシニラの村々には新しい教会堂建設のための

資力を蓄積する余力があったことは病院財産によって明らかである。

本章では、17世紀初頭タラスコ地域で起こった建設ブームは、その頃先住民村落内で

の影響力を失っていたエンコメンデーロのイニシアティブによるものではなく、聖堂建設

資金を自力で調達することができた先住民村自身のイニシアティブによるものであった可

能性が高いことを検証した。このことから、この時期先住民が教会堂を新しい様式で－新

しようとした要因のひとつに、村の富の誇示があったことを想定して本章の結論としたい。

たタンシタロの病院は、977頭の牛、128頭の雌馬、113頭の羊、16頭の豚を飼

い、ティニラ・カリエンテに3箇所のバナナ園を所有していた。Carr山0，Op．Cit．，pp．435，
459．

－357・



表6　タラスコ地域セビナtアランサ・カバクアロ・ティリンダロ教区

人口推移

セビナ教区

セ ビナ教区

セ ビナ ナ ワッェン コマチュエン チェラン

1524 a ナバチェ

1） 6 戸

2）20 戸

チ ェラン

1） 10 戸

2） 35 戸

154 7 b チェラン☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 82 戸
（計 40 1 人柄）

1563 b セ ビナ とポマ クアラン　　　　　　　　　　　　　　　　 3，000 人細水

1597 b セ ビナ とポマ クアラン　　　　　　　　 貢租負担義務者 2，164 人

160 1 b セ ビナ とアランサ　　　　　　　　　　 貢租負担義務者 1，796 人

16 19 e 既婚先住 民 100

人以上 舶

住民戸主 130 人 住民戸主 20 人 住民戸主 140

163 1 d 住 民戸主 60 人 柚 住民戸主 114 人 住民戸主 25 1／2 人 住民戸主 144 人

1649 e 住 民戸主 46 人　 ☆ 既婚先住民 200 人

棚

住民戸主 20 人☆ 住民戸主 140 人 ☆

1668 f

168 1 g
（計 180 人☆） （計 350 人当 （計 8 3 人☆） （計 260 人☆）

1683 b
（計 16 1 人雪 （計 389 人☆） （計 98 人☆） （計 328 人☆）

1698 i セ ビナ とアランサ　　　　　　　　　　　　 貢租負担義務者 645 人

1789 j 貢 租 負 担 義 務 者 賞 租 負 担 義 務 者 貢 租 負 担 義 務 者

8 1 人 177 人☆ 276 人
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アランサ教区1

アランサ教区

ポマクアラン ヌ リオ ウラビチョ

1524 a ミリオ

1） 6 戸

2） 20 戸

1547 も ポマクアラン☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 185 戸

（計 868 人蝉）

1563 も セビナとポマクアラン　　　　　　　　　　　　　　　　 3，000 人柚☆

1597 b セビナとポマクアラン　　　　　　　　　 貢租負担義務者 乳164 人

160 1 も セビナとアランサ ・　　　　　　　　　 貢租負担義務者 1，796 人

16 19 C 住民戸主 70 人 ☆／柚

1631 d 住民戸主 9 1（47）人 住民戸主 52 人☆ 住民戸主 40 人

1649 e アランサ教区 住民戸主 400 人 （女性 と子供を除く）

俄悔 と聖体拝領の年齢達成者 1，400 人以上

1668 f 既婚者 64＋【791人 既婚者 63＋【48】人 既婚者 55十k 41人

168 1 g 既婚者 25 人 既婚者 40 人 住民戸主 20 人

（計 120 人） （計 150 人） （計 60 人）

1683 b
（計 192食入） （計 272 入り （計 189 入り

1698 i セビナとアランサ　　　　　　　　　　　　 貢税負担義務者 645 人

1789 j 貢租負担義務者 26 人 貢租負担義務者 114 人 貫租負担義務者 47 人
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アランサ教区2

アランサ教区

アランサ アウイラン コクチョ パラチョ チェランア

ツイクリン

タナコ

1524 a アランハ

1） 10 戸

2） 45 戸

パラチョ

1） 6 戸

2） 25 戸

？チ ェ ラナ

スコン 1）6

戸 2）15 戸

154 7 b アランサ☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16 1 戸

（計 48 1 人抽）

1563 b セビナとポマクアラン　　　　　　　　　　　　　　　　 3，000 人柄☆

1597 b セビナとポマクアラン　　　　　　　　 貢租負担義務者 乳164 人

160 1 b セビナとアランサ　　　　　　　　　　 賞租負担義務者 1，796 人

16 19 C 住 民 戸 主 住 民 戸 主 住 民 戸 主 住 民 戸 主 住 民戸 主 住 民 戸 主

100 人☆／柚 60 人☆ 40 人☆ 70 人 ☆ 39 人☆ 70 人☆

163 1 d 住 民 戸 主 住 民 戸 主 住 民 戸 主 景 観 負 担 住 民戸 主 住 民 戸 主

57 人☆ 27（31）人 29 人 義 務 者

63（7 1）人

4 1（37）人☆ 55（70）人兜

1649 e アランサ教区 住民戸主 400 人 （女性 と子供を除く）

俄悔と聖体拝領の年齢達成者 1，400 人以上

1668 f 既　 婚　 者 既　 婚　 者 既　 婚　 者 既　 婚　 者 既　 婚　 者

36＋【801人 34＋【441人 30＋【2 1】人 8 1＋【1151人 49＋【421人

168 1 g 既 婚 者　 20 住 民 戸 主 住 民 戸 主 既 婚者　 40 既婚 者 15 回答拒否

人 （計　 60 10～12　 人 10　人住 民 人 人

人） （計 40 人） （計 30 人） （計 200 人） （計 40 人）

1683 h
（計 114 人り

（計 104 人

サ柚 （計 70 人☆） （計 320 人り （計 174 人当

（計 229 人

サ抽

1698 i セ ビナとアランサ　　　　　　　　　　　 貢租負担義務者 645 人

1789 j 貢 租 負 担 貫 租 負 担 賞 租 負 担 貢租負担義 貢 租 負 担 貢 租 負 担

義 務者 14 義務 者　 52 義 務者　 55 務者 204 人 義 務者　 96 義務 者　 88

人 人 人 ☆☆ 人 人
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カバクアロ教区

カバクアロ教 区

カバ クア ロ トウリクア

ロ

キンセオ アラン サ ン ト・ト

マステバ クア カラクア

1524 a クバ クア ロ トリカロ アラン

1）　 6 戸 1）　 6 戸 1）　 6 戸

2） 25 戸 2） 25 戸 2） 16 戸

1547 b ア ラン☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 129 戸

（計 500 人鮒）

156 3 b

159 7 b

160 1 も

16 19 C 住 民 戸 主 住 民 戸 主 住 民 戸 主 住 民 戸 主

160 人☆／柚 30 人 ☆ 40 人☆ 25 人☆

163 1 d 住 民 戸 主 住 民 戸 主 住 民 戸 主 住 民 戸 主 住 民 戸 主 先住民 1 人

90＋ilO7〉人 10＋【101人 20＋【3】人 14＋【111人 7＋【3】人

1649 e 住 民 戸 主

85＋‡30‡人

既 婚 者

8＋【101人

既 婚 者

20＋【10】 人
（30）

1668 f

168 1 g 62 家族 柚 7 家族 12 家族 10 家族 ・

1683 h （計 389 人

り柚 （計 46 人雪 （計 70 入り （計 34 人雪

1698 i

1789 j 貫 租 負 担

義 務 者 40

人

19 22 14
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ティリンダロ教区1

ティリンダロ教区

ティリンダロ コマン′ヽ ナランハ タレへロ タカロ

1524 a マラン

1）25 戸

2）40 戸

タカロ

1）4 戸

2）11 戸

1547 b コマンハ　　　　　　　　　　　　　　　 290 戸
（計 989 人柚）

1554 b コマンハ　　　　　　　　　　　　 1，500 人☆蝉

1597 b コマンハ　　　　　 貫租負担義務者 495 人

160 1 b コマンハ　　　　　 貢租負担義務者 495 1／2 人

16 19 C 住民戸主 70 住民戸主40 人 住民戸主 30 住民戸主 35

人☆ 人 人

全教区1 4 村で住民戸主 382 人 と　寡婦独身者 100 人．

163 1 d 住　 民 戸　主 住　民 戸　 主 住　 民　戸　主 住民戸主 10 住民戸主 10

3 0（22）人 26（16）人 24（19）人 人 人

1649 e 全教区で住民戸主 131 人

1668 f

1681 g

1683 h
（計 78 人当 （計 43 人☆） （計 98 人☆） （計 42 人雪

1698 i コマンハ とナランハ　 賞租負担義務者 219 人

1789 j 貫租負担義務 貫 租 負 担 義 貢 租 負 担 義 貢 租 負 担 義

者 170 人 務者 27 人 務者 99 人 務者 69 人
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ティリンダロ教区2

ティリンダロ教区

コエネオ シビアホ アサホ マ トクへオ クリンダロ

1524 a シビアホ

1） 10 戸

2） 45 戸

154 7 b コマンハ　　　　　　　　　　　 290 戸
（計 989 人柚）

1554 b コマンハ　　　　　　　　　 1，500 人東女☆

1597 b コマンハ　　　 貫税負担義務者 495 人

160 1 b コマンハ　　　 貫税負担義務者 495 1／2 人

16 19 C 住民戸主 80

人☆

全教区1 4 相で住民戸主 382 人と寡婦独身者 100 人

163 1 d 住　 民 戸　主 住　民 戸 主 住　 民 戸　主 住民戸主8 人 住　 民　戸　主

30（33）人 60（32）人 70（33）人 11（9）人

1649 e 全教区で住民戸主 131 人

1668 f

168 1 g

168 3 h
（計 131 人☆） （計 98 人ウ （計 163 人雪 （計 21 人り

1698 i コマンハとナランハ　 貢租負担義務者 219 人

1789 j 貫 粗 負 担 義 責租負担義務 貢租負担義務

務者 87 人 者 118 人 者 1＿25 人
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シニラ地区と湿地地区の貢租負担義務者数比較

セ ビナとアランサ コマンハとナランハ

1547 b 269 戸 290 戸

（計 1，269 人紬） （計 989 人納）

1554 b 1500 人☆棚

1563 b 3，000 人柚☆

1597 b 貢租負担義務者 2，164 人 貢租負担義務者 595 人　　／

160 1も 貢租負担義務者 1，796 人 貢租負担義務者 495 1／2 人

1698 i 貢租負担義務者　 645 人 貫租負担義務者 2 19 人

1789 j 貢租負担義務者 1，230 人 貢租負担義務者 695 人

a．“VisitadeCarvajal，”enWarren，血凸凹qZLik由，PP．9針101．

1）recuentoindigena．

2）reeuentoespa丘01．

b．ParedesMarinez，MoacdneDe1度な血XVTpp．69・72．

＊SevinaperteneceaCherancomosusqjeto．PomacoaranescabeceraprlnCipalde3

Cabecerassujetas，Aranza，AranyCheran．

納personas・

☆納hombres．

C．Lemoine，挽助成血相動感施胡仇誠的pp．168・169．

☆vecinoseasados．
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＊＊EntodoelpartidodeSevinahabramASde120personasviudasysolteras，entOdo

elpartidodeAran21ahaylOOviudoSySOlteros，entOdoelpartidodeCapacuarohay

50viudosysolteros．

d．劇物虚血ゐ血相血色〟。廃血弼pp．97・99，156・157．

PosiblementeestosdatosfueronobtenidosporelobispoFrayAlonsoEnriquezde

恥ledo（1624・28）．

＊yunviudo．

＊＊ElobispoFrayFranciscoRiverayPareja（1630・37）anotaqueenestebeneficio

habramAsotros50tributario凱

（）anotaci6ndelobispoRiveraapartirde1632．

iimuchachosdetodasedades．

［］muchachosdedoctrina．

e．AnaldoYSaSSy；OP．Cit．，PP．151・157．

＊vecinoSSinsolterosnini丘os．

＊＊indioscasadosnimuchachos，Viudosnisolteros．

iihombresymujeresviudosysolteros．

［］solterosomuchachosdedoctrina．

£AHMCR，Db鰯nq頻肋8，m血es，AsibDtO昂β毎血弼caja9，eXP．2．

［］viudos，Viudas，mllChachosymuchaclmS．

g．CarrilloCA2；areS，舶aacdLteLZelo血血db1度なあXmpp．335・347，431・432．

（）personaSentOtal．

＊todosnaturales，CaSados，SOlteros，Viudosyviudas，muChachoSymuChachasdela

doctrinacristiana．

＊＊yunmulatocasado，unmeSti2；OCaSado，unameSti2：aViudacon3hijas．

h．CarrilloCa21areS，h血ypadiYmeS；PP．125・158．
＊casados，Viudos，SOltelosymuchachoS．

＊＊EnNahuatzenademashay17mestizos；enCheranhay6espa孟oles；en

Capacuarohaylespa魚01，11mesti2108，3mulatoslibres．
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i．CarrinoCazares，h血ypadiwe昂Pp．20・21．

j．血乎eα血oe打点エ

☆y2払milias（krazdn．

柚y7払miliasderazdn．
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表7　タラスコ地域セビナ■アランサ・カバクアロ■ティリンダロ教区生業

セビナ教区

セ ビナ教 区

セ ビナ ナワッェン コマチュエン チェラン

1649 e 販売用の革なめ しと、靴職人 ならびに胴 よろい ・鞍 ・武具 をつ くる職人 が最 も多

い。他 に トウモロコシ ・果実 ・索具

168 1 g 革なめ し 革なめ し 草なめ し 革なめ し

農場 畑 畑

1789 j トウモ ロコシ ・果 運送業 トウモ ロコシ ・小 トウモ ロコシ

実 革なめし

靴 と鞍の製造

麦、樺 ・テハマニ

ル ・板の製造

運送業

カバクアロ教区

カバ クア ロ教区

カバ クアロ トウリクア

ロ

キンセオ　　　　　　 アラ ン サン ト・ト
】マ ステバクア カ ラグア

1649 e 草 なめし、胴 よろい、靴、そのほかの baqlleta

トウモ ロコシ

16 81 革なめ し 織物

索具

革なめ し

靴つ くり

織物

1789 j トウモ ロコ トウモ ロコ トウモ ロコ トウモ ロコ

シ、梨 の生

産販売、木

箱作 り

シ、アハマ

ニル ・板

yesea の採
取、養蜂

シ ・果実 シ ・果実
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アランサ教区1

アランサ教区

ポマクアラン ヌリオ ウラビチ ョ

1649 e 草なめし、鞍 ・胴よろい ・靴や武具などの革製品の職人が最も多い

1681 g トウモロコシ トウモロコシ トウモロコシ

商い（G ranjeria） 手仕事（Indu如d a） 商い（G 相．n酢汀ia）

1789 j トウモロコシ トウモロコシ トウモロコシ

並質の帽子製造 運送業

アランサ教区2

アランサ教区

アランサ アウイラン コクチョ パラチョ チェランア

ツイクリン

タナコ

1649 e 革なめし、鞍 ・胴よろい ・靴や武具などの革製品の職人が最も多い

168 1 g トウモロコ トウモロコ トウモ ロコ トウモ ロコ トウモロコ

シ、手仕事 シ、鍋 ・土 シ 、 職 業 シ 、 商 い シ、手仕事

（Indu stria） 器作 り （0 丘cios） （G ran酢ria

）

（In dustria）

1789 j トウモロコ トウモロコ トウモロコ トウモロコ トウモロコ トウモロコ

シ耕作のみ シ、綿の靴 シ、ロサ リ シ 、 弦 楽 シ、革なめ シ
下製造 オの玉つ く

り、鍋つ く

り

器 ・椅子 ・

腰掛 ・家具

製造

し ・靴つく

り
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ティリンダロ教区1

ティリンダロ教区

ティリンダロ コマンハ ナランハ タレへロ タカロ

1649 e

168 1 g

1789 j ト　ウ モ ロ　コ ト　ウ モ ロ　コ 草なめし・

シ、牧畜、草

なめし

シ 、 革 な め

し・靴つ くり

靴つくり

ティリンダロ教区2

ティリンダロ教区

コエネオ シビアホ アサホ マ トクへオ クリンダロ

1649 e

1681 g

1789 j 革なめし・靴 革なめし、靴 ト　ウモ ロ　コ

つくり、近隣 つくり、グア シ 、 革 な め

の町での販売 ナフア トとバ

リヤ ドリッド

で販売

し・靴つくり

e，AnaldoYsassy，OP．Cit．，PP．151・157．

g．Carrillo，A批通oacdLZeDeloto血dd励Xl甥op．cit．，PP．335・347，431・432．

j．血邸eα血ocはあエ
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表8　タラスコ地域セビナ・アランサ・ティリンダロ教区病院収支

【単位　psペソ　rsレアル（もしくはトミン）1ペソ＝8レアル（トミン）】

【各欄の右下の数字は筆者が算出した年平均病院収入。病院収入総額のペソ未満を切り捨

て、経過年数で割って四捨五入したもの。】

1649a

セビナ教区

ナ ワッェン

毎年 1，000 peso8 以上　 1，000 pesos 以上

アランサ教区

年に 1，000p esos 以上病院に提供する柑あり　　1，000 pesos 以上

a．AnaldoYsassy；OP．Cit．pp．151－157．
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1664b

ナワッエン教区（旧セビナ教区）

ナワッェン

病院の保管庫の中に 4 31 p esos l realあり

アランサ教区

アランサ アウイラン

1，54 1 p s 7 rs y m edio （in greso） 1，・80 1 ps 4 rs y m edio
1，494 p s 4 rs　　　 （由 sto） 1，6 79　 4　 y m edio

96 ps 113 ps
コクチョ パラチョ

1，079 ps 7 rS 5，282 p s

1，079 ps 7 rs 4，940 p s 5 rs
67 p S 330 p s

チェランアツイタリン タナコ

1，858 p s 4 rs 1，905 p s 3 rs y m edio
1，834 p s 3 rs 1，836 p s 3 rs y m edio

116 p s 190 p S
ポマクアラン ウラビチ ョ

2，766 ps 6 rs 2，089 p s 6 rs
2，754 ps 6 rs 2，089 p s 6 rs

173 ps 13 1 ps
ヌリオ

3，782 p s 6 rs
3，782 p s 6 rs

236 ps

b．AHMCR，aCeSaDq abjbmql徳地昂AszbDtOS，点画わXl間　caja56，eXP．6，

払18．68r・71Ⅵ

収支の額は、1648年12月～1664年12月までの16年間の合計
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1666C

ティリンダロ教区

アサホ コエネオ

502 p討ir唱reSO） 1，3 18 p s
50 2 ps （㌍ StO） 1，155 p s

125 p s 330 ps

ティリンダロ タレヘロ

785 ps 5 rs 337 p s l rs

74 1 ps 309 p s 4 rs

196 p s 84 ps

マ トクへオ シビアホ

143 ps 332 p s 2 rs
143 p s 3 16 p S 2 rs

36 p s 83 p s

コマン′ヽ ナランハ

43 1 p s 578 p s 3 rs

4 3 1 p 8 － 460 p s 6 rs
108 ps 145 p s

C．AHMCR，Dib館朗Bq　払bihT2q　極地昂　Asibnios，毎かXm caja　56，eXP．9，

長江8．46r・49r．

収支の額は、1660年12月～1664年12月までの4年間の合計
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1671d

ナワッエン教区（旧セビナ教区）

ナワッェン チェラン

9，28 5 p s 2 rS （in g re so） 1，7 13 p s 5 rs
7，8 4 1 p s 4 rS （g a sto） 3，4 18 p 8 4 rs

1，54 8 p s 28 6 p s

セ ビナ コマチュエ ン

89 0 p 8 3 rs y m ed io 9 0 1 p 8 7 rS

1，0 0 4 p 8 6 rs 1，129 p s 3 rs

14 8 p s 15 0 p s

アランサ教区

ア ランサ ア ウイラン

926 p8 2 rS （in greso） 675 p s 6 rs
［ 920 p8 2 r （gasto） 894

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　 154 p s 110 p s
l㌢コクチ ョ
L

パ ラチ ョ

■　930 ps 6 rS 3，674 p s 6 rs y m edio

1 930 ps 6 rs 3，4 57 ps 5 rs y m edio
155 p s 6 12 p s

Fチェランアツイク リン タナ コ

766 p s 2 rs y m edio 93 1 p s 2 rs
824　　 2 846 p s 5 rs

128 p s 155 ps
ポマクア ラン ウラ ビチ ョ

1，4 12 ps 2 rS 2，088 p s 7 rs

1，523 p s 2 rs 2，111 p8 7 rs

235 p s 348 p s
ヌ リオ

3，74 1 p s O rs

3，303 p s 4 rs
624 p s

・373・



カバクアロ教区

カバクアロ アランテバクア

2，639 ps 4 rs （正昭reSd） 446 p s 5 rs
2，52 7 ps 3 rs （脚StO） 440 ps 5 rs

440 ps 74 p s
トウリクアロ キンセオ

290 p s 2 rs 583 p s 2 rs
269 p s 2 rs 506 p s 6 指

48 p s 97 p s

ティリンダロ教区

アサホ コエネオ

273 ps O rS Gn嘗reSO） 368 ps 4 r声
158 ps 5 rs （gasto） 228 ps 4 rs

46 ps 61 ps
ティリンダロ

272 ps 7 rs
249 ps 3 rs　　 45 ps

タレヘロ

マトクへオ シビアホ

44 ps 569 ps 7 rS
44 ps 590 ps 6 rs

8 ps 95 ps

コマンハ ナランハ

74 ps 297 ps 3 rs
74 ps 116 ps lrs

12 ps 50 ps

d．AHMCR，肋e朗nqa）bjbmq侮ねらA点由BtOq塵血Xmcaja57，e耳p．13，fo18．68r

・71vL

収支の額は、1664年12月～1670年12月までの6年間の合計
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1681e

ナワッエン教区（旧セビナ教区）

ナワッェン チェラン

12，0 9 9 p s 3 rs （ir唱re SO） 6，74 7 p s l rs
14，2 0 2 p s 4 rs （g a sto） 7，3 79 p s l rs

1，2 10 p s 6 7 5 p s

セ ビナ コマチュエン

1，6 0 1 p s 7 rs 2，3 0 8 p s 5 rs

1，8 2 0 p S l rs 2，3 0 5 p S 4 rs
16 0 p s 2 3 1 p s

アサホ教区（旧ティリンダロ教区）

アサホ☆ コエネオ☆

4 15 p s 5 rs G n酢eSO） 636 p s 6 rs
3 2 7 p s　 （gasto） 632 p s 5 rs

4 15 p s 6 3 6 p s
テ ィ リンダロ☆

440 p s 5 rs y m ed io

3 15 p s 4 rs　　 440 p s

タレヘ ロ

マ トクへオ シビアホ

2，99 8 p s 6 rs

3，076 p s 4 rs　　 300 p s

コマ ンハ ナ ランハ☆

1，042 p s 2 rS 4 86 p s 6 rS
1，042 p s 2 rs 36 1 p 8 4 rs

10 4 p s 4 8 6 p s

e．AHMCR，月払ce朗Dq蝕bjbmq瓶ta昂Asibnto卑見なあ斉昭caja57，eXP．13（no．3，

1egajo31），払18．46v・5如

収支の額は、1670年12月～1680年12月までの10年間の合計

☆前年1年間のみの収支額
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第八章　教会堂を支えた信仰：病院制度と倍仰の発露

ここまでは教会堂を建設する動機として物質的・実利的側面を中心に検討してきたが、

本章では、精神的側面である信仰について検討し、17世紀初頭のタラスコ族共同体に教

会堂を建設する信仰上の特別な動機や状況があったかどうかを探りたい。特に、タラスコ

地域の先住民が、17世紀初頭から半ばすぎまでにつぎつぎと教会堂を新築するための富

を生み出す上で重要な役割を果たしたのが病院制度であったことから、この制度がタラス

コ族の信仰に及ぼした影響に着目し、その起源と実態ならびに17世紀のタラスコ族共同

体の中で果たした役割を通して、タラスコ族の教会堂建設の背後にある信仰の問題を考え

てみたい。

第一節　タラスコ族のキリスト教信仰

先住民へのキリスト教布教の過程で生じた、伝統的宗教とキリスト教の習合の問題は、

研究者にとって興味の尽きない課題である。16世紀ヌエバ・エスパーニヤで先住民布教

のためにとられた方法とその成果については、数多くの托鉢修道会年代記に詳しく記され

ている。この仕事に最初に取り組んだフランシスコ会を例にその大要をまとめると以下の

ようになろう。

宣教師達は先住民言語を学習することから第一歩を始めた。先住民言語で宣教するとい

うこの方針はその後植民地時代を通じて一貫して守られる。先住民社会での影響力の大き

さから、まず君主や貴族層の教化が行われた。ここで、先住民貴族の子弟を集めて教義を

教え、子供らを通じてその親を教化する方法は大きな成果をあげた。トラテロルコのフラ

ンシスコ会修道院に設けられたサンタ・クルス学院（1533）は、貴族の師弟に西欧流のエリー

ト教育をほどこす場であった。ここで、スペイン語のみならずラテン語や神学、論理学な

ど西欧の大学の学芸に匹敵する教育を受けた先住民の若者達は、宣教師を助けて教義など

のナワトル語への翻訳と、先住民のナワトル語口承伝承のアルファベット文字への採録に

多大な貢献を果たした。しかし実際には、このような優秀な先住民の若者の協力を得ても、

キリスト教の教義内容を正確に伝える翻訳は困難であった。そのことは初期の宣教師たち

も承知していたが、彼らは神の業はその困難をも克服すると、楽天的に考えていた。とこ

ろが16世紀末になると、先住民の信心が表面的なものに過ぎなかったことを見せつける、

・376・



隠れた偶像崇拝の事実や悪しき風習の残存がしばしば明るみにでるようになる。これは、

先住民文化とその言語について宣教師たちの知識が深まり、彼らの実像をより正確に把握

できるようになった結果でもあった。当初先住民の知性や性向を高く評価し、先に述べた

ようにトラテロルコにサンタ・クルス学院を設けて彼らを聖職者にすべく熱心に教育した

フランシスコ会士も、ついにそれを断念し、それ以降先住民が聖職者になることは一切許

されなくなった。このことは、宣教師がスペイン人の圧政や不法行為や疫病などの災厄か

ら先住民を守る力をもたない事を悟った先住民が、修道会への献身的態度を翻し、敬度な

キリスト教徒という外見に頓着しなくなったことの裏返しであったともいえる。．このよう

な16世紀のキリスト教布教の成果と限界は、フランシスコ会の当事者二人の対照的な感

慨に端的に示されている。一人は、フランシスコ会が最初に派遣した12人の宣教師のひ

とりとしてメキシコに赴いたトリビオ・デ・ベナベンテ、通称モトリニーアで、彼は15

30年代の中頃に書き始めた『ヌエバ・エスパーニヤ布教史』の中で、先住民の集団布教

が目ざましい成果をあげ、改宗した先住民の信仰心がとても強いことを誇らしげに報告し

ている1。他方、同じフランシスコ会士のベルナルディーノ・デ・サアダンの『ヌエバ・エ

スパーニヤ総覧』は、修道会の布教が後退期にはいった1570年代に完成されたもので、

ここでは、先住民への布教が当初考えられていたほど容易なものではないこと、先住民は

巧みに宣教師を欺き、偶像崇拝や忌むべき慣習を密かに続けていることを深い憂慮の念を

込めて警告している2。この2人の布教の成果についてのかけ離れた見解は、16世紀の托

鉢修道会による先住民布教の経過をよく示している。このように16世紀末からは、先住

民へのキリスト教布教の不徹底さを欺く声が、修道会の年代記のみならず、在俗の司教や

司祭達が残した記録においても支配的な調子を帯びるようになる。そのような状況を背景

として、表面上従順なキリスト教徒として植民地教会に公認された先住民のキリスト教が、

実際にはどのようなものであったかという問題には多くの研究者が関心を寄せてきた8。

lFrayTbribiodeBenaventeoMotolinia，月詣iozibdb血it2dibsdbbA厄eva鞄a血，
M6Ⅹico，EditorialPorrda，1984．日本語訳『ヌエバ・エスパーニヤ布教史』大航海時代叢書
（第ⅠⅠ期）14岩波書店1979．

2FrayBernardinodeSahag血，励如由卯月即甥ノ血血β〝ぷag（おAbe柑極点励，MるⅩico，
BditorialPorr血，1989．日本語抄訳「ヌエバ・エスパーニヤ総覧」『神々との戦いⅠ』アン
ソロジー新世界の挑戦9、岩波書店1992．

3この間題については、文化人類学、エスノヒストリー、社会文化史、社会学など多岐にわ
たる分野から研究がなされてきた。第一章で紹介したように、美術史も例外ではなかった。

ナウア族のエスノヒストリー研究の中で、筆者が散見できたものとしては、リカードの前
掲書や、ギブソン、ロックハート、クプラー、グルジンスキー、バークハートらの前掲書

の該当部分をあげることができる。同じような研究はアンデス地方の先住民についても行

われている。日本の民族学者や歴史学者による研究発表も多数存在する。例えば、国立民
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16世紀から17世紀にかけて、タラスコ族についての聖職者の評価は一様に従順で敬

度なキリスト教徒というものであった4。洗礼を受け、教義を覚え、必要な秘蹟を受けてい

るという意味で確かに彼らはキリスト教徒であったろうが、熱心に聖人を崇拝し、祭礼に

熱狂する彼らの性向の中にキリスト教とは異質なものはみとめられなかったのだろうか。

当時聖職者には、細かいことには目をつむっても、先住民には倍者として教区や聖職者の

維持に貢献してもらう必要があった。稀には、そのような建前をかなぐり捨ててタラスコ

族の生活の堕落ぶりを厳しく糾弾する聖職者もいた5。しかし、16世紀から17世紀、タ

ラスコ族はおおむね聖職者が許容しうるキリスト教徒であったことは事実のようである。

ヌエバ・エスパーニヤでは、植民地時代に先住民による宗教色の強い蜂起が各地で鎮圧さ

れているが、タラスコ族にはそのようなことは起こらなかったからである6。

17世紀初頭タテスコ族のキリスト教信仰の実態がどようなものであったかについては、

まだ十分に研究されているとはいえないが、1940年代に行われた民族学調査や、植民

地期のタラスコ地域先住民を扱ったいくつかのエスノヒストリー研究によって、タラスコ

族のカトリック信仰にも、メキシコ中央部や南部の先住民部族に見られるようなシンクレ

テイズムが生じたことがわかっている7。強い祖先崇拝や聖人信仰、カルゴ制とよばれる複

雑な祭礼負担請負制度などがその最も顕著な例である（この点については後述）。祖先崇拝

の慣行は、キリスト教の「諸聖人の祝日」などと習合して、「死者の日」と呼ばれる独特の

祝い方となり、現在もタラスコ地域に残っている8。キリスト教の諸々の聖人を、さまざま

族学博物館の定期刊行物に収められたり、その研究者が個別に発表した数多くのエスノグ
ラフイーがある。また、清水透、落合一泰、吉田栄人、鈴木紀などがメキシコのチアパス

やユカタン半島の先住民に関して行ったエスノグラフイーもある。

4例えば本論で度々引用するCiudadReal，Larrea，Basalenque，Ysassyなどの評価がそれ
である。

5Carrillo，Op．Cit．，PP．335・345，

6AlieiaM．Barabas，物壷β血dおろ戯♂血加廟甜勒M占裏eo，
EditodalGrijalbo，1986．

7励如二由蝕e躇ノゐ肋朗壷ⅠⅠ，pp．149，154・157，158．タラスコ地域での民族学研究
は、フォスターのツインツンツァンやビールスのチェランについての1940年代のエス

ノグラフイーが有名であるが、その後も、ミチョアカン大学院大学（COIJMICH）やメキシコ

社会人類学高等研究所（CIESAS）、ミチョアカン大学（UMSNH）などの研究機関の学生や若
手研究者による調査研究が進められている。本論ではそれらを全て検討することはできな

かったが、セプルベダやフローレスやベチトロフの業績を利用している。

8ヌエバ・エスパーニヤ先住民に見られる祖先崇拝残存の最も顕著な例は、11月30日か
ら12月2日にかけて行われる諸聖人の祝日の祝い方である。キリスト教の祭に姿を変え

てはいるものの、この日、祖先が家に戻ると考え、祖先の墓に花や食べ物やロウソクを供

え、家族が一晩中墓に付き添って過ごすのである。家には別途、花や食べ物を供えた祭壇
を用意し、家に戻った祖先をもてなす。この慣習は現在も続いている。タラスコ地域では、
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なご利益を求めて拝む聖人信仰も、一神教であるキリスト教と多神教であった土着の宗教

との妥協の産物であるといわれている。後述するように、17世紀のタラスコ地域でも、

村の守護聖人の祭りは非常に盛大に行われ、病院の守護聖母は毎週宗教行列プロセシオン

に担ぎ出され、教会堂の中には多数の聖人像が祭られ、それぞれの祝日に祭礼が行われて

いた（五g8．222，224，225）。

つぎつぎにめぐってくるこれら聖人のための祭りと、聖週間・聖体の祝日・降誕祭など

などのカトリックの主要な祭りをおこたりなく実施できたのは、カルゴ制のおかげであっ

た。カルゴ（ca曙0）とはスペイン語で「役目」とか「果たすべき責任」という意味で、村の

祭礼を行うために設けられたさまざまな役職をさしている。それぞれのカルゴは端役から

重責まで一定の序列の中に位置付けれられており、ひとつのカルゴを引き受けることはそ

の序列の高さに応じて少なからぬ個人的出費を伴った。カルゴ制とは、この役職とカビル

ドの役職という2本柱の階梯を下から順番に務めてゆくことにより、その人物の村内での

位置が上がってゆくという制度で、植民地統治下のメソアメリカ先住民共同体の中に広く

普及していた制度である9。一一連の祭りの実行とその経済的負担を、個人や少人数のグルー

プが毎年交代で引き受けるこの制度は、先住民の宗教的祭礼への強い噂好性と要求を満足

させるために、おそらく先スペイン期から存在していた輪番制と、植民地期の先住民カビ

ルドや教区教会維持のために設けられた村の役職、さらにスペインからもたらされたコプ

ラディーア10の慣習などとの融合によって、徐々に複雑化したものであろう。

パックアロ湖に浮かぶ島にあるハニッイオ村に伝わる「死者の日」の祝い方が非常に有名

で、毎年数多くの観光客が見物に訪れている。
9カルゴ制は、20世紀にいたってもメソアメリカ先住民共同体を特徴づける制度として存

続し、民族学研究の重要なテーマとなっている。

10コフラディーア（間借会もしくは兄弟信心会などと訳される）とはカトリック教会の中

で活動する世俗の人々の信徒団である。起源は8世紀の西欧にさかのぼるいわれる。コフ
ラディーアの設立は聖職者の勧奨による場合が少なくなく、特定の修道会との密接な精神

的繋がりを持っことも多いが、世俗的性格は常に保持された。15世紀までにさまざまな
目的のコプラディーアが生まれた。あるものは信仰の実践に、あるものは経済・社会的活

動に、あるものはその両方に重点をおいた。当時のスペインで、コフラディーアは信徒が

教会を支えるための中核的組織であった。ヌエバ・エスパーニヤでは、コプラディーアは、
当初聖職者によって持ち込まれ、16世紀に普及が試みられた結果、17世紀から18世

紀、ヌエバ・エスパーニヤのほとんどの克住民村落にコプラディーアもしくはそれに類似

した組織が存在するまでに一般的なものとなった。ヌエバ・エスパーニヤ最初の先住民コ
プラディーアは、ペドロ・デ・ガンテが1530年代にサン・ホセ・デ・ロス・ナトウラ

ーレス礼拝堂に設立した。ヌエバ・エスパーニヤでは、労働と信心を一体とし、祭礼や宗
教行列を実践するなかで、人々にキリスト教信仰を深めさせるコプラディーアは宣教の有

効な手段とされた。慈善的事業によってキリスト教の価値観を伝達するコフラディーアは、

特に先住民を直撃した疫病のさなか大きな役割を果たした。病院運営の任にコプラディー
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タラスコ地域でも、20世紀初頭まで、世俗の役職の位階と病院を中心とした宗教上の

役職の位階を下から順番に務めて、最後に村の長老に至るカルゴ制が生き続けていた。そ

のようすは、1940年代にかつてのタラスコ王国の首都であったツインツンツァンの民

族学研究を行ったジョージ・フォスターによって記述されている。

「（メキシコの）農村共同体の中でも、ツインツンツアンほど精緻に作り上げられた色彩

豊かな宗教生活が見られる場所は少ない。…ツインツンツアンを訪れて、なにかしらお

もしろい宗教行事にでくわきない日は1年を通じてほとんどない。ツインツンツァンの

人々の大多数にとって、宗教は、日常生活のほぼ全ての側面に入り込み、極めて大きな

力を及ぼしている。」「ここで私は、伝統的な祭りの［年サイクル］が‥・どのように機能

していたかを調べ分析しようと考えている。［サイクル］とは、メキシコで普通マヨルド

ミーアと呼ばれているもので、ある聖人のための祭礼や、ある教会堂や礼拝堂でおこな

われる祭礼を、個人もしくは少人数のグループが後援者となって実行する制度のことで

ある。…一定期間ごとに祈りを捧げ、ロウソクをともし、有料のミサをあげてもらい、

祭りの日には参加者に食事を供し、聖像をプロセシオンに担ぎ出す。ツインツンツァン

ではこの後援者を、（メキシコで最も一般的な）マヨルドーモという呼び名ではなくカル

グーロと呼ぶ。慣習が定めるところに従って、負担や責任を意味するカルゴを負う人々

だからである。」「現在（1944・1946）ツインツンツアンでは、カルゴ制はほとんど過去のも

のとなっている。（この制度は）メキシコ革命初期（1911）までは盛んで、（20世紀の）

20年代まではしっかりと残っていた。それ以降はさまざまな理由によって失われてゆ

き、現在残る姿は複雑だった伝統的な年サイクルの痕跡にすぎない。」「ツインツンツア

ンでこのシステムを始めたのは、おそらく最初のフランシスコ会士、いや、たぷんパス

コ・デ・キロガであろう。キロガはミチョアカンを訪れた直後に、タラスコ族の主だっ

た集落に「病院」を設立した。このユートピア的共同体の本当の歴史について、多くは

わかっていない。しかし、宗教と世俗の活動が完全に一体であった（病院という）理想

主義的システムの中で、聖像や聖堂の後援者や、祭りの年サイクルの後援者を引き受け

るというスペイン起源の制度が、基本的部分をなしていたことは明らかである。」11

アがあたったからである。王室も、この制度を通じて西欧キリスト教的価値観が先住民の

日常生活に浸透し、植民地の安定化に寄与することを期待し、この制度を奨励した。Dagnar
Bechtlo現“Laformaci6ndeuna80Ciedadintercultural：lasco丘adiaSenelMichoacan

colonial，”月云以東腸地Da，（170），VOl．XLIII，ndm．2，1993，PP．251・252．

・380・



フォスターが調査した当時ツインツンツァンには、病院に由来するカルゴが7つあり、

それぞれが異なる祭りを請け負って実施していた。フオスタ←は、その種類を重要な順に

あげ、それぞれにつくための資格や負担の内容を記述し、カルゴを階梯的にこなしてゆく

ことが、いかにその人物の村内での地位の向上につながるかを説明している12。

ツインツンツァンのカルゴの中で最も重要で上位にあるのが「ケンゲリーア」のカルゴ

である。このカルゴを負担するカルゲーロは、ケンギ、プリオステ、エスクリバーノ、フ

イスカルであるが、そのいずれもが、後にみるように、キロガの時代に病院の運営に携わ

った役職名である。つまり、ツインツンツアンの村民にとって最も光栄な宗教上の役目が、

かつての病院の役職と結びついているのである。このようなツインツンツァンのカルゴ制

の特徴は、その他の民族学的調査によって、タラスコ地域の多くの村に存在したことが確

認されている13。この事実は、タラスコ族のキリスト教信仰が病院と深く結びついていたこ

とを雄弁に物語っている。ミチョアカン地方の先住民村に作られた病院は、先住民の伝統

的価値観や生活様式から南欧キリスト教のそれへの転換過程で導入され、その後村の生活

のあらゆる側面にかかわった。病院は、ミチョアカン様式の形成と変容の背後にある17

世紀タラスコ族の信仰のありようを知る上でも極めて重要な手がかりといえる。

第二節　ミチヨアカンの病院制度－16世紀を中心に

1．16世紀メキシコにおける病院の概観14

周知のように、アステカ帝国の首都テノチティトラン攻防戦の最中から16世紀のほぼ

全般に渡って、スペイン人や黒人奴隷が持ち込んだ天然痘、麻疹、発疹チフス、インフル

エンザなどの旧大陸の病原菌は、アメリカ大陸の先住民の間に恐るべき疫病の大流行を幾

llFoster；OP．Cit．，pP．192・193．

12Ibid．，PP．194・208．

13Sepdlveda，OP．Cit．，PP．100・101．

14ここで「病院」としているのは、スペイン語のhospitalという語にあてた訳語である。

後述のようにこの時代bospitalは病気治療のほかに、貧者や旅人に無償で治療や食料を施
す役割をまだ負っていた。従ってそのような施設は「施療院」とか「救貧院」と呼ぶのが

適当かもしれない。しかし、当時西欧の都市ではho＄Pitalは近代的な病院の性格を取り始
めてもいた。さらに、ミチョアカンの先住民村落に創設された病院は、先住民が積極的に
運営に参加した自治的組織で、村の富を生産するという非常にダイナミックな働きをした。

従って、hospitalの訳語として「施療院」や「救貧院」はどちらも的確とは考えられない。
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度となくもたらした。また、スペイン支配下で、都市の建設に、鉱山採掘に、物資の荷役

にと、先住民労働力の需要は際限なく、先住民は家族から遠く離れ、過酷な労役に従事し

なければならなかった。一方で、故国を後に単身渡来したスペイン人達も、戦いに傷つき、

新大陸固有の病に苦しめられ、次第に年老いて行く中で救済の手を必要としていた。これ

らの人々を収容し、施療ならびに救貧事業を行う機関として、当時唯一組織的に機能した

のが病院であった。16世紀のメキシコにおける病院に対する社会的要請はきわめて大き

いものであったといわなければならない。

中世西欧キリスト教社会では、貧しい者、病める者をキリストに最も近い者とみなし、

彼らを救済することを神への最大の奉仕とするキリスト教思想に支えられて、病院は、「愛

徳」（carida心の実践の場という特別の意味を持つものとなっていた。病院はまず修道院の

中でその形態を完成し、看護騎士団や看護修道会の設立により、次第に巡礼や旅人を救済

する開かれた制度へと発展した。やがて都市が発達すると、市民の同信会や同業者組合に

よる病院の運営が盛んになり、15世紀から16世紀には多くの病院が都市の行政管理下

に置かれるようになっていった。病院の運営は近世が近づくにつれて市民的なものへと変

化していたのであるが、その基本理念は依然としてキリスト教的奉仕の思想であった。そ

のため病院には礼拝所が不可欠であり、聖職者が病院の欠くべからざるメンバーであった。

ルネッサンスの代表的建築物で、近世病院建築のモデルとなったミラノのオスペダーレ・

マジョーレ（建設1461・1465）も、壮麗な礼拝堂を中心に設計されている。16世紀の初頭

にメキシコにもたらされようとしていたのはそのような病院であり、かつ人体と病気とそ

の治療の周辺に発達した優れて西欧的な宇宙観や生活文化、さらに治療技術や病院建築に

包含された西欧の科学技術であった。西欧において市民的性格を強めていた病院は、後述

するように、反宗教改革の時代、スペインとその植民地では教会の管理下に置かれる。

メキシコでスペイン人が建設した最初の病院は、エルナン・コルテスがスペイン人兵士

や移民を救済するた捌こ、1523年メキシコ市に設立したコンセプシオン・デ・ヌエス

トラ・セニョーラ（聖母懐胎）病院（HospitaldelaConcepci6ndeNuestraSe免ora）であっ

た15。16世紀半ばからは、サン・イポリト会や、サン・フアン・デ・ディオス会などの看

そのため本論では「病院」という訳語を用いる。

151526年、この聖母懐胎病院へ教皇クレメンテ7世はコルテス額の十分の一税の一部
を与えた。パウロ3世、グレゴリオ13世、ユリウス3世も、信徒に対してこの病院への

寄進を勧奨し、病者へ免償を与えて病院の財政を助けた。コルテスはこのほかにもメキシ

コ市にハンセン病患者の収容施設サン・ラサロ病院を設立した。初代メキシコ大司教でフ
ランシスコ会士でもあったフアン・デ・スマラガは同市に梅毒やよこねの患者の病院を設

立している（1539頃）。また、スペインから続々到来する渡航者のための病院が下船地ベラ
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護修道会もこの事業に加わった。スペイン国王や教皇庁も病院の設立に対して種々の個別

的特権を付与したり、王立病院に認定するなどして新大陸の病院の普及・育成に努めた。

これらの病院の多くは先住民の収容を拒むものではなかったが、旧大陸の病原菌による

疫病の大流行で急速に犠牲者が増えつつあった先住民を、専門に収容する病院の必要性は

日に日に高まっていた。メキシコ初の先住民専用病院サン・ホセ・デ・ロス・ナトウラー

レス病院は、1531年頃フランシスコ会によってメキシコ市に設立された。大司教スマ

ラガも、1534年同市にサン・コスメ・イ・サン・ダミアン病院を設立した16。またアウ

ディェンシアのオイドール、パスコ・デ・キロガは、後述するように1531年メキシコ

市郊外に「病院村」なる独特の共同体を創設した。

1545年、反宗教改革派が結集したトリエント公会韻で、全ての病院を宗教施設とみ

なし、これを教会に所属させることが決定された。パトロナート・レアルによって教皇よ

り植民地教会に対する全面的権限を委譲されていたスペイン国王は、これを受けて植民地

の全ての病院に対して、国王の設置許可の取得、国王への経理報告ならびに、王室官吏の

定期監査を義務づけた。一方教会側も、司教を通じて当該司教区での病院の必要性、設立

者（個人や団体）の財政能力、病院規約の内容等を調査し、設立の認可を行うとともに、

特権を付与されていた修道会（フランシスコ会とアダスティン会）の病院を除いて、病院

での秘跡の授与、教義教育など宗教上の監督を行った。こうして新大陸の病院は王権と教

会による二重の管理を受けることとなった。また、1538年の第3回メキシコ宗教会鼓

では、病院は困窮者のみを受入れ、治療、看護、食事の費用を被収容者に課すことを一切

禁じた17。

実際に治療にあたる医師や薬剤師、薬局等の資格認定や営業許可の授与ならびに業務の

監督のための制度は、スペイン本国では、国王が任命する監督医制brotomedieato）によっ

て1477年頃までに確立されていた。メキシコでは、この監督権は事実上メキシコ市の

参事会が握り、監督医の任命権も1604年頃まで市参事会の手にあった18。植民地での医

師の育成は、1578年メキシコ市の王立大学に医学の講座が設置されてから始まるが、

16世紀を通じてメキシコで活躍した著名な医師の多くは、スペイン本国の大学でヒポク

クルス港に（1535頃）、ベラクルスからメキシコ市へ向かう街道の中継地点プエブラ市には

旅人を助けるための病院が同市の参事会により建設された（1538以前）。Jose丘naMuriel，

物血ゐぶ（ね血肋e相和月蝕，p．231．
16Muhel，軸ねゐβああ肋e摺物β励，pp．117・148．
17Muriel，‘‘LoshospitalesdelaNuevaE鱒pa魚且，’’pp．228・229．

18MariaRosaAvilaHernandez，“AntecedentesdelTribunaldelProtomedicatoen

NuevaEspa蕗a，”enAguirre，et．al．（ed．），PP．255，258．
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ラテス＝ガレノス流の体液病理学からなる中世医学を修めていた。もっとも、正規の教育

を受けたスペイン人医師が絶対的に不足していたため、植民地住人の大多数を占める先住

民やスペイン人入植者は、西欧・土着のいずれを問わず「民間療法」に頼らざるをえない

というのが実情であった。

2．先住民のための病院柑

（1）フランシスコ会の病院

スペイン人到来以前のメキシコに、病院に相当する施設があった形跡は現在のところ確

認されておらず、病院はスペインが持ち込んだ制度であったと考えられている20。メキシコ

で先住民のための病院を率先して建設したのは、托鉢修道会であった。16世紀にヌエバ・

エスパーニヤで宣教にあたった3つの托鉢修道会のなかで、最も熱心に先住民のための病

院普及に努めたのはフランシスコ会であった。アグステイン会がこれに続き、ドミニコ会

はあまり熱心ではなかったといわれる。1524年、他の托鉢修道会に先駆けてメキシコ

で布教を開始したフランシスコ会は、1530年代ショチミルコ、テスココ、テペアプル

コ、トラスカラ、アカンパロ、ヒキルパン、ツインツンツァンなどの修道院に病院を設け

ている。1545年の疫病のさ中、メキシコにおける同会の最高決定機関であるメキシコ

管区会議は、自会の修道院には必ず病院を付属させることを決め、会をあげて病院の運営

に組織的に取り組んだ。

フランシスコ会の宣教師モトリニーアは、1537年、同会がトラスカラの修道院に設

立したエンカルナシオン病院について以下のような記述を残している。トラスカラは、コ

ルテスのアステカ帝国征服に協力した功により先住民族の中では特別の待遇を与えられた

トラスカラ族の都で、最も早くから西欧文明に触れた所であった。

「このトラスカラ市では1537年、貧者に奉仕し、彼らを埋葬するためのコフラディ

ーアとともに、荘厳な病院が設立されました。病院はエンカルナシオン（キリストの御

19病院は本来救済の対象を人種により差別するものではなかったが、スペイン人人口の多
い都市ではスペイン人が先住民と同じ病院への収容を嫌ったため、先住民専門の病院が必
要であった。また、先住民布教の拠点として各地に建設された修道院に付属する病院、あ
るいは、先住民が各村で自主的に運営する病院など、先住民を主たる救済の対象とする病
院が存在した。本論ではそれらを「先住民のための病院」と呼ぶ。
20MiguelLe6n・Portilla，“LaSCOmunidadesmesoamericanasantelainstituci6ndelos

hospitalesparaindios，”enAguirre，etal．（ed．），PP．218・219．
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托身）病院と名付けられ、その祝日に合わせて竣工されました。開所式にはプロセシオ

ン（宗教行列）が厳かに行われ、新しい病院には140名の病人と貧者が収容されまし

た。」21

1530年代フランシスコ会は先住民有力者の支持を得て、豊かな病院を運営し、先住

民の噂好を取り入れた豪華な祭りを催していた。なかでも病院の守護聖人の祝日に行われ

た祭りは盛大なものであった。先述のエンカルナシオン病院で催された1539年の祭り

では、先住民が用意したたくさんの喜捨の晶が、病院の収容者にとどまらず、lレグア四

方の家々を回って貧しい者に分け与えられ、アダムとイブの楽園追放劇が上演された。こ

の時の模様を、モトリニーアは以下のように描写している。

「アダムとイブの住まいは果実や花、羽毛や金で飾られた木々に囲まれ、あたかも地上

の楽園のごとくでありました。木にはフグロウ、猛禽類、さまざまな小鳥や無数のオウ

ムがとまっており、その甲高い鳴き声や叫び声で劇がしばしば中断するほどでありまし

た。‥．この宗教劇はインディオ自身がその言葉で演じたので、特にアダムが楽園を追放

されこの世界に追われるくだりでは、多くの者が感動に涙したのでありました。」22

16世紀前半に作成されたとされるフランシスコ会の病院規約から、同会が運営した病

院の一般的性格を知ることができる28。現存する1552年の稿本によれば、規約ではまず、

キリスト教の慈愛に根ざす病院の基本理念や、病院で教えるべき公教要理の内容などから

成る宗教的規定が記された後、病院での治療と病院の運営に関する詳細な規定が続く。そ

の中で特に注目に値するのは、先住民の薬を重視し、それらの使い方を熟知した先住民の

治療師を病院で働かせるよう勧告していることである。ただし、病院に招き入れるのは「本

当の賢人」のみで、同じく治療に携わるものの、邪教と深く結びついた「邪術師」には病

院の門を閉ざさなければならないとしている24。病院の組織と運営は、2種類の会員からな

21Benavente，OP．Cit．，P．102．

22Benavente，OP．Cit．，PP．65－67．
28この規約は幼少の頃メキシコに渡り、そこでフランシスコ会に入ったアソンソ・デ・モ

リーナが作成したものとされている。彼は先住民言語を自在にあやつり、宣教師の為にナ

ワトル語の手引書や公教要理を著したことで名高い。本論ではMudel，物ね毎ゐ血
肋e摺物β血，pp．82・85より引用した。
24そのほかに、衛生上の措置として、病院へ収容する者は全て体を洗い、清潔な衣類を与

えること、収容者へは、豪華ではないが十分栄養のある食事を与えることなどが規定され
ている。
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るコプラディーアを結成してあたらせるよう指示している。2種類の会員とは、病院の運

営に必要な資金を寄進する会員と、自らの労働で病院に奉仕する会員である。後者は、病

人の体を洗い、薬を与え、身の回りの世話をし、食事を作って与え、臨終には司祭を呼び、

常に病人に付き添い安らかに息を引き取れるよう見守り、必要とあらば、病人が遺言を残

すために公証人を呼び、死が訪れると、死者への祈りをささげるため鐘を打ち鳴らし会員

全員に知らせる。さらに会員の病人への接し方、死者の弔いの仕方が詳しく述べられる。

病院への労働奉仕は1週間ごとに交代で行われたため、この役目は「週番」（semanero）と

呼ばれた。週番は僧服に似た特別の衣服を身につけ、病院内では修道院のような厳格な規

律に従って生活した。仕事の合間には、礼拝堂で祈りを唱えたり、賛美歌を歌うよう定め

られていた。病院の運営は、会員の中から選出されるプリオステ（院長prioSb）、マヨル

ドーモ（差配mayordomo）、ディブタード（代表diputado）らが行った。院長の改選は1

年ごとで、コンセプシオンの祝日（12月8日）に盛大に行われた。この病院規定によれ

ば、フランシスコ会が各修道院に付属させて設立運営させた病院は、先住民治療師の登用

などに関するいくつかの規定を除いて、基本的な部分において、当時のスペインに既存の

いわば中世的病院制度の枠内に留まるものであった25。

病人を収容し貧者を助けるという病院本来の役割にとどまらず、共同体の生活全体に積

極的にかかわる役割を負う組織として考えられたのが、ウルアパンの病院である。ヌニヨ・

デ・グスマンの暴政を引き金として、先住民社会が崩壊の危機にあったときタラスコ地域

に宣教に入ったフアン・デ・サン・ミゲルは、ウルアパンを手始めに宣教村の建設に取り

組んだ。ウルアパンは、豊かな水と温暖な気候と肥沃な土壌に恵まれた美しい盆地である。

彼はここに理想的な宣教村の建設を試みる。村の設立年代は1534年頃と推定されてい

る。

アロンソ・デ・ラレアの年代記（1643）によれば、フアン・デ・サン・ミゲルはまず、広場

を中心として街路を引き、住民に街区を分け与え、湧き水を引いた。石造りの立派な教会

堂の完成に続いて病院が建設され、病院財産が喜捨された。プリッシマ・コンセプシオン

（無原罪の御宿り）と命名されたこの病院は大変見事なものであった。それから相を9つ

の地区に分け、それぞれに固有の守護聖人を祭る礼拝堂が建てられた。礼拝堂には毎晩村

人が集まり、修道院の共唱祈祷の如く公教要理を唱和した。さらに、アルカルデ（村長

alcalde）、マヨルドーモ、フイスカル（目付け鮎cal）などの役職を中心に村の自治機構を

組織し、村人にはさまざまな職業を割り当て教えた。こうして豊かな農産物と工芸品を産

25Muriel，瑚由如上わあ肋e聞物虚血，p．81．
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するようになったウルアパンは、商業の中心地としても繁栄し、毎日市が立ち、人々は夜

遅くまで松明の光の下で往来した。1576年の疫病の大流行まで、村は1000戸を越

える住民を抱えていた26。村の存続と繁栄を確実なものにするため、1540年、フアン・

デ・サン・ミゲルはウルアパンの病院を王立病院としてスペイン国王の庇護下に置く許し

を得た。続いてタラスコ地域で集住化した先住民村にも、フアン・デ・サン・ミゲルはウ

ルアパンと同様の機能を備えた病院を設立した。病院を中心に理想的な先住民村を作るこ

とを目指したフアン・デ・サン・ミゲルのタラスコ地域での実践には、以下に述べるパス

コ・デ・キロガの「病院村」の影響がうかがえる。

（2）パスコ・デ・キロガの試み

サンタ・フェ病院村

1531年、植民地建設に本格的に着手するため、慎重な人選の上に再出発したメキシ

コの第二次アウディエンシアのオイド｝ルとして着任したパスコ・デ・キロガは、すでに

述べたように教会法を修めた見識の高い司法官で、信仰心のあつい高潔な人物であった。

1532年着任間もなく、疫病と飢餓に苦しむメキシコ市近郊の先住民を救済するため、

キロガは私費を投じて「病院村」なる独特の共同体の建設を始めた27。オイドールの俸給を

注ぎ込んで村の共有地となる土地を購入し、メキシコ市周辺の先住民カシーケ（首長）に

資金を与えて建物の建設を依頼した。まず、10戸程の住居が中庭を囲むように配置され

た棟が2つ建設された。続いて15戸程の住居からなる同様の棟が2つ建設された。キロ

ガは各棟を「ファミリア（家族）」と名付けた。さらに、旅人に食事と宿を与えるための「食

堂」が建設され、その後に教会堂が建てられた。教会堂の脇には宣教師のための僧房が4

つ造られた。村の中心は病院であった。病棟は居住棟と同じ構造ながら2倍の広さを持ち、

病室から礼拝の様子が見えるように、中庭に開放式の礼拝堂が建てられた。村では病人の

看護や治療を最も価値ある仕事とみなし、その作業をつうじてキリスト教の精神が教えら

れた。また旅人、寡婦、孤児ら困窮者一般にも救済の手を差し延べ、これらを村に収容し

た。地方の貧しい先住民の孤児も引き取られ、教育を受けた後、故郷に帰って布教の手助

けを行ったといわれる。キロガは、医師、外科医、薬剤師を雇い病院に常駐させることも

指示している。

26Larrea，Op．Cit．，PP．107・114．
27病院村（hospiね1・pueblo）の記述は以下を参照している。W如ren，均郎山蕗¢損ね卵；

Mllriel，軸血点きゐ血肋e摺物虚血．なおキロガ自身はこの組織を単に「病院」

（ho鱒pital）と呼んでいる。
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キロガがこの病院相を設立した目的のひとつは、それまで各地のフランシスコ会の修道

院で教育を受けてきた先住民の若い男女に、キリスト教徒としての適切な生活の場を与え

ることにあった。テスココのフランシスコ会修道院長は、キロガの要請に応じて、貧しい

ながら行いの優れた若者25人を選んで病院村に送ったと証言している。すでに配偶者を

持つ者は夫婦で病院村に移り住み、年の若い者は病院村で伴侶をみつけ家族を成した。こ

れらの家族を中核として、病院相では厳格なキリスト教徒の生活が営まれ、新来の住人に

教義が伝えられた。病院では、キロガ自ら教義を説いたばかりでなく、フランシスコ会や

アダスティン会の宣教師も度々訪れて説教を行った。

病院村は、共有地での共同労働による収穫を主たる収入源としたがヾ　キロガは病院村に

所属する者全てに、国王から貫租と労役の免除という破格の恩典を引き出した。間もなく

村は3万人余りの人口を擁するに到った。

1533年、ヌニヨ・デ・グスマンの遠征がもたらした混乱を収拾するためミチョアカ

ン地方に赴いたキロガは、この征服者に殺害されたタラスコ王の後継者ドン・ペドロの協

力を得て、王国の首都ツインツンツァンに程近いパックアロ湖のほとりに2つめの病院村

を建設した（地図4）。2つの病院村はともにサンタ・フェ病院村とよばれたが、メキシコ市

のものはサンタ・フェ・デ・ロス・アルトス、ミチョアカンのものはサンタ・フェ・デ・

ラ・ラグーナとして区別されている。

当時のスペイン人の抱く文明生活の概念は、キリスト教徒として良き秩序に従って都市

生活を営むことであった。キロガの病院村の構想は、先住民にそのような人間としての尊

厳ある生活を与えようとするものであった。現実には、彼が考案した病院村の組織は、原

始キリスト教的共同体の理想と、トマス・モアの『ユートピア』に示された主としてプラ

トンの理想国家に着想を得たものであった28。

ここに病院村の成り立ちを要約すれば、村はいくつかの家族を単位とする自治的組織に

よって運営され、村びとは私有財産をもたず共有地での農耕を共同で行う。村では、農耕

や手仕事、さまざまな技術が習得され、キリスト教の教義の学習が行われた。交代で奉仕

する病院では、病人の看護、困窮者や老人の世話、身寄りのない女性の保護をつうじてキ

リスト教的精神が培われた。先住民の言語を理解するスペイン人聖職者が院長としてそれ

らの活動が円滑に進められるよう指導にあたった。王室はキロガの要請に対し病院村に多

28Zavala，鹿亡び∽わあ砲βのくわ¢血聯．増田義郎『新世界のユートピア』中公新書1989，
213・220京にも病院村と『ユートピア』の類似点が述べられている。キロガは病院村の構想

を『権利に関する報告』と『メキシコならびにミチョアカンのサンタ・フェ病院村運営の
ための規則と指示』に書き記している。
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大な恩典を与えてこれを保護した。この実践は、スペイン宮廷において、先住民保護のた

めに大々的なキヤンペ←ンを繰り広げた同世代人バルトロメ・デ・ラス・カサスの行為と

対比して語られる。弁舌によって征服戦争の非正当性とエンコミエンダ制の残虐性を糾弾

した理想主義的救済者のイメージを持つラス・カサスに対して、キロガは、征服戦争も時

にやむなしとし、エンコミニンダ制も必要悪として容認したうえで、それに耐えうる先住

民社会の基盤造りをめざした現実的な社会改革者であった。間もなく、当時の病院の通念

をはるかに越えて先住民の自主的参加による継続的な伝道・教育センターとして構想され

た病院村の卓越性は、フランシスコ会はもとより、他の托鉢修道会の宣教師、メキシコ大

司教、植民地高官らの誰の目にも明らかなものとなった29。

コンセプシオン病院

2つの病院相は、キロガの死（柑65）まで、その事厚い庇護のもと運営された。しかし

キロガは、病院村の土地や自律性を護るため、その地域の管轄権と先住民労働力の利用権

を主張するメキシコ市参事会やスペイン人入植者と、再三にわたる激しい訴訟を繰り返さ

なければならなかった30。数々の特権で擁護されたサンタ・フェ病院相のような施設を新た

に多数組織することの困難さを悟ったキロガは、1538年、ミチョアカン司教となって

後、自らの司教区でこの制度をより現実に則した形で普及させようと試みる。それが、各

村落共同体に中核となる病院を設置するコンセプシオン病院の制度である。コンセプシオ

ン病院の名の由来は、キロガが1538年から1540年のいずれかの時期に、自身が司

教座を設置したパックアロ市に設立した「コンセプシオンの聖母ならびに聖女マルタ病院

（HospitaldeNuestraSe負oradelaConcepci6nySantaMarta）」（以後サンタ・マルタ病

院とする）であった31。

パックアロのこのサンタ・マルタ病院は、同市のエル・サルバドール教区に付属し、病

院のために組織されたコフラデイーアにはこの教区の全ての先住民が参加した。彼らの中

から選出された役職者プリオステ（院長）、マヨルドモ（差配）、ケンゲ（管理人）、フイス

カル（目付け）、エスクリバーノ（書記）らが、教区司祭の監督の下、病院の運営を一任さ

れた。病院の諸作業は、ここでも、交代で住み込み厳格な生活を営む「週番」が行い、財

29スペイン王立歴史アカデミー図書館、Colecci6nMu免0ち9・4841，払18．36，4恥，322；

W如ren，俺β伽（お¢画，pp．70づ1；増田前掲書222・223頁．

30Ⅵ如ren，俺βのゐ¢画，pp．75・102，124・147．
31この名称はMuriel，Bb呼J由bsdbhjVheva軸＆励，P．71による。Moreno，Op．Cit．，P．61

では、聖女マルタならびに聖母被昇天病院炬ospitaldeSantaMartaylaAsunCi6n）と呼ば
れている。
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政はキロガ自身や国王、先住民から寄進された病院財産と、先住民の持ち寄る食料、衣料

等によりまかなわれた。病院礼拝堂では、毎週土曜日に欠かさずコンセプシオンの聖母の

祭礼が行われ、その祝日12月8日にはことに盛大な祭りが催された。キロガは病院に然

るべき教育を受けたスペイン人医師を雇うよう指示しているが、現実には土着の医療も実

践されたと考えられる32。この病院を原型として、キロガは村ごとにコンセプシオンの聖母

の名を冠した病院をつくることを命じたといわれる33。

キロガはパックアロのサンタ・マルタ病院に所属する先住民のために、貢租と労役の免

除という、サンタ・フェ病院村と同じ恩典を国王から引き出したのみならず、コルテスが

メキシコ市に設立したコンセプシオン・デ・ヌエストラ・セニョーラ病院が、国王と教皇

から授けられたさまざまな特典を、同じ聖母の名を冠したヌエバ・エスパーニヤの全ての

病院に与えることを1547年許可されている。これにより、メキシコにはコンセプシオ

ンの名を冠した病院が数多く生まれるが、なかでもキロガが病院の督及に力を尽くしたミ

チョアカン地方ではそれが顕著である。16世紀未のヌエバ・エスパーニヤに存在した1

28の病院の内、92がミチョアカン司教区内にあり、しかもコンセプシオンと名付けら

れた病院の数は88にのぼった34。さらに17世紀初頭には、ミチョアカン司教区の全病院

数は264で、その内訳は、在俗教会の担当地域で144、フランシスコ会の担当地域で

75、アグステイン会の担当地域で45であった35。ミチョアカン地方の病院の数が飛び抜

けて多いことがこれらの数字からもわかろう36。

3．ミチヨアカン地方先住民村の病院制度

コンセプシオン病院の制度はこれまでのキロガ研究ではほとんど指摘されてこなかった

82Mudel，麒御地鳥β虚血肋e柑極点励，pp．71・73．
33Ibid．，pp．67・71．病院設立に必要な国王の許可と当該司教区の司教の承認は、前者が、そ
れ以前に出された種々の王令で、「新しい村の設立に際しては教会堂の近くに病院を設立

すること」が規定されているため改めて得る必要は無く、後者については、キロガ自身が

司教であることにより不要であった。Ibid．，p．77．
34Ibid．，p．290．

35MirandayBrisea0，OP．Cit．，P．121．
36第一部で示したように、現在でもミチョアカン地方の村々には、かつての病院の建物や

礼拝堂が数多く残されている。もはや崩れるままに放置されているものもあるが、村人に

よって大切に維持され、若者の勉強会や主婦達の共同作業のため、あるいは祭りの舞台と
して利用され続けているものも少なくない。16世紀に育まれた病院は、4世紀を経てそ

の性格を変化させながらも、今日依然として一定の機能をはたしつつ、この地方固有の景
観を成している。
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が、キロガの社会改革者としての本領は、ミチョアカン司教区における社会的影響力の大

きさからすれば、サンタ・フェ病院村ではなく、むしろこのコンセプシオン病院制度に発

揮された。キロガによって人文主義的進取の理念で構想された病院村が、一歩後退したと

はいえ、コンセプシオン病院として広められる一方、フランシスコ会もそれと競うように、

病院村の着想を取り入れながら自会の病院を普及させた結果が、ミチョアカン地方に残さ

れたこれらの無数の病院であった。

キロガが普及に努めたコンセプシオン病院とフアン・デ・サン・ミゲルのウルアパンの

病院とは、当初組織・運営上の違いがあったとしても、与えられた状況に適応する中で、

16世紀末には同様の形をとるようになっていった。それは、病院を伝道の場とすると同

時に、新生先住民共同体の社会基盤強化に役立てようとするあの病院村の構想を、零細で

教会の手も行き届き難い小さな村々で営まれるに相応しく適応させた形であった。以下に

その特徴をあげてみたい37。

①病院の建物は教区教会堂の近くに建てられ、病室、用務室、集会室（村

役場）などを備えた。同じ敷地の中に礼拝堂が建てられた。病院で手厚

い世話を受けながら死を迎えた者は、病院礼拝堂で通夜が営まれた後、

隣接する墓地に埋葬された。

②病院の運営は一切先住民が行い、教区司祭は病院での生活が平穏に営ま

れるのを見守るにとどまった。

③病院の運営にあたる役職には、プリオステ、マヨルドーモ、ケンゲ（管

理人quen卯e）、その下位にフイスカル、エスクリバーノ（書記eSCribano）

があり、役職者は先住民のなかから一年任期で選出された。

④病院内におかれた役場には、村の長達が集まり、村のさまざまなとりき

めが行われ、村の共有財産の帳簿や取引の証書が保管された。

⑤病院の財源は相によって臭ったが、病院の共有財産のある場合は共有地

での農作物の生産、牧畜、土地の貸付などによる収入が充てられた。ま

た工芸品の生産や村民の布施によっていたところもあった。

⑥病人ばかりでなく飢饉や不作のおり、生活困窮者や老人、身体障害者、

寡婦などもこの病院で村人の互助的救済をうけた。病院のもう一つの役

37このようなコンセプシオン病院の姿は、16世紀末から17世紀半ばころまでに書かれ

た様々な教会報告書や、18世紀に著されたキロガの伝記Moreno，Op．Cit．，pp．69・70など
の中に描かれている。
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目は旅人に宿を提供することであった。

⑦病院では西洋医術も取り入れられたが、むしろ薬草・沐浴などの在来療

法が重視され、治療は先住民自身が、聖職者の指導や伝統的知識で行っ

たと思われる。

⑧病院の建物は、若者にキリスト教の公教要理やスペイン語を教える学校

としても用いられた。

⑨病院の礼拝堂にはコンセプシオンの名を付したコフラディーアが設立さ

れ、その会員は事実上村民全員であった。会員は夫婦で週番として交代で

泊り込み、病院での奉仕にあたる。週番は「厳格な修道院のごとく」に朝

夕と日中に礼拝堂で祈りをささげたり聖歌を歌い、病人や宿泊の旅人に教

理を授けた。毎週土曜日と、主要な祭日には病院に村人が集まり熱心なプ

ロセシオンを行った。病院の最大の祭日はコンセプシオンの祝日、12月

8日であった。

こうして在俗聖職者の担当する村でも、フランシスコ会やアダスティン会の宣教区の村

でも、言いかえればミチョアカン司教区全域で、先住民の村に病院を中心として村組織が

再編成されたといって過言ではなかろう。「病院は村の経済・政治の中心となった。この組

織の下で共同体としての生活が形成された。協力することが生き残りを意味した状況のな

かでそれは特に益するところが大きかった。病院は村の生活の核となり、その中に最も有

効な伝道の場と、先住民の自治組織が置かれ、そこに村人の共通の利益が集中し、そこで

村の最大の祭りが行われた」のであった38。16世紀の末までには、非常に潤沢な病院財産

を運用する村も少なからず現れ、この地方の病院は特異な制度として名声を博するにいた

った。

ミチョアカン地方で病院が普及した要因は幾つか考えられる。まず、病院の設立を推進

した修道会や司教らの側から見れば、先住民共同体をキリスト教的イデオロギーの下で再

編強化するこのような組織は植民地統治に利する所が大きく、王権の賛同と寛容な援助を

引き出すことが可能であった。また、先住民の側からすれば、病院が共同労働や共同で行

う宗教儀礼によって運営され、伝統的医術を容認し、病院の役職が征服以前からの支配階

層に恰好の役割と地位を提供したなど、先住民に馴染みやすい要素を備え、伝統的権力構

造とも矛盾するものでなかったために受入れ易かったともいえよう。さらに、ミチョアカ

38Muriel，軸由あぶ（ね血肋e帽極点励，p．68．
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ン地方においては、フアン・デ・サン・ミゲルやパスコ・デ・キロガらの高邁な理念に基

づいて、修道会と司教の厳格な監督下でこの制度が導入されたことが、その好ましい発展

につながったといえよう。フランシスコ会が他所で担当していた宣教地域ではこのような

病院の発達は見られず、例えばユカタン地方では、先住民は病院で治療を受けることすら

嫌ったと記録されている39。レオン・ポルティーリヤは、病院の運営が一部の先住民特権階

級に独占され、その権力維持に利用された場合発展しなかったとしている40。これは、フラ

ンシスコ会の病院規約でコフラディーアに2種類の会員を規定しているのに対して、コン

セプシオン病院にはそのような区別が見られないことを考慮すると興味深い指揮ではある

が、ミチョアカンの病院においても、病院財産が私的に流用されていた形跡があり41、その

真偽の程が明らかになるには、さらなる実証研究を待っ必要があろう。

4．病院制度とタラスコ族共同体

ミチョアカン地方の先住民村で、病院が村人の積極的な参加を得たことの要因について

ここでもう少し詳しく検討したい。

まず、病院での労働奉仕にみられる「週番」制の意味である。輪番制は、メソアメリカ

の世界観（階層化された神々を東西南北の方角と暦の特定期間に関連づけて配置すること

により、世界の各部分と一一年の各時期を交代で司らせる）に従って、諸グループの空間・

時間・活動（労働）の全体を構造化するものであったといわれ、すでに第五章でみたよう

に、征服以前のメソアメリカ社会において、各々が領土（共有地）をもつ血縁的・地縁的・

職能的諸グループが、一定の作業を一定期間分担し、社会全体を動かすための基本的制度

であった。この制度の下で、平民の労役や君主への貢納は、一年を通じてこのグループが

順番に負担し、資族は王宮で、神官は神殿での勤めを交代でおこなった。共同体が祭る神々

への祭礼も、年間を通して輪番制で分担された。病院における週番制は、そのような征服

以前の世界観と社会の仕組みに裏打ちされていたといえる。

89CiudadReal，OP．Cit．，P．CXL．

40Le6n・Portilla，“Lascomunidades，’’p．222．

411580年に書かれた「ティリペテイオ地誌報告」によれば、この村の病院はエンコメ

ンデーロ、フアン・デ・アルバラードが建設した立派な建物で、死後もこのエンコメンデ
ーロが病院のために残した財産によって運営されていた。しかし、教会も地方長官もこの

病院財産の管理には関与しておらず、病院収入の使途は不明で、貸出された金が返却され

ない場合もあった。この地誌報告の記録者は、病院財産が手付かずであったならば、15
76年の疫病で死亡した多くの貧しい先住民たちが、現在も生きていたはずであると批判

している。“Relaci6ndeTiripetio，”enAcu丘a（edito玖RehcibneS卵qgぬらP．368．
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一方、キリスト教の祭礼にも、旧来の先住民の音楽や舞踏が大幅に許容された事実はよ

く知られている。また、キリスト教の祝日が先住民の伝統的な大祭にあわせられ、先住民

の信仰を集めていた聖地がキリスト教の聖地へと受け継がれたケースも数多く見られた。

キリスト教の儀礼には、生活の大半が何らかの形で宗教的儀礼と結びついていた人々を満

足させるためさまざまな工夫がこらされた。そして村の病院は、このような宗教儀礼のた

めに恰好の運営母体を提供することができた。

伝統的医術の許容に関しても同様のことがいえよう。伝統的先住民社会では、病気の原

因と治癒の方法は宗教と世界観に支配されており、治療行為は重要な社会的役割を負って

いた。病気とは人体の器官に起きた変調であり、それは、人体に何らかの異物か生物が入

り込む、または、人体からなんらかの形で霊魂が失われたり弱まったりすることからおこ

ると考えられた。そして、そのような現象は、神々の不興や悪い精霊のなせる業であるか、

特別な能力を持った人間の呪諷や無意識の行為によって生じるのであった42。

病気の治療にあたるものは、病人の症状とこのような種々の原因を結び付ける知識と、

それに対応する呪術・祈祷などの処置、さらに薬草の投与などの経験的治療法を身につけ

た者でなければならなかった。アステカ帝国における医師は、大きく2つに分類すること

ができる。最高位にあったのは、様々な神々に仕える神官達であった。彼らは特定の神が

引き起こす病について深い知識を持っていた。暦と天体の動きで部族の運命を知ることが

できた彼らは、そのような特殊な能力により、共同体の成員の健康に深く関与していると

考えられていた。他方、神官に比べてより直接的に医療に従事した一団があった。彼らは、

代々経験的に治療技術を伝承してきた言わば世襲の職人治療師で、アステカ帝国ではティ

シトル（ticitl）と呼ばれた43。ミチョアカン地方のタラスコ族の中にも国王に仕える治療者集

団があり、一人の頭目に束ねられていたことがわかっている崩。

征服後、経験的治療技術、中でも薬草に関する知識はスペイン人に高く評価され、存続

が許された亜。タラスコ族も例外ではなく、豊富な薬草を巧みに使用していた。なかでも通

42Ⅵseca，OP．Cit．，PP．51・111．
43Ibid．，pp．216・220．

44肋血玩（ね肋oa壷，p．178．
45治療の実践的技術の面では、メソアメリカにはアメリカ大陸の豊かな天然資源を背景に、

独自の有用な知識が集積されていた。中世の長い停滞期をいまだ抜け出していない16世

紀の西欧医学に比して、それは少しもひげをとるものではなかったといわれる。モトリニ
ーアは、フランシスコ会の病院で働く先住民の治療師の中には、良い治療法も無いまま長

患いしていたスペイン人の病気までも治す経験豊かな者がいると語り、彼らの能力を高く

評価している。Benavente，Op．Cit．，p．102．1552年、先住民医師マルテイン・デ・ラ・ク
ルスは薬草の効能をナワトル語で記した書物、通称「クルス・バディアーノ絵文書」（Cるdice
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称「ミチョアカンの根」と呼ばれたものは、16世紀半ばには早くもスペイン本国の医師

達に大変珍重されるようになる。1565年にセビリアで出版された『医療に益する西イ

ンド渡来品』46の中に以下の記述がある。

「ヌエバ・エスパーニヤのミチョアカンには、20年（以上）前に発見された根がある。

…そこは健康的で空気の良い土地の上、薬草を多く産したので‥．（スペイン人到来以

前）周辺の部族も病治療のために訪れていた。…征服後、幾人かのフランシスコ会士が

その地に赴き、修道院を設立した。慣れない新天地の環境で、修道院長を含む幾人か？

修道士が病に倒れた。院長の親しい友人であった土地の君主カソンシは、院長の病が長

引き悪化するのをみて、ある日、配下のインディオでカソンシ自身の治療にもあたって

いた医師を呼び薬を処方させてはどうかと、院長に問うた。修道院には医師も薬もなか

ったため、院長は感謝して男をよこすように頼んだ。病人を診たインディオの医師は、

彼が与えるある根の粉末を飲めば治癒するだろうとカソンシにいった。‥・インディオの

医師が少量のワインとともにこの粉末を院長に飲ませると、効き目（pllrgるtanto）があ

って、苦しむこともなくその日のうちにずいぶん楽になり、その後さらに快方に向かっ

た。ほかの病気の神父たちも、その場にいたスペイン人の幾人かも、院長にならいその

粉末を一・二回飲んでみた。するといずれの場合も効果があり、全員が治癒した。神父

たちはこのことをメキシコ市のフランシスコ会管区長に報告し、管区長はこれを土地の

人たちに伝えた。」47

その後、この薬の素晴らしい効果が明らかになると、それまでスペイン人が用いていた

ルイバルポという薬剤が廃れ、その名がこの薬に与えられて「インディアスのルイバルポ」

と呼ばれるようになったこと、この薬の名声はさらに広がり、メキシコだけでなく、ベル

CruZ・Badiano）を著した。そうした情報を集大成させるため、1570年スペイン国王は、

著名な医師であったフランシスコ・フェルナンデスをインディアスの監察医に任命しメキ

シコへ派遣した。CarlosⅥseはTrevi丘0了‘Losmる鮎cosindi酢naS鈷enbalamedicina

europea，”enAguirre，etal．（ed．），P．143．しかし、先住民が宗教儀式に用いていた幻覚性の
ある植物の使用は厳しく制限された。その最も顕著な例は、南米におけるコカの使用の是

非をめぐる論争であるが、結局ペルーでは容認されエクアドルでは禁止された。JoanBold6

iCliment（ed．），Lacoewanha：正成紋血塊閻臥壷uDaPhLZia戯由血ああ，M6xico，

InstitutoIndigeniStaInteramericano，1986，pP．42・51．

46DoctorMonardes，Libmque如tade血eC？戯SqUetZWeBdbhs挽d由S肋tahs
queβ滋・VWenh腸dibiaa，enSevillaporSebastianTrugilloen1565，旬as49r・64V；

micro且lmR．1022delaBibliotecaNacionaldeMaLdrid，EspaAa．
47Ibid．
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ーや全インディアスでこれ以外のものが治療burgar）に用いられなくなったこと、こうして

この粉末がヌエバ・エスパーニヤの非常に貴重な輸出品となり、セビリアの医者であった

著者が、執筆年（1565）から数えて24年前に初めてセビリアでこの薬を目にすることとなっ

たことを記している。さらに、セビリアでこの薬を患者に投与し非常に良い結果が得られ

たこと、その驚くべき効能のため、当時すでにスペインだけでなくイタリア、ドイツ、フ

ランドルなどでこの薬が使われていると述べた後、以下のように続けている。

「私は、この根をもつ植物の形や性質についてヌエバ・エスパーニヤからの渡来者、な

かでもミチョアカンにいたことのある者に聞いて調べたところ、ミチョアカンからさら

に40レグア奥地のコリマという地方に産すること、ミチョアカンのインディオが、当

地にもたらされるような乾燥させきれいにした形でこの根を売っていること、そしてス

ペイン人がそれを購入し、商品としてスペインへ送っていることしかわからなかった。」

「ヌエバ・エスパーーニヤにはこのように豊富で重要な薬草があるのに、それについて記

述する者もなく、我々の薬草と照合することもできない。インディオが市場で売ってい

る多種の薬草を調べ実験し、その特性と効能を明らかにすれば大変な恩恵となろう。」48

こうした薬の知識を有していた先住民の治療師達は、宣教師によって、薬草・鉱物・木・

根の特性を良く知り、豊富な知識と経験をもって治療にあたり、骨つぎ、下剤かけ、鴻血、

縫合をよくし、人々を死の淵から救う「良い医師」と、人を欺き、無能を隠すためにかえ

って害悪となる薬湯を与え、まじないや迷信ごとを度々行って良い治療をしているかのご

とく見せかける「悪い医師」とに慎重に区別され49、宗教裁判所や修道会の厳しい監視の下

に置かれた。しかし、広大な植民地で、こうした教会の監視が徹底されることは到底不可

能なことであった。

また、近年のナウア族に関する諸研究では、宣教師がナワトル語を用いて伝道する過程

で、それらの言葉が包含する極めてメソアメリカ的な道徳観、世界観、神（々）について

の概念などがそのままキリスト教教義の中に持ち込まれ、公然と存続しえたことが明らか

になっている50。ナウア族同様、タラスコ族に対してもタラスコ語による宣教が行われ、1

亜Ibid．その後この本の著者は、フランシスコ会士の手によってこの植物が樽に植えられ生

きたまま海を渡り、セビリアの修道院に運ばれて栽培されていることを？きとめる。そし
て、この薬草の用い方や効能の詳述に多くのページをさいている。

49Sahagdn，OP．Cit．，p．555．

50例えばBurkbart，Op．Cit．，pp．170・183では、ナワトル語を用いた宣教の過程で、キリス

ト教の「罪」（peeado）が、先住民が病因と考えた不道徳な行為やタブーの侵犯などに起因す
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6世紀には、スペイン人宣教師への手引きとして、キリスト教教義や説教集などのタラス

コ語への翻訳が行われた。それらの研究が進めば、タラスコ族においても同様の現象がお

こったことが証明できるであろう。そうした状況では、病院で公認された先住民の治療師

が、従来からの社会的・宗教的機能をある程度果たし続けていた可能性は高い。

他方、植民地政府の下で組織された先住民の統治機構と病院制度の関係については不明

な点が多い。例えば、相の共有地とそこでの共同労働は、病院に所属する土地とそこでの

共同労働と明確に区別されていたのか。また村の共同体金庫と病院財産とは別のものであ

ったのか。これらが厳密に区別されていたと考える研究者もいれば、往々にして混同され

ていたとする説もある51。また、病院の役職も伝統的な先住民の貴族層やそのほかの村の実

力者が交互に務めていたと推測されるものの、それと先住民統治のための地方行政末端機

構である先住民ゴべルナドールやカビルトの役職、さらに教会奉仕の役目などとの関係も

まだ十分明らかにされているとはいえない52。

かくて、伝統的な先住民社会の崩壊に対し、すばやく新たな代案を提供し、いわば鉄を

熱いうちに打つことにより、キロガの病院制度の包含する社会改革の諸要素はミチョアカ

ンの先住民社会に深く刻みつけられたと言えるのではなかろうか。キロガの名と、その先

住民の擁護者としての業績は、今日ミチョアカンの先住民の血をひく人々に非常な親しみ

と崇敬の念をもって語り継がれている。タタ・パスコ（タタはタラスコ語で父の意）は先住

民であったと信じている人もあるという。

る「汚れ」と結びつけられ、精神の浄化をもたらす「告解の秘跡」がいかに「汚れの浄化」
という先住民の伝統的な治癒のメカニズムに置き換えられたかを説明している。宣教師ら

は改宗間もない先住民が、遠路はるばる告解に訪れるのに驚嘆したが、それは先住民が告
解の秘跡を病治療の方法のひとつと思い込んだためであった。

51ASunCi6nLavrin，“Mundosencontraste：cofradiasrurale＄yurbanasenM6Ⅹicoa

魚nesdelSigloXVIII，’’enA．J．Bauer（compil．），Laなお適用hemDdⅢ鬼dbAmd血
ム如元服鳥海克臥gl787嵐曙M蝕ico，IMH，1986p．273．1792年ミチョアカン地方の南
東部のギメオニシリンダロで地方官吏が行った先住民村の共同財産調査報告には、「地区

内にはいくつもの病院があり、その経費は共同体財産から出ている」と述べられている。

AGNM，助鱒ぬk昂VOl．28，eXP．10，払1．267Ⅵ
62最近の研究では、パックアロ市サンタ・マルタ病院のコプラディーアでは、先に先住民

カビルドの役職を務めた者が後にこのコフラディーアの役職につくことは非常に稀であっ

たという結論を出している。D喝marBecbtlo伍ム8gα血d鮎班血Oa壷dm月由血

如0戯曲hcakwね，M6Xico，COLMICHyEIColegioMexiquenSe，1996，P．220．しかし、別
の研究で、同じパックアロのサンタ・マルタ病院に置かれた先住民エリートを構成員とす

るサント・エンティエロのコプラディーアでは、パックアロの先住民カビルド役職経験者

がこのコブラディーアの役職につくという非常に緊密な相関関係が明らかにされている。

LauraGemaFloresGarcia，彪ぬぐ打8m班。励m節・岬郎郎dムゐβアα血d怨昂
触（お皿虐egお魚p花館かねゐ∂ノ以毎血ゐ舶毘壷，1995，pp．185・187．
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キロガは病院制度のほかに、－村一工芸を命じたいわれる。これは各村が競合すること

なく、それぞれ個性ある工芸品の生産を習得し、その販売による収益を得させようとした

ものであった53。先に示したように、フアン・デ・サン・ミゲルもウルアパン設立に際し村

民にさまざまな技術を教えたと伝えられている。また第七草で指摘したように、エンコメ

ンデーロも支配下の村に特定の職業を割り当てることがあった。こうしてウルアパンやペ

リバンの漆器、山間の村々のなめし革製品、シロスト近辺の荷役業などは、植民地時代そ

れぞれの村落の重要な収入源となっていたことが多数の記録に記されている。そうした伝

統は、漆器、陶器、織物、木製家具、銅製品など、多彩な工芸品の中に現在も息づきてい

る。

このように、病院という極めて西欧キリスト教的な起源を持っ制度が、その内部に輪番

制という先住民の伝続的社会・経済制度を導入し、先住民の噂好を採り入れた祭りの運営

組織を構築し、かつ先住民治療師を公認して伝統的医療にかかわる先住民文化を温存した

ことによって、崩壊の淵にあった先住民共同体に、再生のための確固たる基盤を提供した

ことは明白である。ミチョアカン地方でこのような病院を中心に再編された村に、先住民

達が彼らの伝統的社会の縮図を見出したであろうことは想像に難くない。これらの病院制

度の萌芽が見られた1530年代が、メキシコでいわゆる征服者による窓意的で乱暴な統

治が終わり、高い見識を持つ国王の能吏とようやく数を増してきた有能な宣教師達によっ

て、植民地社会の建設に本格的な取り組みがなされようとしていた時期と一致することは

非常に興味深い。パスコ・デ・キロガやフアン・デ・スマラガなど、その時期メキシコで

先住民のための病院設立に努めた人物が、同時に植民地社会の建設に大きな発言権をもつ

人物達であったことは、病院での経験が王権の先住民統治政策に少なからぬ影響を及ぼし

たことを示唆しているからである。例えば、先住民共同体の中に自律的な行政組織力ビル

ドを置くこと（1543年テノチティトランで初の設置）、貢租の一部を共同の支出のために保

管する「共同体金庫」（cajadecomunidad）を各村に設けること（1554年の王令から）、先

住民のコプラディーア設立の推進（16世紀末から17世紀初頭に急速に普及）など、先

住民のための病院制度との明らかな共通点をみせる王権や教会の諸政策は、この病院制度

甲キロガは「…各村に仕事を与え、大工、靴職、陶工、馬具職、鎧・甲南制作などに従事
する村を育成した。土地が耕作に適した場所ではスペイン風のパンの加工を教え、村々の
ためのパン屋を始めさせた。こうして、各村が競合することなく、共同で有益な市を営み、
取引を行って生活を向上させるよう取り計らった。‥・」と言われている。Ⅵllase魚ory
Sancbez，J．，7加点加）A皿e血沼叫加βα卸ααか卯月e躇ノくね鷹拶呵Ⅵ郎yp乃I壷ぬβ（お血

A厄e摺物a血ysusjdnb血痕me昂M6xico，ImprentadelaViudadeDonBernardo
Hogal，1746，Pp．452をSepdlvedayH．，OP．Cit．，p．71より引用。

・398・



の発展と軌を一にして打ち出されて行く。たとえそれらがほかの様々な要因に大きく規定

されていたとしても、制定の意図において病院制度の実験が何らかの影響を与えた可能性

を否定することはできないのではなかろうか。

第三節　病院の運営にみる17世紀タラスコ族の信仰

1．病院の運営と財産の管理

（1）病院の運営

16世紀にタラスコ族村落共同体の中核的組織となった病院は、17世紀にはいっても

活発な活動をつづけていたと思われる。各村の病院が、17世紀半ばにどのように運営さ

れていたのかを描写したものとして最も重要な史料が、イサシによる1649年の記録で

ある。その内容を一部引用する。

「本司教区では、大小を問わずどの村にも必ず、病人を治療LはどこLをするための病

院が教区教会堂の脇にある。‥．これらの病院では、村人自身が看病し、大きな慈悲心で

たくさんのほどこしをする。そのための財産には相が存続する限り困ることはない。そ

れは、創始者（パスコ・デ・キロガ）が村人に与えた手仕事の技術Gndustria）と能力

（di8pOSieidn）のおかげである。彼は、どの村でも村人全員がこの良き行いのために、自

分の畑のほかに毎年共同で病院のためにひとつの畑を耕作し、トウモロコシ、小麦、も

しくは土地の作物を収穫し厳重に保管すること、あるいは羊、雌牛、鶏を飼ったり、そ

の他貧者を養うためにできることを何でもするよう命じた。この良き行いは人々の間に

深く根付き歓迎されているので、どの村でも職人たち（0負cial朗meCAdc鵬）までもが、週

のうち何日か病院のために働き、商売人（tratantes）は製品を無償で荷造りして運送し、

儲けを寄付している。つまるところ、取引でも家畜の飼育でも、村の病院が関係しない

事はなく、病院へ奉仕し発展に尽くすこと以上にインディオたちが率先して行い、忠勤

に励むことはない。それゆえ、通常、商売をおこなっている村々qospueblosdetrato）

の収入は大きく、集金と財産管理を円滑に行うためのマヨ／レドモ（差配）と、全収支を

記録するための書記を置いている。1名のプリオステ（長）が病院の活動を統括し、そ

の財産を増やすために何をすべきかを指図する。1名のフイスカル（目付け）が、村に

病人がいるか、人々が肉体的・精神的に何を必要としているかを調べてまわり、それに
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対処するために報告する。人々は毎年教区司祭の同意の下、彼らが熱狂的に信仰し、そ

もそもの始めから病院の守護者としてきたコンセプシオンの聖母の祭りの前日に、これ

らの役職者を選出する。前任の役職者は司祭と村のアルカルデ（村長）に収支報告を行

い、司教の教区巡察の際にも収支報告を行う。役職につかない相の男達は、毎週4人か

それ以上が病院に泊まりこんで労働奉仕を行い、ほぼ同数の女達が、病院に泊まりこむ

ことはしないものの、病人の看護と食事やアトーレ（トウモロコシの粉でつくった粥状

の飲み物）を村人全員に供するために当番につく。」54

この記述で興味をひくのが、病院が村落共同体のメンバ叫のあらゆる生業に関与してい

たという記述である。農民は病院のための畑で耕作したり、病院が所有する家畜を飼育し、

職人は週の内の決められた日数、病院のために製品を作り、商人は無償でその販売を担当

した。このようなシステムは、植民地経済と直接わたりあう能力を持たない個々の先住民

が、集団として外界と経済的交渉を持ち利益をあげる上で極めて有効に機能したと思われ

る。病院の経済活動の指揮にあたり、いわば経営のトップであった病院役職者の力量も、

収支に少なからぬ影響を与えたであろう。そうした役職には村の有力者が連出されたと思

われるが、それがどのような身分の者で、村のカビルドの役職者とどのような関係にあっ

たかは先述のように定かでない。ただし、1642年アランサ教区を巡察した司教は、病

院財産の使途の監督を、病院役職者と村のカビルド役職者と教区司祭の3着が行うよう命

じているところから、病院財産の運営にカビルドの役職者も少なからぬ発言権を持ったと

推測される（本章末尾の文書1参照）55。総じてイサシの記述からは、17世紀半ばまでミ

チョアカン地方の先住民村落の病院では、村人がかなり積極的に協力して運営が行われて

いたことがわかる。

一般の村人が熱意をもって病院のための労働奉仕を行っていたことが事実であれば、病

院収入の配分が一般の村人の利益に直接かかわっていたからだと考えられる。イサシは病

院の支出について次のように述べている。

「病人への治療とはどこLをしたあと残ったものは、病院礼拝堂の祭具や銀器への支払

いに充てられる。病院収入の多いところでは、病院礼拝堂でおこなう聖母に捧げるミサ

や宗教行列プロセシオンの際に司祭に布施を出すばかりでなく、亡くなった村民全員の

54Ysassy，OP．Cit．，pP．141・142．

55Paredes（direcci6ngeneral），A叩uitectzLmye鱒βChsoch2Lpp．397・400．
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ためにミサをあげる費用に使われた。なぜならその財産は村民共有のものだからである。

病院収入の余りで、村人全員の義務である教会堂の祭具の補充や宗教サービスに入り用

のものがまかなわれることもあった。‥．重い病の病人は臨終を迎えると病院礼拝堂で終

油の秘蹟を受けた。これは大変重要なことで、そのおかげで病人は自宅にいるよりも少

ない苦痛でこの秘蹟を受けることができる。ヌエバ・エスパーニヤでは病人の家へビア

ティコ（終油の入れ物）をもってゆくことはせずに、秘蹟を授けるために病人を教会堂

へ連れていく習慣があるからである。病人が死ぬと、病院で死亡しなかった場合でも、

遺体を病院礼拝堂に安置し、そこから埋葬のため教区教会堂へ運ぶ。」56

ここで示されている病院の支出項目の第－は、病人や貧者への治療とはどこLである。

病院が供えなければならないものとして教区を巡察した司教や巡察官が通常指示する備品

が、寝台、マットレス、毛布、シーツ、枕であり、治療用具としては、吸い玉（患部の血

液を吸い寄せる）やメス、浣腸器などが置かれていた。1642年の巡察では、アランサ

村の病院に対して毛布6枚、マットレス3つ、シーツ4枚、枕6つを新たに用意するよう

命じている（文書1参照）。1664年の巡察では、ナワッェンの病院に対して毛布8枚と

吸い玉8個を購入するよう命じ、チェランでは、毛布4枚、吸い玉6個を、アランサでは

マットレス4個、毛布3枚、吸い玉6個、ランセット（小型の両刀のメス）一本、パラチ

ョでは毛布6枚、吸い玉1ダースを購入するよう命じている57。病院の支出には、ほかに病

人や旅人への食事の供与があった。さらに、女達が交代で村人への食事やアトーレを準備

しているというイサシの先の記述からは、病院に収容されている者だけでなく、かなり大

勢のおそらく困窮している村人に対して、日々の食事が提供されていたと推測できる。1

642年アランサ教区の病院に与えられた指示からは、病院財産が不作時の村人への食料

救援にも用いられたことがわかる。この指示は、トウモロコシ不作の年には、病院が特別

支出としてその財産からトウモロコシ購入に必要な金を出し、購入したトウモロコシを病

院に備蓄して村人に原価？で売るよう命じているからである。支出はさらに、病院で行う

共同作業や祭りの時の食事や酒の振る舞いにも当てられていた。1664年の巡察では、

アランサ教区の病院に対して、病院のための種まきや、綿糸の割り当てなどの共同作業で、

蜜や酒bind）58、食事を供してはならないと指示しているが、これはそのようなことが慣例

56Ibid．，pp．142・143．

57AHMCR，肋sanq肋bjbmq仮taろAsjbnio昂鞄血Sl筍caja56，eXP．6，
丘）ls．34v二・47vこ

58ここで用いられているdnoという語はスペイン語で葡萄酒ならびに一般的な酒を意味す
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化していたからだといえる（文書2参照）。

イサシの記述は、病院収入が病院礼拝堂の整備とそこでのミサやプロセシオンのための

司祭への支払いにもあてられたことを示している。毎週土曜日に行われる病院礼拝堂での

宗教儀式は後でみるように、村びとにとって非常に重要なものであった。そのための、花

の購入や宴の費用も病院収入から支払われた。さらに、村の死者全員のためにミサをあげ

る費用が捻出された。病院は村人にとって、死の儀礼と深く結びついたものであったこと

が、上の記述にも明らかである。興味深いのは、村全体の義務である教区教会堂の整備と

そこでの宗教サービスへの支出が最後にあげられている点である。このことは、′病院収入

が教会維持のための重要な財源として期待されていたにもかかわらず、制度上は植民地教

会機構を支える先住民共同体の義務とは別のものであり、病院支出の細目の決定には村民

の自立性が保たれていたことを示している。

（2）病院財産の管理

こうしてみると、病院収入の使途が公には村人全員の福祉に充てられていたことに間違

いはなかろう。しかし、それに反する事実もあった。第一は、病院が一部の指導的村民に

よる一般村民の労働搾取のための機構となりえたことである。スペイン支配下で再編され

た先住民共同体は、個人が共有地の私的使用を許された法人格（corporaeiる山的単位であっ

たと定義することができる59。先スペイン期の階層制を温存するこの単位では、構成員全員

の合意に基づく「民主的」参加ではなく、有力者や長老といった共同体の権威ある指導者

もしくは代表からなる集団が自治の主体となることを意味している。同じように病院も、

共有財産に基礎を置く階層化された村民からなる法人格的単位とみなすことができる。そ

のような集団の中で、病院財産の運用や支出がプリオステを初めとする一部の村内有力者

の利益にそって行われたことは事実であった。1635年、1642年、1664年にお

こなわれたアランサ教区巡察では、病院の役職者に対して、ゴべルナドールやアルカルデ

が病院の金や財産を持ち出してはならないこと、また、いかなる者にも病院の金を貸して

る。葡萄酒はヌエバ・エスパ一一ニヤではスペインから輸入される希少な飲み物であったの

で、実際先住民が飲んでいたのはブドウ以外のものを原料とした自家製の酒であった。そ

の中には、海岸低地のコリマ地方のヤシから作られ、タラスコ地域で大量に消費されてい
たココナツ酒や、タラスコ地域の先住民自身が竜舌蘭やサトウキビ、ミツバチの巣板

banales）、ウチワサボテンの実、メスキート（豆科の植物）、桑の実、精糖所でつくる砂糖
のしぼり汁、そのほかさまざまな果実や木の根などを材料に家の庭でつくる醸造酒や蒸留

酒があった。Carrillo，OP．Cit．，PP．338，340．

59Beltran，eta1．，Op．Cit．，pP．145，148．
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はならないことを命じ、病院収支を帳簿で厳重に管理し、金銭の出納は病院役職・柑役・

教区司祭の3者による共同管理とし、病院役職者による使いこみや不正な流用を極力防止

しようとしている。実際は、村の有力階層による占有の度合いが極端でなく、法人格とし

ての経済活動が、それ以外に宙を得る手段をもたない一般の先住民にある程度の福祉をも

たらすものである限りにおいて、病院が村人一般から歓迎されたのだと考えられる。

第二は、教会による病院財産の管理強化である。17世紀半ばのこの時期、先述のよう

に病院財産は少なくとも収支決算を教区司祭に報告し、教区司祭が支出を監督するという

方法で、教会によって厳しく管理されるようになっていた。これは、1580年「ティリ

ペテイオ地誌報告」で指摘されていた“病院財産の野放し状態’’からみれば、教会管理の

著しい強化を示している。1580年に書かれたこの「地誌報告」によれば、この村の病

院はエンコメンデーロ、フアン・デ・アルバラードが建設した立派な建物で、死後もこの

エンコメンデーロが病院のために残した財産によって運営されていた。しかし、教会も地

方長官もこの病院財産の管理は行っておらず、使途は不明で、返却されない場合もあった。

この地誌報告の記録者は、病院財産が手付かずであったならば、1576年の疫病で死亡

した多くの貧しい先住民たちが、現在も生きていたはずであると批判をこめて語っている60。

1635年、1642年、1664年の巡察時の命令を比較すると、この間先住民村の病

院財産に対する教会の管理が強まってゆくことがわかる。これは、豊かになった先住民の

病院財産に対する教会の関心が高まり、その使途をできるがきり宗教上の支出にあてさせ

ようと働きかけたことを示している。17世紀なかば、病院の経営と運営は先住民に委ね

られていたとしても、結果的にその収入が教会に吸い上げられる機構が整えられたといえ

る。

2．倍仰への情熱

（1）祭礼

パスコ・デ・キロガとフランシスコ会の努力によって、ミチョアカン地方では先住民の

伝統的な生活文化と宗教が適切な受け皿を与えられて、キリスト教とスペイン支配の中に

しっかりと組みこまれたためであろうか、ミチョアカン地方では植民地期を通じて隠れた

「偶像崇拝」の発覚は全く記録されない。16世紀にタラスコ族を記述した文書に共通す

60“Relaci6ndeTiripetio，”enAcuAa（editor），Rehchnesge昭血昂P．368．
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るのは、従順な性格、優れた能力、キリスト教への信仰心の篤さといった評価である。わ

ずかに、ミチョアカン地方先住民のカトリック信仰の特徴として、古い宗教のなごりに帰

される強い祖先崇拝と熱心な聖人崇拝があげられているが、これはこの地方に限ったもの

ではなく、ヌエバ・エスパーニヤ全土で先住民のカトリック信仰の中に習合し、教会から

も公認されていたものであった。さらに、ミチョアカン地方では、教会堂や礼拝堂に、発

スペイン期の痕跡が現存するケースはほかの地域と比べて非常に少ない。しかし、病院を

軸に再編された共同の機構自体が、先スペイン期の慣習をかなり容認したものだったとし

たら、聖職者が認知もしくは黙認し、ことさら記録で語らなかったとしても、その信仰の

あり方の中に、タラスコ族の伝統の痕跡が見えていなかったのだろうか。この間題を、再

び17世紀のシエラについての教会記録を手がかりに検証したい。

イサシによれば、1649年、タラスコ地域の先住民村では、かなり緩んでいたとはい

え、まだ初代司教パスコ・デ・キロガの教えが守られ、その時代からの慣習が生きつづけ

ていた。村人は、毎朝、夜明け前に教会堂で祈りとキリスト教要理を唱え、仕事を終えた

あとにも、どの村でも地区ごとに設置されていた十字架の前に全員が集まり、キリスト教

要理を唱和した。

「祭日には全てのインディオが教区教会堂に集まり、午後の荘厳ミサ（misamayodにあ

ずかった後、全員で一時間あまり祈りをあげる。フイスカルが司祭の前で人数を数え、

正当な理由なく欠席するものには罰を与える。どの相の教会堂にもインディオの聖歌隊

員がおり、どの教会堂にも必ず備えられているオルガンとたくさんのトランペット、チ

ャルメラの演奏にあわせて荘厳ミサを歌うと、全員が信心深く傾聴する。どの村でもこ

れらの楽士が不足しないよう、音楽と読み書きを教える学校が各教会堂で開かれている。

彼らへの説教は彼らの言葉で行われる。‥．守護聖人の祭りや大祭では村同志が互いに招

きあい、大変荘厳なプロセシオンを伴って礼拝が行われる。その際には、（村の教会堂が

所有する）豪華なオルナメント（祭服と条壇用具のこと）と銀器を使用して、その村で

教会への奉仕が怠り無く行われていることを誇示する。ミチョアカン地方ではシニラで

もそのほかのどの地域でも、教区司集に多くの布施がほどこされる。その上、ほかの聖

職者にも参列してもらおうと、贈り物をしたり、プロセシオンの際にパーニヨ（pa魚08de

d10COlate）61やそのほかのものでもてなしたりするのである。」62

61これが布地なのか、チョコレートの塊のようなものなのかは不明。

62Ysass沸Op．Citリpp．139・144．
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「どの村にも、村の力に応じて建てられた立派な教会堂と大きな基地がある。教会堂に

は、神を礼拝するために、村の富で手が届く限り最上のオルナメントと銀器が備えられ

ている。すべての教会堂はオルガン・トランペット・チャルメラ・鐘を備え、洗礼用聖

水盤はよく整備された（bienadomada）独立した礼拝堂に置かれている。乗壇と教会堂の

整頓と清掃には主席サクリスタン（sacristAn mayodと次席サクリスタン（sacdStAn

menodがあたる。彼らは聖歌と礼拝手順を学び、ミサを司り、埋葬の際に歌う。どの教

会堂にも相にも、アニマス（霊魂）のコフラディーアと聖母のコフラディーアがあり、

月曜日と土曜日にそれぞれの歌ミサを行っている。村の人口に応じて、ほかにもコプラ

ディーアがあり、どの村でも四旬節と聖週間に血のプロセシオンを欠かすことはない。

むしろ、この苦行やそのほかの儀式に対して過剰なまでに熱心である。教会堂の隣には、

村を担当する教区司祭や宣教師のために、できるかぎり快適に整えられた住居がある。

また、各村には、その管轄地域のアルカルデ・マヨールやその代理者のための役場（caSaS

reales）と、村人が旅人に必要なものを提供してやるメソンがある。」63

「村は地区に分かれていて、各地区にはその地区の名前をとった守護聖人を奉る小礼拝

堂（ermita）がひとつづっある。相によっては、各地区が教区教会堂の中に守護聖人の祭

壇を持っている。こうした守護聖人の祝日には、地区ごとに、その祭壇や礼拝堂で盛大

な祭りを行なう。それ以外で通常よく祝われるのが、5月の十字架、聖体の祝日、聖母

の祝日のいくつかである。守護聖人の祭りでは、教区の守護者になっている聖人の祝日

がどの村でも最も盛大に祝われる。」64

この後、先に見た病院運営についての記述が続き、さらに病院での信心のもようが語ら

れる。

「これらの病院にはたいへん立派な礼拝堂があり、そこには、教区教会堂と同じくらい

すぼらしいオルナメントと銀器が備えられている。毎週土曜日には聖母への歌ミサが歌

われる。芳しい香りを放つあらゆる種類の土地の草花で飾られ輿にのせられた聖母像が、

頭に花綱を乗せた4人のインディオもしくはインディアの肩にかっがれて教会堂から病

63Ibid．

64Ibid．
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院まで運ばれる。このプロセシオンでは、鐘が打ち鳴らされ、トランペットやチャルメ

ラやそのほかの楽器がバスクア（キリスト教の主たる祭日）のプロセシオンにも劣らぬ

にぎやかさで演奏されるなか、長柄つき十字架（crlはalta）と高燭台（cihd）に先導されて

正装した司祭と火をともしたロウソクを手にもつ村人全員が付き従う。病院に到着する

と、全員でオルガンにあわせて聖母の歌ミサを熱心にまた嬉々として歌う。土曜日に教

区司祭がその村にいあわせないときは、インディオたちだけでこのプロセシオンと祭り

を行う。もし、どこかの司祭が街道を通りかかると、とどまって彼らのためにミサをお

こなってもらえるよう、たくさんの贈り物をする。ミサは常に午前中に行われる。」65

祭りの賑やかさとは対照的に、先住民自身の生活は決して豊かではなかった。イサシは

つぎのように叙述している。

「現実にはこの地方のインディオは、ヌエバ・エスパー一二二ヤのそのほかの土地同様、非

常に貧しく（miseraもles）、見放されている？（edtadoS）。泥酔の性向をもち、その結果も

たらされる害悪に染まっている。この司教区では教区を担当する聖職者がこの悪しき慣

習の根絶に大変熱心で、ある程度の成果をあげている。完全に追放できた教区もある。

通常、人々は家や村の周囲にマゲイ66を植え、それからとれるアグア・ミニルを飲む。

彼らは、これである種のアルコール飲料を作るのが常である。またこれから蜜をつくる。

マゲイの菓からは繊維bitas）と索具6arciaS）をつくる。傷や熱basno）の薬でもある。J87

このようなミチョアカン先住民の祭礼の特徴は、以下のようにまとめることができよう。

まず、1年を通じてのキリスト教の祭礼の中でも、四旬節や聖週間など「血の」プロセシ

オンをともなうものに熱中し、そのほかにも、5月の十字架、聖体の祝日、聖母の祝日の

いくつかや自分の地区、村、教区の守護聖人の祝日を過剰なまでの熱心さで祝っていた。

祭りの頻度は相当なものであった。加えて、各村の病院では毎週金曜日もしくは土曜日に、

病院の守護者であるコンセプシオンの聖母のために、キリスト教の主祭日にもおとらぬ華

やかさで、教会堂でのミサとプロセシオンが行われた。プロセシオンにつきものの楽隊、

教会堂内でのオルガン演奏や聖歌の詠唱など、人々は祭りやミサで奏でられる音楽や歌に

65Ibid．

66竜舌蘭のこと。現在もその汁であるアグア・ミエル（蜜水）からプルケという発酵酒や

テキーラとよばれる蒸留酒が造られている。

67YsasSy；OP．Cit．，PP．139・144．
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陶酔した。アランサ村では毎週金曜日と四旬節のプロセシオンはかなりの夜半に行われて

いた（文書2）。こうした祭礼や儀式は、担当教区の複数の村を定期的に巡回しなけらばな

らない教区司祭が不在の場合、先住民のサクリスタンの指揮で行われた。サクリスタンは

ミサを司ることも許されていた。人々は祭りのための出費を惜しまなかった。中でもシニ

ラは、布施の多さやプロセシオンの熱心さにおいて突出した存在であった。病院収入は、

病院礼拝堂でのミサやプロセシオンのための司祭への支払に加えて、祝日に村人へ蜜や酒

をふるまうために支出された。

先住民だけで行う頻繁な祭り、音楽と酒による陶酔、夕刻にロウソクをともして行われ

るプロセシオンのドラマチックな興奮などなど、ここに示された祭りのイメージは、それ

が村人全員で作り上げ熱狂する最大の娯楽であったことを物語っている。教会はあからさ

まに指摘しないまでも、そこに「偶像崇拝」的な危険さを感知することも少なくなかった

のではなかろうか。事実、1664年の巡察でアランサ村に対して、神の威信に反する夜

半のプロセシオンは行ってほならないと命じている。しかし、教会が表立って批判したの

は「偶像崇拝」の影はなく、祭りの中に比重を増してゆく世俗的（非キリスト教的）娯楽

性の方であった。17世紀半ばまで、教会の許容範囲ぎりぎりのところで抑制されていた

かに見える祭りの娯楽性は、1681年め巡察ではついに限度を超えたもめと見なされた。

この巡察では、闘牛仕oros）、馬上槍試合（ca丘as）、賭け事（sort軸S）、芝居ならびにその他の

世俗的娯楽に対してナワッェンの病院が支出することを禁じた68。

同じ年に、アランサ教区先住民の乱れた生活ぶりを告発するために教区司祭が書いた文

章からも、祭りのためにこの村の先住民が浪費する驚くべき出費と、祭りの反キリスト教

的側面をうかがうことができる。

「毎年どの村でも2つの隊を選出する。兵士たち（inhntes801dad朗Ca【点詞）の隊とモー

ロ鍋の隊である。それぞれが隊長であるカピタン（capitAdを頭に、少尉（由良red、軍曹

（sa曙entO）、戦闘指南（mae8trOdecampo）、伍長（cabodeeSCuadra）の騎乗兵からなり、

ほかに各隊に20人から30人の歩兵が配属される。この2隊が、村の守護聖人の祭り、

聖体の祝日、地区の守護聖人の祭りを盛大にとりおこなう。彼らは、相の全ての祭りで

r閲兵」を行い（hacerrese魚abatidosenqualquier丘estasdelPueblo）、プロセシオン

で舞踏を披露し、パーニヨやいくかめbotisuela）もの醸造酒と蒸留酒をふるまう。それ

68AHMCR，刀わ躇朗即，拗ねmql触らAsjbDぬち励XTjZTcaja，57，eXP．13（no．3，
1曙．31），払18．4馳・55V．
69ムーア人。8世紀にスペインを占領した北アフリカのイスラム教徒。
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ぞれの隊のカピタンは、祭りの義務を果たすため600ペソ以上の現金を使い、それ以

外の役目も、それぞれ250ペソ以上を支出する。歩兵でさえ「閲兵」（darde）に参加

するだけで60ペソを使った。最も質素な装束のモーロ役でさえ、騎乗姿で参加するた

めには、衣装や武器、馬の借り賃で60ペソ以上を使った。これに自宅や公の場所で食

事と飲み物をふるまうための出費が加わった。それぞれの隊にはほかにも支出があった。

プロセシオンの休止ごとに公道でみだりに（conmllChaindecencia）踊る舞踏の指導を受

け練習するために、祭りの1ケ月前にマエストロに支払う礼金である。ハープやギター

やリラやレペックなど特別な楽器の演奏者への支払いもこの頃おこなわれ、合計で1．0

0ペソ以上になる。さらにそれぞれの隊が上等なもの並なものあわせて50以上のパー

ニヨを（プロセシオンの最中に）人々に分け与え、当局如8ticiaS reales）にも祭りの許

可申請料（dereebos）を支払わなければならない。」「（プロセシオンで）パーニヨが分配

され舞踏が続く間ほぼ2時間かかるが、カピタン達はいくかめもの蒸留酒をふるまい、

道端の行列の休止所で、ゴベルナドールやアルカルデやレヒドールやその他の役職者連

がその酒を飲む。そのため、プロセシオンが教会堂に到着し、ミサと説教が行われるこ

ろには、そのご利益は何の役にも立たなくなっている。全員が酪訂しているからである。」

70

ここで言及される舞踏は、ヌエバ・エスパ｝ニヤ全土で先住民の間に普及した「モーロ

とキリスト教徒」という舞踏である。その起源は布教時代の初期にフランシスコ会が先住

民の間に広めたことにあった。この記述が本当であれば、ひとりの先住民が年間600ペ

ソを祭りのために支出するというのは、非常に大きな額であった。

r祭りで闘牛をおこなう許可を得るためは、喜んで別の高額な申請料を払う。…闘牛は

ひどいもので、全員が酔っ払って（牛の）囲い地へはいる。その場に倒れ込む者も少な

くない。良くて、ケープも上着もズボンも失い、さんざんな目にあわされる。悪くすれ

ば死者もでる。傷つき、痛手を負い、踏み潰され、不具にされて？（contrahecbos）逃げ

出す者もいる。こういうことが起こると、牛の納入責任者（obligadodelabaStO）は大変誉

められる。彼への支払いもきちんと行われ、一枚3ペソか4ペソもする大変上等な絹織

物が与えられる。というのも、それが村の祭りの名を世間にとどろかせ有名にするので、

村の評判（crgdito）がおおいに高まるからである。…　もし反対に（牛が禅猛でなく）血が

70Carrillo，OP．Cit．，PP．340・341．
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流れない時は、インディオ達はそれを屈辱と考え、どこまでも（遁走した）牛の納入者

を追いかけ、見つけ出して殺せと騒ぎ、しまいには暴徒と化す。‥．村に闘牛があると聞

いただけで、また、闘牛が行われる広場をま近に見るだけで、彼らの肉は震える。なぜ

なら、それは悲劇を待ち望む気持ち、つまり悪魔への義務を果たし、悪魔が喜ぶ貫物を

捧げられるという予感にはかならないからである。これらのこと全てが、神と国王と公

的大儀に対する侮辱の証である。」71

1681年のこの記録はまた、前章で引用したように、布教開始から80年間はその成

果が維持されたが、それ以降は相も人々の信仰心も荒廃の一途をたどっていると語ってい

る。布教から80年とは、およそ1620年代である。先述のようにイサシも、1649

年に、キロガの時代に植え付けられた厳格なキリスト教徒の生活を、タラスコ地域の人々

が失いはじめたと指摘している。すると17世紀半ば、シエラの人々の信仰に、聖職者か

らみれば、理想的なキリスト教徒の暮らしから遠ざかるような変化が生じていたのではな

いだろうか。

以上のように、17世紀後半のいくつかの教会記録は、タラスコ地域の先住民が示す熱

心なキリスト教の祭礼や儀式への参加を称える一方で、その熱心さの中に世俗的動機やキ

リスト教に反する行為を見て取り、これを取り締まり、先住民の信仰のあり方を好ましい

方向へ矯正しようと、祭りの財源となる病院収入の支出項目を厳しく管理し、祭りの世俗

的要素を禁止したようすがよくわかる。その締め付けは次第に強引さを増していった。そ

れは、17世紀の半ばまでタラスコ地域の先住民の間に少なくとも外見上存在していた、

厳粛な宗教的雰囲気の伝統を窒息させることになったと言えるかもしれない。

（2）聖堂が備えたレタブロ・聖像・祭具

当時のシエラで先住民村の聖堂が備えていた、レタブロ（祭壇衝立）、聖像、祭具がどの

ようなものだったのかを示す興味深い史料がある。1659年に作成されたセビナ教区の

聖堂所蔵品目録である。この目録は、セビナ教区4村の教会堂ならびに病院礼拝堂にある

全ての所蔵品を箇条書きしたもので、経済的に豊かになっていったシニラの村々が、その

時点までにどれほどの富を聖堂内部に注ぎ込んでいたかを示している72。レタプロ、聖像、

銀器、楽器、司祭用祭服についてのみ抽出して作成したリストが本章末尾の表9である。

71Ibid．

72AHMCR，かわβeぷa刀¢α通血エロ¢砲血ズγ花劫JTP卯血昂血血Ⅶe昂1621・1695，両a8，

exp．3，“InventariodelasiglesiasdeNaguatzen”
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目録には「使い古した」とか「新しい」といった注意書きがつけられている晶もあるが、

それらがいつ購入されたかを確定することはできない。従って、この目録は17世紀半ば

の上記4相の豊かさを示しているというよりは、その時点までにこの教区の村々が購入し

たものの集大成であり、セビナの場合には、価値の高い銀器などの大半がこの村の力が衰

える以前、おそらく16世紀末までに入手されたものではなかろうか。

聖堂内を飾る最も高価な調度はレタプロである（丘g．73）。どの村の教会堂も、大きな主祭

壇用レタプロのほかに側壁に並べられた小型のレタプロを複数所有していた。それらはみ

な木製で、彫刻をほどこされ彩色されていた。チェランのものには塗金されてV、た。新興

の有力村ナワッェンとチェランの教会堂内にはそれぞれ8個と6個の側壁用レタプロが設

置され、各ズ再こ一人もしくは複数の聖人や十字架が祭られていた。

聖人像は大抵、画布か、彫像か、着衣か、の区別をつけて記載されている。なかでも彫

像と着衣の区別は重要である。彫像（debult0）は、木製の丸彫り像のことで、通常彩色され

ていた。衣装の豪華さを出すために、金地を塗った上に彩色し、衣装の模様にあわせて部

分的に色を削り取って金地を出すエストファード（esto払do）という技法を施したものもあっ

た73（軸．220）。チェランの聖ロムアルド像とコマチュエンの聖マテオ像などがこの技法で作

られていたと思われる。木製多彩色の彫像の伝統は中世スペインに遡るもので、16世紀

にはルネッサンスからマニエリズム様式の非常に写実的な傑作が多数制作された。17世

紀に入ると、エストファードの技法による華麗な衣装を身につけたバロック様式のものが

流行するようになる。聖像に華麗な衣装を纏わせることへの願望は、さらなる写実性の追

求とあいまって、16世紀末頃から着衣の聖像を生んだ。これは、木彫の土台にペースト

で肉付けし、人の肌色に限りなく近い彩色をほどこした頭と手だけを制作し、胴部分は土

台に布製の衣服を着せて代用するものである74（軸．221）。もともと丸彫りの彫像であったも

のが、上から布製の衣装をきせられて着衣の聖像として使われることもあった。セビナ教

区4村の聖像では、彫像という記載に「その衣装をつけて」（consuhAbito）と付記されてい

73現在もヌリオ病院の主祭壇にある彩色塗金の聖母像も、17世紀か18世紀に制作され

たと思われる非常に優美な逸品である。
74着衣の聖像の出現は、トリエント公会議の後盛んになるプロセシオンと密接に関係して

いたといわれる。観衆を感動させ宗教的な陶酔に導くため、プロセシオンの聖像にはドラ

マチックな効果が求められたため、ガラスの眼球や本物の頭髪、クリスタルの涙などによ
って一層の写実性が与えられていった。着衣の聖像もそのような目的に則して作られたも

のであった。豪華な布地と刺繍で縫い上げた衣装が豊かな華を波打たせる姿は、バロック

時代が求めた装飾性と演劇性を満足させるものであった。JuanMiguelGonzAlezG6me2：，

etal．，血BgiL2erikpmcesibzZaJ（ねh肋ana励nta（ね鹿t助，Sevilla，Universidadde
Sevilla，1992，pp．26・27．
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たり、着せてある布製の衣装が描写されていることで、それが着衣の聖像であるのがわか

る。病院礼拝堂に安置される聖母像には、必ず1組以上の着せ替え用装束が備えられてい

た。プロセシオンの際に、聖母に着替をさせて美しく飾ろうとする情熱が感じられる。こ

のことはまた、スペインでの流行がほぼ同時にとりいれられていたことを示していて興味

深い。それらの衣装には、布地やレースがヨーロッパ製のものであったり、金糸や銀糸で

刺繍や縁飾りがほどこさていたりと、高価なものも多数含まれていた。この慣行もスペイ

ンから伝えられたものであろう。現在もアンダルシア地方では、ロシーオの聖母やセビリ

アのマカレナの聖母など、特に人々の篤い信仰を集める聖母像には、いく組もの豪華な衣

装が信者から奉納されていて、聖週間や聖母の祝日に行われるプロセシオンではそれを身

につけた聖像が輿に乗せられて街中を巡行する。タラスコ地域にも、当番の女達の手で、

聖母の衣装を定期的に着せ替える慣習が今も残っている（丘g224）。聖母像や幼子イエスなど

を着せ替え人形のように扱うこの慣行は、バロックの時代カトリックが非常に民衆的なも

のになり、人々のごく日常的な感覚や感情に訴えるものになっていたことをよく示してい

る。このような慣行は、アメリカ大陸の先住民をも引き付けずにはおかなかった。このリ

ストにあげられた聖像のいくつかはスペインから持ちこまれたものであった可能性がある

75

聖堂に備えられた銀暑削ま、ミサ、洗礼、終油などカトリックの秘蹟にかかわる重要な儀

式で用いられる容器や器具などの祭具と燭台、十字架からなっていた。銀はヌエバ・エス

パーニヤで豊富に産出したものの、銀暑削まやはり高価であった76。そこで、木製のもので代

用される場合もあった。最も重要な器である聖杯を銀器で備えているのは、セビナ教区4

村のうちセビナとチェランだけであった77。各村の銀器を比較すると、かつて有力な主邑で

あったセビナが、17世紀半ばの凋落にもかかわらず充実した祭具を備えている。この頃

75例えば1985年にセビナ教会堂の所蔵品調査の際撮影された聖母像は、16世紀作と

推定される大変優れたもので、スペインからの渡来晶と考えてもおかしくない。

761764年のパラチョ村の教会堂所蔵品目録が残っているが、ここでは各銀器の重さが
記載されている。それによれば、例えば、聖像用冠は大きさによって2．5～3．5マルコ、柄

つき十字架は18～20マルコ、ランプは15～30マルコ、燭台は5～7マルコの間の

重量を記載され、六つ又の高燭台は60マルコであった。AHMCR，月払α朋刀ql地昂

血肋e昂αSXVIII／0215／caja499，eXp．50，払Is．80・8恥マルコは金・銀を量る重さの単位で
1マルコ＝約230芸ラ＝4800グラノ。貨幣単位では1ペソ銀貨が96グラノの銀に相
当するので、1マルコの銀は50ペソの価値があることになる。すると上記の聖像用冠は

ひとつおよそ150ペソ、柄つき十字架はひとつ1000ペソ余り、60マルコの高燭台

は3000ペソという概算が可能である。
77ナワッェンには木製と思われる聖杯があり、コマチュエンの聖杯には銀であることが明

記されていない。
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実質的には教区の主邑であったナワッェンの教会堂に、カトリック儀礼に欠かせない祭具

が、4村共有の形で置かれていた。この共有品の中に聖体顕示台や聖香油容器、聖餅容器

など、教区で唯一の品々が含まれていた。

司祭がミサの際に着用する祭服もまた、ビロードやダマスク織あるいは金糸銀糸を用い

た高級な布地を使い、凝った刺繍をほどこした大変高価なものであった。目録にはカステ

イリア製や中国製の布地を用いているという言及も少なくない。西欧渡来の製品が、貿易

統制による品薄と輸送コストの高さから、植民地では法外な値で取引されていたことは良

く知られている。司祭もしくは助祭用の祭服brnamento）は、ケープkapa）、カギラ（上祭服

Casulla）、ストラ（動垂帯stola）、腕ぱく（左腕にかける飾り帯manipulo）からなっていた78。

ほかに各教会堂には、アルバ（長白衣a払a）、肩衣（amitoもしくはalmaizal）、ビレタ（枢

機卿用帽子bonete）、サクリスタン用のスルプリ（短白衣sobrepelliz）などなどさまざま

な祭服が数多く所蔵されていた79。このほかに祭壇正面掛け布をはじめとする多数の布製品

が記載されている。

楽器も製造工程の複雑さから、高価なものであったと考えられる。この目録にあげられ

た楽器の種類と数の情報は、先に見たプロセシオンや聖堂内での歌ミサでの音楽演奏の楽

器編成を知る上でも興味深い。ナワッェンの教会堂にオルガンを含め楽器が一切無いのは

どうしたことであろうか。ナワッェンに欠けているのは楽器だけでなく祈祷書をはじめと

する書物類も同様である80。その他の備品としては天蓋、旗、書架（大型書物を開いてたて

かけるためのもの）などがあった。ナワッェンにはイスラム風絨毯（al鈷mbramorisca）もあ

った。病院礼拝堂の所蔵品は、複数の聖母像（通常プロセシオン用を一体含む）とその装

束がほぼその全てであった。セビナを除く全ての病院礼拝堂には小型のオルガンが備えら

78例えば、ナワッェン村の教会堂は、4村の内最も多い9組の祭服を所有していた。1組

は、金糸と銀糸で花柄を措いた赤い綿織物で作られており、ケープとカズラひとつづつに
対し、ストラが2つと腕ぱくが3つでセットになっていた。おそろいの布で、祭壇正面掛

け布も用意されていた。もう1組は、金糸の飾り紐のついた金地の布で、ケープとカズラ、

ストラと腕ぱく各3つづ、祭壇正面掛け布、聖杯用布巾、聖体布入れなどが同じ布でセッ
トになっていた。さらに、カステイリア製の緑のビロードで作ったカズラ、中国製の白い

ダマスク織のカズラ、同じく中国製の黒いサテンのカズラなども含まれていた。

79例えば、ナワッェンでは、長白衣8、肩衣4、スルプリ11、ビレタ1が記録されてい
る。

80ナワッェンには古い手引書（manual）がひとつあるだけだが、セビナには使い古したミサ

典審（misal）1冊、大型祈祷書1冊、聖歌集（1払rodecantuhd3冊（これは非常に古いもの
で、ドン・ペドロ・サンチェスが手元においていた）と新しい教区帳簿伍brode

adminisはaeidn）3冊があった。チェランにはミサ典書3冊（大型1冊と中型2冊）、聖歌集

類、祈祷書払rebiario）と教区帳簿3冊があった。コマチュエンにさえ、小型手引書一冊、ミ
サ典書2冊ならびに教区帳簿3冊があった。
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れていた。以上のように、各村が所有した品々の総価格は先住民相が購入したものとして

はたいへんな額にのぼると思われる。この聖堂所蔵品目録は、シニラの先住民村落の際立

った豊かさを示しているといえよう81。

3．病院制度の変遷とミチヨアカン様式

フランシスコ会やパスコ・デ・キロガのリーダーシップの下、キリスト教的理念に従っ

て創造され、先住民共同体再編のための中心的組織として機能した病院は、確坤こ征服後

のタラスコ族共同体に、ほかのヌエバ・エスパーニヤ地域とは異なる性格を与えたと思わ

れる。病院制度は、先住民共同体が受け入れやすい制度を提供することによって、却って

しっかりと彼らをキリスト教に繋ぎ止めると同時に、病院を中心として村人が協力するこ

とによって植民地支配への順応力を高めたといえる。タラスコ族の間に、パスコ・デ・キ

ロガやサン・ミゲル、ハコボ・ダシアーノといった当時の指導的スペイン人聖職者への感

謝と崇敬の念が長く集団的記憶として守られたことは、率直に評価すべきであろう。こう

したタラスコ族への手厚い布教によって、16世紀の間タラスコ族の生活は、比較的厳格

な宗教的規律を守っていたと思われる。

病院の重要性がはっきりした今、タラスコ族の村落に残る教会堂・病院礼拝堂・広場と

いう宗教建築複合がつくる空間を子細に見なおしてみると、それが病院の周辺に作り上げ

られたタラスコ族共同体を象徴する総合的図像であることが理解できよう。病院制度は、

パスコ・デ・キロガやフランシスコ会が残した規律あるキリスト教徒の生活を17世紀の

20年代ころまで厳格に保つことに貢献したが、同時に病院による活発な経済活動が村に

もたらす宵は、相の祭礼や共同作業でのふるまいなどのための潤沢な資金となり、17世

紀には、タラスコ地域、シニラの村々では、そうした行事の世俗的享楽の性格が助長され

て行った。それは「初期布教時代」の堅苦しさから解放された“自由”の享受であったの

ではなかろうか。このタガの緩みをひきしめようと、教会は病院財産の使途と管理に躍起

になるが、あまり効果はあがらなかった。祭礼は共同体全体の負担から、複数の個人が費

用を肩代わりする、現在いうところのカルゴ制によって相変わらずにぎやかに行われつづ

ける。1681年のナワッェンの祭りで、「モーロとキリスト教徒」のための費用を負担す

る方法が、すでにカルゴ制の形をとっていたことが、それを示している。突出して豊かな

81この点を実証するためには他地域との比較が必要であるが、そのためのデータは入手で

きなかった。聖堂に奉られた聖像の種類や数についても同様である。
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病院を営んでいたナワッェンで峠、祭礼の世俗的側面の増大が特に顕著になっていた。彼

らは、“村の評判を高めるために’’血なまぐさい闘牛を熱望したと記されているが、村民の

そのような願望の背景には、第六章でみた当時のシニラにおける地域社会の状況、すなわ

ち土地の所有権や政治的覇権をめぐる村落間の緊張が高まっていたという事情があったと

いえよう。

17世紀初頭から17世紀末の間にシエラのタラスコ族の信仰におこったこの変化は、

16世紀から17世紀の初頭までに蓄積された経済力によって、シエラの先住民共同体が

力をつけ、教区民としての経済的・宗教的責任をはたす限りにおいて、スペイン人社会、

とくに植民地教会に対して一定の自己主張をすることができるようになった結果であろう。

教会の干渉から解放され、自由を享受する当時の村の雰囲気からは、教会堂や病院礼拝堂

の正面や内部の装飾を決めるのに、ただ村の司祭の言葉に従ったとは考え難い。その決定

のイニシアティブを握ったのは、代金をはらう村民自身であった。彼らは、プロセシオン

や音楽や舞踏に彩られたにぎやかな祭礼に熱中するのと同じエネルギーを傾け、村の闘牛

で誇示しようとしたのと同じ評判を熱望して、村の祭礼の舞台装置となる教会堂や礼拝堂

の正面を華麗な浮き彫りで飾り、内部を色彩豊かなレタプロや聖像や天井画で飾るために

村の富を惜しみなく投じたといえよう。

タラスコ族の信仰に起こったこのような変化の本質を考察することは本論の範囲を超え

ている。しかし、民族学的調査で観察される現代のタラスコ地域のカルゴ制や聖人崇拝、

プロセシオンや音楽や舞踏を伴う祭りのようすと、ここで見た17世紀のタラスコ族の信

仰実践や祭りのもようの記述が極めて類似していることは、征服後に大きな変化を被った

タラスコ族の文化が新しい形を完成したのが17世紀であった事を強く示唆している82。

朗このような現象はヌエバ・エスパーニヤの他地域の先住民共同体研究でも指摘されてい

る。例えばメキシコ中央部ではGruZinski，LaCOhL2血cidt2dbbimag血a血ユカタン半島

についてはNancyM．Farriss，頻田鹿，由伊乙毎血以Ⅵ血ノぷ比か7迅eα亜血相
励ぬ画eo撒〟・寝相ヱPrineeton，N．J．，1984がある。
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文書1　アランサ教区「病院規約」（1642年）

1642年6月アランサ村にて、アランサ教区巡察中のミチョアカン司教マルコス・ラミ

レス・デ・プラドが与えた「病院規約」83

アランサ教区のプリオステと病院が守るべき、司教睨下による巡察規約ならびに裁定

巡察（余白）

サン・へロニモ・アランサ村にて、1642年6月7日、いと尊きミチョアカン司教で

フランシスコ会士であられるマルコス・ラミレス・プラド現下は、同村と同教区の一般巡

察にあたって、フランシスコ・リベラ祝下が同教区で1635年5月13日におこない、

本帳簿でこれより七菓前に記載されている、先の巡察以降に病院が得た収入と支出を報告

するよう、サン・ヘロニモ・アランサ村のプリオステ、ガプリエル・コンスタンティーノ

とその他の病院役職者を出頭させた。それに応えて上記ガプリエル・コンスタンティーノ

とその他の役職者が本帳簿を提出した。そして、そこに記載された裁定に従い、教区司祭

ペドロ・オルテイス・デ・ラ・トーレ学士が、上記収支の決済をおこなってある旨を申告

した。司教現下はそれを照合し、決済がとどこおりなくおこなわれていることを確認した

のち、決済を承認することを告げた。そして、先のプリオステならびにその他の役職者そ

して将来その職につくもの達に対して、フランシスコ・デ・リベラ祝下巡察時の裁定を遵

守するとともに、そこに追加するよう命じた。

裁定（余白）

その後、先の司教は自らこの村の先住民が所有する病院へ赴き、病人を治療する病室と

病人のためのベッド、病院礼拝堂を巡察した。病人の治療法について説明を受けたのち、

病院当番（huatapechas）、プリオステ、その他の役職者に対して、通訳をとおして、それが

主へのおおいなる奉仕であることを説明して、病人の看護を依頼した。

その後、同村を主邑とする6村の病院のプリオステ達に、各病院が保管する帳簿を項日

ごとに調べるために、彼らに任されていた各病院財産の帳簿と決済を提出するよう命じた。

その後、先の司教は、同教区ではどの病院でも各プリオステが在任中に受け取る収入と

aBHHMCR，G／S．mI／0013／C．q．，ParedesMartine21（direcci6ngeneral），A叩Lt血ctumy

e即aCbsoc由Iop．cit．，Pp．397－400．
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支出を項目ごとに明記した決済が行われていないので、全ての病院で各プリオステが、年

月日を明らかにした収支を記載するための個別の帳簿を持つことを命じ、同教区の司祭ア

ロンソ・デ・ベルドゥスコ学士に、命じられたことがたやすく実行できるよう上記の役職

者達に、おおいなる慈悲をもって、しかるべき収支決済の記入法で記載させることを依頼

した。

他の村に行っている間に収入や支出が生じる場合もあるので、教区司祭が村にいるとき

に、細心の注意をはらって、彼らに商い（gra両eria）や共同作業（bauatapeChas）からの収入

や支出の項目を報告させ、まだ記載していないようならば、その場で、命令ど串り、記載

させること。

さらに、司教は、本教区のいかなるプリオステも、病院役職者も、何人にたりとも病院

の金を貸してはならず、誰かが持ち去ろうとするならば、それをとどめるために教区司祭

に知らせるよう命じた。また現下は教区司祭に、プリオステ達の任期終了時の決済報告で、

不足が生じている場合には、いかなる言い訳も認めず、彼らにそれを完済させること、も

し教区司祭の対応だけでは不十分の場合、そのプリオステと決済をバリヤドリッドの祝下

へ付託し、そちらで借り分を支払わせるよう依頼した。

また、祝下はこれ以降、上記プリオステも教区司祭も、アルカルデやゴベルナドールや

その他のいかなる柑役（mandones）も、病院の金やその他いかなるものも持ち出すことを許

してはならず、もしこれに反すれば、自分の財産からそれを支払わなければならないと命

じた。もし、上記のものが力ずくで持ち出そうとしたならば、プリオステは教区司祭に報

告し、教区司祭が持ち出しを認めないこと。

最後に同教区の全ての村は、病院財産を病人の治療以外のために支出してはならないこ

と、もしそれ以外の目的に支出する場合は、彼らが物を購入するさいよくだまされるので、

そのようなことのないよう、必ず教区司祭が監督すること。大きな支出があるときは、祝

下へ報告し、その許可を得て万全の備えをすること。

ここまではすべて、司教祝下がこれから命じる本裁定の内容とともに、前任者の巡察裁

定も遵守されるよう、祝下が書き写させたものである。

さらに司教祝下は、本村の病院ならびに本教区のその他の病院は、3つの異なる鍵を備

えた金庫を用意し、そこに工夫（inteligencia）と商い（gran5eria）で得た金を保管すること。

鍵は、教区司祭がひとつ持ち、もうひとつはゴべルナドールかアルカルデが、もうひとつ

はプリオステが所持し、金を出す必要があるときは必ず上記教区司祭が立会うこと。特別
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な支出をしなければならない場合には、教区司索の監督と許可を得た上で、先述のゴベル

ナドールもしくはアルカルデとプリオステがその他の役職者とともに立会って行うことを

申し伝えた。

さらに、上記病院は、貧富にかかわりなく村民が死亡した場合には何人にたいしても、

遺体を前に歌ミサ（misa cantada）、徹夜の祈り（vigilia）、ならびに死者のための祈り

（reSpOnSO）をあげ、そのための喜捨として教区司祭に2ペソ支払うこと。これは本教区の9

村がまもることを申し渡した。

さらに祝下は、各病院が鍵の異なる2つの頑丈な錠前を備えた部屋を用意し、樫、果実、

出来上がった販売用製品（g8m即OSdeg指頭eriaacabados）を保管し、鍵のひとつを上記教区

司祭が、もうひとつをプリオステが所持すること。その部屋の中に、．3つの鍵の金庫も置

くことを申し渡した。

さらに祝下は、今年（1642年）のようなトウモロコシ不作の年には、教区司祭と先

にあげたその他の人々の監督下、必要と思われる金額を取りだし、トウモロコシを買って、

上記の部屋に保管し、必要とする先住民に原価で（alcostoycostasquetuvierepuestoen

細売るよう申し渡した。

さらに現下は、本裁定中3つの鍵の金庫に関して違反の場合は、プリオステ達は罰金1

00ペソ、禁固20日、本教区司祭は大破門ならびに俸給からの100ペソの減給？（eien

pesosqu．eaphcaasudistribuci6n）の罰を科すことを申し渡した。

さらに、上述病院のプリオステ経験者達は、前任者リベラ司教硯下巡察裁定の内容のう

ち、二ケ月以内に病院礼拝堂入り口を柵と扉と鍵をもって閉めることという項目を遵守し

ていないので、それらを取りつけ礼拝堂を閉めておくこと、その処置をするまでは、堂内

で土曜日のミサも行ってはならないこと、今回が最初の巡察なので罰金は科さないことを

申し渡した。

さらに現下は、先の教区司祭が立ち会わない限り、プリオステの選出を行ってはならな

いこと、この選出結果を司教に報告し、（病院収支の）決済を提出し、司教がなすべきこと

を命じるまで承認されないであろうと申し伝えた。

さらに病室を巡察し、そこにいた3人の病人に施しを行ってから、どのような寝台用品

を備えているか質問した。必要なものがそろっていなかったので、メキシコ製毛布6枚を

購入し、マットレスを3つ、土地の亜麻布製シーツを4組、枕6つを作るよう命じ、先の

教区司祭に、プリオステ達に本裁定の命ずるところを守らせること、同様に教区司祭に関

する部分が遵守されることを依頼した。ここに述べられたことがすべて記録に残るよう、

裁定として書き記すことを命じ、それが実行され、ミチョアカン司教マルコス師が署名し
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た。秘書官ヒネス・デ・キンタニ｝リヤ学士

同じく、この病院ならびにそのほかの病院は、聖母への信心からそれらの病院や村々が

昔から行ってきた年間9つある聖母の祝祭を全て祝う義務を有し、喜捨を慣習どおりにお

こなうこと。その日には、歌ミサをおこない、病院の現在のプリオステもしくはその時そ

の職にある者は、その村の先住民の意思として、病院の負担で司祭に2ペソの喜捨を与え

ること。

同じく、1年間を通じて、土曜日の午後、病院から教会堂までプロセシオンで聖母を運ぶ

慣習があるが、そのさい、サルベ（聖母マリアをたたえる祈り）を歌うこと。村にその習

慣がないならば、その時ならば皆がそろっているので、午前中のミサの後で歌うこと。そ

して午後には不徳の行いをしないこと。現在ならびにこれからその任につくプリオステに、

病院の存続と発展に努め、病院奉仕の当番が喜捨をするのは昔からの慣習であるので、務

めてそれを徴収すること。本教区に属するその他の全ての病院も同様である。これは、現

在まで続けられてきた良好な運営と決算が悪化することなく発展し、村の病人が治療を受

ける場所があることのためである。宗教儀式に必要なものへの援助については、先の教区

司祭に、それを奨励すること、また、先住民達が聖母のロサリオの祈りを合唱する倍心を

続けるように依頼した。というのは、それが全キリスト教徒の間に普及した、奇蹟をおこ

す信心だからである。この巡察裁定によって私、公証人トマス・ドミンゲス・デルガドの

面前にて、ミチョアカン司教マルコス師はそのように命じ署名した。
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文書2　アランサ教区「病院規約」（1664年）

1664年12月5日パラチヨ村にて、アランサ教区にミチヨアカン司教区巡察官アロン

ソ・デ・ソリア師が与えた「病院規約」84

今後アランサ教区に属する村の病院ではプリオステ、マヨルドモならびにその他の役職

者の選出は必ず教区司祭の立会いのもとに行うこと。またどの村も、この選出は上記司祭

の指示のもと毎年行われる無原罪の御ん宿りの聖母の祝日におこなうこと。司祭は、ふさ

わしい有能な者が病院のプリオステとマヨルドモに選ばれるよう注意し、そうでない者が

選ばれる場合にはこれを許してはならない。その年の病院の運営にあたったプリオステと

マヨルドモから、収入と支出の報告を受け、どんなに小額でも借越しを許してはならない。

プリオステとマヨルドモは、たとえ確実な保証があろうとも、病院の金から、その財産に

対する手形？を作成してはならない。

同様に、本教区の村々のゴべルナドール、アルカルデ、その他のカビルドの役職者は、

いかなる理由があろうとも、どんな言い訳によっても、先の病院のために耕作され収穫さ

れるトウモロコシや果実や種子に干渉したり占有してはならない。これに違反した者には

以降、新しい勅令にしたがって尊士が6ペソの罰金を科する。それらのトウモロコシや種

子はプリオステとマヨルドモが管理し、決済を先の教区司祭に報告しなければならない。

同様に、先の病院のいかなるプリオステもマヨルドモもいかような理由があろうとも、

祝日に蜜85や葡萄酒を購入したりふるまったりしてはならず、機織用の綿糸分配の折りに食

事を供してもならない。違反は罰せられる。

プリオステやマヨルドモの中に泥酔する者があり、彼らの魂と先述の病院財産に甚大な

打撃と損失を与えている件で、巡察宮殿は、現在ならびに将来、本教区の9村の病院でプ

リオステとマヨルドモの任にある者に対して、おそれおおくも泥酔などしないよう命じ、

違反の場合等打ちの罰を科すこと、その後は、上記役職の他に書記その他の病院役職につ

かせないこと、そして、その人物を病院ならびにカビルドのいかなる役目を拝する能力も

ない無能者であるとみなすことを命じた。

先述病院財産のよい管理に関しては、先の教区司祭がひとつの相に滞在するたびに、収

84AHMCR，皿血糊胱ゝ　α舶肌叫l触ぬら　A壷威喝　j物b gt望∴喝匝　56，eXp．6，

食）ls．43・44．

85マゲイの汁からつくるものと思われる。Ysassy；Op．eit．，p．144．
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支決算報告を求められることが大変望ましい。尊士は、先のマヨルドモとプリオステらに、

正しい運営を証明するために、教区司祭が病院財産の細目と収支決算、ならびにその時点

の病院の収入と支出状況の報告を求めるたびにそれに応ずるよう命じた。

同様に、巡察宮殿はこの村の先住民達が病院にて、年間を通じて毎週金曜日と四旬節の

夜に行う習慣になっているプロセシオンが大変危険であると考え、そのような夜半にプロ

セシオンをおこなうことは神の威信に反することになるとして、以後はそれを夜ではなく、

午後の適当な時間に行うよう命じ、先の教区司祭に、いかなる場合も先住民にこのプロセ

シオンを夜行うことを許してほならないと命じた。この命に背けば罰とこらしめが与えら

れる。

そして尊士は先住民達に、本教区の司祭であったアロンソ・べルドゥーゴ学士86の時代か

らの古いしきたりである、聖なる秘蹟の祭りの習慣を忠実に守るよう命じた。

同じく尊士は、先の病院に3つの鍵の金庫を作り、鍵は、教区司祭ならびに病院のプリ

オステとマヨルドモが所持すること、金庫の中に病院収入の全てを保管し、どうしても必

要なもの以外に支出しないこと、支出するさいには先の教区司祭が監督するよう命じた。

尊士は教区司祭に対して、毎年、先の9村の病院で新たに選出される役職者にこの裁定の

内容を知らせることを命じた。

役職者達には、病院の発展のために、畑仕事や種まきを進めること、種まきには葡萄酒

や蜂蜜を持っていってほならないと命じた。

また、先の病院帳簿に記された、各巡察裁定の全てを実行し守ることを命じた。

861635年当時アランサ教区司祭を務めていた、彼の任期は1628年以前から163
8年まで。
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表9　セビナ教区村別聖堂内備品：

レタブロ・聖像・銀器・楽器・祭服（1659年）87

セビナ（SantaMariaSevina）

教区教会堂 病院礼拝堂

レ タプ ロ と

聖像

主 祭 壇 レタ

プロ

1 複数の聖人 （彫像88） 2　聖母（彫像）

側 壁 レク プ

ロ

1 聖アン トニオ（彫像）

1 聖ディェゴ（彫像）

1 キリス ト

安 置 場所 不 1 聖ニコラス （着衣） 1 プ ロセ シオン用聖母（彫

詳の聖像 1 聖 ミゲル（着衣）

1 聖ディエゴ （彫像）

1 聖マルテイン（彫像）

1 柱のキリス ト（彫像）

1 聖ミゲル （額縁なし画布）

1 柱のキリス ト （画布）

像）

聖像用装束 1 組 聖母用刺繍つきサテン

のスカー トと胴衣

1 青いタフタン織マント

1 組 青と銀のスカー トと銀

の房つき胴衣

1 銀糸レースの縁飾 りがつ

いた青いタフタン織マン ト

1 木製塗金冠

銀器 聖杯 と聖皿 1

香炉 1

ミサ用小瓶 2

ランプ 1

燭台 2

高燭台

十字架 2

洗礼用水差

聖像用冠 2 （聖ニコラス用 ・聖母用）

その他 1 dep6sito，2 tiaioles？

楽器 オルガン 1

87AHMCR，DjbcesaDO，（あbk）mq励XIHI：撤nDqlZjb吊Jh血Ⅵe昂ZEL21・16喝caja8，
exp．3，“InventariodelasiglesiasdeNaguat21en”

88彫像（debulto）は木製の丸彫り像で、通常彩色されており、塗金してあるものもある。な

かには白木のままという説明つきのものもある。着衣（dehabito）は上記の彫像の上から布製
の衣服をきせたもの、もしくは、頭と手だけを木彫彩色で人体に似せて作り、体は布製の

衣服で代用する二種類が考えられる。dehabitoという記載がない場合でも、着けている衣

装が布製であることが明らかなものは着衣とした。画布鮎enZ0）は布に描かれたもの。何も
指示のない場合は、記述がないためどれにあたるか不明。
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3 つ 揃 い ト

ランペ ッ ト

1

3 つ 揃 い チ

ャル メラ

1

ファゴッ ト 1

小ベル の環 2

小ベル 3 1

祭服 （カスやラ・ストラ・腕ぱ く） 6 組

ナワッエン（SanLuisNahuatzen）

教区教会堂 病院礼拝堂

レタプロと

聖像

主祭壇 レタ
プロ

1 聖ルイス （彫像） 1 幼子イエスを抱いた聖母

側壁 レタプ

ロ

1 キリスト（彫像）

1 聖母 （彫像）

1 聖シモン （彫像）

1 聖ニコラス （彫像）
1 十字架

1 聖ミゲル （彫像）

1 聖ディェゴ （彫像）
1 被昇天の聖母 （彫像）

安置場所不 1 墳墓内のキリスト（彫像） 1 十字架のキリスト

許の聖像 1 十字架のキリスト 1 聖母 （着衣）

1 指が欠けた聖母
聖像用装束 1 銀糸レースの縁飾りがつ

いた青いタフタン織マント

1 金糸レースの縁飾りがつ

いた青のカステイリア製タ

フタン織マント
1組 聖母用青と黒の布地の

スカート、胴衣、金糸で飾っ
た替え袖

1組 四旬節に聖母に着せる
黒い胴衣とマント

1組 青いマントと青と赤の
薄手の綾織の着物？（ropilla）

1 線の刺繍つき白サテンの
スカート

1 白い布製胴衣
1 ピンク色の刺繍つき被り
物
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1 フラン ドル製 レースの縁

飾 りのついた抜きかが り刺

繍（deshilada）の被 り物

1 白いハンカチ

1 線 と金で彩色 されたプロ

セシオン用輿

銀器 聖杯 と聖皿 （木製 のものが4 村共有晶

のなかに含まれている）

香炉

ミサ用小瓶 数個

ランプ

燭台

高燭台 2
十字架 4

洗礼用水差 1

聖像用冠 1

その他 1 聖書

セ ビナ 教 区

4 柑共用晶

2 聖香油容器

1 ふたっき塩入れ

1 洗礼用水差

1 小型小祭瓶

1 香炉

4 燭台

1 組 皿つきミサ用小瓶

1 聖水潅水器

1 聖体拝領用コップ

1 聖餅容器

1 ロウソク芯切 り鉄

楽器 オルガン 1

3 つ 揃 い ト

ランペット

3 つ 揃 い チ

ャルメラ
小ベルの環

小ベル

祭服 （カス÷ラ・ストラ・腕ぱく） 9 組 1 組（4 柑共用品）
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チェラン（SanFranciSCOCheran）

教区教会堂 病院礼拝堂

レタプ ロと

聖像

主祭壇 レタ

プロ

1 複数の聖人 （彫像） 1 聖母 （画布）

側壁 レタプ

ロ

1 キリス ト （画布）

1 聖母と十字架

1 聖ロケ

1 聖ニコラスとアニマス
（画布）

1 聖ロムアル ド （彫像）

1 サンチアゴ （彫像）

安置場所不 2　キリスト 1 プロセシオン用聖母 （着

詳の聖像 1 聖ロケ （彫像）

1 聖フランシスコ（彫像）

1 幼子イエス （彫像）

3 聖ウルスラ （画布）

衣）

聖像用装束 1 聖フランシスコ用上等な 1組 青いダマスコ織のスカ

ウールのケープ ー ト、胴衣、チュニック （プ

ロセシオン用聖母のための）
1 白の刺繍つきサテンのス

カート

1組 サテンのスカー ト、胴
衣、金糸レースの縁飾りつき

マント

1 牽つき被り物

1 木製塗金冠

銀器 聖杯と聖皿 1

香炉 2

ミサ用小瓶 数個

ランプ

燭台 4

高燭台 2

十字架 4

洗礼用水差

聖像用冠

その他 2　盆　 2　大コップ

楽器 オルガン 1 1 （小型）

3 つ揃 い ト

ランペット

3

3 つ揃 いチ

ャルメラ

2 （ファゴット付き）

1

ファゴット 1

小ベルの環 2

小ベル 3

祭服 （カスやラ・ストラ・腕ぱく） 9組
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コマチュエン（Comachu畠n）

教区教会堂 病院礼拝堂

レタプロと

聖像

主祭壇 レタ

プロ

1 聖者不詳89 1 聖母 （画布）

側壁 レタブ

ロ

1 キリスト

1 聖母

1 聖者不詳90
安置場所不 1 聖母（彫像） 1 プロセシオン用聖母 （彫

詳の聖像 1 幼子イエスと聖母

1 聖マテオ （彫像）

2 聖マテオ （画布）
1 被昇天の聖母 （額なしの
画布）

像）

聖像装束 1 絹の飾り紐つき白サテン

のスカート

1 青いタフタン織胴衣と同
じ生地のマント

1 赤い襲つき被り物

1 木製塗金冠

1 プロセシオン用輿
銀器 聖杯と聖皿 1 （木製か？）

香炉

ミサ用小瓶

ランプ 1
燭台

高燭台

十字架 1
洗礼用水差

聖像用冠

その他

楽器 オルガン 1 1 （小型）

3 つ揃い ト

ランペット

3 つ揃いチ

ャルメラ
小ベルの環

小ベル 2
祭服 （カス寸ラ・ストラ・腕ぱく） 4 組

89安置場所不詳の聖像のどれかがここに安置されている可能性もある。
90同上。
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第九章　技術と職人：先住民職人

ある地域に似通った建物がたくさん建設されたことの最も合理的な理由は、それが同じ

職人もしくは職人集団によって建設されたというものであろう。村々の要請に応えて同じ

ような教会堂を建設してまわった職人集団－17世紀のミチョアカン地方にそのような職

人集団が存在したことを明らかにした先行研究は存在せず、現在のところそうした集団に

ついて直接言及する史料は皆無である。本論の最後に、そのような職人集団が存在したの

か、したとすればいかなる性格の集団であったのか、状況証拠を積み重ねつつ妥当な推論

をおこない、その姿をできるだけ具体的に示すことを試みる。

まず、彼らがスペイン人であったのか、それとも先住民であったのかの間嶺である。筆

者は、その職人集団は主として先住民であったと考える。それは、当時、地方の先住民村

落で教会堂の建設に従事した建築職人の状況を考慮して導き出される推論である。そこか

ら出発して、その先住民職人がどのように育成され、どのような経緯からタラスコ地域の

先住民村落で教会堂建設に従事したのかを考えてゆきたい。

第一節　先住民職人の教育

1．教会による教育

（1）修道会

建築、彫刻、絵画の分野で先住民が持っていた伝統的技術の高さと、その下地に助けら

れて、新しい技術の習得に発揮された能力の高さについては、フランシスコ会のモトリニ

ーア、バラデス、サアグン、メンディェ一夕、ドミニコ会のラス・カサス、アダスティン

会のダリハルバなど、どの修道会の年代記作者も異口同音に賛嘆している。例えば、フラ

ンシスコ会のモトリニーアは次のように述べている。

「（先住民の）技能（0丘do＄meCAnicos）は、古来からのものも、新たに習得したものも、

非常に高い水準にある。スペイン人が持ちこんだフランドルやイタリアの見本の中には

すぼらしい傑作が含まれていたが、それらを見た者の中から優れた絵師が誕生した。…

彼らは昔、花や鳥や装飾模様（unalaborcomo血romano）しか描くことができず、人や
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馬を描けば醜くい化け物のようであったが、今ではフランドル（の画家）と同じくらい

巧みにそれらの像を措いている。また、彼らは金箔作りも習得した。スペインから渡来

した金箔師は技を秘匿しようとしたが、インディオたちは作業の一部始終を注視し、ハ

ンマーで打つ回数を数え、型をどのように回すかを観察し、1年もたたないうちに金箔

を作りだしてしまった。‥・銀細工師になるには道具が必要であったが、彼らは石でたた

いて平鉢や皿を打ち出した。しかし、鋳造品においではスペイン人の銀細工師の方が優

れていた…。インディオの鍛治屋・機織・石工・大工・彫刻師もいる、…インディオ職

人の中にはバンドクーリア（ギター状の弦楽器）やビウニラ（別の弦楽器）やハープ…

を制作するものもいる。」「（スペイン人到来以前）非常に優れた石工がいた。‥インデ

ィオの家は非常に粗末であるが、君主や貴族の家は大きく立派である。彼等はそうした

家を手がけると同時に、たくさんの石の偶像を制作していた。スペイン人の石工が到来

してからは、彼らはスペイン人が制作しているものを見ると、なんであれ作ってしまう

ようになった。こうして、彼らがどこかで日にしたローマ風の飾りkom弧OS）や怪獣で

飾られ、大変手の込んだ弓形アーチや斜めアーチ（arcoSeSCarZanOSyterCiadoS）で縁取

られた扉ロや窓のある優美な教会堂やスペイン人の館が作られている…」1

サアダンは先住民の技術力について以下のように評している。

「彼らは技能（0丘ciosmecAnicos）の習得と実践に秀でている。…建築では、スペイン人

と同じ理解力と知識を持ち、遜色なく建物を建てることができる。左官・石工・大工の

仕事においても同様であり、仕立て・靴作り・綿織物・印刷・書記・教師（lectod・会

計・聖歌隊・オルガン演奏■文法・論理学・修辞学・天文学・神学においてもしかりで

ある。われわれは…彼らが有能で、学び、会得し、教える力があること、そして彼らが

習得し実践することのできない技術は存在しないことを知っている。」2

メンディェ一夕も同様の評価を下している。

lConStantinoReyes，』∫由血くわαおと血刀qe即日肋〃切くねJ点画わgI7e刀脇如MるⅩieo，

SEPeINAH，1978，pP．89・109より引用。原典はTbribiodeBenavente，励iozibdbhs
血伽（お肋e摺物虚血と同虎如由由ゐββ肋ゐ血β硯βくねゐ肋e閤ESpa丘a．

2Ibid．原典はBernardinodeSahaがn，月詣ぬzjb卿eZalfねhscagasdbh肋e柑
軸月蝕．
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「教えられたことを摂取するインディオらの知恵と才能は・‥スペイン人を知る以前の

偶像崇拝時代に行っていた手仕事に発揮された精巧さから‥t推して知るべLである。彼

らの中には偉大な石の彫刻家がおり、鉄を持たなかったため、小石と石刀だけを用いて、

石をなんであれ望む形に加工していたのである。現在も見ることができるが、そのすぼ

らしさと珍しさは、わがカステイリアの極めて腕のいい職人が鋼鉄製のハンマ←とつる

はしを用いて制作したものに遜色ない。」8

ドミニコ会では、ラス・カサスが次のように述べている。

「キリスト教の復活の秘蹟とその物語を彼らがいかに完壁に捲くかは驚嘆に値する。と

くに私は、十字架降下の場面で聖母が救世主の体を膝に受ける、いわゆる「第五番目の

苦悩」の描写に、格別の手腕が発揮されているのを幾度も目にしている。彼らの能力で

ほかに優れているのは、大きな壁やレタブロに物語の場面を描くよう依頼されると、事

物の形や図像を拡大して播きつつ、画布やレタプロの寸法にあわせて均整よく配置する

ことで、これは驚きに値する。」4

アダスティン全土グリハルバも次のように記している。

「（アダスティン会は先住民に）当地では未知であった諸々の技能、なかでも村で必要な

職種を学ばせるためメキシコ市へ送り、マエストロの下においた。それで今日ではわが

会が担当する全村で、寄木細工や象巌を制作する大工や刺繍職人が名声を博している。」

5

フランシスコ会

そうした優れた先住民職人を指導育成しつつ、ヌエバ・エスパーニヤ各地で修道院を建

設する上で中心的役割を果たした人材を各修道会は抱えていた。第五章でみたように、先

住民に西欧の様々な技術を教える最初の学校を建設、運営したのは、フランシスコ会士ペ

3Ibid．原典はJer6nimodeMendieta，励iozjkeck戯鮎ぬ血dibDa．

4Ibid．原典はBartobm占delasCa組S，4p吻轡由ぬ蓮如如由M肌鳳紺由．
5Tbid．原典はJuandeGrijaJba，n血血dehoLYkD壷NP励nAgzLStjheLZh2S

pj℃血C由β（わあAbe摺物虚血，anC打8由℃eゐあぶあぶくねeJa血（ねJ謝恩が由。壷

J胱
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ドロ・デ・ガンテであった。彼はメキシコ市のフランシスコ会修道院に先住民のためにサ

ン・ホセ・デ・ロス・ナトウラーレス礼拝堂を建設し、その中に学校を設立して、先住民

に読み書きを教えた。この学校では、ヌエバ・エスパーニヤ全土の教会堂を飾るために絵

画、聖像、レタプロなどの制作技術も教えられた。彼自身もメキシコ市とその周辺に10

0にも及ぶ教会堂を建設したといわれる。また、大工、石工、縫製、製靴、鍛冶ほかの技

術を教え、先住民が職人として生活を切り開く道を与えた6。フランシスコ会のバラデスは

ペドロ・デ・ガンテのこの職業訓練学校の模様を次のように描写している。

「ここでは子供達が丁寧に色を塗り図像や事物を描くことができるよう、絵画を学んで

いる。・‥当初ペドロ・デ・ガンテが自ら、スペイン人の間で使われている諸技術を熱心

に辛抱強く教えたので、彼らはそれらの技術を短期間で易々と習得した。その後は、彼

ら自身が、代償を求めることなく互いに教えあうようになっている。」7

同じくメンデイエータは次のように記している。

「くべドロ・デ・ガンテは）年長の少年達に対して、彼らの親が知ることのなかったス

ペイン渡来の職業と技術を新たに学び、古来よりの技はさらに磨くことを求めた。礼拝

堂の中に、そのために必要ないくつかの部屋と場所を設け、少年たちを収容して、最初

は仕立て・大工・絵師など最も一般的な職種から学ばせた。それから、さらに緻密さを

要する職種へと進ませた。この信仰心篤い修道士が、細心の注意と熱意をもって、当初

からこうした指導をつうじて、学び会得する喜びを知らしめなければ、…彼らは間違い

無く、祖先から受け継いだ知識だけにとどまるか、さもなければ、ずっと後になって、

しかも大変な困難を伴ってスペイン人の職業を習得しなければならなかったであろう。

…こうして彼らは、スペイン人職人が望む以上に、ごく短期間に諸々の職業を身につけ

たのであった。」8

フランシスコ会はこのメキシコ市のサン・ホセ・デ・ロス・ナトウラーレス職業訓練学

校において先住民職人教育を実践しただけでなく、各地に設立された修道院に派遣される

宣教師がもてる技術を先住民に教育した。宣教師の中には高度な建設、工学技術を持つも

6Tbrquemada，OP．Cit．，PP．426－431．

7Reyes，OP．Cit．p．95．原典DiegoⅥllad68，hhm胴．
8Ibid．pp．101・102．原典JeranimodeMendieta，助tozjbechsidsぬ血血Da．

・429・



のも少なくなかった。メンディェ一夕によれば、1524年にヌエバ・エスパ｝ニヤに到

着した最初のフランシスコ会宣教団の長であったマルチイン・デ・バレンシアは、スペイン

でいくつもの修道院の建設に当たった経験を持っていた9。

ヌエバ・エスパーニヤで活躍した最も初期のフランシスコ会士建築家として、フアン・

デ・アラメーダ（FrayJllandeAlameda）が知られている。1529年に渡来したこの修道

士は、ただちに現在のプェブラ州クエホツインゴの修道院建設の指揮にあたったとされて

いる。この修道院は、フランシスコ会がヌエバ・エスパーニヤで建設した最も古い修道院

のひとつで、同会修道院の原形ともなった。教会堂に残る可憐で優美な後期ゴシック様式

の装飾や天井のオジーブヴォールトは、アラメーダがこの様式をヌエバ・エスパーニヤに

もたらした中心的人物のひとりであったことを示している。彼は続く任地トクーラ（1539か

ら）やウアケチューラ（1551頃）でも修道院と教会堂建設にたずさわった10。

工学技術の面で最も驚くべき事業を敢行したのは、1540年スペインから派遣されて

来たフランシスコ・デ・テンプレーケ（恥ayFmnciseode恥mbl叫ue）であった。彼は15

54年か1555年、メキシコ市東北50キロメバルほどのところにあるオトタンバ村のフラ

ンシスコ会修道院長となる。当時この村は飲用に適した水源を持たず、雨水だけに頼って

非常に苦労していた。そこでテンプレーケは直線距離にして5レグア離れたセンポアーラ

村近くのサクアラ村（Zacuala）から涌き水を引くため、全長9レグア余りの上水路の建設を

決意する11。フランシスコ会の年代記作者メンディェ一夕やトルケマーダによると、テンプ

レーケはそのための建築や工学の知識を自分で習得したという。当時オトウンバの先住民

は石工としての腕の良さが評判であった12。彼らの助けを借りて、テンプレーケはこの上水

路を全て石で建設する大事業に取り組んだ。

1558年2月、工事の実態調査を行った官吏に対して、テンプレーケ自身が答えたと

ころによれば、工事はまず、資材の準備に6～7ケ月を費やした後開始された。そして1

558年2月の時点で、建設工事はすでに3年に及んでいた。これは、工事が1554年

の7月か8月に開始されたことを示している。着工前の1553年、上水路完成のあかつ

きに、水をどのように配分するかの協定が、オトウンバとセンポアーラの間で結ばれて、

副王の承認を得ていた13。1558年2月までに、15．000カステリヤーノの金14が工事のた

9Eubleで，dJ甘日加Cか皿皿血朋，pp．120嶋121．

10Jos6RdasGarcidueaas，”FrayJuandeAlameda，arquitectofranciscanodels．XVI，’’

Aム兢ね鹿も壷由由仁α〟紺冴地朗，M占Ⅹico，1947．

11AGI，あぶ血滋，1029，m0．7，1562．

120ctavianoⅥlld由，‘甘rayFranci純Ode恥mblequ．e，’’グ鮎A皿朗滋沼ろVOl．3，m0．2，1946．

13AGI，ゐstmi，1029，nO．7，1562，Sinfoliar．
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めに費やされ、上水路は3．5レグアと200プラサ15完成していた。テンプレーケは、今後1

日300から400人の先住民労働者を投入しても工事完成まであと5～6年はかかる見

こみで、さらに25．000カステリヤーノを上回る費用が必要だと考えていた。そして、テン

プレーケは、オトウンバの先住民は綿花を栽培して紡ぎ、マンタとよばれる布を織って販

売した収益で石灰を購入しているが、村人の負担が過重にならないよう、6年間貢租を免

除する必要があると訴えている。このことから、テンプレーケはおそらく1560年代の

中頃までにこの事業を完成させたと思われる16。タブラーはこの工事を1541年から15

57年のこととしているが、この文書はこれを修正する必要を示している17。

この上水路は20世紀になるまでオトウンバに水を供給しっづけたが、後世の人々を驚

嘆させたのは、それが3つの谷を横断して作られていることである。テンプレーケはその

ために、それぞれの渓谷に46個、13個、67個のアーチで支える水道橋を架けている。

最も深い谷では橋の高さは140フィート（約43㍍）あるといわれる18（軸．29）。上水路

全体ではアーチ数は156備にのぼる19。現在もこの水道橋は崩れることなくそのままの姿

をとどめており、壮大なアーチ列は数キロ先を通る街道からも遠望できる。それは、16

世紀のメキシコで、一人の宣教師が先住民の協力を得て発揮しえた超人的な力を、現在の

我々に実感させる。

ミチョアカン地方で活躍したフランシスコ会士の建築家としては、第三章で述べたよう

に、1590年ころ、ツインツンツアンとサカブのフランシスコ会修道院建設を指揮した

ペドロ・デ・ピいラがあげられる。

アダスティン会

フランシスコ会がミチョアカン地方に先住民職人養成のための特別な機関を運営してい

たという記録はない。ミチョアカン地方でこの仕事に力を傾けたのはアダスティン会の方

であった。アグステイン会は、ティリペェテイオ修道院設立（1537）と同時にここに設けた学

校で、ミチョアカン地方先住民への技術教育に極めて重要な役割を果たした。この学校に

ついて同会の年代記作者バサレンケは以下のように記している。

141カスチリヤーノは金約4．71グラムだから、これは70キログラム相当の金となる

151レグアは4．19キロメートル、1プラサは2バラ、1バラは約0．83mとして、これは約15．3キ

ロメートルに相当する。

16AGI，血g血，1029，nO．7，1562，Sin丑）han
17KublqA叩扇おごか〃笥用地朗，p．121．

18Vald毎qp．cit．，p．225．
19鼠ⅥbleTA叩扇ぬぐ肌闇エロ鑑如月眉，p．121．
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「仕立ての技術は大抵の者が熱心に学んだ。そして、スペイン人風の毛織物の衣服を身

につけるようになった。というのも、それまで通常人々の衣服の原料であった綿はこの

土地では採れず、彼らは綿を購入して織物にしていたため、毛織物をまとう方が良いと

考えるようになったからである。‥．また彼らに大工の技術も教えた。近くに山があり

木材の入手は容易であった。先住民達は巧みに木材を加工し、非常に上等な書物机や、

洗練された木製品を作るようになった。鍛冶の技術にも卓越する者が現れた。というの

も、タラスコ族の能力は一般的に他地域のインディオよりも優れているからである。嘩

画においではスペイン人に及ばないものの、…先住民の染めもの師や画家も生まれた。

彼らが最もその才能を発揮したのは、石工（eanteria）と木組み（組mblaje）の技術におい

てであった。というのは、この2つは教会堂や修道院を建設するために不可欠であった

ため、すでにヌエバ・エスパーニヤに多数いた優秀なスペイン人職人を選んで、先住民

に十分指導させたからである。こうして、非常に優れた先住民職人が輩出し、彼らだけ

で数多くの建物を建設したのであった。このように、ティリペテイオはミチョアカンの

そのほかの先住民村にとってもあらゆる技術の学校であり、そのことが、かえってティ

リペテイオの衰退の原因となった。というのも、職人は他の相へ出て行き、戻って来な

かったからである。」20

16世紀にヌエバ・エスパーニヤで建設された修道院の壁面装飾に最も活用されたのが、

フレスコ画であった。中でもアダスティン会修道院には、マリナルコ、アコルマン、アク

トパン、エバソユカン、メツティトランを初めとして多くの修道院に優れたフレスコ画が

たくさん描かれた。ヴォールト架構された石の天井には、木製格天井を摸した絵が描かれ

た。聖堂や回廊の壁面には草花や天使やがからみあうグロテスク模様の帯状装飾が描かれ

た。先住民が最もよく目にする屋外礼拝堂には、教育的目的で修道会の指導的人々の系統

樹や創設者の生涯、最後の審判や天国と地獄の場面などが描かれた。回廊や階段、食堂な

どの壁にもフレスコ画が描かれるのが常であった。こうした壁画の多くを括いたのも、修

道士のもとで教育を受けた先住民絵師であった。先住民絵師の関与を示す格好の例として、

例えばオトウンバのフランシスコ会修道院に描かれたキリスト礫刑図に、先スペイン期の

絵文書で人が話をしていることを示すために用いられた「吹き出し」の印が書き込まれて

いること（軸．39）、イシュミキルパンのアダスティン会修道院教会堂に先スペイン期の戦士

20Basalenqlle，Op．Cit．，pp．68，69．
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の姿が描かれていることなどをあげることができる（軸．40）。しかしながら、先スペイン期

の図像の影響が全く残存せず、スペイン人絵師の作品と区別できない作品も数多く残され

た。そうした絵を描く優れた先住民絵師として名前を特定できる人物に、グアダルーペの

聖母像を描いたといわれるマルコス・シパック・デ・アキノ（MareosCかC血Aquino）とテ

カマチヤルコのフランシスコ会修道院教会堂聖歌隊席下に、1562年、鮮やかなトルコ

ブルーを背景に用いて、アマテ紙（植物の皮の繊維から作った紙）に旧約・新約聖書の諸場

面を描いたフアン・ヘルソン（JuanGersddがある（軸．43）21。ティリペテイオの修道院で育

成された先住民画家もフレスコ画を描いたと考えられるが、現存するミチョアやン地方の

フランシスコ会・アダスティン会に残るフレスコ画の作者が先住民なのか否かを断定する

手がかりは今のところない。

アグステイン会の宣教師の中にも著名な建築家が存在した。なかでもミチョアカン地方

で16世紀後半アグステイン会の多くの修道院建設にかかわり、後にミチョアカン司教に

任命される（1572）ディエゴ・デ・チヤべスが名高い。スペイン、バダホスに生まれたこの人

物は幼少のころヌエバ・エスパーニヤに渡来してメキシコ市でアダスティン会に入り（1535）、

1537年からティリペテイオの修道院で宣教に当たった22。クプラーは若き修道士デイエ

ゴ・デ・チヤべスは、ティリペテイオの修道院の学校に招かれたヨーロッパ人の職人から、

先住民と一緒に指導を受けたのではないかと推測している23。

アダスティン会はティリペテイオの学校での教育と、修道院建設現場での実践によって、

バサレンケが書き記したとおり、すぐれた先住民職人を短期間に数多く育て、ミチョアカ

ンのみならず、当時ミチョアカン地方の北西部へ急速に拡大していたスペイン支配地域で

の、聖堂やスペイン人都市建設に要する職人の大きな需要に応えたと考えられる。アグス

テイン会がミチョアカン地方で建設した修道院のひとつ、クイツェオ修道院付属教会堂の

華麗なプラテレスコ様式の正面入り口には、先住民の名と思われる製作者の名前が刻まれ

ている。

第三章でみたように、ミチョアカン地方の修道院建設は、アダスティン会が1550年

代から60年代に一気に行い、フランシスコ会は1550年代から石造りのものに建て替

え始め、1576年の疫病大流行が終息した後完成していった。第七草でみたように、先

住民村の修道院は、修道士の指導・監督の下、主邑・属邑の先住民が労役を分担して建設さ

2lSantiagoSebastiAnL6pez，Lmnpgm励ejbmok＊duazieDOVOA卸BBqM6Ⅹico，
A2：abache，1992，pP．19・25．

22Ysas8y；OP．Cit．，P．95．

23Kubl叩A叩け壷ごね躇理由朋，p．121．
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れた。こうした労役の中でも先住民がある程度の西欧建築技術を習得する機会を得たと推

測される。

（2）初代司教キロガ

ミチョアカン初代司教パスコ・デ・キロガの人となりと病院村の運営については第五章

と第八章ですでに説明した。1538年司教となってミチョアカンへ着任したキロガは、

先住民の生活の安定と向上のため実用的技術教育にも大きな関心をよせ、各先住民村にそ

れぞれ固有の技能を教えて自立的生計の道を与えた。キロガはミチョアカン地方で「大工、

靴職、陶芸、馬具職、鎧・甲南制作などに従事する村を育成した。土地が耕作に適した場

所では、スペインのパン作りを教え、村々のためのパン屋を始めさせた。こうして、各村

が競合することなく、共同で有益な市を営み、取引を行って生活を向上させるよう取り計

らった。」24と言われている。

司教座都市としてキロガが設立したパックアロには司教の命で四万人以上の先住民とい

くらかのスペイン人が居住することとなったが、イサシによればキロガはここでも「あら

ゆる技能のマエストロ（maestrosdetodosloso丘ciosmeca．nicos）をこの街に呼び寄せ、彼ら

を地区ごとに割り当て、その地区の住民全員がその技能を習得するようにした。もし他の

職業に向いている者があれば、他の地区へ移り住んで（その地区に割り当てられた仕事を

学び）、全員が手に職を持ち、街の外へ働きにでなくても生計がたてられるようにした。ま

た、大勢の者をメキシコ市とメキシコ市近郊のサンタ・フェ病院村へ送り、技術を習得さ

せるとともに、聖歌やそのほかの賞賛に値する生業を習得させた。」25のであった。

1541年頃からキロガはパックアロに野心的な大聖堂の建設を始めるが、ラミレス・

モンテスは、工事の初期には、先住民のゴべルナドール、ドン・ペドロが自分の下に統率し

ていた先住民石工を提供し、キロガ自身が指導して工事が進められたと推測している26。1

545年頃にはスペイン人建築家トリビオ・デ・アルカラスがキロガの信任を得て大聖堂

工事の棟梁となる27。先住民の労働内容は、イスタパ村から石と石灰を運んでくること、パ

ックアロ市西2レグアの山中にある看切場で石を切りだし、聖堂の敷地まで運ぶこと、石

の表面を整えて積石用の石材を作ること、さらに腕のある者や専門の石工の仕事は、棟梁

24Villa昏e点orySancbeちJ．，7加点由りAm血刀qpp．452；鮎p以vedayH．，Op．Cit．，p．71．よ
り引用。

25Y忌aSS沸Op．Cit．pp．85・94．

26RamireヱMontes，上皮仁者由血ノ（お俺ぷ〟（ね¢画，p．74．

27Ibid．，pP．137－138．AGI，AudjbBCiム（お伽，96，S／L
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から渡される図面に従って石を磨いたり彫ったりすることであった28。1552年の勅令に

より、大聖堂建設費の3分の1を先住民がレパルティミエントによって負担することが定

められていた。1555年当時パックアロ大聖堂建設へレパルティミエントを提供してい

た村は、パックアロ湖畔、シエラとその北部、ティエラ・カリエンテにとどまらず、ミチ

ョアカン州ほぼ全域に渡る広範囲が含まれており（中にはパックアロから15ないし20

レグアも離れた村がある）、人数にすると、パックアロ市と湖水地区からの20名を含む総

勢198名の先住民が毎日（1週間交代で）労働にあたった29。大聖堂建設へのこのような

先住民労働が苛酷であるとして、フランシスコ会は度々告発を行っている30、がその批判の

底には修道会の力を削ごうとしていたキロガに対する、フランシスコ会の敵意があること

を想起しなければならないであろう。

キロガのパックアロ市内での職人養成の努力は確実に実を結んだ。1581年に作成さ

れたパックアロ市の『地誌報告』には「この街の先住民は、あるものは商人や取引業者、

またあるものは、鍛治屋、鍋つくり、鐘つくり、槻軽かんな工転げnerO）、彫刻師などの一

流の職人である。特に多いのが絵師と羽毛細工師である。彼らは裕福で、美味なものを好

んで求め、慈悲心に厚い人々で、メキシコの民（losmexieanosメキシコ中央部のメシーカ

族をさす）より哀れみ深い。彼らの中には、あらゆる種類の音楽を奏でるたくさんの楽士

と歌い手もいる。」と記されている31。

2．労役の中での技能育成

（1）スペイン人都市の建設

修道院やパックアロ大聖堂の建設以外にも、先住民はさまざまな西欧建築建設のための

労役を負担した。まずはパックアロ市自体の街づくりである。彼らは、第六章で見た司教

28RamirezMontes，ム8毘ぬめ協Jくね1抱β¢0血¢血柳，p．81．

29Ibid．，pp．142－143；AGI，血βよね由，155，鈷1乱29V．・30．

約1553年、フランシスコ会士総監督（eomisario酢neraDフランシスコ・デ・メナは国
王へ向けて、先住民達はこのような五つも身廊をもつ聖堂を必要としていないので先住民
の聖堂建設の労役や司教キロガへの個人的な労働奉仕をやめさせるべきだと進言している。

RamirezMontes，La躇tedhldb梅郷dbQu血郡，P．83．また1563年には、同じくフ
ランシスコ会士マトウリノ・ヒルベルティが、キロガの企てる巨大な大聖堂の無謀な建設

計画を痛烈に批判する覚書を残している。RamirezMontes，エβ毘由血J（お俺β〝（ね

¢血聯，pp．166－169；AGNM，血卯血掠れvol．43，eXp．7，払1．202．
31Acuaakditot），OP．Cit．，pP．202．
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館、サン・ニコラス学院、暫定的大聖堂などの建設のほかに、上水路や水番場の建設32やス

ペイン人官吏や主だった者の館33などの建設にもあたった。1541年5月18日スペイン

人都市バリヤドリッド市が設立され、翌々日には街区の線引きと宅地の配分が行われるが、

これ以降はバリヤドリッドへの労役負担も加わる34。

（2）エンコメンデーロへの労働提供

エンコメンデーロも、さまざまな機会に自分のエンコミエンダの先住民を宗教建築の建

設に提供した。例えば、アダスティン会がミチョアカン布教の本拠地としたティリペテイ

オの修道院と教会堂は、この村をエンコミニンダとして拝領していたペドロ・デ・アルバ

ラードの協力で建設されたとされているが、それは彼がェンコミエンダの先住民を労働力

として建設に投入したことを意味している35。第三章で扱ったウルアパンのエンコメンデー

ロ、フランシスコ・デ・どリェーガス（父）とペドロ・デ・どリェーガスも、ウルアパンのフ

ランシスコ会修道院建設のために、自分のエンコミニンダから先住民を労働力として提供

したと考えられる。

ミチョアカン地方屈指のエンコメンデーロ、フアン・インフアンテは、この地方でフラ

ンシスコ会を援助した最大の後援者のひとりでもあった。フアン・インフアンテは、先述

のどリェーガス家と同様、エンコメンデーロに義務づけられていた先住民のキリスト教化

をフランシスコ会に委任した。このため第七草で見たように、自分のエンコミニンダ内の

ポマクアラン、プルハクアロ、ナランハ、サカブ、チェランの各村に建てられた同会の小

修道院の経費を全て負担したばかりでなく、ミチョアカン地方のフランシスコ会の中心的

修道院5ヶ所（ツインツンツァン、パックアロ、タレクアト、ウルアパン、バリヤドリッ

32RamirezMontes，La朗te血ノゐ俺scodequ滋聯，PP．138・139，KrausCollection，Doc．
140（1），S／£，a最01551；AGI，血β舷由，173，8丑，1552．
331545年パックアロ大聖堂ならびにパックアロ市の全建設工事の監督責任者に任命さ

れたトリビオ・デ・ア／レカラスも、報酬の一部として、先住民の負担で自分の館を建設す

る許可をパックアロ市の先住民カビルドから得ている。RamirezMontes，エβ毘お血ノゐ

1抱β〝（お¢び滋聯，p．138；AGI，A打肋C由虚血，96，8／£
34記録に残る最初の例として、1543年2月14日副王は、東はアカンパロから酉はクア

ナホまでの23相に、バリヤドリッド市にスペイン人のための館や必要な建物を建設する
ためのレパルティミニントに人員を出すよう、王室の地方長官コレヒドールと各村のカシ

ーケならびに村長に命じている。その後も1549年、1550年、1554年、1580年ほかの日

付で、バリヤドリッド市民から副王へ宛てた先住民労役提供要請や、それに対する副王の

便宜提供に関する指示書が残されている。Lemoine，“Documentos，”pp．54・55，etC．

36Lemoine，“Documentos，”pp．47－49；FrayMatiasdeEscobalちAmehnaTheba元由

（1729），M6xico，BalsalEditores，1970，PP．73・74．
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ド）の全てに多大な財政援助をした36。さらに、1553年には、それまで粗末なアドベ造

りであったバリヤドリッド市（当時はグアヤンガレオと呼ばれていた）の修道院を石造り

に建て替えるための工費を全額負担することを約束していがT。そのために、当時まだフア

ン・インフアンテのエンコミエンダの一部であった「湖水地区」の先住民をこの修道院建

設にレパルティミエントとして投入し、その貸金を彼個人が支払うつもりであった。そし

てその年、バリヤドリッドの修道院建設に従事している期間は、「湖水地区」の先住民を、

他所でのレパルティミエントへ割り当ててはならないという副王令を得ている。この修道

院では、それ以前から湖水地区の先住民が一定の報酬と引き換えに自発的に労働を提供し

て工事が行われていたが、この労働提供を阻止しようとする者があったため、フランシス

コ会は1552年11月にも、いかなる者もグアヤンガレオ（バリヤドリッド）のフラン

シスコ会修道院建設のために湖水地区の先住民が適正な報酬と自らの意思で労働を提供す

ることを妨げてはならないという副王令を獲得していた38。

修道院建設に加えて、ミチョアカン地方有数のこの大エンコメンデーロは、自分の館の

建造にも先住民を投入したことであろう。当初からメキシコ市に所有していた館に加えて39、

フアン・インフアンチがバリヤドリッド市に構えた邸宅は、市の主だった者が集う場であ

り、ミチョアカン地方を訪れるスペイン人達のよりどころでもあった40。そして彼が通常居

住していたのは、自分のエンコミエンダである「コマンハ」に隣接するサン・フアン農場

の館であった41。

こうした数々の建物の建設に当たらせるため、フアン・インフアンテが自由に動かせる

先住民職人集団を持っていたと考えることは可能であろう。そのような職人集団は、必ず

しもインフアンテ家のお抱えである必要はなく、エンコミニンダの村内に、そういう仕事

を得意とする集団がいるだけでよかったのである。エンコメンデーロはそれを当初は貢租

の一部として自由裁量で、賞楓として先住民労役を調達することが禁止されてからは、植

36Paredes，etal，肋oacdzZeDelj廃血XV7；p．67；AGI，eJbs血ぬ，203，血1．4vL；AGI，
あぶとぬ由，203，m0．2，1554，pieZa2，払1．33vL

37Pared朗，etal．，血oa血色かd皮なあ∬呵p．383．；AGI．血β止血，203，nO．2，1554，

pleZa2，払1．8bis．
38Paredes（editor），YbwmI壷t0．．．，PP．130，136．原典卸aLMs．1121，fols．198Ⅵ・199．
a点01553；4卿α豆Ms．1121，鈷1．164Ⅵ，a負01552．湖水地区の先住民は本来主邑であるパ
ックアロ市への労働に充てられるべきもので、これをグアヤンガレオのフランシスコ会修

道院へ向けることは司教キロガにとって許しがたいことであったと推測される。そこで、
この副王令が対象としているのはミチョアカン司教派の者達であったと考えられる。

39AGI，血SAn，203，nO．2，1554，Pie2：a2，fo1．21Ⅵbis．

40Ibidり払1．7vこbis．

41Ibid．，鈷1．20bis．
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民地官吏を抱きこんで、レパルティミニント制の下で多少の貸金を負担して、やはり必要

な時思いのままの場所で建設作業に従事させることができたからである。

それを裏づける事実として、フアン・インフアンチが「シニラ」に与えられていたエン

コミニンダの主邑ポマクアランとセビナには、1554年当時たくさんの鍛治屋、石工、

大工をなりわいとする先住民職人がいたという証言が残されている42。大エンコメンデーロ

が、先住民へのキリスト教布教というエンコメンデーロとしての義務を果たすために修道

院の建設を援助し、自分の農場を拡張し、かつスペイン人都市で有力者としての体面を保

ち期待される役割を果たすために、自分のエンコミエンダ内に先住民の職人集団をもつこ

とが大きなメリットであったことは確かである。

とはいうものの、エンコメンデーロがどのように職人集団を育成したかは定かでない。

アダスティン会のティリペテイオ修道院で養成された者や、フランシスコ会やキロガが育

成した者達を利用した可能性もある。あるいは自前で養成したかもしれない。第三章で推

測したように、どリェーガス家では、自分のエンコミエンダであるウルアパンとシロスト

に修道院や教会堂を建設するために、メキシコ中央部から先住民の石工を連れてきた可能

性がある。このように、技術者の招致という形でエンコメンデーロも先住民職人の育成に

直接関与した可能性も否定できない。インフアンテ家のエンコミニンダの村落が革なめし

と革製品の製造に特化していたことを考えると、この仕事も含めて、インフアンテ家が必

要とする諸技術を積極的に指導したという推測も十分成り立つ。

第二節　ギルド制と先住民職人

1．ギルド制

征服の直後からスペイン人職人は新天地へ渡っていった。特定の建物を建設するため、

王命によって短期間派遣される者から、植民地高官の就任に随行する者、兵卒やもぐりの

渡航者として渡ったものなど、その技能のレベルも渡航の方法もさまざまであった。ヌエ

バ・エスパーニヤに渡来した建築家として名前がわかっている最初の人物が、スペインの

リベラ出身のアロンソ・ガルシア・ブラボ（AlonsoGarciaBravo）である。この人物はメキ

42Ibidリ払1．19vこbis．
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シコ市の都市計画を作成したことで名高い超。本格的な建築家としてミチョアカン地方に最

初に足を踏み入れた建築家トリビオ・デ・アルカラス（Tbribiode剤．caraZ）は、1545年頃、

パックアロの大聖堂建設とパックアロ市の建設工事全体を統括する棟梁として、市の・先住

民カビルドと契約を結んでいるが、彼も在俗の建築家としてヌエバ・エスパーニヤで働い

たことがわかっている最も早い例の叫人である44。16世紀のヌエバ・エスパーニヤで最大

の名声を博したのは、クラヴディオ・デ・アルシニエガ（Cl狐diodeAminiega）とフランシ

スコ・ベセラ伊raneiseo Beeerra）であった。アルシニエガは、1554年ころヌエバ・エ

スパーニヤへ渡り、1559年、カルロス5世のためにメキシコ市に「皇帝墳墓」什dmulo

imperial）を制作した。同市で副王ルイス・デ・ベラスコによって「メキシコ市建築総棟梁」

（maestromayordelasめrasdeMexico）に任命され、メキシコ市大聖堂を含む、建築事業

全ての監督をまかされた。当時、ルネッサンス古典様式を熟知したアルシニエガの技量は

非常に高く評価されており、彼はその後幾度もこの職に任命された。1560年には、副

王の命でパックアロ大聖堂建設工事の進捗状況の調査も行っている46。フランシスコ・べセ

ラは、スペインで古典様式の建築を学んだ後ヌエバ・エスパーニヤへ痩り、1573年か

ら1580年の間にプェブラ市大聖堂の設計を行い、同市のアダスティン会、フランシス

コ会、ドミニコ会の修道院やメキシコ市他の複数の教会堂建設にも関与したと考えられて

いる。ベセラはその後ペルーへ渡り、リマやクスコの大聖堂建設にかかわる46。

どうしても現地で仕事をしなければならない建築家に比べ、画家や彫刻家は自身で渡来

しなくても、その作品を植民地へ届けることができた。事実、スペイン黄金時代の超】一流

といわれた画家スルバラン、ムリーリョなどの工房をはじめとして、彫刻家ホルへ・フェ

ルナンデス、フアン・マルティネス・モンタニェス、ペドロ・メーナ、アロンソ・カーノ、

ペドロ・ロルダンなどの工房に帰される作品が、多数植民地に持ちこまれた。ヌエバ・エ

スパーニヤへ最初に渡った画家の一人と考えられているクリストーパル・デ・ケサダ

（ChstdbaldeQuesada）は、1538年にはメキシコ市に居住していた。16世紀の半ばか

らは、アンドレス・デ・ラ・コンチヤ（An血毎delaConchaメキシコ渡来1567年）や三代

目ヌエバ・エスパーニヤ副王に随行して渡来した（1566）シモン・ペレインス（Simdn

43Manuel％ussaint（introduccian），血加点CjdLZdbmdtiiagY脚承血相とおAhLt即

偽ヱ℃怨風Ⅵyqa血元危曾Ue出切劇夕血αぴあ♂ゐ伽，MるⅩieo，Instit雨ode

InvestigacionesEst6ticas，UM朗，1956，PP．9・12．
44RamirezMontes，La躇te血Jdb俺βのdbq画，PP．137－138，150－159．
45ManuelTbussaint，C抜udh（ねAminjbga，BZquiteciodbh肋eT7GB5Pa励，M占Ⅹieo，

UNAM，1981，pp．7・11．
亜Kubler；A叩日加ど血相皿血朗，pp．118，126・127．
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Pereyns）など、スペインで名声を得た画家も植民地へ赴くようになり、植民地絵画に大き

な影響を与えた47。

西欧世界で都市職人の活動を規定していた職能集団ギルド（gremio）は、新大陸でスペイン

人都市が誕生しスペイン人職人の数が増加するに伴い、16世紀の早い時期から導入され

た。周知のように、中世以来スペイン各都市は地域的特権である都市特権（Fueros

Municipales）を享受していた。ギルドは、都市において各職業を独占的に運営する特権を与

えられた職能集団で、その根拠はやはり都市特権にあった。ギルドは、16世紀までに、

それぞれの職種がマエストロ（棟梁）の資格や営業についての規約ならびに既得の諸特権

を成文化し、カビルドの承認を得て運用するようになっていた。そして16世紀には、都

市特権とギルド規約の内容を『都市規定』としてひとつに集大成したものが印刷されるよ

うになる。

1527年に初版が発行されたセビリア市の『セビリア市規定』はその代表的なもので

ある。この規定では、全ページ数の半分以上を各職業のギルド規約が占めている48。『セビ

リア市規定』と同じ頃、グラナダでも同様の構成をもつ『グラナダ市規定』が印刷されて

いる49。新大陸に渡った大工、石工、左官などの建築職人の約75％がアンダルシア出身で

あったといわれ50、セビリア市やグラナダ市のギルドは新大陸に渡る職人の最大の供給源で

あった。一定の試験に合格した者にギルドが発行するマエストロやオフイシァル（正規職

人）の免許証は、全スペイン帝国簡内で有効であった。

新大陸のギルドでも、棟梁マエストロ（maestm）を頂点とし、正規職人オフイシァル

（0鮎ial）と徒弟（aprendiカの3段階からなる厳格な階梯制が貫かれていた。1920年フ

ランシスコ・デル㌧バリオ・ロレンソットによって出版された『ヌエバ・エスパーニヤ、

ギルド規約』は、16世紀から18世紀の間にメキシコ市が発行し副王が承認した、職業

別ギルド規約を集大成したものであるが、これによってメキシコ市を中心としたヌエバ・

エスパーニヤのギルドの概要を知ることができる。それによれば、マエストロ、オフイシ

47Tbussaint，AziecokuZi揖pp．77・78；GuillermoTbvardeTbresa，肋adtmiioeB
物a虎由由sy躇ta晦M6Xico，SecretariadeAsentamientosHumanosyObras
P丘blieas，1982，pp．110・111，114・132．

48これは、副題に「カトリック両王の命により作成された、セビリアとその領土の公共に
利する良き政治と穏当な統治のための、新旧全ての法律と規定、ならびに国王発布の証書

と許可書」と付されている。d血8月2昂ぶ壷農地，Edici8m払esimildela畠地点月gag（お

鹿viLh2enSuedici6nde1632，Sevilla，1975，P．Xi．
49α血段かgag（お血αぴあd（ね伽朗（ね，βなあgm昭BiもlioteeaNacional（k
Espa丘a，Signatllra3／161319．

50RambnGuti6rrez，“Notassobrelaorganizaci6nprofesionaldelaarquitecturaen

Espaaa，Am6ricayEIRiodelaPlata（siglosmalXIX），”BCIHE，nO．21，1975，p．150．
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アル、徒弟からなる階梯を登るためには、必ず（通常9歳前後の年齢で）徒弟としてマエ

ストロのもとに奉公に上がり、通常2年から6年（これは職種や修行開始年齢・本人の能

力などによって異なったが）の奉公の後にオフイシァルとなることができた。徒弟関係は

契約によって結ばれ、無給で働く修行期間中、マエストロは徒弟に技能を伝授するだけで

なく、衣食住と病気の介護などの必要な援助を行う義務があった。オフイシァルになると

仕事に対する報酬を得ることができ、望めばほかのマエストロの下で働くことができた。

さらに腕を磨き、規約の定める条件を満たし技能試験に合格して初めてマエストロとなり、

自分の店を持つことができた。しかし現実には、そのために多額の費用がかかる上、マエ

ストロ職の世襲化も進んで、徒弟からマエストロまで上りつめるのは容易なことではなか

った。マエストロの有力者はギルド内の役職（組合長alealdeもしくはalar胞や査察官

veedorなど）を務め、職人集団の管理にあたると同時に、市政の山端も担った。ギルドは

市の祭礼や祭典でも経費の負担から実施まで、重要な役割を果たした。各職業のギルドは、

その職業を司る守護聖人の祭礼のために、それぞれ独自のコプラディーアを組織した。ギ

ルド規約は、マエストロに昇格するための条件のほかに、使用する材料の質・入手法・道

具、役職者とその選出法、出店許可取得条件、製品規格、請け負える仕事の範囲、違反に

対する罰則等々を定めていた51。ヌエバ・エスパーニヤでは、ギルド制は16世紀から18

世紀前半まで繁栄し、ほとんど全ての職種がギルドをつくっていたと言われる。その数は

一時200を超えたが、18世紀末にはわずか50程に減った。ペルー副王領首都リマ市

5lFraneiSeOdelBarrioLorenzot，（力血β月g冴β壷卵戯血壷烏肋e摺物威励，M岳Ⅹico，
SecretariadeGdbernaci6n，1920，PP．80・89．MartaFernandezGarcia，AMuliectumy
gp加わ即血血慮るあざ戯虐甜お皿卑印脚とわあ伽血d（お勧M占Ⅹico，UNAM，1985，
pp．25・26．このほかに、メキシコならびに新大陸のギルド制を扱った論考がいくつか存在す
る。例えば1954年、マヌエル・カレラ・スタンパが植民地期メキシコのギルド制の仕
組みの全容、すなわち階梯制の実態、ギルド内コフラデイーアの性格、団体の運営法、就

業・販売規定、財政状態、人種規定、時間的変貌などについて明らかにすることを試みると

ともに、バリオ・ロレンソットの著作には収録されていない職種の規約を発掘し追加して

いる。Manu．elCarreraStampa，ム0gg柁皿あぶ皿e血刀が．ムβ叩刀血血卯皿血Je刀

肋e閤伽a励1521・1861，M6Xico，Edici6nyDiStribuci6nIberoAmericanade
Pdblieaeiones，1954．ラモン・グティエレスはスペインとアメリカ大陸における植民地期の

建築や芸術にかかわるギルド制について論考を著わしている。Guti6rre2；，‘‘Notassobrela

Organi21aCi6nprofesional，”pp．137・165；Ram6nGuti6rre21，助tzLZneMZLkzzmyaJ鹿β

は肋ge〟乃e〝虐皿ぬ，J抑イ彪現Madrid，EdicionesC如edra，1995，pp．25・44．また、新
大陸のギルド制を宗教的機能の側面から考察した研究も存在する。例えば、BeatrizSu負e

Blanco，“ReligiosidadpopularenAndalllCiayAm6rica（sigloXmI），”enAndkluciby

Amdi元治eBel廃血Xm仏ctasdelasIIIjornadasdeAndaluciayAm6rica），Sevilla，
EscueladeEstudiosHispano・AmericanosdeSeviua，1985，pp．163・186．
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のギルド規約の叫部も出版されている52。メキシコ市で宗教建築（聖堂・レタブロ・聖像・聖

画・祭具など）に係った職業のギルドを、副王が承認した年が早い順にあげると以下のよ

うになる。

塗金師ならびに絵師のギルド（doradoresypintores，1557）

銀細工師のギルド（plateros，1563）

大工・彫物師・木組み師・ビオラ師のギルド（ca叩interos，entalladores，

ensambladores，Violeros，1568）

大工のギルド（ea叩interos1575）

材木商のギルド（madera，1576）

彫物師・彫刻師のギルド（entalladoresyescultores，1589）

塵塵肺のギルドαorneros，1597）

左官のギルド（alba丘iles1599）

金箔師のギルド払ati．bくねsdepanesdeom，1599）

鍛治屋のギルド（be汀erOS，1636）

ヌエバ■エスパーニヤで、メキシコ市以外の都市が独自のギルド規約を制定していたか

どうかについては、現在のところ多くはわかっていない。ヌエバ・エスパーニヤ第二の都

市プエプラでは、いくつかの職種がメキシコ市の規約に準じて営業を行っていたことがわ

かっていが3。同じように、大半の地方都市では正規の手続きを踏んで独自のギルド規約を

制定することのないまま、スペインやアメリカ大陸の主要都市のギルド規約を適用しつつ、

職人集団の営業を統括していたと考えられる。たとえ地方都市がギルド規約を持ち独自に

マエストロの認定を行ったとしても、その免許証はメキシコ市などの大都市では必ずしも

通用しなかった。メキシコ市のチヤピン（コルク底の女性用高靴）造りのギルド規約（1596）

には、メキシコ市かその他の王国の首都（cabezadereyno）以外でマエストロ試験を受けたも

のにメキシコ市で店を持つことを禁じている銅。ミチョアカン地方の中心的スペイン人都市

バリヤドリッドの場合、1563年当時独自の職業別ギルド規約をもっていなかった。そ

52FraneiscoQuirozCb．ueeayGerardoQ血rozChueca，ム慶ぶα血点月見紺くねg躇皿あざゐ

ム血点在gI7澗切Lima，ARTESdi馳鮎gr組eo，1986．
53AGNM，0血aDBa昂VOl．1，eXP．118，fo1．118，Fecha，diciembre2de1605，“Paraquese

guardeenlaCiudaddePueblalaordenanzaaqullnSerta，qllehizoelcabildodela
CiudaddeM6Ⅹico，SObreelo丘ciodecarpinterosytorneros．Marqu由deMontesclaros．’’；

Guti如reち飽ね摺，脚比肋打冴ア皮血浸出お昂p．27．

54Barrio，Op．Cit．p．98．
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のため、この年に作成されたバリヤドリッド市初の『都市規定』の中で、市内で営業する

職人はカビルドに出頭して他所の都市のギルドが発行した免許証（titulo）を提示し、検閲を

受けて、バリヤドリッド市での営業許可を取得しなければならないと定めている55。これは、

当時のバリヤドリッド市で横行していた目にあまる悪質な営業を取り締まるための措置で

あった56。

2．ギルド制と人種

こうした新大陸のギルド制の中で先住民や黒人、混血者など、非白人はいかなる扱いを

受けたのであろうか。

人種に関する規定のスペインでの前例が、アンダルシア地方の2都市セビリアとグラナ

ダの『都市規定』に見られる。例えば、セビリアの大工ギルドは、黒人と奴隷がオフイシ

ァルとして働くことは認めていたが、マエストロ試験を受けることも、市の大工街に店を

出すことも禁じていた57。左官ギルドは、モリスコ（イスラム教からキリスト教への改宗者

叫　が試験官（alari鮎examinadores）になることを禁じていた59。イベリア半島最後のイス

ラム王国であったグラナダで1528年に作成された大工ギルド規約には、モリスコを役

職から排除する規定は存在せず、旧キリスト教徒と新キリスト教徒（イスラム教やユダヤ

教からの改宗者）が役職を平等に分けた60。左官ギルドも同様であった61。1492年カト

リック両王の支配下に入っても人口の大半をイスラム教徒が占めたこの街で、イスラム職

人の存在を排除することは難しかったからであろう。キリスト教への改宗を条件に全面的

にギルド内での権利を認めていたのである。

イスラム教徒に代わって、先住民と共存することとなるヌエバ・エスパーニヤのギルド

規約でも、人種規定は職種の実情によりさまざまに定められていた。ただし、一貫してい

るのは、クリオーリョを含むスペイン人優先の原則で、排除の対象は先住民・メステイソ・

55Lemoine，拍励め相似由4508血S，PP．143・148．
56Ibid．例えば仕立て屋や靴屋では、腕の悪さは言わずもがな、客が渡した布地や材料を受
け取ったまま逃げ去る悪質なケ｝スも横行していた。

57地点月朗β（お励y五由，払1．148
58時にレコンキスタ以降イスラム教からキリスト教に改宗してスペインに残ったモーロ人。
59Ibid．，鈷1．151．
60毎年マエストロ試験合格者の中から、組合長（alar脆S）と試験官毎Ⅹaminadores）の候補者

計8人を選出したが、その半分は旧キリスト教徒、残りの半分は新キリスト教徒とすると

定めている。この8人の候補者から市が同じ比率で組合長と試験官となる4人を指名した。
地点刀2援β血血αぴあかお伽月度ぬ，払1．174Ⅵ
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黒人・ムラトらであった。排除の程度としては、これらの人種の一部、もしくは全てを徒弟

とすることさえ禁じる場合から、マエストロや査察官毎eedor）となることのみを禁じる場合

までさまざまであった62。しかしながら、大半の職種で労働力としての非白人の存在は不可

欠で、彼らをギルドから排除することは難しかった。そのため、ギルドの諸特権の受益者

をスペイン人に限った上で、非白人がそのもとで働くことを認める条項が多くみられる。

メキシコ市のギルド規約からいくつか例をあげれば、1574年の蝋・ロウソク製造業規

約では、いかなる者もギルドの技能試験に合格したスペイン人オフイシァルとでなければ

店やコンパニーア（会社）を持つことも蝋や獣脂を販売することもできないとしている¢3。

1599年の金箔師ギルド規約は、「インディオ、メステイソ、黒人、ムラトには技能試験

をしてはならない…しかし彼らがマエストロの店で平職人bbreros）として働くことは許さ

れる」と定めている朗。1605年の染物屋（losapren組dores）ギルド規約は、「インディオ、

メステイソ、黒人、ムラトに技能試験をしてはならない。…しかしメステイソがオフイシ

ァルとして働くために修行することは許される。また、マエストロが所有する黒人奴隷は

主人の店で働くことができる。ほかのマエストロに売られた場合もそのもとで働くことが

できる」としている65。植民地期が下るにつれて、非白人のなかでも特に黒人とムラトを排

除する規定の明文化傾向が見られた。1677年の陶工ギルド規約は、「技能試験を受験で

きるのはスペイン人かメステイソである。黒人とムラトは受験できないが、技能試験に合

格しているマエストロのもとで修行した場合、オフイシァルとして働くことができる」と

し、1757年の綿製造業（algodoneros）ギルドは、「スペイン人、インディオ、メステイソ

ではない、黒人やムラトを徒弟としてはならない」と定めている。1756年の食料雑貨

店（tenderosdepulperia）ギルドは、「12人のディブタード（代表）を設け、6人は最も古

参の者が務め、6人は選挙で選出する。…スペイン人かインディオかメステイソかカステ

イソ（メステイソと白人の混血）であること。読み書きができる必要はなく、任期は3年。

…今後黒人、ムラト、黒人系の混血者（decolorquebrado）は店をもつこともそれを管理する

こともしてはならないが、スペイン人、インディオ、メステイソ、カステイソの男女は文

61Ibid．，払1．186．
621681年の陶工（loSloceroS）ギルド規約は非白人の受容をぎりぎりまで認めた例といえ

る。先住民、黒人、ムラト、チノ（混血者）に対して、査察官毎eedores）だけを除いてマエ

ストロとなることも認めている。Carrera，Op．eit．，pp．227・228．
朗Barrio，Op．Cit．，p，158．

64Ibid．p．146．

65Ibid．，pp．79；Carrera，pp．223・224．
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字が読めなくともこれを行うことができる」と定めている66。とはいうものの、そのような

条項の存在は、現実には必ずしもそれが遵守されていなかったことを示しており、167

3年にヌエバ・エスパーニヤ副王が後継者に残した指示書（Instruceiones）には、「（ヌエバ・

エスパーニヤの）職人ギルドは多くの人種bueblo）を含んでいる。いく人かのマエストロを

例外として、マエストロの中にもさまざまな人種の混血者がおり、オフイシァルに至って

ははほぼ全員がそうである」と記されている67。1771年から79年まで同地を統治した

副王プカレリも、「こうした階級の人々（黒人系の混血者酢ntedecolorqu．ebradoを指して

いる）によって、絵師・銀細工師・仕立て屋など全てのギルドが成立している」と述べてい

る68。

このように、ヌエバ・エスパーニヤのギルドはいろいろな形で非白人を受け入れその技

術と労働力に依存していたのであるが、非白人の中でも先住民は別格の扱いを与えられる

ことが多かった。なかでも、宗教建築にかかわる3つの職種である大工、絵師、左官のギ

ルドにはそれが顕著であった。例えば、1557年に制定された塗金師ならびに絵師のギ

ルド規約には、「技能試験に合格し店を構えるマエストロは、技能試験に合格したオフイシ

ァル以外のインディオやそのほかの絵師にレタプロ用の絵画制作（托tablodepinceDや聖像

への彩色（esto鈷do）ならびに塗金を行わせて販売することはできない…」という条項がある

69。ここで「技能試験に合格したオフイシァル以外のインディオ」と特定していることから、

先住民が技能試験を受験し、正規のギルド職人になれたことがわかる。さらに、正規のギ

ルド職人ではない先住民職人が制作した聖画や彩色聖像を、ギルドのマエストロが自分の

店で販売するために購入するという慣行が、ギルド規約で禁じなければならないほど一般

化していたこともわかる。同じ塗金師・絵師のギルド規約で1686年に追加された条項で

は、そうした未資格の先住民職人を次のような形で公認している。すなわち、「インディオ

は、技を完壁に習得して技能試験に合格した場合を除き、聖人の彫像や絵を販売すること

はできない。インディオに対しては試験料仏erechosporelexamen）を科してはならない。

聖人の姿を無細工に描く無礼を働かないよう、未受験のインディオには聖人の絵や彫像を

制作することを禁じるが、彼らが花・果実・動物・鳥・ローマ模様（グルテスコ模様）や

そのほかのいかなる物でも板に描くことは許可する」としている70。1568年に制定され

66Barrio，Op．eit．pp．171・172，174，177，

67Carrera，Op．Cit．，p．226．

68ElisaⅥlrgaSIJugO，勉励叩l永由ア虐均M昌Ⅹieo，Salvat，1993，p．131・132．
69Barrio，Op．Cit．，p．21．

70‡bid．，p．23．当時の宗教裁判所は、キリストや聖母、聖人像が教義に外れることなく品位
を持って描かれるよう腐心していた。彼らの目にはあまりに醜悪な作品が蔓延していたか
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た大工・彫刻師（entalladoresyenSambladores）・ビオラ職人存ioleros）のギルド規約には全

く人種による差別規定がみられない。1589年にこれに追加する形で制定された彫物師

と彫刻師（entalladoresyescultores）のギルド規約には、先住民はこの規約の規制を受けず、

自由にその仕事をおこなうことができるが、彼らの作品をスペイン人が転売目的で購入す

ることは、そのスペイン人がその職種で技能試験に合格している場合でも禁じられていた。

さらに1703年の彫刻師ギルド規約は、塗金師・絵師ギルドが1686年に定めたよう

に、技能試験に合格していない先住民職人に対して聖人像の制作を禁じたが、それ以外の

ものを制作することを許可している71。左官ギルドは1599年に最初の規約を制定するが、

そこでは人種による差別条項は全く含まれていないばかりか、先住民に有利と思われる条

項、すなわちこの規約が制定される前に12年以上にわたってマエストロとしてこの職種

に従事していたものに対して技能試験を免除するという条項が含まれている72。先住民職人

に対するこうしたギルドの姿勢の背景には、ひとつには職種によっては征服以前からあっ

た先住民の伝統的技術と職人ならびに職人組織を利用することが現実的な選択であったこ

と、もうひとつには西欧からもたらされた新しい技術や職種においても、例えば聖堂や修

道院建設などの植民地での高い需要に応えるため、ギルドの徒弟制度が施行される以前か

ら、修道会によって優れた技量を持つ先住民職人が盛んに育成されていたという事情があ

ったと考えられる。

3．トラテロルコの先住民職人

修道会の手を離れ、メキシコ市のギルド制の内・外で生計をたて始めた先住民職人とは

別に、16世紀末になっても、修道会や世俗教会の高度な要求を満たすための専属職人と

して修道院の監督下に置かれた先住民職人の一団が存在した。その一例が、フランシスコ

会のトラテロルコ修道院に所属する職人達である。トラテロルコは征服以前には大規模な

市場を有する独立した都市で、アステカ帝国の首都テノチティトランの北に隣接していた。

テノチティトランの陥落後、いち早くここにフランシスコ会のサンチアゴ・トラテロルコ

修道院が設立され、その中に先住民のための高等学芸教育機関サンタ・クルス学院が置か

らである。AGNM，hquikibkitz，eXP．24，fo1．97・97vL1686年の塗金師・絵師のギルド規約
追加規定には「いかなる絵師もスペイン人以外の徒弟を受け入れてはならない」という規

定が含まれている。これは17世紀後半、絵師のギルドで人種による制限が強化され始め

た徴候ととらえることもできる。Bardo，Op．Cit．，p．25．
71Ibidリpp．80・85，86・89．

72Ibidリp．183．
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れたことで名高い。

メキシコ国立総合文書館が所蔵する1605年のある文書は、この修道院のために働く

先住民絵師の集団の様子を伝えている73。この文書はサンチアゴ・トラテロルコ（以後トラ

テロルコと呼ぶ）の先住民絵師たちが、彼らの仕事を監督していた修道院長上ルケマーダ

の厳しい折檻を訴えて起こした訴訟にまつわるもので、『モナルキーア・インディアーナ』

を著わした著名なフランシスコ会年代記作者フアン・デ・トルケマーダの日常の一面を明

らかにしている点でも興味深い。レイエス前掲書に収められた同文書の原文と解説に依拠

して顛末を要約すると以下のようになる74。トラテロルコ修道院院長トルケマーダは、「年

代記作者」であっただけでなく、この修道院教会堂の建設とレタプロ制作を指揮した「建

築家修道士」でもあった。当時トラテロルコの先住民絵師達はこの院長の下で、オアハカ

やソチミルコ、ミチョアカンなどの遠隔地からの注文を受けてレタプロの制作を行ってい

た。1605年2月13日の日曜日、トルケマーダは老齢の職長（mayoral）アダスティン・

ガルシーアを呼びつけて、ミサに集まった人々の面前で理由も告げずに修道服の粗紐で頭

を打つ折檻をして瀕死の重傷を負わせた。職長が仕事を休んだのが理由であった。この仕

打ちに耐えかねた絵師達は、彼らに対してトルケマーダが行ってきた長年の虐待について

メキシコ大司教に訴えた。この件を調査に訪れた書記に対して絵師たちが語った内容は、

彼らの就業形態を知る上で興味深い。

「貴下の前にて、サンチアゴ・デ・トラテロルコ地区の絵師全員を代表して、サンチア

ゴの修道院長による我々への虐待を訴えます。院長は我々を祝日にも働かせ、メキシコ

市以外から持ってくる作品のために我々全員が働くよう強制します。我々はバスクア

（キリスト教の主祭日のひとつ）前夜にミチョアカンの側壁祭壇2つを仕上げました。

今はソチミルコから別のレタプロを持ってきています。もし働きに出ない者があれば、

その者を教会堂に集う全ての人々の前で柱に縛り付け、金や絵具をごまかす盗人だと大

声で触れながら厳しく等打ちます。・‥我々は貧しいのに、10年間働いたとしても（通

常の仕事に対しては）一銭も支払われません。…トラテロルコの絵師のオフイシァル3

2人全員が一ケ月半働いた賞与（a糾inaldo）として24ペソ支払われましたが‥・我々が

他所で働けばオフイシァルの日給はどこでも1人1ペソです。修道院と我々の取り決

めでは、毎週6人のオフイシァルが労働を提供することになっていますが、修道院長

73AGNM，Bibnesnac加風毎leg．732，eXP．1．

74Reyes．op．cit．，PP．301・304．
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トルケマーダは全員が仕事に出るよう要求し、欠勤する者にひどい折檻をします。神は

我々を自由におつくりになったのですから、我々の仕事に対する報酬の支払を要求しま

す。…」75

ここから、トラテロルコには先住民絵師のオフイシァルが32人いたことがわかる。こ

こで用いられているオフイシァルという身分は、メキシコ市のギルドが定める技能試験合

格者ではなく、「一人前の職人」という意味であろう。彼らは年長の職長に率いられる集団

を形成し、一種の共同体として全員で修道院への労働提供義務を果たしていたようである。

修道院と取り決めによりその義務は毎週6人の無償労働であった。

メキシコ国立公文書館には、トラテロルコの先住民絵師集団に関する文書がほかにも3

件残されている。ひとつはメキシコ大司教モヤ・デ・コントレーラス伊e血o Moya de

Contreras）が1585年にトラテロルコの先住民絵師に与え、1596年に副王モンテレイ

伯爵（Conde de Monterrey）が追認したレパルティミニント免除特権の追認と遵守を保証す

るよう、1621年に先住民絵師達が再度当局に求め認められたことを示す文書である76。

これによって、トラテロルコの絵師達は少なくとも1585年から1621年にかけて、

レパルティミニント免除という特権を得ていたことがわかる。そして、その特権は160

5年の時点でフランシスコ会修道院に対し彼らが負っていた労働提供義務と引き換えに許

されたものであったと推測される。もうひとつの文書は、このレパルティミニント免除特

権のほかにトラテロルコ絵師集団には共有地という別の特権も与えられていた可能性を示

唆している。1591年に書かれたこの文書には、トラテロルコの先住民絵師の幾人かが、

1588年に副王ビリヤマンリケ侯爵（如arqu6sdeⅥllamanrique）から与えられた土地の

所有権保護を求め認められたことが記されている77。この土地が個人に与えられたものなの

か、絵師集団に与えられたものなのか明らかでないが、後者であれば、この絵師集団は1

580年代にはレパルティミエント免除特権に加えて共有地の下賜という厚遇を受けてい

たことになる。

上にあげた二つ目の文書（1621）には、トラテロルコの絵師集団に上記の特権を追認・保証

する条件として「…必要が生じた際には我々の建物（estascasas）のために働くこと…」と定

められている。この命令の発令者は副王であることから、「我々の建物」とはその管轄下の

諸庁舎や館であろう。メキシコ国立総合文書館に残る三つめの文書は、1660年トラテ

75Ibid．，p．302．

76AGNM，血dぬらVOl．9，やⅩp．293，bls．144・144v」

77AGNM，hd毎vol．3，eXP．921，fols．224v」
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ロルコの先住民絵師集団が再度当局にレパルティミニント免除の追静を求め、認められた

ことを記す文書である78。ここでの条件は「…メキシコ市大聖堂、副王管轄下の諸庁舎kasas

reales）、その他が必要とする全ての場合に彼らがその仕事にあたること…」であった。こ

のようにトラテロルコの先住民絵師集団は、17世紀が進むと、村のフランシスコ会修道

院ではなく、植民地当局ゐ建物やメキシコ市大聖堂、すなわち副王や大司教に対して労働

奉仕を行うことで従来の特権を護ることに成功したと考えられる。

17世紀初頭のトラテロルコには優れた先住民彫刻師もいた。トルケマーダは『モナル

キーア・インディアーナ』でその1人に言及して次のように述べている。

「…トラテロルコ出身のミゲル・マウリシオというインディオは、多くの優れた職人の

中でもひときわ（彫刻に）秀でており、彼の作品は幾人かのスペイン人彫刻師の作品より

もずっと高く評価されている。…（先住民は）何でも制作するし、彼らの手を経た作品

はスペイン人を驚嘆させる。彼らはただのオフイシァルでも非常によい仕事をする。…

サンチアゴ・トラテロルコの教会堂は‥インディオたちが私の技と指導だけで作り上げ

た‥・彼らは…石工も左官も人夫もそのほかの者も、その手で石積みや石切りを無償で行

い建設にあたった。…主祭壇のレタプロはちょうど今年1609年に完成し設置された

…その価格は21000ペソと評価されている。・‥これを作成したオフイシァルはその

技と仕事を無報酬で操供した。それに対して、（当時のヌエバ・エスパーニヤで当代随

一の画家であった）ビスカヤ出身のスペイン人パルタサール・エチヤベには、画材と画

料として大量のドゥカード（金貨の単位1ドゥカード＝約1．4ペソ）が支払われた…」

79

トラテロルコの先住民職人については、上記1605年の訴えの中にもうひとつ興味深

い事実が観察される。この時証言を行った4人の先住民がいずれも職人だということであ

る（豚屠殺・綿の製糸・毛織物の機織・左官）。トラテロルコに32人もの絵師のオフイシ

ァルがいたことも勘案すると、トラテロルコの先住民共同体では成員の多くが隣接するメ

キシコ市のスペイン人社会に奉仕するさまざまな業種の職人で占められていたと考えられ

る。そして、それらの業種のいくつかは、レパルティミエントの免除という特権と引き換

えにその技術を提供するさまざまな特権的職人集団を形成していたのではなかろうか。そ

78AGNM，血曲馬VOl．19，eXp．244，払ls．134・134Ⅵ
79Reyes，Op．Cit．p．102．
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のような集団を保護することは、極めて高い技能を誇る先住民職人集団を、高い貸金を支

払うことなくギルド制の枠外で使役できた植民地政府や教会にとって好都合なことであっ

た。

このことから、16世紀から17世紀のメキシコ市には、高度な技巧を要する職種にお

いては、ギルド制と補完しあう形でトラテロルコの特権的職人集団のような先住民職人組

織が公に認められていたと考えられる。先に見たメキシコ市ギルド規約の中の先住民に関

する例外規定には、ギルド制の枠外で働くそうした優れた先住民技能集団の存在が前提と

なっていたことは間違いない。

4．パックアロとバリヤドリツドの先住民職人

先述のように、ヌエバ・エスパーニヤの地方都市の多くでは独自のギルド制はほとんど

存在せず、職人の技能認定はメキシコ市やスペインの大都市のギルドが発行する免許証に

よっていた。ミチョアカン地方の2つのスペイン人都市で先住民職人の役割はどのような

ものだったのだろう。

（1）パックアロの職人

パックアロでも、初代司教パスコ・デ・キロガによって、優れた職人集団が育成された

ことは先述のとおりであった。先述の1581年の『地誌報告』によれば、彼らはパック

アロ市で、鍛治屋・鍋つくり・鐘っくり・糠櫨かんな工・彫刻師・絵師・羽毛細工師など

の一流の職人階層を形成し、裕福な生活を享受していた。パックアロの職人は、キロガに

よって、地区毎に職種を振り当てられて育成され、全員がサンタ・マルタ病院のコプラディ

ーアに属して、このコプラディーアの会員に対してキロガが国王から特別に与えられた租

税と労役の免除という恩典を、少なくともキロガの存命中は享受していたと考えられる。

キロガの死後も、彼らがそのような恩典を受けつづけたかどうかは定かでないが、トラテ

ロルコ同様、パックアロの職人達の中にも16世紀の末、レパルティミニントの免除特権

を世襲的に授かる職人集団が存在していた。1592年、副王ルイス・デ・べラスコ

（1590・1595Mまパックアロ市と市に属する周辺地区払arrioS）の先住民で、羽毛細工師、絵師、

仕立て屋、大工、銀細工職人、靴屋、草なめし職人、石工、左官、壷っくりGarreros）、木

工職人（carpinterosdeobramenuda）、塙櫨かんな職人仕orneros）、鍛治屋、漁師、羽毛を

手がける鳥師毎癖代rOS）、藁細工師（empかdores【適）として現在働いているオフイシァル

に対して、先住民カビルド役職者と肉屋、川渡しのカヌー番同様、レパルティミエントの
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労役を免除するようパックアロの地方長官に命じている80。同じ命令の中で副王は、パック

アロ市とその周辺地区に上記の仕事に従事する先住民がどれだけいるかリストを作成し、

それぞれの職種ごとの人数とその職人の住所、息子の数を明らかにするよう命じている。

さらに、息子達が親の職業を習得するよう促すこと、もし親の職業につかないのならば、

別の職を選ばせてつかせ、無職のまま無為に過ごすことのないよう、また、どの職種の職

人も絶やすことのないよう命じている81。この副王命は、先住民職人の職種ごとの世襲化を

促すものととれ、パックアロ市とその周辺でも、16世紀末、特定の職種に従事する先住

民職人が、レパルティミエント免除特権を世襲的に得る「特権階級」を構成するという、

トラテロルコと同じような現象が見られたことを示している。

一般にヌエバ・エスパーニヤでは、先住民の貴族層が手工業に従事することはめずらし

くなかったといわれる82。1590年にパックアロ市の羽毛細工職人13名に対して与えら

れた労役免除許可に連記されている氏名の中に、パックアロの貴族層に属する苗字が見ら

れることや83、1592年パックアロ市で仕立て屋の店を構え、仕立て職人として営業する

許可を与えられたマルコス・ペレスがプリンシパル（先住民の貴族層を指してこう呼んだ）

であったことなどの例は、パックアロ市でも職人階層の中に先住民貴族が含まれていたこ

とを示している84。ヌエバ・エスパーニヤでは16世紀末になると、先住民人口減による労

働力不足から旧来の先住民貴族層に与えられていたレパルティミエント免除特権は次第に

縮小されていった。トラテロルコやパックアロ市で、ある種の職業とレパルティミエント

免除特権が結びついた背景には、職人階層の一角を成していた貴族層が特権の維持を図っ

たという推測も成り立っ。

パックアロの先住民絵師フランシスコ・ロレンソに対する訴訟記録は、16世紀末、パ

ックアロ市の「特権的」先住民職人が、主に誰を顧客としていたかを明らかにしている85。

年齢30歳のこの先住民絵師は、スペイン人の男の家でその妻と密通しているところを発

見され夫から訴えられた。この時絵師の工房にあった制作中の作品が没収され、注文主の

名や制作料を付した日録が作られた。顧客の面々は筆者が同定できただけでも、パックア

ロのイエズス会学院長フランシスコ・ラミレス、パックアロ市の先住民首長コンスタンテ

80AGNM，hdb昂VOl．6，eXp．101，fo18．24V1－25，1592．

81Ibid．

82Lockha玖Op．Cit．，p．140；林前掲書44京．
83例えばMateoCuini．AGNM，血djbs，VOl．5，eXP．65，fo1．18v二，1590．

84AGNM，1hdib昂VOl．6，2a．pte．，eXp．563，fo1．124，1592．林前掲書は、このほかに1592
年パックアロの羽毛細工師を束ねていたタイニアランガリがプリンシパルであったという

事例をあげている。
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イーノ・ウイチメンガリのほか、全てが高位聖職者や地元の土地所有者、商人などの富裕

な市民であった。また注文品には聖人像もいくつか含まれていたが、先住民が聖人像を描

くことに対して、メキシコ市の絵師のギルドや宗教裁判所が監視の目を光らせていたこと

を考慮すると、この絵師の腕は高く評価されていたとして間違いなかろう。

1649年にパックアロ市の先住民職人について記されたところによれば、彼らはフラ

ンシスコ会とアグステイン会の担当地区にまとまって居住していた。フランシスコ会の担

当地区ではおよそ40人の職人が、鍛治、キリスト像製造？（christeros）、羽毛画、帳蝉か

んな加工に従事し、アグスティン会の担当地区ではおよそ70人の職人が、仕立て、靴屋、

家具塗装bintoresdecaxasyeSCritores）、鐘つくり（fundidoresdecampanas）、金鉢つく

り？（almirece鱒）に従事していた86。この記述で興味深いのは、1649年当時、パックアロ

市でフランシスコ会が担当する地区の先住民もアグステイン会が担当する地区の先住民も

全員がなんらかの職人であったような書き方がされていることと、2修道会の担当地区で

職業別の住み分けが明確に存在していることである。この職業別住み分けにはキロガが命

じた地区毎の職種の割り当てがある程度反映されていると考えてよかろう。

（2）バリヤドリツドの職人

パックアロの先住民職人の活況は、ミチョアカン地方のもうひとつのスペイン人都市バ

リヤドリッドにおける先住民職人のあり方と比較するといっそう際立って見える。かつて

のタラスコ王国の辺境地にあたり、先住民人口も希薄であった上、都市としての体制づく

りが遅れたバリヤドリッドは、先住民を柱に据えた街づくりをおこなったパックアロと鮮

やかな対比をみせている。1541年にスペイン人が居住するための都市として設立され

たバリヤドリッドは、16世紀末までパックアロの優位性に阻まれ、発展が遅れた。その

ため、この街では、高度な技術を有する職人の定住も遅れ、大工のマエストロは16世紀

中はメキシコ市から呼ばれていた87。バリヤドリッドに定住する大工のマエストロが記録に

現れるのは17世紀もかなりたってからのことで88、オフイシァルと徒弟も、17世紀およ

び18世紀を通じて記録された数は少ない。これは周辺の先住民村の職人が大工仕事を負

85AHARcaja4，eXP．55，fecha17a20deagosto1590．
86Ysass沸Op．Citりp．119．

87モイセス・グスマン・ペレスによれば、16世紀中バリヤドリッド市の建設事業に携わ

った左官・大工・鍛治職のマエストロの大半はメキシコ市から呼ばれたもので、彼等は周
辺村落の先住民の助けを得て工事を行った。そのため、16世紀のバリヤドリッド市では

徒弟・オフイシァルというギルドの階梯制が存在した痕跡は残っていないという。GuzmAn

P rez，OP．Cit．pp．47・53．
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担していたからだと考えられる89。バリヤドリッドでは、大工職人の育成はギルド制の中で

はなく、主として周辺の先住民村落の中で行われていたことになる。マエストロのレベル

もそう高いものではなかったようで、記録に残るバリヤドリッド市の大工の中で、ムデハ

ル様式の幾何学模様の木組天井をかけることのできる高度な技術を認定されたマエストロ

（maeStrOSdecarpinteriadeloblanco）は2人だけで、残りはより単純な小屋架けをおこ

なうマエストロ（maestrosdeenSambladura）であった90。

バリヤドリッド市でマエストロを助けて大工仕事をした先住民職人として度々記録にで

てくるのが、クアナホ村の先住民大工達である91。この村は元来木材の切り出しや加工を生

業としていた92。そのため、レパルティミニントによる強制的な労役提供の場合にも、その

技能を求められた。この村の大工たちは、バリヤドリッド市やパックアロ市でマエストロ

の下で労役を行うことで、さらに技術を磨くことができたであろう93。

第三節　ミチヨアカン様式を手がけた先住民職人

このように見てくると、17世紀初頭のヌエバ・エスパーニヤの先住民職人には、働く

88Ibidりp．49．

89バリヤドリッド市公証人文書館に残る17世紀中の2件の大工徒弟契約書からは、修行
期間4年、徒弟の年齢は14才から16才、出自は自由人のモリスコから婚外子までとさ

まざまであった様子がうかがわれる。同様に、施主と職人の間に結ばれた工事契約書から

は、工事の必要に応じてマエストロが貸金を支払って適宜先住民職人を雇用していたこと
がわかるが、彼等はもちろんギルド階梯内で修行したオフイシァルではなく、先住民村落

から動員された者達であった。Ibidリp．50．

90Ibid．，p．52．本論第四章第一節2の大工の技能レベル別ランクづけ参照。ここで
ca叩interiadeloblancoは天井に木組でムデハルの幾何学模様を描ける技術を持つもの、
すなわちラセーロくらいまでを指すと考えられる。

91例えば、1613年、バリャドリッド市のメルセー修道会は、クアナホ村の先住民大工
3名を、修道院建設工事のために雇っている。また、1652年、ミチョアカン司教の命

によりサン・ホセ礼拝堂建設が行われた際にも、大工マエストロのセバステイアン・ゲデ

アの監督下クアナホ村の先住民大工が幾人も梁材や板材制作のため働いた。GuZmAnP占reZ，

Op．Cit．pp．50・51．

92クアナホ村の先住民大工は1652年から1653年の間に、バリヤドリッド市のサ
ン・ホセ礼拝堂建設に必要な種々の加工済み梁材、棒材、テハマニル（木製瓦）を相当の

値段で納入している。GuzmAnP6rez，OP．Cit．p．55．
93クアナホ村はパックアロ市の在俗教会担当教区に属する属邑であったため、村民はパッ
クアロ市へも材木や大工仕事を度々提供している。例えば、1590年代クアナホ村はパ

ックアロのイエズス会学院の建設に木材と労働で多大な貢献をしている。PadreFranciseo

Ramirez，mABとなuoα蜘dbmtKuaZqZamora，Mich．EIColegiodeMichoacAny
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環境が異なるいくつかのグループを識別することができよう。メキシコ市においては、同

市のギルドでマエストロとなりスペイン人に伍して高度な技術と相応の社会的地位を誇っ

た者、修道院の工房を起源とし、優れた技術に支えられて世襲の特権的職人組織として公

認されていたトラテロルコの絵師のような集団、そのどちらにも属さず、ギルド制に容認

されて営業した職人達を区別することが可能であろう。ギルド制が確立していなかった地

方都市パックアロとバリヤドリッドでは、世襲の特権に守られ、高い技能を維持して都市

住民の需要に応えていたパックアロの職人集団と、先住民村に居住し必要に応じて都市へ

職人として働きに出ていた職人のグループがあったと考えられる。

これらのグループの中で、17世紀にタラスコ地域でミチョアカン様式の教会堂の建設

にあたったのがどのタイプの職人であったのかを検討した結果、以下のような推論が導か

れた。教会堂正面を建設したのは、最後のグループの石工達、すなわち先住民村に居住す

る職人達であったと考えられる。教会堂の木製天井の制作にもこのグループの大工があた

ったと考えられるが、この作業にはパックアロの特権的先住民職人やバリヤドリッドのス

ペイン人マエストロが関与した可能性もある。仕上げの天井画の多くは、特権的職人集団

を構成していたパックアロの絵師が描いたのではないかと推測される。この推測は史料に

よって確かめることはできないが、以下に示すような当時の状況を考慮するとある程度の

信憑性をもっている。

まず、ミチョアカン様式の正面を制作した石工についてである。彼らは、16世紀末に

周辺の3つのフランシスコ会修道院正面に出現した形をモデルとした。その理由として考

えられる可能性のひとつは、それらの正面を制作したのは、上記3修道院の建設に従事し

た職人たち自身であったというものであろう。16世紀の修道院建設工事が修道士の指導

の下で、先住民労働力を使って進められたことを考えると、それら3修道院の工事に使役

された先住民職人が、その後その経験を基に制作したのが、タラスコ地域のミチョアカン

様式の教会堂正面であったとすることが可能である。この石工集団の起源が、インフアン

テ家エンコミエンダの村内にエンコメンデーロの命じる仕事を行うために養成された職人

集団であったと考えることはそれほど無理なことではない。先述のように、1554年の

記録によれば、インフアンテ家のエンコミエンダの主邑であるポマクアランとセビナには

たくさんの鍛冶屋、石工、大工の先住民がいた。その頃、バリヤドリッドのフランシスコ

会修道院建設のためにインフアンテ家エンコミニンダの先住民がレパルティミエントの賃

金をエンコメンデーロ負担で投入されていた事実を想起すれば、その先住民の中に上記の

GobiernOdelE＄tadodeMichoacan，1987，PP．120・121．
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職人達が含まれていたと考えることに無理はない。そのようにして、彼らがインフアンテ

家の屋敷や農場での建設作業にあたるだけでなく、フアン・インフアンチとフランシスコ

会との密接な繋がりによって、タラスコ地域やその近辺での同会の修道院建設工事にも深

くかかわるという慣習が出来上がったのではないかと推測することができる。

1570年代、隣のどリェーガス家のエンコミエンダではアンガウアン村に立派な教会

堂が建てられている。両家のライバル関係を考慮すると94、インフアンテ家も自分のエンコ

ミエンダ内に「早期プラテレスコ様式」でそれなりの教会堂を建設したであろうことは想

像に難くない。現在セビナ村の病院に残る浮き彫り装飾を、その名残と考えることも可能

である。しかし、インフアンテ家のエンコミニンダが1560年代末からフランシスコ会

の手を離れ在俗教会司祭の担当地区になったことを考えると、司教キロガとの確執から在

俗教会と反目していたフアン・インフアンテが、それ以降自分のエンコミエンダ内の村に立

派な教会堂を建てることに高い関心を示したとは思えない。

以上から、16世紀の間、ポマクアランとセビナの石工や大工はもっぱらインフアンテ

家とフランシスコ会のために働いていたのではないかと推測される。ミチョアカン様式が

結実するフランシスコ会の3修道院中、エロンガリクアロの建設は先述のように初代存命

中の1570年代に進行しており、1580年代に行われたサカブ修道院の工事ではイン

フアンテ家二代目の貢献が大きかったことから、この2修道院建設にインフアンテ家のエ

ンコミニンダの職人たちが従事した可能性は大きい。1587年インファンテ家3代目フ

ランシスカの結婚によりエンコミニンダの指揮権が地元を離れ、この職人集団とエンコメ

ンデーロの関係も次第に薄れたと考えられるものの、1590年代に建設が進んだツイン

ツンツァンの工事でも、それまで培われたフランシスコ会との関係から同じ職人集団が働

いたと考えることは可能であろう。しかし、1628年インフアンテ家がエンコミユング

を返上すると、この職人集団とインフアンテ家との関係は全く拘束力をもたないものにな

ったことであろう。

丁度そのような時期にさしかかっていた17世紀初頭、エンコメンデーロに代わってこ

の職人集団に仕事を与えたのは、経済的に豊かになり、教会堂を刷新する必要を生じてい

た地元の村々だったのではなかろうか。石工達は、直前まで制作にかかわっていたフラン

シスコ会修道院正面を手本として仕事にあったったであろうし、注文主の村々も、近くの

修道院で刷新されたスタイルを自分の村に持ちこむことを歓迎したことであろう。このよ

94フアン・インフアンテとフランシスコ・デ・どリェーガスはカバクアロ村がどちらのエ
ンコミニンダに属するかで、1530年代から激しく争う宿敵同志であった。

・455－



うに考えると、ミチョアカン様式の正面入り口の分布とインフアンテ家のエンコミエンダ

に大きな相関関係があることの説明が可能である。

刷新された教会堂の木製天井を架けたのも、かつてインフアンテ家に統率されていた職

人集団の大工であったと考えることに無理はない。石工の場合同様、彼らも周辺のフラン

シスコ会修道院などの天井工事に使役されていたことであろう。その際彼らは、精密な幾

何学模様を木片で描き出す高度なムデハル天井装飾技術まで習得する必要はなかったであ

ろう。そのような特殊技能を持つ職人は、他の修道院やスペイン人都市から呼び寄せれば

よがったからである95。先述のように、17世紀以降のバリヤドリッド市にもそのような技

術を持つマエストロが僅かながらいたことがわかっている。バサレンケは、先住民大工が

木組の技術に優れていたと記しているが、パックアロの世襲的先住民大工やクアナホ村の

先住民大工の技量が、複雑なムデハル天井を架けるほどのものであったかどうかは定かで

ない。いずれにしても、天井の骨格部分であれば地元の先住民職人が架けることができた

はずである。そして、17世紀に、タラスコ地域で幾何学模様の木組ムデハル装飾に代わ

って天井画で装飾する慣習が広まったとき、土台となる木製天井を架けたのも彼らであっ

たと考えるのが妥当であろう。

天井画を描いたのは、メキシコ市やミチョアカン地方の2都市のどちらかから呼ばれた

絵師だったのではなかろうか。17世紀に描かれた天井画でタラスコ地域に現存する唯一

の例であるヌリオ村教会堂聖歌隊席下の聖人画や天使像は、これを措いた絵師の高い技量

を示しているからである。あるいは、フランシスコ・ロレンソのような優秀な絵師を擁し

たパックアロの先住民絵師集団の一員であった可能性も十分ありうる。当時、ヌエバ・エ

スパーニヤの工芸品としてスペインにまで輸出されていた漆塗りの盆や家具を製作してい

た、ウルアパンやペリバンといったシエラの村の先住民職人もこの作業に参加したかもし

れない。タラスコ地域、なかでもシエラの村々の教会堂天井が、17世紀半ば、少しづつ

塗金彩色されていくようすは、この作業が時間と費用のかかるものだったことを示してい

る。指導的立場の絵師と、未熟練の絵師が共同で作業にあたり、教会堂天井から聖歌隊席

下、洗礼所から病院礼拝堂天井へと彩色が進む中で、地元にそれを専門とする絵師集団が

95例えば、アンガウアン教会堂内陣の天井を地元の職人が造ったのか、それとも他地方か

ら招かれた職人が造ったのかはわからないが、この天井がプェブラ地方のサントス・レイ
エスでフランシスコ会が建設したと考えられている教会堂の天井と良く似ていることから、

フランシスコ会を通じて、両方ともが同じ職人集団の手によって造られたと考えることも
可能である。ミチョアカン地方にほかに同様の天井が残っていないのはそのためかもしれ

ない。フランシスコ会はツインツンツアン修道院回廊四隅にも、木組の幾何学模様の平天

井を残しているが、これも同地方にほかに例は現存していない。
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育成されたと考えることは可能であろう。18世紀にはいって、タラスコ地域の教会堂天

井を措いた絵師たちの多くは、そのようにして生まれた「村」の先住民職人だったと推測

される。

ほとんどを状況証拠に頼って推論を重ねた結果、ミチョアカン様式と呼ぶところの正面

と天井画を備えた教会堂を生み出した、石工、大工、絵師の出自について、一応の答えを

出すことができたのではないかと考える。もし、この推論に妥当性があるとすれば、ここ

でも、ミチョアカン様式とインフアンテ家の繋がりを再確認することになる。その繋がり

は、直接的ではなく、インフアンテ家の影響力が衰えた後、インフアンテ家の時代に培わ

れた慣習が地元の先住民のために活かされたものであった。このパターンは第七草で見た

ものと同様である。
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結び

本論は、旧スペイン額植民地で先住民が制作に携わった植民地美術に対して従来の西洋

美術史が与えてきた評価の方法に、筆者が疑問を抱いたところに始まった。宗主国の建築

におさまりきらない植民地美術の個性を、単に「先住民的」とか「先住民固有の感性」と

か「植民地人の趣味」といった言葉で表現するしか術のなかった20世紀の70年代まで

の植民地美術史研究に限界を感じた研究者が、その後新しい方法の模索を行っている。本

論は、植民地時代の社会文化史との学際的研究という方法で、西欧の様式を基準に評価す

る演繹的解釈を超えて、先住民が制作に関与した西欧美術の意味を明らかにできるのでは

ないかと考え、「先住民が制作に貢献した植民地美術が西欧とは異なる形を得るに至る、造

り手側の論理」を探ることを課嶺とした。旧スペイン簡アメリカの各地で、先住民に関す

るエスノヒストリー研究がめざましく進んでいる現在、一昔前の美術史が考えだにしなか

ったような問題設定からの研究ができる環境も整いつつある。この「造り手側の論理」が

何であったかについて、実証研究による帰納的検証を行うことを試みたのが本論であった。

具体的な研究対象地として選んだタラスコ地域は、メキシコの一先住民部族タラスコ族

の居住地域で、ここには植民地期に建設され、今も強い個性を放ちづつける教会堂が数多

く残っている。本論第一部は、それらの教会堂の特徴を、美術史の手法を用いて様式的に

分析し、建設年代を確定する作業にあてられた。第二部は、そのようにして明らかになっ

たクラスコ族の教会堂の特徴が、造り手の側のどのような状況を反映したものかを明らか

にする、社会文化史からの検討にあてられた。このような意図と構成によって検討を行っ

た本論が明らかにしえたこととできなかたことについて、ここで簡単に振り返ってみたい。

第一部の美術史的考察では、まず、研究史を概観し本論の問題意識の背景を明らかにし

た上で、本論の目的と方法を提示した。つづいてタラスコ地域に現存する教会堂の一般的

特徴を示した後、それらの教会堂に強い個性を与えている2つの部分、正面と天井に着目

して検証を行った。まず正面の検討では、16世紀末にタラスコ地域の3つのフランシス

コ会修道院教会堂正面に出現した、本論でいうところの「ミチョアカン様式」が、17世

紀半ばまでにさまざまなヴァリエーションを加えられながらタラスコ地域に普及し、17

世紀後半まで踏襲されて、この地域の聖堂正面のプロトタイプとして、大半の先住民村落

の聖堂に著しい共通の特徴を刻印することとなった過程を明らかにした。タラスコ地域の

教会堂に関する研究は、「湖水盆地」と呼ばれるタラスコ地域東部のパックアロ湖周辺を除

いてこれまでほとんど手付かずであった。本論では、最も多くの個性ある教会堂を残して

・458・



いるタラスコ地域の山間部「シエラ」（別称「タラスコ台地」）を中心に、個々の教会堂に

当たってその過程を検証した。この作業の中で、ミチョアカン様式の教会堂正面が普及し

た17世紀初頭から半ばは、タラスコ地域の大半の先住民村落で教会堂が建設もしくは刷

新された、いわば聖堂建設ブームの時期であったことも明らかとなった。これらの成果は、

ミチョアカン地方史への貢献であると考えている。

次に、教会堂正面の「ミチョアカン様式」と並んで、タラスコ地域の教会堂を彩るもう

ひとつの個性である彩色木製天井の検討を行った。天井画についての図像学的研究を除い

て、この木製天井の起源や形成時期を歴史的に検証する試みはこれまでほとんど行われな

かった。本論では、独特の構造をもつ木製天井をさらに天井画で飾るタラスコ地域特有の

装飾法は、上記の聖堂建設ブームをきっかけに形作られたものであるという結論に達した。

第二部の社会文化史からの検討では、「シエラ」にある3つの教区、セビナ、アランサ、

カバクアロが主たる対象地域となった。この3教区には、タラスコ地域の教会堂の個性を

最も色濃く持つ教会堂が集中的に残っており、ここが「ミチョアカン様式」の中心部であ

った。社会文化史からの検討は、美術史的考察の甲で浮かび上がってきた、さまざまな疑

問や仮説に応える形で構成されている。

まず、ミチョアカン様式成立時から17世紀半ばまでに、タラスコ地域の先住民村落が、

こぞって教会堂を壮麗なものに建て替えた建設ブームの誘因として、集住化の完結がどれ

ほどの影響力を持っているかという問題について検討した。ここでは、集住化が教会堂建

設の契機となること、タラスコ地域の先住民村落でも、遅くに集住化が行われた相では、

その完結の時期と本論でいう教会堂建設ブームの時期が重なっていることを明らかにした。

その上で、古くからの重要な村では、集住化は16世紀中に終了しすでに教会堂を有して

いたことを考慮すると、17世紀初頭に始まる教会堂建設ブームは、古い教会堂の再建を

きっかけに起こったという推測はなりたっものの、なぜその時点で再建されなければなら

なかったかを明確に示すことはできなかった。しかし、タラスコ地域の集住化の実態を詳

しくみる中で、集住化が、地域の先住民村落間に、旧来の土地所有権や覇権をめぐる著し

い緊張を生み出したことが明らとなり、そこに起因する村落間の強いライバル意識が、村

の教会堂の壮麗さを競う心理につながった可能性に注目した。さらに、集住化されて新し

くできた先住民村にとって、教会堂がいかに重要な実際的・象徴的意味をもっていたかも

明らかにした。こうした状況証拠から、条件が整えば、17世紀初頭、タラスコ地域の柑々

が錬って教会堂の刷新に走った可能性があったと推測した。

その条件と考えらる状況のひとつとして、17世紀初頭から半ばまで、タラスコ地域、

中でもシエラの3教区の先住民村落が経済的に非常に豊かであったことを明らかにした。

・459・



豊かさを支えていたのは、村人が「病院」で共同生産する革製品の販売であった。そして、

こうした村の産業と製品の販売が、この地域のエンコメンデーロであったインフアンテ家

によって、当初はこの一族のために半ば強制的に先住民村落に強いられたものであった可

能性を指摘した。エンコメンデーロの支配力が弱まる17世紀初頭になっても、各村は「病

院」組織を通じて自主的にこの営みを継続し、インフアンテ家によって与えられた生産と

凍通の基盤を利用して巧みに利益をあげ、村の共同財産にしていたに違いないと筆者は考

えている。本論で引用した複数の文書は、こうして得た潤沢な共同財産を、それぞれの村

が教会堂建設にあてていたことを記している。17世紀初頭から半ばにかけて㌢エラ3教

区の先住民村の教会堂建設に使われた富は、支配者に押付けられた労働という逆境を逆手

にとって、変貌する植民地経済に順応しつつ、各村が迂しく稼ぎだしたものであった。各

村の病院収入の詳細な検討を通じて、古くから豊かで地域の覇権を握っていた村と新興の

村の経済力が、17世紀の初頭から次第に逆転し始めるという現象も明らかとなった。こ

の現象と、先にみた村落間の強いライバル意識とをあわせて考えると、旧来の有力村が、

17世紀の初頭に当時最新流行のミチョアカン様式で教会堂正面を刷新したのに対抗して、

新興の村が、同じような教会堂の建設に走ったことが、教会堂建設ブームを助長し、ミチ

ョアカン様式の普及につながったと考えるのが妥当ではないかと結論づけた。

教会堂正面のデザインをミチョアカン様式にするという決定は、誰の趣味に従ったもの

であろうか。ウルアパン病院礼拝堂とそれを摸した早期プラテレスコ様式の正面をもつ聖

堂の地理的分布が、どリェーガス家のエンコミエンダ内にほぼ限定され、ミチョアカン様

式の正面をもつ聖堂がインフアンテ家のエンコミエンダであった地域に集中している事実

は、教会堂のデザイン決定にエンコメンデーロがかかわっていた可能性を示唆している。

また、教会堂が信仰の場である以上、聖職者の意見が重視されたという事実はなかったの

だろうか。これらの点に関しては検証の結果、以下のような解釈を捏起した。ウルアパン

病院礼拝堂とそれを模した聖堂については、それらが建設されたのが、エンコメンデーロ

の影響力がヌエバ・エスパーニヤでまだ健在であった16世紀の後半という時期でもあり、

どリェーガス家の直接的関与の可能性が高く、かつ、当時ウルアパンを担当していたフラ

ンシスコ会の関与の可能性も否定できない。しかし、17世紀前半のミチョアカン様式の

場合は、すでに支配力を持たなくなっていたインフアンテ家の関与は、先に見た社会基盤

と、後に見る職人集団を介する間接的なものでなければならなかった。聖職者については、

ミチョアカン様式の採用に彼らがかかわったことを肯定するような史料や状況は、シエラ

の3教区では発見できなかった。筆者は、在俗教会の教区となって久しかったシニラ3教

区の当時の状況から（フランシスコ会との仲が悪かった在俗教会の司祭が、近隣のフラン
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シスコ会修道院教会堂正面を摸すよう勧めるとは考えにくい）、少なくともシニラ3教区に

おいては、聖職者の関与はなかったと考え、ミチョアカン様式の採用は先住民の自主的決

定によるものであったと結論づけた。

相の教会堂の様式を決める際、ミチョアカン様式ではなく古典・マニエリズム様式を採

用した村が、シニラ3教区内にわずかながら存在した。それが隣接するアダスティン会担

当教区で17世紀初頭に建設された、古典・マニエリズム様式の教会堂の影響であったこ

とは明らかである。しかし、なぜそれらの村がミチョアカン様式ではなく、もう一方を選

んだのかという間への明確な答えは得られなかった。古典・マニエリズム様式を採用した

村が、シニラ3教区の中では新興の村であったことが、そのような決定に関係しているの

ではないかという仮説は、結局検証できなかった。

現存するミチョアカン様式の教会堂正面の分布が「シニラ」と「湖水盆地」に多く、タ

ラスコ地域の残りの部分「渓谷」と「湿地」には少ないという地域的差異は、タラスコ地

域の実情を反映したものか否かという問題には、以下のような解釈を示した。スペイン人

の農場拡大による先住民村共有地の侵食は、山間部の「シエラ」よりも平地で水に恵まれ

た「湿地」で激しく進み、シニラの先住民村落が豊かさを享受していた17世紀半ば、湿

地では村の人口が減りつづけ、共同体が弱体化していた。このような対照的な状況が、そ

れぞれの地域に残されたミチョアカン様式の教会堂の数を決定した。すなわち、シエラに

独特の個性を持つ教会堂が多数残された背景には、その地域の先住民共同体が、共有地と

物質的豊かさに守られて、スペイン人からの侵食に対する抵抗力を維持していたという条

件があった。

スペイン人が牛耳る植民地経済に巧みに適応し、物質的豊かさを享受して、なおかつス

ペイン人からの侵食を受け付けないシニラの先住民共同体の底力が、文化的方面にも注が

れたことは推測に難くない。17世紀タラスコ族の文化的側面については、ミチョアカン

地方の先住民村落に固有のキリスト教的互助組織であった病院制度を通じて検討した。こ

の検討を通じて、タラスコ族が、病院制度によって、征服とそれに続く大きな社会的混乱

からすみやかに立ち直るための経済的・社会的・精神的基盤を得たこと、17世紀になっ

ても、この制度がタラスコ族共同体の経済的豊かさと宗教的高揚を支えていたことを明ら

かにし、タラスコ族の村落において、病院がいかに重要な物質的・精神的意味を有してい

たかを示した。同時に、17世紀半ば、タラスコ族の祭りが世俗的娯楽性を強めることに

注目し、それを、病院制度を通じて16世紀からタラスコ族の生活を厳格に管理してきた

教会からの解放の現れであり、当時のタラスコ族の間に高まっていた文化的興隆のひとつ

の発露であったと解釈した。そして、教会堂や病院礼拝堂の正面をミチョアカン様式や古
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典・マニエリズム様式で格調高く仕上げ、内部を彩色木製天井で豪華に飾るという現象は、

この文化的興隆のもうひとつの発露であったと指摘した。

次に、実際にミチョアカン様式の教会堂正面を制作した職人はどのような集団だったの

かという問題の検討を行った。当時の先住民職人の一般的状況を基に推測した結果、それ

は、インフアンテ家のエンコミニンダに居住する先住民職人集団で、エンコメンデ｝ロの

命により、ミチョアカン様式を完成させた3フランシスコ会修道院教会堂の建設にも携わ

った者達ではなかったかという仮説を提示した。この仮説では、インフアンテ家の支配が

後退し、その管理下を離れた職人達が、地元の先住民村の教会堂建設に雇われたと考える

ことで、ミチョアカン様式の分布とインフアンテ家のエンコミニンダ所在地との間に強い

相関関係があることをうまく説明することができる。しかし、この仮説を検証できるだけ

の文字史料を見出すことはできなかった。

17世紀初頭におこったミチョアカン様式による教会堂建設ブームという切り口で、こ

の時代のタラスコ族の村落共同体を見るという本論の試みは、これまでほとんど手付かず

であったこの時代のタラスコ地域の社会文化史に、大きく寄与するものと思われる。本研

究の出発点は美術史であったが、最終的に本論の成果の多くは、タラスコ族のエスノヒス

トリ←に関するものとなった。その最大のもののひとつが、シニラ3教区の経済的繁栄を

促したのが、それ以前にエンコメンデーロから与えられた物つくりや経済活動の基盤であ

ったという点である。さらに、インフアンテ家の管理下にあった職人集団が、後にタラス

コ地域の先住民村で教会堂の造り手になったという本論の仮説が正しければ、これもまた、

エンヲメンデーロによって与えられた社会基盤が、後の先住民社会に利したことの一例と

なる。エンコメンデ←ロと先住民の関係は、従来、スペイン領植民地での過酷な先住民支

配の典型とみなされてきた。しかし、エンコメンデーロの支配が、やがて先住民が自立の

道を切り開く上で役だったというここでの現象は、両者の関係に一定の見なおしを迫るも

のではなかろうか。

最後にミチョアカン様式が長く持続したことの理由である。この点については、当初、

それが経済的・技術的要因によるものか、あるいは社会的・心性的要因によるものかなど、

さまざまな可能性を考えた。しかしながら、本論で、はっきりしたことは何も明らかにす

ることはできなかった。例えば、「17世紀、経済的豊かさの中で華麗な教会堂が建てられ

たものの、その後教会堂を建て直す力を失った村々が、改修や再建の必要が生じると、か

っての教会堂を飾っていた浮き彫りを再利用した」という可能性の当否を明らかにするた

めには、18世紀についての検証が必要であり、本論の範囲を超えている。同じ理由によ

って「他地方からの職人集団を受け入れる経済的余裕がなかったため、地元の職人の技と
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して固定化・伝統化したミチョアカン様式が持続した」という可能性についても検証でき

なかった。また、「経済力に裏付けられた17世紀の文化的興隆を背景に、タラスコ族がス

ペイン支配に適応した新しいアイデンティティーを完成させた時期に採用されたのがミチ

ョアカン様式であったがゆえに、“集団的記憶の記念碑”として繰り返し用いられた」とい

う可能性についての検証はさらに困難であり、ほとんど手をつけることはできなかった。

ミチョアカン様式が“集団的記憶の記念碑”であったことは検証できなかったものの、

これをタラスコ族の歴史的経験の上に作り上げられた図像とみなすことの妥当性は、2つ

の「総合的図像」という考え方の中で示すことができたと考えている。最初の「総合的図

像」は、タラスコ地域の集落における「建築複合」（教会堂・病院ならびに病院礼拝堂・村

の中央広場が作り上げている世俗的・宗教的空間）を、タラスコ族の生活を視覚的に象徴

しているという意味でひとつの「図像」と捉えようとするものである。ふたつめの「総合

的図像」とは、タラスコ地域で教会堂の個性が正面や天井画に結実してゆく発展過程その

ものを、タラスコ族の歴史的営為を象徴する「図像」とみなそうとするものである。前者

の「総合的図像」については、スペイン支配下で作られた新しい村の実態やタラスコ地域

に創設された病院制度の実態を詳しく見たことで、村の「建築複合」が、植民地支配下で

再編されたタラスコ族の生活文化から宗教的営みまでを示す「図像」であることを明らか

にできたと考えている。後者の「総合的図像」についても、タラスコ地域の村々で、経済

的豊かさと文化的興隆を背景に、個性豊かな教会堂が次々と建設されてゆく過程をたどっ

た今、現存するそれらの教会堂に刻まれた特徴のひとつひとつが、そうした経験の跡を示

す「図像」であるということが許されるのではなかろうか。従来の植民地美術史では、図

像の硬直性、平面的な浮き彫り、鮮やか色彩や空間恐怖を思わせる過剰な装飾への噂好、

アメリカ大陸に固有の動植物や意匠の使用などのひとつひとつの特徴に対して「先住民的」

という形容がなされてきた。そのような姿勢を問題視する立場にあって、「先住民的」とい

う表現を用いるとすれば、上記2つの「総合的図像」こそ、その形容を付されるにふさわ

しいと考える。ここで「先住民的」とは、それを造った人々の社会の現実を反映している

という意味である。

このように考えるならば、タラスコ族の教会堂が現代の人々の注目を集め、感嘆をそそ

るほど個性的で美しいという事実は、それを作った作り手たちの社会が、その時代にそれ

だけの輝きを持っていたことの証だということができよう。本論の「序」で引用した、「建

築は社会を写すのに最も適した芸術である」というチュエカの言葉が再び思い出される。

そこで、最初の間旛提起に答える本論の結論は、「タラスコ族の教会堂が西欧とは異なる独

特の個性をもったことの作り手側の論理とは、自村の教会堂を美しく刷新する願望と資力
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と職人を有していた17世紀半ばのクラスコ族の村落が、その願望を遂げようとした際、

彼らが植民地統治下で育んだ新しい共同体の特質に起因する特徴が表出した」というあり

きたりなものになろう。しかし、本研究を始める前には、ほとんど未知のものとして眼前

にあった教会堂群について、今われわれは、それがいつどのようにして誰の手でどのよう

な事情で作られたかについて、あらましを知っている。本論が結論としたごくあたりまえ

の論理の背後に、どれだけたくさんのタラスコ族に固有の興味深い事実が控えているかを

知った今、この単純な結論にわれわれは少しも動じるものではない。本論の初めに、「（先

住民側を中心に問題設定を行うことにより）先住民が関与した植民地美術の個性を西欧と

比較し評価する議論はおのずと意味を失うことになろう。なぜなら、この間の立て方にお

いて重要なのは、西欧建築との関係性そのものではなく、植民地建築と西欧建築との形の

差異に植民地社会のいかなる現実が反映されているのかを探ることだからである。」（第一

章）と記したが、このような関宿意識に則した研究の試みとして、本論は一定の成果をあ

げることができたと考えている。

本論を結ぶ前に、本論が抱える多くの限界についても、もう一度明らかにしておきたい。

まず、史料の偏在から、実証的な検討がシエラの3教区にほぼ限られたことである。この

状況がタラスコ地域全体、さらにミチョアカン地方の先住民村落全体の中で、果たして代

表的なものであるか否かについての確認は、別の研究に託さなければならない。また、一

部の結論は多くの推論の積み重ねから導き出されており、今後、新しい史料の発見により、

大幅な修正が必要となることも十分ありうる。このことは、タラスコ地域の社会文化史を、

本論のような切り口で18世紀にまで広げて検討した場合についてもいえよう。さらに、

先住民が建設にたずさわった植民地時代の教会堂に、強い個性が表現されている場合、タ

テスコ地域では幸運にも明らかにされたような先住民社会の側の積極的な経済的・文化的

要因が、必ずそこにあると考えてよいかどうかを断定するためには、これも他の研究を待

たなければならないであろう。
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